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作者 に つい て : ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ (Harun Yahya) の 
ベン ネー ム で 執筆 活動 を 続け て いる アド ナン ・ オ ク 
ター ル (Adnan Oktar) は 、1956 年 に アン カラ で 生ま 
れる 。 イ スタ ン ブ ー ル の ミ マ ー ル ・ シ ナン 大 学 で 
雲 術 を 学び ひ 、 イ スタ ン ブ ー ル 大 学 で 哲学 を 学ぶ 。 

1980 年 代 よ り 、 政 治 、 科 学 、 信 仰 に 関す る 著作 を 
多く 発表 する よう に な る 。 世界 で 広く 愛さ れ て いる 
ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ の 著書 は 、 ア ラー へ の 信仰 と 信 
仰 に つい て の 深い 洞察 を 求め る 人 々 に 有用 な 手段 と 
な っ て いる 。 ハ ー 人 ・ ヤ ハウ ャ の 作品 は 年 齢 、 人 
種 、 国 籍 、 追 求 する 目的 な ど に 
関わ ら ず 、 す べ て の 読者 に 影響 
_ を 与え て くれ る も の ば か り で あ 
る 。 読 ん だ 者 の 心 を 捉え 、 神 の 
存在 、 一 貫 性 、 そ し て 神 が 人 類 
に 与え 賜 れ た 価値 に よっ て 生き 
る こと 、 と いっ た 重要 な 主題 に 
つい て 考え る チャ ンス を 与え て 
くれ る 。 

















































読者 の みな さま へ 


進化 論 は 、 反 宗教 的 哲学 に 基づい て 構成 され て いる 。 そ の た め 本 書 で は 、 進 化 論 の 崩壊 に 
つい て 特別 な 草 を 設け て いる 。 


ダー ウィ ニズム で は 万 物 創造 の 事実 を 否定 し て お り 、 す な わ ち それ は 神 の 存在 を 否定 する 
も の で ある 。 こ の こと は 過去 140 年 間 に 、 多 く の 人 に 信仰 を 捨て させ た り 疑 惑 を 抱か せる 
結果 を 導い て きた 。 だ か ら こ そ 、 進 化 論 が 夷 暗 な の だ と いう こと を すべ て の 人 に 示す と い 
う 所 業 は 非常 に 大 切な 使命 で あり 、 重 要 な 任務 な の で ある 。 読 者 の 中 に は 、 本 書 の 一 部 し 
か お 読み に な ら な い 人 も いる で あろ うか ら 、 こ の 主題 を 要約 する 章 を 設け る こと が 適切 だ 
と 思わ れる 。 

ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ の 著作 は 、 す べ て コー ラン の 一 節 を 引用 し た 信仰 に 関す る も の で あ 
り 、 神 の 言葉 と それ に 基づい て 生き る こと に つい て 学ぶ も の で ある 。 読 者 の 頭 に 疑い や 疑 
問 の 余地 が 残ら な いよ うに 、 神 の 言葉 に は すべ て 説明 が つい て いる 。 本 書 は 誠実 で 分 か り | 
や すく 流れ る よう な スタ イル で 書い て あり 、 ど ん な 年 代 の 人 に も 、 ど ん な 社会 に 属す る 人 ! 
に も 簡単 に 理解 し て いた だ ける 。 理解 し や すい 物語 の 効果 の お か げ で 、 い っ き に 読み 進め ! 
られ る 内 容 と な っ て いる 。 精神 世界 と いう も の の 存在 を 厳格 に 否定 する 人 で も 、 本 書 に 記 
載 さ れ た 事実 に は 影響 を 受け る こと が で き 、 内 容 の 真実 性 は 否定 する こと が で き な い 。 


本 書 お よび ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ に よる 他 の 著作 は 1 つ 1 つ 別個 で 読む の も いい が 、 ま と め 
て 読む の も お 勧め で きる 。 読 者 は 各 著 作 か ら 素 晴らし い 利 益 が 得 ら れる た め 、 各 自 の 経験 
に 関連 付け 熟考 する 際 の 参考 に 本 書 の 議論 を 有用 な も の と し て いた だ ける こと だ ろう っ う 。 


さら に 、 神 の 慈 砺 を 説く た め に 著述 され た 本 書 の 出版 は も ちろ ん の こと 、 本 書 を お 読み い 
た だ くだ け で も イス ラム 世界 へ の 素晴らし い 貢 献 と な る で あろ う 。 著者 の あら ゆる 著作 は 
非常 に 説得 力 が か ある 。 ゆ え に 真 の 宗教 を 他 に 広め る た め に 非常 に 有効 な 手段 の 1 つ は 、 こ 
の 本 の 精読 を お 勧め し て いた だ く こ と で ある 。 


ぜひ と の 本 の 巻末 の 関連 書籍 一 覧 も ご 覧 いた だ きた い 。 信 仰 に 関連 する トピ ッ ク の 豊富 な | 
情報 源 は 非常 に 有用 で 、 読 み ご た え が あ る 。 

これ ら の 著作 に は 、 他 の 書籍 と は 違い 、 著 者 の 個人 的 な 意見 や 疑わ し い 文 献 に 基づい た 説 

明 、 神 聖なる も の へ の 敬意 や 尊敬 に 対す る 不 注意 な 記述 、 疑 念 を 抱か せ た り 心 を 逸脱 させ 

た りす る 絶望 や 悲観 と いっ た 主張 は 一 切 記載 され て いな い 。 ' | 

翻訳 - 

福 見 咲子 ' 

立石 ゆか り | 

マイ アッ ト か お り 「 
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座 著 (につい て 


放 ョ ルアー ヤム ハウ ャ (Harun Yahya) の ベン ネー ム で 執筆 活動 を 
交 IN る 7 ドナ ン ・ オ クタ ー ル (Adnan Oktar) は 、1956 年 に アン 
有 W ン で 生ま 人 靖 証 請 カラ で 小学 校 、 中 等 教育 を 受け た 後 、 イ 
ダ 一 ル の 町 / 大 学 で 芸術 を 学 ひ 、 イ スタ ン 詩 
ル 大 学 で 哲学 を 学ぶ 。 

1980 年 代 よ り 、 政 治 、 科 学 、 信 仰 に 関す る 著作 を 多く 発表 す 
る よう に な る 。 ハ ー ル シ ・ ヤ ハウ ャ は 、 進 化 論者 の 天 瞳 。 そ の 詩 
張 の 無効 性 、。 ダ ー ウ ィ ニ ズム と ファ シズ ム 、 共 産 主義 の よう な 面 
な まぐ さい イデ オロ ギー と の 関連 性 を 暴く 重要 な 書籍 を 多く 著 ず 
蘭 G 人 旧記 (る に つ に な る 。 

下 還 凡 有 シ ・ 平 ハウ ャ の 作品 は 、57 の 言語 に 翻訳 され 、 総 計 
問 較 698 是 イラ スト を 含む 4 万 5 千 ペ ー ジ に も 上 る 量 と な 皿 暫 < 
二 N の 。 

彼 の パン ネー ム は 、 ハ ー ル ン ( ア ー ロ ン )(Harun / Aaron) と ヤ 
人 ウ ヤマ ( ジ ョ ン )(Yahya / John) を 組合 わせ た も の で あり 、 人 々 の 
信仰 が 薄い こと を 嘆い て 戦っ た 尊厳 な 2 人 の 預言 者 の 名 に 由来 す 

る 。 彼 の 著書 の 装丁 に 施さ れ た 預言 者 た ちの 印章 は 、 コ ー ラ ン 

(最後 の 聖書 ) と 最後 の 預言 者 モハ マ ド ( 神 の 祝福 あれ 、 そ し 

て 平和 が 与え られ る こと を 望む ) を 表し 、 こ の 印章 は イス 
ラム 教 に 関し て 書か れ た 彼 の 本 の 象徴 と な っ て いる 。 


コー ラン の 教え と スン ナ ( 預 言 者 の 教え )[( 神 の 祝福 あ 


れ 、 そ し て 平和 が 与え られ る こと を 望む )] を も っ て 
。。 、 反 未 教 的 イデ オロ ギー の 主義 の 基礎 に 反証 し 、 そ 
し て * 最 後 の 言 葉 ' を 使う こと で 、 宗教 に 対立 し て 
公 掲げ けら れる 反対 意見 を 沈黙 させ る こと が 彼 の 目的 
提 で ある 。 

彼 は 究極 の 智 と 完璧 な る 道徳 を 達成 し た 最後 の 

預言 者 の 印 ( 神 の 祝福 あれ 、 そ し て 平和 が 与え られ 

る こと を 望む ) を 、 最 後 の 言 葉 を 捧げ る 彼 の 意思 

の 象徴 と し て 用 いて いる 。 



































語っ . 間 訂 隊 上 うす る こと 、 BE コ た ぶ 衝 シス 2 記 er 
夫 暴 《 こと で ある 。 

較 還 症 較 5 用 ピ ド 、 プ フリ カカ 、 イ ギリ ス 、 イ ンド ネシア 、 ポ ボー ラン トド 箇 ドラ 村 二 商 

' 全学 ラジ リリ Rd レー 還 了 し が 26 ラルク 6S 語 アリ レク ョ 0 り 且 ハロ ン ン な GS022 で RS 

席 上 二 生き 著 作 の 一 部 は 、 英 語 、 フ ラン ス 語 、 ド イツ 語 、 ス ペイ アク 語 博多 衣 馬 町 告 ホホ 

隊 且 謗 フレ ドウ ー 語 、 ア ラビ ア 語 、 ア ル バ ニア 語 、 中 国語 、 ス ワ ヒ リ 語 、 ハ ウザ 誠 証 デ デ ペ ビ 語 

( モ リン シャ ズ 細く 使用 これ る 言語 ) 、 ロ ン ア 語 、 セル ボク ロア チア 語 ( ボ スニ ア 語 請 還 語 販 細 BR 

請 請 間 靖 症 時 証言 イン ド ネ ン ア 語 、 ベ ン ガ リ 語 、 デ ンマ ー ク 語 、 スウ 還 全 証 果 較 
ii 還 この で 請 語 較 

世界 で 広く 愛さ れ て いる これ ら の 著書 は 、 ア ラー へ の 信仰 と 信仰 に つい て の 深い 洞察 を 求め る 人 
々 に 有用 な 手段 と な っ て いる 。 著作 中 【 の 証 較 外 目 の スタ イル と お 人 還 還 
理 角 W や すく 、 読む 者 すべ て に 直接 効果 を 与え る よう に で き て いる 。 こ うい っ た 著作 を 真剣 叶 寺 誠 る 
人 た ち は 、 も は や 無神論 や お か し な イデ オロ ギー や 、 物 質 主 義 哲 学 な ど を 主張 する こと は な く な る だ 
ろう 。 な ぜ な ら 、 こ れ ら の 著作 は 効果 と 絶対 的 な 結果 が 迅速 に 発揮 され 、 明 解 で ある こと が 特徴 で あ 
る か ら だ 。 そ うい っ た 主義 が さら に これ か ら も 主張 され る と し て も 、 そ れ は も は や 感情 的 な も の で し 
かい 。 な ぜ な ら こ れ ら の 著作 が その よう な イデ オ 回 キー は 相生 の MM86ib 較 | 回 | 
時 代 の 合 定 的 な 動き は すべ て 観念 的 に 打ち 負 か さ れ て いる 。 そ れ も ハ ー ル ン ・ ヤ ハウ ャ の 著作 の お か 
げ で ある 。 

これ も コー ラン の 手 因 と 明解 さ に よる も の だ と いう こと は 疑う 余地 が な い 。 作者 は 、 控 え め な が 
ら 、 神 の 正しい 道 を 求め る 手段 と し て 彼 の 著書 を 役立て て も ら う こと を 意図 し て いる 。 著書 の 出版 に 
よる 物質 的 な 利益 は 何一つ 目的 と され て いな い 。 

人 の 精神 と 心 を 開き ぎ 、 さ ら に 神 に 対し て 献 映 的 と な る べく 道 を 指し 示す た め 、 こ れ ら の 作品 群 を 
他 の 人 に も 読ん で も ら お うと する 者 は 、 非 常に 価値 の ある 行動 を と っ て いる と 言え る 。 

人 の 精神 の 混乱 を 招き 、 人 々 を 観念 的 な 混 沖 の 中 に 導き ぎ 、 人 々 の 心 に ある 疑問 を 取り 除く よう な 
効果 が な い 本 を 宣伝 する こと が 時 間 と エネ ルギー の 無駄 に し か な ら な いと いう こと は 経験 上 明らか で 
人 々 を 失わ れ た 信仰 か ら 救 うと いう 高貴 な 目的 より も 作者 の 文語 力 が 強調 され て いる よう な 本 

に は 、 そ の よう な 効果 を 期待 する こと は で き な い 。 そ れ を 疑う 者 も 本 書 を 読め ば 、 ハ ー ル ン ・ ヤ ハウ 
ャ (Harun Yahya) の 唯一 の 目的 が 、 コ ー ラ ン に 対す る 不信 を 克服 し 、 コ ー ラ ン の 備 理 価値 を 普及 させ る 
こと だ と わか る だ ろう 。 こ の 頁 献 の 成功 と 影響 は 読者 の 確信 に 現れ て いる 。 

1 つ だ け 頭 に 入れ て お いて いた だ きた い の は 、 多 く の 人 が 残酷 行為 、 闘 争 、 そ の 他 の 苦行 に 耐え 忍 
ん で いる 大 きか な 原因 は 、 不 信仰 思想 の 普及 に 他 な ら な いと いう こと だ 。 

創造 説 と コー ラン の 備 理 稚 に つい て の 迷い を 取り 払う て で なめ に 人 人 信 徹 ? 
々 が それ に より 生き る 道 を 見 つけ る こと で の みこ れ を 終 六 さ せる と と が で きる の で ある 。 ーー 

暴力 、 崩 壊 、 闘 争 の 螺旋 階段 を 落ち て いく と いう 現代 の 世界 的 状況 を 鑑み て も 、 早 急 か つ 効 果 的 
に 手 を 打 た な く て は な ら な いと と は 明らか で ある 。 さ も な けれ ば 手遅れ と な っ て し まう 。 

こう し た 活動 に 関し 、 ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ (Harun Yahyay は リー ダー 的 役割 を 果たし て いる 。 神 の 
意思 に より 、 こ れ ら の 著書 は 21 世 紀 の 人 々 が コー ラン に 約束 され て いる 平和 、 正 義 、 幸 福 に 到達 画 大 
た め の 手 段 と な る だ ろう 。 
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は じ め に 


150 年 ほど 前 、 イ ギリ ス の 博物 学者 、 チ ャ ー ル ズ ・ ダ ー ウ ィ ン 
(Charles Darwin) は 旅行 中 に 得 ら れ た さま ざま な 知見 に 基づい て 
ひと つの 理論 を 提唱 し た 。 し か し 、 こ の 理論 は 後 の 科 学 的 研究 
に よっ て 支 地 され る こと は な か っ た 。 彼 の 進化 論 は 、 本 質 的 
に は ダー ウィ ン が 想像 力 を か きた て て 作り 上 げた 仮定 と 推 
測 か ら な る 、 い くつ か の シナ リオ で 構成 され て いた 。 

ダー ウィ ン の 進化 論 の シナ リオ に よれ ば 、 無 生物 物質 
が 偶然 に 集まっ た こと で 、 最 初 の 生命 細胞 を 形成 し た 、 と 
いう こと に な っ て いる 。 こ の 主張 が 非常 に いい か げん で あ 
の RAN 
で いる の も 不思議 で は な い 。 この 神話 に よ 、 生 命 を 持 
ie 
に 、 こ の 最初 の 生命 体 種 は 、 偶 然 に 最初 の 微生物 へ と ゆっ くり 

と 変化 し て いっ た 。 言い 換え 
る な ら “進化 し た ”" と いう の で 
ある 。 こ の 間違い だ ら け の 進化 論 ( 
OO 

命 体 は 同様 の 架空 の プロ セス に よっ て も た ら さ れ た も の な の だ と い 







チャ ー ル ズ ・ ダ ー ウ ィ ン 


(Charles Darwin) 


の 

ダー ウィ ン の この 主張 は 、 も ちろ ん 科学 的 証拠 や 物証 に は 基づい て 
いな い 。 PRK 
あり 、 彼 の 仮説 の ば か げた 非 現実 的 な 性 質 の 部 分 に は 光 が 当 て られ な か 
378。 こ フウ し 必 給 の ら 、。 クー ソイ ィ ン の シグ リオ AdW 一 般 に 受け 入れ 










ダー ウィ ン が 使用 し た 単 レン ズ 顕微 られ る こと と な っ た の で ある 。 
鏡 は 、 ダ ー ウ ィ ン の 時 代 に は 技術 が ダー ウィ ン の 進化 論 の 基礎 は 物質 主義 で 
決し て 進歩 し て お ら ず 、 限界 が あっ た あぁ あっ た 。 そ れ ゆ え ぇ 物質 主義 者 に 彼 の 理 


こと を 明らか に し て いる 。 時 間 は ヵ 
人 寸 日 0 


論 が 受け 入れ られ る の に 
か ら な か っ た 。 物質 
義 者 は 創造 論 を 否定 し て いる た め 、 定 目的 に 進化 論 に 飛 
び つ いた 。 そ し て 進化 論 が 目 分 た ちの 世界 観 で の 科学 的 
根拠 で 支持 され て いる か の よう に 主張 し た の で ある 。 

膨大 な 量 の 研究 と 調査 が 行わ れ 、 研 究 所 で は 人 工 的 


な 環境 を 設置 する こと で 、 ダ ー ウ ィ ン の 理論 を 確証 す 





進化 論 を 無効 に する 大 き な 発見 の 1 つ に 化石 記録 が あげ られ 
る 。 生物 の 構造 が 何 千 万 年 物 間 変わ っ て いな いと いう こと を 
明らか に する も の で ある 。 写 真 は 、 現代 に 生息 する 昆虫 と 5 千 
万 年 前 の 昆虫 の 化石 で ある 。 この 主 は 5 千 万 年 も の 時 を 越え 
て 同じ で あり 、 進化 論 を 否定 する 。 


ハー ルン ・ ヤ ハ ワ ャ 


る 研究 結果 を 得 よ うと いう 試み 
の 0042 人 U06G し 0 8 の 
研究 と 、 得 られ た すべ て の 結果 
は 、 進 化 論 を 確証 する どこ ろか 
それ を 谷 定 する 証拠 ば か り で あ 
っ た 。20 世 紀 初 頭 か ら 科 学 技術 
は 目覚 し い 進 歩 を 遂げ 、 進 化 論 
は つい に 償 定 され る の で ある 。 
令 生 物 学 、 生 物 数 学 、 細 胞 生物 
学 、 生 化学 、 遺 伝 学 、 解 判 学 、 
了 一 5 
「 億 2500 万 年 前 この 主題 に 関連 する 科学 分 野 は 
の サン ショ ウ ウ ie en 
オ と 、 現 代 に 生 無数 の 証拠 を 明らか に し て いる 。 
息 す る 同種 

化石 記録 は 進化 論 の 主張 を 打 
ち 人 砕く 最も 重要 な 証拠 だ と 言え 
る 。 化石 は 、 地 球 上 に も た ら さ れ 
た 生命 体 は 細部 に お いて も 変化 し 
て お ら ず 、1 つ の も の か ら 別 の も 
の へ と 変態 し て いな いこ と を 示 
す 。 化石 記録 を 精査 する こと で 、 
生物 は 数 億 年 、 数 百 万 年 前 と 比べ 
今日 の も の と 全く 変わ ら ぬ 姿 で あや る と いう こと が 分 か る 。 言 い 換 えれ ば 、 進 化 な ど し て いな い の で ある 。 
最も 古代 に お いて も 、 生 命 体 は 複雑 な 構成 を 持ち な が ら 和 突然 出 現し た 。 そ の 生命 体 は 現在 の 体 と 何ら 変わ 
り の な い 、 完 全 で 優れ た 機能 を 持つ も の で ある 。 

これ は 議論 の 余地 の な い 1 つ の 事実 に 導 か れる 。 生命 体 は 架空 の 進化 の プロ セス な ど に よっ て も た ら さ 
れ た も の で は な い 。 地 球 上 に 存在 する 、 生か 
だ 。 こ の 創造 の 事実 は 、 欠 点 を 全く 持た な い 生 命 体 の 残し た 軌跡 に よっ て 明らか と な る の で ある 。 

本 書 は 、 化 石 と は 何 か 、 以 前 は どう だ っ た の か 、 ど の よう に 発 
見 され た の か と いっ た 情報 だ け で な く 私 た ち は 進 化 な ど し て いな 
い 、 創 造 に よっ て も た ら さ れ た の だ "” と 宣言 する 化石 た ちの さま ざ 
まな 年 代 に わた る 膨大 な 標本 を 吟味 する も の で ある 。 こ の 本 で 図解 
され 取り 上 げ ら れ て いる 化石 は 進化 論 の 事実 を 証明 する 何 百 万 の 例 

の ほん の 一 部 に し か すぎ な い 。 進化 論 を 立証 する と 言わ れ て いる 非 
常に 数 少な い 証拠 も ある に は ある が 、 こ れ ら は すべ 
て 科学 史上 最大 の 來 上 で あり 、 進 化 論 は ご ま か し の 
理論 な の で ある 。 















ンダ は 、 創造 され た その 日 か ら 同 じ 構造 を 有 し て い 
る 。 3 億 年 も の 年 月 の 間 同じ 姿 を 保っ て いる シダ は 、 進 
化 論 が 無効 で やめ る こと を 証明 する 証拠 の 1 つ で ある 。 


ドラ テッ カク ター ル 目 天主 




















呈 議 回 肝 の アド ラズ 


化石 と は 


大 ま か に 定義 する な ら ば 、 化 石 と は 太古 の 普 に 生 條 し て いた 生命 体 の 遺 骸 や 痕 陣 で あり 、 自然 の 状況 
に お いて 現在 まで 保存 きれ て いる も の を 指す 。 現在 わた し た ち が 見 る こと の で きる 化石 に は 、 有 機体 その も 


の 、 ま た は 生命 体 が まだ 生き て いた 際 に 残っ た 遺骨 が あ 


げ ら れる (後者 を 生 痕 化石 と いう )。 動植物 の 死骸 


が 完全 に 腐食 する 前 に 保存 され 、 地 球 の 堆積 娠 の 一 部 と な っ た も の を いう 5。 化石 化 が 行わ れる た め に は 、 
還 植 物 は 通常 沈 泥 の 地層 内 に か な り 急 速 に 埋没 きれ な く て は な ら な い ^。 埋 当 
後 、 元 の 組織 に 無機 的 変化 が 起こ る こと に より 化石 に な る と いう 5 化 


学 交 プロ セス が 発生 する 。 

化 右 は 、 有史 以前 の 生活 の 細部 を 示す 最も 重要 な 
証拠 で ある 。 世界 の あら ゆる 地域 に お いて 、 何 百 万 
と いう 数 の 化石 が 発掘 され て お り 、 歴史 と 地球 の 
生命 構造 を 垣間見 せる の ぞ き 窓 と し て 機能 し て 
いる 。 膨大 な 数 の 化石 は 、 生物 の 種 が 突然 、 
完全 な 形 で 複雑 な 構造 を 持ち な が ら そ の 


モ シ タナ 州 で 発 
見 され た 暁 新 
世 (6550 万 年 
5500 万 年 前 ) 時 
代 の 樺 の 木 の 化石 
は 立体 感 が ある 。 





5 千 万 年 前 の カエル の 化石 

5 千 万 年 前 に 生島 し て いた この 
カエ ル と 現代 に 生き る カエ ル と 
mn の 間 に 、 違 い は 全く な い 。 










通常 、 生 命 体 組織 が 死に 至る と 、 
まず 軟組織 が 変質 し 腐食 する 。 
その 後 骨 、 歯 な どの 硬 組 織 が 保 
存 され る 。 骨 の 変 賞 を 防ぐ た め に 
は 、 急 速 に 埋没 され な く て は な ら 
な い 。 










長い 期間 を 経て 、 骨 は 堆 柄 物 下 
部 の 層 に 埋 渡さ れ 、 生 物 は 化石 
化 さ れ て いく 。 


上 部 の 土地 が ゆっ くり と 侵食 され 
て いき 、 化石 が 形成 され る 岩層 は 
次 第 に 地表 へ 移動 し て いく 。 


化石 は 地表 に 接近 し 、 目 然 に 姿 を 現 
すこ と も あれ ば 、 古 生物 学者 な どの 
発掘 の 隊 に 採集 され る こと も ある 。 











ハリ デル シ リヤ イハ 5 







3800 万 年 前 2300 万 年 
前 に 生息 し て いた カニ 
の 化石 

4 億 9 千 万 年 前 4 億 4300 万 年 前 の ヒト デ は 、 ヒ ト デ が 何 億 年 
も の 間 、 全 く 姿 を 変え ず に 、 進 化し て いな いこ と を 示す も の で 
ある 。 


次 を 現し た こと を 示し て お り 、 種 は 、 何 億 、 誠 和 0 往く 変化 する こと は な か っ た と いう こと が 分 
か る 。 これ は 無 の 状態 か ら 生 舘 が も た ら さ れ た 、 言い 換え れ ば 生 命 が 創造 され た と いう こと の 重大 な 証拠 で 

ある 。 どれ 1 つと し て 生命 が ゆっ くり と 形成 され た 、 ke は な い 。 進化 論 
ii の 化石 “の 化石 標本 は 非常 に 数 少な が く 、 さ ら に それ ら は 科学 的 証拠 と 

て は 無 価 値 で ある 。 同様 に 、 進化 の 途中 状態 の 化石 と 言わ れ た 化石 は 実際 は 偽造 で や る こと が 露見 し て 
0 これ を 見 て も ダー ウィ ニス ト が 詐欺 まがい の 手段 に 講じ る ほど 切羽 詰まっ て いる も の だ と いう こと が 分 か 
98 

お よそ 過去 150 年 間 、 世界 各地 で 発掘 され た 化石 は 1 つ 残 ら ず 、 急 は 常に 魚 で あり 、 昆虫 は 常に 昆虫 
で あり 、 和 鳥 は 常に 鳥 で あり 、 則 虫 類 は 常に 賜 虫 類 で あっ た と いう こと を 証明 し て いる 。 生物 種 で の 変態 、 
リー い 魚 か ら 両 生 動 物 へ 、 則 虫 類 か ら 鳥 へ と 変わ っ た こと を 示す 化石 は 1 つと し て 発見 され て いな 

\ ゝ 。 端的 に 言え ば 、 化石 記録 は 長期 間 に わ た り 、1 つ の 種 か ら 別 の 種 へ と 進化 を 遂げ た と いう 進化 論 の 基 

間 昌 間 還 く 骨 壊さ むせ た こと と な る 。 





和合 の 形成 過程 に つい て の 情報 を 示す の と 同時 に 


2 千 万 年 前 1500 万 年 前 に 生息 し 2 億 5 千 万 年 前 7 千 万 年 前 の エビ は 、 

て いた 羽 ア リ 今日 生息 する も の と 同じ で ある 。 エビ 

樹脂 が 固まり 琉 斑 に 閉じ 込め られ は 何 百 万 年 も 同じ 姿 を 変え て お ら ず 、 

た 化石 も また 、 進化 論 を 否定 する 。 これ は 進化 が 実際 に は 発生 し て いな 
い 選 と を 示し て いる 。 





ー ア ドナ ッ - 0 ル し 











化石 の 発見 は 、 こ の 挿絵 の よう な 案 空 の 生き 物 は 全く 存在 し て いな 
いこ と を 示す 。 生物 は 化石 記録 に 現さ れる よう 、 すべ て の 特徴 は 全く 
その まま で 突然 この 世に 現れ て いる 。 生物 種 は 存在 する 限り 、 全 くそ 
の 形 を 変え て いな い の で ある 。 


ダー 小さ な 変化 を 繰り 返す こと に より 、 生物 は 1 つの 
種 か ら 他 の 種 へ と 長い 年 月 を か け て 進化 する と 主張 し て いる 。 科 
学 的 発見 に よっ と 否定 され て いる この 主張 に よれ ば 、 魚 は 両生 類 へ と 進 
化し た と され て お り 、 則 虫 類 は 鳥類 へ と 進化 し た と され て いる 。 こ の 変態 
の ブロ セス と 呼ば れる も の は 、 何 千 万 年 も の 年 月 の 中 で 、 無 数 の 化石 記 
録 と な っ て 現われ る は ず で ある 。 言い 換え れ ば 、 過去 数 百年 間 に お ける 
極め て 熱心 な 研究 の 間 、 研 究 者 は 半 魚 、 半 クモ 、 半 ハエ 、 半 トカ ゲ や 半 
島 の よう な グロ テス ク な 生物 に 多く 発掘 し て いる は ず な の で ある 。 し か し 
な が ら 、 地 球 上 の ほとん どの 地層 が 掘り 返さ れ て いる に も 関わ ら ず 、 ダ 
ー ウ ィ ニ スト が 移行 型 の 証拠 と し て 採用 で きる た っ た 1 つの 化石 も 見 つか 
つっ IAN の DD 

逆 に 、 無 数 の 化石 が クモ は 常に クモ で あり 、 ハエ は 常に ハエ で あり 、 魚 
1 衝 全 (GOD し blCGDI し 凍り EE の EE 
鳥 は 常に 島 で あっ た と いう こと を 示し て いる 。 何 千 何 万 も の 化石 た ち は 、 
生物 が 進化 を 遂げ て お ら ず 、 神 に よっ て 創造 され た と いう こと を は っ きり 
と 示し て いる 。 無数 の 化石 が 生物 は 進化 し た の で は な く 創 造 さ れ た の だ 
と 証明 し て いる の だ 。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ワ ャ 


大 陵 プ レー ト の 移動 が どの よう に 
地球 の 表面 を 変化 させ た の か 、 
骨 去 の 年 代 に どの よう な 気候 の 
変化 が あっ た の か な ど 、 化石 は 
地球 の 歴史 に つい て も 大 変 多く 
の デー タ を 提供 し て いる 。 

化石 研究 が 独立 し た 科学 
分 野 と し て 形成 され た の が ほん 
の 17 世 紀 頃 で ある に も 関わ ら 
ず 化 石 は 、 古代 ギリ シャ の 時 代 
より 研究 者 の 興味 を そそ り 立 て 
た き /C で LC 人 0 者 グー ト : 
ブッ ク (Robert Hooke) (1665 年 『 
Micrographia (邦題 : 顕 微 鏡 図 
講 ベ クロ グラ フィ ア 7』1668 年 ! オー スト ラリ ア の エディ アカ ラ 生 物 群 で 作業 する 化石 研究 者 
Discourse of Earthquakes」 の 著 
者 ) お よび ニー ルス ・ ス テン セン 
(Niels Stensen) ( 二 コ ライ ・ ス テ ノ 
名 の 方 が 有名 ) の 研究 が 後に それ に 続く 。 フッ ク と ステ ノ が 調査 を 行っ て いる 同時 代 、 多 く の 思 想 家 は 化石 
が 古代 に 実際 に 生き て いた 生物 の 遺骸 で ある と は 信じ て いな か っ た 。 化石 は 生物 の 遺骸 で ある か 合 か の 
議論 の 中 核 に は 、 地理 的 デー タ の 観点 か ら 化 石 が どこ で 発見 され た も の か を 説明 で き な い と いう 事実 が 存 
在 し た 。 化石 は 顔 繁 に 山 病 地 帯 で 発見 され て いる 。 当時 、 海 面部 か ら か な り の 高度 に ある 周 層 で 急 の 化石 
化 が 起こ る と いう よう な こと を 説明 する の は ほとん ど 不 可能 で あめ っ た 。 レオ ナル ド ・ ダ ・ ヴ ィ ン チ (Leonardo da 
Vinc が 以前 指摘 し た こと を 受け 、 ステ ノ は 長い 歴史 の 中 で 海面 は 次 第 に 低落 し た と いう 説 を 文 持 し た 。 一 
方 フッ ク は 、 地球 内 部 と 海 儲 プレ ー ト の 地震 に よる 熱 で 山 が 隆起 し た と し た 。 化石 は 実際 に は 過去 に 生き て 
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いた 生物 の 残 革 で ある と いう フッ ク と ステ ノ の 解 
釈 を 受け 、 さ ら に 18 世 紀 か ら 19 世 紀 に 発達 し た 
地質 学 と 系 続 だ っ た 化石 の 収集 に より 、 研 究 は 
科学 の 一 分 野 と し て 展開 する よう に な っ た の で あ 
る 。 
ステ ノ が 述べ べた 原理 は 、 後 に 化石 の 分 類 と 
解 彼 に つなが る 。 18 世 紀 よ り 、 大 鉱 の 開発 と 鉄道 
工事 の 発展 に より 、 地表 の 下 に 何 が 横たわっ て 
いる の か を 探る より 詳細 な 調査 発掘 が 、 そ れ ま で 
より も 大 掛か り に 行わ れる よう に な っ た 。 
近代 の 地質 学 で は 、 地殻 は 地球 の 表面 に 縦 


か ] 
で 





横 無尽 に は り め ぐら され 動く 、 プ レー ト と 呼ば れる 馬 王 まり Ei 本目 二 
巨大 な 層 で 構成 され て いる こと が わか っ て いる 。 で 
これ に より 、 大 陸 を 移動 させ 海洋 を 形成 し て い ンー 


「 hui 誠 地球 の 衛星 画像 
る 。 プレ ー ト の 動き が 大 きく な れ ば な る ほど 、 地球 - 


の 地形 は 大 きく 変わ る 。 山脈 は 巨大 な プレ ー ト 同 
士 が ぶつ か り 合 っ た 結果 出来 た も の で ある 。 か な り 長 期間 か け て 起こ っ た 地球 の 地形 の 変化 と 隆起 は 、 今 
日 山 の 一 部 を 形作る 地層 が 昔 あ る 時 期 に は 水面 下 に あっ た と いう こと を 示し て いる 。 

これ に より 、 岩 層 に 見 られ る 化石 は 、 異な る 年 代 の 地球 の 歴史 情報 を 得る 重要 手段 と な っ た 。 地質 学 情 
報 は 、 生 物 の 死亡 後 の 遺 骸 が 死後 堆積 物 中 に 保存 きれ た こと を 示し て いる 。 化石 は 、 言 い 抱 えれ ば 、 長大 
な 時 間 の 流れ の 中 で 岩層 ご と 高く 隆起 し た も の で ある 。 化石 が 発見 され た 岩 に は 、 何 百 万 年 前 の も の と 推 
定 さ れる も の も ある 。 


ヒマ ラ ヤ 
ユー ラ シ ア 


海底 の 地すべり 















ある 層 が 詰まっ て し 
まい 、 層 が 上 へ と 押 
し 上 げ ら れる 





地質 学研 究 者 は 、 大 規模 な テク トニ ク プ レー ト の 運動 や 衝突 の 結果 と し て 地層 が 動き 、 山 が 形成 され た の 
だ と し て いる 。 

上 の 挿絵 は 、 上 マラ ヤ の 歴史 的 形成 を 描い た も の で ある 。 イ ンド 地域 は お よそ 1 億 4500 万 年 前 に ユー ラ シ 
ア 大 陸 へ と 移動 し 始め 、 海 底 は ば ユーラシア 大 陸 の 下 に すべ りこ ん だ 。 

ユー ラ シ ア と イン ド の 出現 に より 、2 つ の 大 陸 間 で 海底 の 層 に 詰まり が 生じ た た め に 上 へ と 押さ れる 結果 と 
な り 、 よ っ て 現在 の ヒマ ラ ヤ が 隆起 し た と いう こと で ある 。 
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こう いっ た 研究 の 間 、 特 定 の 化石 の 種類 は 特定 の 君 層 や 特定 の 娠 に し か 存在 し な いこ と が 観 祭 され て 
さき た 。 連続 性 の ある 岩層 に は 、 特有 の 層 の "痕跡 "と され る 独自 の 化石 群 が 含 まれ て いる こと が 分 か っ た 。 
これ ら の “ 彰 跡 化石 “は 地層 年 代 、 時 代 、 地域 に よっ て さま ざま な 種類 に 分 けら れる 。 例え ば 、 古代 湖 と サン 
ゴ 礁 一 2 つの 異な る 環境 条件 と 堆積 物 の 種類 一 か ら 、 同じ 地質 学年 代 に 属す る 同じ 化石 を 有する 堆積 物 
が 発見 され る 可能 性 が ある 。 また は 、 憶 く 離 れ た 2 つの 娠 床 か らら 同じ" 痕跡 "化石 が 見 つか る 可能 性 が ある 。 
これ ら の 形跡 か ら 与え られ た 情報 を 通し て 、 科学 者 は 、 今 日 使用 され て いる 地質 学 的 年 代 を 決め た の で あ 
の 。 


右 層 の 年 代 を 決定 する の に 使用 され る 化石 を 示 準 化石 と い 


挿絵 は オル ド ビ ス 紀 (4 億 9 千 万 年 前 4 億 う 。 示 準 化石 の 多く は 特定 の 期間 の み 、 広く 生息 し 、 容 
4300 万 年 前 ) に 生息 し て いた 三 葉虫 と シ 易 に 見 分 けら れる も の で ある 。 


ルリ ア 紀 (4 億 4300 万 年 前 4 億 1700 万 年 
前 ) の 巻 貞 で ある 。 これ ら の 化石 か ら 、 研 
究 の 対象 と な っ て いる 岩層 が 4 億 4800 万 
年 か ら 4 億 4200 万 年 前 の も の だ と いう こと 
が 推察 で きる 。 








着き 


画 上 時 mk mm 





アド テン カッター ル 


化石 の 形成 


生物 に 死 が 訪れ る と 、 骨 、 歯 、 甲 愛 、 爪 な 
ど 生 物 の 体 の 一 部 の 固い 部 分 が 残さ れ 、 そ 
れ ら が 保存 され る こと に より 化石 が 形成 され 
る 。 化石 は 通常 植物 や 動物 が 石化 し た も の 
の 一 部 分 だ と 考え られ て いる 。 し か し 、 石化 と 
いう 過程 の み で は 化石 は も た ら さ れ な い 。 准 
便 状 態 の マン モス や 、 琉 班 に 閑 じ 込め られ 
た 過 虫 類 な どの 小動物 や 是 虫 、 春 椎 動物 な 
ど 、 一 部 の 化石 は 生物 の 構造 の 損傷 も 腐食 
も な く 今 日 まで 存続 し て きた 。 





生物 が 死ぬ と 、 筋肉 や 組織 な ど で 出 来 た 琉 匠 内 で 化石 化し た 5400 万 年 ~ 
や わら か い 組 織 は や が て バク テリ ア や や 環境 の 影 2800 万 年 前 の スズ メ バ チ 


門 5( こ より 腐食 し て いく (氷点 下 や 砂漠 の 乾燥 地帯 な どの 稀 な 状況 下 で は 腐食 

は 生じ な い )。 骨 や や 歯 な ど 、 無機質 を 含ん だ 部 分 な ど 、 柔らか い 組 織 よ り も 耐久 性 の ある 組織 は 、 さ ま ざ ま な 物理 的 、 
科学 的 経過 を 経る こと に より 、 さ ら に 長期 間 存 続 で きる 。 そし て 、 こ れ ら の 経過 に よっ て 化石 化 が 起こ る の で ある 。 従 
っ て 化石 に な る 部 分 の 多く は 春 椎 動物 の 骨 や 歯 、 腕 足 動物 や 軟体 動物 の 甲 愛 、 特 定 の 甲殻 類 や 三 業 虫 な どの 外 
骨格 、 サン ゴ や 海面 動物 に 似 た 組織 の 外 族 、 植 物 の 木 資 の 部 分 な ど と な る 。 

組織 の 環境 や 周囲 の 状態 も 化石 形成 の 大 き な 役割 を 果たす 。 組織 の 周囲 環境 に よっ て 化石 化 が 起こ る か どう 
か を 予測 で きる の だ 。 た と えば 水面 下 環境 は 、 乾燥 し た 地上 で の も の と 比較 する と 化石 の 形成 と いう 点 で は 、 よ り 都 
合 が 良い 。 

最も よく 知ら れ て いる 広範 囲 に 及ぶ 化石 化 の プロ セス に は “パー ミネ ラリ ゼー ショ ン " ま た は “ミネ ラリ ゼー ショ 
ン ”" が あげ られ る 。 この 過程 に お いて 、 組織 は 体 が さら され 
て いる 土質 の 水分 中 の 無機 控 に 置換 され る 。 ミネ ラリ ゼー 
ショ ン は 次 の よう な 有 段 階 で 起こ る 。 

1) まず 、 生物 が 土 、 泥 、 砂 な ど に 義 わ れる こと で 死ん 
だ 組織 の 体 は すぐ に 空気 と の 接触 か ら 保護 され な く て は 
な ら な い 。 数 ヶ月 後に は 、 玲 積 物 の 新しい 層 が 埋もれ た 遺 
骸 の 上 に 積もる 。 これ ら の 層 は 厚い 防御 層 の よう な 効果 を 
も た らし 、 動物 の 体 を 外部 物質 や 物理 的 磨耗 か ら 保 護 す 
る 。 既存 の も の に さら に 新た な も の が 積み 重なり 、 さ ら に 多 
く の 層 が 形成 され 、 何 百年 以内 に は 、 動物 の 遺 骸 は 地表 
や 海面 、 湖底 か ら 何 メー トル も の 地下 へ と も ぐり こん で い 
く 。 時 間 と と も に 、 動物 の 骨 、 甲殻 、 ウ ロコ 、 軟骨 組織 な ど 
の 組織 は 化学 分 解 さ ん て いく 。 地下 水 が こ れ ら の 組織 に 
浸透 し 始め る よう に な り 、 こ の 水 に 溶解 する 方 解 石 、 黄 鉄 
鉱 、 理 土 、 鉄 な どの 侵食 や 化学 分 解 に より 抵抗 力 の ある ミ 
ネネ フル は ゆっ くり と 組織 中 の 化学 物質 を 変化 させ る の で あ 





る 。 従っ て 、 百 万 年 と いう 時 代 を 経て 、 こ れ ら の ミネ ラル は "YAMFR 和 Ye 
ーー 間 ーー 、 進 化 が 発生 し た の で は な いと いう 証 抗 
生物 の 体内 に ある 組織 を 置換 する こと に より 石 の コピ ビー を し て 、 次 の 世代 へ と 受け 継が れる の で あろ う 。. 


形成 する 。 最後 に 、 化 石 は 、 石 に 変化 し た 元 の 生物 の 外 
身 形 態 と びっ た り 同 じ 形 を 有する よう に な る の で ある 。 


凡 造 の アト ラス 


ハー ルフ ブリ ヤル ハウ Y 





1. サン ゴ : 礁 を 形成 する 石灰 質 の 海洋 動物 。 
2. 放散 虫 : 百 酸 質 か ら な る 骨格 を 持つ 微 生 ブ プラ ンク トン の 一 種 。 

3. 二枚貝 の 軟体 動物 、 誠 酸 カ ルン ウム の 鼓 を 持つ 。 化石 で は 、 こ 
の よう な 硬い 組織 は ほとん ど 変 わら な いま ま 保 存 さ れる 。 

4. 筆 石 : 組 織 的 骨格 を 持つ 化石 で あり 、 通 常 黒色 真 岩 上 に 跡 を 残 
す 。 こ の 生物 は 群れ を な し て 生活 する 。 


5. サメ の 歯 : 骨 や 歯 に は リン が 大 量 に 含ま れ て いる 。 そ 
の た め 、 軟組織 より も 非常 に 耐久 性 に 富む よう 出来 て い 
る 5。 


6. 生 痕 化石 : 堆積 物 な ど に 見 られ る 跡 に より 形成 され る 
。 | 化石 。 
。』 7. アン モナ イト : 殻 は 黄 鉄鉱 に 変化 し 、 化 石化 され る 。 
。 8. 石化 し た 樹木 : 長 い 時 を 経て 、 木 の 細胞 は 填 素 に 変 
| わり 、 化 石化 され る 。 
|。 。  ! 残 拍 : 小 さ な 組織 が 樹脂 の 中 に 保存 され る 。 
| | 0 炭化 し た 葉 : 植 物 は 炭素 繊維 へ と 変化 する 。 
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デー LM この 5 千 万 年 前 の 化石 の 魚 は 、 魚 が 常に 魚の まま で あ 
たとい う 証 拠 で ある 。 


り 』 


だ ド メッ カク タール 


ミネ フリ ゼー ショ ン は 、 次 の よう な いく つか の 状況 で 発生 する 可能 性 が ある 。 

1. 骨格 が 完全 に 水深 液 で 満た され る と 、 その 後 の 段 階 で 分 解 が 始ま る 。 次 に 内 部 構造 が 化石 化す る 。 

2. 骨格 が 完全 に 他 の 鉱物 へ と 転換 され た 場合 、 甲 帝 な どの 完全 な コピ ー が 出来 上 が る 。 

3. 骨格 の 雛形 また は “ 型 " が 圧力 に よっ て 形成 され 、 骨格 の 外部 表面 が 残る 。 一 方 植物 の 化石 で は 、 バクテリ 
ア に よる 炭化 が これ に 当て は まる 。 大 化 の 過程 で は 、 酸素 と 窒素 が 談 素 と 水素 に 置換 され る 。 炭化 は 組織 の 分 
子 が バク テリ ア に より 分 解 さ れ 、 圧 力 や 温度 、 そ の 他 化 学 的 プロ セス の 中 で 変 
化し 、 タ ン パ ク 次 と 繊維 素 の 化学 変化 を 引き 起こ し 、 そ れ に より 大 素 
繊維 の み が 残 る 。 二酸化 大 素 、 メ タン 、 硫酸 水素 その 他 の 有機 
物質 や 蒸発 水分 は 消滅 する 。 この プロ セス に より 3 億 5400 万 年 
か ら 2 億 9 千 万 年 前 の 石炭 紀 に 存在 し た 沼地 に より 形成 され た 
自然 の 炭素 層 が 発生 し た 。 

化石 は 、 生物 が カル シウム で 豊富 な 水面 下 に され され 、 
湧 泉 沈殿 物 の よう な 鉱物 に より 覆 わ れ た 除 に 形成 され る 。 生 
物 が 腐食 する に 伴い 、 鉱物 層 に 自分 自身 の 跡 を 残す の で あ 
58 

毛 、 羽 毛 、 皮 膚 な どの 生物 の 軟組織 の 完全 な 化石 化 が 
発生 する の は 稀 で ある 。 先 カ ンプ ブリ ア 時 代 (46 億 年 か ら 5 億 
4300 万 年 前 ) の 軟組織 生命 体 の 遺 骸 は 、 一 部 か な り 良 好 な 
形 で 保存 され て いる 。 現代 に 伝わる 生物 の 遺骸 の 硬 組 織 に 
加え 、 一 部 の 軟組織 で は カン ブリ ア 紀 (5 億 4300 万 年 前 か ら 
4 億 9 千 万 年 前 ) の 生物 の 内 部 構造 を 調べ る こと が で きる も 
の も ある 。 現 理 に 包ま れ た 動物 の 毛 友 や 毛 の 化 太 や 、1 信 琉 列 に 保存 され た 2 千 万 年 前 1500 万 年 前 の 小 昆虫 た ち 






時 に より 、 特異 な 状況 下 で も も ろ い 組織 も 化石 化す る 場合 も ある 。 写真 は ジュ ラ 紀 (2 億 
600 万 年 前 1 億 4400 万 年 前 ) の ヒト デ で ある 。 こ の 化石 と 現代 の ヒト デ と の 間 に は どん 
な 違い も 見 られ な い 。 
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この 魚の 表皮 と ウロ コ は 、 三 呈 紀 (2 億 5 千 万 年 前 2 億 
300 万 年 前 ) の も の で あり 、 詳細 に いた る まで 無傷 で 化石 
化 さ れ て いる 。 この 標本 は 、 魚 の ウロ コ の 構造 が 2 億 5 千 
万 年 前 と 全く 同じ だ と いう こと を 明らか に し て いる 。 
5 千年 以上 前 の 化石 も 、 詳細 な 調査 を 行う 2 こと が で きる も の で ある 。 シベ リア の 流水 に 閉じ 込め られ た マン モス や 、 バ 
ルト 海 の 森 林 で 琉 に 包ま れ た 昆虫 や 賜 虫 類 も 、 軟組織 まで 化石 化し て いる 。 
化石 は 保存 され た 組織 の 種類 に より その 大 き さ は 非常 に さま ざま な も の に な り 得 る 。 化石 化 さ れ た 微生物 か ら 、 
グル ー プ や 群れ を 成す 生活 スタ イル を 持つ 動物 の 巨大 な 化石 まで 非常 に 異な る 化石 が 得 ら れ て いる 。 非常 に 印象 
的 な 巨大 化石 の 1 つ に は 、 イ タリ ア の 海綿 礁 が あげ られ る 。 大 き な 丘 の よう に も 見 える 1 億 4500 万 年 前 に 形成 され た 
この 礁 は 、 古代 の 海 、 後 に テク トニ クス プレ ー ト 運動 の 影響 に より 隆起 する テ チ ス 海 の 海 寿 に 発 達 し た スポ ンジ 状 の 
石灰 岩 で ある 。 この 場所 に は 三 虹 紀 時 代 に スポ ンジ 礁 で 生活 し て いた 生命 体 の 標本 が 多数 この 場所 に 含ま れ て い 
る 。 カナ ダ の バー ジェ ス 頁 岩 や 中 国 の 澄江 で は 、 何 千 体 も の カン ブリ ア 紀 の 化石 が 発見 され て いる 、 大 規模 化石 層 
の 代表 的 存在 で ある 。 ドミ ニカ 共和 国 の 琉 班 床 と バル ト 海 西海 岸 治 い も また 、 昆虫 の 化石 の 出所 と な っ て いる 。 アメ 
リカ 合衆国 ワイ オミ ング 州 の グリ ー ン リバ ー 化 石 層 、 中 央 アメ リカ の ホワ イト リバ ー、 ド イツ の アイ ヒシ ュ テ ッ ト 、 レバ ノン 
の ハジ ュー ラ も また 同様 で ある 。 


地上 で 最も 偉大 な 
る 海綿 層 


この 1 億 4500 万 年 前 の 
海綿 層 は 、 テ チ ス 海 の 
海底 の 痕跡 を 残し て 
いる 。 現代 の 海綿 は こ 
の 山 を 形作る 古代 の 
も の と 全く 変わ り は な 
い 。 これ ら の 海綿 は 、 
進化 が 行わ れ て いな 
いと いう こと を 明確 に 
する も の で ある 。 





だ ドラ ンド カク クール 


化石 研究 で 分 類 さ れ て いる グル ー プ ブ の 数 


1. 動物 界 (Animalia) - 動物 界 の 化石 。 現在 発見 され て いる 一 番 古 いも の で 6 千 万 年 前 の も の が ある 。 

2. 植物 界 (Plantae) - 植物 界 の 化石 。 現在 発見 され て いる 一 番 古 いも の で 5 千 万 年 前 の も の が ある 。 

3. モネ ラ 界 (Monera) - 核 を 持た な い バ ク デ リア の 化石 。 現在 発見 され て いる 一 番 古 いも の で 39 億 年 前 の も 
の が ある 。 

4. 原生 生物 界 (Protoctista) - 単細胞 生物 の 化石 。 現在 発見 され て いる 一 番 古 いも の で 17 億 年 前 の も の が 
あめ る 。 

5. 菌 界 (Fungi) - 多 細 胞 生物 の 化石 。 現在 発見 され て いる 一 番 古 いも の で 5 億 5 千 万 年 前 の も の が ある 。 


地質 学年 代 と 古生物 学 


地殻 に つい て の 基本 情報 が 初め に 収集 され た の は 、18 世 紀 後 半 か ら 19 世 紀 の 初 頭 に か け て 、 鉄道 や トン 
ネル が 盛ん に 建設 され た 時 代 で あっ た 。 イギリス の トン ネル 建設 家 ウ ツィ リア ム ・ ス ミス (William Smith) は 、 建設 作業 
中 に 、 北海 の 海岸 沿い の 岩 に 、 ジュ ラ 紀 の 年 代 (2 億 600 万 年 前 1 億 4400 万 年 前 ) に あたる サマ セッ ト の 地下 層 と 
似 た よう な 層 が ある こと に 気付 いた 。 イギリス 国内 の 北 か ら 南 まで 広い 地域 か ら 集 め た 岩 と 化石 標本 を 元 に 、 スミ 
ス は 世界 初 の イギリス 国内 地質 学 的 地表 地図 を 作成 し た 。 さら に 、 彼 が 手 に 入れ た 岩 の 標 本 に 基づき 、 一 部 地 
域 の 地下 地質 学 地図 まで 描い た 。 これ は 近代 の 地質 学 の 発展 と 地球 の 年 代 を 探る の に 大 きく 頁 献 し た 。 彼 の 地 
図 に 掲載 され た 情報 の お か げ で 、 岩 その も の は 植物 で 旨 わ れ て いた に も 関わ ら ず 、 地球 表面 か ら す ぐ 下 の 地層 


ウィ リア ム ・ ス ミス に よっ て 収 
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凡 造 の アト ラス 


上 部 主計 


ジュ ラ 紀 


中 部 


英国 の 地質 学 の 基礎 を 築い た ウィ リ 
アム ・ ス ミス に よっ て 描か れ た 最初 の 
地図 は 、 近 代 の 地質 学 に 大 きく 真 献 
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の 性 質 と 内 容 物 ( 鉄 の 薄 層 、 大 素 層 な ど ) が 分 か る よう に な っ た 。 
化石 は 、 彼 が 情報 を 取得 する 際 に 非常 に 重要 な 役割 を 果たし た 。 化石 層 が 示す デー タ を 用 いて 先 カ ンプ ブリ 


ア 紀 か ら 第 四 紀 まで の 地質 学年 代表 が 作ら れ 、 そ れ は 現在 で も 尚 使用 され て いる 。 岩 の 構 造 調査 の 恩恵 を 

受け 、 地球 の 年 代 の 各 有 段 階 の 異な る 年 代 が 識別 され る よう に な っ た 。 また 、 娠 に 含ま れ て いた 化石 は 、 異な る 
年 代 に 生 條 し て いた 生物 の 情報 を 与え を て くれ た の で ある 。 これ ら 2 つ を 組み 合わ せ 、 年 代表 が 作ら れ た 。 地球 
の 歴史 は 2 つの 累代 に わけ られ 、 そ の 累代 は さら に “" 代 "に 分 か れ 、 そ し て それ は さら に “ 紀 " に 細か く 分 けら れ 


る 。 


自然 史 を より 分 か りや すく する た め に 、 地 質 学 者 や 古 生 
物 学者 た ち は 、 地 球 の 歴史 を 地質 学 的 年 代 に 分 けた 。 
これ ら の 年 代 を 決め る 際 に は 、 岩 の 構成 、 年 代 、 含 まれ 
て いる 化石 が 重要 な 役割 果たす 。 





_ (6500 万 年 前 > 現代 ) 


だ ド テ メン "カッ ター ル 


1. 先 カ ンプ ブリ ア 累 代 (46 億 年 前 て 5 億 4300 万 年 前 ) 

先 カ ン ブ リ ア 紀 は 地球 の 年 代 で も 最も 古く 、 最 も 長い 年 代 と 見 な され て お り 、 い くつ か の “ 代 ” と “ 紀 ” に 分 けら れる 。 
46 億 年 前 38 億 年 前 の 年 代 を ハデ ィ ア ン と いう 。 この 時 代 に は まだ 地殻 が 形成 さん て いた と され て いる 。 始 生 代 は 
38 億 年 ご 25 億 年 ご ろ の 時 代 を いう 。 

その 次 は 原生 代 で 、25 億 年 5 億 4300 万 年 前 の 時 代 を 指す 。 

化石 記録 に よれ ば 、 こ れ ら の 年 代 に は 、 多く の 種類 の 単細胞 、 多 細胞 生物 が その 痕跡 を 残し て いる 。 


2. 顕 生 代 (5 億 4300 万 年 前 て 現在 ) 
頭 生 代 は “ 目 に 見 える / 知 られ て いる 生物 "と いう 意味 で ある 。 顕 生 代 は 次 の 3 つの 区 分 で ある 古生代 、 中 生 代 、 新 
生 代 に 分 割 さ れ て 研究 され て いる 。 


2A. 古生代 (5 億 4300 年 前 2 億 5100 万 年 前 ) 

3 億 年 続い た この 時 代 は 、 顕 生 代 の 最初 の 時 代 で あり 、 最も 長い 時 代 と な っ て いる 。 

古生代 の 時 代 全 体 を 通じ て 、 気候 は 概して 多湿 、 温暖 で や っ た が 、 氷 河 期 が 何 度 か 訪れ て いる 。 

古生代 は 6 つの 区 分 に 分 割 さ れ 研 完 さ れ て いる 。 カン ブリ ア 紀 、 オ ルド ビス 紀 、 シル リア 紀 、 デ ボン 紀 、 石 大 紀 、 二 時 
紀 で ある 。 


グリ ー ン ラン ド に お ける 先 カ ン ブ リ ア 紀 の 岩層 
(46 億 年 前 5 億 4300 年 前 ) 





オー スト ラリ ア の エディ アカ ー ラ ・ ヒ ル に は 先 カ ン ブ リ ア 紀 時 代 の 岩層 が 含ま 
 。 。 れる 。 写 真 の 5 億 7 千 万 年 前 5 億 4300 万 年 前 の クラ ゲ の 化石 も エディ アカ 
上 一 ラ で 発見 され て いる 。 
何 億 年 に も 時 代 を さか の ぼる 、 こ れ ら の 化石 記録 は “進化 の プロ セス "の 主 
張 を 否定 する も の で ある 。 進化 論者 た ち は 次 の よう な 非 科 学 的 主張 を 唱え 
て いる 。 
1- 化石 記録 に は 、 多く の 移行 型 が 見 られ な く て は な ら な い 。 
| 2- これ ら の 移行 は ゆっ くり と 河 次 的 に 行わ れ な く て は な ら な い 。 また 単純 な 
も の か ら 複 雑 な も の へ と 進化 し な く て は な ら な い 。 
3- 最初 の 架空 の 細胞 が 進化 し た 後に 、 新 た な 種 が 出現 し な く て は な ら な 
] い 。 
。 また 、 こ れ ら の 種 は 化石 で 発見 され な く て は な ら な い 。 
L 1 て |『 し か し な が ら 、 化 石 記録 は 進化 論者 の 主張 を 立証 する こと は で き な か っ た 。 
化石 は ある 事実 を 露呈 し た 。 その 事実 と は 、 特殊 な 構造 を も っ て 、 生物 は 
| 識別 可能 な 区 別 で きる 性 質 を 備え て いる 。 この 性 質 は 、 長 い 年 月 の うち に 
獲得 され た も の で は な い 。 また 、 跡 を た どる こと が で きる 進化 と 現在 生息 す 
る 生物 と の 間 の つなが り は 全く 存在 し な い の で ある 。 こ れ は 、 す べ て の 生物 
は 、 神 に よっ て すべ て の 特徴 を 備え た 完璧 な 形 で 創造 され た の だ と いう 重 
大 な 証拠 と な る の で ある 。 





凡 造 の アト ラス 
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カン ブリ ア 紀 (5 億 4300 万 年 一 4 億 9 千年 前 ) 


この 年 代 は 今日 生存 する 基本 的 生物 和 群 また は 門 (hyla) や 、 さ ら に 急激 に 絶 減 し た 種 を 含め ば も っ と 多く の 生物 
が 突然 出現 し た 時 代 で ある 。 門 (Phylum) は 界 に 次 いで 最も 大 き な 生 物 の 分 類 で ある 。 門 は 生物 の 問 官 や 組織 、 体 
の 左右 相称 構造 、 内 臓器 官 な どの 形状 や 数 な ど を 基本 と し て 決め られ て いる 。 現在 決め られ て いる 門 の 数 は 、 35 と 
考え られ て いる が 、 カ ンプ ブリ ア 紀 の 年 代 に は お よそ 50 あ っ た と いわ れ て いる 。 
種 の 出現 は あま り に も 急激 で あり 、 そ の 種類 は 多 踊 に わた る た め 、 こ れ を 科学 者 た ち は “" カ ンプ ブ リア 爆発 "と 呼ん 
だ 。 進化 論者 で あり 古生物 学者 の ステ ファ ン ・ ジ ェ イ ・ グ ゲー ルド (Stephen Jay Gould) は この 現象 を 「 生 合体 の 歴史 で 
最も 注目 すべ き 、 謎 に 満ち た 事象 」 と 書い て いる 。 一 方 進化 論者 の 動物 学者 トー マス S. レ イ (Thomas S. Ray) は 、 多 
細胞 動物 の 起源 は 生命 の 起源 の 重大 性 と 匹 英 す る ほど 重大 な も の と 記し て いる 。 
古生物 学者 に よっ て 提起 され た カン ブリ ア 紀 爆発 を 台 攻 し て みれ ば 、 こ れ は 明確 に 神 の 創造 を 支持 する も の で 





カン ブリ ア 紀 時 代 に 生息 し て いた 生物 の 画 


あり 、 進化 論 を 否定 する も の だ と いう こと が 分 か る 。 カン ブリ ア 紀 以前 の 先 カ ンプ ブ リア 時 代 に は 、 単細胞 生物 が 主 に 
生 申 し て お り 、 そ れ は ほど 特徴 が 多く な く 、 目 や 足 と いっ た 複雑 な 構造 を 持っ て いな い 多 細胞 生物 が ほん の 数 種類 見 
られ る だ け だ っ た 。 これ に より 、 想像 か ら 生 まれ た カン ブリ ア 紀 の 生 物 の 進化 論 的 変遷 を 支持 する 証拠 は な く 、 先祖 
と 仮定 され た も の の 存在 を 示す 化石 は 1 つも 発見 され て いな い 。 この 単細胞 生物 の み が 楼 む 不 毛 な 環境 で 、 驚く ほ 
どの 種類 を 持つ 生物 が 突然 出現 し た の で ある 。 この 爆発 を 通し て 、 生物 は 1 つ 1 つ 異な る 構造 的 特長 を 持っ て 区 別 
され な が ら 出 現し て いる 。 化石 は 、 先 カ ンプ ブ リア 時代 と カン ブリ ア 紀 の 生 物 間 で の 榎 雑 性 と 関連 性 に つい て は 難解 
な 閉 が ある こと を 明らか に し て いる 。 驚く べき は 、 生物 の 分 類 の 之 続 性 を 証明 で きる 必要 性 の ある 進化 論者 が 、 理論 
的 な レベ ル に お いて も 、 こ れ ら の 門 の 間 で 何 の 属 関係 も 証明 で きず に いる こと で ある 。 


アド ナツ ・ オ カタ ー ル 監 W 



















カン ブリ ア 紀 は 最初 か ら 生 命 体 が 複雑 な 構造 を 持ち な が ら 非 常に 多く の 種類 が 
突然 出現 し た こと を 示し て いる 。 そし て 、 そ れこ そ が 神 の 創造 で 語ら れ て いる こと な の 
で ある 。 完全 な 構造 を 有する 生物 は 神 が 創 造 し た も の で ある 。 化石 記録 で は 、 偶然 
に 基づく 進化 論 が 断言 し て いる 不 完全 な 構造 や 機能 不全 の 段階 と いう 不 完全 さ は な 
く 、 完 璧 な 形状 の 完全 な 構造 を 持っ た 生物 が 何 の 欠陥 も な く 現れ て いる こと を 示し て 
いる 。 


オル ド ビ ス 紀 (4 億 9 千 万 年 一 4 億 4300 万 年 前 ) 


この 年 代 に は 、 数 多く の 海洋 無 礁 椎 生物 が 生 中 し て いた 。 化石 記録 で は 、 オ ル 
ド ビ ス 紀 に は 、 海洋 生物 に 属す る 多く の 生物 種 が いた こと が 明らか に な っ て いる 。 ま 
た 、 同じ 年 代 に は 、 陸生 植物 も 生 候 し て いた こと が 分 か っ て いる 。 オル ド ビ ス 紀 に は 、 
水 釘 其 に より 地球 規模 の 気候 変化 が 直 こ り 、 多数 の 生物 種 が 絶滅 に 追い や られ た 。 
この 状態 は "オル ド ビ ス 紀 の 絶 滅 " と 呼ば れ て いる 。 

オル ド ビ ス 紀 に 生島 し た 生命 体 の 中 に は 、 現在 で も その 変 を 見 られ る も の も あ 
る 。 宅 の 1 つが カジ トカ ガー だ 。 4 億 5 圭太 年 前 め カ プ 下 が の 化 君 は 、 こ の 5 倍 年 近く 前 
の 生物 が その 複雑 な 体 組織 の まま 、 同じ 突 で いる こと を 示し て いる 。 最も 古く 、 また 最 
も 完全 な 変 を 残し て いる ミズ グモ も また オル ド ビ ス 紀 (4 億 2500 万 年 前 ) の も の で あり 、 
生物 が 長い 間 変 やっ て いな いと いう こと を 示す 重要 な 証拠 と し て 残さ れ て いる 。 ダー 
ウィ ニス ト の シナ リオ に お いて 生物 が 進化 し た と され て いる この 年 代 に 、 進化 が どん な 
形 に お いて も 発生 し な か っ た と いう こと が 明らか に な っ た の で ある 。 





4 億 5 千 万 年 前 の 三 葉虫 の 化 
石 に ば は 、 現 在 の 三 葉虫 と 異 
な る 点 が 全く な い 。 








創造 の アト ラス 
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オル ド ビ ス 紀 の 生 物 の 画 


シル リア 紀 (4 億 4300 万 年 前 王 4 億 1700 万 年 前 ) 


温度 が 上 時 す る に つれ 、 氷河 は 溶け だ し 大 陸 へ と 注ぎ 込ま れ た 。 この 年 代 に は 数 多く の 了 上 植物 や ウミ ユリ な 
どの 球 皮 動物 、 ウ ミサ ソリ な どの 節 足 動物 の 化石 が 発見 され て いる 。 また 、 下顎 の な い 鍋 類 や 甲殻 を 持っ た 魚 天 、 ク 
モ に 属す る 生物 な ども 数 多く 発見 され て いる 。 


デボン 紀 (4 億 1700 万 年 前 
3 億 5400 万 年 前 ) 


この 年 代 の 化石 は 数 え 切 れ な い ほ ど 
発 時 きれ て いる 。 デボン 旨 に ほ は 、 一 種 の "た 
量 消滅 "が 発生 し て お り 、 特定 の 生物 は 絶 
滅 し て いる 。 この 大 量 消 滅 に よっ て 層 孔 是 
(stromatoporoids) ( 造 確 生物 ) が 死に 絶え る な 
ど 、 サ ン ゴ 礁 に 大 き な 彫 響 が あっ た 。 

し か し デボン 紀 に 生 上 昌 し て いた 生物 の 化 
石 の 数 多く は 現在 に 生 上 中 し て いる 生物 や 魚類 
と 同じ も の で ある 。 これ も また 、 生物 が 何 百 万 年 
と いう 年 代 を 経て も 同じ で ある と いう 重要 な 証拠 
と な り 、 段階 的 に 進化 し た と いう 説 が 否定 され る 
こと に は 疑問 を は さむ 余地 が な い 、。 


シル リア 紀 時 代 の ウミ ユリ 
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アド ナン ・ オ ワタ ー ル 臣 


石灰 紀 (3 借 5400 万 年 前 て 2 億 9 千 万 年 前 ) 


石炭 系 と いう 名 称 で も 知ら れる この 年 代 は 、2 つ の 世に 分 けら れる 。 石 大 紀 下部 また は ミシシッピ アン と 、 石 大 紀 上 部 
また は ペン シル ヴァ ニア ン で ある 。 大 隆 間 の 衝突 に より 土地 が 陰 起 、 陥 疫 、 ま た 極 水 葉 に 関連 し て 海面 が 上 下す る 
な ど 、 こ の 年 代 は 世界 を 形作る の に 非常 に 大 き な 出 来 事 が 発生 し て いる 。 多く の 海洋 生物 や 陸生 生物 の 化石 は 石 
炭 紀 時 代 の も の で ある 。 ダー ウィ ニス ト が 長年 進化 途中 の 形態 と し て きた シー ラカン ス は 現在 も 生 史 し て お り 、 こ の 主 
胡 を 退け る 事実 と な つっ て いる 。 シー フカ ンス は 何 百 万 年 も の 継 過 に お いて も 全く 変化 し て お ら ず 、 進 化 の 流れ を つ な 
ぐ 失わ れ た パズル の 断 上 所 "で ある と し た ダー ウィ ニス ト の 主張 に 反し "進化 し て いな いと いう こと と な る 。 実際 に は 、 
シー ラカン ス は 進化 を 谷 定 す る 生き た 化石 な の で ある 。 シー ラカン ス は 長年 進化 論者 た ちの 考 宗 の 対象 に な っ て き 
た が 、 生き た 化石 と し て 出現 し た こと に より 、 進化 論者 た らち ら は ジレ ンマ に 陥る こと と な っ た 。 





4 億 1 千 万 年 前 の シー 
ラカン ス の 化石 





現代 に 生 四 する シー ラカン ス 


ア 
3 億 5500 年 前 2 億 9500 万 
年 前 の クモ の 化石 





ー 畳 紀 (2 億 9 千 万 年 前 2 億 4800 万 年 前 ) 


ーー 岬 紀 の 終わ り ご ろ 、 また も や 大 基 絶 減 が 起こ り 、 こ れ に より 古生代 が 終わ り を 告げ る 。 化石 記録 に も 、 こ の 大 量 絶 
江 に お いて 90% て 95% の 生物 が 死に 絶え た と いう こと が 分 か っ て いる 。 それ で も な お 、 一 部 の 二 辿 紀 の 生命 体 に は 現 
在 ま で 生き 延び て いる も の も ある 。 トン ボ や クモ な どの 二 稼 紀 時 代 の 化石 は 、 過去 の どの 年 代 に も 進化 は 発生 し て 
いな いこ と を 物語 っ て いる の だ 。 


凡 造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハ ワ ャ 


2B. 中 生 代 (2 億 4800 万 年 前 て 6500 万 年 前 ) 


中 生 代 は 大 きく 3 つの 年 代 に 分 けら れる 。 三 稼 紀 、 ジ ュ ラ 紀 、 白亜 弓 で ある 。 恐竜 が 繁栄 を 極め 、 や が て 絶滅 し て い 
②⑳ だ の は この 時 代 で る 。 


三 明 紀 (2 億 4800 万 年 前 て 2 億 

600 万 年 前 ) 
中 生 代 は 三 畳 紀 か ら 始ま る 。 世界 中 の 三 崇 
紀 時 代 の 化石 に は 多く の 海洋 生物 と 陸生 生 
物 が 発見 され て いる 。 他 の 年 代 と 同様 、 進化 
論者 た ち が 望 ん で いる よう な 、 進化 の 中 途 段 
階 に いる よう な 化石 は 1 つと し て 発見 され て い 
RU 













アリ ゾ ナ 州 の 石化 森林 (化石 化 、 オ パー ル 化 し た 樹木 ) は 、 三 
畳 紀 の 植物 で 有名 で ある 。 この 森林 は 、 現在 チリ マツ で 知ら 
れる 樹木 で 構成 され て お り 、 植 物 が 進化 し て いな いこ と を 証 
明 す る 場所 で ある 。2 億 4800 万 年 前 か ら 2 億 600 万 年 前 に 生 
息 し て いた これ ら の 樹木 は 、 現 在 生息 し て いる も の と 異な る 
点 が な い 。 





三 畳 紀 の 化石 を 調 
べ る 科学 者 た ち 


だ ドッ の クタ クール 


ジュ ラ 紀 (2 億 600 万 年 前 て 1 億 
4400 万 年 前 ) 


中 生 代 の この 時 期 に は 、 多く の 種類 の 恐竜 が た く 
さん 栄え て いた 。 ジュ ラ 紀 の 終わ り ご ろ 、 一 部 の アン モ 






2 億 年 前 の ムカ ント カゲ 
ナイ ト 、 海 綿 、 牡 騙 、 イ シンガ イ に 属す る 生物 な ど は 絶滅 と 現在 生息 する 同じ 種 
し CU の 。 の トカ ゲ 


し か し 、 多く の 生物 は ジュ ラ 紀 か ら 今 日 まで 変わ 
ら ぬ 交 で 生き 延び て お り 、 言い 換え れ ば 、 全く 進化 な 
ど 経 て いな い の で ある 。 こう し た 生物 は 化石 記録 に よ 
っ て その 存在 が 確認 され て いる 。 最も 古代 の も の と さ 
れ て いる ワニ の 化石 は 2 億 年 前 の も の で ある 。 また 、 
2 億 年 以上 前 の ムカ シト カゲ の 標本 も 発見 され て い 
る 。 エビ の 化石 の 多く ジュ ラ 紀 に さか の ぼり 、 その 複 
雑 な 構造 も 完璧 な 体系 は すべ て 、 現 在 生 邊 する も の 
と 全く 変わ ら な い 。 


2 億 600 万 年 前 か ら 1 億 440 年 前 の エビ の 化 
石 。 今 日 わた し た ちの 時 代 に 生き る エビ と 
何ら 変わ り は な い 。 


1 億 5 千 万 年 前 の トン ボ の 化石 。 現代 の トン ボ と 
全く 同じ も の で ある 。 


凡 造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ゼ ハ ワ ャ 


日 亜紀 Q 億 4600 万 年 前 6500 万 年 前 ) 


日 亜紀 は 、 中生代 の 最も 後期 の 年 代 で ある 。 この 
年 代 は 恐竜 や 大 量 の 陸生 生物 と 植物 が 絶滅 し た 年 代 
と し て 知ら れ て いる 。 

IONI UI ア レー 人 (人 スペ ノ 
の EN NN 200 2 多く の 水生 生物 や 多く 
の 種類 の 植物 が 現在 まで 生き 残っ て いる 。 1 億 3500 万 
年 前 の 化石 標本 や 、1 億 4 千年 前 の カブト ガニ 、 1 億 
2500 万 年 前 の イチ ョ ウ の 葉 な ど は これ を 証明 する ほん 
の 一 部 の 化石 で ある 。 何 億 年 も の 経過 に お いて も 、 こ 
れ ら の 生物 は 今 で も 同じ 和 複雑 な 構造 を 有 し て いる 。 これ 
は 完全 に ダー ウィ ニス ト の 自然 喝 に つい て の 主張 を 否 
定 す る も の で ある 。 





2C. 新 生 代 (6500 万 年 前 て 現代 ) | が 0 先生 旨 放 3 拉 深 


_ 6500 万 年 前 の 魚 と コウ モリ の 化石 

私 た ちら が 生 きる この 時 代 が 含ま れる 新生 代 は 白亜 
弓 後 期 か ら 始ま る 。 つい 最近 まで 、 地質 学者 と 古生物 学者 た ら は 新生 代 を 同じ 長 さ の 2 つの 期間 に 分 け て いた 。 第 
三 紀 と 第 四 紀 で ある 。 第 三 紀 は 6500 万 年 前 て 180 万 年 前 の 期間 を 指し 、 第 四 紀 は 現代 まで の 最後 の 年 代 で ある 
180 万 年 間 に 要 約 さ れる 。 し か し 近年 で は 新生 代 を 3 つの 期間 に 分 ける よう に な っ て きた 。 この 新 体系 を 構成 する 要 
素 は 古 第 三 紀 、 新 第 三 紀 、 第 四 紀 の 3 つ で ある 。 

新生 代 の 化石 記録 は 他 の 年 代 と 同様 、 生物 は 偶然 に より 共通 の 祖先 か ら 進 化し た と いう 進化 論者 の 主張 が 真 
凌 QUA い こと が ポレ し て いる 。 

これ ら の 年 代 の 化石 に お ける 際立っ た 特徴 の 1 つ は 、 こ れ ら の 生物 が 全く 変化 し て いな いと いう 点 で ある 。 言い 
換え れ ば 、 生物 が 化石 記録 と し て 最初 に 現れ て か ら 絶 減 す る まで 、 ま た は 現在 に 至る まで 何 億 年 も 同じ 姿 を 保持 し 
て いる の で ある 。 これ は 生物 が 進化 し て いな いと いう こと の 明確 な 証拠 で ある 。 

生物 の 化石 史 は 完全 
に 、 は っ きり と 進化 論 を 人 否定 
し て いる 。 この 攻 の 生物 を 全 
く 異 な る 形 で 無 か ら 創造 し 、 
還 昌 n 体 に 適する 

こ に 創り 上 げた の は 他 で 

Re 全能 の 神 と 神 の 宗 高 
な 力 、 そ し て 限り な い 知 識 で 
ある 。 


ドイ ツ で 発見 され た 
5400 万 年 前 て 3700 万 
年 前 の ワニ の 化石 





だ ラッ の クタ ク ー ル 


最も た くさ ん 化石 が 発見 され て いる 場所 は ? 


化石 は 、 地球 上 の ほぼ すべ て の 地域 に 
分 散 さ れ て いる 。 一 部 の 種類 の 岩石 に は 全く 
化石 が 発見 され な いも の も ある が 、 そ れ を 除 
け ば 非常 に た くさ ん の 種類 の 化石 が 発掘 され 
て いる 。 地質 学者 は 岩石 の 種類 を 3 つの 主要 
グル ー プ に 分 け て いる 。 

1. 火成岩 

2. 堆積 昔 

3. 変成 岩 

火成岩 に は 、 地球 の 奥深 く で マグ マ が 冷 
えて 固まる こと に より 形成 され る 花 剛 岩 や や 玄 
武 娠 系 の 岩 が あげ られ る 。 また は 、 火山 の 噴 
火 な ど に より 噴出 し 溶け 出し た 溶岩 も この 種 





上 類 に 属す る 。 堆積 岩 は 、 砂 、 沈 泥 、 泥 や その 世界 で 最 古 の 岩 は グリ ー ン ラン ド の も の と され て いる 。 
他 の 小さ な 粒状 の も の や 水 に よっ て 運ば れ た 39 億 っ 38 億 年 前 の も の で ある 。 


物質 が 積み 重なる こと に よっ て 構成 され る 。 
変成 旭 は 、 火成岩 や 堆積 娠 が 強い 熱 や 地球 深部 の 圧力 に より 構造 的 な 変化 を 受け た も の を 指す 。 

火成岩 の 層 に は 、 化 石 は ほとん ど 発 見 され な い 。 稀 な ケー ス に は 、 溶け た マグ マ に 
閉じ 込め られ た 植物 や 生物 が ある が 、 堆積 層 を 変成 娠 に 変え る 高温 や 高圧 状態 で 残 
る こと の で きる 化石 は ほとん ど な い 。 ほぼ すべ て の 化石 は 堆積 岩 の 層 や や 堆積 物 か ら 発 
見 され て いる 。 

ほぼ すべ て の 堆積 岩 は 、 風 や 海水 、 また は 他 の 岩石 の 浸食 な ど に より 形成 され て 
いる 。 石炭 層 な ど 一 部 の 層 は 植物 や 動物 の 遺 般 で 形成 され て いる も の も ある 。 砕 情 岩 
と は 、 微細 な 粒 や 粒子 で 形成 され た 堆積 娠 の こ と で ある 。 砂岩 や 片岩 な ど が その 種類 
の 岩 に あたる 。 化学 溶液 や 気化 な ど に よっ て 運ば れ た 物質 で 沙 解 が 発生 し た 場合 “ 有 
機 的 "堆積 層 が 形成 され る 。 石灰 君 や 日 雲 石 が その 代表 的 な が も の で ある 。 一 般 的 に 
堆積 岩 の 層 は 、 人 砕 層 岩 お よび 有機 層 が 入り 混じっ た も の で ある 。 化石 は 通常 真 岩 、 片 
妖 、 偽 岩 、 大 酸 カル シウム で 形成 され た 石灰 岩 中 に 見 られ る 。 





研究 者 は 、 放 射 能 性 の 鉱物 の 腐食 か 
ら 岩 の 年 代 を 判断 する 。 


化石 は どの よう に 発見 され 、 と り 出 され る の か 


地質 学者 ら が 化石 採集 の た め に 使用 する 道具 は いた っ て シン プル な も の で ある 。 ハン マー、 

こ て 、 さ ま ざ ま な 切削 器具 、 ブ ラシン 、 ふる いな ど だ 。 と 
化石 は 、 時 に や わら か い 岩 層 の 周囲 が 腐食 する こと に より 、 表面 に まで 現れ る こ 

と が ある 。 その よう な ケー ス で は 、 化石 を プラ シ で きれ い に す る 必 
要 が 出 て くる 。 し か し 、 化石 の 採集 は 通常 それ ほど 容易 
も の で は な い 。 閉じ 込め られ て いる 岩石 の 内 部 は 通常 非 

常に 固く 、 ご つ ご つ し た 母 岩 を 取り 出す の は 、 非 常に 時 間 

が か か る 。 まず 、 岩 の どの 部 を 削る か を 決定 する の が 非常 に 
重要 で ある 。 岩石 層 和 目 身 を 考慮 し て ひび が 識別 され る 。 岩石 













ハー ルン ・ ヤ ハ ワ ャ 







は 種類 に よっ て 粉砕 の 仕 廊 が 異な る 。 例え ば 片 岩 
に は 層 が ある た め 、 そこ か ら ひ び を 入れ る こと が 
で きる 。 一 方 白亜 に は その よう な 層 は 存在 し な 
い 。 同時 に 、 色 の 変化 や 構造 の 変化 と いっ た も 
の の 観察 は 非常 に 重要 と な る 。 化石 が 入っ て い 
」 還 る 場合 は 損傷 を 与 を な いよ うに し な く て は な ら な 
)、 間 王 思 
化石 が 岩石 か ら 取 り 出さ れ た ら 、 さ ら に いく つか の 骨 
程 を 経る 。 検査 を 実施 する 研究 所 へ と 運ば れる まで は 、 保護 され 
守ら れ な く て は な ら な い 。 これ に は 化学 接着 剤 な ど で 化石 を 固定 する 方 法 が ある 。 大 
の 化石 に は 石 革 の 型 な ど が 
使用 され る 。 運搬 の 際 に 傷 が 





つく よう な 恐れ の ある 化石 は 採集 し た 堆積 涯 や 石 は 、 慎 重 
に 割ら れ て 中 に 入っ て いる と 見 
に 紙 な ど に 上 
IRO 9 られ る 化石 が 取り 出さ れる 。 こ 
上 、 石 和 で 固め られ る 。 れ ら の 作業 は 化石 採取 で も 重 
化石 は 、 詳 細 が 克明 に 分 要 な 段階 で ある 。 


か る よう に 、 汚れ な ど を 取り 除 

く 必 要 が ある 。 囲ま れ て いる 岩 

石 よ り も 化石 の 方 が 固い 場合 

は 、 汚れ を 取り 除く 作業 は 比較 的 簡単 と な る 。 し か し 、 化石 

胡 り 1 が 岩石 より も や わら か い 場 合 は 化学 物質 の 力 を 借り な けれ 

人 2 。 半ば な ら な く な る 。 一 般 に 普及 し て いる 母 岩 の 汚れ を 取り 除く 

た だ: 請 請 詳 議 到 。 / 法 と し て 、 酸 を 使う も 5 の が ある 。 これ に より 、 すべ て の 化石 

| を 動 の 最 中 、 時 に 化石 ” の 詳細 が 明らか に な る 。 特に 化石 が 非常 に デリ ケー ト で あっ 
は 石 言 で 固め て 保護 し た り 、 周り の 岩石 が 化石 と 同様 の 構造 で ある よう な 特定 の 状 

な く て は な ら な い 場 合 が 況 で は 、 岩 石 か ら 取り 出す 前 に X 線 と コン ピュ ー タ スキ ャ ン な 


ある 。 写 真 は 化石 の 骨 、 5 
を 石 喜 で 固め る 様子 を ど を 使っ て 化石 の 構造 を 特定 する 。 










「 













1. 化石 が 含ま れ て いる 周囲 の 岩 を 化石 の 一 部 が 出現 する まで 酸 に 浸す 。 

2. 化石 の 出現 し た 部 分 は 洗浄 され 、 抗 酸化 物質 で 徐 われ る 。 

3. 化石 は 再度 酸 に さら され 、 何 回 か 同じ 作業 が 繰り 返さ れる 。 

4. 保護 物質 が 露出 し た 化石 部 分 に 塗布 され 、 損傷 か ら 保護 され る 。 ョ コ 
5. 最後 に 、 化石 全体 が 周囲 の 岩 か ら 取 り 出 され る 。 化石 は 酸 と 保護 物質 で 庄 

よく 洗浄 され る 。 に 


写し た も の で ある 。 
酸 で 化石 を 洗浄 ーー 
化石 を 洗浄 する 1 つの 方 法 は 、 酸 を 使う も の で ある 。 こ の 方 法 は 頁岩 の 内 部 に ある 化石 損傷 し な いよ うに 洗浄 する の に 有効 計 還 記 記 記 
で の る の る 。 = デー ee 1 










アド ナン - オ クタ ー ル 


現代 まで 地 中 深 くに 眠る 化石 の 重要 な 機能 に は 2 つが あげ られ る 。 その 和 両方 と も に 進 
化 論 の 主張 と は 相反 する も の で ある 。 


1. 均衡 状態 : 生物 は 地上 に 姿 を 現し た と きか ら 全 く 姿 を 変え て いな いこ と を 示し て いる 。 最初 ! 5 こ 表 
示さ れ た 構造 が どう あれ 、 絶 減 す る と きも また 同じ 構造 を 持っ て きた は ず で ある 。 形態 的 な (形式 ) 変 化 は 通常 少な い 
も の で あり 、 特に 一 定 の 方 向 へ 向かう も の で は な い 。 

2. 突然 の 出現 : 祖 先 と 主張 され て いる も の か ら 変 化 を 遂げ 、 段階 的 に 出現 し た 生物 は いな い 。 すべ て の 生物 は 
突然 に "完全 な 形 " で 出現 し て いる 。 

この 2 つの 論点 の 重要 な 点 は 、 進 化 の プロ セス を 経 ず に 、 進化 の 過渡 期 を 通る こと な く 生 物 が 創造 され た と いう 
点 で ある 。 生物 の 特徴 は 次 第 に 獲得 され て いっ た の で は な く 、 創造 され た 時 点 か ら 与 えら れ て いた の で ある 。 
ダー ウィ ン 自 身 は 化石 記録 が 彼 の 進化 論 を 否定 する こと を 知っ て いた と 思わ れる が 、 ダ ー ウ ィ ニ スト は それ を 認め る 
こと を 渡っ て いた の で ある 。 著書 | 種 の 起源 (The Origin of Species)』 の 一 章 「 学 説 の 難点 」 で は 、 ダ ー ウ ィ ン は 化 妖 記 
録 で は 進化 論 を 説明 で き な い こと を 認め る 記述 を し て いる 。 

も し も 種 は 他 の 種 か ら 認知 し が た い 微 細 な 暫時 的 変化 に よっ て 生じ た も の で ある と す 
れ ば 、 い た る と ころ に 無数 の 移行 型 が み ら れ な い の は な ぜ で あろ うか 、 と いう こ 

と で ある 。 な ぜ 種 は われ われ が みる よう に 十分 明確 に 区 別 で きる よう に 
っ て いて 、 全 目 然 が 混乱 に お ちい る よう な こと が な い の で あろ うか 。 還 
ころ で 、 こ の 学説 に よれ ば 無数 の 移行 型 が 存在 し た は ず で ある の 
に 、 な ぜ わ れ わ れ は それ ら が 地殻 の な か に 数 か ぎり な く 埋 まっ て 
いる の を 発見 し な い の で あろ うか 。 … 中 間 的 な 生活 条件 を 呈示 
する 中 間 的 な 地域 で も 、 密接 な 連鎖 を な し て いる 中 間 的 な 庄 
変種 が 発見 され な い の は な ぜ で あろ うか 。 この 攻 題 が 長い こ 

と 、 私 を 全く 当惑 さす せ て きた 。 (チャ ー ル ズ ・ ダ ー ワ ウィン (Charles 

Darwin) 『 種 の 起源 』 八 杉 龍一 訳 岩波 文庫 ) 

進化 の 過渡 期 の 化石 が 存在 し な いと いう ダー ウィ ン が 提示 し 

た 論拠 は ! 現 段階 で は 進化 の 過渡 期 は 発見 され て いな い が 、 

これ か ら 先 の 研究 で さら に 明らか に な る で あろ う 」 と いう も の で 

あっ た 。 し か し 、 こ れ は 今日 に は あて で はまら な い 、。 現在 の デー 

タ で は 、 化石 記録 は 非常 に 豊富 で ある 。 革 錯 中 の 光 和 株 誠 電 源 
か ら 採 取 さ れ た 何 百 万 と いう 化石 標本 に 基づけ ば 、 約 25 万 種 に 
つい て の 説明 が すでに な され て お り 、 実に 15 億 の 種 が 現在 の 種 
と 非常 に よく 似通っ て いる の で ある 。 この よう に 化石 記録 が 非常 に 
豊富 な の に も 関わ ら ず 、 進化 の 過渡 期 に ある 化石 が 全く 見 つか ら な 








チャ ー リ ルレ mn ター ウィン 


| 5400 万 年 3700 万 
年 前 の ハチ の 化石 






写真 の 最 古 の カタ ツ ム リ の 化石 と され て いる の は 、 ジ 
ュ ラ 紀 (2 億 600 万 年 前 1 億 4400 万 年 前 ) の も の で あ 濡 
る 。 この 生物 に 属す る 主 が 最初 に この 世に 現われ た 
の は 、 カ ン ブ リ ア 紀 (5 億 4300 万 年 4 億 9 千 万 年 前 ) だ 
と 言わ れ て いる 。 カ タツ ムリ は 何 億 年 も の 間 同 じ 姿 を 
し て お り 、 こ れ は 進化 論 の 無効 性 を 暴く < も の で ある 。 


ハー ルン * ヤ ハウ ャ 





すべ て の 化石 記録 の 生物 は 、 完 璧 で 何 1 つ 傷つか な い 姿 で 出現 し て いる 。 例え ば 、 ワ ニ や リス が 出現 する 以前 に 、 ワ 
ニー に ー 部 が 似通っ た 不思議 な 生物 や 、 一 部 が リス に 似 て いる 、 ま た は 他 の 生物 に 似 て いる 化石 は 、 全 く 存 在 し な い 。 
リス は 常に リス で あり 、 ワ ニ は 常に ワニ で あっ た 。 すべ て の 事実 は 「 生 物 は 段階 的 に 長い 年 月 を か け て 進化 し た 」 と い 
っ 進化 論 の 主張 は 、 単 な る 空想 の 産物 だ と いう こと を 時 く も の で ある 。 


いと いう こと は 、 新た な 発掘 に お いて も その よう な 過渡 
期 の 化石 を これ か ら 先 に も 見 つけ る の は 不可 能 だ と い 


の GO 
進化 論者 が 証拠 と し て 使用 で きる よう な 化石 記録 と し て 
(NO 


っ た 1 つの “進化 の 過渡 期 " の 化石 も 見 つか っ て いな い が 、 
数 え 切 れ な い ほ どの 化石 標本 が 進化 論 の 無効 性 を 立証 

し て いる 。 これ ら の 中 で 最も 重要 な も の は “生き た 化石 “、 

つま りこ の 現代 に も な お 生き た まま 残る 標本 で ある 。 何 億 年 
も 前 に 異な る 地質 学 的 年 代 に 生き て いた 生物 の 化石 記録 
と 現代 に 残る 生き た 化石 に は 何ら 違い は な く 、 これ が 神 の 
創造 の 証拠 と な る 。 ダー ワ ィ ニス ト も 、 こ の 状況 の 前 に は 全く 1I 
無力 な 存在 と な る の で ある 。 ーー s 絆 Pu UN 
進化 論者 ナイ ルズ ・ エ ルド リッ ジ (Niles Bldredge) は 、 進化 論 が 解 “ 記 1 
き 明 か すこ と の で き な い 数 え 切 れ な い ほ どの 秘 の 1 つ で ある 生き 
た 化石 に つい て は 説明 で き な い と い 2 こ と を 誰 め て いる 。 














三 畳 紀 (2 億 4800 万 年 
前 2 億 600 万 年 前 ) の 
時 代 か ら 、 ず っ と 構造 
が 同じ まま の 植物 種 
は 数 多く 存在 する 。 そ 
れ ら の 1 つ は イチ ョ ウ で 
ある 。 この 写真 の 化石 
は ジュ ラ 紀 (2 億 600 万 
年 前 1 億 4400 万 年 
前 ) の も の で ある 。 


現在 生息 する イチ ョ 
ウ の 枝 


2 
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… 現 在 生息 する 生物 と 地質 学 的 に 遠い 過去 の 年 代 に 化石 化 さ れ た 祖先 と を 比 
較 し て も 、 ど の 部 分 に お いて も 全く 変化 が 見 られ な いよ うだ 。 生き た 化石 は 極度 
な 形 で 進化 的 な テー マ を 体言 し て いる ..… 区 問 は まだ 解決 され て いな い の だ ..… 
生き た 化石 に つい て の 謎 は まだ 解き 明か せな いま まで いる の だ 。 (http://www. 
nwcreation.net/fossilsliving.html) 

ナイ ルズ ・ エ ルド リッ ジ が 解き 明か そう と し た “秘密 "は 、 実際 は 完璧 に 明瞭 な 事 
実 で ある 。 生き た 化石 は 、 種 が 進化 し た も の で は な く 、 創造 に よっ て も た ら さ れ 
た の だ と いう こと を 証明 する も の で ある 。 し か し 、 ダ ー ワ ウィ ニス ト は 折 念 的 な 懸念 
の 外 へ へ 追い や る よう に この 事実 に 目 を 痛 け 、 あ くま で も 150 年 も 前 の 独断 的 定説 
2 の NM (OO 

し か し 、 事実 は この 現代 に ダー ウィ ン の 時 代 よ り も は る か に 明瞭 と な っ て いる 。 多 

く の 人 は 事実 が 浮上 し て いる こと を 認め 、 理解 し よう と 努め て お り 、 お と ぎ 話 を 信 
じ 、 疑問 を 追及 し な い 人 は 少な く な っ て き て いる 。 事実 は も は や ダー ウィ ン の 時 
代 に され て いた よう に 、 横 に お いて お く こ と も 、 封じ 込め られ た まま に する こと も 
で き な い 。 遺伝 学 、 微生物 学 、 古生物 学 、 地質 学 、 そ し て 他 の 科学 の 学問 領域 
に お いて も 、 ダ ー ウ ィ ン と ダー ウィ ニズム の 支持 者 が 目 に し た く な い 事 実 、 そ し て 
当時 に 生生 し て いる 。 神 の 創造 
は 事実 な の で ある 。 

ダー ウィ ニス ト の 不 合理 で 非 科学 的 な 主張 、 人 々 を 騙す 詐欺 行為 、 そ し て 人 々 
を 誤っ た 道 に 導く プロ パガン ダ は 、 失望 の 象徴 に し か すぎ な い の で ある 。 次 世 
全 め の 人 SUN クー クツ イニ バム の 8 と き 語 の 00 の 200 人 し 640 PVe と 代 き ん 発 
じ え な い だ ろ 2 う 。 な ぜ な ら 、 科学 的 な 研究 発見 で は 、 進化 は 発生 し て お ら ず 、 神 
が この 世界 と 生き と し 生け る も の ら を 創造 し た と いう 明らか な 事実 を 示し て いる か 
ら で あ る 。 


「 天 と 地 、 そ し て その 間 の 凡 て の も の の 主 で ある 。 も し あな た が た (の 信仰 ) が 確か な 
ら ば 。 か れ の 外 に 神 は な く 、 生 を 授け 死 を 授け られ る 。 あ な た が た の 主 、 ま た あな た 
が た の 祖先 の 主 で あら れる 。 そ れ な の に か れ ら は 疑っ て 、 戯 れ て いる 」( ア ッ ・ ド ハー ン 
章 7 て 9 節 ) 
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アメ リカ 合 上 国 で 発見 され た 化石 標本 





年 代 は 始 新 世 (5400 万 年 前 て 3700 万 年 前 ) に さか の ぼる グリ ー ン リバ ー は 、 アメ リカ 合衆国 で 最も 重要 な 化石 層 
で ある 。 この 地域 で 最初 に 発掘 が 行わ れ た の は 、1850 年 代 の こと で あっ た 。 1856 年 、 考古 学者 ジョ ー ン ・ エ バン ズ 博 


士 (Dr. John Evans) は 採取 し た 魚類 
の 化石 に つい て 科学 学会 に 告知 、 
グリ ー ン リバ ー 層 が 初め て 科学 的 
な 書物 に 記さ れる こと と な っ た 。 

グリ ルーン ルレ し マー 、 夷 床 和 me 
タ ド 川 の 支 放 で る 。 ク リーン リバ 
一 層 自 体 は 山 様 の 3 つの 州 に また 
が る 広大 な 盆地 に ある 。 その 一 部 
は コロ ジ ド 北部 の ユイ ンタ 山 に 横 た 
わっ て いる 。 より 広い 部 分 は その ワ 
イオ ミン グ 州 南西 部 に 広がっ て い 
る 。 グリ ー ン リバ ー 層 の 岩石 構造 は 
凌 な る 岩層 か ら 構 成 さ れ て いる 。 
この 内 容 は 地下 深く に な る に つれ 
て 変化 し 、 化 石 の 分 布 も また 変化 
する 。 グリ ー ン リバ ー の 発掘 で は 、 
今日 まで 60 種 類 も の 奪 槍 動 物 種 
に 属す る 化石 が 発見 され 、 無 春 椎 
動物 に か け て は 数 えき れ な い ほ ど 
の 化石 が 発見 され て いる 。 オハ イ 
オ 州 は 化石 層 で 有名 な 州 で ある 。 
5 億 1 千年 前 に 、 オ ハイ オ 州 は エク 
アド ル の 南 に 横たわっ て いた と す 
る 地質 学 的 研究 も ある 。 大 陸 が 移 
動 す る に 従い 北米 が 現在 の 場所 
に 動き 、 オ ハイ オ は 幾度 と な く 水 中 
MeU COMING OO と 00 
な ぜ 古 生 代 (5 億 4300 万 年 前 >2 億 
5100 万 年 前 ) に さか の ぼる 大 量 の 
化石 が オハ イオ 州 で 発見 され て 
いる か と いう 謎 を 説明 する も の で あ 
る 。 この 他 の 販 富 な 化石 層 は ユタ 
州 に ある 。 この 州 で は 非常 に さま 
さま な 種類 の 化石 が 発掘 され て お 
り 、 その バラ エ テ ィ は 無 春 椎 動物 か 
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バー で 発見 され た 魚類 の 化石 
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左 は お よそ 2 億 5 千 万 年 前 の カイ バブ 石灰 岩 と 、 カ 
イ バ ブ お よび ココ ニノ 台地 の 岩層 表面 。 こ の 層 で 
発見 され る 化石 に は 、 サン ゴ 、 団体 動物 、 ウ ミユ 
リ 、 ぜん 躍 、 魚の 歯 な む ど が ある 。 
化石 の 運搬 の 様子 ( 下 )。 
























コロ ラド 州 、 キ ャ ニオ ン ラ ンド 国立 公園 





ら 多 様 な 海洋 生物 、 則 虫 類 に 路 乳 類 
まで 非常 に 多 有 な が も の で ある 。 極微 生 
物 の 化石 も また 最近 ユイ ンタ 山 で 発見 
され て お り 、 こ れ に より ユタ 州 の 化石 層 
は カン ブリ ア 紀 に まで さか の ぼる こと が 
分 か っ て いる 。 

世界 の 他 の 地域 で 発見 され た 化 
石 の 例 か ら 、 マス 、 エ イ 、 ト ン ボ 、 ハエ 、 
クモ 、 カニ 、 カ メ 、 その 他 の 何 億 年 前 の 
占 似 生物 と すべ て は 現代 に 生息 する 
生物 の 間 に は 全く 違い が 見 られ な い 。 
生物 は 何 億 年 と いう 時 の 陽 た り に も 、 
その 姿 を 変え て いな い の で ある 。 言い 
換え れ ば 、 進化 を 
し / で AR い いう つこ 
(7 の 。 人 有 有 は 
進化 論 を 合 定 す る 
も の で あり 、 また 神 
の 創造 を し っ か り と 
確認 する も の で あ 
6 
ワイ オミ ング 
州 の 化石 発 
掘 現場 
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サヨ リ 


年 代 : 5400 万 年 て 3700 万 年 前 

避 骨 ) 全 明 99 を ンダ デメ ター トル (UI5 3 イシ チリ 

届 5 演 3 2 セン デメ ー ド トル LUL イ ン デ ) 7 40 導 シ 
メード トル (] 抑 イシ ジ ) 

員 56 イミ ジンク 州 リ シタ カー ン 

ほ 全 半 ン 人 り ジ 2 り 2 で 

1 本村 (どり 間 


雪 多 く 発 見 され て いる サヨ リ の 化 右 。 これ は 現 
代 に も 来 だ に み ら れ る サヨ リ が 何 和正 万 年 前 か ら 
も 変化 し て いな いこ と を 証拠 付け て いる 。 こ の 
サヨ リ は 、5400 万 年 て 3700 万 年 前 の も の と され 
て お り 、 こ れ ら は 今日 海 涯 で み ら れ る も の と 何 
ら 変 わり な い 。 こ の 完全 な 類似 性 は 、 ダ ー レ ウィ 
家 トド ト ( 民 と っ て / 只 し が 症 り 人 当 で あり 、 こ の 
事実 も また 、 創 造 説 を 支持 する 。 
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7 ジル p4 ん ゆき 


年 代 : 5400 万 年 3700 万 年 前 
本 村人 4 と 上 IN 
地域 : 米国 コロ ラド 州 グ リー ン リ バー 選 


ダー ウィ イニ スト は 、 偶然 " と いう 概念 を 用 いて 植物 が どの よう に 地上 に 姿 を 現し た か を 説明 し よう と 
し て いる 。 あらゆる 種類 の 植物 が 時 間 の 流れ の 中 で 偶然 に 発生 し た と 主張 する 。 単細胞 植物 も 偶然 に よ 
り 出現 し た と いう の だ 。 

すべ て の 種類 の 植物 独 目 の 特徴 で る や る に お い 、 構 造 、 色 で すら 偶然 の 所 産 だ と し て いる 。 進化 論者 た ち 
は 、 こ の 多様 化 は すべ て 偶然 に よっ て も た ら さ れ た も の な の だ と 主 す る こと で 海草 が イチ ゴ や ポプラ 
の 2R、 が ラク と 條 人 必 し だ こと る を 諾 骨 し よう と や きろ ぎ き 選 次 っ て いる 。 し か し この 2 依る を 計 す る 角 全 的 疾 
証拠 は 未だ に 発見 され て いな い 。 

これ に 対し て 、 進 化 論者 の 主張 を 杉 す よう な 無数 の 科学 的 デー タ と 研究 結果 が 存在 する 。 数 え 切 れ な い 
ほど の 実例 が 化石 の デー タ と いう 形 で 発見 され て いる 。 デ ー タ に よれ ば 、 何 千 も の 種類 の 生命 体 が 何 百 
5 だ 2 の KW IN 信 SN IO 2220 の らら 0 SE ミク の ろう 、 の 6 2 人 3 当 加 の 
も の と され る ポプラ の 葉 の 化石 は 、 生 き 物 が 進化 し て きた の で は な く 、 創 造 き まれ た の だ と いう こと を 物 
の で の いる の 。 
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アカ エイ 


年 代 : 5400 万 年 前 て 3700 万 年 前 

呈 )S ン チク メー トル (9 2 イイ ング) )( 3.8 セ セン デメ ー テ トル (5 イン デ ) 、 部 凡 1 12。 7 名 ング メー トド トル 
(54 ジラ ダリ ) 10 セン デ メー ドル (イシ ンダ) 

交 HOM 5 イ タッ ミ ンク グ 川 リカ ターン 

1 二村 4 とり 目 H 


エイ は 軟骨 魚類 で ある 。 幼 威 に 遭遇 し た 際 、 自 映 を 尾部 の 毒 で 防御 する 。 目 は 平面 状 の 体 幹部 上 部 に 
位置 し て お り 、 日 は その 下 に ある 。 サ メ と 同じ く 、 匂 いと 電気 感覚 に より 餌 を 見 つけ る 。 一 般 的 に 
は 、 海 底 に 沈ん で 生活 し て お り 、 目 と 尾 の み に 感 覚 が ある 。 

化石 か ら は 、 人 魚類 は 進化 し た よう な 形 了 跡 は 論 め られ な い 。% 千 万 年 前 に 生息 し て いた アカ エイ は 現在 
の も の と 何ら 変わ り は な い 。 古代 か ら 生 人 息 し て いる に も 関わ ら ず 、 ア カエ イ の 構造 に 変化 は 見 られ な 
い 。 進 化 が 実際 に 起こ っ て いる と すれ ば 、 ア カエ イ は いく つか の 進化 の 段階 を 経 な く て は な ら ず 、 化 
石 に も その 連続 的 段階 が は っ きり と 現れ な く て は な ら な い は ず で ある 。 し か し 、 各 化石 は 現在 生息 す 
る も の と 過去 の も の と が 同じ で ある こと を 示し て いる 。 これ ら は すべ て 進化 論者 の 主張 を 否定 する 。 
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イワ リン 


年 代 : 5400 て 3700 万 年 前 
25eg ウッ スシ ドミ ンク 川 。、 ク リー ジリ パー 層 
時 代 : 始 新 世 


進化 論 が 仮に 真実 だ と し た ら 、 発 掘 さ れ た 化石 の イワ シ と 、 現 在 に 生き る イワ シ と の 間 
に は 非常 に 大 き な 違 い が 生 じ る こと に な る 。 いわゆる 進化 と いう も の の プロ セス が イワ 
ジ の 化石 に 見 られ る は ず だ 。 し か し な が ら 、 そ の よう な 痕 跡 は いま っ た く 発 見 され て いな 
い 。 ま た 、 そ の よう な も の は これ か ら 先 も 発見 され る は ず が な い 。 なぜなら 、 進 化 論 

が 信じ て いる も の と 反対 に 、 生 物 は 偶然 に よる 所 産 な ど で は な いか ら で あ る 。 全 知 全 
能 \loch の 神 に よっ て 、 こ の 生物 は 創造 され た の で ある 。 
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ニン 


年 代 : 5400 万 年 前 て 3700 万 年 前 

司 縛 2 9.9 攻 シン テ メ ター トル (9 7 イシ デリ) 
剖 MS ウイ 久 ミ ンク 州 ク ミラ ー 

層 : グリ ー ン リバ ー 飛 

本村 と 上 


"生き た 化石 ~ は 種 は 進化 し た の で は な く 、 創 造 に よる も の で ある こと を 明らか に し て いる 。 種 の 現在 
の 身体 構造 は 進化 論者 が 主張 する 偶然 に よる も の で は な い 。 す べべ て 全能 の 神 に よっ て 創造 され た も の で 
あり 、 創 造 さ れ た 時 と その 姿 は 何ら 変わ る も の で は な い 。 

ニシ ン の 化石 も また 、 こ の こと を 物語 っ て いる 。 ニ シン は 何 百 万 年 も の 間 同 じ 姿 の まま で あり 、 最 初 に 
創造 され た 時 の 構造 を 保持 し て いる 。 他 の 化石 と 同様 、 こ の ニシ ン の 化石 も また 、 人 進化 論 が 虚言 だ と い 
うこ とら を を 選 っ きり と 示し て いる 。 
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7 e 二 


人 ft 3 5 に 250 過 訓 
iC g レク ジ 
時 代 : 始 新 世 


化石 の 記録 に よっ て 分 か る 衝撃 の 事実 と は 、 地 人 質 年 代 を 超え て 生物 は 全く その 
次 を 変え て いな いと いう こと で ある 。 言 い 換えれ ば 、 数 百 万 年 、 い や 、 数 億 年 
も の 間 、 生 物 は 化石 に 記録 され た 古代 か ら そ の 訟 を 変え て いな い の で ある 。 こ 
れ は 、 生 物 が 進化 し て いな いこ と の 証拠 と な る 。 

2 三 (6 人 あ 征 有明 人 の 低 る 分 ん え で 爺 ら が 、 こ ん ル ゆめ る 記 央 の うら の 1 ろ と 
慎 え ん る 。 過 / 人 8 過す ずる 0 三 と 人 が F 万 汗 可 の 全 は 全く 同じ な の で め る 。 
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スズ キ 


年 代 : 5400 万 年 前 て 3700 万 年 前 

本 半 00.4 攻 ジン デ メー ドル 2 イン デ ) 
閣 域 ウイ オミ ング 州 ク ミラ ー 

層 : グリ ー ン リバ ー 層 

本 本 と 5 


スズ キ は 異な る 環境 や 水温 に も 適応 で きる 淡水 
急 の 一 種 で ある 。 

生物 が 1 つの 形 か ら 次 第 に 進化 し た と いう ダー 
必 イ 寺 ト ド の 恒 張 分 、 ま (065 スズ の 化 有 用 
よっ て 反論 され る こと に な る 。 現在 生息 する ス 
ズ キ は 、5 千 万 年 前 の も の と 同じ 構造 を 持っ て 
MY29。 
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ヌル デ の 葉 


年 代 : 5400 万 年 前 て 3700 万 年 前 
S 親 325 ミリ メー トル (0.9 イ シグ) 
地域 ユタ 州 ユ イン タ 郡 

層 : グリ ー ン リバ ー 層 
時 代 : 始 新 世 


他 の 生物 と 同様 、 植 物 種 も また 完全 に 形成 し た 構造 体 
で 地上 に 現れ て いる 。 す な わ ち 、 形 成 さ れ た 際 の 特徴 
を その まま 受け 継い で いる と いう こと だ 。 地質 岩層 に 
お ける 何 百 万 の 植物 の 化石 が この 点 を 証明 し て いる 。 
進化 論者 は 半分 し か 進化 し て いな い マ ツ や 半分 の 姿 を 
2 且 っ ョ ョ 29 AP ウ 友 ! 捕り 5 ミク 9( 当 0 ル 人 ⑳ 
クン 、 内 分 だり の カー ポー ショ ン 交 ど を 信 示 る こと 
0 でき 0800 で の 一 放 で 、( 則 二 乃 当 の 12E 有 で 、 イ イナ で 
YU SC S22M、 マ ツ 太 全 に マ ツ で め り 、 ニ グマ ツ 
ieCae ツ マツ で め り 、 ラ ラク ナグ 必定 IM 有 グラ クタ ナス で 
ぬめり 続 り て きだ と の いう 人 香 守 を 86 し て いる 6。 これ ら の 
化石 は 、 す べべ て 何 百 万 年 前 と いう 時 代 を さか の ぼる も 
の で あり 、 進 化 論 を 償 定 する も の で ある 。 こ の ヌル デ 
の 化石 は 、5400 万 年 前 選 3700 万 年 前 の も の で あり 、 こ 
Se 昌 彰人 アン 人 の のり 022 る あくあ ウル る 所 
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サケ スズ キ 


年 代 : 5400 万 年 前 て 3700 万 年 前 

編 5.100 8 ビン デグー デー ド トル (2 イン ダリ 
痢 26 ワ イ ミン ク 川 グミ ラー 

層 : グリ ー ン リバ ー 層 

1 本 人 ロ と 5 


サケ スズ キ は 、 一 般 的 に 湖 に 生息 し て いる 。 あ る 種 の 生物 が 現在 も 継続 し て 、 数 千 万 年 前 
ぉ 岡内 交 で 完全 な 機能 を 持っ て 生き て いる と いう こと は 、 ダ ー ウ ィ ン に よる “斬新 的 な 進 
化 ” を 否定 する 協力 な 証拠 と な る 。 地球 上 に この よう な 例 は 少な く な く 、 何 万 例 に も の ぼ 
っ て いる こと は 1 つの 事実 で あや る 。 こ の サケ スズ キ の 化石 も この 数 多く の 証拠 の うち の 1 つ 
で 交 る 。 
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2 上 更 の ニン ン 


年 代 : 5400 万 年 前 て 3700 万 年 前 

光 呈 5 思 2 当 2 82L2 攻 ン デ メー トル UI8.5 イ シン デ ) 
4 が ンジ メタ メード / ル (7 イン ラダ) 

Ma090 3 イ スミ ンジ ク 州 ク グミ ラー 

層 : グリ ー ン リバ ー 層 

時 代 : 始 新 世 


他 の 生物 と 同様 、 ニ シン も 何 百 万 年 前 か ら 変 わっ 
(引当 5 と 10(0 あ 5EsS9 [35 間 陣 GAYe ま ー ミ ン タ ン 2 ん 
造 と 現在 の ニシ ン の 構造 は 全く 同じ も の で ある 。 
これ に より 、 生 物 が 准 次 的 に 1 つの 種 か ら 別 の 種 へ 
と 進化 し て きた と いう 進化 論 の 主張 は 覆 さ れる 。 

真 は 、2 匹 の ニシ ン が 横 に 並ん で 石化 し て いる も 
の で ある 。 次 を 詳細 に 示す この 化石 は 、 生 物 が 進 
化 に よる も の で な く 、 創 造 に よる も の で ある と い 
うこ と を 示す 。 
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三 業 虫 


年 代 : 3 億 8 千 万 年 前 
mWS 500 ミ リ メ ー ド ルル 2.9 イ ング 
地域 : オハ イオ 州 ル ー カ ス 郡 シル バニ ア 
層 : 碧 質 頁岩 層 

凍 IN 2 グ ボン 記 


三 葉虫 は カン ブリ ア 紀 に 生息 し て いた 重要 な 生物 の 1 つ で ある 。 世界 中 に その 生 上 の 足跡 を 
残し て いる 。 三 葉虫 の 素晴らし い 機 能 の 1 つ は 複 良 で ある 。 た くさ ん の レン ズ が 集まっ て 
1 つの ユニ ッ ト を 構成 し て いる 。 昆虫 に 見 られ る 六 辺 形 の “蜂の巣 構造 で ある 。1 つ 1 つ 
の ユニ ッ ト は 各 目 レン ズ の 役割 を 果たし て お り 、 各 レン ズ は 別々 の 画像 を 知覚 し 、 脳 内 で 
全体 像 を 作り 出す 構造 と な っ て いる 。 

人 研究 で は 、 一 部 の 種類 の 三 業 点 の 目 は 、3 考 個 以上 の レン ズ で 日 来 て で いる こと が 分 か っ で 
いる 。 と いう こと は 、 こ の 甲殻 類 生 物 は 一 度 に 3 千 画 像 以上 を 処理 し て いる こと と な る 。 
言い 換え れ ば 、5 億 3 千 万 年 前 の 生物 は 、 非 常に 複雑 な 脳 と 目 を 持っ て いた こと に な り 、 こ 
の よう な 完全 な 機能 は 進化 に よっ て も た ら さ れ た も の と は 考え られ な い 、。 
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年 代 : 5400 万 年 前 て 3700 万 年 前 

二 2 回 2 2 2 シラク メデ ドル (2 5 イシン シグ) 
間 2 ウイ ミン グ 州 ノミ ラー 

層 : グリ ー ン リバ ー 飛 

本 1 と 5 


司 用 に 、 仁 付 の 時 時 選 よっ て 人 欠 の 成 っ だ テン シ 
ジグ 准 化 用 と 会 ろだ こめ も の で ある 。 條 条 の 尾 と ひ 
れ に は 、 全 く 損 傷 が な い 。 有 眼 官 と 骨格 も ま 
7 竹富 2 の RI く 全 うと 5 当 ラ 人 胃 
eve と を 示し で の る 。 
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時 前 記 誠 5 人 
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Aa 


で 0Y 導 本 

本 850 ミ きり メー ドル UL9 イ 4 シグ) 人 肝 > 98 ミリ メデ トル (2.2 イ シ 
プ ) AA 86 ミリ メー ドル (L2 イ ンプ) 

喘 タ リノ イ 州 、 第 り リ (マジ ン 川 [ 

層 : フラ ン シ ス ・ ク リー ク 頁 岩 

5 ペン シル アウ ァ アン 


写真 は 、3 億 年 前 の ヤス デ の 化石 で ある 。 この 2 つの 83 億 年 前 の ヤス デ 
民 、 個 の 4 と 同上 あう 紅 、 今 員 の ヤス デ と 会 く 同 じ 閥 を し て いる 。 
ヤス デ も また 、 進 化す る こと は な く 、 創 造 に よ 上 っ て も た ら さ れ た も の 
で め る こと が 人 の る 。 
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アル a 語 の た し 


84RN 2 3 コト 8 偏 訓 

ilOM スス ドミ ジンク 州 。、 ラ スク 
選 生 徹 ジン 人 は リ P2 人 3 

本 本 Pi 


現在 の 生物 と 全く 同じ 姿 を 持つ 3 千 万 年 前 の 化石 
は 、 進 化 論 を 否定 する も の で ある 。 化石 の 発見 に 
つの で 。、 ウ み が 島 青 代 の ら す っ つと ウリ で め っ ろだ 
とこ ど が 2 の る 。 


凡 造 の アト ラス 
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サケ スズ キ 


伯 所 3 局 ]29 信 骨 

避 編 > 05 ミ リリ メー トル (2 5 イノ プリ) 人 明 時 者 0 ミリ メタ メード 
2 ルレ (3.54 イ シダ ) (45 ミリ メー トル (UL 7 イン シング ) 

地域 : ワイ オミ ング 州 ケ ミラ ー、 化 右 潮 

層 : グリ ー ン リバ ー 層 

0 可 村 5 と 2 目 


リッ クス ク ク に 條 だ くき ん の 2 2。 ん どす 人 で 品 他 


石 で 発見 され て いる 。 これ は 、 何 百 万 年 前 か ら 同 じ 究 で お 
り 、 和 区 し て いい 8 いこ と を 直す の で あめ る 。 


凡 造 の アト ラス 
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2 ジロ 2 の ゆ 己 ル 








年 代 : 2 億 9500 万 年 前 
SS 2 届 5 放 UIO き りり リ メー デ ー ド トル X 069 ミリ ダー ドル 
(2 8 プク A ⑳ 4 イシ ンク ) 
地域 テキ サス 州 ブ プラ ウン 郡 
居 還 コク クミ ノル 居 
1 陳 の 


ベン シル ヴァ ニア ン の ウニ は 世界 中 の 海 で 見 られ る 無 
奏 椎 動物 で ある 。3 億 年 前 に その 年 代 を さか の ぼる ウ 
ニ の 化石 は 、 こ の 複雑 な 構造 を 持つ 無 春 槍 動物 が 何 億 
SI 還 吊 ICO 前 放 NO 議 ツ の 
い 期 間 、 全 く 構 造 的 に は 変化 が 見 られ な い 。 進化 途中 
の 段階 を 経た と いう 証拠 も な い 。 

これ ら は 進化 の プロ セス が 存在 し な か っ た こと を 証明 
する Q の で め る だ た だめ 、 こ 5 の 化 着 の 科 直 店 グ ー ウ アウ ィ 
ニス ト は 絶望 的 と な る 。 
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ョ 配合 ア オン 


2952RN g 選 ヨ 25 人 朋 
寸法 : 葉 の 全長 15 セ ンチ メー トル (6 イン 
だ) AA IDIE シ デメ ー ド トル (0⑯ イ シング) 央 美 か ら 全 

の Mim 示 で 。 計 5 党 20.9 攻 シン ダメ ター トド トル (インチ) 7 
22.8 作 ンダ ラバー トド トル (9 イン グリ) 

本 6 紀 選 ラ ド 州 、 レ ノノ ジ リー、 グ クノ クラス パス 

本村 に と 5] 症 上 


地上 に 生 上 昌 す る 植物 の 化石 史上 と 構造 機能 を 調べる と 、 進 化 論 の 主張 と は 相容れない 事実 に 章 遇 する 。 
ほとん どの 生物 学 の 書籍 に 登場 する 植物 に は 、 い わ ゆ る 進化 の プロ セス を 確認 する 化石 の 記録 は 存在 し 
な い 。 現 在 の 種 の ほとん ど は 化石 と し て その 次 を 記録 され て いる が 、 あ る 1 つの 種 か 別 の 種 へ と 変貌 を 胡 
げた こと を 証明 する 特徴 は 認め られ な い 。 す べ て は 別個 の 種類 で あり 、 そ も そ も の 形態 は 別個 の も の と 
し て 形成 され 、 主 張 さ れる よう な 変態 の いか な る 関連 も 認め られ な い 。 進化 論者 の 古生物 学者 オル ソン 
(E. C. 01son) は 、 多 く の 植 物 群 は 祖先 を 持た ず 突 然 出現 し て いる こと を 認め て いる 。 E. C. 01son, The 
Evolution of Life, New York : The New American Library, 1965 p. 9) 

呈 真 の 5 千 万 年 前 の イチ ジ ク の 業 の 化石 も また 、 こ の 事実 を 異人 付け る も の で ある 。 
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ハタ ハタ 


年 代 : 5400 万 年 前 て 3700 万 年 前 
ieS イタ ミン ク グ 川 リ シ タ カー シン 紀 
層 : グリ ー ン リバ ー 層 

二村 5 と 上 EN 


写真 の ハタ ハタ は 5400 万 年 前 て 3700 万 年 前 の も の 
で あり 。、 こ の 期間 か ら 何 ら 変 化し て いな い 。 この 
化石 は 現在 海 に 生 候 する ハタ ハタ と 全く 同じ も の 
ルウ / 放 ( も 1 に Gy 
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年 代 : 300 万 年 前 

寸法 : 母 娠 :3%5 セ ンチ メー トル (13.7 イ ンチ ) メ 23 セン チ 
メー トル (9 イン チ ) 

地域 ワイ オミ ング 州 

中 還 クー リー ジニ リウ Ne 居 

時 代 :- 始 新 世 


化石 動物 は 古代 に 生き た も の らら 何 ちら 変わ る と ころ は な 
い 。 種 は 何 百 万 年 と いう 時 を て も 全く 進化 し て いな 
いこ と を 示す 証拠 ど な る 。 写真 の 3300 万 年 前 の ニシ ン 
は 、 こ の よう な が 化石 動物 の 1 つ で ある 。 
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年 代 : 6500 万 年 て 5400 万 年 前 

本 緒 シン デメ ー ド トル (8 イン デ ) 
jj 3 プー バグ ダグ ク 州 アル モン トド 
居 生 相 シ ル ィ ル 2 邊 ョ ー ド 居 
時 代 : 暁 新 世 


化石 記録 の 植物 は 、 現 代 に 生息 する 植物 の 機能 と 同じ も の を 
備え て いる 。 これ は 、 他 の 生物 と 同じ く 、 植 物 も 創造 に より 
2526 LeG こ と を 示す 。 

写真 の 6500 万 年 前 の イチ ョ ウ の 華 は 、 イ チョ ウ が 全く 進化 し 
て いな いこ と を 証明 する 。 業 の 筋 の だ いた い の 線 や 葉脈 の 構 
辻 2 だ が 引 条 作 き 2 で いる 。 こ の 12 の (2 用 、 イ ジョ ウッ ウ 
何 百 万 年 も 同じ 形 で い 続 け て いる の を 示す 。 現在 の イチ ョ 
用 お 衣 愉 由 注 己 し で いた だ た イデ チョ ウ と で 峰 仙 ら 玩 め あり 人 万 見 られ 
SO。 


順 「 問 | = L。 四 
1 コ 1 0 本 mr 1 1 1 ・ 
NN 







3 Pa に - 岳 『 に 
1 ュ 。 得 
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ニシ ン 


年 代 : 5500 万 年 前 

人 3 12 セン デメ デー ドル ルル (L 8 イシ チ ) 
地域 ワイ オミ ング 州 

ほ 放 ン りこ ジリ 2 で 

本 本 | に と 5 上 


ダー ウィ ニス ト は 認め た く な い の だ が 、 化 石 記 録 に よっ て 示 
され て いる 事実 は 証拠 と な る 。 世界 中 か ら 集 め ら れ た 何 百 万 
の ルク 束 誰 区 必 ル UKP(i5E 2Me 和 SKP 有 た W/0 全 認 UIGSSWW(e 吉 SA 
ある こと を 示し て いる 。 そ の 一 例 が 写真 の ニテ ニシン で ある 。 何 
百 万 年 も 同じ 姿 を し 続け る ニシ ン こ そ 、 進 化 論 の 区 遇 を 示す 
も の で ある 。 
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サン フィ ッ ン シュ 


年 代 : 5400 万 年 前 て 3700 万 年 前 

司 給 3 172 攻 ンダ デメ デー ドル (0⑯.8 イ ング) 
聞 M 2 ウイ ミン グ 州 クミ ラー 

ほ 全 半 ン 作り e ジ 2 り 2 で 

本村 と 日 


現在 、 海 に は サン フィ ッシュ 科 の 急 が 多く 
往 恒 | し で WO ぬる 0。 この 写真 の 化 着 大 、 サ シン 
ライ ッ シ 8 信人 必 し で く の 人 の りこ と を 示 か 
も の で ある 。 何 百 万 年 も の 間 、 サ ン フ ィ ッ 
ジョ 人 代 介 旨 党 交 に 先例 く 周 じ 旧記 で あめ り ゆ 、 
5500 万 年 前 の サン フィ ッシュ の 外観 と 構造 
明 MN の Ob の らく 同じ で ある 。 
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ヤツ メ ウナ ギ 


6 マ 朗 本 と = 

丁 法 : 一 対 の 小結 節 幅 43 ミ リ メ ー ト ル (1.6 イ ンチ ) 、73 ミ リ メ ー ト ル (2.8 イ ンチ ) X 48 ミ リ 
メー ドル (8 イン デ ) 

中 間 2 リグ プイ 州 ア レー ドウ ラッド クラ ラン シス えッ クリー ク 相 内 ば タ ド ト 


計 HG 写真 の ヤツ メ ウ ナギ は 無 顎 類 に 属す る 種 で あ 
。 一般 的 に は 浅瀬 に 靖 了 さ 放し に S7 に 2 そう [そこ 
2 73 アツ デ SPP く 2 公 ② っ て 8 いこ と を 示す ず 誠 0 で め る 。 
膨大 な 時 間 の 隔たり は あれ ど 、 今日 の 種 と 何ら 変わ る もの で は な い 。 数 億 年 前 の も の と 今 
生島 する も の と の 間 に 違 い は 全く 存在 し な い 。 
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サケ スズ キ 


22RN 3 の 28 人 

愉 4 ビン ター ドル (896.0( イ ング ) ぅ 避 財 5 147。 2 シン デメ ター トル 
06 インデ ) 2.6 セ ン デ メー トル (〈⑫ 8 イィ イシダ) 

地域 ワイ オミ ング 州 ケ ミラ ー 化 右 潮 

二 りり 展 人 23 当 き 

吉村 (に と 5 


進化 論者 は 、 魚 は ピカ イア の よう な 無 春 椎 動物 が 進化 し た も の で あ 
り 、 両 生類 と 魚類 は 始祖 魚 と 呼ば れ て いる も の が 進化 し た も の だ と 主 
張 し て いる 。 史 忠 類 は 両生 類 か ら 進 化し 、 和 鳥 と 貴 乳 類 は 則 虫 類 か ら 進 
化し 、 最 後に 人 間 と 類人猿 は 1 つの 共通 の 祖先 か ら 進 化し た と 主張 し 
て いる 。 こ の 主張 を 証明 する に は 、 こ れ ら の 過渡 的 な “失わ れ た つ な 
が がり を だ る つ 作用 を 員 示 し 導く て 大 伝い の 信 、 六 圧し 半 こ うに 、 こ 
の よう な 空想 上 の 生き 物 の 痕跡 は 全く 見 つか っ て いな い 。 


言い 換え れ ば 、 何 下 何 千 と いう 化 右 は 進化 の プロ セス が 発生 し て いな 
ろだ こと を 示す や も の で ある 。 こ の 作 外 万 、 炭 避 営 に 山 で あり 、 
だ 0 電 あ 2 史 月 に 放 た 下條 59EEE 導 うき / 且 電 E4 た 6 呈 E2 計 | 
で あり 人 間 は 常に 人 間 だ っ た こと を 証明 する も の で ある 。 5 手刀 年 
前 の サケ スズ キ の 化石 の 写真 は 、 生 物 が 進化 し た の で は な く 、 創 造 に 
ドド つろ て で ゆ 定 きれ た に の 視 と いう こと を 震 す の で ある 。 
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マス の 尾 


年 代 : 1500 万 年 前 
地域 スチュワート ・ ス プリ ング ス 植 物 群 ネバ ダ 州 スチ ュ ワ ー ト 渓谷 
吉本 旨 有り 還 上 


化石 に よっ て は 生き て いた と き の 体 の ほん の 一 部 し か 保存 され て いな い 
も の も ある 。 写真 は 1500 万 年 前 の マス の 尾 で ある 。 こ の 写真 で 分 か る よ 
うに 、S5 千 万 年 前 の も の と 1500 万 年 前 の も の 、 そ し て 今日 生島 する も の 
と の 間 に 何 ら 変 わり は 見 られ な い 、。 
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アー ジル レロ クン ジリ 





4 ト ア ルウ 


年 代 : 1500 万 年 前 

地域 スチュワート ・ ス プリ ング ス 植 物 群 
ネバ ダ 州 スチ ュ ワ ー ト 渓谷 

0 吉 本 3) 凍 


ボブ プラ は ヤナ ギ 科 (Salicaceae) の 模 物 で あり 、 何 万 年 も そ 
の を 変え る こと は な い 。 初期 の も の と 現在 の も の は 句 官 
的 に 構造 的 に も 何ら 違い は 見 られ な い 。 この 1500 万 年 前 の 
ポプラ の 葉 の 化石 は 、 こ れ を 証明 する も の で ある 。 
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ガ ガ ン ボ 


時 代 : 新生 代 、 始 新 世 
年 代 : 4800 万 年 前 て 3700 万 年 前 
il55 7 2 リク 2 合用 園 


他 の 種 と 同じ よう に ガ ガ ン ボ が 生息 する 時 代 を 超え て み ら 
れる 均衡 状態 は 、 進 化 論 が 間違い で あっ た こと を 証明 する 
も の で ある 。 進化 論 は 19 世 紀 、 科 学 的 に は 原始 的 な 状況 で 
提唱 され た た め 周 囲 の 無知 に よっ て か ろう じ て 受 け 入 れ ら れ 
た も の の 、20 世 紀 、21 世 紀 の 科 学 の 前 に は 崩壊 し て いる 。 
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アニ = 


年 代 : 1500 万 年 前 

地域 ,。 スチ ュ ワ ー ト ・ ス プリ ング ス 植 物 群 
ネバ ダ 州 スチ ュ ワ ー ト 渓谷 

0 導 人 BS) 下 上 EN 


「 トウ ヒ 」 は 35 種 類 も の 異な る 種 に 与え られ た 一 般 名 で あり 、 
ルクル 人 ク aa た まや ゴク: 者 G ウ ある 衣 間 1 プ コ 計 ih ら 中 
千 万 年 前 か ら 同 じ 姿 を と ど め て お り 、 進 化し た 形跡 の な いこ と が 
示さ れ て いる 。 写真 で 見 られ る トウ ヒ の 種子 の 化石 は その 時 代 を 
500 万 拓 且 時 で き の の る 。 こ こ 罰 示 き 旭 で いる うう 選 、 師 王 
万 年 経っ て も 、 ト ウ ヒ は トウ ヒ の まま 変わ っ て いな いこ と が 伺え 
る 。1500 万 年 前 に 生息 し て いた トウ ヒ と 現在 の も の と の 間 に 違 い 
は 全く 見 られ な い 。 
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ハダカ イワ ン 


年 代 : 2300 万 年 て 500 万 年 前 

人 83890 攻 ン グー ドル 06 イシ ダグ ) 
地域 アメ リカ 合衆国 、 カ リフ ォ ル ニア 州 
層 : プ エ ン デ 層 


時 代 : 中 新 世 


ハダカ イワ シ は 海底 に 生 候 し 体 に 発光 器 を 持っ て いる 。 通常 発光 装 は 腹部 に つい て 
いる 。 光 の 届か な い 深 海 に 棲む た め 、 発 光 器 で 周囲 を 内 ら す と と も に 、 敵 を 驚かせ 
る よう に も 機能 し て いる 。 何 前 万 年 前 の 古代 に も 光 を 発する と い 2 複雑 な 身体 構造 
は 非常 に 進歩 し た も の で あり 、 進 化 論 者 に は 説明 で きる も の で は な い 。 
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ポンデ ロー サマ ツ 

年 代 : 1500 万 年 前 

地域 , スチ ュ ワ ー ト ・ ス プリ ング ス 植 物 群 
ネバ ダ 州 スチ ュ ワ ー ト 渓谷 

層 s グリ ー ン リバ パー 居 

本 本 SI 


写真 の 松 の 葉 は 1300 万 年 前 の も の で ある 。 
1500 万 年 前 の 松 の 葉 と 現在 の も の は 何ら 変 
わり が な い 。 何 千 万 年 の 時 を 経て も 向 同 じ 
だ を とどめ で いる と ゆい うこ と 万 、 こ こ 

も 、 進 化 が 行わ れ な か っ た こと を 証明 し て 
9。 
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スズ キ 


年 代 : 3400 万 年 前 て 3700 万 年 前 
MS ウイ ダミ ンク グ 州 グミ ラー 
化石 湖 

層 クリ ー ン リバ ー 層 

二村 と 





進化 論者 の 主張 に よれ ば 、 急 類 の 祖先 は 背骨 の な い 無 春 椎 動物 で ある と い 2。 
し か し 、 骨 を 持た な い 秦 椎 動物 の 祖先 が どの よう に し て 背骨 を 発 達 させ た の か 
と いう 問い に 答え て は いな い 。 なぜなら 、 こ れ ら の 生物 が 大 き な 変 化 を 迎え る 
場合 、 体 内 に 骨格 が 現れ た と き に 体 を 包む 殻 は 消え な く て は な ら な いか ら だ 。 
この よう な 変態 に お いて は 、2 つ の 組織 体 の 間 に 必 ず 過 渡 期 の 形 が 存在 し な く 
て は な ら な い 。 し か し 、 進 化 論 者 は 秦 椎 動物 と 無 春 椎 動物 の 過渡 期 の 存在 を 証 
唄 る 作用 過 5 つ と し て 見 つて の 人 閥 りり 

言い 換え れ ば 、 何 百 万 の 化石 が 魚類 は 常に 魚類 と し て と ど ま っ て いた こと を 示 
し て いる 。 こ の 3400 万 年 て 3700 万 年 前 の スズ キ の 化石 も その 1 つ で ある 。 
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SN 


ジン 


年 代 : 5500 万 年 前 

同 交 く 2 放 シ ダメ ター トル (8.285 イ シン ダリ) 
8 3 必 イ スミ ンク 州 ク ミラ ー 

層 : グリ ー ン リバ ー 層 

時 代 : 上 暁 新 世 


イワ シ は 、 北 大 西 準 と バル ト 海 沿岸 の 温暖 な 浅瀬 
に 生息 する 。 イ ワシ に は お よそ 200 も の 種類 が 存 
在 し 、 す べ て の 種類 は た いて い 似 通っ て いる 。 ほ 
と ん ど は 銀色 で 、 背 申 の ひれ は 1 つ だ け で ある 。 

人 ( の 4 ウシ (8、2 の | wm で め る 。 こ れれ 放 グ リー シン 
リバ パー の 地 中 2200 m の 水深 で 発見 され た も の で あ 
る 。 他 の 化石 記録 と 同様 、 こ の イワ シ の 化石 は 生 
物 が 進化 し て いな いこ と を 証明 する も の で ある 。 
進化 論者 た ちら は 化石 記録 の 前 に は 絶望 的 と な る 。 
化石 が 新た に 発見 され る ご と に 絶望 に また 一 歩 近 
② く の だ 。 
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ヤナ ギ 


年 代 : 5400 万 年 前 て 3700 万 年 前 
地域 ユタ 州 ユ イン タ 郡 

層 : グリ ー ン リバ ー 層 

本 本 (と 5 上 


他 の 生物 の ケー ス と 同様 、 化 石 記録 は 植物 が 何 百 万 年 の 太古 の 葵 か ら 変 わら ず に いる こと 
を 証明 する も の で ある 。 今日 の 植物 は 何 万 年 前 の も の と 同じ 体系 と メカ ニズム を 備え て い 
る 。 こ の ヤナ ギ の 化石 の 写真 は 、 ヤナ ギ が 3400 万 年 前 3700 万 年 前 か ら 同 じ 姿 ある こと を 
示す も の で ある 。 

世界 中 で 発掘 され た 何 百 万 も の 化石 は 、 植 物 は 進化 し た の で は な く 、 創 造 さ きれ た の だ と い 
うら 科 が し で の る 。 


創造 の アト ラス 
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ホフ ラ の 業 
Et 呈 和 5 


年 代 : S400 万 年 前 3700 万 年 前 
地域 アメ リカ 合 舟 国 


この 化石 の 標本 は 、 ポ プラ の 木 が $ 千 万 年 前 の 古代 
が らら 会 わら ず ポ フラ と し て 容 閥 し て い こ と を 示す 
も の で ある 。 ポ プラ は $ 千 万 年 前 か ら 少 し も 変わ っ 
て いな い 。 こ れ は 進化 論 が 欺 上 財 以 外 の 何 も の で も な 
いこ と を 示す も の で あり 、 進 化 は 全く 発生 し て いな いこ と の 証拠 と な る 。 生 
き と し 生け る も の を 含む 万 物 す べ て は 、 全 能 の 神 の 所 産 に よる も の で ある 。 





創造 の アト ラス 
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ナラ の 業 


年 代 : 4500 万 年 前 

iA グリ ーー ジン ジリ バー ご 届 、 ウ イダ ミン シク グ 州 

引 央 8 局 き 30 ミ リタ デー ドル (10 イ シグ)? 主人 才 > ⑳0 ミ リッ ター ド トル 2 イン テグ ) ペ ミリメートル 
(2.3 イ ンチ )、 厚 さ 15 ミ リ メ ー ト ル (0.59 イ ンチ ) 

本 全 と 5 上 


化石 記録 は 植物 が 進化 の プロ セス な ど を 経て いな いこ と を 明らか に する も の で あり 、 空 想 の 祖 
売 人 のど め り 信 の い 。 兆 ( 全 証 に 時 で あり 、 全 性 市 に 全 で めった 。 ク 弄 財 市 に に ク や で あめ り 、 マ ツ $ 
ド 必 に め 全 マツ や トド トウ で のめり 。、 パ ラク 人 に パラ で ぐろ っ 。 依ら 周 じ JE の 、 こ の 條 外 め 
全品 (の う (。 ナラ NH が クル た つろ つ だ の で め る 。 


Fc アノ 
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LU 
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スズ メ バ チ 


時 代 : 新生 代 、 始 新 世 
年 代 : 3400 万 年 前 3700 万 年 前 
地域 , アメ リカ 合衆国 


$ 千 万 年 前 に 生息 し て いた スズ メ バ チ は 、 現 代 に 生き る スズ メ バ チ と 全く 変わ 
ら な い 。 何 億 、 何 万 年 も の 間 、 生 物 の 生体 組織 が 変わ る こと が な いな ら ば 進 
化 論 な ど は 取り 上 げ る 価値 は な い 。 化石 記録 は 、 進 化 な ど 発 生 し て いな いこ 
ど を 串 異 に 移 届 つて いる 。 


創造 の アト ラス 
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フ ド ウ の 業 


年 代 : 3800 万 年 て 2300 万 年 前 

寸法 : 6.6 セン チ メ ー ト ル (2.6 イ ンチ ) 葉 柄 を 含む 
iD 9 3 千 ノ グ の 川 。、 四 王 パ ーッ ド M 

歴 | 補 イ リッ クリーク 居 

時 代 : 斬 進 世 


3800 万 年 選 2300 万 年 前 の ブドウ の 葉 の 化石 も 、 植 物 が 進化 し た の で は な 


く 創造 さ れ た こと を 示し て いる 。 何 千 万 年 の 音 に 存在 し た ビ テ ィ ス 属 
(Vitisy の ブドウ と 現代 の も の で は 、 和 違 い は 全く 認め られ な い 。 


創造 の アト ラス 
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iga2c( の 2 リル 





ニン ン と サン フィ ッシュ 
年 代 : S400 万 年 前 3700 万 年 前 
地域 ワイ オミ ング 州 ケ ミラ ー 化 右 湖 
層 : グリ ー ン リバ ー 届 

時 代 : 始 新 世 





もら の シン と が ライ ッシュ の 衣 有 5 人 、 逢 多 
ma 呈 人 色 し て US いこ と を 多層 る て の る 。 遍 作 を 賠 
じ く する この 化石 は 、3400 万 年 前 て 3700 万 年 前 の 
の で あめ る 。 これ ら 選 見 代 の ニン ンプ ンク ィ ッ 
シュ も 古代 の も の と は 何ら 変わ っ て いな いこ と を 
明らか に し て いる 。 


Fc の アノ 
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Re クロ 2 クル 





ヌル デ の 葉 


年 代 : 3400 万 年 前 て 3700 万 年 前 ず 

0 二 3238 3 7 セン ダダ ター トド トル (628 イン シラ) ペペ 1 ウ の セン デメ ター トル (056 インデ ) ) 加 着 ) 
242 作 ンス メード トル ⑳5 イ ング )X IM セン デメ ター ド トル ん 8 イン ダグ ) 

5 9 旨 恨 NR 州 、 ク グラス パグ 

届 * ク リー シリ バー 上 頁 閣 


時 代 : 始 新 世 


この 3400 万 年 前 3700 万 年 前 の ヌル デ は 構造 的 に も 現在 の も の と 何ら 変わ り は な 
My。 (回 十 才 筆 で りり いう 開 で D、 ラノ クア (28 人 し で VA の 76 


凡 造 の アト ラス 
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北ア メリ カ グ マ の 頭蓋 骨 


で 6 吉本: の ル = 

5 2 260 セ ンジ ター ドル (OS イシ ンジ ) 
地域 : ミシガン 州 

本 本 1 


クマ と イヌ の 解剖 学 的 類似 点 を 挙げ て 、 進 化 論 者 た ちら は 
両方 が 共通 の 祖先 を 持つ と 主張 し て いる 。 し か し 化石 記 
録 で は これ が 間違い で ある こと が 明らか に され て いる 。 
涯 峡 、 内 間 似 届 の 作 外 選 来 中 に 1 の つと し て 発見 き 所 て 記 らら 
が 、 で どこ ろか が 、 選 の 2 の 作用 佑 、 ク て 佑 い つの 過 
Rn クン で 2 り 、/( 8 いろ つの 上 間 N5 イ タラ で め っ ろ だ こと 
を 示し て いる 。 写真 の クマ の 頭蓋 月 は 、 ク マ が 進化 の 巴 
程 を 経て いな いこ と を 証明 する 証拠 で ある 。 


Fc の アノ 
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スズ キ 


年 代 : 3400 万 年 前 て 3700 万 年 前 
員 LM 3 ウイ オミ ンク 有川 クミ ラー 
層 : グリ ー ン リバ ー 層 

RY 際 杜 とり 四 L 





S400 万 年 前 て 3700 万 年 前 の スズ キ は 現在 の も の と 全く 違 
い が な い 。 進化 論者 が 主張 する よう に は スズ キ は 進化 し 
て いな いこ と か ら も 、 ス ズ キ が 神 の 創造 に よっ て も た ら 
され た の は 明らか で ある 。 


rs 


L 


| 量 | | 
画 台 上 昌 
um 


IE | 





2 の 


年 代 : 5400 万 年 前 て 3700 万 年 前 
MMS ウイ スタ ミンク グ 州 クミ ラー 
ほ 全 凍り にとり 2 で 

RY 際 杜 5L 


IS0 晶 彫 。 | 息 才 の い 選 る どこ ご 人 ろ で 、 グ クー ウィ イー スト ド 作 R の 2 鹿 員 ずる 人 
右 を 探し 求め て きた 。 し か し 、 こ れ ま で 発掘 され た 化石 は 、 魚 が 神 の 創造 
よろ て ぬき だ や 5 きれ て 計り 、 呈し の 軒 痢 る で いい こと を 示し て の いる 。 
これ まで 、 進 化 論 者 た ち は い わ ゆ る 人 急 の 祖先 と 思わ れる も の や や 、 進 化 の 途 
中 と 推定 され る 途中 段階 の 化石 と 思わ れる も の を 発見 する に は 至っ て いな 
い 。 逆 に 、 膨 大 な 数 の 古代 か ら の 化石 は 、 魚 が いつ の 時 代 も 魚 で あっ た こ 
と を 示し て いる 。 そ の 1 つが 、 こ の 写真 の $400 万 年 前 3700 万 年 前 の サン フ 
ィ ッ シュ の 化石 で ある 。 進化 論者 は この よう な 万 物 創 造 の 証拠 と な る 化石 
を 前 に 絶望 を 感じ て いる 。 
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ヒッ コリ ー の 葉 


年 代 : 6300 万 年 て 5400 万 年 前 

條 8 720 所 シ デメ ー ド トル 6 イン ダグ ) 
地域 : アメ リカ 合衆国 、 ノ ー ス ダコ タ 州 
内 但 渦 上 


写真 の 6300 万 年 て 5400 万 年 前 の 北米 産 ヒ ッ 
ュ コリー の 業 の 化石 は 、 木 が 他 の 植物 か ら 進 
し 症 @⑤ の で 不 交 いこ と を 示 当 る も の で あ 
る 。 何 千 万 年 も や 音 の ヒッ コリ ー の 業 は 現在 
NON の らち 人 S ぐ 同 M 0 の で の め ②。 
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ニン ン 

年 代 : 3400 万 年 前 3700 万 年 前 
9 9 イタ ミン 有川 ク ミラ ー 
層 ・ グ リー ン リ バー 層 
時 代 : 始 新 世 


5400 万 年 前 3700 万 年 前 の ニン シン は 、 現 代 
の も の と 何ら 異な る 部 分 は な い 。 これ は 

進化 論者 た ちの 主張 を 否定 する も の で あ 
り 、 生 物 は すべ て 神 に より 創造 され た の だ 
と いう 事実 を 確定 する も の で ある 。 
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創造 の アト ラス 





dyー ジ 4 ん の た 


年 代 : 6S00 万 年 て 5400 万 年 前 
RSS.7 区 シン ラグ メー ドル (23 イシ ダブ ) 
地域 ・ ノ ー ス ダコ タ 州 

時 代 : 上 暁 新 世 


800 種 を 持つ 植物 、 イ チ ジ ク 。 イ チ ジ ク は イチ ジ 
ク 属 (Ficus) に 属す る 。 何 千 万 年 も の 音 よ り 、 い 
めし く の 寺 その 完成 全く 伏 め っ て い 導 いい 。 こ 
の 写真 の 6300 万 年 て 5400 万 年 前 の イチ ジ ク の 業 
は 、 イ チ ジ ク が 進化 し て いな いこ と を 証明 する 
重要 な 証拠 で ある 。 
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アア 

年 代 : S400 万 年 前 3700 万 年 前 
韻 M0 2 イタ ミン ク 川 クミ ラー 
層 ・ グリー ン リ バー 届 
時 代 : 始 新 世 


進化 論 は 種 の 自然 史 に つい て 書か れ た 空想 
の 夢 物 語 で ある が 、 科 学 的 な 研究 は 進化 論 
を こと ご と く 和 定 する も の で ある 。 進化 論 を 崩壊 させ た 重要 な 研 
究 結 果 の 1 つ は 、 化 石 で ある 。 長 い 年 月 を 経て も 全く 変化 し て い 
な い イ ワシ は 、 進 化 論 が 欺 唄 で ある こと を 桑 く も の で ある 。 
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セイ ヨウ トチ ノ キ の 業 


年 代 : 6300 万 年 て 5400 万 年 前 
2UOE ン ググ ラバ パード ト / ル (6 イイ シラ ) 
地域 ノー ス ダ コ 州 

9 可 欄 SI 


この 6300 万 年 て 5400 万 年 前 の セイ ヨウ トチ ノ キ の 葉 は 、 
今日 生息 する セイ ヨウ トチ ノ キ と 何ら 違い は な い 。 こ 

は 、 植 物 が 進化 し て いな いこ と を 証明 する 証拠 の ほん の 
つ 選 し めか 過ぎ 人 
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年 代 : 3 億 6 千 万 年 前 て 2 億 8600 万 年 前 

AS 2S 0 の 双 シ と メー ドル (インチ ) ) | 
9 ジン デ メー トル (9347 シ デ ) 162 セ シ デ メ ー ト ルル 
(6 イン チ ) 

間 遇 5 。 ミシン シク ルレ パー ア 州 、 密 シト 上 ト クレア 

時 代 : 石炭 紀 


現在 の シダ は 、 何 億 年 前 の シダ と 同じ 特性 を 持つ 。 凍 科 間 
化石 記録 は 明確 に この こと を 示し て いる 。 写真 の 引 騙 
CIS の 2 le20/ (0 アコ II の ンジ 人 あま (LE 一 に 
で め る 。 
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アー ジル レク ルリ) 











の 
年 代 : 5400 万 年 て 3700 万 年 前 
地域 : ワイ オミ ング 州 

沿 g グリ ー シ ン リ パー 骸 
時 代 : 始 新 世 


これ まで 発掘 され た 多く の 化石 の 中 で 、 進化 途中 の 状態 に ある 、 
ギ キ ニ シ ン や 半 メ カジ キ 、 半 サメ 、 半 サケ と いっ た 形態 の 生物 は 発見 さ 
CAD 修 着 民 、 シン 頒 偽 民 シン で あり 、 ザ ググ 信人 信 に ザク グ で 
あり 、 サ メ は 常に サメ で ある こと を 露呈 し て いる 。 3400 万 年 て 3700 万 
年 前 か ら ず っ と 同じ 変 を し て いる ニシ ン も また 、 こ れ を 証明 する も の 
で ぐ で あめ る 。 
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年 代 : 5400 万 年 て 3700 万 年 前 Te 
本 江 5 25 世 ンチ メ ー ド トル ⑳⑯ イ シン シダ) 1 識 
地域 ワイ オミ ング 州 

必 。 グリ デー シン リ パー 層 
時 代 : 始 新 世 


現在 の 地質 学 的 デー タ で は 、 化 石 記録 が 非常 に 豊 
合 (0G 人 し で MAYA こ と を 示し で いる 。 し が し 、 こ 
の 豊か な 化石 の 中 に も 、 進 化 論者 の 主張 を 異 付け 
る も の は 何 1 つ と し て 発見 され て いな い 。 化石 記 録 
の すべ て は 、 創 造 の 事実 を 加 付 け 、 進 化 論 を 償 定 
する も の で ある 。 写真 の ニシ ン は 、 進 化 論 の 無効 
性 を 提示 し て いる 。 
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ョ ウジ ウオ 


年 代 : 2300 万 年 て 500 万 年 前 

SR 結 2 UL2C セ と ジ デ クー トド トル 2408 イン シグ) 

MDK 20 リラ アオ ォ オル アア 州 。、 ザ ング マイ ポ ダ パレ ー 
層 : バク ー 層 

le 二 介 中 由 


ョ ウジ ウオ は 、 タ ツノ オト シゴ と 同様 、 ヨ ウジ ワウ オ 亜 目 (Syngathoidei) に 属す る 小型 の 秦 椎 
動物 で ある 。 この 2300 万 年 て 300 万 年 前 の ヨウ ジウ オ の 化石 は 、 現 在 の ヨウ ジウ オ と 全く 同 
で め ぬ 2⑳。 こ UM に より 、38 多 が っ くり のち 傍 作 し で いっ いう ウ クー ウィ イー クト の 寺 拓 
舎 定 きる の で め る 。 
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エノキ の 葉 と コオロギ 


時 代 : 新生 代 、 始 新 世 
年 代 : 400 万 年 3700 万 年 前 
地域 アメリカ合衆国 


この ラ 挫 で は 、 ヨ と モノ の 敵 の 者 が 見 られ る 。 こ の 化 天 で 店 、 今 旧 見 人 あれ 
の 守 ー ジ ン 遇 まっ の 人 こ ゴ / ク こら あッ ルコ 9 [IE の SW クル どこ < 信 目 の M く ル ウ たる くま 時 0 シン: た ク (6 
いる 。 こ れ は 進化 論者 も 黙ら せる も の で あり 、 進 化 論者 の 空論 と プロ パガン ダ は 、 科 
学 的 研究 結果 の 前 に は 全く 無 意 味 な も の と 成り 下がる の で ある 。 真 の 科学 的 研究 は 、 
進化 論 は 真っ 赤 な 嘘 で あり 、 万 物 創 造 こ そ が 明瞭 な 事実 だ と いう こと を 明か す も の で 
2 ウル 


創造 の アト ラス 
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PE の: 当 | 


年 代 : 3300 万 年 前 

R 凍 186Jl 欠 シダ メード トル (86 イ ング)X28640 セ も セン デ メー トル (0 シラ) XS508 を セン デ 
メー デー ド 2 ル 22 ィ イジ ンジ チリ) 

2 ウイ カミ ンク 州 、 ン ヴ ツァー スク ス 省 

時 代 : 斬 進 世 


写真 の 化石 は 、3300 万 年 前 の 化石 と 今日 の サイ に は 何 の 違 いも 認め られ な いと い 


2 事実 を 物語 る 。 古 代 か ら 解剖 学 的 に 変化 の 認め られ な い 生 物 は 、 進 化 論 が 其 須 
で め る こと を 見 で つり る る の で あめ る 。 


Fc の アノン 
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アル ys 


年 代 : 3300 万 年 前 

半 ) 明 議 休 69 セ ピン デメ ター トル (08 イン プ ) ) 島 則 2680 を と ノン メメ ー ド トル ⑳ イ ング ) 17.7 
ンジ デメ ー トル (7 イン ラリ)X01 を シン ラー トル (60 イシダ ) 

5 S イ ミンク 州 、 ョ ンク ウ ク ァ アー ダグ 尊 

時 代 : 斬 進 世 


化石 記録 か ら は 、 他 の 形態 、 ま た は 進化 早期 の 形態 か ら ゆ っ くり と 種 が 進化 し た と いう こ 
と を 示す ず 例 は 見 つか ら な い 。 た と えば 、 膨 天 な 数 の 化 有 か ら は 、 半 進化 状態 の ウニ や 、 半 
進化 状態 の ウサ ギ 、 半 進化 状態 の へ ビビ や ウサ ギ と いう よう な 特徴 を 持つ よう な 痕跡 は 全く 
伺 つ 20 っ て いい 。 多く の 化 有 に 、 ウ サポ 人 滞 に ウ み ウ ひ び き で ある こと を 生 し て いる 。 こ の 
事実 の 証拠 に よっ て 、 生 物 は 進化 し た の で は な く 神 に より 創造 され た と いう こと が 明らか 
だ 光る 。 
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サン フィ ッ ン シュ 


年 代 : 5400 万 年 3700 万 年 前 
MM 2 イミ ンク 州 ク グミ ラー 
層 : グリ ー ン リバ ー 層 
二村 4 と 


種 が その 構造 を 何 千 万 年 も 保持 し て いる こと を 示す 化石 動 
衝 (GE、 明 修論 に 天 き 交 洒 崖 を 与え る 。 て てく 銘 ら 和 れ ん て の る こう 
に 進化 論 は 変化 する 環境 に 適 広 で きた 生物 の み が 生 き 残 る と 主 
し て お り 、 こ の プロ セス の 中 で 、 生 物 は 1 つの 種 か ら 別 の 異な 
る 種 へ と 進化 する と いう の で ある 。 し か し 一 方 で 化石 動物 を 見 れ 
ば 、 生 物 は 年 代 を 経て も 環境 に よっ て 進化 し な いこ と が 明らか で 
あり 、 進 化 論 が 事実 無根 の 仮定 だ と いう こと が 分 か る 。 





が Ia ン の タテ 族 


年 代 : 5400 万 年 て 3700 万 年 前 

引 問 3 OUR リリ メー トル 0 インデ ) 10S リタ メード トル 
(0.4 イ ンチ ) : 母 娠 : 62 ミ リ メ ー ト ル (2.4 イ ンチ ) X 130 ミ 
り リ メ ー ド 2 ルル 6 イン ング) 

地域 ユタ 州 ユ イン タ 郡 

た 人 2 ジリ レミ 

時 代 : 始 新 世 


変化 する こと な く 何 千 万 年 か ら 存 在 す る 植物 の 種 は 、 進 
化 論 に と っ て 手痛い 打撃 と な る 。 この 3400 万 年 3700 万 
年 前 の ヤナ ギ の 葉 の 化石 は 、 何 千乃 年 と いう 時 を 維 て い 
る に も 関わ ら ず 、 全 く 変 わっ て いな い 。 現代 の ヤ 
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月 桂樹 の 葉 


年 代 : 5400 万 年 3700 万 年 前 

寸法 : 葉 : 30 ミ リ メ ー ト ル (1.2 イ ンチ )X66 ミ リ メ ー ト ル (3 イ ンチ ) : 
5 計 に 20 き リタ デー ドル 08( チル ⑳ ミ ミリ メート / ル 2 7 イン 
地域 : ユタ 州 ユ イン タ 郡 

居 *a グ クリー シン シリ バー 販 肉 

1 本村 (5 と 5 


クス ノ 寺 科 (Lauraceae) (原産 : アジ ア ) の 葉 と 実は せ 、 オ イル の 原料 と 
あの 衣 間 た ジジ の 間 及 WE こる 

真 の 化石 化し た 月 桂樹 の 葉 は 、 他 の 植物 と 同じ よう に 、 月 桂樹 が 
進化 な ど し て いな いこ と を 示す も の で ある 。 3400 万 年 て 3700 万 年 前 
の 月 桂樹 は 、 今 日 の も の と 同じ 特徴 を 持っ て いる 。 
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ニン ン と スズ キ 

年 代 : 3400 万 年 3700 万 年 前 
iM 3 アイ カミ ンク 州 ク ミラ ー 
ほ 三 本 作り ル 2 て 
時 代 : 始 新 世 


$400 万 年 3700 万 年 前 の ニシ ン と スズ キ の 化石 は 、 何 千 万 年 も の 間 少 し も 変 
化し て いな い 。 今 旧 存 在 る ニン シン ン と スズ キ は 数 千 万 年 前 の も の と 何ら 変わ 
り は な い 。 
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= 革 昨 | L 
本 | 
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。 a 目 W 1 ml PL 
コ RY PE ・ キ P 
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アウ ルン 


年 代 : 3800 万 年 て 2300 万 年 前 

属 > ヲ リョ レ 層 

地域 : ワイ オミ ング 州 、 コ ン ヴ ァ ー ス 郡 、 ホ ワイ トリ バー 周辺 
時 代 : 斬 進 世 


3800 万 年 て 2300 万 年 前 に 生息 し て いた と 思わ れる この ウサ ギ と 、 現 
在 の ウサ ギ は 同じ も の で ある 。 ウ サギ は 何 千 万 年 も 変化 し て お ら 
9 。 ご 20 ウタ み 23 旧作 し だ の で 8 く 、 全 訂 Ja っ ろ て も 5 らき 
だ り いう こと を 示 9 ⑤ の で め る 。 


創造 の アト ラス 
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ンカ の 頭 克 骨 


年 代 : 3800 万 年 2300 万 年 前 

居 二 リリ レ 居 

地域 ネプ ラス カカ 州 、 ス ー 郡 、 ホ ワイ トリ バー 周辺 
RY 才 林 BGEBI 


3800 万 年 て 2300 万 年 前 の シカ が 今日 の シカ と 同じ だ と い 
2 こと ど 人 、 昌 引 人 5 信人 同 也 放 年 も の 賠 、 全 < く 爺 代 し て の 
Me だ で で め り 。、 人 旬 つ で 2L で 具 いあ とい の うこ と と 倒 
る の だ 。 


創造 の アト ラス 
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カメ 


時 代 : 新生 代 、 始 新 世 
年 代 : 5400 万 年 て 3700 万 年 前 
地域 : アメ リカ 合衆国 


他 の 科学 分 野 で も そう だ っ た よう に 、 古 生物 学 の 分 野 に お いて も 、 ダ ー ウ ィ ン の 預言 が どの くら 
い 非 科学 的 で あっ た か と いう 膨大 な 研究 報告 や 知見 が 提示 され て いる 。 そ の 1 つが 、 こ の 写真 の 
S400 万 年 て 3700 万 年 前 の カメ の 化石 で ある 。 何 千 万 年 の 古代 か ら カ メ が 全く 変化 し て いな いこ と 
の 証明 は 、 進 化 論 を 合 定 す る 結果 の 1 つと な る 。 
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ー 枚 具 


年 代 : 1300 万 年 て 1230 万 年 前 

(al0 セン デザ メー ド / ル フイ ンダ ) 

層 ・ カル バー ト 層 

ii 8 が リー コラ アン 民 州 、 カ ルウ テー ドド 部 
時 代 : 中 新 世 中 期 


二話 員 (。 ムー ル 財 2000 に 付き ん る こう な 2 つ 
の 貝殻 を 持っ た 軟体 動物 で ある 。 何 千 万 年 の 苦 に 
生息 し て いた 一 枚 具 と 今日 の も の と の 間 で は 何ら 
違い は 見 られ な い 。 こ れ は ダー ウィ ニス ト が 提唱 
し た ゆっ くり と し た 進化 と いう も の を 否定 する も 
の で あめ る 。 
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カメ 


年 代 : 3800 万 年 て 2300 万 年 前 

als スラ ダー 下 //(8 イ ン ソン ラリ) 0 用 と ン ラ ダー ドク ルル 6 し シン ラリ) ペ 尾 きら ン ラ メー トル 
(28 イ ン ラ ) 

必 。 プ リュ レ 居 

地域 ネブラスカ 州 、 ス ー 郡 

時 代 : 斬 進 世 


進化 論者 た ちら は 、 カ メ が 進化 し た と いう 痕跡 を 記録 する 化石 記録 は 未だ か つて 1 つも 発見 され 
て いな いこ と を 認め て いる 。 TVertebrate Paleontology and Evolution( 硝 椎 動物 の 古生物 学 と 進 
化 )』 と いう 著書 の 中 で 、 ロ バー ト ・ キ ャ ロ ル (Robert Carrol)) は 、 初 期 の カメ は ドイ ツ の 三 畳 紀 
の 層 に 見 られ る と いい 、 今日 に 見 られ る も の と 何ら 変わ り は な い 硬 い 甲 維 の お か げ で 、 こ れ ら 
は 他 の 種 と は 簡単 に 見 分 ける こと が で きる 。 ま た 、 キ ャ ロ ル に よれ ば 、 カ メ は 非常 に 化石 化 が 
容易 で あり 、 小 さ な 欠 片 で あっ て も 簡単 に 識別 で きる に も 関わ ら ず 、 こ れ よ り 前 の も の と 思わ 
れる よう な カメ が いた と いう 証拠 は 発見 され て いな い 。 (Robert Carroll, Vertebrate Paleontology 
and Evolution, D. 207) 
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て 導 誠 の 


人 Ka 人 4 局員 二 放 年 人 の 作 @ 二 万 年 

強 朋 休 3.9 攻 シン デメ タート ん ル (5 イシ ング ) 
属 6 ジェ ララ ァ ー ソ ツン 病原 贅 

iM ンジ デイ ノブ 州 、 ク ラー ク 型 
人 8 ラボ ジ 紳 


3 億 6 千 万 年 前 か ら 同 じ 姿 で あり 続け る 牡 路 は 、 種 が 1 つの も の か ら 
別 の も の へ と 進化 する と いう 進化 論者 た ちの 仮定 に 挑む や も の で あ 
る 。 これら の 化石 化し た 軟体 動物 は 、 進 化し て は いな いも の の 、 剣 
志 き が AG の だ どい うこ ご と を 王 す る の で あめ る 。 
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時 代 : 古生代 石炭 紀 
年 代 : 3 億 600 万 年 て 2 億 9900 万 年 前 
2 ガッ 0 2 の 舎 少 8 国 


写真 の ウニ は 、 到 動物 の 起源 に つい て の 進化 論 の 主張 を 無効 に する 無数 の 証拠 の 1 つ 
で ある 。 仮に 進化 論者 の 主張 が 正しかっ た と し た ら 、3 億 600 万 年 て 2 億 9900 万 年 前 の ウ 
ニ の 化石 標 本 は 今日 の も の と 大 きく 異な る は ず で ある 。 こ の 化石 が ボ す よう に 、 今 日 に 
生息 する ウニ と 何 億 年 も 以前 の も の と の 間 で 違い は 全く 見 られ な い 、。 
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ヒト デ 


年 代 : 3 億 6 千 万 年 て 3 億 2300 万 年 前 

寸法 : 母 震 6.2 セ ンチ メー トル (2.4 イ ンチ ) X 6.2 セン チ メ ー ト ル (2.4 イ ンチ ) 
層 : エド ワー ズ ビ ル 層 

間 MBM < イ ンク ティ アナ 州 ク 玉 デ デジ ォ テ ダビ ル 

上 ME ジン ジッ ツ 区 グン 


今日 の ヒト デ は 、 何 千 万 年 前 の も の と 同じ 特徴 を 有 し て いる 。 こ の 化石 は ヒト デ が 3 億 6 千 
万 年 て 3 億 2500 万 年 前 の も の と 同じ 形 を と ど め て いる こと を 示し て お り 、 進 化 論 者 の 主張 
を 退け る 。 ま た 、 生 物 は 今日 の 特徴 を その まま 有する 形 で 創造 きれ た の だ と いう こと が 分 
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カナ タダ で 発見 され た 化石 様 本 


カナ ダ に は 、 世界 で も 最 古 の 地質 構造 が 存在 する 。 岩層 の 大 部 分 は 先 カ ンプ ブリ ア 紀 (46 億 年 5 億 4300 万 年 前 ) に 
属す る も の で ある 。 また カナ ダ は 化石 層 が 豊富 な 国 で ある 。 

この 自治 領 で 最も 重要 な 化石 層 は 、 世界 的 に も 有名 な バー ジェ ス 頁 岩層 で ある 。 バー ジェ ス 頁 岩 の 化石 層 は 現代 
で 最も 重大 な 先 カ ンプ ブリ ア 紀 の 発掘 場所 と し て 知ら れ て いる 。 研究 に よれ ば 、 化石 が 採掘 され た 堆積 物 が 蓄積 され 
た 時 代 に は 、 こ の 地域 は 赤道 に 近かっ た の で は な いか と され て いる 。 その 時 代 、 バ ー ジ ェ ス 頁岩 地域 は 北米 大 陸 の 
下部 に 位置 し て いた の で ある 。 

初期 の 化石 群 は 、1900 年 前 半 に 古生物 学者 チャ ー ル ズ ・ ド リト ル ・ ウ ォ ル コッ ト (Charles Doolittle Walcott) に より 発 
見 され た 多数 の 無 春 椎 動物 で あっ た 。 事実 、 バ ー ジ ェ ス 頁岩 は 無 春 椎 動物 の 化石 で 有名 と な っ て いる 。 5 億 年 以上 
前 の この 化石 た ちの お か げ で 、 カ ン ブ リ ア 紀 に 生息 し て いた と 思わ れる 140 種 以上 の 生物 が 確認 され た 。 これ ら の 化 
石 の 特徴 は 、 数 多く の 異な る 門 に 属し 、 
それ ら は それ 以前 の 地層 に は 祖先 が 存 












Wi mr 1a: 重 』 
hh | 


在 す る こと な く 、 すべ て 突然 に 発生 し た と 請 識 言 PT 」 
RAdcRMNRe 進化 論者 た ち ッ - 還 CEAY Greemland 3 
、 進 化 論 の 観点 か ら こ れ ら の 化石 の 発 さす 問 遇 。" 















中 amFimT 
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PR は 不可 能 で ある と いう “ 
こと を 認め る も の で ある 。 Pe 
カナ ダ の その 他 の 地域 の 重要 な 化石 発 3 
掘 現場 は ミグ アシ ャ 国立 公園 で ある 。 この 
地域 は ガス ペ 半 島 に 位置 し 、 化 石 標本 が 
豊富 で ある 。 この 地域 で 最初 に 化石 が 見 
つか っ た の は 1800 年 中 ご ろだ 。 地域 の 岩 
の 構造 は その 時 代 を 3 億 7500 万 年 て 3 億 
5 千年 前 に さか の ぼる と い 2。 研究 で は 
3 億 7 千 万 年 前 ご ろ は 、 ガ スペ 沿岸 は 熱帯 
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バー ジェ ス 頁 岩層 の 化石 発掘. 


創 造 の アト ラス 


ハー ルン ヤル ハウ ャ 


浴 だ っ た と いう こと で ある 。 

ミグ アシ ャ の 化石 は 微生物 か ら 硝 椎 動 
物 、 植物 に いた る まで た くさ ん の 種類 に 
の ぼる 。 ミグ アシ ャ の 一 部 の 植物 や 偽 
の 化石 は その 種類 で も 最も 初期 の も の 
で ある と い 2 う 。 例え ば 、 ス パー マス ポ シ タ 
(Spermasposita) は 地球 上 で 最 古 の 顕 花 
植物 と いわ れ て いる 。 進化 論者 が 生命 体 
は 非常 に 原始 的 だ っ た だ ろう と いう 仮定 
を 主 中 す る の に 対し 、 こ の 花 の 完全 に 形 
成 さ れ 完 璧 な 構造 か ら も 生物 が すでに 
当時 複雑 な 形 を し て いた こと が 伺え る 。 
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アル バー タ 州 の 化石 発掘 現場 
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NR の クタ ジール 





ムー ン ア イ 


人 人 K 2 5 太守 肌 

IAK 9 02 ンジ デメ ター トド ト / ル 028 イ ンチ ) リ 8382 セン デメ ター 人 トル 
(1.25 イ ンチ ) 

中間 ロク ディ イッ ショ 0 ヨコ ロン ビア 有川 

司 ぅ 凛 エ ク リー ク 馬 

時 代 : 始 新 世 


ムー ン ア イ は 通常 大 き な 湖 や 川 に 棲む 中 型 の 北米 産 の 魚 で あ 
る 。 他 の 生物 と 同様 、 こ の 種 の 魚 も また 、 身 体 的 構造 は 何 1 つ 
変化 する こと な く 、 現 代 ま で 受け 継が れ て いる 。 $ 千 万 年 前 の 
ムー ン ア デイ が 現在 の 子孫 と 全く 同じ で ある と いう 事実 は 、 進 化 


に 


論 で は 説明 で き な い も の で ある 。 


Fc の アノン 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





セコ イア の 槻 


Na 8 二胡 涯 各 

SH 内 7 セン デグー デート / ル (2.78 イ ンチ) 1I0 有 シン デメ ー ド トル 6 イン ダグ ) 
iM 誠 Ss ラ リ デ ィ イィ イ ウシ ン ュ ッッ 明 更 ジ と ば ア 川 、 め ムル ー ア プシ 

本 陸上 8 


27BE で IE、 KRIE で 最も ポポ き ポポ と し て 知ら て いる セラ ヨイ ア 属 、 
非常 に 寿命 が 長い 。 多 く は 北米 に 生 鳥 し て いる 。 一 部 で は 1 千年 の 
樹齢 を 持つ も の も あり 、 高 さ が 150 メ ー ト ル (492 フ ィ ー ト ) を 超え る 
こと も ある 。 化石 は 、 セ コイ ア が 何 千 万 年 も 同じ 姿 を 保持 し て い 
に 人 R2 ら 村人 眉 の) 相 可 MIDAU い 、 と を 示 UVO = 
に 掲載 され て いる 化石 は 、S$ 千 万 年 前 の セコ イア の 校 で あり 、 現 在 
繁殖 し て いる も の と 全く 同じ も の で ある 。 
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カナ ダ の 化石 発掘 現場 か 
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で 


れ ら の 化石 
の 何 百 万 年 も 同じ 


ンコ 
ペー 


⑳。 
の で 避 、 ぬ デン ア ィ 個 生 放 角 ぬ 周 比 





RLL GUY の ②。 こ 
の : 滞 2 の 2 9 


あこ 


2 /E 


呈 の 昌 Zs 


上 


に 

ー 
に 
に 


< 


ンコ 
ペー 


短 [2ZL ZS つう だ と いう 


正 拠 と な る 。 


ーー+ 

こき 
に 
に 








ふい 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 


現在 の も の と 対 
半 : き MG 5 用 ] 
II の 2P | 


mm 上 F 
| 
| 






セコ イア の 枝 と マー チ フ ライ 


害 人 > 5 放浪 還 

骨 3 10 セ ンタ メー ドル (6 インプ) 2 7 セン デメ ー ド トル 6 イ ング) 
次 間 52 アリ ティ イッ シン ョ ? 到 と ビア 州 、 め ムル ー プ アス 

時 代 : 始 新 世 


マー チ フ ライ は ケバ エ 科 (Bibionidae) に 属し 、 植 物 の 花粉 を 主 な 餌 と し て いる 。 化石 記 
録 に よれ ば 、 す べ て の ハエ の 種 は 同時 期 に 出現 し て お り 、 そ の 身体 構造 は 決し て 変化 
うる こと 作 く 、 刷 人情 ま で 且 6700 で の いる 2 る 。 こ 4 ほ 、(0 の 作ら 同じ よう に ハモ が 志 
化し て いな いこ と を 示す も の で ある 。 進化 論者 に よっ て は ハエ の 超 源 が 進化 論 で は 肌 
明 で き な い こと を 認め て いる 。 

動物 学者 ピエ ー ル ・ ポ ボ ポール ・ グ ラッ セ (Pierre-Paul Grasse) は 著書 「 昆 虫 の 起源 は 暗 
剛 の 中 に ある (We are totally in the dark about the origin of insects)J』| (Bvolution of Living 
Organisms, New York Academic Press, 1977, p. 30) で これ を 指摘 し て いる 。 化石 記録 は 、 
ハエ と すべ て の 他 の 馬 虫 は 神 の 創造 を 起源 と する も の だ と いう こと を 示し て いる 。 
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肺 人 


年 代 : 3 億 $ 千 万 年 前 

3 SS ンジ メー ドル (2 イング) 
地域 ガスペ 半島 、 ミ グ ア デア シャ 
時 代 : デボン 紀 上 部 


肺 魚 は 、 現 在 で は 主 に アフ リカ や 南ア メリ カ に 生息 し て いる 。 この 
魚 は 水面 が 下がり 、 川 が 干上がる と 自分 自身 で 泥 の 中 に も ぐる こと 
で 生き 延び る 。 今 まで 見 つか っ て いる 肺 魚 の 最 古 の 化石 は 、 デ ボン 
紀 (4 億 1700 万 年 て 3 億 5400 万 年 前 ) の も の で あり 、 こ の 写真 の 化石 も 
その 時 代 の も の で ある 。 こ の 化石 は 今日 の 肺 魚 と 何ら 変わ る と ころ 
宮 く 、 よ っ ろ て 刈 釣 品 介 作 し た の で 愉 く 、 和 祥 民 よっ て 信 午 きれ だ 
どい りこ だ お 門 今 る 。 
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人 だ 人 太り ん と オー 上 り だ に 揚 還 還 


年 代 : 3400 万 年 て 3700 万 年 前 

愉 5 過 衣 970 ビン ラク グー ドル 278 イ シング) KT15 も セ 
ン デ グー ドル (0.6 イ 7 ジ シグ) 

BB 用 イク ジョ リー 厚 ど ピア 州 

層 : カ シェ ・ ク リー ク 層 

時 代 : 始 新 世 


この よう な 複雑 な 構造 を 持っ た 植物 は 、 進 化 論 で 言 
2200 めのう (、1 半 06 つろ で きだ らき 0 5 の めど 
で は な く 、 他 の 種 か ら 進化 し た も の で も な い 。 化石 
記録 で は 、 植 物 の 多く の 種別 が すべ て 同時 に 現れ て 
MN0 こ どど を 示し て の いる 。 で し て ぞ そ /0006、 直 人 作 の 六 
倍 全く SE 二 し UVS0。 ここ に 見 られ る 用 ョ イア 
と シダ の 葉 の 化石 は 、 進 化 論 が 間違っ た 理論 で ある 
こと を 劇 的 に 表す も の で あり 、 今 日 に 生息 する 植物 
と 5400 万 年 て 3700 万 年 前 に 生息 し て いた 植物 の 間 に 
は 、 何 の 違い も 認め られ な い 。 
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この 化石 は 、5400 万 年 前 
<3700 万 年 前 に さか の 
ぼ ほる 。 陰 画 と 陽 画 2 つ の 
部 分 か ら 構成 され る 。 


4 全 間 作 の られ も 


年 代 : 400 万 年 て 3700 万 年 前 

旨 3 環 区 シン デメ ター トド トル ⑫7 イ ング )X107E ン デメ ー ド トル ん 48 イン ガ ) 
MM ラリ ティ イッ ショ 上 厚 と 如 ア 州 

居 *2 2 マッ マクリーン ノ 居 

時 代 : 始 新 世 


現在 生息 し て いる セコ イア の 木 と 何 千 万 年 前 に 生息 し て いた セコ イア と の 間 に 何 


の 違い も 見 られ な い 。 これ に より 、 動 物 と 同じ く 植物 も また 、 進 化 の 過程 を 経て 
kNZEMY こ と ど 光 同 明 内 き れる 。 


創造 の アト ラス 
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カバ ノ キ 


年 代 : 5400 万 年 て 3700 万 年 前 

人 騙 く 20 め セン メー トル (6 イ ング) ※ 
2 グー ドル 002 ジジ ) 

MM コウ クリ デ ィ イッ ショ マラ ロン ビア 州 
人 二 2 と = 表 ン 人 U 馬 ニン 

時 代 : 始 新 世 


カバ ノ キ は カバ ノ キ 属 (Betula genus) に 属 し 、 北 方 気候 に 生 品 し て いる 。 写真 の 化石 は 、3400 万 
年 3700 万 年 前 に 生 候 し て いた と され る も の で ある 。 こ の 葉 は 現在 生息 する 木 と 全く 異な る 
aa ラ 全 曲り の 有 語 2 と 人 か レ 信 3 の 用 記 皮 還 回 届き (5 仙 胃 KU RI 月 記 (上 の 





創造 の アト ラス 
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サケ の 頭 


Ga 二 間 PIE2 9 暫 語 2 

本 旨 2152 セ ンプ グー ドル (6 イン ダグ )K0 セン デメ デー ドル (62 イン ダグ) 
0 クリ ディッ ショ っ 理 旨 シ ロア 川 、 之 2 ルー クタ スタ 川 

吉本 あり 


サケ の 化石 は 、 多 く の 地 質 レベ ル で 発見 され て お り 、 そ の すべ て は 現在 生 師 
の る カク と 人 80《 同 し 0 の 0 で の ⑳。 2 見 き SMO 9 で の 和合 クー レイ 
ニス ト を 否定 する も の で あり 、 他 の 生物 と 同様 、 サ ケ が 全く 変化 し て いな い 
こと を 証明 する も の で ある 。 
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イチ ョ ウ の 業 と セコ イア の 枝 


年 代 : 3400 万 年 て 3700 万 年 前 
3 イラ フラ ョ クウ の 9 ビン シング クー ドル 0 イン ラリ)、 58 セン 
チ デメ ー ド トル 234 シン デ ) 
ji S クリ ディ ッシュ で 画 旧 と シア Z 州 
性 s 各 有 ショ ッッ クリー ク 居 
RY 陸 人 本 (5 あり 上 


この イチ ョ ウ の 木 は 、 イ チョ ツ ソ 門 (Ginkgophyta) に 属す る 化 
石動 物 で ある 。 今 まで 発見 され た 中 で 最 古 の も の は 、2 億 
MG It さ ED】 た 光る 和 SI の 大 くじ ウル 0 写 UEDW こ PIG 人 る 
イチ ョ ウ の 葉 の 化石 は 、3400 万 年 て 3700 万 年 前 の も の で 、 
イブ プア 8 国 間 放 信 骨 の や る 同 し 次 を し て 計り 、 こ / ル 6 きま 
た 進化 論 に 挑む も の で ある 。 
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イチ ョ ウ の 業 


年 代 : 3400 万 年 て 3700 万 年 前 

寸法 : 葉 :5 セ ンチ メー トル (インチ) X 5.8 セ ンチ メー トル (2.3 イ ンチ ) 
MHD 9 プア イッ ショ ロロ ン ア 州 

剛 : カ シェ エ ・ ク リー ク 届 

0 可 村 5 と SL 


発掘 され た 化石 は 、 は っ きり と 植物 種 の 進化 の 主張 を 反証 する も の 
で ある 。 これ ら の 発見 の 1 つ は 、3400 万 年 3700 万 年 前 の イチ ョ ウ 
の 葉 の 化石 で ある 。 何 千 万 年 前 に 生息 し て いた イチ ョ ウ の 木 は 、 現 
人 の '⑤ の と 全く 全 の らぶ りり 。 
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アー ジル レク ルリ) 





= の た 
人 BRN 8 5 8 邊 則 
] 結 ) 貞 結 ) 川 放 シゲ メ デー ド ト ル 8 イン グリ K86 セ ン デ 
メド / ル (23 イジ デ ) 

呈 5 クリ ティ イッ ショ 6 旨 と ビア 州 。、 め ムル ー 
ウラ 22 

局 。 効 シェ < マク リー ク グ 居 
時 代 : 始 新 世 






温 薄 気 候 に 生息 する ニレ の 木 は 、 一 
MI こ Ca 拉 。 ヨ ヨー 旧 パ 、 ア ジア で 
に たく 見 0 る ⑳。 5 用 年 加 の 三 レ の 
木 の 化石 は 、 植 物 の 進化 と いう 主 
張 を 退け る も の で ある 。 


凡 造 の アト ラス 








ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 
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ー 
1 = ーー 
人 ルル の 
、 間 | 年 代 : 5400 万 年 ご 3700 万 年 前 
| 寸法 : 3 セン チ メ ー ト ル (1.2 イ ンチ ) X 2.5 セ ンチ メー 
ド 22014 ジ デ ) 
' je ジリ ディ イッ シュ ラロ 下 シビ ピア 州 
本 二 の と = 還 ンジ 作 選 
人 二 4 とら 上 0 
植物 の 進化 を 在 付 ける よう な 化石 は 存在 しない 。 そ 
の 逆 に 、 膨 大 な 数 の 化石 は 、 そ の 主張 を 退け て い 
ーー “ る 。 そ の 1 つ に 、 こ の 写真 の 3400 万 年 乙 3700 万 年 前 
“ | の イラ ョ レク ウ の 示 が めん の ⑳。 イ ジョ ルク 汰 人 由記 等 
、 を 経て も 変化 し て いな いと いう 事実 は 、 進 化 論 が 大 
Bd 陣 G め 2P う 生 5222 ト KS1P NG め ウル 
し 1 
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バン の 木 


年 代 : 3400 万 年 て 3700 万 年 前 

枯 09 ピ ンジ メー ドル (112 イン シング) 7 ピン デメ ター トル 2 8 イン ダグ) 
ge アリ デ ノ クノ ッ シ ョ コロ ノン ビア 州 、 放 ムル ーー プス 

1 二村 と り 目 上 


吉 代 の パン の 末 は 現在 生島 ある パン の 末 と 同 ID 構造 を 持つ て で おり 、 


$400 万 年 て 3700 万 年 前 の も の と 現在 の も の で は 全く 違い が 認め られ な 
Me。 2 、 人 自作 2 人 選 上 E で 条 MoUA の つこ と た 志 2 9 の 0 で のめる 。 
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ン テ と ニレ の 業 

年 代 : 3400 万 年 3700 万 年 前 

ngS 8 Ng 9 9U 作 ンジ ン デ ダグ デ ドル 022 イ インプ) 190 タ セン デ メード トル (07 イジ ジ ダ ) 
902 リラ ア ィ イッ ショ < ロン ビア 川 

剛 : カ シェ ・ ク リー ク 有 届 

本 本 / コ と] 四 上 


この 化石 記録 は 、 す べ て の 植物 種 が 、 ほ ん の 少し の 変化 も 見 せる こと な 
く 、 存 在 初期 より 生き 延び て いる こと を 示す も の で ある 。 生物 組織 が 同じ 
特徴 を 何 千 万 年 物 間 保持 し て いる な ら ば 、 そ れ は 、 明 ら か に 進化 が 行わ れ 
ず 、 創 造 が 実際 に あっ た と いう こと に な る 。 そ の 証拠 の 1」 つ は 、 こ の 写真 の 
$400 万 年 3700 万 年 前 の シ デ と ニレ の 葉 の 化石 で ある 。 
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イア の 葉状 体 と 球 染 


年 代 : 3200 万 年 て 4360 万 年 前 

可 法 。 球 15 ミリ メー トル (0.6 イ ンチ )」 茎 Il セン チ メ ニ トル (43 イ ンチ ) 業 状 体 27 ミ リ 
メー ドル 4 シ ヂ ) ぅ 屋 省 I46 ミ リ メ ー ド トル ⑥.2 イ インチ) ll セン チ メ ー ド トル 3 イン) 
59 トス ジン ポー デ テッ ルン 貼 計 、 ラ リティ イッ ショ ソラ 上 と ビア 川 、 錠 ショック リー クノ 

時 代 : 始 新 世 中 期 下部 


この $ 億 2 千年 4360 万 年 前 の メタ セコ イア の 球 果 は 、 植 物 が 進化 の 過程 を 経て いな いこ と 
を ROD ⑤ の で 2 る ②。 ( 同 旋 介 訓 選 休 記し で い い だ る アク 導き イア (人 、 今 旧作 し で いる 5 の と 
仁 ぐ 同 | で め ②⑳。 こ UE 多 の 08006 し て で てい 0 いこ と を 示す も の で め 2。 
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年 代 : 1 億 4600 万 年 600 万 年 前 
地域 : っ 南 サ スカ チュ ワン 川 渓谷 
避 休館 KM ア 4 

出 ' 二 欄 呈 本 if 


過去 150 年 間 で 採集 され た 化石 は 、 生 命 が 決し て 1 つの 種 か ら 別 の 種 へ と 
変化 や 進化 な ど し て いな いこ と を 証明 し て いる 。 こ の 事実 は 、1 億 4600 万 
年 ->6300 万 年 前 の ロブ スタ ー の 化石 を 見 て も 明らか で ある 。 現在 に 生 上 
する ⑯ の と 低く 人 わり 層 い 。 
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ドミ ニカ 共和 国 で 発見 され た 化石 標本 
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化石 が 形成 され る 環境 CU mhrem・ "7F4NTIN 
の 1 つ に 、 現 再 が あげ られ っ pa DCEAN 
る 。 樹木 の 樹脂 が 生物 を 旬 EE 。 費 琴 革 ren Pooh ュー 
み 込 むこ と で 、 そ の まま の 形 を AIA 人 ん Aves 
捉え た も の が 現 理 状 態 で 保存 | ーー 


ーー 
mm 思 


草 mumaa' 1 bea 
玉 軍 


され た 化石 で ある 。 樹脂 は 水 に 


対し て 不 溶 性 の 物質 で あり 、 空気 に nt 朋 MNTLlmm 
さら され る と 急速 に 固まる 。 その 結果 、 重 合 ゾー 
の プロ セス が 開始 され (化学 反応 を 起こ し た モノ マ rmー ャ ーー ーー TI 


Psln 請 束 TUMm 


一 分 子 は 、 分子 基 の 大 き な 化 合 物 を 発生 させ る ) 護 明 な 
樹脂 は 何 白 万 年 も の 間 に 、 継続 し て 硬く な っ て いく 。 生命 体 は 


樹脂 に 包ま れ た まま 埋葬 され 、 何 百年 も その まま の 姿 で いる の で あ ト レー 

る 。 世界 中 に は 100 ヶ 所 以上 の 残 再 床 が ある 。 現在 発掘 され た 中 で 。 = 。 て を 。-~ 

最も 古い 現 正 は レ パ ノ ン の 山中 か ら 見 つか っ た も の で 、 時 代 は 自 。 ご _ 

亜紀 時 代 に さか の ぼる 1 億 300 万 年 前 て 1 億 200 万 年 前 )。 近年 の 上 ” ドミ ニカ 共和 国 還 に 
研究 で は 、 新 た な 残 再 床 は 中 生 代 に まで さか の ぼる こと が 判明 し て 。 。 三 。 一.。 坪 一 
いる 。 これ ら に は 、8 千 万 年 前 か ら 7500 万 年 前 の ヨル ダン の 琉 理 、 1 黄 


約 8 千 万 年 前 の エニ ュー ジャージ ー 州 の 玖 理 、 や は り 8 千 万 年 前 か ら 
7500 万 年 前 の シー ダー 潜 の 琉 垢 、700 万 年 前 の フラ ンス の 琉 玉 、 
1 億 年 前 の ビレ ネー 山脈 の 琉 揚 な ど が あげ られ る 。 この 他 の 現地 床 
が 採集 され た 大 部 分 の 化石 は 始 新 世 一 中 新 世 時 代 の も の で ある (5500 万 年 て 500 万 年 前 /。 


請 起 世界 に は 約 100 の 琉 斑 床 が ある と いわ れ て いる 。 その 1 つ 
・ は 、 バ ルト 琉 百 が 産出 され る ノル ウェ ー で ある 。 





凡 造 の アト ラス 


か ハー ルン ヤバ ハウ ャ 


ドミ ニカ 共和 国 で 収集 され た 琉 百 化石 の 多く も また 、 始 新 世 中 新 世 
時 備 の も の で ある 。 ドミ ニカ 共和 国 に は 大 きく 分 ける と 2 つの 現下 床 が ある 。 
1 つ は 山 病 地域 か ら サ ンチ アゴ 市 北東 部 に か け て の 地域 で あり 、 も う 1 つ は 
エル ・ バ パー ジェ 市 に 近い 炭鉱 か ら サ ント ・ ド ミン ゴ 市 の 北東 に か け て の 地域 
で ある 。 ドミ ニカ 産 の 現 坦 は 、 へ メ ナ エ ア 属 (Hymenaea) に 属す る 樹木 か ら 得 
に られ る 樹脂 で ある 。 重要 な 特徴 の 1 つ に は 、 化 石 
化 さ れ た 生物 種 の 豊 語 さ が あ げ ら れる 。 何 百 、 何 
千種 類 も の 昆虫 に 加え 、 小型 の 星 、 ト カゲ や サ 
ジリ 7 の 計 昌利 電 90Em 寺 (コイ 石 人 され て い 
の 

他 の 化石 と 同様 、 ド ミニ カ 共 和 国 で 発見 され 
た 琉 理 化 古 も また 1 つの 重要 な 事実 を 提示 し て 
いる 。 生 舎 は 何 千 万 、 何 百 万 の 時 を 経 て も 変化 
し KO 本 本 昭 語 明 つ ら 信 化 誠 泊 lo 仙人 臣 は 滑 思 明 と し て 、 アリ は ア 
上 還 際 当 二 0 ポチ と て トド 才 本 ドア 款 時 貞昌 は クモ と レ で 存在 し て き で てい 
る 。 簡単 に いえ ば 、 すべ て の 生物 は 世界 に 発生 し た その 瞬間 か ら の 同じ 機能 を そ 
の まま 有 し て お り 、 か つ 、 同じ 形 を 保っ て いる 。 現 百 に 何 百 万 年 も 保存 され て いた 生 
命 は 、 現在 見 られ る 同じ 生命 体 と 全く 同じ な の で ある 。 これ は 、 進化 論 に と っ て は 玲 
千 的 な 打撃 で あり 、 繰 り 返 す が 、 創造 が 事実 で もめ っ た こと を 実証 する も の で ある 。 










ドミ ニカ 共和 国 に も 
いく つか の 琉 斑 床 


アド テン カク ター ル 





の クル 
年 代 : 2300 万 年 前 


地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


この 2300 万 年 前 の ウン カ の 写真 は 、 現 在 の ウ 
ン 六 と ど 低 く 同 じ も ぬ もの で ある 。 これ ら の 人 量 原 
は 、 何 百 万 年 も 経過 し て いる に も 関わ ら ず 同 
じ 姿 を 保っ て お り 、 こ れ は 進化 論 を 否定 する 
⑯ ぬ の で め る 。 


創造 の アト ラス 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
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人 ム や リリ レ 大 = 


年 代 : 200 万 年 前 

品 法 16S リ メ ョ トル (0.6 イ ンチ )X10 ミ リ メ ョ トル (0.3 イ ンチ ) 
地域 ドミ ニカ 共和 国 サ ンチ アゴ 近郊 山間 

時 代 : 斬 進 世 


この 政 理 の 一 片 に は 、 ハ エト リグ モ 科 (Salticidaey) に 属す る ハエ トリ グモ が 閉じ 込め られ て い 
る 。 この クモ の 名 前 は 獲物 (ハエ ) に 飛び か か る と ころ か ら 由 来 さ れ 、 自 分 の 身長 の 50 倍 の 高 さ 
まで ジャ ンプ する こと が 可能 で ある 。 頭 部 前 部 に ある 4 つの 目 に 加え 、 さ ら に 獲物 を 識別 する 
た め に 使用 され て いる 4 つの 小さ な 目 が 機能 は 完全 な まま その 近く に 並ぶ 。 
現在 の この 種 に 対応 する も の と 同様 、 何 百 万 年 前 に 生き て いた ハエ トリ グモ は 、 完 
な 構造 を し て いる 。 何 百 万 年 を 経て 、 構 造 に は 何 の 変 化 も 発生 し て いな い 。 こ の 写真 に 
れる 2300 万 年 前 の 天 が それ を 証明 し て いる 。 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 





エン マム ン 


年 代 : 2300 万 年 前 

SS UI き リリ メード ト 22027 イ ンチ ) 9 ミリ ダード トル 
(0.3 イ ンチ ) 

地域 : ドミ ニカ 共和 国 サ ンチ アゴ 近郊 山間 
時 代 : 斬 進 世 


ョ ンク ハン ペン (oi 2 リ の 上 思 の 如く (5 で の る 。 
この 2300 万 年 前 の 化石 は 、 昆 虫 が 進化 の 影響 を 受け 
Q い な いこ と を 証明 ある も の で ある 。 この 何 自 表 年 
昔 の エン マム シ と 現在 の も の と で は 全く 人 違い は 見 
られ な い 。 


凡 造 の アト ラス 











ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





クロ タマ ゴ バチ 


年 代 : 2300 万 年 前 

可 衣 12 ミリ メー ドル (00 イン グリ 10 ミリ メー トド 086 イ ング) 
地域 ドミ ニカ 共和 国 サ ンチ アコ 近郊 山間 

本 生 り PB 


クロ タマ ゴ バ チ は 、 通 常 落ち 葉 の 下 に 生息 し て いる 。 この 種 は 他 の 多数 の 種類 の 昆虫 に 寄 
生 し 、 特 に タマゴ を 産み つけ る こと で 知ら れ て いる 。 この 写 真 の クロ タマ ゴ バ ヂ チ は 、 飛 行 
中 に 化石 化 さ れ た も の で 、 挫 は 現在 の 種 と 何ら 変わ る と ころ は な い 。 

この 琉 百 に 閉じ 込め られ た 2300 万 年 前 の クロ タマ ゴ バ チ は 、 こ の 種類 の 昆虫 が 他 の 生物 と 
同様 進化 し な か っ た こと を 示す も の で ある 。 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 
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ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


サン カメ 

年 代 : 2500 万 年 前 

編 っ 全長 I6 き ミリ メー トド トル 07 イン の )、 環 IS リ メ ー ド 履 09 イ ンジ ) 
地域 ドミ ニカ 共和 国 サ ンチ アゴ 近郊 山間 

時 代 : 斬 進 世 


この 選 昭 の 一 捕 民 、 サ ング の 貞二 人 人 半 本 が 則 し 5 て いる 。 サ ンタ タグ 厩 人 2 
部 消化 と 言わ れる 捕食 方 法 を 用 いる 。 液 を 吸い 込ん だ 後 、 獲 物 の 組織 を 液化 する 分 
泌 物 を 放出 する 。 素 は 急速 に 効果 を 発揮 し 、 数 秒間 で 獲物 を 無力 に させ る 。 一 部 
の サシ ガメ は 活発 に 獲物 を 探す が 、 横 た わっ て 獲物 を 待つ 種類 も ある 。 この 標本 の 
羽 は 、 非 常に 良好 な 状態 で 保存 され て いる 。 

現代 の サシ ガメ は 2300 万 年 前 に 生 人 息 し て いた も の と すべ て 同じ 機能 を 有 し て いる 。 
この 写真 の 化石 は 、 サ シ ガ メ が 何 百 万 年 も 全く 同じ 特徴 を 保持 し 、 進 化し て いな い 
こと で Un の 5 の で の 2 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 








4 

年 代 : 2300 万 年 前 

骨 長き 7 ミリ メー ドル 06 イ ンダ デ )、 下 山 き ミリ メー トル (04 イ シ デ ) 
地域 ドミ ニカ 共和 国 サ ンチ アコ 近郊 山間 

時 代 : 斬 進 世 


ニセ サソリ は サソリ に 似 て は いる が クモ に 属し 、 サ ン ソン リ 特有 の 長い 尾 と 尋 針 を 持っ 
て お ら ず 、 ハ サミ を 用 いて 獲物 を 捕らえ る 。 ニセ サン ソン リ は 落ち 葉 の 下 や や 地下 、 岩 な 
どの 下 に 見 られ る 。 知 られ て いる だ け で も 2 千種 類 以 上 の ニセ サソリ が 存在 する 。 
2300 万 年 前 に 生息 し て いた ニセ サン ソリ と 現在 の も の と の 間 に 相 違 は 見 られ な い 。 解 
沖 深 約 疹 坦 0 全 いと いう こと 途 、 も セ も サ ツリ 選 倫 人 必 し で の 導い と いう 2 こと き を 誠 
する ら の で ある 。 


FOM 








北ア リ 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


旨み 胃 違 、 明 さき 92 SR リ メ ー ド トル (9 
3.1 イ ンチ ) の 長い 羽根 を 持つ 。 食物 や 水 の 源 
の 近く に 巣 を 構え る 。 この アリ も また 何 百 万 
5 の 則 、3 人 8 く 低 作 し で いい 2805 

2500 万 年 前 の 現 に 閉じ 込め られ た 化石 の 羽 
アリ は 、 こ の 昆 是 が 何 万 年 も の 間 全 く 変 わら 
ず に いた こと を 示し 、 言 い 換 えれ ば 進化 を 
CMYSD と いう こと に な る 。 


] 
| 還 


しま 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 














ホタル コメ ツキ 、 ヤス デ 、 ク モ 


年 代 : 2300 万 年 前 

寸法 : 15 ミ リ メ ー ト ル (0.5 イ ンチ ) X 13 ミ リ メ ー ト ル (0.5 イ ンチ ) 
地域 ドミ ニカ 共和 国 サ ンチ アゴ 近郊 山間 

時 代 : 斬 進 世 


この 昆虫 は アカ ハネ ムシ 科 (Pyrochroidae) に 属し 、 一 般 的 に は ホタル コメ ツキ また 
は ヒカリ コメ ツキ と 呼ば れ て いる 。 角 ば っ た 触覚 で この 種 が 区 別 さ れる 。 この 琉 
玉 の 固まり に は 、 ヤ ス デ と クモ も 中 に 閉じ 込め られ て いる 。 

AN グレ ヨ ニダ ルツ スク 、 少 時 回 貼 導 濡 $ の 央 内 人 公 し で 6 己 ず 、 こ 2(e ミグ 、 
生物 は 1 つの 種 か ら 次 の 段階 へ と 進化 し て いな い が 、 一 斉 に その 特徴 を 与え られ 神 
居 記 つ で / 半 き 4 志 詞 と を 示し で いる ⑳。 
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アド ナン ・ オ クタ ー ル 


寄生 バチ と タイ コバ エ 


年 代 : 2500 万 年 前 
MO RS 有三 史 人 
時 代 : 斬 進 世 


この 2500 万 年 前 の 
他 の 生物 と 同様 、 
ご だ 2 し て で てい め の る 。 
じ 全 し て りり 、 


凡 造 の アト ラス 
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ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 








ハリ ナシ バチ 


年 代 : 2500 万 年 前 
痢 OM 9 NR ミ 29 思 人 國 
時 代 : 斬 進 世 


この 四 際 の の リナ カン パク の 人 用 、 麗 
用 の 4 る まう 5 クア 科目 う T の 還 く ルウ やる 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 





羽 ア リ 、 タ マ バ エ 


年 代 : 2500 万 年 前 
Mo ドミ き 崇 沈 美 洒 賠 
時 代 : 斬 進 世 


2500 万 年 前 か ら 変 わら ず 生 上 し 続け て いる 羽 


アリ と タマ バエ は 、 進 化 論 を 月 圭 さ せる も の 
ぐ め の 。 
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ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





クモ と クモ の 上 巣 


年 代 : 2300 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


他 の 生物 と 同様 、 ク モ は 何 百 万 年 も 前 か ら 
その 構造 を 変え る こと な く 生 上 候 し 続け て い 
る 。 魂 に 保存 きれ た この クモ と クモ の 上 巣 は 
2500 万 年 前 の も の で ある 。 今日 の 同種 の も の 
と 全く 同じ で ある 。 こ れ ら は 、 こ の 種 が 創造 
SU だ ら の で あり 、 傍 人 務 し だ や る の で 人 計 全 い と 
MYN の 呈 洛 を 表し で て いい 2。 





Ma ジ 2 の 2 ラリ ルレ 





チャ タテ ムン 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


何 千 種類 に も わた る 昆 虫 種 に 属す る 数 え 切 れ な い 化 石 標 本 が 現在 存在 し て いる 。 こ 
れ ら の 化石 は すべ て 、 最 初 に この 地上 に も た ら さ れ た 時 か ら そ の 特徴 は 同じ で あ 
り 、 決 し て 進化 し て いな いこ と を 示し て いる 。 2300 万 年 前 の 殆 に 包ま れ た 化石 の 
1 つ は 、 チ ャ タテ ムシ が 何 万 年 と いう 時 を て も 全く 変化 し て いな いこ と を 示す も 
の で あめ る 。 


FOM 
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ュー ん 4 ピン 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


2500 万 年 前 の キク イム シ は 、 現 在 の も の と 全く 姿 は 変わ っ て いな い 。 何 
百 万 年 を 経て も 変化 し て いな いこ れ ら の 昆虫 を 見 る と 、 昆 皿 が 進化 し た 
の で 凡夫 く 、/ 創 諸 き れれ だ の 六 と いう こと 記 選 く 飼 の る 。 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 





エン マム ン 


年 代 : 2300 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


すべ て の 化石 記録 は 、 生 物 が 1 つの 種 か ら ゆ っ くり と 伝わっ た と いう ダー ウィ ニス ト の 主張 を 合 
定 す る 。 化石 は 、 生 物 が 完全 で 完璧 な 構造 を 持ち な が ら 和 突然 に 出現 し た こと を 示し て お り 、 存 
在 し て いる 間 、 そ の 姿 は 全く 変わ っ て いな いこ と を 物語 る 。 こ の 明瞭 な 神 の 創造 が 現実 の も の 
だ と いう 証拠 は 、 進 化 論 で は 説明 で き な い 。 

進化 論者 が 説明 で き な い 標本 の 1 つ は 、2300 万 年 前 に 琉 坦 内 に 閉じ 込め られ 化石 化し た エン マム 
ジグ の 作 和 有 で 2 る ⑳。 こ の エン マム シン 、 進 作 計 た 谷 忌 する 5 の で め る 。 


FOM 
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レク 
年 代 : 2500 万 年 前 


地域 ドミ ニカ 共和 国 
本 本 BEa 上 8 


この 琉 班 に は 、 内 部 に 羽 ア リ の 化石 が 含ま れ て いる 。 今日 に 生 候 
する 羽 ア リ と 何 百 万 年 前 に 生 昌 し て いた 羽 ア リ と の 間 に 違 い は 全 
く 存在 しない 。 これ は 他 の 生物 と 同様 、 羽 アリ は 進化 し な か っ た 
こと を 証明 する も の で ある 。 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 





クモ 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


今日 の クモ は 何 百 万 年 前 に 生息 し て いた 時 の 特徴 を その ま 


ま 有 し て いる 。 2300 万 年 前 に 残 に 閉じ 込め られ 化石 化し 
だ 少 湯 記 、 こ れん を 短 骨 する の の 1 つ で ある 。 


FOM 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
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働き アリ 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


アリ は 、 地 球 上 で 最も 数 多く 存在 する 生物 で ある 。 化石 記 録 は 、 ア リ が 何 
自 万 年 も の 昔 か ら 同 じ で あり 、 ど の よう な 変化 も 経て いな いこ と を 洋 き 彫 
の だ する ら 0 の で あめ る 。 計 の 戻 え ば ほ 、 会 く 織 作 し て の 人 の い の で ある 。 こ の 
写真 の 2300 万 年 前 の 働き アリ の 化 有 で この 事実 を し っ か り と 確認 で きる 。 


凡 造 の アト ラス 
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の の 

年 代 : 2500 万 年 前 

5 。 FR 且 あ 9 骨 国 
時 代 : 斬 進 世 


2500 万 年 前 の 羽 ア リ と 今日 生息 する も の と の 間 に 違 い は 
全く 見 られ な い 。 何 百 万 年 と いう 時 代 の 経過 に も 関わ ら 
ず 羽 アリ が 同じ 姿 を 保持 し て いる と いう こと は 、 進 化 が 
発生 し て いな か っ た こと の 証明 の 1 つ で ある 。 











ep 用 czI の の 握り 






チバ クロ バネ キノ コバ エ 


トビ ケラ 、 チバ クロ バネ キノ コバ エ 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


真 は 、 トビ ケラ と チバ クロ バネ キノ コバ エ が 琉 揚 に 閑 じ 込め られ て いる も の で ある 。 これ ら 


の 生物 は 、 構 造 が ほん の 少し も 変化 する こと な く 今 日 まで 繁栄 し 続け て きた 。 これ ら の 遇 虫 が 
全く 変化 し て いな いと いう 事実 は 、 昨 虫 が 全く 進化 し て いな いこ と の 証 で ある 。 


凡 造 の アト ラス 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





羽 シロ アリ 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


写真 の 2300 万 年 前 の 魂 再 に は 、 羽 シロ アリ の 化石 が 申 に 入っ て いる 。 これ ら の 生 
物 は 、 完 璧 な 構造 を 何 百 万 年 も の 間 保持 し て お り 、 全 く 構 造 が 変化 し て いな い 。 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 





ムジ アバン 
年 代 : 2500 万 年 前 


地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


4 万 8 千種 以上 も 存在 する 半 翔 目 (Hemiptera) に 
属す る 昆虫 は 、 化 石 記録 に 突然 次 を 現し 、 何 百 
の の ルン シ ン バ ジン 人 電 な 4 人 ム 計 (1/ ク 5i: 由 | 
じ よ うに 、 こ の 昆虫 も また 進化 論 を 償 定 する も 
の で ぬる ②⑳。 
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ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





クモ と クモ の 上 巣 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


化石 化し た クモ と その クモ の 上 巣 は 下 玉 の 中 に も 見 
られ る 。 2300 万 年 前 の クモ と その 上 巣 は 現在 の クモ 
と クモ の 上 巣 と 全 ぐ 同 P や も の で ある 』 こ れ は 准 化 論 
と YE 全う 9 雇う ウル 
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羽 ア リ 
年 代 : 2500 万 年 前 


地域 ドミ ニカ 共和 国 
5 二 醒 BBa 上 EN 


2500 万 年 前 と 同じ 姿 を 保つ 羽 ア リ の 化石 標本 は 、 
進化 論 が 無効 で や る と いう こと を 示す 化石 標本 の 
1 つ で ある 。 生物 が 何 百 万 年 も 同じ 姿 を し て いる 
と いう こと を 読 明 で きる 一 貫 性 ある 科学 的 方 法 を 
進化 論者 は 持っ て いな い 。 


FOM 


羽 シロ アリ 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


何 百 万 年 も 変化 せ ず に いる 昆虫 標本 は 進化 論 が 行き 詰まり 
に ある こと を 表す も の で ある 。 何 百 万 年 前 も の 標本 と 常に 
同じ 構造 を し て いる 化石 標本 は 、 生 物 が 進化 し て いな いこ 
と を 証明 る も の の 1 つ で ある 。 具 の 現下 に 包ま れ た 導 
シロ アリ は 2500 万 年 前 の も の で あり 、 現 在 生島 し て いる も 
の と る く 通 NMY 人 が 全 いい 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 








アド ナン ・ オ クタ ー ル 





人 ツル: 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


條 用 修 き 和光 六 パッ クタ 儲 、 今 目 に 全島 する る の と 全く 周 じ ゅ の で ある 。 


2300 万 年 前 に 生 師 し て いた バッ タ が 現在 の も の と 同じ で ある と いう 事 
実は 、 進 化 が 発生 し て いな いこ と を 示す も の で ある 。 
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理 
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|e 選 クウ の 司 り 








クロ タマ ゴ バ チ 、 ヨ コバ イ 


年 代 : 2300 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


ク 旧 クマ コパ ダグ と 旨 コ パイ 2800 用 押出 引 名 
提 内 で 化石 化 さ れ て いる 。 何 百 万 年 も の 間 変 
代 宣 る こく 邊 人 能 し で て でき ク クマ コパ デ 
計っ ジム や 2 個 た 6(E 122 の (に の あき ク 誠 あッ ル る 所 


FE の 4 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





記 





ナガ キク イム シ 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


進化 論者 た ちら が 、 甲 虫 類 が 進化 し た こと を 示す 化石 を た 
ろだ 1 つる 発見 で きい で いる 時 、 多 えら れい 條 ど の 
化石 は 生物 が 進化 し て いな い の だ と いう こと を 証明 し て 
いる 。 他 の 生物 と 同様 、 昆 虫 は すべ て の 特徴 を 持ち な が 
ら 突 然 現れ て お り 、 何 百 万 年 も 同じ 姿 を 保持 し て いる 。 
これ を 証明 する 発見 の 1 つ に 、2300 万 年 前 天 百 に 閉じ 込 
2⑳ らし に ナク イ ムシ の 化 独 准 あ 2 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 





寄生 バチ 、 ト ビ ム シ 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


進化 論 は 化石 の 発見 の 前 に は 打ち 負 か さ れ 苦 戦 を 旦 
し て いる 。 そ の 一 例 は 、 こ の 写真 の 2300 万 年 前 の 現 
1 上 症 の の クミ クル (GF24 2 と 3 ア ョ チョ 関 に 当っ 52 和 モジ イル 12 の 敵 G あ 
る 。 現在 の も の と 全く 違い は 見 られ ず 、 こ れ ら の 古 
代 の 節 足 動 物 は 、 神 の 創造 が 事実 で や っ た こと を 示 
人 ぬ め の で あめ る 。 


凡 造 の アト ラス 





の 


ハハ エ ヤ ド リコ ガ ネ コ バチ 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
本 要 山 p 四 i 


EE ドラ ヨ パ チ 凡 、 休 由乃 侍 剛 がら 会 
人 0UD0eY 太 UP の きき 全 《 中 し < の 
な い の だ 。 こ の 議論 の 余地 の な い 科 学 的 事実 
は 、 化 石 記録 に よっ て 明らか に され て いる 。 そ 
の 一 例 は 、 こ の 写真 の 2300 万 年 前 の 古代 の 琉 玉 
(中 4U0e2 や SN ドリ ん パラ パラ で ある 











ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 





人 セル ウル ン 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
内 杭 り PE 


ハネ カク シ は 輔 贅 目 (Coleoptera) に 属す る 。 ハ ネ カ ク シ と 
と も に 他 の 小型 の 甲 申 も 現 揚 に 閉じ 込め られ 化石 化し て い 
る 。2300 万 年 前 と 同じ 交 を 有する ハネ カク シ は 進化 論者 の 
主張 を 退け る も の で ある 。 


FE の 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





の 

年 代 : 2500 万 年 前 

る ) 姜 2 9 放 由 全長 19 ミリ メー トル (⑳⑩0.5 イ ンプ) 、 員 7 ミリ 
ぷー トド トル (0.2 イ シラ ) 

地域 ドミ ニカ 共和 国 サ ンチ アゴ 近郊 

吉信 ( 


的 アリ 大 、 み 王 ア テリ と 仙 間 する 定め に 償 よ りり 詳 らん る 。 
列表 に 化 外 化 き れ た 2500 戸 年 前 の 羽 ア リ と 今 上 中 の 羽 ア リ 
Sayaes く 見 50 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 





羽 ア リ 、 タ マ バ エ 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


タマ バエ は ハエ の 一 種 で あり 、 四 よ り も 小さ い 生 物 で ある 。 化 
石化 され た この タマ バエ は 2500 万 年 前 の も の で ある 。 そ の 隣 に 
は 、 羽 アリ も 化石 化 さ れ て いる 。 羽 アリ と タマ バエ は 、 何 百 万 
年 間 と 同じ 姿 を 保持 し て お り 、 こ れ は 進化 が 全く 発生 し な か っ 
た 二 和 2 由 区 人選 2 時 だ 3 記 


FOM 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


クレ ウ リ ) 








カ ガ ガ ン ボ 


年 代 : 2300 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


記 の 20 20 2N と 2500 玉 証人 S QUDe の と Gy iaees < 局 ら 
れ な い 。 写真 の 琉 垢 内 の 化石 は 、 そ れ を 示す も の で ある 。 


FOM 


リム 


年 代 : 2500 万 年 前 
Un7 醒 近く 二 55 
時 代 : 斬 進 世 


クイ の 有人 電 に 小 ぎ き 全 で 、 シ ョ ウン ソン ョ クウ パ ー ど 
く 似 て いる 。 発見 され た 化石 は どれ も 、 タ イコ バエ が 現 
人 在 の 雇 で 常に 存在 し 続け て きた こと を 示し て いる 。 こ の 
2500 玉 の グイ パー6 紀 だ 、 こ の を 語 明 の る 
の で め る 。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 








アド ナン ・ オ クタ ー ル 





メカ カ 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


現代 に 生き る ヌカ カ と この 写真 の 何 百 万 年 前 に “ ] 
化石 化 さ れ た ヌカ カ に は 違い が 見 られ な い 、。 la 
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チバ クロ バネ キノ コバ エ 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


ョ の SUG ラック クシ ミノ パパ ョ 2500 玉 2 
前 の も の で あり 、 進 化 論 者 の 主張 を 否定 する も の で あ 
2 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 








クモ の 巣 、 ハ グ 
ロ チ ビ ツヤ ホソ バエ 


年 代 : 2300 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


嘆 時 5 個 帳 竹生 あゆ 2 人 8 作る こと の が 二 い りこ と を 示す 発見 の "吉良 | 旧 
ド る 央 に 、 こ この 2500 記 人 の ツヤ ポッ パー の 化 牛 で あめ る 。 ク 

モ の 巣 が この 昆 回 た ちと 時 を 同じ くし て 化石 化 さ れ て い mg に 

る 。 何 百 万 年 も 生き て きた クモ の よう に 、 ク クモの巣 も ま La 

た 、 そ の 構造 を 全く 変え て いな い 。 
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パ の 







トビ ムシ 


年 代 : 2300 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


の な 10 059=[I ケ 人 寺 ES こ (Pe ト 記 べ 二 2 ら 二 ULBRGEWE 還 了 
て いる トビ ムシ の 間 に 何 ら 違 い は 見 られ な い 、。 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 





リム 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


魚 が い つの 時 代 も 魚 で あり 、 胞 是 類 が いつ の 時 代 も 喝 虫 類 で あり 、 鳥 が いつ 
の 自体 も 鳥 だ っ た よう に 、 昆 是 は いつ の 時 代 も 昆虫 だ っ た 。 2300 万 年 前 か ら 
同じ 姿 を 保持 し 続け て いる この タイ コバ エ も また 、 こ の 事実 を 強調 する も の 
で め る 。 
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アド ナン ・ オ クタ ー ル 









年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


この 訪日 に ほ 、 全 き ア リ と の サミ ペン と る りあ 
で 人 引き 衝 て いる 。 パ パリ ミス ムシ の ハ ザ ミ ムシ ン 引 
(DermapteraBarwig) に 属す る 昆虫 に 与え られ て いる 
総称 で ある 。 10 種 類 以 上 の 科 に 分 類 さ れる 1.800 種 
類 が 現在 確認 され て いる 。 化 石 標本 の すべ て に 共 
通す る 和 驚く べき 特徴 は 、 他 の 生物 に お いて も 同様 で 
ある が 、 構 造 に 何 の 変化 も み ら れ な いと い 2 点 で あ 
2a パリ ミン ( 較 自力 伸 千 人 ⑨ 2 人 6 し て 人 8 ら ず 。 こ 
れ は 進化 論 を 無効 に する 証拠 の 1 つと な っ て いる 。 


FOM 


ハサミ ムン 、 働き アリ 


働き アリ 





ハサミ ムン 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 














ーー 
ウン カ の 若虫 
年 代 : 2300 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


ウン カカ の 成虫 と 同様 、 ウ ンカ の 若虫 も また 、 
何 百 万 年 も 前 の 特徴 を その まま 現代 に 伝え て 
いる 。 こ の 写真 の 2300 万 年 前 の 化石 標本 は 、 
現在 生息 する 若虫 が 過去 の も の と 全く 同じ で 
2322 の こら だ を 示し て いる 6。 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 





人 還 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


ハエ は 常に ハエ と し て 存在 し 続け て お り 、 他 の 生命 体 に 由来 


され る も の で は な く 、 過 渡 期 は 経て いな い 。 それ を 証明 する 
も の の 1 つ は 、 こ の 写真 の 2300 万 年 前 の 琉 匠 の 化石 で ある 。 
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年 代 : 2500 万 年 前 
前 9 R き 喧 六 美人 剛 國 
時 代 : 斬 進 世 


現在 知ら れ て いる すべ て の 種類 の ハエ の 
特徴 は 、 歴 史上 ずっ と 同じ まま で ある 。 
化石 記録 は 、 他 の 生物 と 同じ く 、 ハ エ が 
神 に 創造 され た こと を 明らか に する も の 
で ある 。 
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ゾウ ムシ 、 ナ ガキ クイ ムシ 


年 代 : 2300 万 年 前 
MO 9 RS 二 293 軸 人 則 國 
時 代 : 斬 進 世 


2500 旋 人 町 選 旬 人 し て いた だ ソウ ムシ と ナタ 者 ク イ 
ムシ と 、 今 由 信 委 し で いる 同 編 と の 回 低く 見 
らち 4U2S0。 これ U 代 、 骨 人 8 発生 し て い の 閥 いこ と ら を 
示す 証拠 で ある 。 
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2 “ 
ンス チヨ ワウ バエ 
4 年 代 : 2500 万 年 前 


ノイ 地域 : ドミ ニカ 共和 
時 代 : 斬 進 世 


た ョ ウ み ( 以 で いい の 97 た めこ の 2 が の 信 0 6 こ 
の ハエ は 、 何 百 万 年 も その 姿 を 変え て いな い 、。 
この 2300 万 年 前 の 琉 垢 の 化石 は 、 何 百 万 年 も 前 
の この 生命 体 が 現在 の も の と 全く 同じ で ある こ 
だ を 寺 し で の る 。 
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コオロギ 


コオロギ 、 ナ ン キ ン ム シー 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
BY 本 柱 p(0 


この 写真 は 、 半 閉 目 (Hemiptera) に 属す る 昆虫 で 
ある 。 共 に 現 班 に 化石 化 さ れ て いる 。 何 百 万 年 
も 前 に 生息 し て いた コオロギ と 、 現 在 生息 し て 
いる も の と の 間 に 差 は な い 。 
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タマ バエ 


年 代 : 2300 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


何 百 万 年 も 変貌 し て いな い タ マ バ エ は 、 進 化 論 
RES2y 二 0 の に 当 2 IE 及 Ne 語 3NSI の GO 
の 琉 班 に 包ま れ た タマ バエ の 化石 は 2300 万 年 前 
の も の で ある 。 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 





ヌカ カ 、 タ マ バ エ 


年 代 : 2300 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


これ ら の 2300 万 年 前 の ヌカ カ と タマ バエ は 、 現 在 生息 し 
で ゆい る と クマ パ 呈 と 会 く 同 じ 介 の で あめ る 。 ここ 
は 、 生 命 体 が 進化 し て いな いと いう こと を 証明 する も の 
の 112 つ で め る 。 


FOM 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





チバ クロ バネ キノ コバ エ 


チバ クロ バネ キノ コバ エ 


年 代 : 2500 万 年 前 
MO GO RS 二 29 思 介 國 
時 代 : 斬 進 世 


真 は 、 現下 内 に 保存 きれ た チバ クロ バネ キノ コバ モエ 
で ある 。 この 昆 遇 は 何 正 万 年 も 同じ 姿 を 保つ て いる 。 
長い 期間 、 構 造 を 変え て いな いと いう この 事実 は 、 進 
化 論 者 に は 説明 の で き な い 事実 で ある 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 





ナガ キク イム シ 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


現在 に 生息 する ナガ キク イム シ は 、 何 百 万 
年 前 に 生息 し て いた も の と 、 全 く 同 じ 体 系 
と 構造 を 持っ て いる 。 2300 万 年 前 の ナガ キ 
クイ ムシ が 今 由 の る の と ちと 合 く 同じ ちゆ の う 宮 
実は 、 神 に よる 創造 を 証明 する 。 


FOM 








ハグ ロ チ ビ ツヤ ホソ バエ 


年 代 : 2500 万 年 前 
Un7 陸 本 較 二 デル :5iEE| 
時 代 : 斬 進 世 


の MC し 負 條 きだ ハク チビ ツヤ ボツ 
バエ は 、2300 万 年 前 の も の で ある 。 何 万 年 と 
いう 時 間 の 経過 に も 関わ ら ず 同じ 交 を 有する 
ツヤ ホ ソン バエ は 、 進 化 論者 た ち を 黙ら せる も 
の で め る 。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 





キリ バチ 


年 代 : 2300 万 年 前 

で | 全 (5 過ぎ き 29 ミ リ メ ー ド トル イン ダグ)、 臣 
27 ミ リタ ダー ドブ イン ダ プ ) 

5 3 NR 評 二 放 発 箇 還 が シグ テラ 宮 発 
時 代 : 斬 進 世 


ダー ウィ ニス ト の 主張 を 償 定 する 1 つの 例 は 、 こ の 
2500 万 年 前 の 下 班 に 包ま れ た キリ バチ の 化石 で あ 
る 。 何 百 万 年 も の 間 変 化し て いな い キ リバ チ は 、 
この 生物 が 進化 し て いな いこ と を 裏付け る も の で 
め の る 。 


FOM 








ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





ナヤ タテ ムン 


年 代 : 2500 万 年 前 

本 絹 $ 時 19 ミ きり メー トル (08 イシ ジア )※X 2 きり メー 
トル (0.4 イ ンチ )、 含 包 物 : 2 ミリ メー トル (0.08 イ ンチ ) 
地域 ・ ドミ ニカ 共和 国 サ ンチ アゴ 近郊 

時 代 : 斬 進 世 


現在 の チャ タテ ムシ と 2300 万 年 前 の チャ タテ ムシ に 違 
い は 全く 見 られ な い 。 2300 万 年 前 か ら 変 化し て いな い 
チャ タテ ムシ は 、 す べ て の 進化 論者 の 主 を 転 柄 さ せ 
る も の で ある 。 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 


カゲ ロウ 


年 代 : 2300 万 年 前 

引 門 3 al 旧 528 ミ リタ メード ルル (0 イン 
チ ) X 16 ミ リ メ ー ト ル (0.6 イ ンチ ) 
地域 ドミ ニカ 共和 国 サ ンチ アゴ 近 郊 
1 夫 柱 pa 


2S00 種 類 以 上 の カゲ ロウ が 確認 され て 
いる 。 成 点 に な っ て か ら の 寿命 が 短い 
この 是 虫 は 、 何 百 万 年 も の 間 そ の 構造 
を 変え て いな い 。 こ の 写真 の 天 再 に 包 
まれ た カゲ ロウ は 2300 万 年 前 の も の で 
ある 。 2300 万 年 前 も の 間 姿 を 変え な い 
で きた 生物 は すべ て 、 生 物 が 進化 し て 
光 う 3 、/l 憶 き た 8 の で ある こと を 
居 え る も の で ある 。 


創造 の アト ラス 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





ゾウ ムン 
年 代 : 2500 万 年 前 
尼 8 訪 昌 > 必 ミ リ メ ー ト / ル 04 ルイ ジング)XI0 ミ き リ メード | 
ル (0.3 イ ンチ ) 
地域 ドミ ニカ 共和 国 サ ンチ ア ゴ 近 郊 
時 代 : 斬 進 世 





6 千種 類 に 分 けら れる ゾウ ムシ 上 科 (Curculionoidea) に 属す る ゾウ ムシ は 、 殻 物 に 被害 を 与え る 。 
何 百年 も 前 の ゾウ ムシ の 化石 は 、 こ の 生物 の 構造 が 存在 し て いる 限り に お いて 変化 し て いな い 
こと を 示す も の で ある 。 これ は 、 進 化 の 影響 を 受け て いな いこ と を 意味 する 。 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 





チョ ウ バ エ 


年 代 : 2300 万 年 前 

寸法 : 天 理 : 全長 10 ミ リ メ ー ト ル (0.3 イ ンチ )X 幅 

3 ミリ メー トド /M084( シダ) 

3 ドミ 有 錠 美 箇 較 が ノン デ アコ 之 発 

時 代 : 斬 進 世 

この 2300 万 年 前 の チョ ウ バ エ の 化石 と 今日 に 生 候 
5 


する も の の 間 に 和 違い は 見 られ な い 。 琉 班 に 包ま れ 
だ この (人 太 、 こ を 例 本 ずる る の で ある 。 





FOM 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





コオロギ 、 JJ h ア ケ ヽ 


年 代 : 2300 万 年 前 

⑪ ぐ 紀 89l edsll ミ リバー デ ド / ル (04 シク ) ミリ メー 
トル (0.3 イ ンチ ) 

地域 ドミ ニカ 共和 国 サ ンチ アゴ 近 郊 

時 代 : 町 進 世 


コオロギ と ガ ガ ン ボ が 同時 に 化石 化 さ れ て いる 。 写真 を 見 
て 分 か る よう に 、 こ れ ら の 生物 は 2300 万 年 前 か ら 全 く 変 わ 
っ て いな い 。 こ の 事実 は 、 生 物 は 進化 の 過程 は 経て お ら 
ず 、 創 造 き れ た こと を 示す も の で ある 。 





ガ ガ ン ボ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 








ゾウ ムン 
年 代 : 2300 万 年 前 


地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 





ツウ ムシ (全身 奄 押 人 ぬ の | 間 倫 く 財 作 し で 着 選 ず 、 こ 
の こ 選 進修 次 発 介 し て いり の こと を 示す の で あめ 
る 。 そ れ を 証明 する も の の 1 つ に 、2300 万 年 前 に 化石 


人 SS20 選 この 上 二 の ツ ウム シン ら る 。 





FOM 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





グ ソ クム シン の 幼 申 


年 代 : 2300 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


現代 の グ ソ クム シ と 2300 万 年 前 に 生 候 し て 
De クッ ソック ムシ と の 圧 信 全く 岐 の 。 同 家 に 
その 幼虫 も 同じ 姿 を し て いる 。 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 


へ ペ ーー = 


人 ムジ クシ に 


年 代 : 2300 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


この 昆虫 は 、 植 物 の 樹液 を 餌 に し て お り 、 飛 
び 跳 ね な が ら 移 動 す る 。 こ の 写真 の 2300 万 年 
前 の 現 班 の 化石 が 示す よう に 、 こ れ ら も また 
何 百 万 年 も の 間 全 く 変 わら ず に いる 。 現 班 に 
閉じ 込め られ た この 昆 虫 と 現在 生息 する も の 
と の 間 に 何 の 違い も 見 られ な い 、。 








FOM 
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年 代 : 2300 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


何 自 万 年 も の 間 そ の 容 を 変え ず に いる アリ 
た ち 。 これ ら も 進化 論 を 償 定 する 証拠 な の 
3 ぐ め の 。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 











オオ アリ 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


剛 沖 廊 舞 ぬ 民 人 記 し て で て め 守 間 オア リル と 、 信 由 創 恒 
し て いる も の と の 間 に 違 い は な い 。 全 く 違 い が 存 在 
LSD と いう 9 こと 大 、 渦 200 騰 間 前 に 但 作 し だ とい 
2 進化 論者 の 主張 を 否定 する も の で ある 。 


FOM 





ワラ ジム シ 


年 代 : 2500 万 年 前 
0 0 RS 二 293 由 図 
時 代 : 斬 進 世 


この 2300 万 年 前 の 下 理 に 包ま れ た ワラ ジ 
ムジ の 化石 は 、 こ の 昆虫 が 何 百 万 年 も の 
長い 間 同 じ 姿 を し て いた と いう こと を 表 
う ⑧⑳ で め る 。 言い 選ん を 2 人 ほ 、 こ の 人 選 卓 
は 進化 な ど し て いな い の で ある 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 











ダニ 、 キ クイ ムシ 


年 代 : 2300 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


の 5 ク の MC の eS クラ ムン 8 但 人 ル 
て いる 。 キク イム シ と ダニ は 何 百 万 年 も の 時 代 の 経過 に 
も 関わ ら ず 何 の 変 化 も 経て いな い 。2300 万 年 前 も の 間 変 
化し て いな いこ の 生物 は 、 進 化 論 を 無効 に する 。 








FE の 


人 ム セ タル ウル ン 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


2300 万 年 前 に 生息 し て いた ハネ カク シ と 現 
在 生島 し て いる ハネ カク シ と の 間 に は 何 の 
違い も な い 。 何 百 万 年 も の 間 変 化し て いな 
い ハ ネネ カク シシ は 、 進 化 が 現実 の も の で は な 
My どう こと を 記 骨 ググる ⑤⑯ の で め る 。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 








アド ナン ・ オ クタ ー ル 









年 代 : 2300 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


他 の 生物 と 同様 、 サ シ ガ メ も また 古来 か ら サ シ ガ メ と し 
で (EE で き 代 。 クー クイ ョ スト ド ト の 計 誠 る 友 し で 。、 こ の 
昆虫 は 他 の 生命 体 か ら 変 化し た も の で は な く 、 過 渡 期 な 
ど は て いな い 。 2300 万 年 前 の サシ ガメ の 化石 が これ を 
証明 する 。 


FOM 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





ウス バカ ゲロ ウ 


年 代 : 2300 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 





ウス バカ ゲロ ウ は 羽 を 持ち 、 ト ン ボ に 似 た 昆虫 
で ある 。 こ の 写真 は 、 現 理 に 閉じ 込め られ て 化 
殺 惨 し だ 2500 有 5 年 出 ② の ウス パタ カタ グ ウ で あめ る 。 
その 姿 は 今日 の も の と 何ら 変わ り は な い 、。 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 








ー ト に 
| 

年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


他 の 化石 と 同様 、 こ の 琉 再 に 閉じ 込め られ た 
芋虫 も また 、 段 階 的 に 1 つの 種 か ら 他 の 種 へ と 
儲 人 必 ど は Le おら 全 ぐ 同じ 特 像 を 持っ 
て いる 。 化石 が 指し 示す この 事実 は 、 芋 虫 が 
仙 慎 結晶 おど し て 邊 倫 し 、 編 修作 ど し て の 人 い 
と を 誕 明 放 る も の で ある 。 





FOM 








PE ジョ P24 リ 

年 代 : 2500 万 年 前 

寸法 : 全長 19 ミ リ メ ー ト ル (0.7 イ ンチ )X 幅 13 ミ リ メ 
デー デ ド トル (0. 選 イシ デ ) 

iD 0 RSR 三 2 59 個 加 半 プ タク 王后 多 
1 本 本 UP 


5 引 王 較 20000 の KEI 康二 計上 仙 相生 の の ラル 天 
知 し だ 選ん ン 旧 アリ で ああ ②。 この 人 5、26500 亡 仙 
と いう 時 を 経て いる に も 関わ ら ず 、 そ の 構造 を 全く 
変え て お ら ず 、 こ れ は 進化 が 現実 の も の で は な く 、 
神 の 崇高 な 創造 こそ が 証明 され た 真実 で あや る と い 2?5 
こと を ボサ す もの で あめ る 。 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 





チバ クロ バネ キノ コバ エ 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


この 写真 の 化石 は 、 何 白 万 年 も の 間 全 く 生 命 体 が 変化 し て いな 


いこ と を 示し て お り 、 こ れ も ま た 、 進 化 論 の 主張 を 覆す も の で 
ある 。 


FOM 








ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 








オド リバ エ 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
内 本山 BGEa 上 EN 


2500 万 年 前 の この 化石 は 、 ヤ リバ エ が 得 に 
ヤリ バエ で あり 続け て きた こと を 証明 する 
も の で ある 。 何 百 万 年 も 以前 に 生 忠 し て い 
た ヤリ バエ は 、 今 日 生 條 する も の と 全く 同 
じゃ も の で ある 。 


FOM 











ゴキ ブリ 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


化石 の 発見 は せ 、 ゴ キ ブ リ は 何 百 万 年 も 
の 間 全 く 変 化し て いな いこ と を 明らか 
選 し で いる 。 この 誠 瑞 際 ② の コミ ラリ 
ak。、2500 訪 創 朋 の ⑤ の で ある 。 こ の 化 
右記 録 は 、 ゴ キ ブ リ は 進化 し た の で は 
な く 、 神 の 手 に より 創造 され た こと を 
示す も の で ある 。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 











7 |e 選 用 2 の みる 司 り 








スズ メ バ チ 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


この スズ メ バ チ は 現 斑 に 閉じ 込め られ て いる 。 2500 万 年 
前 の この 生物 標本 は 、 進 化 論 者 の 主張 に 反 穫 する も の で 
ある 。 





FE の 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


0 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
BY 二 柱 PE 


四 が いつ の 時 代 も 四 で あっ た こと を 示す 何 千 何 百 の 化石 
の 1 つ 8、 こ の 写 克 の 2600 記 信 前 め 條 有用 で ある 。 個 冒 郁 
年 前 も 同じ で あり 続け て きた 昆虫 は 、 進 化 論 者 の 主張 が 
間違い で あっ た こと を 示し て いる 。 





ノミ バエ 


ZI クル クタ テル 





コマ ユ バ ナチ 


年 代 : 2300 万 年 前 

地域 ドミ ニカ 共和 国 

林 條 262 セン デメ ター トル の 256 イ ンチ) X 238 ビシ デメ 
= ミト 2M1S6 イ ンダ)X12 セ ン デ メード / ル 08 イ ジグ ) 
時 代 : 斬 進 世 


この 現 再 に 包ま れ た 寄生 バチ は 2300 万 年 前 の も の で 
あり 、 今 目 生 鳥 し て いる も の と 全く 同じ も の で あ 
る 。 これ は 進化 論 が 無効 で や る こと を 証明 する 貴重 
ai)6 少 ウ 所 


FOM 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





サン カメ 
年 代 : 2300 万 年 前 


地域 ・ ド ミニ カ 共 和 国 
時 代 : 斬 進 世 











この 琉 末 に 包ま れ た サシ ガメ は 2300 万 年 前 の も の で 
ある 。 こ の 化石 は 、 現 在 生息 する も の と 何 の 差 も 見 
られ ず 、 生 物 が 進化 を 遂げ て いな いこ と を 示す も の 
で め る 。 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 





ヒメ ハナ カメ ムン 


年 代 : 2300 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


この 虫 は 、 通 常 花 や 葉 の 裏 な ど に 棲ん で お り 、 植 物 の 組織 の 
内 部 に 卵 を 産み 付け る 。2300 万 年 前 に 生 師 し て いた この 昆虫 と 
現代 の も の と の 間 に 全 く 差 は な い 。 





FE 





ハサミ ムン 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
本 本 PE 四 


何 百 万 の 化石 は 、 文 字 通 り ダ ー ウ ィ ニ ズム 
を 人 き 造る の で め る 。 グー ウ ィ イー クス 
向 を 完全 揚 内 (る で の 作 有 の 1 つ は 
2500 放 日 町 の 8 明信 つの だ この の ツタ ミス ムシ 
ぐ で ある 。 (の 作用 と 賠 也 、 こ の 作 基 5 侍 
た 、 進 化 論 が 無効 で も や る こと を 示す も の で 
2 る 。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 





女 土 ア リ 


年 代 : 2500 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
時 代 : 斬 進 世 


女王 アリ は アリ の 巣 に 棲ん で お り 、 働 き ア リ の 仕 
の 1 づつ 誠に 、=E 四 を 本 る こと で め る 。 この 
真 の 2300 万 年 前 の 女王 アテ リ は 、 ア リ が 何 百 万 年 も 
大 同 民 で あめ る こと を 護 員 が る 5 の で あめ る 。 こ 
れ に より 、 進 化 が 起こ ら な か っ た が 、 す べべ て の 生 
物 は 全能 の 神 に よっ て 創造 され た の だ と いう こと 
が 証明 され る 。 





FOM 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





履 シ ロア リ 
年 代 : 2300 万 年 前 
地域 ドミ ニカ 共和 国 
本 本 中 上 


シロ アリ は アリ に 似 て いる が 、 実 際 は 全く 上 異な る 特徴 と 
訪 力 を 須 し て いる 。 シロ アリ 大 価 邊 胡 舞 ぬ 同じ 窒 を し て 
お り 、 同 じ 構 成 を 持ち な が ら 全 く 変 わら ぬ 姿 で 現在 も 生 
息 し て いる 。2300 万 年 前 の シロ アリ の 化石 は 、 こ れ を 誕 
明 す る も の の 1 つ で ある 。 何 百 万 年 も 前 の 時 代 に 生き て 
いた すべ て の シロ アリ は 、 現 在 の も の と 何ら 姿 は 変わ ら 
な い 。230 万 年 前 に 生 候 し て いた 働き アリ と 同じ よう に 、 
現在 生島 する も の は 同じ よう に 目 は 見 えな いも の の 犠牲 
5 且 あ 2IEE 光 2 コリ 5 2 由仁 5 間 に ジ ん の た うす た よめ: 
を 築く 行動 性 質 を 持っ て いる 。 この 現代 の シロ アリ の 特 
徴 は 、 例 外 な く 、 今 まで 生息 し て いた すべ て の も の に 当 
で (EE る の の で の る 。 

この 写真 の 現 垢 内 の シロ アリ の 化石 は 、2300 万 年 前 の も 
の で め る 。 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 


ブラ ジル で 発見 され た 化石 標本 





ブラ ジル の 地理 的 構造 は 南米 大 陸 の 台地 に 相似 し て いる 。 国 の 岩 の 形 成 の 半分 以上 は 先 カ ンプ ブリ ア 紀 時 代 
(46 億 年 て 5 億 4300 万 年 前 ) に 発生 し て いる 。 プラ ジル の 地層 下部 は 、 変成 岩 お よび 火成岩 で 構成 され て お り 、 そ の 
上 部 に は 堆積 岩 が 横たわる 。 堆積 岩層 の 一 部 は 、 先 カ ンプ ブリ ア 紀 時 代 ま で さか の ぼる 。 その 他 の 層 は それ より も ず 
っ と 近年 に 構成 され た も の で ある 。 

多く の 先 カ ンプ ブリ ア 紀 の 懲 化石 (微小 生物 に 属す る 生物 ) ゾ ザー ン は 、 サンフランシスコ 地域 の 岩 と いう こと が 判明 
し て いる 。 その 他 に ブラ ジル に は 、2 つ の 主要 な 化石 発掘 現場 が あめ る 。 サン タナ 層 と クラ ト 層 で ある 。 

アラ リピ 盆地 に 横たわる サン タナ 層 で は 、 多 く の 化石 が 白亜 紀 時 代 Q 億 4600 万 年 前 て 6500 万 年 前 ) の も の で あ 
る 。 サン タナ 層 の 大 き な 特 徴 は 、 非 常に 状態 の 良い 25 種 類 以 上 の 魚の 化石 標本 を 含ん で いる こと で ある 。 サン タナ 
層 の 化石 も また 、 何 種類 か の 虫 類 、 両生 類 、 無 春 槍 動物 、 植 物 を 含ん で いる 。 


アラ リピ 地域 で 行わ れ た 発掘 の 際 、 非 常に 


保存 状態 が 良好 な 25 種 以上 の 魚類 の 化石 
が 発見 され て いる 。 








アラ リ ビ 地 域 の 最も 重要 な 化石 発 
掘 地 域 は 、 セ アラ 州 に ある 。 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハ ワ ャ 


最近 まで 、 ク ラ ト 層 は サン タナ 層 の 一 部 だ と 考え られ て いた 。 し か し 、 こ の 地域 の 研究 に より 地層 は か な り 初 期 の 
時 代 の 昆虫 の 化石 を 含ん で いる こと が 明らか に な る 。 この 昆 是 動 物 税 は クラ ト 層 が 独立 し た 層 で ある と いう 考え を 導 
いた 。 昆虫 動物 群 に 加え 、 ク モ 、 サソリ 、 カニ 、 多く の 植物 の 化石 が この 化石 層 か ら 発 見 され て いる 。 

ブラ ジル の 化石 層 か ら 得 られ た 何 百 万 年 前 も の 化石 も また 、 生物 が 共通 の 祖先 か ら 段 階 的 に 進化 し た と いう 主 
月 に は 科学 的 な 基礎 が 存在 し な いこ と を 示し て いる 。 この 化石 も 、 生物 の 進化 と いう 概念 を 否定 する も の で あり 、 創 
造 の 事実 を 確証 する も の で ある 。 





季語 ーー 請 論 







ーー ョ 


クラ ト 層 か ら 発掘 され た 化石 標本 を 含ん だ 石灰 岩 ーー 


ニー ag 


『 人 和 L WI 
ma 
ーーーー ie ] T 1 1 1 『 


サン タナ で 発見 され て いる 多く の 化石 は 、 現 代 の 生物 が 計 
進化 し て いな いと いう こと を 明らか に する も の で あっ た 。 





アド チノ ョ カク ター ル 





カネ タタ キ 


年 代 : 1 億 2800 万 年 前 

寸法 : 羽 を 含む 15 ミ リ メ ー ト ル (0.5 イ ンチ ) 全 体 : 母 震 : 110 ミ リ 
メー トル (4.3 イ ンチ ) X 100 ミ リ メ ー ト ル (3.9 イ ンチ ) 

地域 プラ ジル 、 セ アラ 州 

層 : サン タナ 層 

時 代 : 下部 白亜 紀 、 上 部 白亜 紀 ア プチ アン 


直 北 目 (Tettisoniidae) に 属す る カネ タタ キ は 、 北 米 だ け で 223 種 
類 以上 も 存在 する 。 し か し 、 こ の 甲虫 の 多く は 熱帯 地域 に 生 選 
し て のめる 。 

誠に 店 目 自 訴 ES 信 人 7/ コ 7 二 に 5 別記 還 の |6 ら = 中 
の 真実 を 証明 する も の で ある 。 





FE の 


ゴキ ブリ 


年 代 : 1 億 800 万 年 前 て 9200 万 年 前 

PS ? 上 20 ミ リタ ーー トル (09 イシン テグ ) 。 選書 2 ミリ メー トル 
@ イ シン ラリ)※X 28 ミ リッ メデ テト MM6 (インデ) 

iD 人 坦 ウ 作 と 人 ス ンク 証人 絡 アル 上 語 と 信人 全 2 貞 り シ ンク 伯 3 

層 : クラ ト 層 

時 代 : 下部 自 亜 弓 、 上 部 自 亜 弓 ア プチ アン 


ブラ ジル の アラ リピ ビ ピ 盆 地 は 、 見 事 な 和 白亜 紀 時 代 初期 の 化石 の 種類 
が 素晴らし く 豊 富 で ある 。 一 部 は 立体 的 に 保存 きれ て いる も の も 
ある 。 こ の ゴキ ブリ の 前 胸 診 板 ( 頭 板 ) と 北 脈 も 詳細 を 観 祭 で きる 
OO の 2229。 

1 億 800 万 年 前 9200 万 年 前 に 生息 し て いた ゴキ ブリ の 典型 と な る 
この 化石 は 、 現 在 生 島 し て いる も の と 同じ も の で あり 、 こ れ は 進 
化 論 が 無効 で あや る こと を 示す も の で ある 。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 








人 四 


年 代 : 1 億 2300 万 年 前 

可 尊 9 セン デメ ー ト ルル (076 インデ) 。 避妊 5 上 0 ミ リ 
メー トド トル 868 イン ダグ ) 屋 き 8 ミ リ ダ メー トド / ル 0 クイ ング ) 

5 8 且 和 2S。 クウ クン ルツ 。、 フラ クリ 自 他 

層 。 ノウ ァ ッ ガリ シン グ 刀 届 、 グ クラ ト 居 

RY 寺 全 MEIUMm 


化石 記録 は 、 羽 根 を 持つ 昆虫 は 羽根 を も た な い 昆 虫 と 同時 に 
発生 し て いる こと を 示し て いる 。 こ の 事象 は 、 羽 根 の な い 昆 
虫 が 時 間 を 経て 最終 的 に 飛行 で きる 生物 に 進化 し た と する 主 
張 を 無効 - に する 。 この 写 真 に 見 られ る 化石 化し た ハエ は 、 進 
化 論 を 否定 する 古代 の 発見 の ほん の 1 つ に すぎ な い 。 


FOM 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





ゴキ ブリ 


年 代 : 1 億 4600 万 年 て 6300 万 年 前 

8990 セン デメ デー トル 9864( シグ ジ )K の 91 セ シン デメ ー ド ト 
ルン ジ ク ン 品 

層 : サン タナ 層 

BPI0 二 アホ ツク / ア 2 人 みり 用 EE 

本 細 呈 本 1 


写真 の 1 億 4600 万 年 前 6300 万 年 前 の ゴキ ブリ は 、 現 在 
生息 する も の と 全く 同じ で ある 。 ゴキ ブリ の 構造 機能 
は 何 万 年 も 全く 同じ も の で あり 、 進 化 が 起こ ら な か っ 
中 ご と を 示 9 8 の で め る 。 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 





ツル: 


年 代 : 1 億 800 万 年 前 て 9200 万 年 前 

本人 3 SEO ミリ ター ドル ロイ シン デリ)、 出 雪 汗 09 ミ リ ダ ー ド の 69 イン ダグ) 
母 谷 : 110 ミ リ メ ー ト ル (4.3 イ ンチ ) X 100 ミ リ メ ー ト ル (3.9 イ ンチ ) 

iD 2 アック ルン 。 世 2 有川 ノウ クウ ァ アッ パリ ング 県 居 

選 = グ ラ ヲ 下 層 

時 代 : 下部 自 悪 紀 、 上 部 自 亜弓 アプ チア ン 


この 写真 の 1 億 800 万 年 9200 万 年 前 の バッ タ は 、 バ ッ タ が 常に バッ タ と し て 存 


NG Se 三 で を 2200S 2 S の る の | パッ クック 60 人 グ 人 し /e の ) 2 く (6 
FE ろ て 促 諸 きれ だ の 視 と いう こと を 示し て めい る 。 


FOM 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 








シリ 


PS 3 1 司 中 和義 乃 年 則 

NR 3 0002 ンダ ター ドル (584 シダ ) 
中 MM コク ウラ シノ ルレ 

層 : サン タナ 届 

2 本位 三 記 im 


サヨ リ は 、 他 の 多く の 生物 と 同じ く 、 進 化 論 が 間違っ て いる こと を 証 
明 す る 。 現在 発見 され て いる 中 で 最も 古い サヨ リ の 標本 は ジュ ラ 紀 (2 億 
600 万 年 前 て 1 億 4400 万 年 前 ) の も の で あり 、 何 億 年 も の 間 、 同 じ 姿 を し 
そい の こと が 見 で と 0 る ⑳。 こ の 写 克 の 傾 着 宮 、1 層 1 太 年 剛 の ②③ の ② の で 
2 、 ゆ 曲り が 短く (EL で CU いこ と を し で いる 。 


FE の 4 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 








ー 部 の 化石 は 岩層 が 二 つ に 割れ て も 両方 に 同じ よう 
に 限 跡 を 残す 。 この 1 億 1 千年 前 の サソリ の 化石 は 、 
その 一 例 で ある 。 


サソリ 

年 sl 局員 下 方 振 顧 

人 S2.20S 出 が ーー ド 2M0L とう 9 
MMS クジ ノル ララ リリ し 

層 : サン タナ 層 

N 8 固 昌 0 グラ ブダ / シン 


現在 発見 され て いる 中 で 最も 古い サン リ の 化石 は 、3 億 2 千 万 年 前 の も の 
で ある 。 写真 は 、1 億 1 千 万 年 前 の も の で ある 。 3 億 2 千 万 年 前 の サソリ 
と 、1 億 1 千 万 年 前 の も の と 、 現 代 の も の と で は 膨大 な 時 を 経て いる に も 
関わ ら ず 全く 違い が 見 られ な い 。 こ れ ほ どの 時 代 の 流れ を 経て も 変わ っ 
CS いと た の い の の こと は 、 サ ソ ツリ 人 作 の 側が 維人 且 の 0 の だ っ 人 とい うこ 
と を 証明 する 証拠 な の で ある 。 


FOM 











ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 


ゴ 


年 代 : 1 億 800 万 年 前 て 9200 万 年 前 

避 評 。 昆 條 3 289 ミリ メー ドル 09 イ シグ ) 3 尽 内 9⑳ ミ 9 
ぷー ド 240 50 スコ ンク ルル 10 ミリ グー トド //027 0 の の 
地域 : プラ ジル 、 セ アラ 州 、 ノ ヴァ ・ オ リン ダ 累 層 
層 : クラ ト 層 

時 代 : 下部 自 亜 引 、 上 部 自 亜弓 アプ チア ン 


ゴキ ブリ の 化石 は 、 進 化 論 が 架空 の も の で ある こと を 
示し て お り 、 そ の 1 つが この 写真 で ある 。1 億 800 万 年 て 
9200 万 年 前 の も の で ある 。 これ は 現代 に 生息 する も の と 
何ら 変わ っ て いな い 。 


FE の 





本 


年 代 : 1 億 2800 万 年 前 

漂 ぉ 尽 部 を 信光 1R ミ リタ メー トル 02 インチ) 上 
za SUOSNU メ 王 ド / ル 6 ALI ノラ ク ) ペ 2 ミリ クー トト 
ル (3.6 イ ンチ ) 

昌 記 ララ シル 、 閥 アラ 州 

層 : サン タナ 層 

時 代 : 下部 白亜 紀 


環境 が 激しく 変化 し て いる に も 関わ ら ず 、 何 百 万 
年 も や 全く 変化 せ ず その 構造 を 保持 し て いる 生物 
は 、 進 化し た も の と は 絶対 に 言え な い 。 何 千 と い 
う 生物 に 属す る 何 百 個 と いう 化石 標本 が その 不可 
能 性 を 証明 し て いる 。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 








の 記 | 


年 代 : 1 億 800 万 年 前 9200 万 年 前 

RE 8 20 ミ リア メート ) 8 人 寺 3 16 ミリ メード トル 
(4.5 イ ンチ )X 102 ミ リ メ ヌー トル (4.$5 イ ンチ ) 

地域 : ブラ ジル 、 セ アラ 州 、 ノ ヴァ ・ オ リン ダ 果 層 
層 : クラ ト 層 

時 代 : 下部 白亜 紀 、 上 部 白亜 紀 ア プチ アン 


水生 甲虫 は 、 生 涯 の ほとん ど を 水中 で 過ごす 。 北米 
で は 300 種 類 の 生息 が 確認 され て お り 、 世 界 で は $ 千 
種類 が いる と いわ れ て いる 。 水中 で も 水面 に 立 え た 
泡 を 使っ て 呼吸 が 可能 で ある 。 この 甲虫 は 非常 に 複 
秦 な 構造 を し て お り 、 何 百 万 年 と いう 時 代 、 そ の 完 
人生 な 機能 を 保持 し て きた 。 写真 の 水生 甲虫 の 化石 
は 、 現 代 の 水生 甲虫 が 1 億 800 万 年 前 て 9200 万 年 前 の 
さ ⑮ の 会 く 周 じ で あり 、 会 く 刀 悠 し て の な の こと の 
且 2 あ アジ と る 衣 


FOM 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


年 代 : 1 億 800 万 年 前 て 9200 万 年 前 
上 導 MMS 2 クシ ノッ ルレ 。 7 ラリ 人 多 0 。 1 
アラ 州 ク ラ ト 層 

時 代 : 中 生 代 、 和 白亜 紀 


写真 の バッ タ の 化石 は 1 億 800 万 年 前 
9200 万 年 前 の も の で ある 。 時代 を 
超え て 全く 変化 し て いな い 他 の 生物 
と 同様 、 こ の バッ タ も また 、 生 物 が 
億 し 泥 お いう ター ウィ ビス ド よ の 半 
張 を 呈 す も の で ある 。 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 








コキ フリ 

年 代 : 1 億 2300 万 年 前 

人 5 っ 会 29 セ ンダ ゲー トド 270 イ ンジ ンチ) ) 問 胃 9 セブ デメ ター ドル 
(4.5 イ ンチ ) X 幅 11.5 セ ンチ メー トル (4.5 イ ンチ )、 厚 さ 0.7 セ ンチ メー トド 
ル (0.2 イ ン ナ ) 

0 クラ シル 。 アク ラリ ピク 人 MM 

層 : ノ ヴァ ・ オ リン ダ 累 層 、 ク ラ ト 層 

吉本 9 三 BDI 


何 百 万 年 も の 間 、 全 く 変 わら ず に いる 動物 の 1 つ に ゴキ ブリ が いる 。 
3 億 2 千 万 年 前 の ゴキ ブリ の 化石 が 見 つか っ て いる 。 ゴキ ブリ が 進化 論 
2 の だ 上 の ME つい クラ オース | 議 人 で 、 こ う 記 し で の る 。 
理論 的 に は 、 変 化し て いく 環境 、 天 英 、 種 の 間 の 闘 省 な ど 、 た くさ ん 
の 要素 に より 自然 選択 に 導 か れる と され て いる 。 種 の 選択 は 突然 変異 
に よっ て 有利 と な り 、 こ れ ら の 生物 を 長い 時 間 を か け て 大 きく 進化 さ 
る の 視 と 。 し か し 、 計 突 作 そう で 人 はい 。 ヨミ アリ に つい て え て 
みよ う 。 ゴキブリ は 繁殖 が 早く 、 寿 命 が 短 い が 、2 億 $ 千 万 年 も の 間 、 
周 じ 容 を 人 駅 っ つて の る 。 





FOM 


ムリ ルン 


年 代 : 1 億 2300 万 年 前 

記 双 に 衣 信 = ニ P に ジル ンジ クン ョ ジア 2( り ン クン 選 
守 3 US 條 グラ グー トル 20 和 と グリ) 唱 7.8 を 
シメ ー ド トル の の (ンク )、 尾 き 09 用 シグ メ 
デー ドル 02 インチ) 

MS 26、 ラ ラジ ル 、 ア アラ リピ 作 部 

層 : ノ ヴァ ・ オ リン ダ 累 層 、 ク ラ ト 層 
昌吉 本 E 三 BE 


中 逆 目 に 属す る バッ タ は 、 何 百 万 年 も 前 の 化 
1 細目 ちこ 26 細 | ( 四 と る ネッ ル ン 信 お 
通常 熱 答 地 域 に 生 候 する が 、 世 界 中 の いた る 
2 の 0 の 9 

すべ て の バッ タ の 化石 は 、 こ の 種 が 何 百 万 年 
も 変わ っ て いな いこ と を 示し て お り 、 言 い 換 
Ya パタ グン 公 し て いと いう こと 
に な る 。 こ れ を 証明 する 証拠 の 1 つ は 写真 の 
1 億 2300 万 年 前 の バッ タ の 化石 で ある 。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 





人 ツル) 


年 代 : 1 億 2300 万 年 前 

可 旨 098 セ セン デメ ター ドル 08 イ ンジ 
2 クシ ジル クル 、 ア プラ リピ 人 MM 

届 s ノウ ヴァ ぃ オリ シグ 県 届 、 ク トト 層 
時 代 : 下部 自 亜 紀 


この 1 億 2300 万 年 前 の 化石 は 、 バ ッ タ が 
合 に パッ ク と し て で 宰 容 し て で てい だ こち の 
証拠 で ある 。 こ れ を 見 る と 、 進 化 論 
が 論理 的 な 説明 を する の は まず 無理 だ 
を うこ が 人 の 2。 


FOM 





年 代 : 1 億 2300 万 年 前 

SS 1LS 攻 シラ ター トド ト / ル 06 イン 
チ )、 触 覚 1.8 セ ンチ メー トル (0.7 イ 
ン ブ ダリ) を 育 め る と 、 倒 忌 局 34 を セン デ 
2 ーーN/(UL9 4 の う 20 を の る 。 
地域 プラ ジル 、 ア ラリ ビ 盆 地 

層 = ノウ ァ ェ ガリ ング 上 届 、 ク ラド ト 居 
時 代 : 下部 白亜 紀 


これ ら の バッ クタ の 特徴 的 な 機能 は 、 体 の 
2 倍 に も な る 長く 細い 触角 で ある 。 他 の バ 
ッ ク の 上 エエ う ( に 、 キ リリ 6 語法 人 周 周 旋 第 
も の 間 変 わっ て いな い 。 この 写真 は 、1 億 
2300 万 年 前 の バッ タ と 現在 生息 する バッ タ 
と の 間 に 何 ら 和 違い が な いと いう こと を 示す 
も の で ある 。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 





ベル ー で 発見 され た 化石 標本 





ベル ー の 地質 学 的 、 地理 的 構造 で は 、 国内 の さま ざま な 地域 で 異な る 化石 が 見 つか っ て いる 。 ペルー に は 、 

3 つの 主要 地域 が ある 。 海岸 地域 、 ア ン デ ス 山 脈 を 含む 中 央 地域 、 そ し て アマ ゾン の 熱帯 林 を 含む アマ ゾン 盆地 で 
ある 。 多く の 化石 層 は 、 ア ン デ ス と 北部 を 中 心 に 横たわっ て いる 。 

ベル ー の 最も 主要 な 化石 層 は 、 北部 の カ ハ マ ルカ 層 で ある 。 石灰 岩 が 岩層 の 主要 な 部 分 を 構成 し て いる 。 他 

の 重要 な 化石 層 は 、 魚 の 化石 で 有名 な ビス コ 層 で ある 。 この 化石 層 は 、 ク ジラ 、 イ ルカ 、 アン シンカ 、 ペン ギン 、 カメ な ど 

多く の 海洋 生物 の 化石 を 有 し て いる 。 海岸 か ら 約 30km の この 

層 で は 、 大昔 の ペルー の 地質 を 知る の に 重要 な 情報 を 提供 





南部 の ビス コ 層 は 、 化 石 層 で 有名 で ある 。 


創造 の アト ラス 


ルール クジ ヤル ハウ ャ 


し MNO 

ペルー の 化石 の 発見 に お ける 最も 重大 な 事実 は 、 ここ で も また 進化 論 が 否定 され る と いう こと で ある 。 19 世 紀 中 
ご ろか ら 、 進化 論者 に よる すべ て の 化石 研究 は 、 進化 論 を サポ ー ト する 化石 が 出る こと を 期待 し て いた が 、 結局 そ 
れ は 徒労 に 終わ っ た 。 彼ら の 試み に も 関わ ら ず 、 進化 論 の 証拠 と な る よう な 化石 は 、1 つ と し て 発掘 され な か っ た の 
で ある 。 発掘 と 研究 に よる すべ て の 発見 は 、 生物 は 突然 に 完全 な 姿 で 現れ た と いう 進化 論 が 期待 する も の と は 全く 
正反対 の も の を 提示 する こと と な っ た 。 また 、 それ ら の 発見 は 、 生物 が 地上 に 現れ て か ら 、 全く 変化 し て いな いこ と も 
示し て いた 。 これ は 、 生物 が 進 
化 の プロ セス に は 左 有 され て い 
な いこ と を 証明 付け る も の で あ 
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カ ハ マ ルカ ハー バー の 石灰 
岩 に は 多く の 化石 が 含ま れ て 
いる 。 他 の 例 と 同様 、 ビ スコ で 
採取 され た 化石 は 、 進 化 が 発 
生 し な か っ た と いう 事実 を 解 
き 明 か す も の で ある 。 








' 二 
キュ ーー て 
1 ー 
し ma 下 - 押 | 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 






守 





上 


年 代 : 2300 万 年 て 500 万 年 前 

愉 070 セン デメ ター トド トル 0⑳ イ シン デ ) 
Me タルク ーー 0 マク カク 

夫人 欄 2 凍 ) 


2300 万 年 500 万 年 前 の 牡 路 は 、 現 在 見 られ る 牡 嘱 と 何ら 変わ っ て いな い 。 こ れ は 進化 


論 を 否定 する も の で ある 。 御 路 は 進化 し た の で は な く 、 こ の 長い 年 月 を さか の ぼる と 
UE JE つて l 千 き 2 江 と いう こと が あの る 。 


FE 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 








アド ナン ・ オ クタ ー ル 








上 


年 代 : 2 億 800 万 年 て 1 億 4600 万 年 前 

渦 3 光 よそ 8 を ンダ メー トル (8. 25 イ ンチ テリ) 
中 g の クー 、 パパ ンク パパ マル の 、 ジャ マル の 
上 導 R 2 ジョ ー ラ 26B 


この 写真 の 牡 帳 は 2 億 800 万 年 て 1 億 4600 万 年 前 の も 
の で あり 、 こ れ は 牡 帳 が 現代 に 生き る 牡 路 と この 何 
邊 る 放 央 し た だ る の と が 全く 同じ で め る こと を 志 
し 、 こ れ も ま た 、 人 進化 論 を 償 定 する も の で ある 。 


FOM 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 








アド ナン ・ オ クタ ー ル 放 訪 


上 


年 代 : 2 億 800 万 年 て 1 億 4600 万 年 前 

本 問 。6 必 ン メー ドル (9.286 イ ンチ デ ) 

商 5 シル ルー、 パ ポン パ マ マル 、 0 ジャ マル 2 
商人 IAS ジ ョ ラ 泥 


この 化石 記録 は 、 何 百 万 年 間 も そ の 生物 と し て の 構造 を そ 
の まま に 保持 し て いる 。 その 例 の 1 つ は 、 こ の 写真 の 2 億 
800 万 年 前 て 1 億 4600 万 年 前 の 牡 路 の 化石 で ある 。 す べべ て の 
他 の 化石 の 発見 と 同様 、 こ れ も ま た 進化 論 を 否定 する も の 
YO 


FOM 





現代 の カキ 











ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 放 ま 


アル ゼン チン で 発見 され た 化石 様 本 


アル ゼン チン で 発見 され た 化石 の ほとん ど は 、 南米 大 際 、 チ リ 共 和 国 南部 と アル ゼン チン の 地方 名 で ある パタ 
ゴ ニ ア 地方 で 出土 され て いる 。 アン デス の 東側 は 、 ア ル ゼ ンチ ン の 一 部 で あり パパ タゴ ニア 地方 と 呼ば れ て いる 。 今 
日 、 ベン ギン 、 ク ジラ 、 アザ ラン シ 、 野生 の ダチ ョ ウ 、 ア シカ な ど 、 非常 に 異な る 生物 の 化石 が この 地域 で 発見 され て い 
る 。 化石 記録 と し て は 非常 に 内 容 が 豊か で ある 。 

この 地域 の 化石 層 の 1 つ に は 、 イ スチ グ ア デラ ス ト 層 が ある 。 地質 学 的 研究 で は 2 億 3 千 万 年 前 、 季節 の 雨 が 大 量 
に 降り 、 活 火山 を 有する この 地域 は 遊水 池 と な っ て いた 。 この 化石 層 は 、 三 和 辿 紀 時 代 (2 億 4800 万 年 前 て 2 億 600 万 
年 前 ) の 貴 乳 類 と 海洋 生物 の 標本 を 大 量 に 有 し て いる 。 1950 年 代 、 大き な 発 掘 が 行わ れ た 後 、 こ の 地域 の 重要 性 
が つい に 論 識 され る 。 

アル ゼン チン の 化石 層 の 1 つ は 、 サ ンタ クル ス の ハラ ミ ジ ョ 森 は 3 億 5 千 万 年 前 の 化石 化 森林 を 構成 し て いる 。 こ 
れ は また 、 多く の 植物 種 も また 、 進化 の 過程 を 経 ず に 、 何 百 万 年 も の 間 全 く < 変わ っ て い 
な いこ と を 示す 重要 な 標本 と な っ て いる 。 







ハラ ミ ジ ショ の 石化 し た 樹木 の 
化石 森林 





イス チ グ ア ラス ト に は 
豊富 に 化石 が 採集 さ 請 

れる 。 お よそ 2 倍 3 生還 we 本 
万 年 前 に は 、 洪 水 が 壮 還 還 。 直 肖 
多く 発生 し た 水底 で あ 良 = 
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凡 造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


チリ 共和 国 で 発見 され た 化石 標本 


軸 米 チリ 北部 の アタ カマ 砂漠 以外 の 地域 で も 化石 は 数 多く 発見 され て いる 。 最も 化石 が 旦 富 な 地域 は チリ 南部 
の パタ ゴ ニ ア で ある 。 アン デス 山脈 に も また 、 化石 層 が 横たわっ て いる の だ 。 

貴 乳 類 、 海 注 生 物 、 則 虫 類 、 植 物 な ど 多 く の 異 な る 生物 種 の 化石 が チリ 共和 国 の 化石 発掘 現場 で は 発見 され 
て いる 。 最も 有名 な 化石 発掘 現場 は キリ キナ 層 で ある 。 ここ か ら 出 土 し た 化石 は ほとん ど が 白亜 紀 の も の で ある 。 こ 
れ ら の 化石 標本 の お か げ で 、 白 亜紀 時 代 の 海洋 生物 の 重要 な 情報 が 明らか に な っ て いる 。 チリ 共和 国 中 部 の 一 部 
の 化石 層 、 特 に アン デス は 、 路 乳 類 の 化石 で 有名 で ある 。 

この 地域 で 発見 され た 化石 は 、 ダ ー ウ ィ ニ スト を 苦境 に 追い や る 。 な ぜ な 
ら 、 地質 学 的 年 代 を 超え て 、 生物 が 全く 変化 し て いな いこ と を 示す か ら で あ る 。 
別 の 言い 方 を すれ ば 、 化 石 記録 に 最初 に 現れ た 生物 は 絶 江 する まで 、 また 
は 現在 に 生き 残る この 日 まで 何 億 年 も その 形 を その まま に 保っ て いる こと に な 
る 。 これ は 、 は っ きり と 生物 が 進化 し て いな いこ と の 証拠 と な る 。 

化石 記録 が 下す よう に 、 地球 上 の 生物 は 進化 の よう に ゆっ くり と 現れ た の 
で は な く 、 突然 姿 を 現し て いる 。 突然 の 出現 は 、 神 の 創造 が あっ た こと を 示唆 
し て いる の だ 。 神 は すべ て の 生物 を 完全 な 形 で 無 か ら 作り 出し た の で ある 。 こ 
の 化石 記録 も また 、 こ の 真実 を 物語 っ て いる 。 















二 昌 。 


アン デス 地域 か ら は 、 多数 の 貴 乳 類 の 化石 が 発掘 され て いる 。 


だ ド ケ メッ カク ター ル 





ナン ヨウ スキ ギ の 球 果 の 断片 


年 代 : 1 億 6300 万 年 前 

司 編 36 を シテ デメ ー ド トル 022 イン ダグ)X7 攻 シグ メー トド 
クレ (27 イジ チ ) 

MD ブル シン デシ 、 パ クア 、 ま シグ クルス 州 、 ハ 
ZS 

周作 902 ジラ ョ ラク 旨 、 2 見 ウイ テン 


この 1 億 6300 万 年 前 の ナン ヨウ スギ の 球 果 の 断 片 は ハラ ミ 
ジョ の 石化 森林 か ら 発 見 され た も の で ある 。 細部 まで よ 
く 分 か る この 球 果 を 見 て も 、 こ の 種 も 全く 進化 の 過程 を 
中 GUY2OD こ を 、 こ の 化 和 が 語る て くい る こと 上 存 く 
分 か る 。 現 在 見 る こと が で きる 球 果 の 特徴 は 、1 億 6300 万 
EID の 人 きく 22022 で AU の で あめ る 。 











TOM 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 





年 代 : 2300 万 年 500 万 年 前 
iM BS ガッ ルク ンク ラーン 、 パ クコ ニア 、 リ マデ グッ ララ ラク 
内 埋 3 下山 


化石 記録 と し て 多く 発見 され て いる 生物 の 1 つ は この カニ で ある 。 何 千 万 年 前 の カニ と 今日 に 生 


SS の 920 三 と の (ee MV 2 NN の 0 。 の の 2500 及 38 00 表 人 当 BI の | の 条 の 2 
で ある 。 こ の ニニ リ 上 N05 上 し で いる の の と 全く 思い が な 


FOM 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 








アド ナン ・ オ クタ ー ル 





ナン ヨウ スキ ギ の 球 果 


年 代 : 2 億 800 万 年 て 1 億 4600 万 年 前 

寸法 : 各 球 果 半 分 の 大 き さ 7.6 セ ンチ メー トル (3 イン チ ) 
MS ガブ ノ レ ウ 必 ンー ン 。 パク ニニ アア 、 ク アド ラド 

居 生 駒の 2 る 

時 代 : ジュ ラ 紀 


この ナン ヨウ スギ の 上 球 果 の 化石 は 、2 億 800 万 年 て 1 億 
4600 万 年 前 の も の で あり 、 現 在 生 介する も の と 全く 同 
じ 義 を し で いる 。 これ 大 、 條 人 尼寺 が 万 言 で め みり 、 天 き 
RUNG6 の の こと を を 語 員 の る ぬ ⑮ の で め る 。 この 完全 6 
形 の 化石 記録 は 、 神 に よる 創造 が 疑う 余地 も な い 真 実 
で ある よい うこ と 2 表 し て いる 。 
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カワ ウ の 頭 奏 


年 代 : 1800 万 年 前 

3 27 ンジ ダート /M6 イ ン ラ 5) 
地域 チリ 共和 国 

夫人 本 2 間 


真 の カワ ウ の 頭 募 は 1800 万 年 前 の も の で あり 、 古 代 の カワ 
ウ が 現在 生息 する も の と 全く 同じ も の で ある こと を 示す 証拠 
呈 が な ろう て いる 。 全く 思い 8 見 られ な いと いう こと 凡 、 局 褒 側 
秀作 年 低く 究め っ て ゆい 夜 い こと を 示し て いる 。 言い 介 えれ 
ば 、 進 化し て いな い の で ある 。 
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カワ ウ の 頭 奮 


年 代 : 1800 万 年 前 

内 5152 を セン ラグ タデ トル (6⑯ イ ンダ) 
地域 チリ 共和 国 

時 代 : 中 新 世 


カワ ウ は 、 ツ ウ 科 (Phalacrocoracidae) に 属す る 海 己 の 仲間 で あり 、 現 在 38 種 類 が 確認 
き さ で いる 。 

化石 記録 で は 、 何 百 万 年 前 の カワ ウ は 現在 生息 する カワ ウ と 全く 同じ 義 を し て い 
る こと が 分 か る 。 こ れ は 、 鳥 が 進化 の 過程 を て お ら ず 、 こ れ も ま た 進化 論 を 打 
ち 砕く 証拠 と な っ て いる の で ある 。 


FOM 


za 


年 代 : 2500 万 年 前 

慎 515 を ンプ ザク メード トル (0( シグ) 
地域 : 南 チ リ 共 和 国 層 
時 代 : 斬 進 世 


化石 記録 は 、 さ ま ざ ま な 面 か ら 進化 論 を 否定 し て 
いく 。 礁 化 論 を 合 定 す る 化石 記録 の 1 つ に は 、 こ の 
200 万 年 前 の カニ の 化石 が あげ られ る 。 何 千 万 年 も 
変わ ら ぬ まま で いる この カニ も また 、 生 物 が 進化 し 
で 0 こと を (する 5 の で る 。 間 の らら この 
カニ も また 、 現 在 生 人 息 す る カニ と 何ら 違い が 見 られ 
7 の トミ NG 少 ウ と うま 
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ヨー ロッ パ 
で 発見 され 
た 化石 様 本 “ 


ドイ ツ で 発見 され た 化石 標本 


地理 的 に 研究 に よれ ば 、 ジュラ 紀 の 年 代 (2 億 800 万 年 て 1 俺 4600 万 年 前 ) を 通じ て 西 ヨ ー ロ ッ パ の 大 部 分 は 温か 
く 浅 い 海 で 呈 わ れ て いた こと が わか っ て いる 。 大 量 の 海洋 生物 の 化石 が この 地域 か ら 発見 され て いる 。 

特に 、 ド イツ の 化石 層 の 一 部 に は 、 デ ボン 紀 と ジュ ラ 紀 に お ける 非常 に 詳細 な 情報 が 得 ら れる 化石 が 見 つか っ 
て いる 。 これ ら の 化石 発掘 現場 の 最も 重要 な も の に は 、 メ ッ セ ル 層 、 ソ レン フ ォ ー ヘ ハン 層 、 ホ ルツ マー デン 層 、 フ ンス 
リュ ッ ク 頁 岩層 の 動物 相 が ある 。 

フン スリ ュ ッ ク 貞 岩層 で は 、 古生代 (5 億 4300 万 年 前 2 億 5100 万 年 前 時 代 の 大 量 の 化石 が 発見 され て お り 、 
この 地域 か ら 発見 され て いる 多く の 化石 は 、 デ ボン 紀 下部 、 中 部 の も の で ある 。 フン スリ ュ ッ ク 貞 君 層 の 大 き な 特 徴 
は 、 バ ー ジ ェ ス 貞 君 層 の も の と 同様 、 軟組織 と と も に 化石 化 さ れ て いる 生物 が ある と いう 点 だ 。 これ に より 、 何 百 万 年 
前 も の 生命 体 の 身体 的 構造 が 分 か る と いう だ け で な く 、 生活 スタ イル や や 習性 な ど に つい て も 分 か る よう に な る の で あ 
と 

これ ら の 遺骸 は 生物 が 複雑 な 体系 を どの 年 代 に お いて も 保持 し て お り 、 高度 に 発達 し た 身体 組織 を 計 受 し て い 
た こと を 示し て いる 。 この 状況 に お いて 、 生物 が 原始 状態 か ら 複 雑 な 状 能 昌和 計 ゆ グー クイ ラク トド 
た ちの 論理 は 、 絶望 的 と な る の で ある 。 な ぜ な ら 、 例外 な くし て すべ て の 化石 記録 は 、 進化 論 を 償 定 する も の で ある 
か ら だ 。 これ も また 、 神 の 創造 を 文 持 す る も の で ある 。 

ホル ツマ ー デ ン 層 で 発見 され た 化石 は 、 通常 深 海 に 生息 する 生物 で あっ た 。 これ ら の 多く は 完全 な 状態 で 化 
石化 され て 出土 し て お り 、 組織 や 骨格 も その まま 保存 され て いた 。 ホル ツマ ー デ ン か ら 発 見 され た 化石 に は 軟組織 
の も の は ほとん ど な か っ た 。 ソル ン フ ォ ー ヘ ハン の 化石 は 、 通 常 浅い 浴 や サン ゴ 礁 、 海 旨 稚 な ど に 生 候 する 生物 で あ 
っ た 。 昆虫 、 植 物 、 ト カゲ 、 ワ ニ 、 鳥 な どの 陸生 成 物 の 化石 も また ソレル レン フォ ー ヘ ン か ら 発 見 され て いる 。 その 中 に 
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メッ セル で 行わ れ た 化石 発掘 
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ドイ ツ で も 重要 な 化石 発掘 場 で も る ソル ン 
フォ ー ヘ ン は 、 大 量 の 化石 が 見 つか っ た 場 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ヤル ハウ ャ 





は 、 鳥 の 最も 古い も の と され て いる 始祖 鳥 も 7 種類 発見 され て いる 。 

その 他 の ドイ ツ の 主 な 化石 層 は 、 メ ッ セ ル 層 で ある 。 古代 、 幅 700 メ ー 
トル 、 水深 1 千 メ ー ト ル ほ どの 湖 が あり 、 ここ で は 多く の 種類 の 始 新 世 時 代 
(5400 万 年 前 3700 万 年 前 ) の 化石 が 発見 され て いる 。 メッ セル は この 年 代 
に は 熱帯 で あっ た こと が 分 か っ て お り 、 植物 、 鳥 、 コ ウツ モリ 、 賜 虫 類 、 魚類 、 カ 
メ 、 昆虫 類 な ど 多 く の 異 な る 生命 体 の 化石 が 発見 され て いる 。 


シュ トウ ッ ト ガ ルト 近郊 の ホル ツマ ー デ ン 化 石 層 は 、 ジ ュ ラ 紀 早 期 か ら の 
生物 種 の 化石 が 発掘 され る 場所 と し て 主要 な 地域 で ある 。 
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回 


年 代 : 1 億 4500 万 年 前 

地域 ドイ ツ 連 邦 共 和 国 、 バ イエ ルン 州 、 ア イヒ 
ショ ラ ーッ ツ ド 

二 2 過言) U0 の 用 ググ グー ドル (01 イン グリ) が 
5 シラ メー トル (59 イシン ダリ) 

扶 間 ラシン シーク 80 貼 引 ウー ク 


エビ は 甲殻 類 の 亜 門 で ある 節 足 動物 に 属す る 。 そ 

の 体 は 甲殻 で 覆 わ れ 、 大 部 分 を 大 酸 カル シウム で 構成 され て いる 。 数 種類 も の エビ は 淡水 に も 
海水 中 に も 生息 し て いる 。 古代 の 最も 古い 時 代 に 生き た エビ の 化石 は 2 億 年 前 に さか の ぼる 。 
写真 の エビ の 化石 は 、1 億 4300 万 年 前 の も の で ある 。 エ ビ は 何 億 年 も その 次 を 変え て お ら ず 、 こ 
れ は 生物 が 進化 の 過程 を 経 て いな いこ と を 示す も の で ある 。 


創造 の アト ラス 
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回 5 中 


年 代 : 3 億 9 千 万 年 前 

地域 ドイ ツ 連 邦 共 和 国 、 ブ ン デ ン バ 
タッ タ パ 。、 ラ ンス リュ ッ ク 帳 級 

時 代 : デボン 紀 


3 億 9 千 万 年 前 の ヒト デ と 今日 の 海 に 生 
息 す る ヒト デ の 間 に 違 い は 全く 見 られ 
な い 。 何 億 年 の 時 が 流れ て も 、 ヒ ト デ 
佐 化 し 次 や 款 計 で め り 、 通 諸 の どの 
時 点 か ら も 全く 進化 し て いな い 。 





創造 の アト ラス 
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ボウ フィ ン 


3 5 三 年 剛 

地域 ドイ ツ 連 邦 共 和 国 、 ヘ ッ セ ン 州 、 ダ ルム シ 
ュ タ ッ ト 、 メ ッ セ ル 、 油 母 頁 圭 

呈 IS 3 2 請 交 記 、 ル デシ アシ 


ボウ フィン は 、 ア ミア 科 に 属す る 生物 で ある 。 他 
(の ゆ ル 5 も PEL 5 に 間 還 Ne 者 あ = 才 / 呈 は グミ 2 な よろ 6 
いる 。 最 も 古代 の も の と 言わ れる 化石 標本 は お よ 
2 人 09 后 ら II の 島 SW の 記 く v2 う 

発掘 され た 化石 は 何 億 年 も の 間 ボ ウフ ィ ン が 全く 
2 人 馬 し で いい が いこ と を 多 語 っ て いる 。 5 有人 邊 衣 の 
真 の ボウ フィ ン と 、 現 在 生 人 邊 し て いる も の と の 
間 に 全 く 違 い は 見 られ な い 、。 
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ザリガニ 


年 代 : 1 億 5 千 万 年 前 
地域 : ドイ ツ 連 邦 共和 国 、 ソ 12523 ルン フォ ー ペ ヘン 層 
時 代 : ジュ ラ 紀 


1 億 5 千 万 年 前 に 存在 し て いた ザリガニ は 、 現 在 生 邊 し て いる も の と 何ら 変り は な い 。 こ の 
同一 性 は 、 進 化 が 起こ っ て いな いと いう 、 ひ と つの 大 き な 証 拠 の 断 上 刻 で ある 。 ザ リガ ニ は 
いつ の 時 代 も ザリガニ と し て 存在 し て いた の だ 。 他 の あら ゆる 生物 種 と 同じ よう に 、 ザ リ 
三村 、 裕 に よっ て 創 諸 き れ 江 の で ある 。 





創造 の アト ラス 
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回 


年 代 : 1 億 5500 万 年 前 

9 編 ? 思 き 7.5 攻 シン デメ ーー トル (2.9 イ シ デ ) ,) 遇 
党 209 妥 ン ラ クー ドク ルル 08 1 イン シング) 2. 8 を シ と 
チ メ ー ト ル (8.5 イ ンチ ) 

地域 ドイ ツ 連 邦 共 和 国 、 ア イヒ シュ テッ ト 、 ソ 
カク ンク シー ペン 

典 了 2 ツラ リリ 





何 十 年 も の 研究 の 結果 を 経て も 、 ダ ー ウ ィ ニ スト は 進化 が 起こ っ た こと を 示す た っ た 1 つの 化 
石 も 見 つけ る こと が 出来 な いで いる 。 し か し 、 進 化 論 を 否定 する 化石 は 何 百 万 と 見 つか っ て 
いる 。 見 つか っ た 化石 は すべ て 、 そ の 種 が 存続 する 長い 年 代 を 経て も その 和 複雑 な 構造 は 全く 
232923 で 0 の こと る 2 ポ し で DO の 。 6 。 師 衝 いう 周 全 くい の eS の ら う 、 人 《 会 
の 月 の す / ら も スン 5 の 昌信 

この 写真 の 化石 は 、1 億 5500 万 年 前 の も の と 現在 に 生島 する も の と の 間 に 全 く 違 い が な いと い 
2 こと を 証明 する も の で ある 。 


創造 の アト ラス 
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年 代 : 5400 万 年 3700 万 年 前 

本 骨 3 UL (5 を シグ メー ドル (2 5 イン テリ) 
地域 ドイ ツ 運 邦 共 和 国 、 フ ラン ク フ ル ト 
層 : メッ セル 貞 岩 

1 本 5 と 5EN 


化石 記録 に 残っ て いる サヨ リ で 最も 古い も の は 、1 億 8 千 万 年 前 の も 
の で ある 。 こ れ は 、 生 きた 化石 の 例 で ある 。 こ の 写真 に 見 られ る 化 


石上 な っ た サヨ リ は 、5400 万 年 前 3700 万 年 前 の も の で ある 。 何 千 草 ] 4 ヨゴ に ピー 
万 年 も の 間 同 じ 姿 を し て いる サヨ リ は 、 進 化 論 を 否定 する 。 R に を - 
の _ 奏 . 塊 いそ すこ 
『 し MD・ 、 香寺 」 まり 
アザ 。 tn ます ろ 。 = っ 





Fc アル 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 





IN 
/ 
で 
3 
Km 
\ 〇 
\ 〇 
の 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 

















クモ ヒト デ 


年 代 : 1 億 5 千 万 年 前 
地域 : ドイ ツ 連 邦 共和 国 、 ソ \Wu12523 ルン フォ ー ヘ ン 層 
時 代 : ジュ ラ 紀 


写真 の 化石 は 1 億 5 千 万 年 の も の で あり 、 ク モ ヒ ト デ が 進化 し て いな いも の を 示す 証拠 で 
2 の の 19 の ER ルアー に (2 の ま = 二 こ 2 引 5IT ラ の 本 の 写ら 語 3( の | 
2 由記 還 の ま ら UiBKZ 0 ココ ョ PE) 訂 る き 天 っ 導 ん KGK 肥 だ li 
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ま ' 
8 す = h き 
ト 宣 ンー ラカン ス 
っ 
に 年 代 ・ 1 億 4300 万 年 前 
1 NN [ 地域 ドイ ツ 連 邦 共 和 国 、 バ イエ ルン 州 、 ア イヒ シュ テル ウト 


人 代 窟 更 用 議 作 Re 目 曲 証 ゼ モーグ 


進化 論者 ら は シー ラカン ス を 、 絶 滅 し た 半 魚 ・ 半 則 是 類 の 半 
進化 状態 の 形態 だ と 思い 描い た 。 し か し 、 現 在 ま で に 200 も 
の 生き た 標本 が 捕獲 さ れ て いる 事実 は せ 、 こ の 請 が 作り 上 げ 
た この 生物 は 贅 由 に し か すぎ な か っ た こと を 明らか に する も 
の で ある 。 シー ラカン ス は 生物 過渡 期 の も の で は な く 、 深 海 
< 生息 する 完全 な 体 と 完全 な 構造 を 有する 生物 で ある 。 最 古 
に 関 中 補 くれ 私 叶 ) 分 と 4 息 要 KR あき は 4 信 1 千 年 に さか の ぽ 和 、 
数 俺 年 と いう 時 の 経過 に も 関わ ら ず 変化 し て いな い 。 

この 写真 の シー ラカン ス の 化 右 は 1 俺 4500 万 年 前 の も の で あ 
り 、「 水 生生 物 か ら 陸 生生 物 へ の 変化 」 と いう 進化 論者 の 主 
張 が 天 遇 で ある と いう こと を 示し て いる 。 
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年 代 : 2 億 800 万 年 て 1 億 4600 万 年 前 

8 。 半 5 当 212.9 有 ンチ メー トル (1 イ シ プ チリ) 16 の 2 と ンプ メー トル 
(6.4 イ ンチ ) : 王 プ スタ ー 部 分 : 5,.5 セン チ メ ー ト ル (2.2 イ ンチ ) 

地域 ドイ ツ 連 邦 共 和 国 、 ソ ルン フォ ー ヘ ン 

時 代 : ジュ ラ 紀 、 自 亜土 ゼー タ 


ロブ プス ター の 目 は 、 規 則 正 し い 四角 い 面 で 構成 され て いる 。 これ ら の 規則 
正しい 四角 形 は 、 実 際 に は プリ ズム の 表面 と し て 機能 する 。 ロ ブス ター の 
目 の 中 の これ ら の プリ ズム の 内 部 表面 は 鏡面 と な っ て お り 、 光 を 反射 で き 
る よう に な っ て いる 。 こ の 面 に 反射 し た 光 は さら に 奥 に ある 網膜 で 焦点 が 
民 介 選 合 あ まる 9。 これ の ラリ タム 8 光 症 完 軸 に つの 人 下 選 辰 対 で き 
ぐう 交 崩 厩 (作れ で の る 。 

この 複雑 な 構造 は 、 何 百 万 年 も 前 か ら ず っ と 完璧 に すべ て の ロブ スタ ー で 
機能 し て きた も の で ある 。 今日 生き る ロブ スタ ー は 、2 億 年 前 の も の と 全 
く 同じ 構造 を 使用 し て いる 。 こ れ は 、 事 実 上 、 生 物 が 肥 階 的 に 進化 し た と 
主張 する ダー ウィ ニス ト を 否定 する も の で ある 。 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
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クモ ヒト デ 


吉本 55 ルミ 

閑 3I 則 6 導 シ ダメ ター トル (0 イシ ンプ) 5 母 着 95 ミリ メー トル (3.7 イ 
ング ン デリ 5 ミリ メー トル (2 9 4( ノン グ ) 0 由 褒 の 、 屋 き 20 ミ リ メ 
デ ド ル (00.7 イ シン デリ 

地域 ドイ ツ 連 邦 共和 国 南部 、 ソ ルン フォ ー ヘ ン 

有人 代 ショ ラ 記 上 上 導 


クモ ヒト デ は 、 進 化 論 を 完全 に 償 定 する 生き た 化石 で ある 。 3 億 年 前 
に 生息 し て いた クモ ヒト デ は 、2 億 4500 万 年 前 の も の と 、1 億 5 千 万 年 
前 の も の 、 そ し て 今日 生息 する も の と 全く 同じ 姿 を し て いる 。 何 億 年 
の の 間 2S 必 し て で てい 人 がい クモ や に トド ト デ 人 選 、 才 0 どく の 記 講 必ず すき 次 い 
こよ を 衝 こ ら に 交え ん えて くれ る 。 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
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3 ) 介 必 1 導 旋 釜 人 でき 全 0 二 太守 友 

3 寺 3 財 9 セン ダメ ター トル (00.7 イ ング ) 8 2 と 6 ンダ メー トル @⑯. 2 イン ダグ) 
地域 ドイ ツ 連 邦 共 和 国 、 ブ プン デン バッ ハ 、 フ ンス リュ ッ ク 貞 岩 

時 代 : デボン 紀 


奈 貝 は 軟体 動物 門 (phylum Mollusca) に 属し て いる 。 最 古 の 標本 は 、 カ ン ブ リ ア 紀 
後期 の も の で ある 。 こ の 写真 の 標本 は 、4 億 1 千 万 年 て 3 億 6 千 万 年 前 の も の で ある 。 
何 億 年 も 前 の 巻 具 は 、 完 全 に 進化 論 を 論破 する 。 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





EN 5 4 人 三 呈 旋 信 で ③ 師 9 孝明 
半 3 電電 s7 也 シン デメ ーー トル 
(2。75 イ ンダ ラリ ) の EE ン デ メード ト ル 
(8.5 イ ンダ ) 

地域 ドイ ツ 連 邦 共 和 国 、 ブ ン デ 
シンパ ペッ ババ 、 ラ ンジ スリ ミック 頂 替 
時 代 : デボン 紀 


4 俺 1 千 万 年 て 3 億 6 千 万 年 前 に 生 候 
し て いた 人 巻 具 は 、 現 在 生島 し て い 
る も の と 会 く 同 じ 秋 人 を し て いる 。 
長い 年 月 の 間 に も 全く 変化 を 遂げ 
て いな いこ の 生物 は 生物 が 進化 の 
プロ セス を 経て いな いこ と の 証拠 
8 る の 。 
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回 


介 4 NM : 
本 納 : 
ii 本 
1 W 要 


2 億 800 万 年 て 1 億 4600 万 年 前 

全 19 の ピン ダー ドル (277 イ シグ) 

ツル シン ラ アラ ォ ー ン 須原 鳩 、 ド イツ 必 必 5 国 剛 部 。 アイ 区 滞 ツウ ド 
ジョ ラ 弓 


何 億 年 も の 間 全 く 変 化 せ ず に いる エビ は 、 私 た ら に エビ が 進化 し た の で は な く 、 神 
に よっ て 創造 され た と いう 事実 を 見 せ 付 ける 。 仮 に 生物 が 何 億 年 も 前 か ら 現在 まで 
回 2 に 肖 に EZ 光ら 主 と 3 らら 計 還 2 の 6691 で 則 電 の 応 KekSK の 加 く ウル うた 生 昌 6 
な い 。 化石 記録 は 、 進 化 論者 の 主張 が 間違い で ある こと を 示す 証拠 で ある 。 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
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スペ イン で 発見 され た 化石 標本 


ピレネー 山脈 、 シ エラ ネバ ダ 山脈 な ど 、 ス ペイ ン の 多く の 地域 は 山脈 や 丘陵 地帯 で 覆 わ れ て いる 。 国内 の 
24% は 標高 4 山脈 地帯 の 一 部 に は 重要 な 化石 層 が 禁 た わっ て いる 。 

放 石 構造 は 2 つ に 分 けら れる 。 イベ リア 半島 の 北部 と 西部 は 、 花岡 岩 や 片 君 な ど 主 に 結 韻 資 の 岩石 で で き て い 
る 。 その 他 の 地域 は 頁岩 を 大 量 に 含む 堆積 岩 で 構成 され て いる 。 

スペ イン で 発掘 され る 化石 は デボン 紀 
(4 億 1700 万 年 前 3 億 5400 万 年 前 ) 時 代 の ey 
腕 足 動物 お よび 多く の 海洋 生物 、 石 炭 紀 デュ ンー ム SE 
(3 億 5400 万 年 前 て 2 億 9 千 万 年 前 ) 時 代 の 多 
様 な 植物 が 多く 、 そ し て 新生 代 (6500 万 年 前 ーー ーー 1 
^ 現代) の 呈 乳 類 、 得 中 類 、 海 洋 生 物 、 植 物 ftekum 


に 
=i 訂 









な ども 多く 見 つか っ て いる 。 
これ ら の 化石 すべ て は 、 ダ ー ウ ィ ニ ズム い ペー 


品 dg 


Mie。 1 


を 苦境 に 追い や る も の で ある 。 これ ら の 発見 コ 
の 中 に は 段階 的 な 進化 を 文 持 する 証拠 が エ 
1 つも な い の に 対し 、 長 期間 に わた る 地質 学 に 
的 年 代 を 超え て 多く の 生物 が 全く 姿 を 変え に 
て いな いこ と を 明らか に し て いる 。 この 重要 
性 は 明白 で ある 。 生物 は 進化 し た の で は な 
い 。 全能 の 神 が こ れ ら の も の を 創造 され た の 
で ある 。 
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600m も の 渓谷 で ある 石灰 岩 
| オル デ サ ・ キ ャ ニオ ン 






スペ イン 、 バ ル デ ナ ス ・ レ アレ ス 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ワ ャ 


ナ ェ コ 共 和 国 で 発見 され た 化石 標本 





チェ コ 共 和 国 の 地理 的 構造 を 見 る と 、 国土 の ほとん ど を ボヘミア 地域 の 山脈 が 績 っ て いる 。 この 地域 は 一 部 海 
抜 1000m を 越え 、 化石 が 豊富 に 発掘 され る 場所 が ある 。 

原生 代 (25 億 年 前 て 5 億 4500 万 年 前 ) に さか の ぼる 微生物 に 加え 、 カ ンプ ブ リア 紀 (5 億 4300 万 年 前 て 4 億 9 千 万 
年 前 ) の 化石 、 ま た デボン 紀 (4 億 1700 万 年 前 て 3 億 5400 万 年 前 ) の 化石 も 発掘 され て いる 。 中 で も 目 を ひく も の は 、 
1300 種 類 も の 三 葉虫 で ある 。 300 種 類 ほ ど は フラ ンス の 古生物 学者 ヨアヒム ・ バ ロン ド (Joachim Barrende) に よっ て 名 
付け られ て いる た め 、 バ ロン ド 三 葉虫 と いう 呼び 名 で も 知ら れ て いる 。 バロン ド 三 葉虫 が 多く 発掘 され て いる 地域 と し 
て は ジン ス 層 が 知ら れ て いる 。 古生代 (5 億 4300 万 年 前 2 億 5100 万 年 前 ) 時 代 の 海洋 生物 の 化石 も また ジン ス 層 か 
ら は 発見 され て お り 、 こ の 層 は カン ブリ ア 紀 に は 講 い 
地方 だ っ た と 考え られ て いる 。 

チェ コ 共 和 国 に お ける 峡 富 な 化石 の 出土 は 、 目 
然 史 を 考え る 上 で 非常 に 重要 で ある 。 これ ら の 発見 
か ら ダ ー ワ ウィ イニ スト が 主張 する よう な 進化 論 的 証拠 は 
何 1 つ 発見 され て いな いこ と が 分 か っ て いる か ら で あ 
る 。 生物 は 進化 論 で 言わ れる よう に 共通 の 祖先 か ら 
進化 し た の で は な く 、 化石 記録 で も 示さ れ て いる よう 
に 、 す べ て の 生物 が 個別 の 特徴 を 備え た まま 突然 こ 
の 世に 姿 を 現し て いる 。 この 事実 は 、 神 の 創造 を 証 
明 す る 重要 な 証拠 と な り 、 進化 論 を 打ち の めす 。 
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豊富 な 化石 層 で 知ら れる ボヘミア か ら は 長い 歳 月 を 経 
た 化石 が 採取 され て いる 。 1 つ 1 つ の 化石 は 、 生物 が 
進化 し た の で は な く 、 神 に よっ て 創造 され た の だ と いう 
こと を 明らか に し て いる 。 





アド ナン オク ター ル 





年 代 : 3 億 6 千 万 年 て 2 億 8600 万 年 前 
人 3 19 珍 シ デメ ター トル (6⑯。.1 イ ング) 10 セン デメ ーー トル 
(@⑥5 9 グラ ウリ 

ji92 8 2 の ミイ ンジ 、 レル ジン 、 礼 ナレ デメ 

BY 吉本 < 


3 億 6 千 万 年 て 2 億 8600 万 年 前 に 生息 し て いた シダ は 現在 生息 
し て いる も の と 全く 同じ も の で ある 。 これ ら の 植物 は 何 億 
年 も の 間 全 く 同 じ 突 で あり 、 神 の 創造 が 事実 で や る こと が 
60 の SUVmESS だ よい うこ と を 員 ら か に 9 る 。 


創造 の アト ラス 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
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カエ ル 


年 代 : 1200 万 年 前 
恒夫 く 選 人 久 ン ダ クー トド トル 240 ルン シグ) (18 セン ダク ター トル 


(6 グチ ) 
地域 チェ コ 共 和 国 、 北 西 ボ ヘミ ア 
虹 ) 還 交代 


カエ ル が 常に カエ ル の 姿 で 生息 し 続け た と いう 証拠 の 1 つ は 、 
この 写真 の 1200 万 年 前 の 化石 で ある 。1200 万 年 前 の カエ ル と 
現代 の も の と の 間 に は 、 何 の 逢い も 見 られ な い 。 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
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イタ リア 共和 国 で 発見 され た 化石 模 本 


イタ リア の 岩石 構造 は 、 古代 の ヨー ロッ パ の 一 部 地域 を 覆っ て いた 、 か つて の テ チ ス 海 の 海底 の 地質 構造 で 構 
成 さ れ て いる 。 地理 的 研究 に よれ ば 、 テ チ ス 海 は 1 億 6500 万 年 前 に は 地球 上 た だ 1 つの 大 陸 で あっ た パン ゲ ア 大 
陸 が 分 袋 す る こと に より 出現 し た も の 
で ある 。 多く の 地域 を 績 2 う テ チ ス 海 は 、 
当時 赤道 に 近かっ た た め 熱 帯 的 気候 
を 備え て いた と 考え られ て いる 。 地 中 
海 は 6500 万 年 前 に テ チ ス 海 より 発生 。 占う 
し た も の で ある 。 土地 が 隆起 する に つ ろ 綴 計 
れ 、 何 百 万 年 も の 長期 間 に わ た り 地 5 ー 
殻 の 変動 に より 北方 へ と 押し や られ て 
いつ た 。 

か つて テ チ ス 海 の 海底 で あっ た 
イタ リア の 岩石 層 に は 、 大 量 の 海洋 生 
物 の 化石 が 見 られ 、 す べべ て の 海洋 生 
物 は 突然 に 複雑 な 構造 を 持っ て 発生 
し た こと が わか る 。 言い 換え れ ば 、 生 
物 た ち は 無 か ら 創 造 さ れ た の で ある 。 
化石 に は 、 共通 の 祖先 か ら 進 化 を 遂 
げた よう な 形 了 跡 を 判断 で きる 材料 や 、 
生物 が 他 の 種 か ら 進 化し た よう な は 全 
くみ られ な い 。 ダー ウィ ニズム は 何 百 、 
何 千 も の 化石 記 録 の 前 に は その 面目 > 
を 失っ て し まっ て いる の で ある 。 “ | amraru 
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大 理 石 の 堆積 物 は 通常 海 席 や か つ 
て サン ゴ 礁 だ っ た と され る 山脈 の ふも 
と に 見 られ る 。 写 真 は 、 イタ リア の ア 
ルプ ス の 大 理 石 堆積 。 








創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハ ワ ャ 





イタ リア の モン テ ・ ボ ルカ の 化石 採掘 場 で 発 
見 され た 魚類 の 化石 
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モン テ ・ ボ ルカ で 行わ れ た 化石 発 握 


イタ リア の バタ ー ロ ッ ク キ ャ ニナ オン 
に は 、 二 晴 紀 (2 億 9 千 万 年 前 2 億 
4800 万 年 前 ) に さか の ぼる 岩層 が ある 。 
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ベ ペコ ヨッ ラテ 


年 代 : 600 万 年 前 
中 電 天 隊 有用 5 首 系 国 請 二 陸 細 放 箇 二 有 2 集 邊 長 軍 レ ン キア 月 | 
時 代 : 中 新 世 上 部 


へ ヘコ アユ ( 科 : Centriscidae) は 甲板 に 得 われ た 体 を 持ち 、 痛 びれ が 
天 つ て いる の が 特徴 で ある 。 号 真 の へ コア ユ は 600 万 年 前 の も の 
0 県 還 証 場 還 SYS 古 旧 / 特 偽 2 所 に いる 。 これ は 、 
ベー ルー2 還 過 年 の 間 全 交わ の (て いな の いこ と を 示 LU 放 お 
り T EPIA F 作 作 導 っ 貞 展 則 RM 用 UE の 年 と が 分 が る 。 
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創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
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タツ ノオト シゴ 


年 代 : 2600 万 年 前 

| 緒 二 」 つ 1 人 科 用 ー プ ド 還 有用 計 ) 
地域 : イタ リア 共和 国 

時 代 : 中 新 世 


休 百 万 年 も その 構造 が 変化 し て いな い タ ツノ オト 
シゴ は 、 ヨ ワウ ジワ オ 科 (Syngnathidae) に 属す る 生 
物 で ある 。 進化 論 に 対抗 する 多く の 生物 の うち の 
全 2D で うり . 仙 上 こま の グリル ロト ジン 列 の 化 独 編 
2600 防 年 前 の も の で あり 、 現 在 生 人 得する タツ ノ オ 
ジン ゴン と 条 舞 人 家 る ば 語る は な い , 


創造 の アト ラス 
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と 


年 代 : 4800 万 年 前 

本 幼 210. の ンダ メー ドル (7.7 イ ジン デリ 
地域 : イタ リア 共和 国 、 ベ ロナ 、 モ ン デ テ ボ ルカ 
時 代 : 始 新 世 


イタ リア で 発見 され た 化石 魚類 の 中 の 1 種類 が この ブリ で ある 。 写 
具 の 化石 は 、4800 万 年 前 の も の で ある 。 こ の 4800 万 年 前 の ブリ は 今 
目 生 鳥 し て いる も の と 全く 同じ も の で あり 、 稚 化 論 が 真実 で は な い 
こと を 示す ぬ もの で め る 、。 
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トン ボ の 幼虫 


2254AS 9 1 坊 加 誠 

靖 322 ミ ミリメートル (0L0 イ ング ) 2 99 ミリ メー トル 
ULS4 イ シラ リ ) 

地域 : イタ リア 共和 国 、 ビ ッ ト リ ア ・ ダ ル バ 、 ク ネオ 
地方 

EE 夫 本 IL 昌 本 


成虫 と 同様 、 ト ン ボ の 幼虫 も また 、 進 化 論 は 真実 の も 
の で 6 いこ と を 示 う 3? 。 竹 見 の 1F 有 万 年 曽 の ドド トン が の 
幼 是 と 現代 の 幼 是 に 違い は 全く 見 られ な い 。 これ は 、 
進化 論 が 単なる 作り 話 で し か な いこ と を 如 実 に 表し て 
や 人 る 。 


Fc の ア M ン 
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ヨウ ジウ オ 


年 代 : 2300 万 年 て 500 万 年 前 

人 2? 25 セ ンプ メー ドル (0 イ シ デ ) 

地域 : イタ リア 共和 国 、 パ ッ ギ オ ・ ベ ル ニ 、 マ レ 
ジン た っ 9 有 

時 代 : 中 新 世 、 メ ッ シ ニ アン 階 


タツ ノオト シゴ の 亜 目 で ある ヨウ ジウ オ は 体 の 構 
造 が 長 細く な っ て いる 。 こ の 魚 も また 、 進 化 を 人 否 
定 す る 生き た 化石 で ある 。 写 真 の ヨウ ジウ オ の 化 
石 は 2300 万 年 て 500 万 年 前 の も の で あり 、 現 在 の 標 
2 に どく 同じ 人 ⑮ の で あめ る 。 


創造 の アト ラス 
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グレ ー ト ブリ テン 鳥 で 発見 さ 
れ た 化石 標本 


グレ ー ト ブリ テン 島 で 発見 され た 最 古 の 化石 標本 は シル リア 紀 お よび デボン 紀 (4 億 4300 万 年 前 て 4 億 1700 万 年 

前 / 4 億 1700 万 年 前 て 3 億 5400 万 年 前 ) に まで さか の ば ぼる 。 異な る 種類 の 生物 の 化石 が プリ テン 島 で は 多数 発見 さ 

れ て いる 。 ブリ テン 鳥 の 地質 学 的 歴史 は 6 億 年 前 に さか の ぼり 、 過去 に は 、 熱 帯 気候 と 氷河 期 、 海 面 の 上 昇 、 火山 
の 噴火 そし て 侵食 な どの 事象 が 発生 し て いる 。 化石 の 多く は 国土 の 南 に 横たわる 層 か ら 発 掘 さ れ て いる 。 

地域 の 岩石 構造 か ら は 、 さ ま ざ ま な 特徴 が 見 て と れる 。 ドーセット 州 は 特に “ジュ ラシック コー スト "と 呼ば れる 海 

岸 線 で 有名 で あり 、 ジュ ラ 紀 の 岩 石 で 構成 され 、 多く の 化石 層 が ある 。 保存 状態 も 良好 で 、 詳細 が 確認 で きる 多数 

。  _ _ ご. の 生物 種 の 化石 が この 地帯 か ら 発掘 され て いる 。 これ ら の 化 

還 還 症 NRN 時 王 = 呈 ! つ 1 つつ は 、 生 物 が 何 百 万 年 も 変わ ら ぬ 姿 で あり 続け 、 決 し 


イマ ーー 
に im | 
8- 。 奏 一 


人 い | て 進化 し て する こと は な か っ た と いう こと を 証明 レ し て いる 。 
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テ : 記 
IT すす II すす II 1 
(中 還 ーー - ku 。 
hg I m 間 上 、 貞 l 四 
イギリス の クロ ッ ク ・ へ ヘイ 石切 り 場 は 、 化 石 の 採掘 場 と し て も 有名 で あ DC 
る 。 この 地域 で 発見 され た すべ て の 化石 は 、 進化 が 発生 し て いな いこ と 
を 示す も の で ある 。 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ノウ 





















ブリ テン 島 の その 他 の 地域 
の 化石 層 に は ラン カシ ャ ー が あ 
る 。 この 地域 最 古 の 化石 層 は 
石炭 紀 (3 億 5400 万 年 前 て 2 億 
9 千 万 年 前 ) の も の で ある 。 この 
年 代 の 海洋 生物 の 化石 が 多 
く 発 見 され て いる こと か ら 、 3 億 
| 4 千 万 年 前 ご ろ 、 こ の 地域 は 温 
I 暖 で それ ほど 深く な い 海 の 底 
WW 人 ら MIGIUDO 
ブリ テン 島 で 発見 され た 多く の 生物 種 の 化石 
は 、 ま た も や 生物 が 共通 の 先祖 か ら 進 化し た も の 
で は な く 、 生物 が 段階 的 に 進化 し た と 主張 され て 
いる 進化 論 は 、 無効 で や る と いう こと が 分 か る 。 他 
の 化石 と 同様 、 こ れ ら の 化石 も また 、 生物 が 進化 を 
遂げ た の で は な く 、 創造 され た の だ と いう こと を 解き 


間 





由 和 


































La 本 と ' を gt 
ii 
ss WW 
> st っ 吐 電 だ モエ ュ 






・ 還 。 
| 配 = 朋 
し 呈 
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昌和 イル | パロ ソル 
陣 還 証 023 に (YE 
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アド ケッ リク ター ル 





宮 に 隊 画 を 残す 化石 





アア ンー 


GE 吉本 7 を 

8 20 ミ リグ ダー ドル (UL ルイ シグ) 88 ミリ メー トル レル 。 史 3289 リタ メート ルル 4 イン ジグ) 
(OS リタ メー ドル (5 シダ リ 

il グレード ブリ デン 島 。、 ラ ン あ シャ ー、 ア ウィ カン 。、 グ クッ グ ヘ イイ 上 因 有用 9 肥 

2 2 邊 2 に 、 ドン ン ノレ クア ニア シン 、 ウ クウ ュ ミス トラ アァ アリ アン 4 クック マン ング アン 


2 2 トド 2 三 朋 0GUlosuie (2 ク ク ドリ ンク リク 7 の Nm 948 し で の ⑳。 与 更 


の 標本 は 、3 億 年 前 の も の で ある 。3 億 年 も の 間 変 化し て いな い カ ブ ト ガニ は 、 生 物 が 段 随 
的 に 進化 し た と いう 進化 論 の 主張 を 突き 崩す も の で ある 。 


Fc の ノン 
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クモ ヒト デ 


EN 8 ル 全 和久 委 骨 

| 人 S28 0 区 ン ラ メー トド ト /M0」I イ ング リョ 上沼 5 15 攻 シン デメ ー 
NAS ガリ (15 92 ンク ラッ ーー ド ト / ル 685 イング) 

5 2 グル バード トラ リデン 偶 、 ド ルル セッ ドド 、 デイ アク 

層 's プリ ンス パッ アン 、 下 ト デ 床 

抽 MC 2 シーク 5 


この 1 億 8 千 万 年 前 の 化石 は 、 ク モ ヒ ト デ が 2 億 年 も の 間 
全く 同じ で ある こと を 示す も の で ある 。 こ の 動物 は 、 現 
在 生息 する も の と 全く 違い が 見 られ な い 。 これ も また 、 
進化 論 の 無効 性 を 明らか に する も の で ある 。 


創造 の アト ラス 
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mW 
| 当年 議 軸 引 





オウ ムカ ガ カイ 


年 代 : 1 億 6700 万 年 前 

SS 22 ミ リタ ダード 2(0.6 イ ンダ リ 

地 。 グ レー ドブ リデン 島 、 レル ピッ トド ト 、。、 決 ポ 
時 代 : ジュ ラ 紀 、 イ ン フ フェリア ・ オ ー ラ イト 


オウ ム ガ イ は 、 最 初 に その 姿 を 現し た と きか ら ず っ 
と 形 を 変え て いな い 生 物 の 1 つ で ある 。1 億 6700 万 年 
前 の 化石 は 生物 が 何 億 年 も 突 を 変え て いな いこ と を 
示す 証拠 と な る 。 


Fc アノ 
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創造 の アト ラス 


ー 枚 具 


年 代 : 2 億 年 前 

人 症 3559 有 ング ダード トッ ルレ 
②2 イ シ ヂ ) 

6 > グ レー ドブ プリ デン 
ツジ シーン パン 
2 パー ザイ RI、 旨 シグ 
レン 


敵 和 0 3 ショ ラ 施 、 シ ボム 
ジグ 確 
現代 に 生息 する 二枚貝 
は 、2 億 年 前 に 生息 し て 
We の と 全く 同 半 
の で ある 。 他 の 生物 と 同 
様 、 二 枚 具 も また 、 創 造 
SL/e で き の 63 人 S く 同 
特徴 を 保持 し て いる 。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 





と アア 2 ヤレ ( 


年 代 : 1 億 6700 万 年 前 

生食? 20 ミ リ メ ー ド トル (9 イン ダリ ) 

iM ク グ レデ ドラ リア テ ン 島 。 レレ ロット 、 シ ャ ーー パーン シ 
Ve ン っ 二 の お 『 





現代 の オウ ム ガ イ は 、 何 億 年 も 前 の も の と 全く 同じ 特徴 を 有 し て いる 。 化石 
記録 は 、 長 い 歳 月 に も 関わ ら ず 、 変 化し て いな いこ と を 示 し て いる 。 言い 換 
先 ほ 、 会 く 進 修 し て いい と いう こと に な る 。 そ の 楓 お の 6) つ で ある この 
1 億 6700 万 年 前 の オウ ム ガ イ の 写真 が 、 こ の 事実 を 端的 に 表 し て いる 。 M 


創造 の アト ラス 








ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 








クモ 


年 代 : 3 億 年 前 

| 夫 ) 四角 5 ンク メート ルイ ンジ ダグ ) 
Mg グレ ーーN グ アリ デン 島 。、 ラ シカ シャ ー、 ア レツ イダ め 
ング 人 人 あ ソン 貞和 ジ SE の IE: 

層 : ノー スウ ィ ガ ン の ルー フ 頁 岩 4 フ ィ ー ト 石炭 層 
時 代 : 石炭 紀 上 部 、 ウ ェ ス ト フ ァ リ ア A、 ペ ン シ ル ヴ 
アァ デ / ンジ 


3 億 年 も の 長い 間 そ の 姿 を 変え て いな い ク モ も また 、 
進化 論 に と っ て 燈 付 的 な 爆撃 と な る 生命 体 で ある 。 進 
化 論者 の 主張 を 突き 崩す よう に 、 ク モ は 何 億 年 も の 昔 
93 代 く ぞ の 交え ん て 計ら ず 、 倫 く 兆 公 し て ゆい 導い 
の 7 。 


創造 の アト ラス 
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オウ ムカ ガ カイ 


年 代 : 1 億 6700 万 年 前 


is 3 40 ミ リタ ダー トド ト / ル UL 5 イシ デア) だ 。" か 
ja ジグ リー ドラ リア ン 介 、 レレ クセ ビッド 、 グ ー ド シィ フラ ラッ ドー っ 
R 2 ドック ご 


貞 導 NMN 5) ジ ショ ラル 作 、 インク リア ュ ー ラ イド 
現代 に 生 昌 する オウ ム ガ イ と 、 何 億 年 も の 昔 に 生き て いた も 


の と の 間 に 違 い は 見 られ な い 。 和 違い が な いと いう こと は 、 進 
化 が 全く 起こ っ て いな いと いう 証明 に な る 。 


創造 の アト ラス 
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5 ピア の 





ヒン ダイ 


年 代 : 3500 万 年 前 
地域 : Poland 
時 代 : 稚 新 世 


3500 万 年 前 に 生き て いた ヒシ ダイ と 現在 に 生き 残っ て いる ヒシ ダイ が まっ た く 同 じ で 
ある と いう 事実 は 、 進 化 論 が まっ た く の 嘘 で や る と いう こと を 確証 する 大 き な 証 拠 と 
な る 。 進化 論 を 文 持 する 証拠 と な る よう な 化石 は 、 過 去 150 年 の 間 、 古 生物 学 の 発掘 
に お いて ひと つも 発見 され て いな い 。 採掘 され た すべ て の 化石 は 、 生 物 が 進化 し て 
MVSU0 こ と を 記し て の いる の だ 。 


創 造 の アト ラス 
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アド ナン ・ オ クタ ー ル 





ロシア で 発見 され た 化石 標本 


シベ リア で 発見 され た 冷凍 状態 の 動物 に 加え 、 ロ シア で は 琉 垢 内 に 保存 され た 生物 の 化石 が 大 量 に 発見 され て い 
る 。 西 は ベル リン か ら 、 東 は ウラ ル 山 脈 ま で の 膨大 な 地域 で 発見 され て いる バル ト 現 坦 で 知ら れる 琉 班 が それ に あ た 
る 。 バル ト 琉 百 の 大 部 分 は 始 新 世 (5400 万 年 前 3700 万 年 前 ) 時 代 の も の で ある 。 

この 琉 坦 の 多く は 現在 、 ロ シア 国境 に ある サム ラン ド 地 方 で 発見 され て お り 、 平均 深度 は 地表 か ら 25m か ら 40m に 

も お よぶ 。 琉 垢 が 含ま れ て いる 層 は “ブル ー ア ー ス “と 呼ば れ て いる 。 
1000kg の 土 に 、 約 1kg の 琉 匠 が 含ま 

れ 、 数 百 kg ご と の 一 部 地帯 
し 9 志 昌 委任 ま かれ てい 










品 ュー 


ない 、。 本 un 
琉 末 が 形成 され た 時 


期 、 樹脂 の 産出 され た 
樹木 の 種類 に より 現下 
の 色 と 層 、 そ し て 物理 的 
特徴 が 異な っ て くる 。 最 ee 
も 古代 の 琉 再 と いわ れ 
る 標本 は 石炭 紀 (3 億 末 甘 
5400 万 年 前 て 2 億 9 千 
万 年 前 ) に さか の ぼる 。 こ 
の 年 代 の 琉 は アメ リカ 合 
衆 国 お よび グレ ー ト ブリ テン で 最も 頻繁 に 発見 され て 

いる も の で ある 。 

琉 暫 内 部 の 包含 物 が 現れ る に は 、 樹脂 に 生物 が 捕らわれ て か ら 2 つ の 連続 し た 重要 な プロ セス が 必要 と な る 。 まず 、 
気温 の 低下 や や 乾燥 な ど に よる 樹脂 の 硬化 。 次 に 樹脂 内 に と ら わ れ た 生物 の 腐食 で ある 。 樹脂 の 液体 と 混合 され る こと 
に より 特殊 な 構造 と な る 腐食 の プロ セス に より 液 
体 が 排出 され る 。 生物 の 体 は 風船 の よう な 泡 様 
の 構造 に 保存 され る 。 樹脂 が 琉 理 へ と 変化 する 
に は 、 非 常に 多く の 化学 的 、 地質 学 的 変化 が 加 
わる 必要 が ある 。 

科学 者 に と っ て 、 現 百 の 内 容 物 ほ ど 動 物 の 行動 
を 知る 重大 な 手がかり は な い 。 多く の 生物 の 標 
本 は 、 巣 に 食物 を 持ち 運 ぼ うと する 有 瞬間 や 、 防 
御 の 体 勢 を と っ て いる 瞬間 、 カ モモ フラー ジュ し て 
いる 瞬間 、 子供 を 守 ろ うと し て いる 瞬間 、 侵略 者 
に 立ち 向かお うと 化学 物質 を 発生 し て いる 朋 間 
な ど が 捕らえ られ て いる 。 すべ て の 標本 は 生物 
が 有 し て いる 特徴 が 何 万 年 も の 長い 間 変 わっ て 
いな いこ と を 示す も の で ある 。 言い 換え れ ば 、 進 
化 の プロ セス は 発生 し て いな い の で ある 。 


| 攻 司 Jlfm ド 
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凡 造 の アト ラス 


ハー ルン * ヤ ハウ ャ 


ボー ラン ド 共 和 国 で 発見 され た 


化石 標本 





バル ト 琉 班 が 発見 され て いる 国 の 1 つ に ポー ラン ド 共 和 国 が ある 。 採取 地 と し て は 世界 で も 豊富 な 琉 坦 バル ト 地 方 で 
採取 され る 琉 垢 に 閉じ 込め られ た 化石 は 、 平均 で 5 千 万 年 か ら 4500 万 年 前 の も の で ある 。 バル ト 琉 班 と その 他 地 域 


の 琉 理 と の 間 に 見 られ る 大 き な 特 徴 の 違い は 
含ま れ て いる 酸 の 種類 で ある 。 現 垢 酸 と し て 知 
られ る この 酸 は 、 始 新 世 の 時 代 (5400 万 年 前 て 
3700 万 年 前 ) に 生息 し て いた と され る 樹木 の 樹 
脂 内 で 発見 され て いる 。 

バル ト 琉 班 に 含ま れる 生物 の 多く は 分 足 動物 
で ある 。 ぜん 中 類 、 軟体 動物 、 さまざま な 春 椎 
動物 の 組織 化石 は 稀 に 見 られ る 。 これ ら の 保 
存 化 石 か ら も 、 ハ エ は 常に ハエ で あり 続け 、 チ 
ョ ツウ は 常に チョ ウ で あり 、 芋虫 は 常に 芋虫 で あ 
っ た こと が 示さ れ て いる 。 言い 換え れ ば 、 生物 
は この 長い 歴史 の 中 に も 全く その を 変え る こ 
と は な か っ た と いう こと で ある 。 その 点 で は 、 進 
修論 (6 天 きだ ツレ ンマ を 年 を る こと と ん の の で 
ある 。 時 に 獲物 や 幼虫 と 同時 に 捕らわれ た り 、 
時 に は 幼虫 の 時 代 に 化石 と な っ た これ ら の 生 
物 は 、 何 万 年 も の 間 、 同じ 世代 を 経て いる と い 
うこ と が 分 か る 。 進化 の プロ セス な ど 、 全く 経験 
し て は いな い の で ある 。 


バル ト 琉 弄 は 、 広 い 区 域 か ら 発 掘 さ れる 。 こ の 地域 
で 行わ れ た 発掘 作業 。 
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アド メッ カク ター ル 





メカ カ の 群れ 


年 代 : 4500 万 年 前 

S 編 2 29 ミ さき リ メー ドル (1 ユイ ング ) XX 7 ミリ メー トル (0 6 イィ インデ) 
iD 2 下 シ プ 2 作 。 カー リン グラ ーー 記章 成 

二村 5 と) 上 EN 


化石 記録 は 、 生 物 が 他 の 種 に 由来 し た も の で は な く 、 了 段階 的 に 進 
人 し 症 の で 信 交 いこ と を 郡 員 する も の で め る 。 4500 廊 全 困 の 史 有 め 
カ は 、 現 在 見 られ る も の と 同じ も の で あり 、 化 石 は この 事実 を 再 
度 明らか に する 。 


凡 造 の アト ラス 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





ファ スミ ッ ド (ナナ フシ ) の 幼 申 

年 代 : 4500 万 年 前 

659 9 思 肝 6。 パル ディ ッ ク 、 め ーー リョ ンク テー ド 
時 代 : 始 新 世 


カモ フラ ー ジ ュ の 名 人 、 ナ ナ フ シ は 木 の 枝 や 葉 に その 姿 を 
似せ て いる 。 木 の 枝 に と まっ て いる 姿 を 見 分 ける の は 非常 
に 困難 で ある 。4300 万 年 前 に 生息 し て いた ナナ フシ と 現在 
公 属 し の い 人 の ナ ナン シン 068 人 く 同じ あ 訂 で % 和 フラー ジュ を 
し 、 敵 か ら 身 を 守る 。 これら の 昆 申 の 構造 は 4300 万 年 前 か 
ら 和 全く 変 わっ て いな い の だ 。 これ は 、 進 化 が 発生 し て いな 
いと いう 証拠 な の で ある 。 





アブ ラム シ の 幼 忠 





働き アリ 、 ア フラ ムン の 幼虫 


年 代 : 4500 万 年 前 

司 條 20 ミ リタ メー トル 0. インプ ダ )X12 ミリメートル (04 イ ング )、 病 容 秘 2 ミ 
リ メ ー ト ル (0.07 イ ンチ ) 

地域 ロシア 運 邦 、 カ ー リ ニン グラ ー ド 地域 

1 本 と 2 り 症 


グリ 過 虹 の 県 つくり 、 60 で きこ ニー へ ( 作 りす る の ⑤ の 語 
類 を 持つ 昆虫 の 一 般 的 な 総称 で ある 。 各 種類 の アリ は 独 目 の 特徴 を 備え て い 
る 。 こ の 魂 理 の 中 に 含ま れ た 成長 途中 の アブ ラム シ は 働き アリ と と も に 化石 
化 さ れ た も の で ある 。 あ る 種類 の アブ ラム シ に は 、 ア デア リ の 餅 を 提供 する も の 
が あり 、 ア ブラ ムシ は 一 般 的 に アリ と 共生 関係 に ある と され て いる 。 

これ ら の 4300 万 年 前 の 生物 は 、 現 在 生 息 す る アリ と アブ ラム シ と 何ら 変わ り 
は な く 、 進 化 論 に よっ て 築 か れ た 主張 を 退け る も の で ある 。 


FOM 
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* ーー 。 商 記 二 うほ 生 | 一 議 | 1 
人 
』 旧 | | 


詳 gg 占 和 
の 時 | ir 





まま 





ニ グ モ 


年 代 : 4500 万 年 前 

人 8 表 | II2S リ タデ ドル 004 ング) ミリ メ デ トド 
2 ルレ 008 イ ング デリ グ ク 守 8 ミリ グー ドル 20」 リ インチ) 

i 間 0 0 ンプ 05 パル ディ ッ ク 、 ター リン シンク グラード 
時 代 : 始 新 世 


カニ に その 姿 を 似せ た クモ に は 2 千 以 上 の 種類 が ある 。 下 


坦 に 閉じ 込め られ た この カニ グモ は 、4300 万 年 前 の も の 
ぐ で め り ゆり 、 紀 全 の あみ グ ク ョ ょ 全 人 同じ で あめ る 。 


FE の 











ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


の 2 アル ング や アオ / ゆ まん | 

年 代 : 4500 万 年 前 

SO 2 具 57 ミリ タート クル (0 2 イン グリ 

MM 3 回 2 グ 0825、 ブ ツル クィ イッ ク 、。、 ーー リ ョ ンク フラ 
ー ド 

時 代 : 始 新 世 


タマ ワタ ムシ 科 に 属す る アブ ラム シ に は 羽根 が な 
い 。 ア ブラ ムシ の 和 宿主 植物 と な る の は 樹木 で あり 、 
葉状 植物 の こと も ある 。 写真 の アブ ラム シ の 幼 四 は 
4500 万 年 前 の も の で ある 。 ア ブラ ムシ と その 幼虫 は 
この 期間 全く 変わ っ て いな い 。 これ は 進化 論 を 崩壊 
きる も 0 で め る 。 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 





有 ラ ん 

年 代 : 4500 万 年 前 

5 た 吉富 ap 還る の (0 戸上 生 9 ク 邊 誠 語り 各誌 電 り 
ぷー ドド /409 イ ンダ ) 

iA 9 旧 0 グ ク 2 、、 パル ルレ ディ タク 、。、 ーー リ テン 
グラ ター ドド 

時 代 : 始 新 世 


他 の 多く の 主題 も さる こと な が ら 、 こ と 昆虫 の 
種 の 起源 に あっ て は 無力 な 状態 に 陥る 進化 論 
た ち は 、 下 百 内 の 化石 に つい て 科学 的 に 説明 す 
こと あ 准 で き 導 いで いる 。 これら の 往信 庁 人 方 、 
進化 が 発生 し な か っ た と いう 確固 と し た 証拠 と 
0829。 
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足 長 バ エ 


年 代 : 4500 万 年 前 

本 内 3 SIS ミ リタ デー ド ト / ル (0686 イ ンダ)、 中 
2 リ メ ー ド 0329( と ず ) 

MD 2 避 ( ジ ググ 2 パル イッ ク 。、 カー リロ 
2 ZN 

1 明和 /( ロ と 5 


の と や 選 遇 りあ 2 上 人 財 ( 山 且 C の 2 
を 隔て て も 同じ 特徴 を 備え 、 全 く 何 の 変化 
も 発生 し て いな い 。 こ の 種 は 4300 万 年 と い 
う 長 い 間 を 越え て 変わ ら ぬ 姿 を 保ち 続け て 
きた この 種 も また 、 進 化 論 を 合 定 す る も の 
で め ②。 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





ー 生計 








ep ク ZI の の 己 








スズ メ バ チ 


2 8 導入 則 
MM 9 下 シ ア 是 部 、 パ ルディ ッ ク 、 あ あー リ テ ン ク ヲ ラード 
2 本村 (と 5 上 


le 還 ゆ だ 二 月 還 人 還 EE の と 作 と 全 まり PKGS マ 日 芝 0( 旨 人 あ 形 
ペク パパ で あめ る 。 95 用 入 @ の | 間 全く ぐ その 次 る を 全 える 
こと の が の っ だ た スク ク パ デ 5 記 上 、 進 公 信 2 信 し て 5 らら 
ず 、 種 は 神 が 創 り 給 われ た こと を 示す も の で ある 。 


創造 の アト ラス 





GE 8 9 傘 山 | 

ji 3 2 グ 用 M。 パル ディ イッ ク 、。、 タ ーー リ 
ジグ ルン nen] 

BY 吉村 5 と | 目 


トビ ケラ の 幼虫 は 釣り 館 と し て 使用 され 
る 。 トビ ケラ は 何 万 年 前 の も の と 同じ 構造 
と 特徴 を 備え て お り 、 何 の 変化 も 見 受け ら 
2800。 己 の 85 壮 万 仁 瑞 ②@ 下 眉 グラ の (し 用 
は 、 生物 が 全く 変化 し て いな いこ と を 示す 
も の で ある 。 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 





85 人 RS 9 28068 計 誠 
中 0 9 避 シンプ j8M。、 パル チチ ィ タッ ク 、。、 め ーー リ ジン 
グラ ー ド 

本 本) 上 EI 


カワ ゲラ は 体長 $? て 10 ミ リ メ ー ト ル (0.1 て 0.3 イ ン 
チ ) で 、2 本 の 長い 触角 を 有 lP いる 。 幼 昨 は 人 釣 
り 餌 と し て 使用 され る 。 こ の 種 の 生物 も また 、 

長い 年 月 を か け て も 全く 変化 し て いな い 。 こ の 
写真 の 3 千 万 年 前 の カワ ゲラ は 現在 生息 し て い 
る 軸 ウ グラ と 会 く 周 じ や の で め る 。 


凡 造 の アト ラス 




















ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





コキ フリ 

48SMRS 3 0 コ 2 名 に 肖 

MD 5 上 下 3 ググ 二 計 KN。 ノ シル ディ ッ ク 。、 ーー リ と ご 
ンド 

時 代 : 始 新 世 





羽根 の 生え た 昆虫 と し て は 最も 古い 時 代 か ら 生息 
LC で ID る と どき ん て いる 旨 守 グリ 。 作 和 記 祭 / 注 計 に 
そ 3 億 $ 千 万 年 前 の 石炭 紀 の も の が 発見 され て いる 。 空 
気 の 流 れ な ど 、 ほ ん の 少し の 動き も 感知 する 敏感 な 触 
角 と 完璧 な 羽根 を 持ち 、 放 射 線 下 に も 耐え る と され て 
いる ゴキ ブリ は 、 何 万 年 も の 時 を 経て も 変わ ら ぬ まま 
で あめ る 。 この 9 方 制 の ヨコ ョ フン リ (8LNIE 作 き る ⑳ の 
と 何 1 つ 変わ や ら な い 。 
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ガ 


65 人 RS 人 加 
地域 : ロシア 連邦 、 パ ル テ ィ ッ ク 、 カ ー リ ニン グラ ー ド 
時 代 : 始 新 世 


ガ は チョ ウ に 似 た 昆虫 で ある 。 チ ョ ウ も が ガ も 鱗 翔 目 
(Lepidoptera) に 属す る 生物 だ 。 写 真 は 、5 千 万 年 前 の ガ 
で あめ る が 、 殿 才 の 5 の と 全く 合わ り 作 い 。 これ 太 計 寺 
し て も 生物 が 進化 に よる 影響 を 受け て いな いこ と を 確実 
に する 。 


FOM 


人 ツル: 


BY 導 生 の 5 

地域 ロシア 連邦 、 バ ルディ ッ ク 、 カ ー リ ニ 
ンク グ ラード 

時 代 : 始 新 世 


化石 記録 か ら は 、 進 化 論 者 の 仮説 に 対 し て 、 
虫 に は 初期 の 祖先 な どい な いこ と が 分 か 
9 。 8DSZUG PSMNZPE、。 の の 屋 5 
種 は 急 然 と すべ て の 特徴 を 備え た まま その 姿 
を 現し て お り 、 そ の 時 点 か ら 今 まで 全く 特徴 
を 変え て いな い 。 これ を 証明 する 証拠 の 1 つ 
居 。 二 6R で SS 人 人 (人 し で い 人 の の この 9 用 
年 前 の バッ タ の 化石 が あげ られ る 。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 








アド ナン ・ オ クタ ー ル 








BR 3 5258 明 訓 


上 選 2 避 ンプ ab、 ク ツル ディ ッ ク 。、 カ ター リ デ ング 


シン 
本 各 /GPiIaN 


この バッ タ は 5 千 万 年 前 の も の で あり 、 現 理 内 に 
保存 状態 と な っ て いた も の で ある 。 これ は 現代 の 
同じ 種類 と 全く 同じ も の で ある 。 こ の 種 の 昆虫 は 
何 千 万 年 と いう 時 を 隔て て も 同じ 姿 で あり 続け て 
MO の の で ある 。 進 介し た の で AA く 、 福 過食 
雪 2D62 つ 7 と で 0 どう こと だ を 多 記 る 。 
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馬 a 








本 
| 

8 DF28 

MD 9 選 マ / ア 9、 パ ソル クティ イッ ク 、 ーー リ ご ン 
グラ ー ド 

8 和 ja 


魂 理 に 保存 状態 と な っ て いる 5 万 年 前 の 芋虫 の 
標本 こそ 、 芋 虫 が 常に 芋 号 で あり 続け た こと を 
証明 する 証拠 の 1 つ で ある 。 何 万 年 と いう 時 を 経 
て いる に も 関わ ら ず 、 同 じ 特 徴 を 持ち 続け て い 
と の 斉明 / た ジム 才 受 中 |: 着 G あ ウ くま d 生 っ o222 に 
す 証 拠 で ある 。 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


圭一 

















アド ナン ・ オ クタ ー ル 


人 上 


2 人 R 2 5 | ] H 
地域 , ポーランド 共和 国 
時 代 : 始 新 世 








記 坊 全 委 証人 の ZNSE 選 人 合 本 信 き る の と の 周 休 
。 全 < く 人 則 @ 思 MY あの いい 。 こ の 生 画 の 玩 卓 選 介 京 
れ た 化石 の ハエ は 、 そ の 事実 を 証明 する も の で あ 
9⑳。 


FOM 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





人 上 


82RN 2 2 5 
地域 ボー ラン ド 共 和 国 
二村 5 と 


ハエ は 、 化 石 記録 に 突然 の よう に 現れ て いる 。 
ハエ の 大 き な 特 徴 の 1 つ は 非常 に 優れ た 飛行 能 
力 で ある 。 人 間 は 1 秒間 に 10 回 騰 を 上 下さ せる 
こと すら で き な い が 、 ハ エ は 1 秒間 に 500 回 も 羽 
ば た く こ と が で きる 。 さらに 両方 の 羽根 を 同時 
に 羽 ば た か せる 。 ほ ん の 少し で も 羽根 が 食い 違 
27C 0 ぐ で パ ラン を 肌 う こ と と 作る の 由 。 し な 
し この よう な 食い 違い は 絶対 に 起こ りえ な い 。 
も ちろ ん 進化 論 は この よう な 完 忌 な 構造 を 持つ 
生物 の 同時 的 瞬間 的 発現 を 説明 する こと は で き 
な い 。 これ は 神 の 創造 の 明確 な 証拠 の 1 つ な の 
で ある 。 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 





と LM 


人 BR SF 2 晶 同 
地域 ポーラ ンド 共 和 国 
本 本 |5 と 四 由 


この 3$ 千 万 年 前 の チョ ツウ の 化石 は 、 何 千 万 年 も の 長い 期間 


を 経て いる に も 関わ ら ず これ ら の 昨 虫 が 同じ で あり 続け 
だ こと ど と を 2S9 らち の で め る 。 


FOM 








ヨコ バイ 


年 代 : 4300 万 年 前 

RIIOSNR U リ メード (00 イン 2 ー SSM 
メー トル (0.3 イ ンチ )、 ヨ コバ イ : 4 ミリ メー トル 
(0.16 イ ンチ ) 

iM 9 避 ジア 明 衣 【M、 パ ルディ ッ ク 、ー リ ング 
2 

時 代 : 始 新 世 


真 は 、4300 万 年 前 の ヨコ バイ で ある 。 現代 に 見 
られ る 標本 体 と 何 の 違 いも 見 られ な い 。 こ の 完璧 
な まで の 相似 性 は 、 進 化 論 の 架空 の プロ セス な 
ど 、 全 く 起 こっ て いな いこ と を 示す 重要 な 指摘 で 
2 クル 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 








ガ 


年 代 : 4300 万 年 前 

候 ? 全 明 27 ミ リタ メード ルイ ンダ)、 由 人 ミリ 
ぷー ドレ M(07 イ シング) 

MNO 8 思 3ZZ 0 ブツ レデ イッ タク 、 クー リシン 
グラ ー ド 

時 代 : 始 新 世 


今日 の ガ は 何 億 年 も 音 か らら 生息 し て いる ガ と 人 
く 同 じ も の で ある 。 これ は 、 生 物 が この 世に 発 
生 し て か ら 全 く 変 わっ て お ら ず 、 進 化 の 過程 な 
ど 肖 SC いこ と を 示す 9 も 5 の で ある 。 胡 の 
4$00 万 年 前 の ガ の 化石 は 、 こ の 事実 を 提示 する 
も の で ある 。 





FE の 


ノミ バエ 


年 代 : 4300 万 年 前 
内 。 蒲 貴 , 全 時 2 ミリ メー トド ト 多 (009 インデ)、 則 ミ リ メ 
ー ト ル (0.5 イ ンチ )、 内 容 物 : 1 ミリ メー トル (0.01 イ ンチ ) 
ODM 2 回 ジブ プ 却 g 訓 。、 パ ルディ イッ ク 、 タ ター リョ ング ラー ド 
時 代 : 始 新 世 上 部 


400 万 年 前 の 化石 の ハエ は 、 進 化 論 が 架空 の プロ セス で あ 

り 、 実 際 の も の で は な いこ と を 解き 8 明かす 。 ダ ー ウ ィ ン が 
主張 する よう に 生物 は 祖先 と され る 共通 の 種 か ら 進 化し た 
の で は な く 、 進 化 の 甲 間 的 状態 な ど 維 て いな い の だ 。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
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の 

年 代 : 4500 万 年 前 

SS 3 6 過 59 ぎ ミリ ダード / ル (00.5 イ ンダ ) 
2 リ メ ー ト ルル (0、8 イ シン デ ) 
iPS2Z ガ BE 人 クツ ウレ クイック 。 カー リー 
ンク ラー ド 

時 代 : 始 新 世 


写真 の 4500 万 年 前 の 羽 ア リ は 現代 の 羽 ア リ と 
飼 く 同じ ぬ め ⑳ で あめ る 。 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





の へ 
人 丘 

ピー パ 
オド リバ エー 人 
年 代 : 4500 万 年 前 / 0 
ざり 寺 9 8 邊 892 ミ リ メ ー ド トル (2 イン シン デ ) 28 ミ と 
りー NAO0.9 イ ンジ リ ASA 2 ミリ タデ ー ド 2 グ リ / 
(0.01 イ ンチ ) | 
HMS 上 ジア 連名 、 パ ルディ ッ ク 、 カ カー リモ テン グ | ア 
ンジ 加 き / 
時 代 : 始 新 世 、 / 

NN シ 

生物 が どの よう に し て 発生 以来 全く 何 の 進 化 も 経 ーー 


ず に 同じ 特徴 を 保持 し 続け て いる か を 示す 例 の 1 つ 
が 、 こ の 4500 万 年 前 の オド リバ エ の 化石 で ある 。 
RC の ZI NR の と 公 く 同 太 の 9 の 2 2 
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プ プリ 
カ お よび 忠 東 で 発 
見 され た 化石 様 本 


ma 7 Ya 3 “ 








モロ ッ コ で 発見 され た 化石 標本 


モロ ッ コ で は 、 異な る 年 代 の 大 量 の 化石 が 発見 され て お り 、 中 で も 4 億 年 前 の 三 業 虫 の 化石 が 有名 で ある 。 アト 
ラス 山脈 や その 他 地 域 で 行わ れ た 発掘 に より 、 モロ ッ コ の 峡 富 な 化石 層 が 明らか と な っ た 。 
モロ ッ コ で 最も よく 発見 され る の は 、 ウ ニ の 化石 で ある 。 ウニ は 北 紫 ウニ の 一 般 的 総称 だ 
が 、 実際 は た くさ ん の 種類 の 海洋 無 春 槍 動物 の 呼び 名 で も ある 。 通常 は 海底 に 生 上 昌 し て 
いる この 生物 に は 800 種 類 以 上 が 見 られ 、 化石 で は 4500 万 年 前 の も の が 発見 され て 
いる 。 ソニ は 5 億 年 近く も 昔 か ら 、 複雑 な 体 構造 と 完璧 な メカ ニズム を 持ち な が ら 
生 品 し て いた と され て いる 。 これ は また も や 進化 論 を 打ち 崩す こと と な る 。 完 Page 
全 に 発達 し た 構造 を 持つ この 生物 は 、 進 化 論者 が 生命 体 は 非常 に 原 Mar 
始 的 で あっ た と 主張 する 時 代 に 生 忠 し て いた も の で ある 。 多く の 種 
類 は 現在 に も 生 上 中 し て お り 、 同じ 体 構造 を 有 し て いる 。 何 千 万 
年 と いう 時 代 に も 関わ ら ず 、 全く 変化 し て お ら ず 、 進 化 の 過 











程 を 経て いな い 。 


1 二 月 5 
(上ル 






。 Mi rpm 





昌 
中 穫 」 FI TEE9.1HN 





アト ラス 山脈 は 、2400km に も 及ぶ 広 
い 男 囲 に 化石 層 を 有 し て いる 。 最高 
峰 は 、 標高 4167m の トゥ ブ カ ル 山 で あ 
る 。 アト ラス 山脈 は 、 何 億 年 も 前 に 、 
アメ リカ 大 陸 と アフ リカ 大 陸 が 衝突 し 
た 際 に 形成 され た と され て いる 。 北米 
の アパ ラチ ア 山 脈 は 、 同 様 の 地質 的 
運動 に よっ て 形成 され た と され て い 
る 。 





凡 造 の アト ラス 


ハー ルン ヤバ ハウ ャ 








全 


1 億 4600 万 年 こ 6500 万 年 前 の ダ ツ の 化石 。 現代 
の ダ ツ と の 違い は 全く な い 。 」 
1 上 。 ] 時 ai 














アド メン カク ター ル 





pm 


年 代 : 1 億 4600 万 年 て 6500 万 年 前 
る 結 さ 反 人 1 到 ン と デメ タデ トル レル (@ 2 イン デリ) 
地域 Ma 人 和 0 Ng) 

層 : ウニ 床 

本 全量 


25 の 主 ち 個 向 用 息 ぬ 3 選 し で い 況 ちの 間 ( に 、 会 く 同 の 228 の 2 り 6 叙 
い 。 こ の 写真 の 化石 の ウニ は 1 億 4600 万 年 て 6500 万 年 前 に 生息 し て いた も の で あ 
る 。 こ の 化石 か ら も 、 生 物 が 進化 し た の で は な く 、 神 に 創造 され た その 日 か ら 同 
じ 特 徴 と 構造 を 持ち 続け な が ら 現 在 ま で 生き 続け て きた こと が 分 か る 。 


FOM 
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放し | 
アド ナン ・ オ クタ ー ル 





三 葉 申 


ae 語 本 4 語 あ 93 こも 16 后 還 5E ヨ : 
人 5 セン チタ メー ドル (2 イン デ ) 
n 員 9 S 叶 避 め グ プ ド ト ラ ダバ 由 碑 

時 代 : デボン 紀 


1 民 記 二 BE の の と | コロ 邊 昌 4 の 佑 還 め ミ =9=1I クル 2 人 ま ど 人 1T/ ク 1 の 主導 の 
る 。 複雑 な 構造 と 発達 し た 組織 を 有する た め 、 ダ ー ウ ィ ニ スト は こ 
れ を 説明 する こと が 難し く な っ て いる 。 こ の 生物 は 化石 記録 と し て 
5 億 年 前 ご ろ 複 雑 な 目 の 構 造 を 有 し た まま 和 突然 出現 し て いる 。 こ 
は 進化 論 で は 説明 する こと が 不可 能 で ある 。 三 葉虫 が 、 他 の 生物 と 
同様 、 神 に よっ て 創造 され た と いう こと は 明らか で ある 。 


凡 造 の アト ラス 
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アド ナン ・ オ クタ ー ル 





の 


年 代 : 1 億 年 前 

同 編 3208 き メー トル (079 イン ダリ) 。 避 閉 >8 き ミリメートル 
(CZ2 レ レン と う )XIS8 き リタ メード ト (72 イシ ダグ) 

MD 9 SR 2 ラー クタ な リア ッッ ク ター スズ 

時 代 : 白亜 紀 


体長 203 ミ リ メ ー ト ル (7.9 イ ンチ ) の この 成魚 は 、 姿 が その まま 
細か い 部 分 まで よく 保存 され て いる 。 1 億 年 前 に 生 師 し て いた 
ダ ツ と 、 現 在 生 息 し て いる も の と の 間 に 違 い は な い 。 ダ ツ は そ 
の 次 を 変え ぬ ま ま 何 万 年 と いう 吉 月 を 生き 延び て き て お り 、 進 
2 た 必 し ぐ 半 い こと を 居 し て めい る 。 


FOM 
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アド ナン ・ オ クタ ー ル 





年 代 : 4200 万 年 前 

RSS 区 グ ラク メー ド ト 229 イ ンダ ) 
ji 3 で 選 2 紀 。、 タ ノル ルド 旨 記 シシ 
層 2 多用 オー テーブ ク 層 

時 代 : オレ ルド ビス 紀 


表皮 に と げ を 持つ 刺 皮 動物 門 (Echinodermatay の ヒト デ は 、 何 百 万 年 も 
その 種 を 存続 させ て き て いる 。 4200 万 年 前 の ヒト デ は 、 今 日 生息 し て 
いる も の と 同じ 特徴 を 備え て いる 。 この 事実 は 進化 論者 に は 決し て 診 
明 す る こと が で き な い 。 生物 は 進化 し て いな い が 、 創 造 さ きれ た こと を 
RU Un の の 7 


FE の 








ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
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に 許 : 


年 代 : 4 億 年 前 
上 届 5 5 年 避 ご 
1 際 人 の 人 に ン グ 


化石 記録 は 、 進 化 論 を 全く 支持 し て いな い 。 それ と は 反対 に 、 地 層 の 化石 記録 を 
精査 すれ ば 、 生 物 が 急 に 発生 し た こと が 分 か る 。 生物 の 化石 が 発見 され て いる 最 
古 の 層 は カン ブリ ア 紀 時 代 に さか の ぼる 。 これ は お よそ る $ 億 3 千年 も 弟 の 時 代 で あ 
る 。 こ の 地層 で よく 発見 され て いる 化石 の 1 つ は 、 こ の 三 葉虫 で ある 。 $ 億 3 千年 
前 の 世界 で は 、 三 業 は 多く の レン ズ で 構成 され る 目 を 有 し て いた 。 こ れ は 獲物 
を 目指 し て 泳い だ り 捕 獲 す る こと が で きる 非常 に 便利 な 優れ た 構造 で や る 。 こ の 
復 雑 な 構造 は 進化 論 に 深刻 な 打撃 を 与え る こと に 一 役 買 っ て いる 。 


FOM 
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「 リ ー 


年 代 : 1 億 4600 万 年 て 6300 万 年 前 
QMS 39 攻 ジン ラ ター ド ト / ノ (UL2 イ ンチ) 
地域 モロッコ 

層 : ソニ 床 

時 代 : 白亜 紀 


ウニ の 最 古 の 標本 は オル ド ビ ス 紀 に さか の ぼる 。 $ 億 年 と い 


大 \\ 邊 月 民 め 写り 、 全 くく 閥 人 必 し て の いない 。 これ 店 クウ が 館 
條 し CS いと いう こと を 誠 明 る の で あめ る ②。 


FOM 





pm 


年 代 : 900 万 年 前 て 7200 万 年 前 
生 28 ンジ ク ター ドル ング) 
5 2 邊 区 必 叫 。 ミ ドレ ラッツ ド 

時 代 : 自 亜 紀 後 期 


何 千 万 年 も 前 に 生息 し て いた ウニ は 、 現 代 に 
生 人 邊 する も の と 何ら 変わ る と ころ は な い 。 少 
な く と も 7200 万 年 も の 間 、 構 造 的 に は 全く 変 
化し て いな い 。 こ れ は 進化 論 が 間違い で ある 
こと を ボ す の で あめ る 。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
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ym 


年 代 : 9300 万 年 前 て 7200 万 年 前 

村 020 セン デメ ー ド トル (16 イ ンプ )X45 セ ンダ メー 
ZS4 シダ ) 

MM 2 3 記 選 ツン 旨 、 グ オー ズ 

時 代 : 白亜 紀 後 期 


9300 万 年 前 7200 万 年 前 に 生息 し て いた ウニ と 現代 
居 角 放す る 性 る ぐ で 回 の 9 め り 5 見 ら 衝 の いい 。 側 
千 万 年 も の 若 か ら 全く 姿 を 変え て いな い ウ ニ は 、 生 
物 が 進化 し な か っ た こと を 証明 する も の で ある 。 


FOM 
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還 呈 


本 IE 押 
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「 リ ー 


で RY 吉本 

MM 想 旧 輝 細 、 ダ ダ 州 
層 : 大 陸 砂 岩 堆積 

2' 二 位 呈 上 Ei 


必 喧 、E ド 之 、 ウ ミー ヨリ 、 プ で 5 の どの 仙人 
すべ て 刺 友 動物 門 (phylum Echinodermata) に 
属 和 る 生物 で ある 。 5 信 年 8 さい 2 う 長い 年 月 を 
生き 延び て きた ウニ は 、 進 化 論 に 大 き な 打 撃 
を も た らし て いる 。 これ ら の 生物 の 構造 は 長 
い 年 月 全く 変化 し て お ら ず 、 生 物 が 他 の 生物 
種 か ら 簿 次 的 に 変化 し た と いう 進化 論 の 主張 
を 退け る 。 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 





# = = ロ 記 1 
ド に 1 
| 由 春 ょ 。 
時 





回 5 中 


年 代 : 5 億 年 前 4 億 4 千 万 年 前 

| 意 * 80 セン デメ ー ド トル (8.4 イ ンダ デ ) 
! 旧 届 6 の ミ 講 局 ツ 己 

還 時 交 人 ムン 2 アタ リン = 

時 代 : オル ド ビ ス 紀 


この ヒト デ の 化石 は 、 約 5 億 年 前 の も の で ある 。 人 徹 細 な 特徴 まで が 非常 に 良好 な 状態 で 保 
存 さ れ て いる 珍し い 標本 で ある 。 ヒ ト デ の 特徴 で ある 5 本 の 腕 は 、 現 代 に 至る まで 全く 変 
化し て いな い 。5 億 年 前 の ヒト デ と 現在 の ヒト デ の 間 に は 全く 違い は 見 られ な い 。 他 の 無 
数 の 化石 と 同様 、 こ の 生物 も また 進化 し て お ら ず 、 何 億 年 も の 長期 間 変化 し て いな い 。 
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年 代 : 9500 万 年 前 て 7200 万 年 前 
本 編 12。 5 区 ンダ メ ー ド ルイ シテ) 
UM 2 寺 必 ヨ 。、 ミ ドレ ッ ド 

時 代 : 白亜 紀 後 期 


9500 万 年 前 て 7200 万 年 前 に 生息 し て いた ウニ は 進化 が 発生 
し な か っ た こと を 証明 する 無数 の 化石 の 中 の 1 つ で ある 。 
これ ら の 化石 は 現在 の ウニ と 全く 同じ で あり 、 同 時 に 神 の 
創造 を 証明 する も の で ある 。 





FE の 4 








ye 


年 代 : 1 億 4600 万 年 6500 万 年 前 

RS 909 プン ラク ター ドル JL54( シン ダリ 
ja 2 3 可 め 

層 : ワニ 床 

時 代 : 白亜 紀 


1 億 4600 万 年 6500 万 年 前 の モロ ッ コ の ウニ 床 で 発見 さ 
れ た この ウニ の 化石 は 、 神 の 創造 を 証明 する 無数 の 証明 
の うち の 1 つ で め ある 。 今 骨 の ゆみ = と 合計 訪 負 衣 の みこ と 
の 間 に 居 い は 全く 見 られ な い 。 
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レバ ノン で 発見 され た 化石 標本 


レバ ノン の 地質 学 的 構造 は 白亜 紀 か ら ジ ュ ラ 紀 
(1 億 4600 万 年 前 て 6500 万 年 前 、2 億 800 万 年 前 て 
の さか の ぼる 。 レバ ノン で 探 
取 さ れる 化石 は これ ら の 時 代 の も の で ある 。 
特に 、 PD は 化石 の 保存 に 適し て 
いる 堆積 君 か ら 成 っ て いる 。 地表 に 近い 岩層 は 、 大 
量 の サン ゴ と 海綿 床 、 ジ ュ ラ 紀 の 甲 殻 類 か ら 構 成 さ 
れ て いる 。 白亜 紀 の 海 洋 化 石 に 加え 、 琉 坦 お よび 
植物 の 化石 も また 採取 され る 。 

レバ ノン の 化石 床 は 、 世界 で も 最も 重要 な 化石 
の 産地 で あり 、 特に ハジ ョ ー ラ 、 ハー ケル 、 アンナ ム 
ラ で は 化石 が 量 富 で ある 。 250 種 類 以 上 の 急 類 の 
化石 が これ ら の 層 か ら 発 見 され て お り 、 そ の うち の 
150 種 以上 ( も 2 の 0 
見 され た 春 椎 動物 の 化石 は 通常 、 新生 代 (6500 万 
年 前 現代) の も の で ある 。 
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化石 層 が 豊富 な ハ キ ー ル で 行 
われ た 発掘 は 、 進 化 論 が 根拠 
の な い 理 諭 だ と いう こと を 見 せ 
付け る も の で ある 。 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


これ ら の 化石 は すべ て 、 
生物 は 何 千 万 年 も の 間 全く 変 
わっ て いな いこ と を 示し て お 
り 、 進化 を 遂げ て いな い 。 化 
石 記 録 は 、 何 千 万 年 も の 間 存 
在 し て いる 生物 が 現代 見 られ 
る も の と 全く 同じ も の で あり 、 ダ 
ー ウ ィ ニ スト の 主張 を 無効 と す 
る 。 これ ら の 科学 的 発見 は 生 
物 を 創造 し た の は 、 進化 で は 
な く 神 だ と いう こと を 明らか に し 
の Ob 





レバ ノン で 発見 され た 1 億 4600 万 年 前 6500 万 年 前 の エビ と 魚 
類 の 化石 





化石 に 損傷 を 与え な いた め に も 、 化 石 を 含ん だ 岩 は 慎重 に 砕 か な く て は な ら な い 。 上 の 写真 は 、 
ハ キ ー ル の 発掘 現場 と 現場 で 行わ れ た 調査 の 様子 で ある 。 
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サメ 


年 代 : 9500 万 年 前 

iM 5 U60 ミ きり メデ ドル (0 インチ デ ) 。 思潮 5208 ミ リ メ ター トル (6 イ ジジ 
(195 き 上 リ あ 王 ト 205.9 イ ング ) 

人 台 5 り 12 パ ノン 、 の 人 ル 

本 電 軒 記 旭 ilL 測 国人 ペー アン 


この サメ の 化石 は 、 ひ れ と 軟骨 の 骨格 の 大 体 の ディ テー ル が 保存 され 
て いる 。 これ も また 生物 が 進化 し な か っ た と いう こと の 証拠 と な る も 
の 7 陣 5 当 = の: 二 | 軒 肪 朋 3IIK 寺 た 則 還 KN の Jl5E 和 0 昌 2 ら 
が L2SU 
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ウナ ギ 


年 代 : 9500 万 年 前 

寸法 : 58 ミ リ メ ー ト ル (2.2 イ ンチ ) (直線 に し 
た 場合 )、 母 娠 : 56 ミ リ メ ー ト ル (2.2 イ ンチ ) X 
65 ミ リ メ ー ト ル (2.5 イ ンチ ) 

地域 レバ ノン 、 ハ キー ル 

時 代 : 白亜 紀 中 期 、 セ ノ マ ニ アン 中 期 


ウナ ギ 目 (Anguilliformes) に 属す る ウナ ギ に は 
400 以 上 の 種類 が 存在 する 。 何 百 万 年 も 全く 変 
わら ず に いる その 姿 も また 、 進 化 論 の 無効 性 を 
明らか に する 。 


凡 造 の アト ラス 
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アド ナン ・ オ クタ ー ル 


アル 


年 代 : 9500 万 年 前 

寸法 : 胸 E レ 幅 28 ミ リ メ ー ト ル (1.1 イ ンチ ) 、 全 長 47 ミ 
リ メ ー デ ー ド トル UL84 イ ンチ) 、 癌 用 76 ミリ メー トル (2. 9 イ 
ジル 0 0 ミリ クー ドル 6 し の ) 

順 員 5 1 ンク パ ノン 、 の ポー デル 

時 代 ・ 自 悪 紀 中 期 、 セ ノ マ ニ アン 中 期 


この トビ ウオ の 化石 は 、 現 在 生 島 す る も の と 全く 同じ も 
の で あり 、 生 物 が 進化 の プロ セス を 経て いな いこ と を 証 
明 す る も の で ある 。 こ の 秦 椎 動物 は 、 全 く 変 化 せ ず に 現 
NBS NISES/ABONGS DD の 9 こ /0060 グ クー クィ イニ ー バ の の 
礎 で ある “段階 的 移行 進化 "の 主張 を 突き 崩す 。 
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アド ナン ・ オ クタ ー ル 世 罰 








4 ウル ァ ん だら 


年 代 : 9500 万 年 前 て 7200 万 年 前 

本 肖 05 用 シン デ メ ター トル (6 5 イジ ン デ ) 
純 2 8 2 マノン 。 パ デー ソレ 

ge 押 軍 BEiU5G 四 mi 


ホウ ライ エン ツン は 、 主 に 熱帯 の 水中 に 棲み 、 何 
千 万 年 も の 間 全 くそ の 姿 を 変え て いな い 。 ホ 
ウラ イィ イ ギ ノ の (人 導 全 の ず パ て で てこ の 2 代 久 付則 記 有 あ 
年 も 構造 を 変え な いで 生き て きた こと を 示し 
て いる 。 進化 論 で は これ を 説明 で き な い 。 ホ 
ウフ イエ ツン も また 、 神 の 創造 の 事実 を 証明 し 
て の ⑳ の 江 。 
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回 語 


年 代 : 1 億 2700 万 年 前 て 8900 万 年 前 

本 2 計 2 当 1U 攻 シン デ グー トル (90.2 イ シン デリ) 10 9 セン デメ デー トド トル (LU38 イ ンダ) 
地域 レバ ノン 、 ハ ジュ ー ラ 

時 代 : 白亜 紀 中 期 、 セ ノ マ ニ アン 


この 標本 は 、 化 石化 され た エビ と 2 匹 の 化石 化 さ れ た 魚 で ある 。 魚の ひれ と 骨 の 構造 
は 良好 な 形 で 保存 され て いる 。 エ ビ は 節 足 動物 (phylum Arthropoda) に 属し て いる 。 
最 古 の 化石 は ジュ ラ 紀 (2 億 800 万 年 1 億 4600 万 年 前 ) に さか の ぼる 。 これ ら の 化石 は 
進化 の 中 間 有 段階 を 維 て お ら ず エビ が 何 百 年 も 前 か ら 全 く 変 化し て いな いこ と を 示し て 
いる 。 言い換え れ ば 、 進 化し た の で は な く 、 神 に よっ て 創造 さき れ た の で ある 。 
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アド ナン ・ オ クタ ー ル 








トビ ウオ 


で 8 吉本 

al 3 AOZO の 26 ミ リ メ ダー ドル イシン グリ)、 傘 胡 120 ミ リ ダ メデ ト ドル (4 7 イン デ ) ) 記 幅 
IOSN リ メー トル イン プチ) 9 ミリ メー トド トル (0 ルイ ング ) 

人 MM っ レバ ノン シン 、 ハ ポー ル 

山地 計 選 上 E:W0aa Em 上 還 人 ニン 


この トビ ウオ の 化石 は 、 ハ キー ル の 上 頁岩 堆積 物 で 発見 され た も の で ある 。 こ の 偽 は 保存 状 
聴 が 非常 に 良く 、 内 部 の 特徴 を 詳細 に 観察 する こと が で きる 。 負 の 大 き さ は 作 長 12 cm、 
ひれ は 26 mm の 長 さ に も な る 。 何 千 万 年 も 前 の トビ ウオ と 現代 の も の と の 間 に 違 い は 全く 
県 選好 開い 。 これ 大 、 こ の 和佐 釣 半 人 人 改 し た だ の で 僅 導 く 、 創 汗 き ん 症 の 視 と いう こと を 耕し 


て 06。 
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トビ ウオ 














年 代 : 9500 万 年 前 7200 万 年 前 

愉 82.5 セ セン ララ メートル インデ) XX ん 5 ビシ デメ デー トル 
JlL( イ ンチ) 2 過 6 名 セン シダ メー デー トル (6. 4 イン グ ) (8 と と 
プラ メー ドル (92 イッ クラ ) 

MD g レバ ノシ の 、 アク 二 欠 、 ハ ジョ ー ラ 

時 代 : 自 亜紀 上 部 


生物 が 次 的 に 進化 し た の で は な いこ と を 証明 する も の に 、 
この 写真 に 示さ れる トビ ウオ の 化石 が あげ られ る 。 こ の 写真 
の トビ ウオ は 、9500 万 年 前 て 7200 万 年 前 に 生息 し て いた も の 
で あり 、 現 代 に 生息 す る トビ ウオ と の 間 に 和 違い は 見 られ な 
い 。 こ の 種 の 魚 は 、 羽 に 似 た 胸 び れ と 長い 尾 を 有 し 、 水 面 
民 を 江 る よう ジャ ンク で きる 。 
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アル た 


年 代 : 9500 万 年 前 て 7200 万 年 前 
司馬 S 0 め 攻 シ デ メタ メード トル (0 インデ) 
側 司 っ レバ パ ポ ノ ン 、 導 ー ル 

時 代 : 白亜 紀 上 部 


他 の 人 鍋 類 の 化石 に 並 め ウナ ギ の 化石 。 ウ ナギ は 通常 浅瀬 に 生息 し 、 ウ ナ 
ギ 目 (Anguilliformes) に 属す る 。 ウ ナギ に よっ て は 、 深 海 ( 水 深 4 千 m) に 
棲む も の も ある 。 サ イズ は 10cm か ら 3m に お よぶ ぶ も の まで さま ざま で 、 体 
重 は 65kg に まで 達する こと が ある 。 こ の 化石 化 さ れ た ウナ ギ は 、 現 代 に 
生息 する ウナ ギ と 何ら 変わ る こと は な い 。 9500 万 年 前 て 7200 万 年 前 か 
ら 、 和 全く 変化 し て いな い の で ある 。 これ は 、 こ の 生物 が 進化 の 過程 を 経 
て いな いこ と を 証明 する も の で ある 。 
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アシル た 


年 代 : 1 億 4600 万 年 6500 万 年 前 

HMS 9 8 攻 グ ラグ デー トド トル 6 2 イィ イング) 人 II ング メー ドル 060 インテ) 
削っ > レポ ノン 、 の ジョ ー ラ 

員 3 帳 量 縮 員 前半 、 衝 ノ マ ー ア ジン 


この ウナ ギ は 、 体 長 8 cm X 15 cm で ある 。 こ の 化石 の 頭 部 は 非常 に 良好 な 状 
態 で 保存 され て お り 、 体 部 に いた っ て も 詳細 に 描き 出さ れ て いる 。 ウ ナギ は 
個 叶 あの の 衣 人 か ら 28 過 し て さき さて いる 8、 別 人 (26 委 す る た と 食 会 く 
変わ ら な い 。 写真 の 1 億 4600 万 年 前 6500 万 年 前 の ウナ ギ は これ を 証明 する 
も の で ある 。 
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アド ナン ・ オ クタ ー ル 


写真 の 陸 画 と 陽 画 、 対 に な っ 
た 化石 は 7500 万 年 前 の も の で 
ある 。 


サメ 


年 代 : 7500 万 年 前 
器 2 S ZZ ノン 。 ビク 上 作 パン ュー ラク 
半 W 2 自 環 雇 、 勿 ノ マ テ アシ 


サメ の 化 有 は レバ ノン の 山間 部 で 顔 繁 に 発見 きれ て いる 。 軟骨 人 魚 繝 (cartilaginous 
class) に 属し て いる 。 軟骨 魚の 骨格 は カル シウム を 含ま ず 、 軟骨 組織 で 構成 され て い 
る 。 カルシウム を 含む 部 分 は 歯 の み で ある が 、 時 に 硝 椎 に も 含ま れる こと が ある 。 こ の 
理由 か ら 、 サ メ の 歯 の 化石 は 骨格 より も より 多く 発見 され て いる の で ある 。 

現在 発見 され て いる 最 古 の サメ の 化石 は 、4 億 年 前 の も の で ある 。 他 の 生物 と 同様 、 こ 
れ は 、 サ メ が 何 億 年 も 同じ 姿 で い 続 け て いた と いう こと を 示し て いる 。 進化 論者 の 主張 
と 反し て 、 サ メ は 他 の 種 か ら 進化 し た も の で は な く 、 和 完璧 な 構造 を 持ち な が ら 一 瞬 に し 
て この 世に 現われ て いる 。 言い換え れ ば 、 生 物 は 創造 され た の で ある 。 
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セミ エビ 


年 代 : 9800 万 年 前 
痕 MM 3 レク マノン 
BR' 二 億 呈 記 1 


5 有 細っ 作り 性 明 ME 応 る 記 山 み み 【 の コン / 折 @ 
ある 。 体長 は 約 40 と 45cm。 現 代 に 生息 する セミ エビ は 、 何 百 万 年 も 前 の 
特徴 と 同じ も の を 備え て いる 。 長 い 期 間 を て も 、 ほ ん の 少し の 違い も 
財 選 2280 いい 。 こ の 写真 (見 られ る 9800 万 生還 めき の (し 外 大 、 こ の 
に 上 る あき 誠 く ウル る 所 
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マダ ガス カル 共和 国 
で 発見 され た 化石 標本 





世界 で 4 番目 に 大 き な 島 で ある マダ ガス カル 共和 国 は 、 東 アフ リ 
カ 沿 岸 か ら 離 れ た イン ド 洋 に 浮か ぶ 。 この 地域 に は 、 世界 の 動植物 
種 の 5% が 生 上 し て お り 、80%6 が マダ ガス カル 共和 国 に し か いな い 生 
物 で ある 。 この 島 の 東部 海岸 に は 短く 切り 立っ た 絶 克 が ある 。 北部 
ツア タナ ナ に は 山間 部 が あり 、 山々 に は 火山 性 の 地帯 も ある 。 

地質 学研 究 に よれ ば 、1 億 6500 万 年 前 に は 、 マダ ガス カル 共和 | 
国 は アフ リカ の 一 部 だ っ た が 、 後 に 大 陸 か ら 切 り 離 され た の だ と い 四 
う 。 この 地域 で 発掘 を 実施 し た 古生物 学者 は 、 中 生 代 (2 億 4800 万 年 we 
前 て 6500 亡 年 前 ) の 烏 類 、 貴 基 類 、 海 洋 生 物 の 化 右 を 大 量 に 発見 5 
し て いる 。 で 

その 他 の 化石 の 発掘 と 同様 、 マ ダ ガ ス カル 共和 国 で 採集 され た 
化石 も また 、 進化 論 と 化石 記録 の 間 に あ る 矛盾 に 光 を 当て る も の で 
あっ た 。 進化 論 で は 、 種 の 起源 を 説明 する こと が ほとん ど 不 可能 で 
ある と いう こと を 、 こ の 化石 は 証明 する 。 突然 に 地質 層 に 出現 し た 生 
物 種 、 そ し て 何 千 万 年 も 姿 を 変え て いな いこ と を 鑑み て も 、 こ れ は 生 
物 が 進化 し た の で は な く 、 神 に よる 創造 に よる も の だ と いう こと が 分 
が かる 。 


















MTTIEIPIF 音 


| | PaHFIIHII 


mwARTVI 
Itsaa 


JAM 有 DJ4 AA 
(J(: 半 則 此 





多雨 林 と 砂漠 の 両方 を 有する マ 
ダ ガ カス カル 共和 国 に は 、 さま ざま 
な 地質 年 代 か ら の 多く の 化石 が 
発見 され て いる 。 これら の 化石 
は 、 生物 が 何 億 年 も 同じ 姿 で いた 
こと を 明らか に し て いる 。 
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テー 1 億 7200 年 1 億 6800 万 


年 前 に さか の ぼる ウニ の 
化石 


電 
1 
画 
還 
me 
ーー ーー 本 = am 
本 Li 
mm 
= mi 
ーー ーー 『 
am 


1 億 1400 万 年 前 の この オウ ム 員 
ガイ は 、 現代 に 生息 する も の 罰 
と 全く 違い が 見 られ な い 。 





ンー ラカン ス 


年 代 ・ 2 信 4 千 万 年 前 
地域 マダ ガス カル 共和 国 、 ア ン ビ ロー ブ 
導 本 cp 還 時 


シー ラカン ス は 約 4 億 年 前 か ら 生 中 し て いる 魚類 で ある 。 これ も また 進化 論 の 行き 詰まり 
を 忠 呈 する 。 シ ー ラ カン ス は 4 億 年 も の 間 全 く 変 わっ て いな い の で ある 。 長い 年 月 、 生 理 
学 上 の 構造 を 保持 し て いた と いう この 事実 は (大 陸 の 移動 、 気 象 の 変化 、 環 境 の 変化 に も 
関わ ら ず ) 進 化 論者 を 当惑 する も の で ある 。 

シー ラカン ス も また 生物 が 継続 的 な 進化 の 過程 を 経 な が ら 現 在 に 至っ た と いう 進化 論 
否定 する も の で ある 。 


ここ に 昌和 シ ー ラ クン シン の 作用 属 、2 つ の 包 前 だ 今 り ら 4020。 こ の の (し 条 で 劇 (、、 ろ 2 ろ 
に 22007 し / こ 有 を 省 の 合 の せき る こと で 雪 の 泊 の NE だ る 。 


FOM 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





2 ョ ジン 2 の 0 リル 





FE の 4 

















ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


シー ラカン ス は 、 体 長 約 150 cm に も な る 巨 大 な 魚 で ある 。 体 は 厚い 
ウロ コ で 用 わ れ 、 そ の 姿 は 鎧 を 友 示 と させ る 。 シー ラカン ス は 大 骨 
魚類 (0steichthyes) に 属し 、 デ ボン 紀 に 属す る 層 で 発見 され た 最初 
の 化石 で ある 。1938 年 まで 、 こ の 魚 は 一 対 の ヒ E レ を 使用 し て 海底 を 
歩い て いた と 多く の 進化 論者 た ち は 考 えて いた 。 そ し て この 魚 が 海 
洋 生 物 と 陸上 生物 の 中 間 段 階 の 状態 だ と も 考え て いた 。 この 主張 を 
支持 する の に 、 進 化 論 者 た ち は シ ー ラ カン ス の 化石 に 見 られ る 硬骨 
性 の 構造 を 指摘 し た 。 し か し 、 お よそ 7? 億 年 も 前 に 絶 減 し た と され 
CUWE シ ー ラ アタ ンス 疹 、1008 生 の 0 に より 、 人 きき 活 代 で 隔 ア ラ 
リ 誠 の 7 の た 3 す E 着 2 人 症 ら De の 2 の JE っ 自公 3 の まゆ 記 5 
は 退け られ る こと と な る 。 研究 で は シー ラカン ス は 4 億 年 前 か ら 全 く 
2 公 お わろ の て ゆい 導い こと が 太っ きり と 和 尿 き れ の で ある 。 


m 
| 生 
| I 


mm | 居 Il 訂 
] 還 
( 。 簡 * 
. 旨 貢 _ ll 


| 












ー 枚 具 


年 代 : 2 億 800 万 年 1 億 4600 万 年 前 
ji0 ga マク パカ ノル 490 国 。 マク ョ ンク MM 
吉池 の 


2 億 800 万 年 前 一 1 億 4600 万 年 前 に 生息 し て いた 写真 の 二 枚 具 と 、 現 代 に 生息 


する 一 枚 具 と の 間 に 違 い は な い 。 これ は 進化 の プロ セス な ど 疑 な か っ た こと 
を 示す 証拠 で あり 、 進 化 の 中 間 有 段階 で は な い 。 


FOM 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 








と アア 2 ヤレ 


年 代 : 1 億 1400 万 年 前 

寺 3 謙 ミ リ メ ー ド ルル 
地域 マダ ガス カル 共和 国 
時 代 : 自 亜紀 、 ア ルビ アン 階 


3 億 年 前 の オウ ム ガ イ と 1 億 5 千 万 年 前 の オウ ム ガ 
4 イ 。、 ぞ し て 今 則 代 き る パウ ムイ 食す 人 思 て の 画 で 
同じ で ある 。 こ こ に 掲載 され た 写真 の 1 億 1400 万 年 
前 の オウ ム ガ イ の 化石 は 、 こ の 生物 が 何 千 万 年 も 
周 民 普 で いる こと を 人 玩 み ら る の で ある 。 


FOM 








と アア 2 ヤレ ( 


人 85 全局 ルオ ウム ガイ 

年 代 : 1 億 1300 万 年 前 9700 万 年 前 

寸法 : 権 円 の 頂点 全長 1.9 セ ンチ メー トル (0.7 イ ンチ ) 、 幅 
5 9 セン デメ タデ ドル (⑫ 1 イ (ンチ) 

地域 マダ ガス カル 共和 国 、 マ ハジ ャ ン ガ 

本 Eee 博 あ ん の ョ 人 ジ 4 人 


この 化石 を 見 る と 、 何 万 年 前 に 生き て いた 生物 と 、 現 代 の 
同じ 代 多 と で 上 人 3 く 叶い の 00 の が の 2 る 。 て の うら の 1 っ 
2N、 こ の ドウ バイ で る 。 こ の 全 に 移 めく て 人 だ た だ ぎ き で 
か ら 、 和 全く 変化 し て いな い 。 こ の 写真 の 1 億 1300 万 年 前 て 
9700 万 年 前 の 化石 も それ を は っ きり と 映し 出し て いる 。 
300 万 年 前 9700 万 年 前 

寸法 : 権 円 の 頂点 全長 1.9 セ ンチ メー トル (0.7 イ ンチ ) 、 幅 
5 の ジラ ダー ドル (2.1 イ ング) 

地域 マダ ガス カル 共和 国 、 マ ハジ ャ ン ガ 

時 代 : 白亜 紀 、 ア ルビ アン 了 

この 化石 を 見 る と 、 何 万 年 前 に 生き て いた 生物 と 、 現 代 の 
同じ 生物 と で は 全く 違い が な い の が 分 か る 。 そ の うち の 1 つ 
S。 こ の パク ウム ムイ で る 。 こ の 邊 に 和 初め で ③ だ らき さて 
か ら 、 全 く 変 化し て いな い 。 こ の 写真 の 1 億 1300 万 年 前 て 
9700 万 年 前 の 化石 も それ を は っ きり と 映し 出し て いる 。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 





た 


年 代 : 1 億 7200 万 年 前 1 億 6800 万 年 前 
地域 マダ ガス カル 共和 国 
所 人 2 ジョ ラク)Ee。 パシ ジ ショ ンプ ジ 


この 写真 の ウニ の 化石 は 、1 億 7200 万 年 一 1 億 
9800 所 第 MG 全 中 し GO DO の で の め る 。 こ 
の ワニ と 現代 に 生 人 する ウニ と の 間 に 和 違い は 
SO。 呈 の 邊 ( 選 、 針 0 介 作 し に の で 上 記 人 
く 、 神 に よっ て 創造 され た と いう こと を は っ 
きり お R し で いる 。 


FOM 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 廊 5 








オウ ムカ ガ カイ 


年 代 : 1 億 1300 万 年 前 9700 万 年 前 

寸法 : 権 円 の 頂点 全長 6.6 セ ンチ メー トル (2.6 イ ン 
2) IE ンク メー トル @ イ シク ) 

地域 マダ ガス カル 共和 国 、 マ ハジ ャ ン ガ 

BY 寺本 Ei あん コル と 2 


1 億 1300 万 年 前 9700 万 年 前 の オウ ム ガ イ と 現代 の 
ウム 2 イイ が SS く 同 じ で め る と いう こと 作 、 こ が 
も また 進化 論 が 大 き な 均 過 で ある と いう こと を 提 
ZS 9 る 。 


FOM 








3 億 年 も の 間 全 く 変 化し て いな い オ ウム ガイ は 進化 論 に 大 き 
な 打撃 を 与え た 。 この 写真 の 1 億 1400 万 年 前 の オウ ム ガ イ 
6。 員 全 の 5 の と 全く 人 あ わり 人 00。 


と アア 2 ヤレ ( 


人 FTN : 
3 膨 二 5 
地域 : 
本 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





1 億 1400 万 年 前 

5 品 き リリ メー トド トル (2⑫. 1 インデ) 
マダ ガス カル 共和 国 
白亜 弓 、 ア ルビ アン 階 


画 1 


ま 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 501 





ー 枚 内 


年 代 : 2 億 800 万 年 て 1 億 4600 万 年 前 
地域 マダ ガス カル 共和 国 、 マ ジュ ン ガ 分 地 
時 代 : ジュ ラ 紀 


移 定 の 甲藤 類 の 生物 は 何 億 年 も の 長い 蔵 月 、 同 じ 特 徴 を 保持 し 続け て いる 。 その 一 例 は 、 


この 二 枚 具 で ある 。 ここ に 掲載 され て いる も の は 、2 億 800 万 年 前 て 1 億 4600 万 年 前 の も の 
で ある 。 現代 の も の と 同じ で ある た め 、 こ れ は 進化 論 に 対立 する 。 


FOM 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 








と アア 2 ヤレ ( 


年 代 : 1 億 1400 万 年 前 

人 500 ミ リ メ ー ド トル (6.7 イ ンジ 
地域 マダ ガス カル 共和 国 

時 代 : 白亜 紀 、 ア ルビ アン 階 


オウ ム ガ イ は 、 今 日 の 海 で も 顔 繁 に 見 られ る 無 春 
椎 動物 で ある 。 こ の 生物 も また 、 ダ ー ウ ィ ニ ズム 
の 無効 性 を く も の で ある 。 現代 の オウ ム ガ イ と 
1 億 1400 万 年 前 の オウ ム ガ イ と の 間 に は 全く 違い 
が な い 、。 


FOM 











オウ ムカ ガイ 


年 代 : 1 億 1400 万 年 前 

本 半 ?17 穫 シ ザ メ デート / ル (9.64( シグ) 
地域 マダ ガス カル 共和 国 

時 代 : 白亜 紀 、 ア ルビ アン 


オウ ム ガ イ は 、 お よそ 3 億 年 も の 間 生 き 長 ら え て お り 、 そ の 期間 中 映 
体 的 構造 を 保持 し て いる 。 ここ に 紹介 する 化石 は 、1 億 1400 万 年 前 の 
オウ ム ガ イ で ある 。 こ の 生物 が 長い 歳 月 の 間 全 く 変 わっ て いな いと い 
5 事実 は 進化 が 起こ らち ら な か っ た と いう 生き た 証拠 で ある 。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





|e 用 2 のみ 選 















相国 、 オ ー ス トラ 
リア 、 且 jpー ジ ペー ツジ ドド 
で 発見 され た 化石 標本 


中 華人 民 共 和 国 で 発見 され た 化石 模 本 







さま ざま な 山岳 地帯 は アジ ア の 地質 学 的 歴史 上 重要 な 地位 を 占め て いる 。 ヒマ ラ ヤ は 、 世界 で も 最も 年 齢 が 若 
い 山 岳 地 帯 で あり 、 大 基 の 無 春 椎 海洋 生物 の 化石 が ヒマ ラ ヤ の 山麓 で 発見 され いる 。 これ は か つて ヒマ ラ ヤ の 一 帯 
が 水 に 本 わ れ て いた こと を 示唆 する も の で ある 。 

アジ ア の 大 陸 で 最も 重要 な 化石 層 は 、 中 華人 民 共 和 国 に 横たわっ て いる 。 遼 祝 省 、 雲南 省 、 山東 省 は 、 中 華 
人 民 共 和 国 で も 化石 が 多く 発見 され る 地域 で ある 。 大 基 の 鳥類 、 路 乳 類 、 両生 類 、 過 虫 類 、 魚類 、 昆虫 、 植 物 の 化 
石 が これ ら の 地域 か ら 発見 され て 
いる 。 繰り 返す が 、 すべて の 化石 
は 、 生物 が 進化 の プロ セス を 経て 

いな いこ と を 証明 する も の で あり 、 
神 の 創造 が 明白 な 事実 で ある こ 





6 口 ヾ 1 | 
ー ' 喝 1 「 ョ “ 1 | 1 ( 
5 に ユ ・ F 
> wi 
1 ぶ 1 に 
モン コル 時 em 還 直 ET 王 も 1 年 





と を 示す も の だ 。 ーー ] ラ | 1 二 
特殊 な 動物 群 (一 定 の 地域 壮 請 詳 っ 古 條 事 省 
ご 、。 詳 還 Wi 6 ーー 
で 期 間 だ け 存在 する 動物 ) が 人 層 本 ーー の > 
興 、 九 仏堂 、 遼 祝 で 発見 され て 1 計 ロ 1 =- に に 請 昌 和 | 
本 で て も = 、 壮 議 馬 
いる 。 いずれ の 層 に も 、 白 亜紀 ロー | NE 還 語 
「 可 Tn いす - 通 | 1 L る 、 表 
ーー テーーー で ご こす に すま 【 東 記 
本 ニーーー。 teRAm/ 
北 票 で 行わ れ た 化石 の 発掘 。 こ の 地域 で 較 f ーーNF 【 )。 ニ 2 1 還 
発見 され た 顕 花 植 物 の 一 部 は 、 発 見 され 半 いこ こっ ーー ニー ピン イイ ( 症 誠 較 


て いる 中 で 最 古 の も の で ある 。 


上 : 化石 が 信 記 まれ て いる 送 室 の 岩 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ヤ ハ ワウ ャ 
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ヒー 


人 


遼寧 の 化石 地域 で 行わ れ た 研究 
に よれ ば 、 発 見 され た 多く の 標本 
は 進化 論 を 否定 する 内 容 の も の 
で あっ た 。 その 岩層 の 一 部 が 撮 
京 さ れ て いる 。 





(1 俺 4600 万 年 前 て 6500 万 年 前 ) の 化石 が 多く 人 往 ま れ て いた 。 

雲南 地域 の 激 江 地帯 、 湖 上 は カン ブリ ア 紀 (4 億 9 千 万 年 前 て 4 億 5300 万 年 前 ) の 生物 が 発見 され て いる 重要 な 
地域 で ある 。 この 地帯 は 、 海 藻類 、 イ ツ ギ ンチ ャ ク 、 和 海 旨 、 三 臣 、 三 葉虫 に 類似 し た 節 足 動物 、 環 形 動 物 、 そ の 他 
多種 類 の ぜん 虫 な どの 多数 化石 が 発見 され て お り 、 こ れ ら は 、 進化 論 に 到 命 的 な 打撃 を 与え る も の で ある 。 これ ら の 
化石 に よれ ば 、 生物 は 、 カ ン ブ リ ア 紀 時 代 に 、 複雑 な 機能 を 持ち な が ら 、 今 日 の 生命 体 と ほとん ど 同 じ 姿 で 分 化し た 
特徴 を 備え な が ら 、 現れ た と され て いる 。 と き に は 古代 に お ける 特権 的 特殊 機能 を 持つ も の まで いた 。 これ は 、 お そ 
らく 原始 的 生物 か ら 生 物 は 進化 し て 現在 の 形 と な っ た と する 進化 論者 の で っ ちあ げ の 主張 に 打撃 を 与え る も の で あ 
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雲南 地域 の 化石 層 





光 R カ ンク タール 





カゲ ロウ 


年 代 : 1 億 2500 万 年 前 

本 問 く 20 ミ リ メ ー ト ル (0.8 イ ンダ ) ・ 
避 2 当 2 LUISS リ メー デー ドル (4 696 インテ ) % 
38 り メー トル (2.7 イ シダ) 

地域 : 中 華人 民 共 和 国 遼寧 省 朝 陽 

層 : 官 興 層 

RY 二 伸 Bi 


この 写 見 の め グ 上 豆 少 の 作 外 大 、 閥 き 寺 だ 
作用 の 見 5 の 1 うら の で ある 。 人 店 
2500 万 年 前 の 標本 は 、 現 代 の カゲ ロウ 
低く 同じ も の で め る ②。 こ 人 軒 作 論 
者 の 主 を 退け る も の だ 。 





創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 









シリ アゲ ムシ 


年 代 : 1 億 2500 万 年 前 
本 引 = 届 NEI9S リ メー トル (0.8 イ ンプ) 』 忌 省 5 (6 ミリ メー 
ドル (イシダ) 05 ミリ メード トル (0 7 イシ ンダ) 

地域 : 中 華人 民 共 和 国 遼寧 省 朝陽 

届 時 生 DDWE 

時 代 : 下部 白亜 紀 


ジリ テグ ムシ 尻別 根 の 2 信 胡 誰 平 塊 50 ミリメートル (2 イ シン 
チ ) の 小さ な 昆 是 で ある 。 腹部 が サン リ の 尾 に 似 て いる た 
め 、( 瑞 で 兄 ) "サソリ ム ぎ と 暦 成 れ で いる 。 
写真 の 化石 は 、1 億 2500 万 年 前 の も の で ある 。12500 万 年 前 
の シリ アゲ ムシ は 現在 生息 し て いる も の と 何ら 変わ り は な 
vn。 語 U0a0O の 2 と 同 結 、 シ リア テク ムシ 8 し で の な 
My こと を 示す る の で ある 。 


創造 の アト ラス 


ガ ガ ン ボ 


年 代 : 1 億 2800 万 年 前 

内 312 ミ リ メ ー ト ルル (0⑩0 5 シ デ ) 3 旨 
) 生 りー ド トル 0. イン ダグ ) 5 避 姓 。 72 
リ ※ 王 下旬 (02.8 イ シグ ) 2 8 ミリ メ ター ドル 
9 うう 

地域 : 中 華人 民 共 和 国 遼寧 省 朝 陽 

層 : 官 興 層 

時 代 : 下部 自 亜 紀 


ガ ガ ン ボ は 巨大 な ブ ヨ ま た は に 似 た 昆虫 
で あり 、 実 際 の ブ ヨ ョ と は 非常 に 構造 が 異な 
る 。 大き な 特徴 は 長い 脚 部 で あり 、 通 常 体 
部 の 2 倍 あ る 。 

他 の 生物 と 同様 、 ガ ガン ボ は 私 た ち が 現 在 
生き て いる この 時 代 の も の と 同じ 特徴 を 備 
を て で いる こと を 作 逢 が から 合う こと で き 
2 の 山 ア 衣 6 生 別 の レジ NE AN の 2 
22 ら 2800 も の で あり 、 こ れ 選 の カ グ ガン ポ が 角 
作 し て の い 父 いこ と を 表し て いる 。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


JI rt 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 








アワ フキ 


年 代 : 1 億 2500 万 年 前 

絢 編 29 ミリ メー トド ト / ル (0 9 ノ グ ) 。 早 軒 890 ミリ メー ドル ⑳ 2 イ 
ン の デ ) X 80 ミリ メー トド トル (8.2 イ ンジ デリ 

地域 : 中 華人 民 共 和 国 遼寧 省 朝 陽 

層 : 官 興 層 

時 代 : 下部 白亜 紀 


紹 移 有 シラ アウ クラ クラ ポム シン 680Oemmeealdle) に 人 朋 き れる 0 グレ ウレ クミ の 2 
は 、 渦 状 の 分 泌 物 に くる まれ て 保護 され る 。 

現代 の アワ フキ と 何 億 年 も の 昔 に 生息 し て いた も の と の 間 に 違 い は 
な い 。 過 ぎ 去 っ た 幾多 の 歳 月 に も 関わ ら ず 、 こ の 種 の 昆虫 は 全く 同 
し 放 二 で G め 2⑳。 こ U0 人 5 人 必 し な の いと の うこ と を が た し て 
YY 。 


創造 の アト ラス 








ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
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アル ンク / 


年 代 : 1 億 2500 万 年 前 

愉 。 1 ミリ メー トド トル (0.7 イ ンプ ) 〉 回 骨 y 00 ミ リタ メー トル (4 インデ ) 48 ミリ メー トル 
L8 イ ジ デ リ 

地域 : 遼寧 省 朝陽 

層 : 官 興 層 

BE 症 ii 王 EiUI0B 


植物 を 餌 と する この 昆虫 の 成虫 に は 2 つの 種類 が ある 。1 つ は 飛ぶ こと が で きる も の で 、 も 2 う 
一 方 は 飛ぶ こと が で き な い 。 これら の 2 つの 種 は 何 百 万 年 と いう 時 を 経て も 変わ っ て いな い 。 
虫 の すべ て の 複雑 な 構造 や ンス テム は 、 数 億 年 前 の ウン カ に も 備わっ て いる 。 この 膨大 な 
時 を 経て も 、 こ れ ら の 機能 は その まま 同じ で あり 、 こ れ は ダー ウィ ニス ト に よっ て 主 さ れ 
て いる 進化 の プロ セス が 全く 発生 し て いな いこ と を 示す も の で ある 。 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
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チバ クロ バネ キノ コバ エ 


年 代 : 1 億 2800 万 年 前 

寸法 : 体長 8 ミリ メー トル (0.3 イ ンチ ) 羽 根 5 ミ リ メ ー ト ル (0.2 イ ン 
デリ 3 仙 S77 ミ リタ メー トル 0⑳0 イ レン デ ) 2 0 ミリ メー トル @⑳ イ シン テリ) 
iD 本 生 和 nH 

層 : 官 興 層 

時 代 : 下部 自 亜 紀 


2 た パク 邑 グ ポキ ノコ ョ が モエ に 、 ク ク 邑 パ ポポ ノ ラバ モエ 衣 (Selazldge) 区 居 
する 生物 で あり 、 特 に 湿気 の ある 場所 、 植 物 が 植わっ て いる 土 に 近い 
場所 を 好む 。 

この 写真 の チバ クロ バネ キノ コバ エ の 化石 は 1 億 2800 万 年 前 の も の で あ 
る 。 1 ル 全 刈 に 入 過 し て いた だ デバ ク 避 ミノ きき 信 、 表 代 の る の 4 
同じ で ある 。 化石 記録 は チバ クロ バネ キノ コバ エ が 常に 同じ で あり 、 
他 の 種類 の 生物 か ら 進 化し た と いう 主張 を 否定 する 。 


Fc の アノ 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 








サン ショ ウ ウ オ 


年 代 : 1 億 2500 万 年 前 

| 崩 。 サ ン ショ ウ ウ オォ < セン デジ ァ ター ド トル (4 8 イン レラ ) 長き 6 区 ング メー トル (⑫. 4 イ 
ン / だ た) 8 則 汗 っ 00 セン テグ ター ドル (UL7 イ シン ジン デ ) 

地域 : 遼寧 省 彰 坊 島 市 

層 : 九 仏堂 層 

時 代 : 下部 日 亜紀 


中 華人 民 共 和 国 で 発見 され た サン ショ ウ ウ オ の 化石 は 今 ま で に 発見 され た 中 で 最 古 の 
サン ショ ウ ウ オ の 化石 と され て いる 。 突然 の 火山 の 噴火 に より 、 化 石 は 灰 の 層 に 埋め 
られ 、 非 常に 保存 状態 が 良く な っ て いる 。 時 に は 軟組織 も 観 窪 で きる ほど で 、 最 後に 
食べ た 餌 の 内 容 ま で 分 か る こと も ある 。 

これ ら の サン ショ ウ ウ オ の 化石 は 、 現 代 に 生息 する も の と 何ら 変わ り は な い 。 何 億 年 も 
同じ 姿 で いる 両生 類 も また 、 進 化 論 が 間違い で ある こと を 指摘 する も の で ある 。 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
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ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


と LA ン ル 。 


年 代 : 1 億 4400 万 年 前 て 1 億 2700 万 年 前 
幼 2 49 セ セン シ デ タ メー ドル 9 イプ シテ ) 
地域 : 遼 祝 省 北 票 上 園 鎮 

層 : 九龍 松 累 

井 称 之 力 層 ( 熱 河 累 ) 


これ まで に 、 生 物 の 進化 を 証明 する 中 間 の 連結 部 分 は 見 つか っ て いな い 。 ま た 、 
魚の 進化 に つい て も 同様 で ある 。 す べ て の 人 鋼 網 は 、 化 石 記録 に 突然 の よう に 
現われ て お り 、 祖 先 は な い 。 無数 の 無 春 椎 動物 の 化石 や 、 多 く の 側 類 の 化石 が 発 
見 され て いる が 、1 つ と し て 進化 の 中 間 段 階 の 連結 部 分 "は 見 つか っ て いな い 。 
魚 は 常に 魚 だ っ た と いう 1 つの 例 は 、 こ の 1 億 4400 万 年 前 て 1 億 2700 万 年 前 の チョ ウ 
リ メ の ぐ め る 。 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 





創造 の アト ラス 





カメ 


年 代 : 1 億 4600 万 年 て 6500 万 年 前 

SR S 生計) 00 の ピング ダー ド 22(00 イ シグ ) 
2 セン デメ デー ドル (8. 8 イン デリ 

地域 : 遼寧 省 竣 源 

層 : 宜興 層 

時 代 : 白亜 紀 


科学 的 事実 は 、 生 物 が 進化 し た の で は な いこ 
013 っ 3 呈 yENC 還 Se 齋 証人 ニョ アン 全く 
トド 誠信 を 介し 続 プ うと し で の る 。 生 呈 
の 1 億 4600 年 て 6500 万 年 前 の カメ の 化石 は 、 

呈 人 NO と 人 8 く 同 | ⑤⑳ で あめ る 。 こし 
(e 。 クー クィ イク スト 8 目 を そり だ く の る 5 
の の 1 つと し て 強 調 さ れる 。 生物 は 何 億 年 も 変 
化し て いな い 。 言い 換え れ ば 進化 し て いな い 
の で 2 ぬ め る ②。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 








アド ナン ・ オ クタ ー ル 





この 化石 は 、2 つ の 部 分 に 分 か れ て いる 、 
本 体 の 部 分 と 型 が 写っ た 部 分 で ある 。 





ジア 


年 代 : 1 億 5600 万 年 前 て 1 億 5 千 万 年 前 

幼 5 ( 床 虹 8 セツ デ メー トド トル (8 イ シダ デ ) : 
回 当 5 7.8 攻 ング メー トド トル (0 イ ング ) が 10 セン シ デ 
%※ー ド ルイ ン デ リ 

地域 : 遼 祝 省 北 票 

時 代 : ジュ ェ ラ 紀 上 部 


他 の 昆虫 と 同様 、 カ ゲロ ウ も また 、 最 初 に この 
世に 登場 し た と きか ら ず っ と 同じ 特徴 を 見 せ て 
いる 。 化石 記録 で は 、 カ ゲロ ウ が 中 間 有 段階 を 通 
っ て いな いこ と を 明らか に する も の で ある 。1 億 
5600 万 年 前 て 1 億 5 千 万 年 前 の カゲ ロウ は 、 現 代 
生 昌 する も の と 全く 同じ で ある 。 





ha アル 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


2 クロ 2 ウル 





サン ショ ウ ウ オ 


年 代 : 2 億 800 万 年 前 6500 万 年 前 
内 4.5 色 シン デメ ター デー トル (8 イシ デリ 
EID 本 柏 は ep と | 

3 3 ンー メ の Ui 王 BE 6m 



















写真 の 2 億 800 年 て 6500 万 年 前 の サン 
ジョ クウ ョ の (用 全 、 サ ダン ショ ルク 
ウオ が 長い 歳 月 に も 関わ ら ず 全 
< 婦人 や る こと 閥 し に 容 邦 し て い 
だ こと を 款 ②9 もの で あめ る 。 別人 
の サン ショ ワウ ウ オ と 何ら 変わ ら 
2 の (Ez、 グ ダーク イビス 
ト に よっ て 提唱 され て いる 進 
化 の プロ セス が 存在 し な いも 

の か /e 二 量り 2 た る 表 


創造 の アト ラス 











| 交 = さと し ざと ey 4 っ だ 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 





この クモ の 化石 は 1 億 5600 万 年 前 1 億 5 千 万 年 前 
の も の で あり 、2 つ の 断片 で 構成 され て いる 。 





クモ 


生 人 RU 全 5600 万 年 表 和 1 信士 方 重則 

人 編 96 到 シ と ラク メー テト ド ト ル (0.6 イ ンプ) ( 吐 か 
ちら 慎 圭 で )、0.772 ン デメ タートル (⑩.28 イン シテ) 
5 

地域 : 中 華人 民 共 和 国 遼寧 省 北 票 

は 導 計 た = ポン 21 症 5 





最 古 の クモ の 化石 と し て 発見 され て いる の は 
4 億 2500 万 年 前 の ミズ グモ で ある 。 写真 の 化 
石 は 、1 億 5600 万 年 前 て 1 億 5 千 万 年 前 の も の 
だ 。 この ご ごう 浴 修 宿 民 、 ク 江 居 堆 介 周 じ 
で め ⑳ こ ご と を 記し て り 、 グ クー ウィ イデ クス トト 人 6 
一 貫 性 が な く 、 こ の よう な 発見 に も 科学 的 な 
回 答 を 提示 で き な い 、。 


Fc の ノン 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
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アド ナン ・ オ クタ ー ル 





較 』 Im 上 画 下 加 
2 = 
ザリガニ 


年 代 : 1 億 2800 万 年 前 

内 必 ) 明 き 109 ミ ペリ メー トド トル レル (0.9 イ ンチ) 作 066 ミリ メー ドル (0 2 イシン デ ) 1653 
り リー ドル (0 5 イシ デリ) 

2.) 苗 き 09 ミリ メー トル (2.9 イ ン デ ) 〉 旨 閉 .180 ミ リ メ ー ド トル (7.1 イ シング) X 100 ミ リ メ ー 
NR ノル (6.9 イ シグ) 

地域 : 遼寧 省 竣 源 

層 : 宜興 層 

時 代 : 下部 白亜 紀 


ザリガニ は 、 淡 水 に 生息 する 甲殻 類 で あり 、 ロ ブス ター に 似 て いる 。 長 い 歳 月 、 こ の 構造 を 
(生計 し て いる 。 1U 全 2800 万 年 II の ザ が リ 三 と 今 且 信和 島 し て いる の ザ リル リ 三 が 周 じ で あめ る と いう 
事実 は せ 、 ダー ウィ ニス ト を 読 明 不 態 な 負 地 へ と 追い 込む や も の だ 。 化石 は 、 生 命 が 神 に よっ て 
創造 され た と いう 真実 を 解き 明か す も の な の で ある 。 


Fc の アノ 








ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
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アド ナン ・ オ クタ ー ル 





27 


















年 代 : 1 億 5600 万 年 前 て 1 億 5 千 万 年 前 

寸法 : 翼 幅 : 11.4 セ ンチ メー トル (4.5 イ ンチ ) : 体長 : 7.6 セ ン 
デメ アー ドル (8 イン チ プ ) 〉 最 財 516、5 区 ンチ メー トル (6.5 イ ンチ ヂ ) 7 
97 攻 シン シラ ウラ ク デ テ トル (⑤5.4 イ ング) 

地域 : 遼 祝 省 北 票 

時 代 : ジュ ラ 紀 上 部 


へ ヘリコプター 製造 の 大 企業 が 機体 を 設計 する 際 、 ト ン ボ の 構造 と 
飛行 の メカ ニズム を 分 析 し た こと が ある と いう 。 トン ボ の 高度 な 
飛行 メカ ニズム は 、1 億 5 千 万 年 前 か ら 存 在 す る 自身 の 羽根 の 構造 
を 有効 に 使用 する も の で ある 。 何 億 年 も 前 の トン ボ の 化石 は 、 ダ 
ー ウ イー スズ ド だ どろ で 高明 全 回 語 人 AA で 20 。、 クー クィ デス クト 
の 主張 を 否定 する も の で ある 。 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 
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オオ カミ の 頭 


8826 2 2 ドブ B 人 

人 > 5 珍 シ デメ ー ド トル (0 イ シテ) 
地域 アジア 

時 代 : 中 新 世 


路 乳 類 の 化石 も また 、 進 化 論 を 否定 する も の だ 。 写真 の 
オオ カミ の 頭蓋 衣 の 化石 は 2 千 万 年 前 の も の で ある 。 オオ 
2 上 由 らら の 凌 道 る 2 『 訪 信 6 の 則 谷 し で き で いる 。 こ 
れ は 進化 論 が 無効 だ と いう こと を 証明 する 。 


Fc アノ 








ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 主 多 





全 


年 代 : 1 億 4 千 万 年 前 

寺 ? 師 当 > 19 区 シ ダメ ー ド ト ル (6.89 イ シン ラグ) 17 セ ンダ メー トル (⑯. 7 イン ダグ ) 
地域 : 中 華人 民 共 和 国 遼 祝 省 北 票 上 彫 鎮 

選 重 較 介 0 思 

時 代 : ジュ ラ 紀 上 部 、 自 亜紀 下部 


中 華人 民 共 和 国 で 発見 され る さま ざま な 鳥 類 の 化石 は 、 和 鳥類 か ら 他 の 生物 か ら 進 化し た の で は 
2S く 、 軍 に 羽 だ し て 公介 し て きだ こと を 本 胃 す る 英朗 4 本 0 の 1 つと た 交 っ て いる 。 局 避 上 則 卓 
類 か ら 進 化し た と いう ダー ウィ ニス ト の 主張 を 証明 する だ け の 証拠 は そろ っ て いな い 。 過去 
150 年 間 で 集め られ た すべ て の 化石 標本 は 、 進 化 論 者 の 主張 を 全く 事実 無根 の も の と する も の 
(222 こ MC 昌 3 の り E じ E【0: 2 記 ら ES 全 計 2 ご ZI2 且 2 の 胃 SUIGP2 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 








カメ の 交 体 


ae 二 本 の 全 3 

各個 ? 9 ンプ メー ドル (イング) 
地域 : 遼寧 省 北 票 上 園 鎮 

層 : 官 興 層 下部 

時 代 : 下部 自 了 亜紀 


「… 春 椎 動物 と 比べ て 良好 な 状態 の 化石 を 多く 残し て いる に も 関わ ら ず 、 早 期 の 
化石 が 少な か っ た こと か ら 、 非 常に 優れ た この 生物 目 の 起 源 は 謎 に 包ま れ て い 
た …… カメ と コチ ロサ ウル ス の 中 間 、 カ メ が 進化 し た (と 仮定 され る ) 則 虫 類 は 、 
竹 く 発見 され て いな い 」 (上 百科 事典 プリ タニ カオ ン ラ イン 「 カ メ 」 よ り ) 


Fc の アノ 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


写真 の カメ の 化石 (1 億 2 千 万 年 前 ) は 、 カ メ が 他 の 種類 の 生 
物 か ら 進化 し た の で は な いこ と を 物語 っ て いる 。 進化 の 中 間 
段階 は 経て お ら ず 、 何 億 年 も 同じ まま で ある 。 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 








チョ ウザ メ 


年 代 : 1 億 5600 万 年 前 て 1 億 5 千 万 年 前 
本 幼 * 22 セン デメ ー ド トル (8 5 イン ダリ) 
地域 : 遼 祝 省 北 票 

層 : 九 仏 堂 層 

二村 を = の ip 本 


ジン 上 ア 4ay。 全 昌 還 誠人 還 ラグ 2 の 2 全 請 2 も EPE ラ BC 主 20P 
類 に 属す る 生物 で ある 。 一 生 を ほとん ど 海 で 過ごす が 、 有 川 へ 上 
っ て くる 務 節 も ある 。 

1 億 5600 万 年 前 て 1 億 5 千 万 年 前 に 生息 し て いた チョ ウザ メ と 、 
現在 生息 し て いる も の と の 間 に 全 く 違 い は 見 られ な い 。 化石 記 
外 は 、 急 類 の 祖先 は 魚 で あり 、 包 類 の 祖先 は 鳥 で あり 、 人 類 の 
祖先 は 人 間 で ある こと を 示す も の で ある 。 言い 換え れ ば 、 す べ 
て の 生き 物 は 独特 で 完璧 な 特徴 を 備え な が ら こ の 世に 現われ た 
こと に な る 。 全能 の 神 が 生 物 を 創り 給 わ れ た の で ある 。 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 









アム アルル 
年 代 : 1 億 5600 万 年 前 1 億 5 千 万 年 前 


地域 : 遼 蜜 省 北 票 
1 陸 ン た = 20p 直 本 5 


1 億 5 千 万 年 前 か ら 全 く 構 造 が 変わ っ て いな い 昆 下 
は 、 人 原始 的 な 形態 か ら 高 度 な も の へ と 進化 する と い 
2 主張 を 完全 に 償 定 する も の で ある 。 ここ に 掲載 さ 
CD の 合用 年 出 、U 誠 2 太 年 表 。 で し で 避 代 
め ゆ ウン 導師 、 す づ べ お て 同じ る の で め る 。 


Fc の アルン 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
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凡 造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





人 
E 列 前 





プア 


そら 衣 | ミ と E3E]|| 

3 信 5 76 色 シ ンチ ナメ デー トド ノル (80 イイ シ デ ) 
DO アジ ング 

時 代 : 白亜 紀 


ワニ は 、 多 く の 化石 を 現代 に 残し て いる 。 ワ ニ の 体 は 、 
完全 な 凄 で 突然 に 出現 し (ワニ の 化石 は 1 億 4 千 万 年 前 に さ 
2 の る) 全く 分 作る こと 閥 く 、 懇 民主 で 注ぎ 残る て い 
る 。 生 見 の ル 全 介 朋 の と 員 代 の ウニ の 向 だ に 坦 い (会 
く 存在 し な い 。 こ の 化石 は この 事実 を 強調 し て いる 。 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 


この 1 億 3 千 万 年 前 の チョ ウザ メ は 、 
際 画 と 陽 画 の よう に 本 体 と 型 が うつ 
っ た 部 分 と に 分 けら れる 。 


と as 92 ッ 


2 2 上 選任 中 是 

意 U。60 有 ンダ メー トル (2446 イシ ング デ ) 
地域 : 遼 蜜 省 

本 欄 BiUE6m 


1 信 3 千 万 年 前 の チョ ウザ メ は 、1 億 4600 万 年 前 また は 1 億 2 千 万 年 前 の 
チョ ウザ メ 、 ま た は 現 代 の チョ ウザ メ と 同じ 機能 を 有 し て いる 。 何 億 
年 も や の 歳 月 に も 関わ ら ず 、 チ ョ ウザ メ は 、 進 化 の 中 間 段 階 を 経て いな 
い 。 よっ て 進化 論 の 主張 を 退け る こと と な る の だ 。 


Fc アル 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 





信二 


この 一 対 の 化石 は 、5400 て 3700 万 年 前 の も の で ある 。 


創造 の アト ラス 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


カン タイ 

年 代 : 5400 万 年 3700 万 年 前 
避 編 2 10 セ セン デメ タートル (4 47 シ デ テリ 
地域 : 中 華人 民 共 和 国 、 湖 北 省 
時 代 : 始 新 世 














現在 で も 北大 西洋 沿岸 に 生息 する 魚 で ある 。 他 の 生物 と 同 
様 、 魚 も また 何 万 年 も の 間 変 化し て いな い 。 言 い 換 えれ ば 、 
進化 し て いな い の で ある 。5400 万 年 て 3700 万 年 前 の カン ダイ 
は 現代 の カン ダイ と 何ら 違い は な い 、。 





が Ia ング ロリ の タテ 族 





カメ 


28 2 信人 め 5 めす 旋 宰 訓 
地域 : 中 華人 民 共 和 国 
時 代 ・ ジュ ラ 紀 


生物 が 1 億 5 千 万 年 前 の 構造 と 同じ 構造 を 保持 で きる な ら 、 こ れ は 生物 が 簿 次 的 に 長い 時 
前 信 2 て 思 作 し た る いう グー クィ クス ド の 記 細 等 こら いう こら に 全 る 。 同 邦 
年 も ずっ と その まま の 姿 を 保ち 続け て いる カメ は 、 進 化し た の で な く 神 に よっ て 創造 さ 
7 の ぐ で 2 の 。 





凡 造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 認 記 


ムン 折尾 も = 


年 1 ・ 
本 池 
地域 : 
に 要 


1 千 万 年 前 て 500 万 年 前 

20 セ ンジ デメ ー ド トメ (8 イ シグ) 
中 華人 民 共 和 国 甘粛 省 
ESIaL 呈 ET 


現代 の ハイ エナ を 人 なむ ハ イエ ナ 科 (Hyaenidae) の 動 
物 に は 4 つの 種類 が ある 。 ハ イエ ナ は 80 匹 ほど の 和 群 
れ を な し て 生活 する 。 

真 の ハイ エナ の 頭蓋骨 の 化石 は 、1 千 万 年 前 て 
500 万 年 前 の も の で あり 、 何 万 年 も ハイ エナ が 全く 
2 る うろ て CUVA い こと な 大して で てい 2。 


Fc アル 





草 
二 | 中 衣 庄 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 








年 代 : 1 億 4600 万 年 て 6500 万 年 前 
慰 1 0 区 シラ メー トル (0 (イン シテ デ ) ? 選 財 っ 8 セン シグ 
メー トド トノ / ル ⑳ イ ンチ ) (20 セン シラ ター ドル (UL5 イ シ ジ ) 
ii 本 本 は 5 シコ 昌 本 叶 軸 陣 | 

層 : 九龍 松 累 、 井 称 之 訪 層 ( 熱 河 累 ) 

0 本位 呈 本 人 


他 の 種類 の 生物 と 同様 、 化 石 は 、 魚 が 突然 すべ て の 機能 
を 備え た まま 解剖 学 的 に 完璧 な 容 で 出現 し た こと を 示し 
て いる 。 そ の 一 例 が 、 こ の 1 億 4600 万 年 6500 万 年 前 の 
が ョ ウザ メグ の 化 名 、 強 代 の デ ョ ウザ が メ と 会 く 同じ 5 の で 
2 ウル 


Fc の アノン 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
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SN リ 

年 代 : 1 億 2500 万 年 前 

寸法 : 26 ミ リ メ ー ト ルイ ンチ ) : 母 岩 : 55 ミリメートル (3.3 イ ンチ ) X 77 ミ リ メ ー ト ル (3 イ ン 
ラウ 

地域 : 遼 祝 省 了 朝陽 

居 還 本 WOW 

時 代 : 下部 白亜 紀 


ゴキ ブリ は 、 昆 虫 網 に 属す る 節 足 動物 で ある 。 最 古 の 昆 忠 の 化石 は 、 デ ボン 紀 (4 億 1700 万 年 前 て 
3 億 5400 万 年 前 ) に さか の ぼる 。 し か し 、 そ れ よ り も 早い 年 代 の 石炭 紀 (3 億 5400 万 年 前 て 2 億 9 千 万 年 
前 ) に は 、 た くさ ん の 種類 の 昆 加 が 突然 出現 し て いる 。 例 えば 、 ゴ キ ブ リ は 今日 の よう な 完璧 な 体 構 
造 を 持ち な が ら 和 突然 出現 し て いる 。 ア メリ カ 自 然 史 博物 館 の ベティ ・ フ ァ ー バ ー (Betty Faber) に よ 
(UL、 8 合 5P 放 伸 胃 の コミ ラリ の 作 條 、 今 則 の 6 き グ リリ と 低く 同じ で ある と いう 。 (Isle 
Science World, 4 February 1983, p. 1.) 

与 真 の 1 億 2500 万 年 前 の 化石 は 、 ゴ キ ブ リ が 何 億 年 も 進化 し て いな いこ と を 示す も の で ある 。 


Fc アノ 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 








カゲ ロウ の 幼虫 


年 代 : 1 億 5600 万 年 前 て 1 億 5 千 万 年 前 
層 : 宜興 層 

glD7 陸 5 と 1 

時 代 : ジュ ラ 紀 後期 


寿 谷 の 短い 成虫 の カゲ ロウ は 、 数 日 間 し か 生き る こと が 
出来 な い 。 ほ ん の 数 時 間 の 命 し か な いも の も いる 。 尼 真 
の 化石 は カゲ ロウ の 幼虫 で ある 。 現代 の カゲ ロウ と 1 億 
5600 万 年 前 て 1 億 5 千 万 年 前 の カゲ ロウ と の 間 に は 全く 違 
NR 





Fc の ノン 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 








トラ の 頭 圧 骨 


人 9 2 ョ に 250 折 記 | 

司馬 2 20 攻 シン デ メ アード トル (5 イ シテ) 
地域 ・ ア ジア 

本 本 由 目 遇 


トラ は ネコ 科 (Felidae) の 動物 で ある 。 トラ 
の 80% は イン ド 亜 大 陸 に 生 忠 し て いる 。 
の 2 レク 明和 ショ に お 本 本 の 5 た [II の 馬 すめ 
で あり 、 現 代 に 生息 する トラ と 同じ 特徴 を 備 
えて いる 。 何 千 万 年 も の 間 、 肖 格 は ずっ と 同 
じ ま ま で あり 、 こ れ は 進化 論 を 否定 する も の 
で め る 。 


創造 の アト ラス 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 





PE 人 の: 当 | 


548N E 22 衣 全 回 

避 問 > 8U 作 シン デメ ター ドル (0 イシ デリ) 
地域 アジ ア 

吉相 


サイ 科 (Rhinocerotidae) の 動物 で ある サイ は 、 主 に アフ リカ や 
アジ ア に 生 條 し て お り 、 何 千 万 年 も の 間 変 化し て いな い 。 写真 
の 2 千 万 年 前 の サイ の 頭蓋 朋 は 、 サ イ が 何 千 年 も の 間 変 わら ぬ 
形 を 保持 し て いる の を 示し て いる 。 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 








カゲ ロウ の 幼虫 


年 代 : 1 億 5600 万 年 前 1 億 5 千 万 年 前 
還 征 還 昌 国選 

地域 : 遼 密 省 

者 ア = 者 0 の 1 


現代 に 生息 する カゲ ロウ の 幼虫 は 、1 億 5600 万 年 前 1 億 5 千 万 年 前 の も 


の と 全く 同じ で ある 。 これ は 、 進 化 論 の シナ リオ が 科学 に 基づい た も 
の で 人 避 交 いと いう こと を 系 る の で ある 。 


Fc の アノン 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 





ニュ ー ジ ー ラ ンド で 発見 れ 。 
た 化石 標本 


ニュ ー ジ ー ラ ンド の 化石 の 多く は 、 海洋 生物 の も の で ある 。 非常 に 状態 の 良い 標 
本 の 多数 は 海洋 生物 門 に 属す る 。 白亜 紀 の 化石 も 顔 繁 に 発見 され て いる 。 その 他 
稀 で は ある が カン ブリ ア 紀 、 オ ルド ビス 紀 そ し て 二 稼 弓 の も の も ある 。 動物 の 化石 
に 加え 、 ジュラ紀 の 植 物 の 化石 も 多数 発掘 され 、 今 日 まで 全く 変化 する こと な く | 
生き 延び て いる 。 デア EAIARND = 
ニュ ー ジ ー ラ ンド の 化石 の バラ エ テ ディ は 、 他 の 化石 記録 が 茜 く も の と 
向 じ こ と を 示し て いる 。 進化 論 を 文 持 す る よう な 化石 は 1 つと し て 発掘 さ 
れ て いな い の だ 。 発掘 の すべ て は 生物 が 複雑 な 構造 を 備え な が ら 
突然 に 出現 し て いる こと を 志す も の で ある 。 言い 換え れ ば 、 生 
物 は 神 に よっ て 創造 され た の で あり 、 何 億 年 と いう 歳 月 に 
も 関わ ら ず 全く 変わ っ て いな い 。 進化 な ど し て いな い の ef 
1 




















」 FFP 


mmPF 員 mem 
自 還 計 


ニュ ー ジ ー ラ ンド 、 ロ トル ア の 温泉 に 生息 し て いる さま ざ 
まな 種類 の ガ は 、 地 球 の 歴史 が 始ま る 頃 か ら 全 く 変 わ 
59 で し VO 


写真 は 、 氷河 で 磨耗 し た ニュ ー ジ 

時 m 一 ラン ド の 頁岩 で ある 。 真 岩 は 、 大 

四 陸 の 癒着 の 際 に 地 中 の 奥深 く で 形 
成 さ れ た 変成 娠 で ある 。 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ヤル ハウ ャ 


オー スト ラリ ア で 発見 され た 化石 標本 


オー スト ラリ ア に は 、 多く の 化石 層 が あり 、 そ の 1 つ 
に は 国連 が 保存 地域 と し て いる 場所 が ある 。 











オー スト ラリ ア と 南極 大 陸 は 、 巨 大 大 陸 ゴ ンド ワナ ーー ョ 
大 陸 か ら 4 千 万 年 て 3 千 万 年 前 に 切り 離さ ん た と され ゴ | 4 
て いる 。 気候 の 変化 が 長い 間 に た て 続け に 起こ っ た こ 間 Ei 束 1 
と で 、 多く の 化石 の 種類 が オー スト ラリ ア で 見 つか る こ 0 Sa、 明 
と と な っ た 。 この 国 の 化石 層 で 見 つか っ た 多く の 化石 Mt = 1 
は 、 生 物 種 の 多様 性 を 理解 する た め に 重要 な も の で ET 
ある 。 リバ ー ス レイ 、 ブラ フ ・ ダ ウン 、 マー ゴン 、 ライ トニ - て MT Je 
ンク の クラ ク ク ー ド 0 月 の 用 0 TTY き 
前 で め の 。 う ど 」 デ コマ ' と 
新生 代 (6500 万 年 前 て 現代 ) の 保存 状態 の 良好 な ' ココ ーー 2 
動物 の 化石 が 多く 多種 類 出土 し て いる 。 小さ な カエ ル ン 記 ee 硫 





か らら カンガ ルー まで た くさ ん の 種類 が この 化石 層 で 発 
見 され て いる 。 さら に 、 春 椎 動物 の 歴史 に 重大 な 情報 
を も た ら す 、 古生代 (5 億 4300 万 年 前 2 億 5100 万 年 
前 ) の 海洋 生物 の 化石 も 発見 され て いる 。 


オー スト ラ る 。 巨大 な 肥 虫 
類 や 有 袋 類 が 多く 見 られ 、 植 物 は 厚く て 粘着 性 の 
ある 葉 を 持ち 、 早 環 に も 耐え る 構造 と な っ て いる 。 


1 
Pe 国 地質 年 代 は 3 億 5 千 万 年 前 な る ウィ ンド ジャ ナ 渓 谷 は 、 北 オ 
( ー ス トラ リア に 位置 し て いる 。 こ の 層 は か つて 海底 に あっ た と 
され て お り 、 デ ボン 紀 の 化石 を 多く 含ん で いる 。 


アカ ンク ター ル 





ッ ク シ 


年 代 : 2 億 4800 万 年 て 2 億 600 万 年 前 
地域 。 オー スト ラリ ア 
人 議 議 記 

















2 億 年 以上 も 前 の ツク シ と 、 現 在 の も の と の 間 
に は 、 ほ ん の 少し の 違い も 見 られ な い 。 仮 
に 、 生 物 が その 全体 の 構 \u-28640 造 
SE と 2 SS (ペン 
え ず に 2 億 年 も 種 を 存続 し て いる 

な ら ば 、 そ れ は 進化 し て いる 
な ど と は 口 が 袋 け て も 言え な 
い 。 この 不可 能 \u24615 性 

は 、 す べ て の 生物 種 と 種 に 
あて は まる 。 生物 の 歴史 
を 見 せ て くれ る 化石 は 、 
TE: 本 くき の ルル e 


創造 の アト ラス 
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還 i 
mm 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 





ga 陸 叶 


年 代 : 2300 万 年 て 500 万 年 前 
0 2 5 デー ジータ ラン 
時 代 : 中 新 世 


カー が 常に カニ で あり 、 進 化し て いな いと いう 証拠 は せ 、 こ の 2300 万 年 て 500 万 年 前 の 


化石 で ある 。 こ の 標本 と 現代 の カニ は 同じ 特徴 を 持ち 合わ せ て いる 。 これ は 生物 が 
神 に よっ て 創造 さき れ た と いう こと を 示す も の で ある 。 


Fc の ア M 








ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





Y) 
「 へ 
L の 





アー ジル レク ルリ) 








PE 


頭 装 芝 の 化石 が ダー ウィ ニズム 
に 与え る 打撃 


人 類 と 類人猿 は 、 共通 の 祖先 か ら 進 化し て いる と され て いる ダー ウィン の 論文 は 、 科学 的 根拠 に 基づい て お 
ら ず 、 最初 に 提唱 され た と きか ら 、19 世 紀 中 ご ろか ら 150 年 ほど 人 類 の 進化 を 文 持 する さま ざま な 努力 が 注 が れ た 
が 、 進化 論 は 無効 な こと が 証明 され た 。 
球 取 され た 化石 は すべ て 、 類 人 振 は 常に 類人猿 で あり 、 人 類 は 常に 人 類 で あり 、 祖先 は いな いと いう こと を 証 
明 す る も の で あっ た 。 
ダー ウィ ニ ス ト の 強烈 な プロ パガン ダ と 学術 界 に 対す る 威 跡 行 為 に も 関わ ら ず 、 多 く の 科 学者 は 真実 を 述べ 
92 人 還 語 拓 02005 上 人 (本 3 二 2 い ーー トド の 人 議 本 ZN ム (David Pilbeam) で ある 。 
彼 は 人 類 の 進化 は 科学 的 デー タ に 欠け る と 述べ た 。 
他 の 専門 分 野 の 賢い 科学 者 を 連れ て 来 て 、 そ の 人 に 今 あ る 貧弱 な 証拠 を 見 せ た な ら 、 彼 は 「 と る に 足る 証拠 が な 
lil く 言う / の り ョ 
古生物 学 の 本 、『The Bone Peddlers」 の 著者 ウィ リア ム ・ フ ィ ッ クス (William Fix) は 、 人 類 の 進化 と 呼ば れる も の 
が どん な に 科学 的 証拠 に 乏しい か を 語っ て いる 。 
周知 の と お り 、 今 日 多く の 科学 者 た ちと 普及 者 た ちら が 人 類 の 起源 は "疑い よう も な い " と 告げ て いる が 、 こ れ も 証 拠 が 
あり さえ すれ ば の 話 で ある . . . . 2 
化石 記録 に よっ て 与え られ た 落胆 に 直面 し 、 さ ら に 証拠 の 欠 
沙 か ら 、 進化 論者 た ら は 偽 の 頭蓋 
骨 ' を 何 度 も 再建 し た り 、 億 物 で 
ある と 立証 され た 頭蓋 骨 に 
対し て 思慮 を めで ぐら すこ と 
| 時 6 oee| ゆ | 
研究 で は 、 類人猿 の 頭蓋 
骨 と 同様 、 そ の 他 の 生物 と 
異な る 過去 に 存在 し た 人 種 
の 頭蓋 朋 も 、 生物 が すべ て の 特 
信 を 持ち な が ら 存 在 し 、 歴史 を 越え て 
も 変わ ら な いこ と が 解き 8 明か され て いる 。 
これ は 、 生物 は いか な る 進化 の プ 
ロ セ ス も 経て お ら ず 、 全能 の 神 に よっ て 
(人員 生 MM 商 SR0NWEMIG2 ミ ル O) ー 
の ) 例 | 介 電 計 計 22 本 2 代 P ツ グ トン が 、 










化石 を 研究 し た 、 あり と あら ゆる 進化 論者 
た ち は 自 諭 に 基づい た シナ リオ を 考え つい 
た が 、 実 際 そ れ は 科学 的 価値 を 持た な い 
下 MODMGO 7 ミ 。 





創造 の アト ラス 








』 ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


ハエ 、 ゴ キ ブ リ な ど 、 多 く の 生 物 の 他 の 組織 や 四 


2 千 万 年 前 の 化石 化し た ト = 上 6 
9 衣 和 肢 、 頭 な ど が 全く 変化 し て いな いこ と が 明らか と 


な っ て いる 。 烏 類 や 魚類 の 頭 部 も また 同じ まま な 

の 2 の 20 ン 、 2 のり 

ダ 、 ト ラ 、 ヒ ョ ツウ 、 ハ イエ ナ は 創造 され た 瞬間 か 

ら 、 同 じ 頭 部 の 構造 を 有 し 、 同じ 特徴 を 何 

。 億 年 と いう 歳 月 の 間 保持 し て きた の で あ 
回 蘭 。 の 







この 変化 し て いな い 生 体 組織 
は 、 生物 の 進化 論 の 主 を 合 定 
する も の で ある 。 
他 の 生物 に 共通 する 同一 
性 は 、 人類 に も 当て は まる 。 長 
い 歳 月 を か け て も 何 千 何 万 も 
の 生物 に お いて も 頭 部 の 構造 
』 ' の 変化 は 発生 し て いな い の だ 。 
さ 1 。 人 間 の 頭蓋 朋 に お いて 進化 的 
な 変化 は 全く 起こ っ て いな い 。 急 






2 千 万 年 前 の 化石 化し た 
サイ の 頭蓋 ! 





アド ナ ン - オ クタ ー ル の 文 較 


歴史 全体 を 通し て 、 
め あら ゆる 生物 種 の 頭蓋 に は 
何 の 変化 も 全く 起こ っ て いな か っ た 


他 の 組織 や 機能 と 同様 、 数 多く の 生物 種 の 頭蓋 や 頭 部 の 構造 は 、 何 万 年 と いう 時 を 経 で も 全く 変わ る こと 
は な か っ た 。 ど ん な 生物 種 の 頭蓋 に も 進化 的 な 変化 は 全く 見 られ な か っ た 。 長い 年 月 が 経っ て も 進化 的 な 
変化 な く 同じ 姿 を 有 し て いる 他 の 種 と 同じ よう に 、 人 間 も 全 く 進化 的 な 変化 に は 遭遇 し て いな い の だ 。 同じ 
解剖 学 的 特徴 を 備え な が ら 、 人間 は 常に 人 間 で あり 続け て きた の だ 。 ここ に 証拠 と し て 提示 され で いる 頭 
凌 は 、 絶 減 し た サル の も の か 、 現 在 は 存在 し な い 人 間 の も の だ と され 、 進化論 を 支持 する 証拠 と し で 提出 
され た も の だ が 、 そ の どれ も 、 進化論 の 根拠 と し て は 認め られ な か っ た 。 

WM 和 生 MP 上 H 


4 ョ 
| 1 W 


5400 万 年 3700 万 年 前 の 
ボウ フィ ン の 化石 





創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


1 億 800 万 年 前 9200 万 年 前 の 
バッ タ の 化石 


3 千 万 年 前 の ウサ ギ の 化石 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 








4800 万 年 前 3700 万 年 前 の ニシ ン の 化石 


1 億 2500 万 年 前 の 


と 『 


SEK の II み ョ WW 





創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
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ュ 寺 四 克 | 
1 語 。 記 上 っ 
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に 1 
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| 
# 


で ] 5CI010PaE に SiS74010 ア = に に ヨコ: 
ここ 」 1 の スズ キ の 化石 





pg ルン)ー リ トル 


が つと 全 0 申 6 較 3 いり 9 つこ 司 と | ( 存 在 し て き 起 よう 
に 、 則 申 類 が 嘩 虫 類 と し て 存在 し て きた よう に 、 人 間 も ま た 、 


_ 常 に 人 間 と し て 存在 し 続け て きた 。 進化 論者 が 継続 的 に 主張 
する と ころ の 生物 の 組織 や 生体 構造 が 原始 的 な も の か ら 高 度 
な も の へ と "人 准 化 "する な ど と いう こと は 実際 に は 起こ っ て いな 
馬 ) 
5 者 は 人 間 の 進化 に つい て 語る と 同時 に 発掘 し た 
頭蓋 朋 の 資 将 を 基 に 、 容 積 、 眉 の 先 出 、 頭 甘 の 構造 な ど を 表 
9 の 進化 の 系 譜 と 系 図 を 作り 出し て きた 。 し か し 、 こ れ 
ら の 構造 的 な 違い は 、 決し て 進化 論 の 証拠 と は な りえ な い 、。 間 Eosg、 2 
一 部 は 過去 に 生存 し て いた 異な る 人 種 の 頭蓋 骨 で ある が 、 残 EE っ 
り の も の は 類人猿 の 絶滅 種 の も の で ある か ら だ 。 異な る 人 種 の mi に は 、 大 き な 眉 の 容 
の 頭蓋 骨 が 異な る こと は 人 この 異な る 魚類 は 出 部 分 や 後退 し て いる 額 / 
異な る 頭 部 を 有 し て いる 。 た と えば 、 ウ ミ マ ス の 頭 部 の 形 ( は ウ な ど 、 ホ モエ レク タス 特有 


5 M 頭蓋 円, 2 山 
ナギ と は 非常 に 異な る が 、 両 方 と も 魚類 で ある 。 BE 2 で 





人 種 間 で の 頭蓋 骨 の 相違 


黒人 や イヌ イッ ト 、 ド イツ 人 の 頭蓋 朋 と 日 本 人 の 頭蓋 骨 が 違 。 。 ee 
っ た と し て も 、 それ は 全く 自然 な こと で ある 。 これ ら の 違い は 
1 つの 人 種 が 他 の 人 種 よ り も 発達 し て いる と いう こと を 仮定 
する も の で は な く 、 進化 の 証拠 と し て 使用 する な ど は も っ て 
の ほか で ある 。 こ の 違い は 単に 神 の 創造 が 多様 で あり 、 優 : 
れ て いる こと を 反映 し て いる に 他 な ら な い 。 





ベン ガル の 中 年 男性 





太平 洋 南西 部 の ソロ モ 
ン 諸 島 で 1893 年 に 亡 く 
7 の リコ 





25 歳 か ら 30 歳 と さ 
れる ドイ ツ 人 男性 


上 て 1 本 


5 あらし 0) P る 
あら 0) 本 こと 6P う アビ アジ. 電 5 に コ 
イヌ イッ ト の 男性 
582 創造 の アト ラス 














ハー ルン ・ ヤ ハル ャ 


歴史 の 中 を 生き 抜い た 異な る 人 種 は 、 | 犬 只 . 
進化 諭 の 証拠 と は な ら な い ! ー- ベ 


ネアンデルタール 人 (Homo neanderthalensis) は 家 の 朋 / 朋 


0 mh 了 ネネ アン デル ター ル 人 は 、 が 
お よそ 3 万 5 千年 前 まで 存在 し た 、 ま た は 他 の 人 ye の ド PyYSPHHts 




























0 > ME 放 ゃ ] “ に 00c の の 還 < あ っ っ < 人 進化 論者 た 
^ ア ン デ ルター ル 人 と 現在 の 人 類 の 大 き な 違 い と - = は ネ ア ン 呈 ポ 

、 骨 格 が より 遅し く 、 頭 華 骨 の 平均 的 な サイ ズ to0<0g20004。 較 和 0 PP 6 
が 大 きい と いう 点 で ある 。 科学 的 な 発見 で は 、 ネ RM 
アン デル ター ル 人 は 知識 と 文化 を も っ た し っ か り SAHTE NEA 

と し た 人 種 で あり 、 現 在 の われ われ と 全く 変わ ら ds 

な いと され て いる 。 クロ マニ ョ ン 人 も また 、3 万 年 た MAAN 8KAA 


前 に 存在 し た 人 種 と 言わ れ て いる 。 ド ー ム 型 の 
頭蓋 衣 を 有 し 、 広 い 額 を し て いる 。 頭蓋 骨 の 容 
積 1600cm は 、 現 在 の 人 類 の 平均 より も 高く な っ 
て いる 。 撮 い 眉 が 頭蓋 衣 に 出っ張っ て お り 、 頭 
姜 骨 の 後頭 部 も また 大 きく 出 て いる 。 これ は ネ ア 
ン デ ルター ル 人 の 特徴 と 同じ で ある 。 
クロ マニ ョ ン 人 と ネアンデルタール 人 に み ら れ る 
身体 的 特徴 は 、 現 代 の 人 類 に も 同じ よう に 見 ら 
れる 。 アメ リカ 人 と イヌ イッ ト と の 違い の よう に 、 
また は アフ リカ 人 と ヨー ロッ パ 人 と の 違い の よ 
うに 、 ど れ も 別 の 人 種 よ り も 優れ て いる と いう こ 
と は 証明 で きず 、 絶 減 し た 人 種 の 身体 的 特性 
は 、 特 に 原始 的 で も 類人猿 的 で も な い 。 これ ら 
の 人 種 は 、 他 の 人 種 と 融合 し て 、 理 由 は 不明 だ 
が 、 歴 史 か ら そ の 姿 を 消し た 。 し か し 彼ら は 決し 
て “原始 的 "や" 半 類人猿 ' な ど で は な い 。 彼ら 
は 、 完 璧 な 人 間 と し て 存在 し て いた の で ある 。 


同様 に 、 異な る 人 種 で は 、 頭 間 骨 
の 構造 も 異な っ て くる 。 ピグ ミー 族 と イ 
ギリ ス 人 、 ロ シア 人 、 中 国人 、 アボ リ ジ 
ニ 、 イ ヌイ ッ ト 、 黒人 、 日 本 人 で は 、 額 、 目 の くぼみ 、 蛋 部 分 の 突出 、 頭蓋 骨 
容積 が 異な る 。 し か し 、 違い が ある か ら と いっ て 、 の 議 誤 還 較 加 u に 還 け ~ 促 二 0 ン ま Pe 
や 、 特定 の 人 種 が 他 の 人 種 よ り も “より 原始 的 "また は “より 高度 "と いう こと に は な ら な い 。 

アボ リ ジ ニ が 他 の 人 種 と 交わ ら な い 限 り は 、 ア ボリ ジニ の 特徴 は 常に 同じ よう に 残る 。 どん な 長い 歳 月 を 経 
よう と も 、 異な る 機能 を 習得 する よう に は 、 進化 しない の で ある 。 頭蓋 骨 が 大 きく な っ た り 、 解剖 学 的 に 異な る 特 
父 が 出 更 する ご 導 2 

た と えば 、 現代 の マレ ー シ ア 原 住民 は 、 眉 の 突起 部 分 が 大 きく 額 は 後退 し て いる 。 ホモ エレ クト ス に 固有 な 
特徴 で あり 、 進化 論者 は これ を “上 原始 的 "と 呼ん だ 。 仮に 進化 論者 の 示唆 が 真実 で や る な ら 、 こ れ ら の 最近 類 人 
猿 か ら 進 化し た ば か り の マレ ー シ ア 原 住民 は 構造 も 姿 か た ち も 未 発達 の 人 間 と な る は ず で ある 。 し か し 、 こ の 事 
例 は 全く これ に は 当て は ま ら な い 。 ホモ エレ クト ス の 頭蓋骨 の 解剖 学 的 特徴 が 今日 に も 見 られ る と いう こと は 
ホモ エレ クト ス は 原始 的 な 人 種 で は な いと いう こと に な る 。 また 、 進化 論 の "人間 の 系 譜 は 単なる 嘘 な の で あ 
2 

簡単 に 言え ば 、 過去 に 存在 し た 一 部 の 人 種 に 異な る 解剖 学 的 な 構造 が み ら れ る こと は 、 進化 の 証拠 と は 


ii 月 ン イブ 彼 詞 3 





な りえ な い 。 解剖 学 的 な 違い は 異な る 人 種 開 の 異な る 年 齢 に も 見 られ る 。 アメ リカ 人 と 日 本 人 、 ヨ ー ロ ッ パ 人 と アボ リ 
ジニ 、 イ ヌイ ッ ト と 黒人 、 ピグミー の 頭蓋 骨 は 、 同 じ も の で は な い 。 さら に どの 人 種 も 他 と 比べ て 原始 的 で も 高度 で も 
な い 。 

何 千 年 後 か に 、 科 学者 が それ ぞ れ 21 世 紀 に 生息 し て いた 身長 190 cm の アメ リカ 人 と 身長 160 cm の 日 本 人 の 
頭蓋 衣 を 比べ た と し た ら 、 和 違い を 観察 する の は 明らか で ある 。 サイ ズ が 異な る の だ か ら 。 

仮に 、 こ れ ら の 違い に 基づい て 、 空想 の 進化 の プロ セス に お いて は 日 本 人 が E ト 科 の 動物 で は 原始 的 で 、 ア メ 
リカ 人 が より 高度 で ある と 主張 し た な ら 、 彼 の 解釈 は 事実 か ら 程 棚 い も の と な る だ ろう 。 

さら に 、 頭 蓋 朋 の サイ ズ は 人 間 の 知能 や 技術 の 計測 手段 と は な りえ な い 。 十分 に 発 達 し た 体 を 有 し て いる が 、 


アボ リ ジ ニ が 他 の 人 種 と 異種 交配 し な 
し Uaz ホ リジン 三 (まお と で の 0 まま 06 
い 続け る だ ろう 。 た と えば アボ リ ジ ニ が 






精神 的 な 能力 が 制限 され て いる 人 間 は 多く 存在 する 。 
同様 に 、 非 常に 知能 に 優れ て する が 、 体 は も ちろ ん の 
こと 頭蓋 朋 も 他 の 人 より も 小さ い 人 も 存在 する 。 サイ ズ 
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当 ニ ロッ /(E」 半 o に に だ け で 人 種 の 頭蓋 朋 に 序列 を つけ て 進化 の 和 糸 譜 に あ 
ぇ られ な い 。 どん な に 長い 歳 月 が か か はめる の は 、 全く 科学 的 な 価値 が な い 。 その よう な 系 
っ た と し て も 、 人 種 は 全く 別 の 特徴 を 譜 は 事実 を 反映 し な いか ら で あ る 。 一 般 的 に も 知ら れ 
得る と いう こと は で き な い の で ある 。 ア る よう に 、 頭 蓋 朋 の 容積 の 違い は 、 知能 や 技術 の 違い 
2 し と は 結び が つか な い 、。 
サー パトン 人 生 を 通じ て 激しい 精神 活動 に 関与 する 人 の 頭 
化 ”" す る こと は な い の だ 。 蓋 骨 も 成長 する こと は な い 。 精神 的 に さら に 有人 能 と な 
る だ け で ある 。 知能 は 脳 の 容積 に よっ て 左右 され る こ 
と は な い が 、 脳 内 の 神経 や ン ナ プス の 組織 に よっ て 左 
右 さ れる の で ある 。 


素人 鍼 は 人 間 の 真似 は すれ ど 、 決 
し て 人 間 に は 進化 し な い 


ダー ウィ ニ ス ト は 、 類人猿 の 人 まね の 能力 は 類 人 
鍼 が 人 間 に 進 化す る 証拠 だ と 言っ て いる よう だ 。 真 
実 、 類 人 猿 は 目 に 入っ た ジェ スチ ャ ー や 素行 を 真似 
する 能力 が ある 。 訓練 に より 、 物 の 形 や 色 の 違い を 当 
て た り 、 刺激 に 対し て 知 的 に 反応 で きる よう に も な る 。 
し か し 、 こ れ が すなわち 長い 時 間 が た て ば 類人猿 が 人 
間 に 進 化す る こと に は な ら な い 。 そう で あれ ば 、 イ ヌ 、 ネコ 、 ウ ツマ な どの 知 的 だ と され て いる すべ て の 動物 は 、 や が て 
は 人 間 へ と 進化 する は ず で ある 。 

例え ば 、 オ ウム を 訓練 すれ ば 、 四角 い 形 と 丸い 形 、 青 と 赤 を 区 別 す る こと が で き 、 正しい 位置 に 物 を 入れ 替え 
0600 き SON A0m さ きら に 、4m の 00 人間 の 模 條 を し て し ゃ や べ る 能力 が ある 。 これ は サル に は で き な い 。 こ 
の 場合 は 、 ダ ー ウ ィ ニ スト の 非合理 的 な 主張 に よれ ば 、 オ ウム が 知 的 な 人 間 に 進 化す る 可能 性 も ある と いう こと に な 
8 

キツ ネ も また 、 知 的 な 動物 と し て 知ら れ て いる 。 ダー ウィ ニス ト の 非合理 的 で 非 科 学 的 な 論理 に よれ ば 、 知 的 度 
に 応じ て キツ ネ の 頭蓋 骨 の 容量 は 次 第 に 大 きく な り 、 や が て は 人 間 の よう に 知 的 で 自覚 的 な 動物 に な る の だ と い 
う 。 し か し 、 こ うい っ た 変態 は 実際 に は 起こ っ て いな い 。 キツ ネ は 昔 か ら ず っ と キツ ネ の まま で ある 。 

学問 的 な キャ リア を 持つ 人 が こう いっ た 非合理 的 な 主張 を 科学 的 用 語 や ラテ ン 語 を 交え て まじ め に 説明 し よう 
と し て いる の を 見 る の は まこ と に 滑稽 で め あめ る 。 どん な に 類 人 狂 の 精神 的 な 能力 や 手先 の 如 用 さ が 発 人 し よう と も 、 ま 
た は 周囲 の 真似 を し よう と も 、 将来 人 間 に な る こと は で き な い 。 類 人 療 は 昔 か ら ず っ と 類人猿 で あり 続け て きた し 、 こ 
れ か ら も ずっ と そう な り 続 ける だ ろ 2 う 。 進化 論者 た ち が ど ん な に 激しく 議論 し た と し て も 、 真実 は 明らか で ある 。 人 類 
は 、 進 化 の プロ セス を 経て 存在 し て いる の で は な く 、 神 に よっ て 、 知識 と 自覚 性 と 道義 心 を 与え られ 、 神 に より 創造 





凡 造 の アト ラス 


W 


バ ョ ルン ・ ヤ 7 


計 Ma09I の の 。 
人 類 は 人 類 と し て 創造 され た の で あり 、 創造 の 時 点 か ら す で に 人 類 で あっ た 。 これ は 学問 と 科学 が 私 た ちら に 
克 時 Ka 上 00PNG の る 


人 類 進 化 論 の お 話 は 、 全く の 表 過 で ある 


質 学年 代 を 通し て 、 6 千種 類 以 上 の 類 人 導 が 生息 し 、 そ の 多く は 絶 減 し て し まっ た 。 今日 で は 、 こ の 地上 に 
わずか 120 種 の 類人猿 が 残る の み で ある 。 し か し 、 こ の 約 6 千 の 絶滅 し た 類人猿 は 進化 論者 に 豊富 な 情報 源 を 与 
条 彼ら は 絶滅 し た 類人猿 種 と 人 類 の 頭蓋 朋 を 小さ な も の か ら 大 き な も の へ と 順番 に 並べ る こと で 、 それ 

に 意味 を 与え よう と 人 類 進化 論 の シナ リオ を 作り 上 げ 、 偏 見 に 満ち わた コメ ント を 主張 し た 。 ] 

この 方 法 を 用 いて 、 進化 論者 た ちら は 長い 年 月 を か け て 進化 論 の 文 持 者 を 得 よ 2 と 試み 、 人 を 騙し て きた 。 し か 
し 、 今 、 こ こ で 彼ら が 取り 入れ で きた 欠 舗 は 、 や も う ( 吊 且 0U い / 目 旧 で NO ら 介 人 交 ) We 
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進化 論者 が 多く の 人 を 納得 させ る た め に 使用 し た 、 人 類 進 化 の シナ リオ は 真実 だ と い 2 提 人 造 証拠 の 一 部 を ご 
組 介 し よう 。 

1 .。 チ チャー ルス ・ ド ョ ン ソン (0 5 生 MWO UN 半生 本 URSU 有 Gi 目 (の) ソレ 2 時 生生 日 
進化 の 証拠 と し て 提示 され た も の で ある 。 し か し 、 そ の "化石 "が 見 つか っ て か ら お よそ 40 年 後に 、 科学 者 が 再度 
検証 し た 結果 、 驚く べき 提 造 が 明る み に 出 る 。 ピッ ト ダ ウン マン の 頭蓋 朋 は 500 年 前 の 人 間 の も の で あり 、 胃 
の 骨 は つい 最近 の 類人猿 の も の だ っ た の だ 。 歯 は 特別 に 配列 され 、 頭 に つけ られ て いた 、 そし て その 関節 部 分 
人 間 に み せ か け よ うと 削ら れん て いた 。 これ ら の 崩 の 断 打 は 重 ク ロム 酸 カ リウ ム で 着色 され 、 古 め か し く 見 せ か ! 
ーー iC こい だ の 7/ 議 5 

2. 1922 年 、 ア メリ カ 目 然 史 博物 館 
| の ヘン リー 人 交 暫 人 何 4 |、 
ン (Henry Fairfield Osborn) は 、 解 新 世 





歴史 の どん な 時 点 で も 、 原始 人 が 存在 し 
て いた こと は あり えな い 


新聞 ・ 雑 誌 、 学 校 の 教科 書 な ど に 出 て くる 
よう な 、 こ の 絵 の よ うな 半 類 人 猿 、 半 人 は 
全く 存在 し て いな か っ た 。 類人猿 は いつ 
の 時 代 も 類人猿 で あり 、 人間 は 常に 人 間 
で あっ た 。 この 絵 は 進化 論者 た ちの 間 違 
っ た 考え に よっ て 生み 出さ れ た も の で あ 
り 、 実 際 の 歴史 に は 起こ ら な か っ た こと で 
ある 。 











M アド ナン ・ オ クタ ー ル 訂 : 


の 曰 歯 の 化石 を 西 ネ ブラ スカ の スネ ー ク ブル ッ ク の 近く で 発見 し た 。 この 歯 は 人 と 猿 の 両方 に 共通 の 特徴 を 備え て 
いる の と され Me が 内 村 IG め る リネ ブラ スカ 上 原 肉 和 の ニッ ク ネ ネ ー ム が 与え られ た 。 この た っ た 1 つの 歯 を 元 に 、 ネプ ラス カ 
原 人 の 頭 部 や 体 が 推測 され 再 構築 され た 。 さら に 、 ネブラスカ 原 人 に は 家族 まで が 想像 され 挿絵 に まで 描か れ た の 
だ 。 し か し 、 1927 年 、 骨格 の 別 の 部 分 が 発見 され 、 こ れ ら の 新た な 断 上 床 か ら 、 そ の 歯 は 人 の も の で も 猿 の も の で も な 
く 、 プ ロス テ ノ プ ス と 呼ば れる 絶滅 種 の アメ リカ 腔 だ と いう こと が 判明 し た 。 

3. ラ マビ テク ス は 、 進化論 の 欺 上 の 中 で も 最も 大 きく て 長く 存在 し た も の で 知ら れ て いる 。 この 名 前 は 約 1400 万 年 
前 に 猿 が 人 間 へ と 進化 する 最初 の 分 岐 点 で ある と され た 1932 年 に イン ド で 発見 され た 化石 に 与え られ た 。 この 化石 
は 進化 論者 の 根拠 の ある 証拠 と し て 50 年 以上 も 使用 され て きた 。 し か し 、 その 後 の 分 析 に より 、 ラ マ ピ テ クス の 歯 の 特 
徴 は 、 現代 の チン パン ジー に 酷似 し て いる こと が 明らか に な っ た 。 例え ば 、 ゲ ラダ E ヒ E ヒ (Theropithecus galada) は 高山 に 
才 Me ブロ 請 0 の 貞和 呈 MM 本 旧 の) 人 2 2 還 デ ク ス の よう な 短い 顔面 を し て いる 。 そ 
凍結 5 人 脇 還 つり 0 四 0 に 語 2 ワ 2020 オラ ーー グン だ と よい うり 滞 と が 発表 ざれ た 。 

4. 1984 年 7 月 、 ほ と ん ど 完 璧 な ほど 化石 化 さ れ た 紛れ も な く 人 間 の 骨格 が ケニア の トゥ ルカ ナ 溢 で 発見 され た 。 
トゥ ルカ ナ ボ ー イ と 名 づけ られ た この 化石 は 、12 歳 くら い の 年 齢 で あり 、 成長 すれ ば 183cm ほ どの 身長 に も な ろう と い 
う 人 間 で あっ た 。 骨格 の 直立 し た 構造 は 今日 の 人 間 と 何ら 変わ る と ころ は な か っ た 。 この 骨格 の 疹 の 高く 細長 い 骨 格 
は 、 完全 に 現在 熱帯 地域 に 生 候 する 人 類 と 同じ も の で あっ た 。 リチャード リー キー(Richard Leakey) は 、 こ の 少年 は 
この 喧騒 の 現代 で は 見 過ごさ れ て し まっ た か も し れ な い 存 在 だ と し て いる 。 * この 少年 の 骨格 は 160 万 年 前 の 地層 か 
5 呈 人 eESDMNIODINZ) 。 上 に 1 
5 と な 4 セル くん は 1E 索 は 識 で の 乱れ 、 新 た な ホモ エレ ク 
完全 な 2 つの 断片 に 分 か れ た 形 タス を 代表 する も の と 考え られ 
で あっ た ( 下 を 参照 )。 し か し 、 進 化 た 。 トゥル カナ ボ ー イ は 進化 論 


論 た ち は 、 こ の 1 つの 顎 の 骨 か ら 本 た 
すぐ に フィ クシ ョ ン に 富ん だ 作り 話 な の 


と ラマ ビ テ クス の 絵 を 描き だ し た 。 
その 後 、1 つ の 吾 の 骨 か ら 種 と 生 
皿 環境 が 再建 され 、 こ の 生物 は 
実際 は た だ の 類人猿 だ と いう こと 
が 分 か っ た 。 ラマ ビ テ クス は 静か 


表現 と し て 使わ れ た 化石 の 典 
型 的 な 例 で ある 。 

時 22 9 
1 連 上 22INE と 


Ei: 区 旦 較 | Donald Johanson リ が 発 兄 
(David Pilbeam, "Humans Lose an 2 才 G コ ン Pie 人 
Early Ancestor, Science, April ある 。 多く の 進化 論者 が 、 ル ー 
0/ シー が 人 間 と ヒト 科 の 動物 の 
移行 型 で ある と 主張 し た 。 し か 
し 、 その 後 の こ の 化石 の 分 析 
思 寺 MG、 ルー ジー は 村 
ラロ ビ テ クス で 知ら れる 類人猿 
の 一 種 に し か すぎ な いと いう 2 こ 
全 0 朋 MCZ( (/ のみ 
箇 92 の) イス (キオ ング バ 
ンジ ー に 似 て いる 。 頭蓋 朋 の 細か い 部 分 や 、 目 が 寄っ て いる 様子 、 鋭い 曰 具 、 下顎 の 構造 、 長 い 腕 、 短 い 足 、 そ の 
他 の 多く の 特徴 も この チン パン ジー と 現代 の チン パン ジー と の 間 に は 差 が な か っ た と いう 証拠 を 形成 し た 。 骨盤 で す 
ら 、 チ ン パ ンジ ー の も の と 類似 し て いた 。 ? 

6. リチャード リー キー(Richard Leakeyy は 、 人 類 学 の 歴史 上 最も 重要 な 発見 と され る 280 万 年 前 と も の と 主張 する 
「KNM-ER 1470」 と いう 頭蓋 骨 を 発表 し た 。 リー キー に よれ ば 、 こ の 生物 は 頭蓋 容量 が アデ ウス トラ ロビ テ クス に 類似 し て 
お 3 り 。 顔貌 は 現代 の 人 間 に 似 Im アウ スト フロ ビ テ クス と 人 間 と の 失わ れ た つなが り の 部 分 だ と され た 。 し か し 、 その 後 
し ば らく し て 、 科学 の 定期 刊行 物 や 人 気 の 科 学 雑誌 な どの 表紙 を 頻繁 に 飾る よう に な っ た 「KNM-ER 1470」 の 人 間 の 

| よう な 顔 を し た 頭蓋 朋 は 、 頭 蓋 衣 の 断片 の 不正 な 組み 立て に よる も の だ と いう こと が 分 か っ た 。 この "間違い "は 計画 
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も うお 分 か り の よう に 、 科学 的 な 発見 に より 支持 す きん 9 と 朝 $ 


る も の は 皆無 で あり 、 い わん 進化論 を 耕 打 ち す る も 
2 人 の 進化 論 解剖 学者 、 ソ リー. ズ ッ カ ー マ ン 


の は 何 1 つ な く 、 一 部 の 科学 者 に 結 目 的 に 指示 され る MEI 
NN K ! シー ーー man ー ル ズ 、・ 計 に 
の み で ある 。 こう いっ た 科学 者 は 、 科学 的 な 基礎 が 不 リリ / 0 // リ 和 Me に RI 
足し て いる に も 関わ ら ず 、 進 化 の 神話 を 信人 し 、 人 を 0 昌 馬 が の 0 ん gg に は 
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ンー の 生体 塞 造 と 歩行 習 償 は 全く 人 間 の も の 


を 使っ て 他人 に も 信じ させ よう と し て いる 。 “人 間 の 祖 ] | 
2 で 軸 2 の 6 の (に つの MO の 証 LCV ・ 明 に ki の の の きす 
に 使用 され て いる 挿絵 の すべ て は で っ ち 上 げ な の で aniE 間 凍 で の 数 年 後 、 ル ー シ ー は 確か に 類人猿 の 
ある 。 確固 と し た 証拠 が 、 人 類 の 進化 の お と ぎ 話 を 加 還 MM NIR に きす 
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突き 崩し た の で ある 。 2 We 時 当 PT 

次 の ペー ジ で は 、 無 数 の 頭蓋 朋 の 化石 の 例 を に に | 語 AE だ YO どこ 
あげ て 、 進化論 を 否定 し て みた いと 思う 。 これ ら の 
頭蓋 骨 は 、 ど ん な 生物 も 歴史 を 通じ て 変わ っ て お 
ら ず 、 ど ん な 生物 に も 1 つの 種 か ら 上 異な る 種 へ と 変 
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態 し た も の は いな い 、 ま た どの 種 も 、 元 か ら 所 有 し 月 の 足 を 比 | 
て いる 機能 を その まま 保持 し な が ら 今 まで 存在 し て 議 靖 人 ー 
いる と いう 多く の 証拠 の すべ て と 共通 する も の で あ 且 章 | 語 還 国 EN 電 
人 ②。 1 * 2 周 
8 」 ま yl 

これ ら の 証拠 の 断 万 に 治っ て 、 ダ ー ワ ウィ ニ ス ト 旬 夫 を Al | 
の 思想 の 行き 詰まり と 論理 の 欠如 が 露呈 し た の で 関電 衣 当 kc を 人 の り 拓 
ある 。 例え ば 、 ダ ー ウ ィ ニ スト は 種 が 継続 的 な 変化 悪 き 0 8G 
を 通し て 発達 し て いっ た と 主張 し て いる 。 し か し 、 3 
すべ て の 生物 に 一 様 に 見 られ る 一 貫 性 は どう 説 “ - 畠 訟 で も 分 か る よう に 、 人 間 の 重要 な 特徴 

= ミニ ・ 宇 人 SEP ニン 

明 で きる の か 。 人 間 は 猿 か ら 進 化し た と いう 進化 間 間 間 着 EEP 人 Ei 2 
論 の 主張 は 、 な ぜ 他 の 種 が 架空 の 1 つの 類 人 衝 の し 類 人 猿 か ら 人 間 . 
種 が 経た と 過程 され る 変態 の プロ セス を 経 な か っ 1 の 企 可能 性 を 示す の に は 二分 な 」 


7 呈 の 0 とこ を 請 旧 SN なら 0 

ク 2 ドー クー スム ド 人 0 0 まで GE2 量 
に な ら な か っ た 理由 を 説明 する こと が で き な い 。 また は キツ ネ が 知性 を 進化 させ て 特殊 技能 を 持つ 大 学 教授 に 
進化 し な い の は な ぜ か 、 ま た パン ダ が 印象 的 な 作品 を 生み 出す 芸術 家 に 進化 し な い の は な ぜ か を 説明 する こと が 
で き な い 。 進化 と いう テー マ は 、 子 供 で すら 認め な いよ 2 うな 理論 や 事例 で 描か れ て き て お 8 り 、 こ れ は 単に 信じ られ な 
い ほ どの ダー ウィ ニズム の 不条理 を 公言 し て いる に すぎ な い 。 ダーク イー スズ 8 あたかも 科学 的 理論 の め ま 2(a 提 示さ 
の が 、 実際 は 症 き 明 不条理 の イ 記 上 邊 ーー に すき No 

これ で お 分 か り の よう に 、 ダ ー ウ ィ ニ ズム は 嘘 と 虚 人 で 浴 り 固め られ た 歴史 上 の 巨大 な スキ ャ ンダ ル で あり 、 不 条 
理 で 非 論 理 的 な 主張 な の で ある 。 この 21 世 紀 に 、 全 世 界 は ダー ウィ ニズム の 崩壊 を 見 つめ る 目撃 者 と な る で あろ 2 う 。 
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の お E 当 ! 


年 代 : 860 万 年 前 
BY 二 本 】 間 上 EN 
地域 : 中 華人 民 共 和 国 


人 類 は 猿 か ら 進 化し た の だ と い 2 う 過程 を 示す 中 で 、 進 化 論 者 た ちら は 、 数 多く の 頭蓋 骨 を 証拠 と し て 
指摘 し て いる 。 (証拠 と は 自分 の 目 か ら 見 て の 証拠 と いう だ け の も の だ が ) これ ら の 絶 減 し た 導 、 ま 
た は 過去 の ある 時 代 に 絶滅 し た 異な る 人 種 に 属す る と いう この 頭蓋 衣 に つい て 構築 され た シナ リオ 
は すべ て 歳 遇 で ある 。 どの 時 代 に お いて も 、 ど ん な 生物 の 生体 組織 また は 頭蓋 骨 の 構造 も 全く 変わ 
2 ので UOA い 。 記 だ 用人 人 寺 の で の よう に 分 作 し た と える 記 人 秦 目付 で る 。 

この 写真 の 860 万 年 前 の キツ ネ の 頭蓋 和 衣 は 、 キ ツネ の 頭蓋 朋 が 全く 変わ っ て いな いこ と を 見 せ 付 け 
て くれ る 。 キ ツネ は 自分 の 知能 を 急 に 発達 させ て は いな いし 、 脳 の 容積 を 増加 させ た り 、 構 造 を 変 
移 で (の 内 MG2S22 ろ だ りり 5 し て いい 。 キソ ポポ 由 仙 に ツボ ポ で め り 、 ラ イル ン ン (We ライ ガオ 
の 上 し L で ぐ 情 組 し で きき 六 。 そ し で 信人 信人 選 に 人 用 人 人 作 で つた だ の で め る 。 


し っ か り と し た 研究 結果 で は 、 生 物 が 他 の 種 か ら 伝 わっ た と か 、 人 間 の 祖先 は 類人猿 で あっ た と か 
いう 主張 は 、 ま すま す 虚 偽 だ と いう こと が 明らか に な っ て いる 。 


創造 の アト ラス 
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アド ナン ・ オ クタ ー ル 





と 計時 の お = 


年 代 : 950 万 年 前 
0 了 本 ES 下 上 EN 
地域 : 中 華人 民 共 和 国 


写真 の 950 万 年 前 の オオ カミ の 頭蓋 朋 は 、 オ オカ ミ の 頭蓋 骨 の 構造 が 長い 歳 月 に も 関わ 

ら ず 全く 変化 し て いな いこ と を 示す も の で ある 。 こ の 均衡 状態 は 他 の すべ て の 生物 に 

⑧⑤ 当 Ga る の 。 PP2 き ドク ー ウマ クノ る 。 ツル の 用 の の 中間 人 用 / 必 人 く < 

和 変わ っ て いな い 。 つま り 、 サ ル が 長い 間 に 次 第 に 構造 を 変化 させ て 人 類 に な っ た と い 
2 進化 論者 の 主張 は 非 論理 的 な の で ある 。 


1800 年 か ら 、 ダ ー ウ ィ ニ スト は 、 科 学 的 偽装 を 下地 と する 数 え 切 れ な い 嘘 で 多く の 人 
0 二 2 ロ ョ トピ 0:! 琶 シン 作 生ま コミ PyKD が 才 伸 5 全 当 上 還 ド 還 の 市 2 
守り 続け る の は 不可 能 な こと で ある 。 
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東北 トラ の 頭蓋 骨 


年 代 : 7900 万 年 前 
時 代 : 白亜 紀 
地域 : 中 華人 民 共 和 国 


ある 日 「2 本 足 で 歩い て みよ うか な 」 と すっ く と 立ち 上 が り 自 分 の 骨格 構造 を 変化 させ て 歩き 出し た 
素 織 トラ 局 表 7/ の つて で てい い 。 


2 兎 よ ラ が 人 由 の 爺 修 や 旨 記 し て の い 作 いこ と を 了 全 な し て いる 。 こ 

は すべ て の 生物 に 当て は まる 。 す べ て の 生物 種 は 、 す べ て 独特 の 特有 な 機能 を 持ち 合わ せな が ら 出 
生 SS その 機能 を 持続 し て いる 。 原始 的 な が も の か ら よ り 復 
雑 な も の へ と 生物 が 持続 的 に 変化 の 状態 、1 つ の 種 か ら 次 の 種 へ と 伝わっ て いく と いう 考え は 
単なる 空想 に すぎ な い 。 科学 的 根拠 に ! の PR 


創造 の アト ラス 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 








ヒグマ の 頭蓋 骨 


0 で 二 本 に の g と に | 
本 欄 記 記 iUEGm 
地域 : 中 華人 民 共 和 国 





ヒグマ (Ursos arctos) は 、 ク マ 科 (Ursidae) に 属す る 生物 で あり 、 被 和 毛 は 茶色 か クリ ー ム 色 の こ 
と も ある 。 通常 は 森林 に 本 わ れ た 山岳 地帯 に 生 忠 し て いる 。 


ヒグマ が 「 知 性 を 進化 させ 、 頭 蓋 骨 を 変化 させ て 文明 を 築 こ うじ ゃ な いか 」 と 言い 出し て 、 直 ち 
に 都市 を 建設 し 、 芸 術 を 生産 し 、 文 学 を 創り 出し た り 、 科 学 的 な 発見 を し た り し た ヒグマ は いな 
い 。 ク マ は いつ の 時 代 も クマ と し て 存在 し 続け て きた し 、 他 の 種 に 進化 な ど し て こ な か っ た 。 


すべ て の 生物 は 元々 有 し て いた 特徴 と 全く 同じ も の を 備え て 生き 残っ て いる 。 こ れ は 極め て 論理 
的 な こと で あり 、 類 人 猿 が 人 間 へ と 発展 し た な ど と いう の は 不条理 な こと で ある 。 こ の 主張 に 科 
学 に 基づい た も の な ど 何 1 つない の だ 。 
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と 計り の お = 


年 代 : 9300 万 年 前 
2 導 本 2) 凍 
地域 : 中 華人 民 共 和 


仮に 進化 論者 の 主張 が 正しい と し た ら 、9300 万 年 前 の オオ カミ の 頭蓋 朋 は 、 現 代 に 生 忠 し て いる オ 
2 きど 目 選 旧 多 で 志 ろう で いい ⑳ 着 の ク う 。 し 次 し 、 こ こ に 肖 用 し で の いる の 骨 25 の ラク ョ で 人 8 人 の の 0 り の エリ ウ 
に 、 現 代 に 生息 する オオ カミ の 頭蓋 朋 と 9300 万 年 前 の も の は 全く 同じ も の で ある 。 何 千 万 年 の 時 
の 流れ の 中 で 「 そ れ で は 能力 を 進化 させ て オペ ベラ で も 作曲 し て みる か 」 と 言い 出し 音楽 家 に な っ た 
り 、 | 富屋 作 MI し て で て クト よう | と し て 0 に 作 ク クウ と し た だ オオ ん ルミ 上 信 いい 


化石 記録 が 証明 する と お り 、 オ オカ ミ だ け で な く 、 他 の 生物 種 も どん な 映 体 的 変化 も 経て いな い 。 
別 の 種 へ と 進化 し た よう な 生物 は いな い の だ 。 和 急 類 、 昆 虫 、 旧 虫 類 、 鳥 類 、 貴 乳 類 の 身体 的 特徴 の 
どこ に も 見 られ な い 進 化 的 な 変化 を 主 良 する ダー ウィ ニス ト は 、 類 人 振 で も 同じ こと が 起こ り 、 搬 
が 人 間 へ と 進化 し た と 主張 し て いる 。 し か し すべ て の 生物 種 に お ける この 均衡 状 騒 は 、 こ の 主張 が 
嘘 で やめる こと を 証明 する に 足り る 。 


創造 の アト ラス 
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北極 キツ ネ の 頭 区 骨 


年 代 ・ 820 万 年 前 
1 二 欄 上 遇 
地域 : 中 華人 民 共 和 


類 人 狂 の 模 條 の 能力 に 感化 され 、 ダ ー ウ ィ ニ スト は 知性 を 展開 させ て 人 間 へ と 発 達 する こと が 
で きる と 主張 し た 。 し か し 事実 は 、 自 然 界 の 多く の 生物 は 模 條 する 能力 を 備え 、 非 常に 知性 的 
48 ご こと で 知ら 2 て いる 。 ぞ その 一 仙 信 キツ ギ ポ で め る 。 罪 全 選 知 表記 くく 。、 ず る が し こい の 。 し か 
知 務 が 高い 動物 だ か ら 、 科 学者 に な ろう じゃ な いか 」 など と ある 日 突然 言い 出し て 、 目 

分 を 形成 する 細胞 を 電子 顕微 鏡 で 観察 し 始め た キツ ネ は いな い ! どん な に 知能 が 高かっ た と し 
て も 、 キ ツネ は キツ ネネ 以外 の 生物 に は な ら な い の だ 。 


抽 、 科 学 的 発見 に よっ て も 証明 され て いる よ 25 SI 
WP し て 存在 し 続け て きた 。 進化 論者 た らち は 科 学 的 証拠 を 無視 し 続け て き て お り 、 変 
了 し な いと いう 事実 を 覆い 隠 そ うと し て きた 。 生命 の 起源 は 神 の 創造 で ある 。 
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アド ナン ・ オ クタ ー ル 





バン ダ の 頭蓋 骨 


年 代 : 8800 万 年 前 
時 代 : 自 亜 紀 
地域 : 中 華人 民 共 和 国 


化石 記録 は 、 パ ンダ は 常に パン ダ と し て 存在 し て き て お り 、 進 化 の 過程 を 経て いな いこ と を 示し て 
いる 。 そ の 証拠 の 1 つの 断片 は 、 こ の 写真 の 8800 万 年 前 の 化石 化し た パン ダ の 頭 善 骨 で ある 。 


2 る 目 1 どき どき 22 た 尾 で 張 く こと で きる か ら 、 こ 泌 の か らい つも 2 人 8 届 で 送 こう 。 そ し て 看 並 
し て 暮らそ う 」 と 決め た り 、 頭 蓋 朋 の 構造 を 変え た たり し た パン ダ は いな い 。 長 い 年 月 の 隔たり が あ 
っ て も 。 パ ンダ は パン ダ が 有する 同じ 特徴 を 備え つつ 常に 同じ 姿 で あり 続け て きた の で ある 。 
パン ダ に 関す る この 事実 は 、 他 の 生物 に も 当て は め る こと が で きる 。 進化 し た り 、 様 相 が 変化 し た 
生物 は いな い の だ 。 


Fc の M ン 
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4 の お に に 省 | 


年 代 : 8800 万 年 前 
出る BR' 導 欄 中 本 iE 
地域 : 中 華人 民 共 和 国 


紅 江 し た 種 の 類人猿 の 頭蓋 朋 を 修正 し 、 あ た か も 人 間 の 進化 の 証拠 の よう に 見 せ か ける や り 口 
は 、 ダ ー ワ ウィ ニス ト の 常 倒 手段 と な っ た 。 毎回 彼ら の で っ ちあ げ が 赴 呈 し て いて も な お 、 そ れ を 
や り 続 ける の は 絶望 の あら われ な の で ある 。 なぜなら 豊富 に 生 中 し 、 数 え 切 れ な い ほ どの 化石 が 
現代 で も 見 られ る 生物 や 古代 に 生息 し た 生物 の 無数 の 化石 の 頭蓋 骨 標 本 が 、 進 化 は 発生 し て いな 
りり 肖 の と 2 あう 2 レ う 


他 交 妥 。、 ドラ 條 宙 條 トラ で め り 、 オ オミ が オス イミ で 、 サ サイ が サイ で あめ り 、 オ ラン ウー タン が 
クン ウー クシ と で め る こと を 人 5 放し て で の いる 。 


写真 の 8800 万 年 前 の トラ の 化石 は 、 そ の 例 の 1 つ で ある 。 8800 万 年 前 に 生息 し て いた トラ と 現代 
必用 LIN の トド ト た の 向 IN 人 SS の いり 


創造 の アト ラス 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 





アド ナン ・ オ クタ ー ル 
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本 欄 記 記 iUE6m 
地域 : 中 華人 民 共 和 国 


ダー ウィ ニズム を “論争 の 余地 の な い " 科学 的 事実 だ と メデ ィ ア が 江 出 し た 影 に は イデ オロ ギー 賠 争 
の 結果 が 渦巻 いて いる 。 事実 、 ダ ー ウ ィ ニ ズム が 科学 的 発見 に 相反 する 時 代 人 遅れ の 理論 で ある こと 
は 、 よ く 知 られ て いる 。 化石 は この こと を 証明 する 多数 の 発見 の うち の 1 つ で ある 。 進化 論者 た ち は 
人 間 と 類人猿 は 共通 の 祖先 か ら 進 化し た と 仮定 し て いる が 、 頭 蓋 朋 、 頭 蓋 の 構造 、 何 千 万 年 も 生息 し 
て いる 生物 の 骨格 な ど 、 ほ ん の 少し も 変化 し て いな いこ と を 説明 で き な い で いる 。 な ぜ 猿 が ある 目 人 
間 に 進 化し た の に 、 他 の 生物 種 に その よう な 変化 が 発生 し て いな い の か は 、 ま だ 説明 され て いな い 。 
な ぜ 猿 や 態 が し ゃ べり 始め た り 、 音 楽 を 作曲 し た り 絵 を 描い た り 、 彫 刻 を 作っ た り 、 建 設 物 を 建築 し 
た り 、 小 説 や 詩 、 戯 曲 を 書い た り 、 技 術 的 な 発見 を し た り 宇 宙 を 探検 しない の か と いう 質問 に 対す る 
理性 的 な 回 答 は 進化 論者 か ら は 得 ら れ て いな い 。 

同じ よう に 、 非 常に 高度 な 機能 を 取得 し 、 他 の 生物 に 変わ っ て し まっ た クマ は いな い 。 だ か ら サ ル も 


人 間 に は 進化 し て いな い の だ 。 クマ は 常に クマ で あり 、 類 人 猿 は 常に 類 人 狂 で あり 、 人 間 は 常に 人 間 
/ だ の 62 の 7 


写真 の 8 千 万 年 前 の 態 の 化石 は 、 今 日 生島 し て いる クマ と 何 1 つ 変わ ら な い 。 こ れ は 見 る 者 すべ て に そ 
0 放 寺 2 
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伸 が 万 物 と 生物 を 創造 し た 


時 代 人 遅れ の 19 世 紀 の 和 概念 で ある 進化 論 は 、 現代 の 科学 的 事実 を 前 に し て 完全 に 月 れ 去 っ た と いえ よう 。 ダー 
ウィ ニス ト は 化石 記録 の 前 に は 科学 的 な 回 答 を する こと が で き な か っ た 。 そし て これ は 進化 論 に と っ て は 非常 に 大 き 
な 打撃 と な っ た 。 

ダー ウィ ニス ト は 進化 が 発生 し た と いう こと を 示唆 する 化石 を 1 つと し て 発見 し て いな い 。 敗北 に 喚 し た こと を カ 
モ フ プラ ー ジ ュ で きる こと を 願っ て さま ざま な 手段 を 助け 電 と し て 講じ て きた 。 時 々 、 化石 を 偽造 する こと で 彼ら は 少 
な く と も 目 分 た ら の 目 か ら 見 れ ば 進化 論 を 証明 し よう と 模索 し て きた 。 また 一 方 で は 、 完全 に 空想 の 絵 で 人 々 を 欺 
こう と し た 。 これ ら と 同様 に 、 進化 論 が 疑い も な い 事 実 だ と いう 印象 を 与え る 努力 と し て “失わ れ た リン ク が 見 つか 
る ! や 、 祖 先 は 微生物 だ っ た "や 、“ 進 化 論 を 証明 する 新 発 見 "な ど 、 誤解 を 招く 見 出し を 採用 し て きた 。 

これ ら の 方 法 は 、 科学 と 技術 が 現代 ほど 発 達 し て いな い 1800 年 代 後 半 か ら 1900 年 代 初期 まで は 成功 し て きた 。 
し か し 21 世 紀 に は 、 進 化 論 者 た らち ら の すべ て の 嘘 が 明る み に 出 て 、 ダ ー ウ ィ ニ スト た ち を 孤立 無援 の 場所 へ と 追い や 
2 

今日 、 小さ な 子供 で すら 、 進化 論 を 示唆 する 中 間 有 段 階 の 化石 は な いこ と 、 人 間 は サル が 進化 し た の で は な いと 
いう こと 、 高度 に 発達 し て 複雑 な 構造 を 持つ 生物 は 進化 論 で は 説明 で き な い と いう こと 、 そし て ダー ウィ ニズム は 科 
学 史上 最悪 の 詐欺 で る る と いう こと を 知っ て いる 。 

コー ラン の 一 節 に も こう 書か れ て いる 「 見 よ 、 か れ ら の 言う こと は 作り ご と で ある 」( ア ッ ・ サ ーッ ファ ー ト 曹 151 節 ) 不 
言 心 者 は 続け ざま に 次 か ら 次 へ と 嘘 を 述べ 立て る こと で 信仰 に 疹 を 向け る と 、 神 は コー ラン で 教え 給 わ れ て いる 。 ダ 
ー ワ ウィ ニ ス ト は 目 分 た らち が 信仰 を 避け 、 そ し て 他 の 者 に も 宗教 的 な 備 理 価値 か ら 枯 ざ か る よう さま ざま な 天上 幅 を 講じ 
て 、 あ ら ゆ る 非 科学 的 な 主張 を り 返し て きた 。 

も ちろ ん 、 こ れ は 次 の 一 節 で も 信仰 心 の な い 者 は 常に 言い 訳 ば か り を する と 強調 され て いる 。 「 ま た 、 か れ ら ( 不 





創造 の アト ラス 


信心 者 )》 は いつ も 言っ て いた 」( ア 
ッ ・ サ ーッ ファ ー ト 章 167 節 ) し か 
し 、 彼ら は や が て は すぐ に 気づく 
だ ろう 、 そし て 真実 を 理解 する だ 
ろう 。 不信 心 者 が や が て は 真実 に 
気付 き 、 理解 する 時 が 来る と いう 
こと は 多く の 一 節 で 明らか に され 


名 虫 類 か ら 鳥 類 へ の 進化 の 富 話 に 使用 され 


た 始祖 島 は 、 進 化 論者 た ち が ど う や っ て 人 を 


| | 騙 そ うと し て きた か を 示す 良い 例 で ある 。 1 億 
四 5 千 万 年 前 の 鳥 、 始 祖 鳥 は その 一 部 に 史 虫 類 
。 的 特徴 を 持つ た め 、 肥 虫 類 と 鳥類 を 結ぶ “ 失 


われ た リン ク ”" と 主張 され て いた 。 し か し な が 
ら 、 す べ て の 化学 的 研究 で は 、 始 祖 島 は 飛ぶ 
島 で あり 、 こ れ ら の 主張 を 無効 と する も の で あ 
っ た 。 さらに 、 鳥 の 有史 虫 類 的 祖先 と いわ れ て い 
る テロ ボッ ド 恐 竜 は 、 ず っ と 始祖 鳥 よ り も 年 代 
が 若い 。 これ も 、 進化 論者 た ち が 無 視 し よう し 
て し て きた 事実 の 1 つ で ある 。 


ハー ルン ・ ヤ ハ ワ ャ 


腔 の 歯 を "ネブラスカ 原 人 "の 化 
石 と で っ ちあ げ 


















1922 年 、 ア メリ カ 自 然 史 博 物 館 の 館長 ヘン リー・ フ ェ ア フ ィ ー 
ルド ・ オ ズ ボ ー ン (Henry Fairfield Osborn) は 、 ス ネー ク ブ ルッ 
ク 近 郊 の 西 ネ ブラ スカ で 鮮新 世 の 年 代 と 思わ れる 昨 歯 の 化 
石 を 発見 し た と 主張 し た 。 こ の 歯 は 、 人 間 と 類人猿 の 共通 
の 特徴 を 持つ も の だ と され た も の で ある 。 こ の 化石 は " ネ ブ 
ラス カ 原 人 "と 呼ば れる よう に な っ た 。 “ネブラスカ 原 人 "に は 
すぐ に へ スペ ロビ テク ス ・ ハ ロ ル ド クー キ (Hesperopithecus 
haroldcooki) と いう 科学 名 が 与え られ た 。 この た っ た 1 つの 歯 
に 基づい て 、 ネ ブラ スカ 原 人 の 頭 と 体 の 再 構築 が 行 
( れ 、 原 画 が 描か れ た 。 さらに 、 ネ ブラ スカ 原 人 の そ 
ば に は 、 自 然 の 設定 の 中 、 妻 や 子供 の 家族 も 描 
か れ た 。1927 年 、 骨 格 の 他 の 部 分 が 発見 され 
る 。 新た に 発見 され た 断片 を 研究 し た 結果 、 そ の 
歯 は 人 類 の も の で も 、 類人猿 の も の で も な いこ と 
が 分 か っ た 。 結局 、 そ の 歯 の 持ち 主 は 、 プ ロス テ 
ノブ ス (Prosthennops) と いう 絶 減 種 の 野生 の アメ リ 
カ 豚 の も の だ と いう こと が 明らか に な っ た 。 





補 


て いる 。 これ ら の コー ラン の 一 節 は 、 暗示 的 に 、 ダ ー ウ ィ ニ スト も また 真実 を 見 る 日 が 来る こと を 示唆 し て いる の だ 。 そ 
うい っ た いく つか の 節 を ご 紹介 し よう 。 

| と ころ が (実際 に クレ アー ン が 与え られ れ ば ) そ れ を 拒否 する 。 だ が 間もなく か れ ら は 知る で あろ う 」( ア ッ ・ サ ーッ 
ファ ー ト 章 167 節 ) 

「 か れ ら を 放任 し 、 食べ さ せ 楽 し ませ て で て (はかない) 希望 に 惑 わせ て お く が いい 。 間 も な く か れ ら は 悟る で あろ う 」 


(アル ・ ヒ ジュ ル 章 3 節 ) 
「 われ が か れ ら に 授け た も の を 、 有り 難く 思わず 各 楽 に 腕 る 。 だ が か れ ら は 、 今 に 分 る で あろ う 」( ア ル ・ ア ンカ プ ブ 
ー ト 章 66 節 ) 


ダー ウィ ニス ト 達 も また 、 非 論理 的 な 頑固 さ を 捨 て 、 み な が これ ほど 明白 に 分 か っ て いる 事実 を 受け 入れ る べき 
で ある 。 科学 に 解き 明か され た 真実 は 、 進化 論 は 間違い で ある と いう こと 、 そし て 万 物 と 生き と し 生け る も の は 、 神 の 
創造 だ と いう こと で ある 。 

一 部 の 例 を この 本 に も 掲載 し て いる 化石 は 、 神 の 創造 の 重要 な 証拠 で あや る 。 コー ラン の いく つか の 節 に も 、 天 
地 に 神 の 創造 が 事実 で ある 証拠 が ある と いう 記述 が ある 。 その 一 例 は 、 アッ ・ サ ー フ ァ ー ト 昔 の 137 節 で ある 。 


「 あな た が た は か れ ら の (遺跡 の ) 修 ら を 、 昼夜 通っ て いる 」 


お そら く 、 こ の 節 は 地底 に 眠り 、 生物 の 歴史 を 解き 8 明か し て くれ る 化石 記録 を 指し て いる の で あろ 2。 世界 各地 
の 地 中 に は 、 生物 が 最初 に この 世に 姿 を 現し た と きか ら 同 じ ま ま で 、 長い 年 月 を か け て も 全く 変化 し て いな いこ と を 
示す 無数 の 化石 標本 が ある 。 言い 換え れ ば 、 生物 は 進化 し て いな い の だ 。 これ ら の 化石 の すべ て は 、 生物 が 完全 
で 非の打ち所 の な い 形 で 、 複雑 な 機能 を 持ち な が ら こ の 世 ら 出現 し た こと を 表し て お り 、 神 に よっ て 創造 され た と い 
60 

わが 全能 の 神 は 、 す べべ て の 生物 を 完璧 な まで の 形 で 創り 出し て いる 。 すべ て の 実体 は 全能 で 僅 大 な 神 の 現 わ 
れ な の で ある 。 この 神 の 現われ を 目 の 前 に し た 人 の 使命 は 、 理性 と 道義 心 を 身 に 着け 、 万 物 は 、 絶対 的 賢人 に よっ 
て 作ら れ た と いう こと を 就 考 し 、 神 に 感謝 の 意 を 表明 し 、 神 に で きる か ぎり 身 を 捧げ る こと で ある 。 


| アッ ラー は 、 凡 て の も の の 創造 者 で あり 、 また 凡 て の も の の 管理 者 で ある 。 天 と 地 の 鍵 は デッラ ー の 有 で ある 。 
か れ の P 印 を 拒否 し た 者 こそ 失敗 者 で ある 」 


(アッ ・ ズ マル 章 62- て 63 章 ) 


だ ド メ ッ クター ル 











観念 的 な テロ リズ スム の 根底 に ある も の の 正体 
ダー ウィ ニス ズム と 唯物 主義 


進化 論 は チャ ー ル ズ ・ ダ ー ウ ィ ン (Charles Darwin) に よっ て 提起 され 、 科学 的 根拠 、 観 宗 、 実験 に 基 づ で て いる と 多く 
Ri NINE 昌 RDGRGG 細 本 は 科学 的 根拠 に は 基づい て いな 

。 進化 論 は 、 唯物 論 哲 学 の 古 握 い 定 説 の 性 次 に 治 う よう に 構成 され て いる 。 科学 的 な 発見 に よっ て 異 付け られ て い 
5 は 言 目的 ( お 

この 狂信 は いろ ん な 間 題 を 引き 起こ し た 。 まず ダー ウィ ニズム と それ を 支え る 唯物 論 哲 学 が 広まっ た こと で 、“ 人 間 
と は 何 か が "と いう 問題 の 間 い へ の 答え が 変わ っ た 。 

以前 な ら 人 は こう 答え た だ ろう 。「 人 は 神 に よっ て 創造 され 、 神 の 教え と する と ころ の 、 素晴らし い 道 徳 性 に 従っ て 
人 は 生き な く て は な ら な い 」 そ れ が 現在 「 人 は 偶然 に よっ て この 世に も た ら さ れ 、 生存 競争 に 生き 残っ て 発達 し た 動物 
な の だ 」 と 考え る よう に な っ て きた 。 この ひど い ご ま か し に 支払 わな く て は な ら な い 代 償 は 大 きい 。 帝 力 的 イデ オロ ギー 
で ある 人 種差 別 、 フ ァ シ ズム 、 共産 主義 、 そ の 他 闘 争 に 基づく 野 種 な 世界 観 は 、 す べ て この ご ま か し か ら 発 生 し た の で 
ある 。 

本 稿 で は 、 ダ ー ウ ィ ニ ズム が 世界 に も た らし た 炎 害 を 検証 し 、 現代 に お いて 地球 を 田 か す ろ し い デ ロリ ズム と の 
関連 性 を 暴 い て いく 。 


ダー ウィ ニス ト の 嘘 :「 生 と は 闘 省 で ある 」 


ダー ウィン は 、 進化 論 を 展開 させ る 際 、1 つ の 前 提 を 持ち 出し た 。「 生 物 の 発達 は 生存 競争 に 依存 する 。 強者 が 
闘争 に 勝ち 残る の だ 。 弱 者 は 敗者 と し て 忘却 の 彼方 へ と 消し 去ら れる 」 


導 


616 創 護 の アト ラス 








ハー ルン ・ ヤ ハ ワ ャ 


ダー ウィ ン に よれ ば 、 生存 競 争 に は 無慈悲 な 戦い が あり 、 自然 界 に は 永遠 の 闘 省 が ある と い 2 う 。 強者 は 能 者 を 
吊 に 打ち 負かし 、 こ れ に より 発達 が 海 汰 され る の だ と 。 ダー ウィ ン の 著書 | 種 の 起源 (The Origin of Species)』 に 与え ら 
れ た 副題 自然 海 汰 また は 適者 生存 に よる 種 の 起源 』 か ら も その 観点 は 読み 取れ る 。 

さら に 、 ダ ー ウ ィ ン は "生存 競争 "を 提言 し て いる が 、 そ れ は 人 種 に も あて は まる の だ と し て いる 。 その 狂信 に よれ 
ば “適者 G 選 ば れ た 人 種 /" は 闘争 に 勝ち 残っ た も の な の だ と いう 。 ダー ウィ ン の 観点 で は 、 適 者 は ヨー ロッ パ の 白色 
人 種 で あっ た 。 アフ リカ 人 種 や アジ ア 人 種 は この 生存 競争 に 遅れ を 取っ て いる らし い 。 ダー ウィ ン は さら に こう 続け て 
いる 。 この よう な 人 種 は や が て "生存 競争 "に 勝ち 残れ ず 、 消 減 す る の だ と 。 

将来 的 の ある 時 期 、 そ れ も 百 年 以内 と そう 遠く な い 将 来 、 教 養 あ る 人 種 は ほとん ど 絶 減 し 、 世 界 中 に 野 邊 な 人 種 が は 

び こ る で あろ う 。 人 間 に 近 い 類 人 猿 な ど は 間違い な く 絶 滅 し て いる だ ろう 。 同時 に 、 類 人 猿 も 間違い な く 絶 滅する こと 

に な る 。 人間 と 人 間 に 近 い 類 人 猿 な ど と の 境界 は さら に 広く な る 。 現在 黒人 また は オー スト ラリ ア 人 と ゴリ ラ の 間 に 見 

られ る 隔たり に 代わ り 、 白 色 人 種 、 ま た は ヒヒ と 同様 な くら い の レ ベル の 一 部 の 類人猿 を 超え て 人 種 閥 が 文明 化す る 

こと を 阻む も の で ある 。 “ 

イン ド の 人 類 学 者 ラリ タ ・ ヴ ィ ダ ヤー ルディ (Lalita Vidyarthi)y は 、 ダ ー ワ ウィ ン の 進化 論 が どの よう に 人 社会 科学 の 分 
野 に 人 種差 別 を 押し 付け て いる か を 説明 し て いる 。 

ダー ウィ ン の 適者 生存 の 理論 は 当時 の 社会 科学 者 た ち に 暖か く 受 け 入 れ ら れ た 。 そ し て 人 間 は 、 さ ま ざ ま な 進化 の 

段階 を 経て 人 間 文 明 の 最高 湖 に 達し た の だ と いう 説 が 信じ られ る よう に な っ た の で ある 。19 世 紀 の 中 ご ろ ま で に は 

大 部 分 の 西洋 の 科学 者 に よっ て 人 種差 別 が 事実 と し て 受け 入れ られ る よう に な っ て いっ た 。3 


中 id - 

上 = 二 。 1 | ーー 上 ーー | 画 
用 h = 本 本 間 
| 靖 DL ~ amP 





だ ドラ ジッ の クタ クール 


ダー ウィ ン が イン スピ レー ショ ン を 受け た 源 、 
マル サス の “冷酷 の 法則 の ィ 


進化 論 の 主題 に お いて ダー ウィ ン が イン スピ レー ショ ン を 受け た の は 、 イ ギ 8 も 
リス の 経済 学者 トー マス ・ マ ル サ ス (Thomas Malthus) の “人 口論 "で ある 。 マル 避 
サス は 目 分 自身 で 人 間 の 人 口 の 急激 な 増加 を 計算 し た 。 この 観点 に お いて 
マル サス は 人 間 の 人 口 を 制御 し て いる 主 な 影響 力 は 、 戦争 、 負 儲 そし て 疾 
病 の よう な 災害 だ と し て いる 。 いわ ば 、 こ の 乱 桑 な 主張 に よれ ば 、 一 部 の 人 

々 は 他人 が 生き る た め に 死な な けれ ば な ら な いと いう こと に な る 。 そし て そ 
の 結果 と し て "永遠 の 戦争 "が 導 か れる の で ある 。 

19 世 紀 、 マ ル サ ス の 考え は 広く 受け 入れ られ た 。 特に ヨー ロッ パ の 上 
流 知 識 階 級 に よっ て この 残酷 な 着想 は 支持 を 受け る 。『 ナ チ の “人 種 の 浄 
化 プ ログ ラム "の 科学 的 背景 』 と いう 論文 の 中 で 、 マ ル サ ス の 人 口 の 折 点 に 
縛 ら れ た 19 世 紀 ヨ ー ロ ッ パ の 重要 な 映 分 の 者 は 、 こ う 記 し て いる 。 

9 世紀 の うち 最初 の 50 年 で 、 ヨ ー ロ ッ パ 全土 に お いて 、 新 た に 浮上 し た "人口 問 

題 " に つい て 協議 され 、 貧 困 層 の 死亡 率 を 上 げ る た め の マ ル サ ス 指令 を 実施 する 


方 法 に つい て 思案 する た め に 支配 者 階級 の メン バー が 集まっ た 。 トー マス ・ ロ パー ト ・ マ ル サ ス 
(Thomas Robert Malthus) 






「 貧 困 層 に 衛生 を 推奨 する か わり に 、 正 反対 の 習慣 を 奨励 する べき で ある 。 町 の 

街路 は より 狭く し 、 家 に は さら に 多く の 人 間 を 詰め 込み 、 疫 病 に 容 っ た 者 を その 中 

へ 入る よう に 奨励 する 。 地 方 に お いて は 、 小 ん だ た め 池 の 近く に 町 を 造成 、 特 に 住民 を じめじめ と し て 不健康 そう な 場所 

へ と 追い や る こと が 必要 で ある 」 云 々 と 続く 。* 

この 残酷 な 方 針 の 結果 と し て 、 生存 競争 に 負け た 弱者 は 排除 され 、 そ の 結果 、 急激 な 人 口 の 増加 に は 歯止め が 
か か り バ ラン ス を も た ら す と し て いる 。 これ は " 谷 困 階級 の 弾圧 "と 呼ば れる も の で 、 4 に 施行 され 
た 方 針 で ある 。 産業 指令 が 発布 され 、8 て 9 蔵 の 児童 は 炭鉱 で 16 時 間 労 働 を 課す よう に 強い られ て お り 、 過酷 な 労働 
条件 に より 何 千 も の 命 が 失 われ て いる 。 マル サス の 原理 に よっ て 要求 され た “生存 競争 "は 、 何 百人 も の イギリス 人 の 

命 を 過酷 な 条件 に さら す 結 果 と な っ た 。 

これ ら の 看 想 に 影響 を 受け た 形 で 、 ダ ー ウ ィ ン は この 同省 の 思想 を 自然 界 す べ て に 当て は め た 。 そし て この 生存 
戦争 で は 、 強 者 と 適者 の み が 勝 者 と し て 君臨 する の だ と 提言 し て いる 。 さら に 彼 は 、 こ の 生存 競争 と 呼ば れる も の は 
正当 化 さ れ て お り 変 える こと の で き な い 目 然 の 法則 な の だ と し て いる 。 FNN 、 天地 創造 を 谷 定 す る こ と で 宗孝 
の 信仰 を 捨て る よう 人 々 を 促し 、 そ れ に より “生存 競争 "の 残酷 さく の 妨げ に な る と 思わ れる 備 理 価値 感 に 害 を 及ぼ し た 


の で ある 。 
残酷 で 無慈悲 な 行動 を 人 間 に 導 いた 無 感覚 な 展望 の 普及 に より 、20 世 紀 に な っ て 人 類 は 大 き な 代 償 を 払う こと と 
07COO で の の 。 


~ 螺 肉 強 食 の 法則 "に 導 か れ た も の = ファ ンス ム 


19 世 紀 に は ダー ウィ ニズム が 人 種差 別 を 助長 し 、 そ れ に より 、 20 世 紀 に 世界 を 血 に 染め た ひと つの イデ オロ ギー 
の 土台 が 形成 され た 。 zi め る 。 

ナチ の イデ オロ ギー に は ダー ウィ イニ スト の 強い 影響 が 現れ て いる 。 アド ルフ ・ ヒ ッ ト ラ ー(Adolf Hitlery と アル フレ ー ト 
ッ レ ー ゼ ンベルグ 9 Rosenberg) に よっ て 形作ら れ た この 理論 を 検証 する と " 目 然 海 汰 ・ 目 然 選択 "選択 交配 "人 
種 倍 に お ける 生存 競争 "と いっ た 思想 に 行き 着く こと に 気付 くだ ろう 。 これ ら は 、 ダ ー ワ ウィ ン の 著作 の 至る と ころ に 無数 に 
繰り 返し 現れ る 思想 で ある 。 著書 『Mein Kamp( わ が 闘争 )』 の 中 で ヒッ トラ ー は 、 ダ ー ワ ウィ ニス ト の 生存 競争 と 勝利 が 適者 
に も た ら さ れる と いう 原理 に イン スピ レー ショ ン を 受け た と し て いる 。 

自然 が 定め た 新しい 人 種 階層 に 基づき 、 こ の 歴史 の 中 で 無類 の 栄誉 を 誇る 新 千年 帝国 に 最高 の 栄 堂 が か もたらさ れる だ 

ろう 。* 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハ ワ ャ 


1933 年 の ナチ 党 大 会 で 、 ヒ ッ ト ラ ー は 「 上 位 人 種 は 、 下位 人 種 を 文 配 す る … こ れ は 目 然 に 見 られ る 権利 で あり 、 
考え を られ る た っ た 1 つの 権利 だ と みな し て よい 」 と 宣言 し て いる 。 

ナチ が ダー ウィ ニズム に 影響 を 受け た と いう こと は 事実 で あり 、 こ の 分 野 を 研究 する ほとん ど 全 て の 歴史 学者 が 
これ を 支持 し て いる 。 歴史 学者 ヒッ クマ ン (Fickman)y は 、 ダ ー ウ ィ ニ ズム が ヒッ トラ ー に 与え た 影響 を 次 の よう に 表現 し 
て いる 。 

ヒッ トラ ー は 、 進 化 論 の 熱狂 的 な 信者 で あり 、 提 唱 者 で あっ た 。 彼 の 精神 病 の 重 さ 、 難 解 さ 、 複 雑 さ が どう あっ た と し 

て も 、 彼 の 著作 『 わ が 闘争 』 の 中 で 、 特 に 闘争 、 適 者 生存 の 法則 、 よ り よ い 社 会 を 作り 出す た め に 弱 者 を 排 左 する な ど 

の 、 た くさ ん の 革命 的 アイ ディ ア が 発表 され て いる と いう 理由 か ら " 闘 争 の 思想 が 重要 だ っ た "と 言え る の は 確か だ 。? 

これ ら の 展望 を 掲げ た ヒッ トラ ー は 、 今 まで に な い ほ ど 世 界 を 野 力 へ と 引き ずり 込ん だ 。 ユダ ヤ 人 を 筆頭 と する 
多く の 倫理 ・ 政 治 グ ルー プ は 、 ナ チ の 強制 収容 所 で 悲惨 な 残酷 行為 と 大 虐殺 に さら され た 。 ナチ の 侵略 で 開戦 し た 
第 一 次 世界 大 戦 に より 、5500 万 人 の 命 が 失 われ た 。 この 世界 の 歴史 の 中 で も 最大 の 悲劇 と な る 戦争 の 背 明 に は 、 
ダー ワウ ィ ニ ズム の “生存 競争 "の 思想 が あっ た の で ある 。 





だ ドラ ンク クー ル 


血 の 同 周 ダー ウィ ニズム と 共産 主義 
社会 的 な が ダー ウィ ニズム の 右 糞 に ファ シン スト が 見 受け られ る と 同時 に 、 左 四 に は 、 共産 主義 が 陣 取 っ て いる 。 共産 
主義 は 常に ダー ウィ ン の 論理 を 強硬 に 擁護 し て きた 。 
ダー ウィ ニズム と 共産 主義 の 関係 は 、 こ の 2 つの “主義 "の 形成 に さか の ぼる 。 共産 主義 の 提唱 者 マル クス (Marx) と 
エンゲルス (Bngelsy は 、 ダ ー ワ ウィ ン の 「 種 の 起源 』 が 出版 され る や いな や 読ん で いる 。 そし て その “ 弁 証 的 唯物 論者 "と 
し て の 姿 葵 に ひど く 感 銘 を 受け た 。 マル クス と エン ゲル ス の 往復 書簡 か ら 、2 人 は ダー ウィ ン の 原理 が “共産 主義 の た 
め の 自 然 な 成長 の 土台 を 含ん で いる "と 見 て いる こと が 明らか に な っ て いる 。 ダー ウィ ン に 影響 され て 書い た 著作 [The 
Dialectics of Nature( 目 然 弁 証 法 )』 の 中 で 、 エ ン ゲ ルス は ダー 0 に ちり ば めで て いる 。 そし て 『 The 
Part Played by Labour in the Transition from Ape to Man( サ ル の E ト 化 に お ける 労働 の 関与 )』 の 草 の 中 で 進化 論 へ と 
真 献 し よう と 試み て いる 。 
マル クス と エン ゲル ス の 足跡 を た どっ た ロシア の 共産 主義 者 、 プレ ハー ノ ブフ (Plekhanov、 レー ニン (Lenin)、 ト ロ ツ キ 
ー(Trotsky)、 スタ ダー リン (Stalin) は 、 こ ぞ っ て ダー ウィ ン の 進化 論 に 奉 成 を 示し て いる 。 ロシア ォ NNIRW TS 
れる プレ ハー ノ フ は 、 マル クス 主義 を ! 社会 科学 に あて は め た ダー ウィ ニズム だ 」 と 指摘 し て いる 。 
トロ ツキ ー は 、「 ダ ー ワ ウィン の 発見 は 生物 に 関わ る 分 野 に お ける 弁 証 の も っ と も 偉大 な 業 
績 だ 」 と し て いる 。 
“ダー ウィ ニ ス ト の 教育 "は 共産 構造 の 形成 に お いて 大 き な 役 割 を 担う 。 例え 
ば 、 歴史 学者 は 、「 ス ター リン は 若い 頃 信 心 深 か っ た が 、 ダ ー ウ ィ ン の 本 が 主 な きっ 
か け と な っ て 無神論 者 に な っ た 」 と いう 事実 に 言及 し て いる 。? 
ーー 中 国共 産 文 配 を 打ち 立て 、 
何 百 万 と いう 人 を 殺 任 し た 毛沢東 
は 、 公然 と こう 述べ て いる 。「 中 国 の 社会 主 
ーー 義 は 、 ダ ー ワ ウィ ン と 進化 論 の 上 に 形成 され 
UL | ニニ ニョ ーーー 0 
1 ーー ハー バー ド 大 学 の 歴史 学 
es Si の に コー 
(james Reeve Pusey) は 、 ダ ー ウ イィ 
ニズム が 毛沢東 と 中 国共 産 主 義 に 
与え た 影響 に つい て 、 研 究 著作 『 
China and Charles Darwin( 中 国 と チ 
ャ ー ル ズ ・ ダ ー ワ ウィ ン )』 に お いて 多く 
を 語っ て いる 。 
つま り 、 進化 論 と 共産 主義 に は 、 
切っ て も 切り 離せ な いつ な が り が ある 
の だ 。 進化 論 で は 、 生命 を 持つ 者 は 
| 自 偶然 の 産物 で あり 、 無神論 を 科学 的 に 
ーー ー- ] | 支持 する も の と 言わ れ て いる 。 無神論 
還 者 の イデ オロ ギー で ある 共産 主義 は 、 そ 
の 理由 で 、 ダ ー ウ ィ ニ ズム と 深く 結び つ 
いて いる 。 さら に 、 進化 論 で は 、 自然 に 
お ける 発達 は 、 開 争 (言い い 換 えれ ば “生存 
競争 ) の お か げ で 可能 に な っ て いる の だ と し 
て いる 。 そし て 共産 主義 の 基礎 と な る " 弁 証 
法 の 概念 を 文 持 す る も の で ある 。 
20 世 紀 に お いて “殺人 機械 "と し て 1 億 
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2 千 万 人 を 死に 追い や っ た 共産 主義 の 概念 “弁証法 的 闘争 “を 考え れ ば 、 ダ ー ウ ィ ニ スト が 地球 上 に も た らし た 大 災 
厄 の 甚大 さ が よ く 理 解 で きる だ ろう 。 1 


ダー ウィ ニス ト と テロ リズ ム 
ここ まで を 振り 返る と 、 ダー ウィ ニズム と は 、 20 世 紀 に 人 間 に 災 厄 を も た らし た 半 力 的 イデ オロ ギー の 根っこ な の 
で ある 。 この 解 邊 と 筋道 の 異 に ある 基礎 的 な 概念 は 「 自 分 と 闘争 する 者 は 英 だ 」 で ある 。 
これ は 次 の 方 法 で 説明 で きる 。 世界 に は 、 異な る 信仰 や 世界 観 、 そ し て 哲学 が 存在 する 。 そし て 、 こ れ ら の 多様 
な 概念 が それ ぞ れ と 対立 する の は ご く 自 然 な こと で ある 。 し か し 、 こ れ ら の 異な る スタ ンス は 次 の 2 つの 方 法 で 互い を 
県 の ⑳ こ 0Y で きる 。 
1) 異な る 者 の 存在 に 敬意 を 払い 、 人 間 的 な 方 法 を 用 いて 会 話 を も と うと する 。 も ちろ ん この 方 法 は コー ラン の 倫 
理 観 と 一 致す る 。 
2) 他 の 闘争 する 方 法 を 選択 する 。 一 方 に ダメ ー ジ を 与え る こと で 得 ら れる 利益 を 確保 し よう と する 。 言い 換え れ 
ば 、 野生 動物 的 に 振舞 う の だ 。 この 方 法 は 唯物 主義 すなわち 無 宗教 主義 
に 取り 入れ られ て いる 方 法 で ある 。 
私 た ちら が テ ロリ ズム と 呼ん で いる も の の 恐ろし さ は 、2 つ 目 の 考 え 方 と 何 
ら 違 い は な い 。 
これ ら 2 つ の アプ ロー チ の 違い を 考え る 時 、“ 戦 う 動 物 と し て の 人 間 " と 
いう ダー ウィ ニズム に よっ て 浴 在 的 に 人 々 に 押し 付け られ た 概念 が 見 られ 
る 。 これ は 特に 影響 力 を 持っ て いる 。 周 省 方 法 を 選択 する 個人 や グル ー プ 
の 中 に は 、 ダ ー ウ ィ ニ ズム や その イデ オロ ギー の 原理 を 聞い た こと も な い 人 還 語 計 
た ち も い る か も し れ な い 。 し か し 、 最後 に は 、 こ うい っ た 人 た ち も ダ ー ワ ウィ ニ ズ 
ム に 基づく 哲学 的 基礎 を 持つ 人 々 に 同意 する で あろ 2 う 。 この 考え 方 が 正 し 
MSG し の 人 に 00NO き 600NOC 0 の 0 クー ルク こく A0 て の 0 池 界 
は 弱肉強食 で ある "強者 が 能 者 を 駆逐 する "“ 戦 争 と は 徳 で ある "“ 戦 うこ 
と に より 、 人 は 進化 する "な どの と いう スロ ー ガ ン が 、 人々 を 洗脳 する の で あ 
る 。 ダー ウィ ニズム を ここ か ら 6 取り 払っ て みる と 、 こ れ ら の スロ ー ガ ン に は 何 も 
残る も の は な い 。 
実際 、 ダ ー ウ ィ ニ ズム が 取り 払わ れ た ら 、“ 閣 争 "の 理念 は な く な る だ ろ 
2。 世界 の ほとん どの 人 が 信仰 する 、 神 に 基づく 3 つの 宗教 で あや る イス ラム 
教 、 キ リス ト 教 、 ユ ダ ヤ 教 は すべ て 凌 力 に 反対 し て いる 。 この 3 つの 宗教 す 
べ て は 世界 に 平和 と 調和 が も た ら さ れる よう 願う 2 も の で ある 。 そし て 罪 な き 人 
を 殺し た り 、 苦し みや 苦難 を 与え る 者 に 反対 し て いる 。 闘争 と 又 力 は 神 が 人 
間 に 課 せる 倫理 に 反し 、 異常 で 望ま し く な い 概 念 で ある 。 し か し 、 ダ ー ウ ィ ニ 
ズム で は 、 闘争 と 虹 力 を 自然 な も の 、 正当 な も の 、 正しい も の で あり 、 存在 し 





どの よう な イデ オロ ギー を 支持 し て いた と し て も 、 世 
間 昌 界 中 に 恐怖 を 与え る 者 は すべ て 現実 的 に は 、 ダ ー 
な く て は な ら な いも の と し て 捉え 、 描写 し て いる 。 ウィ ニス ト で ある 。 ダー ウィ ニス ト は 、「 闘 争 」 を 奨励 


こう いっ た 理由 か ら 、 あ る 人 々 が イス ラム 教 、 キ リス ト 教 、 ユ ダ ヤ 教 の 概 し 、「 闘 争 」 に 価値 を 置く 哲学 で ある 。 


隻 を 用 いて テロ リズ ム を 行使 する 場合 、 こ うい っ た 人 々 は 正当 な イス ラム 教 、 
キリ スト 教 、 ユ ダ ヤ 教 徒 と は 言え な い 。 社会 的 ダー ウィ ニス ト と 言っ て いい だ 
ろ 2。 宗教 の 放 を 彼 っ て は いる が 、 真 の 教徒 で は な い 。 宗教 に 従事 する と 言い つつ も 、 実 際 は 款 教 の 英 な な の で あ 
る 。 その 理由 は 、 宗教 で 禁じ られ て いる 無慈悲 な 犯罪 を 犯し て お り 、 その 行為 に よっ て 、 宗教 に 汚名 を 着せ て いる か 
だ 。 

この よう な 理由 か ら 、 地球 を 益 か す テ ロリ ズム の 根底 に は 、 神 の 宗教 が ある わけ で は な く 、 無 宗 教 だ けが 横 た わ 
っ て いる の だ 。 そし て 我々 が 生き る この 現代 の 言葉 で 言え を ば 、 そ れ は “ダー ウィ ニズム "で あり 、 “唯物 主義 で ある 。 


だ ドラ ウッ クタ クー ル 


イス ラム 教 は テロ リズ ム の 根源 で は な く 隠 れ 衰 に すき な い 


未 教 の 名 の 下 に 活動 し て いる か の よう に 言う 一 部 の 人 々 は 、 款 教 を 誤解 し て いる か 、 間違え た 宗教 活動 を し て い 
る と 思わ れる 。 従っ て 、 こ うい っ た 人 を 例 と し て その 宗教 の 概念 を 形成 する の は 間違っ て いる 。 宗教 の 源 を 研究 する の 
が 宗教 を 理解 する の に も っ と も 適し て いる と 言え る 。 

イス ラム の 聖なる 原点 は コー ラン で ある 。 コー ラン ・ イ スラ ム の 備 理 観 の モデ ル は 、 西洋 の 精神 の 中 に ある イメ ー ジ 
か ら は か け 離 れ て いる 。 コー ラン は 備 理 、 愛 、 同情 、 慈悲 、 謙 交 、 犠牲 、 容認 、 平和 の 艇 念 に 基づい て お り 、 真 に 備 理 
観 に し た が っ て 生き る イス ラム 教徒 は 、 礼儀 正しく 、 思慮 深く 、 赴 容 で 、 信頼 で き 協 調 的 な の で ある 。 信者 は 周囲 に 愛 
尊敬 、 調 和 、 そ し て 喜び を も た ら す だ ろ 2。 


平和 と 幸福 の 宗教 イス ラム 


イス ラム と いう 言葉 は 、 ア ラビ ア 語 の "平和 "に 由来 する 。 イス ラム 教 は 地上 に 平和 と 幸福 を も た ら す た め 神 か ら 与 え 
られ た 宗教 で あり 、 神 は この 世界 に 起こ りう る 物事 に 対し いか に し て 慈悲 、 思い や り 、 寛容 さ を 持ち 、 平和 を 保つ か を コ 
ー ラ ン の 教え を も と に 世界 中 の 人 々 に 説き 、 教え を 受け 入れ る よう に 促す も の で ある 。 イス ラム は 、 神 の 無限 の 哀れ み と 
慈悲 が 地上 に 姿 を 現す こと に より 平和 な 生活 を 人 間 に も た ら す こと を 目的 と し た 宗教 で ある 。 コー ラン 、 アル ・ バ カラ 曹 
208 節 で は 、 神 は 信者 に こう 説い て いる 。 

「 信 じ る 者 た ちよ ! 完 全 な る 平和 (イス ラム ) の 中 へ 入れ よ 。 悪魔 (サタ ン ) に 従う べき で は な い 。 悪 魔 は あな た 方 の 公然 た 

る 敵 だ か ら 」 

この 節 に 名 言 さ れ て いる よう に 、「 平和 (イス ラム ) の 中 へ 入る こと に よっ て の み 、 敵 ま が 讐 本 さ れる の だ 」、 2 まり Na 
ー ラ フン の 価値 観 ( こよ っ て 生き る と いう こと で 













め る 。 
伸 hh 08 
不信 、 不 道徳 行為 、 反 抗 、 残酷 行 


神 は 人 に 平和 と 安全 
を 呼び か け て いる 。 そ 
れ に 対し 、 宗教 に 反 
する イデ オロ ギー は 、 
闘争 と 恐怖 を 奨励 し て 
華 。 いる 。 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


為 、 攻撃 性 、 殺 人 、 流 血 を 神 は 禁じ て いる 。 この 神 の 教え に 背く 者 を 「 悪 魔 の 道 を ゆく 者 」 と 表現 し て いる 。 そし て 、 
は っ きり と この 行為 を 受け 入れ る 姿勢 を コー ラン で は 罪悪 と し て いる 。 コー ラン 中 の この 主題 に 関す る 節 は 多く 存在 
し 、 そ の 中 で こう 説い て いる 。 

「 神 と の 誓い を 破り 、 神 の 導き に よる 緑 を 絶ち 、 地 上 に 破壊 を 与え る 者 、 そ の 者 達 に は や が て 褐 が 降り 懸 る で あろ う 。 

そし て つい に は 邪悪 に 満ち た 住処 に 留まる こと に な る 」( ア ッ ラ アド 章 25 節 ) 

「 神 の 導く まま 、 来 世 の 住処 を 探し 求め よ 。 そ し て 、 神 が あな た に よく し て くれ た よう に 、 あ な た も よい 行い を する よう 

心がけ よ 。 ま た 、 悪 行 を 慎 め 。 神 は 悪行 を 行う 者 を 愛し は し な い 」( ア ル ・ カ サス 章 77 節 ) 

上 記 の 2 つの 節 か ら も 読み 取れ る よう に 、 イ スラ ム の 教義 の 中 で 神 は テロ リズ ム 、 雄 力 を 含む あら ゆる 悪行 を 禁止 
し て お り 、 そし て それ ら の 行動 を 引き 起こ す 人 間 を 符 め て いる 。 イス ラム 教 は 世界 に 美 を も た らし 、 促進 さす せる こと に 
真 献 し て いる 。 


区 容 性 と 言論 の 目 由 を 保護 する イス ラム 教 


イス ラム 教 は 目 由 な 思考 、 意 見 を 持つ こと や 生活 の 目 由 を 保 隊 、 提 供する 款 教 で ある 。 また 、 人 間 同 士 の 対 
、 闘争 、 中 傷 、 靖 茸 、 さ ら に は 他人 に 対し て 償 定 的 な 考え を 持つ こと を 禁じ て いる 。 同じ よう に 、 イ スラ ム 教 は た だ 
単に テロ や 桑 力 を 禁じ て いる だ け で は な く 、 人 他人 に 対し て あら ゆる イデ オロ ギー へ の 圧力 も それ を 与え る こと も 禁じ 
GU 

「 款 教 に は 強制 と いう も の は 存在 し な い 。 真実 の 教え は 、 偽 り の 教え と は 明らか に 異な り そ れ は 明確 で ある 。 偽り の 

示 教 の 説く 神々 の 存在 を 否定 し 、 た だ 唯一 の 本 当 の 神 を 信じ る 者 は 誰 で も 真 の 手がかり を 掴ん だ も の で ある 。 ア ッ 

ラー は 全 聴 に し て 全 知 で あら れる 」( ア ル ・ バ カラ 曹 256 節 ) 

「 従 っ て 、 思 い 出 し な さい 。 た だ 思い 出す だ け だ 。 あ な た 方 は 他人 を 信仰 させ る こと を 強制 出来 な いと いう こと を 」 

(アル ・ ガ ー シ ヤ 章 22 節 ) 

信仰 や 教義 の 形 を 強制 し た りす る こと は イス ラム 教 の 精神 と 本 質 に 痛い て いる 。 な ぜ な ら 、 真 の 信仰 と いう も の 
は 自由 な 意思 と 道義 心 が あ っ て こそ 存在 で きる も の だ か ら だ 。 無論 、 イ スラ ム 教 信者 で あっ て も コー ラン の 説く 倫理 
的 教義 に 基づい て お 互い を 高め あっ た り 他 人 に 助言 を 与え を た りす る こと も で きる が 、 それ を 強制 する こと は お ろか 、 
自体 的 、 心理 的 な 圧力 を か ける こと な ど は あり えな い 。 いずれ に せよ 、 特典 を 与え て 宗教 に 引き 入れ よう と する こと は 
出来 な い の だ 。 

さて 、 上 記 の 考え と は 全く 送 の 考え を 持っ た 人 間 社 会 が ある と 想像 し て みよ う 。 例え ば 、 あ る 特定 の 宗教 の 信仰 
を 法律 で 定め て いる 社会 が あっ た と する 。 この よう な 社会 は 完全 に イス ラム 教 の 説く 社会 と は 異な っ た 人 間 社 会 で 
ある 。 な ぜ な ら 信 仰 と 崇拝 は 、 人 間 が その 者 自身 の 意思 に 基づい て 、 神 を 心から 信じ 崇拝 し 初め て 価値 の ある も の 
と な る か ら で あ る 。 仮に 人 々 に 信仰 と 礼拝 を 強い る よう な 社会 の シス テム が 存在 する と すれ ば 、 そ の シス テム へ の 志 
怖 か ら 宗教 を 信じ ざる を 得 な いか ら 人 は 宗教 を 信仰 する こと と な る 。 宗教 的 観点 か ら は 、 神 に 受け 入れ られ る 信仰 と 
は 、 道義 心 が 完全 に 自由 な 環境 に お いて 行わ れる べき な の で ある 。 


神 は 罪 な さき 人 の 数 を 不法 と し て いる 


コー ラン に よる と 、 最も 重い 罪 は 罪 無き 人 を 殺す こと 、 と な っ て いる 。 

「.… 人 を 殺め る と き 、 そ れ が 報復 また は 地球 上 に 悪影響 を 及ぼ す 者 に 対す る 処罰 で な い 限 り は 、 そ の 罪 は 全 人 類 を 

殺し た も 同じ で ある 。 ま た 、 も し も 他人 の 命 を 守る た め に 命 を 犠牲 に し た と き 一 それ は 、 全 人 類 の た め に 命 を 犠牲 に 

し た と 同じ で ある 。 使徒 が 教え を 伝え て いる に も 関わ ら ず 、 そ れ で も 多く は この 世 で 非道 な こと を し て いる 」( ア ル ・ マ 

ー イ タダ 章 32 節 ) 

「 唯 一 の 真 の 神 ア ッ ラ ー の み を 崇拝 する 者 、 そ し て 、( 殺 人 の ) 権 利 を 持つ も の を 除き 殺人 を 犯し て いな い 者 を 汚れ 

な いも の と する 。 そ し て 、 姦 淫 す る な か れ 。 悪 行 を 犯す 者 に は 、 神 か ら の 痛烈 な 罰 が 待ち 受け て いる だ ろう 」( ア ル ・ フ 

ルカ ー ン 章 68 節 ) 

この 節 が 示唆 する と お り 、 理由 な し に 罪 無き 人 を 殺す も の に は 痛烈 な 六 が 与え られ る と イス ラム 教 で は 説い て い 
る 。 神 は 罪 無き 人 を 殺す こと は 全 人 類 を 殺す に 匹 英 す る 罪 で や る と し て いる 。 この 教え を 遵守 する 人 は 、 絶対 に 他 
人 に 害 を 及ぼ し た り 、 何 千 人 も の 罪 無き 人 の 命 を 犠牲 に する よう な 行為 は 出来 な い は ず で ある 。 た と え こ の 世に お 
ける 処罰 か ら 上 手 く 輝 げ ら れ た と し て も 、 決し て 神 の 行う 審 判 の 日 か ら は 述 れる こと は で き な い の だ 。 従っ て 、 行 為 に 
対し て 死後 に 受け る 六 が 何で ある か を 承知 し て いる 者 は 、 神 の 法律 を 尊 事 する よう 日 ご ろ よ り 心 が け て いる は ず で あ 
る 。 


だ テッ カク ター ル 
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神 は 人 間 に 情 け 深く 、 ま た 悲 深く ある よう に と 説く 


コー ラン に 詳 述 され た イス ラム 教 の 道徳 に は 次 の よう な も の が ある 。 

「 神 を 信じ 、 不 動 の 信 仙 を 互い に 高め あい 、 慈 愛 の 念 を 高め あう 人 に な る べき で ある 。 こ れこ そ 正 し き 者 の 仲間 で あ 

の 。 0 

この 一 節 か ら も 分 る よう に 、 イ スラ ム 教 の 最も 重要 な 道徳 の ひと つ は 「 互 い に 同 情 心 を 高め あう 」 こ と で ある 。 神 が 預 
本 sek け 入 れる こと に より 神 か ら の 救済 、 慈悲 、 つ い に は 楽園 
を 授かる こと に つなが る の だ 。 

コー ラン で 記述 され て いる イス ラム 教 は 、 近代 的 で 進歩 的 な 宗教 で ある 。 イス ラム 教徒 は 誰 に も まし て 平和 的 で あ 
る 。 民主 的 な 精神 に 沖 容 で 、 教養 が あり 、 見 識 が あり 、 誠実 で 、 芸術 や 科学 に 対す る 知識 も 豊か で あり 、 そし て 教 枚 が 
ある 。 

コー ラン の 備 理 教義 で 教育 され た イス ラム 教徒 は 、 イ スラ ム 教 徒 に 期待 され て いる よう に 全て に 愛情 を 持っ て 接し 
て いる 。 また 他人 の 思想 を すべ て 尊重 し 、 芸術 や 美学 を 高く 評価 する 。 さら に いか な る 状況 に お いて も 柔軟 な 態度 で 
接し 、 緊張 を 緩和 し よう と 努め 、 親睦 を 深め る 為 に 努力 する は ず で ある 。 も し 、 人間 一 人 一 人 が こう いっ た 意識 を 持ち 
地域 社会 を 形成 し た な ら ば 、 現代 より 一 層 高 度 な 文明 化 、 社会 的 倫理 観 の 向上 、 よ り 一 層 の 喜び や 幸福 、 公 正 さ や 正 
義 、 安全 、 裕 福 さ の 祝福 が 期待 で き 、 よ り 一 層 の 天 恩 が 与え られ る は ず で ある 。 


神 は 覧 大 に な る こと 、 許す こと を 説く 


コー ラン 、 アル ・ ア アラ ー フ 闘 199 節 で ! 人 を 許し な さい 」 と ある よう に 、 赴 大 さと 赴 容 さ が イ スラ ム の 基本 的 概念 
る 。 イス ラム 教 の 歴史 を 見 る と 、 イス ラム 教徒 が コー ラン の 倫理 観 の 特徴 を 解 秋 し 地域 社会 へ と 導入 し て きた こと Me 
か で ある 。 イス ラム 教徒 は 常に 目 由 な 雰囲気 を も た らし 、 不法 行為 を 破壊 し て きた 。 宗教 、 言葉 、 文化 が 全く 異な る 人 
々 が 自由 で 平和 に 同じ 屋根 の 下 で 共存 する こと を 可能 に し て きた し 、 同じ 仲間 に も 平和 と 調和 を 提供 し て いる 。 また 、 
あの 壮大 な オス マン 帝国 の 何 世 紀 に も 及ぶ 繁栄 、 そ の 生活 スタ イル の 尊重 が な され た 主 な 理由 と いう の も イス ラム の 
教え で ある 交 大 さと 理解 の 基 に 導 か れ た も の だ 。 何 世紀 に も わた り イ スラ ム 教 徒 は 寛大 さと 思い や り の 深 さ で まわ り に 
知ら れ て いた 。 昔 か ら ず っ と 慈悲 深く 、 公明 正大 な 人 々 と し て その 名 を 残し て きた の だ 。 この 多国 籍 地域 社会 構造 の 
中 で 、 す べ て の 人 種 グ ルー プ は 、 そ れ ぞ れ の 持つ 宗教 の 信仰 に よっ て 生き る こと は 目 由 で あっ た の だ 。 コー ラン の 教 
え を 実行 し た と き 、 真 の 赴 容 さこ そ が 、 世界 に 平和 と 幸福 を も た ら す こと が で きる の だ 。 

この 事実 に つい て コー ラン の 一 読 で は こう 説い て いる 。 

「 良い 行い と 悪い 行い は 同じ で は な い 。 善 行 で 悪行 を 打ち 負かす の だ 。 そ うす れ ば た と え 敵 対 心 が 間 に あっ た と し て も 

魂 の 友達 の よう な も の と な る だ ろう 」( ア ル ・ フ ッ ス イラ 34 節 ) 


ロロ 間 
これ ら の 全て は 、 イ スラ フラ ム の 教義 の 代理 和 観 で ある 平和 、 調和 、 公正 を 人 類 が 世界 に も た ら す こと を 強く 勧め て いる 。 世 
界 の 注目 の 的 と な っ て いる テロ リズ ム と し て 知ら れ た 反 虐 な 行為 は 、 無知 で 頑 迷 な 人 々 に よる 行為 で や り 、 コー ラン の 
道徳 的 教え ん から は 遠く か け は な れ た も の で ある 。 そし て イス ラム 教 と は 何 の 関係 も も た な い 。 宗教 を 隠れ 壮 に 凶暴 な 行 
い を 犯す 人 々 や グル ー プ に 対す る 解決 策 は 、 イ スラ ム 教 の 真 の 道徳 の 教え を 説く こと で ある 。 言い 換え れ ば 、 イ スラ ム 
教 と コー ラン の 教義 は テロ リズ ム を 支持 する も の で は な く 、 テ ロリ ズム を 答 め る た め の 救 済 策 な の で ある 。 
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だ テッ リカ クタ ー ル 


は じ め に 


な せ 進 化 諭 か 


一 部 の 人 に と っ て 、 進化 論 や ダー ウィ ニズム と は 、 単 に 科学 的 な 含意 に し か すぎ ず 、 外 見 で は 毎日 の 生活 の 中 
に お ける 直接 な 関わ り 合 い は な いと 言わ れ て いる が 、 こ れ は も ちろ ん よく ある 誤解 で ある 。 生物 科学 の 枠組 み 内 で の 
問題 に は と ど ま ら ず 、 進 化 論 は 、 多 く の 人 に 影響 を 与え て きた “騙し の 哲学 "の 土台 を 構成 し て いる に 他 な ら な い 、。 鹿 
し の 哲学 イコ ー ル 唯物 論 で ある 。 

物質 の 存在 の み を 受け 入れ 、 人 間 は 物質 の 堆積 物 と 捉え る 唯物 論 桁 学 で は 、 人 間 は 動物 以上 の 存在 で は な 
いと 主張 し て お り 、 それ は 人 間 の 存在 と いう 唯一 の ルー ル と “矛盾 "する 。 科学 に 基づい た 近代 的 な 哲学 と し て 普及 
し て いる に も 関わ ら ず 、 唯 物 論 は 、 実際 全く 科学 的 根拠 に 基づか な い 教 義 に し か すぎ な い の だ 。 古代 ギリ シア で 発 
生 し た この 教義 は 、 無神論 哲学 者 に よっ て 18 世 紀 に 再発 見 され た 。 そし て 、19 世 紀 に カー ル ・ マ ルク ス (Karl Marx)、 
チャ ー ル ズ ・ ダ ー ウ ィ ン (Charles Darwin)、 シグ モン ド ・ フ ロイ ト (Sigmund Freud) ら と いっ た 思想 家 に よっ て 科学 的 分 野 
へ と 移植 され て いっ た 。 

週 去 2 世紀 は 、 物 質 主義 の 血塗ら れ た 舞台 で あっ た 。 物質 主義 に 基づい た イデ オロ ギー( ま た は 、 物質 主 義 に 
対立 する 競合 イデ オロ ギー) は 、 世界 に 恒久 的 な 暴力 、 戦争 、 そ し て 混 添 を も た らし た 。 

1 億 2 千 万 人 の 死者 を も た ら す 原因 と な っ た 共産 主義 は 、 物質 主義 哲学 の 直接 的 結果 で ある 。 ファ ンズ ム は 、 物 
質 主 義 的 な 世界 観 に と っ て 代わ る も の と し て 君臨 し て いる よう に 見 える に も 関わ ら ず 、 闘 省 を 通し て の 発展 を コン セ 
プ ト と し 、 圧 制 的 な 政体 、 大 量 虐 殺 、 世界 戦争 、 大 虐殺 の 引き 金 と な っ た 物質 主義 の 概念 の 基本 部 分 を 受け 入れ て 
いる 。 

この 2 つの 血 な まぐ さい イデ オロ ギー に 加え 、 個人 的 、 社会 的 倫理 も 
また 、 物質 主義 に よっ て 崩壊 さす られ た 。 

人 を 偶然 の 産物 で ある 動物 の 位置 に まで 下げ 、 何 も の に も 責任 を 持 
た な い 物 質 主 義 の 騙し の メッ セ 
ー ジ は 、 愛 、 慈悲 、 目 己 犠牲 、 カー ル ・ マ ルク ス は 、 ダ ー ウ ィ ー aa 議 。。 
慎み 、 誠実 、 正 義 と いっ た 道徳 ン の 理論 が 物質 主義 の 強 計 
の 柱 を 打ち 砕い た 。 物質 主義 者 還 な 紅 を 行き 、 そ こ か 5 角 
の “人 生 と は 闘争 で ある "と いう en て Na 入 
モッ トー に より 誤っ た 道 へ と 導 か は さら に 彼 の 傑作 『 資 本 
れ 、 人 々 は 目 ら の 人 生 が 利害 の 論 』 を 捧げ る こと で ダー 










衝突 以上 の 何 も の で も な いと い の イン すか 放 を = 

和博 本 ら わ に し て いる 。『 資 

22N = ( こ | ダ 還 け ら れ 、 さら に 人 本 論 』 の ドイ ツ 語 版 

生 と は 時 肉 強 食 に 左 太 さ れる も に は 「 熱 狂 的 信奉 

0 の 00 で 人 周 じ 込ま され た 。 より チャ ー ル ズ ・ ダ ia 計 
過去 2 世紀 に も た ら さ れ た ー ワ ウィ ン へ 」 と 記述 に 、 


いる 。 
人 日 的 な 災厄 の 原因 と な っ た こ Si 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


の 哲学 の 軌跡 は 、 人 々 に "闘争 の 理由 "と し て 理解 され 、 さ ま ざ ま な イデ オロ ギー の 中 に 見 られ る 。 宗教 を 文 持 す る と 
主張 する 現代 の デ テロリスト も これ に 人 入 ま れ 、 そ の 上 、 罪 な き 人 の 殺 精 と いう 重 非 の 1 つ を 犯し て いる の だ 。 

進化 論 ま た は ダー ウィ ニズム は 、 ジグソー パズル を 完成 する と いう 点 に お いて 非常 に 有効 に 働く の だ 。 これ は 
物質 主義 が 科学 的 思想 で ある と いう お と ぎ 話 を も た ら す も の で ある 。 だ か ら こ そ 、 共産 主義 と 弁 証 的 物質 [主義 の 創 
始 者 カー ル ・ マ ルク ス は 、 ダ ー ウ ィ ニ ズム は 彼 の 世界 観 に 対し て “ 目 然 発達 史 の 基礎 だ と し て いる の だ 。! 

し か し 、 その 基礎 の 部 分 は 腐敗 し て いる 。 近代 的 な 科学 的 発見 に より 、 多く の 人 が 信じ て きた ダー ウィ ニ ズ ム と 
科学 と の 関連 が 誤り で ある こと が 、 こ れ ま で に 何 度 も 何 度 も 茜 か れ て き て いる の で ある 。 科学 的 根拠 は ダー ウィ ニ ズ 
ム を 徹底 的 に 論破 し て お り 、 我 々 の 存在 の 起源 が 進化 で は な く 、 創造 に に る も の だ と いう こと を 露呈 し て いる 。 神 は 
天地 万 物 、 そ し て 人 を 創造 し た の で ある 。 

この 著書 は 、 こ の 事実 を 人 に 教え る た め に 書い た も の で ある 。 トル コ を 始め と し 、 世界 各地 で 第 一 版 が 出版 され 
て か ら 、 何 百 万 人 の 人 が この 本 を 読み 、 評価 し て き て いる 。 ト ルコ に 加え 、 英語 、 ド イツ 語 、 イ タリ ア 語 、 スペ イン 語 、 
ロシア プ 語 、 中 国語 、 ボ スニ ア 語 、 アフ ブ 語 、 アル バニ ア 語 、 ウルドゥー 語 、 マレ ー 語 、 イ ンド ネシア 語 で 出版 され て い 
る 。 (各国 語 に よる この 本 は 、 すべ て 無料 で www.evolutiondeceit.com か ら ダ ウン ロー ド 可能 

「The BEvolution Deceit( 信 化 論 の 夷 由 串 の 影響 は 、 対 立 者 の 旗手 か ら も 認め られ て いる 。 ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 
は 、『New Scientist』 誌 掲載 の 「Burning Darwin」 と いう 題名 の 記事 に 主題 と し て 取り 上 げ ら れ て いる 。 この 有名 な ダー 
ウイ ニス ト の 定期 刊行 物 2000 年 4 月 22 日 号 で は 、 ハ ー ル ン ・ ヤ ハウ ャ は “国際 的 ヒー ロー”" だ と し て お り 、 彼 の 本 は “ イ 
スラ ム 世 界 に 広く 普及 し て いる "と その 懸念 を 表明 し て いる 。 

一 般 向け 科学 書籍 と し て は 第 一 人 者 で ある 定期 雑誌 『Science』」。 こち ら で も ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ の 影響 と 高度 な 
知識 を 強調 し て いる 。 | Science 』 誌 、2001 年 5 月 18 日 の 記事 ICreationism Takes Root Where Europe, Asia Meet 
(邦題 : 進 化 論 の 教育 を めぐ っ て 、 霊魂 創造 説 は 欧州 と 亜細亜 の 交差 点 か ら )」 で は 、 ト ルコ に お いて 『The Evolution 
Deceit』 や 『The Dark Face of Darwinism」』 と いっ た 学識 ある 本 は 、 一 部 地域 に お いて 教科 書 よ り も 影響 力 の ある 存 
任 に な りつ つ あ る と し て いる 。 この 記事 の 執筆 者 は さら に 踏み 込ん で ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ の 著書 を 「 北 米 以 外 で 最も 
張 い 反 進 化 論 YS 

この よう に 、 進化 論者 の 雑誌 に お いて も | The Evolution Deceit』 の 影響 に つい て 注目 し て いる の だ 。 し か し 、 こ 
の よう な 雑誌 で は どれ も 議論 に 科学 的 に 反論 し て いな い 。 その 理由 は も ちろ ん 、 そ れ が 不可 能 で ある か ら に 他 な ら 
な い 、。 進化 論 は 全く 脱着 状態 に あり 、 次 の 昔 か ら を 読み 進ん で いけ ば それ は さら に 明らか に な る で あろ 2 う 。 この 本 に 
OK JNNc7NR4heWAwi で は な く 、 物 質 主 義 哲 学 の 名 の 下 に 支え られ た 反証 や 反 駿 を 全く 無視 し た 
科学 的 根拠 の な い 教義 で ある こと が お 分 か り い た だ ける こと だ ろう 。 

IThe Evolution Deceit』 が 、19 世 紀 か ら 継 続 し て 人 類 を 間違っ た 方 向 へ と 導き 続け て きた 物質 主義 の ダー ウィ 
ニス ト に 対し 、 で きる だ け 長 く 真 貢 し 続け る こと を 願 2。 そし て それ は 私 た ちの 生 に 関す る 重大 な 事実 を 人 間 に 気 づ 
か せ て くれ る こと だ ろう 。 どの よう に し て 人 間 が 形作ら れ た か 、 そ し て 創造 主 に 対す る 私 た ちの 使 似 と は 何 か を 。 


知 の 設計 、 す な わ ち "創造 " 


まず 、 こ こ で は "設計 "と いう 語 を 正しく 理解 する こと が 大 切 で ある 。 神 が 完 璧 な 設計 を 創造 し た と 言っ て も 、 ま ず 
神 が 最 初 に 計画 を し て それ を 実行 し た と いう こと に は な ら な い 点 を 考慮 し て いた だ きた い 。 天 と 地 を つか さ ど る 主 で 
あら せら れる 神 は 、 創造 に "設計 "する こと な ど 必 要 な い 。 神 は その よう な 人 欠陥 を 超え て 高尚 で ある 。 神 の 計画 と 創造 
は 同時 に 行わ れ て いる 。 

神 が 物 事 を 発生 させ る 時 は ! そ こ に 有 れ ! 」 と 言う だ け で 事 が 足り る の だ 。 

コー ラン の 一 説 に は こう ある 

「 神 が 何 か を 望ま れる 時 、 か れ が 「 有 か れ 」 と 御 命 じ に な れ ば 、 即 ち 有 る の で ある 」( ヤ ー・ ス イー ン 章 82 節 ) 

「( か れこ そ は ) 天 と 地 の 創 造 者 で ある 。 か れ が 一 事 を 決め られ 、 そ こ に 「 有 れ 」 と 仰せ に な れ ば 、 即 ち 有 る の で ある 」 

(アル ・ バ カラ 曹 117 節 ) 
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現代 の 驚く べき 奇跡 : 
騙し の 進化 諭 の 信仰 


地球 上 に 何 百 と 存在 する 生き と し 生け る 者 は 、 奇跡 的 な 機能 、 一 意 の 行動 パタ ー ン と 完璧 な 身体 的 構造 を 持っ て 
いる 。 生命 を 持つ 者 すべ て は 例外 な く 、 その 細部 と 美しき は その 生き 物 独 目 の も の を 持っ て いる 。 植物 、 動物 、 そ し て 
と り わ け 人 間 は 、 そ の 外観 か ら 人 間 の 裸 有限 で は 見 る こと の で き な い 体内 の 細胞 に いた る まで 、 全て 素晴らし い 知 識 と 芸 
術 性 を も っ て 創造 され て いる 。 今日 、 科学 は 多岐 に わた り 細 分 化 さ れ て いる 。 そし て 何 万 何 千 人 も の 科学 者 た ち が 各 
目 の 分 野 で 、 デ ィ テ ー ル まで 、 その 奇跡 的 な 性 質 を 茎 こう と 生命 を 持つ も の の 細部 に わた る 研究 を 続け て いる 。 そし て 
生け る も の が どう や っ て 存在 する よう に な っ た の か と いう 間 い に 答え を 見 出 そ う と し て いる 。 

これ ら の 一 部 の 科学 者 た ちら は 、 人 研究 に お いて 奇跡 的 な 構造 を 見 出し て は 驚 嘆 し 、 知能 が この 世に 現れ た こと に 藻 
嘆 し て きた 。 そし て 神 の 智 と 聡明 が そこ に 関わ っ て いる の を 目の当たり に し て いる の だ 。 し か し も う 一 方 で は 、 驚く べき 
こと に 、 こ れ ら の 奇跡 的 な 機能 は すべ て 、 全く の 偶然 に よる も の だ と 主張 し て いる 。 こう いっ た 科学 者 は 進化 論 を 信じ て 
いる 者 た ち で ある 。 彼ら の 観点 か ら は 、 生命 体 を 形作っ て いる タン パク 質 、 細胞 、 そ し て 組織 は 、 す べ て 一 繧 の 偶然 か 
ら 発生 し た の だ と され て いる 。 裸 限 で は と て も 見 る こと が で き な い よう な 細胞 内 の 小 装 官 の 奇跡 的 機能 に つい て 長年 研 
究 を 続け 著書 を 出版 し て いる よう な 人 間 が 、 並外れ た この 構造 が 偶然 に よっ て も た ら さ れ た の だ な ど と 信じ て いる と は 
な ん と 和 驚く べき こと で あろ うか 。 

高 名 な 教授 ら が それ ほど まで に 信じ る この よう な 偶然 の 連鎖 は 、 そ れ を 彼ら が 信じ る こと で 外 か ら の 観察 者 が それ 
を 驚 情 する まま に し て お く 理 由 と は 矛盾 する 。 この 教授 た ち に よれ ば 、 いく つか の 単純 な 化学 物質 が まず 組み 合わ さ 
り 、 ダン パク 質 を 合成 し た と 言う 。 これ は 、 無 作為 に 散り ば め ら れ た 言 業 の 集合 体 を 集め て 詩 を 作る こと より も 、 さ ら に 可 
朋 性 の 低い も の で ある 。 また 、 そ の 他 の 偶然 が 、 そ の 他 の タン パク 質 の 出現 に 導 か れ た の だ と 言う 。 そし て それ ら は 偶 
然 に も 組織 的 に 合成 され た の だ と 。 タン パク 質 だ け で は な い 、。 DNA、 RNA、 酵素 、 ホル モン 、 細胞 小 器 官 、 細胞 内 の こ 
れ ら すべ て は 非常 に 復 雑 な 構造 を 持っ て お り 、 全て は 偶然 に 発生 し 組み 合わ され た の だ と 言う の が 彼ら の 主張 で あ 
る 。 その 何 億 も の 偶然 が 重なっ た 結果 、 最初 の 細胞 が 人 間 に な っ た 。 奇跡 の 偶然 の 能力 は そこ に と ど ま ら な い 。 これ ら 
の 細胞 は また また 偶 然 に も 繁殖 し た の で ある 。 問題 の 主張 に よれ ば 、 他 の 偶然 に よっ て これ ら の 細胞 は 組織 化 さ れ 、 
そこ か ら 最 初 の 生物 が 生み 出さ れ た の で ある 。 

生物 の 目玉 1 つが 形作ら れる の に は 、 何 十 億 と いう 不可 能 な 出来 事 が 一 斉 に 重 な ら な けれ ば な ら な い 。 ここ に も 、 
偶然 と いう 計 目 の プロ セス の 方 程 式 が ある 。 まず 、 頭蓋 朋 の も っ と も 適切 な 箇所 に 、2 つ の 非常 に 適切 な 穴 が あい た 。 
そし て 、 偶然 に も 細胞 は その 穴 の 中 で 目 を 構成 し 始め た 。 

周知 の と お り 、 偶然 は 生み 出し た か っ た も の の 知識 に 作用 し た の で ある 。 その 当時 、 そ の よう な 例 は 1 つも 見 られ な 
か っ た た め 、 最初 か ら " 偶 然 " は 、 見 る 避 官 、 聞く 妖 官 、 中 する 句 官 を 知っ て いた と いう こと に な る 。 思想 が 強く 影響 する 
高 名 な 教授 ら や 科学 者 た らち が 机 身 し て きた も の に し て は 、 全く 不 合 理 な シナ リオ で ある 。 今 で すら 、 子供 っ ぽい 頑固 さ 
を も っ て 、 こ の よう な お 伽 話 を 信じ る の を 拒絶 する 者 を 排除 し て お り 、 非 科 学 的 で 偏 属 で ある と し て 非難 し て いる 。 これ 
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は 、 地球 は 平面 で は な いと 主張 し た 者 を 処罰 し た よう な 偏屈 で 狂信 的 で 、 無知 な 時 代 遅 れ の 精神 状態 と 何ら 変わ り 
は な い の で ある 。 

その 上 、 そ うい っ た 募 の 一 部 は 、 目 ら を イス ラム 教徒 と 名 乗り 、 神 を 信じ て いる と 言う の で ある 。 彼ら は “ 神 が す べ 

の 合 を 作り 給 わ れ た "と いう 言葉 を “ 非 科 学 的 "だ と 感じ ? た め 、 そ の 代わ り に 「 生 命 は 、 無意識 の プロ セス の うち 
貫 何 百 万 も の 奇跡 的 な 偶然 が 重なっ て 発生 し た の で ある 」 と 信じ て いる 。 

仮に 、 彫刻 が 施さ れ た 石 や 木 の 偶 像 を 彼ら の 目 の 前 に 置き 「 こ の 偶像 が この 部 屋 と この 部 屋 に いる も の た ち を 
作り だ し た の だ 」 と 言っ た な ら 、 彼ら は そん な 馬鹿 な こと は ある は ず が な いと 言い 、 信じ る こと を 拒否 する だ ろう 。 還 
に も 関わ ら ず 、「 偶然 と いう 無意識 的 な プロ セス が ゆっ くり と この 世界 と 素晴らし い 生 合体 を も た らし 、 壮大 な 計画 
っ て 生き 物 が 生ま れ た の だ 」 と いう こと が 偉大 な 科学 的 説明 だ と いう ナン セン ス を 宣言 する の で ある 。 

端的 に 言え ば 、 こ うい っ た 人 々 は 偶然 を 神 と 見 な し て お り 、 それ を 智 、 意識 、 生命 、 こ の 森 維 万 象 す べ て の 感覚 
の バラ ンス を 創造 する に 十分 な ほど パワ フル な も の で ある と 主張 し て いる 。 生命 体 を 神 が 創造 し た と 言わ れ た と き 、 
限り な い 知恵 を 備え た 教授 た ち は 、 進化 論 を 教え る 教授 た ち は そ の 事実 を 受け 入れ る こと を 拒絶 し た 。 そし て 無 意 
識 で 無知 で 、 力 の な い 、 自 分 自身 の 意思 を 持た な い 何 億 も の 偶然 が 、 創 造 の 力 な の だ と 言い 放っ た 。 

呪い に か けら れ て いる か の よう に 、 教養 、 知 性 、 知 識 あ る 人 々 が こん な に も 大 替 こ の よう な 分 別 な く 非 論理 的 な 
主張 を 受け 入れ る と いう 事実 こそ が 奇跡 的 な こと で ある 。 同じ よう に 、 神 は 並外れ た 組織 と 特質 を 備え た 細胞 の よう 
な 奇跡 的 な も の を 創造 し た の で ある 。 進化 論者 た ち は 奇 跡 的 に 盲目 で あり 、 す ぐ 目 の 前 ( PR 
し な いよ うに 理解 し に うと し て いな い の で ある 。 幼い 子供 で すら 分 か る の に 、 進化 論者 た ちら が 見 る こと の で き な い こ 
事実 は 、 神 が 起こ し た 奇跡 いひ ひと つ で あり 、 何 度 言 われ て も それ を 受け 入れ る こと は で き な い よう で ある 。 

この 本 を 読み 進め る に あたり 、 その 奇跡 に 何 度 も 章 遇 する こと で あろ う 。 また 、 進化 論 OR こ 完 全 

に 崩壊 し て いく こと も お 分 か り い た だ ける と 思う 。 ダー ウィ ニズム は 偽り で あり 、 理性 や 理論 と は 全く 相 容 れ ず 、 た だ 進 

化 論 を 擁護 する 者 た ちの 価値 を 下げ る も の な の で ある 。 
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偏見 か ら の 解放 


多く の 人 は 、 科 学者 の 言う こと を 、 まる ご と 真実 だ と 油 褒 み に し て いる 。 MR 思想 的 偏見 を 持 
っ て いる 場合 も ちあ る の だ と は 考え に も 及ば な いよ う で ある 。 だ が 事実 は 、 進化 論者 た ちら は 自 分 た ちの 偏見 と 哲学 的 
入 点 を 、 科 学 を 口実 に 人 々 に 押し 付け て いる の だ 。 例え ば 、 無 作為 ( の MP 不 規 則 性 と 混乱 し か も た 
ら さ な いと 気付 いて いた と し て も 、 それで も この 万 物 と 生命 体 組 織 で 見 られ る 和 驚く べき 計画 と 設計 は 偶然 の 産物 に よ 
る も の だ と 主張 する だ ろ 2 う 。 
生物 学者 で あれ ば 、 タ ン パ ク 質 の 分 子 、 生命 の 基盤 に は 驚く べき 調和 が あり 、 そし て これ が 偶然 に よっ て も た 
ら さ れ た も の で ある は ず が な いと いう こと を 簡単 に 把握 で きる こと だ ろう 。 それ に も 関わ ら ず 、 彼ら は 、 こ の タン パク 質 
の 出現 は 古代 の 地球 環境 に お いて 何 十 億 年 前 に 偶然 に よ に っ て も た ら さ れ た の だ と 主張 し て いる 。 さら に 主張 は よど 
みな く 続 く 。 1 つ だ け で な く 、 何 百 万 の タン パク 質 が 偶然 に よっ て も た ら さ れ 、 そし て 驚く べき こと に 、 それ ら は 一 体 化 
し て 最初 の 生命 を 持つ 細胞 を 形成 し た の だ と 言う 2 の だ 。 さら に 、 彼 の 盲目 的 頑固 さ を 持 っ た 見 解 を 弁護 する 。 彼ら 
が 進化 論者 "的 科学 者 で ある 。 
同じ 科学 者 が 、 例 えば 道路 を 散歩 中 に 3 つの レン ガ が 重なり 合っ て いる の を 見 つけ た と し て も 、 決し て それ レン 
ガ が 偶然 に よっ て 3 つ 重 な り 合 っ た と は 言わ な い だ ろ う 。 も ちろ ん 、 その よう に 主張 する よう な 人 は 頭 が お か し いと 思 
20 2 の 
それ で は 、 普通 の 出来 事 を 理論 的 に 評価 で きる よう な 人 が 、 な ぜ 、 目 分 目 身 の 存在 に つい て は 無 分 別に 振舞 う 
の で あろ うか 。 科学 の 名 の 下 に こう いう 姿 替 を と る と いう こと を 主張 する こと は 不可 能 で ある 。 な ぜ な ら 科 学 的 アプ ロー 
チ に は 、 選 択 肢 す べ て を 考慮 に 入れ る こと が 必要 で ある か ら だ 。 ある 特定 の ケー ス に 関し て 2 つの 可能 性 あっ た 場 
合 に は 、 両方 の 選択 肢 を 考慮 に いれ な く て は な ら な い の だ 。 
2 つの 選択 肢 の うち の ひと つが も う 一 方 に 比べ 、 そ の 可能 性 が 大 幅 に 低い 場合 、 理性 的 、 か つ 科 学 的 な 行動 
は 、 可能 性 が 99% の も う 一 方 の 選択 肢 に つい て 、 そ れ が 有効 な も の か どう か を 考え る こと で ある 。 
この 科学 的 基礎 を 頭 に 入れ 、 さ ら に 続け よう 。 どう や っ て 生命 体 が 地球 に も た ら さ れ た か に つい て 、2 つ の 見 議 が 
述べ られ て いる 。 1 つ は 、 神 が 生命 ある も の を 現在 の 複雑 な 構造 に 創造 し た と いう も の 。 2 つ 目 は 、 生命 は 無意識 の う 
ら に 、 無 作為 の 偶然 に よっ て 形成 され た と いう も の 。 後者 は 進化 論 に よっ て 主張 され て いる も の で ある 。 
た と えば 分 子 生 物 学 な ど 科 学 的 な デー タ を 参照 すれ ば 、 進 化 論者 が 主張 する よう に 生き た 細胞 の た っ た 1 つ で 
も 、 また は 現在 誰 め られ る 何 百 万 の タン パク 質 の 1 つ で も 、 偶然 に よっ て も た ら さ れ た と いう よう な チャ ンス は な い の だ 
と いう こと が 分 か る 。 次 の 章 で 説明 する よう に 、 蓋然性 の 計算 に よっ て も 何 度 も 証明 され て いる 。 進化 論者 の 観点 か 
ら 見 る 生命 の 出現 が 正しい と いう 可能 性 は ゼロ で ある 。 
これ は 、 ま ず 最 初 の 観点 が “100%" 正 し いと いう 可能 性 が ある と いう こと を 意味 する 。 すなわち 、 生命 は 意識 的 
も た ら さ れ た の だ と 。 他 の 言い 方 を すれ ば 、 “創造 され た "の で ある 。 全て の 生命 体 は 優れ ん た パワ ー と 、 智 と 、 
称え られ た 創造 者 の 設計 に より も た ら さ れ た の で ある 。 この 現実 は 、 単 に 説得 カカ の 問題 で は な い 、。 智 、 論理 、 科学 を 
つ に し た 結果 も た ら さ れる 当然 の 結果 な の で ある 。 
この 状況 下 で 、“ 進 化 論 "科学 者 は 、 彼ら の 主張 を 引っ 込め な く て は な ら ず 、 明確 で 証明 され で て いる と いう 事実 を 
受け 入れ な く て は な ら な い の だ 。 そう し な いと いう こと は 、 真 の 科学 者 で ある と いう より は 、 彼ら の 信じ る 哲学 、 思想 、 
教義 の た め に 科学 を 流用 し て いる の だ と いう こと を 提示 し て いる も 同じ な の で ある 。 
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“科学 者 様 " の 即 り 、 頑 固 さ 、 偏見 は 、 現実 に 向き 合う 2 た びに 、 さ ら に 強く な っ て いく 。 彼 の 姿勢 は “信仰 "の 一 言 
で 説明 で きる の で は な い だ ろ うか 。 し か し 、 こ れ は “迷信 の 信仰 "で ある 。 な ぜ な ら 、 全て の 事実 を 無視 し て いる と いう 
こと の 説明 に 他 な ら な いか ら で あ る 。 また は 彼 の 想像 の 中 で 構築 し た 不 合理 な シナ リオ へ 生涯 献身 する た め の 行 動 
な の で あろ 2 う 。 

ら さ れ た の だ と 。 他 の 言い 方 を すれ ば 、 “創造 され た "の で ある 。 全て の 生命 体 は 優れ た パワ ー と 、 智 と 、 知識 に 
称え られ た 創造 者 の 設計 に より も た ら さ れ た の で ある 。 この 現実 は 、 単 に 説得 カカ の 問題 で は な い 、。 智 、 論理 、 科 学 を 
1 つ に し た 結果 も た ら さ れる 当然 の 結果 な の で ある 。 

この 状況 下 で 、 "進化 論 "科学 者 は 、 彼 ら の 主張 を 引っ 込め な く て は な ら ず 、 明確 で 証明 され で て いる と いう 事実 を 
受け 入れ な く て は な ら な い の だ 。 そう し な いと いう こと は 、 真 の 科学 者 で ある と いう より は 、 彼ら の 信じ る 哲学 、 思想 、 
教義 の た め に 科学 を 流用 し て いる の だ と いう こと を 提示 し て いる も 同じ な の で ある 。 

“科学 者 様 " の 即 り 、 頑 固 さ 、 偏見 は 、 現実 に 向き 合う 2 た びに 、 さ ら に 強く な っ て いく 。 彼 の 姿勢 は “信仰 "の 一 言 
で 説明 で きる の で は な い だ ろ うか 。 し か し 、 こ れ は “迷信 の 信 仙 "で ある 。 な ぜ な ら 、 全て の 事実 を 無視 し て いる と いう 
こと の 説明 に 他 な ら な いか ら で あ る 。 また は 彼 の 想像 の 中 で 構築 し た 不 合理 な シナ リオ へ 生涯 献身 する た め の 行 動 
な の で あろ 2。 


物質 主義 の 言 目 

ここ で 語る 偽 の 信仰 と は 、“ 物 質 主義 哲学 "の こと で ある 。 物質 は 無限 に 存在 し 自 員 
て き て お り 、 物質 以外 の も の は 有り 得 な いと 主張 する も の で ある 。 この 物質 主義 折 se 
学 で は 、 進化論 は "科学 の 基礎 "と 呼ば れ て お り 、 こ の 哲学 を 文 え る た め に 進化 論 還 語 還 
は 計 目 的 に 擁護 され て いる 。 20 世 紀 の 終 わり 頃 に 科学 が 進化 の 主張 に 反証 し た と 
き 、 そ れ は 歪め られ 、 物 質 主 義 を 生か し て お く た め に 進化 論 を 支持 する 位置 に 置 軸 
か れ た 。 | 

トル コ の 最も 著名 な 進化 論 生物 学者 の 一 人 が 記し た 数 行 に は 、 盲目 的 な 信仰 0 






に よっ て 導 か れ 判 断 力 と 分 別 が どの よう に 歪め られ て いる か が よく 分 か る よう な 好例 
が 示さ れ て いる 。 この 科学 者 は 、 生命 に と っ て 欠か せな い 酵 素 の ひと つ で ある シト 
クロ ム C の 偶然 に お ける 形成 の 蓋然性 に つい て 次 の よう に 論じ て いる 。 
ミカ エル ・ ベ ー エ (Michael Behe): 

シト クロ ム C 塩 基 配列 形成 の 蓋然性 は 、 ほ と ん ど ゼ ロ に 等 し い 。 と いう こと は 、 生 命 「 細 胞 の 完全 な まで の 複雑 さ 

に 特定 の 塩基 配列 が 必要 だ と すれ ば 、 こ れ が 実現 する 可能 性 と いう の は 全 宇 宙 に を 、 当 惑 の 混じり いっ た 沈黙 で 

お いて も 、 た だ の 1 度 だ け と いう こと と な る 。 そ う で な けれ ば 、 説 明 で き な い 何 か 超 取り 囲む 」 

自然 的 な 力 が この 形成 に 作用 し た と し か 考え られ な い の だ 。 後 者 を 受け 入れ る の 

は 科学 の 目標 と し て は 適切 で は な い 、。 従っ て 、 前 者 の 仮説 を 受け 入れ る し か な い 

の リル 

この 科学 者 は 、 創造 説 よ り も “限り な く ゼ ロ に 等 し い "可能 性 を 受け 入れ る 方 が “より 科学 的 "だ と し て いる 。 科学 
の 規則 に よれ ば 、 も し ある 出来 事 に 2 つの 選択 試 と な る 事実 が めった と し て 、 仮に 一 方 の 実現 の 可能 性 が "限り な く 
ゼロ に 近い "と し た ら 、 も う 一 方 が 正しい 選択 と な る 。 物質 主義 の アプ ロー チ で は 、 優れ た 創造 主 の 受け 入れ を 禁じ 
て いる 。 この 禁忌 は 、 科学 者 と 、 全く 理由 と 反する 主張 を 受け 入れ る た め に 同じ 物質 主義 の 教義 を 信じ る 者 の 多く を 
駆動 する 。 

こう いっ た 科学 者 を 信じ る 人 々 は 、 同時 に 物質 主義 の 呪い に よっ て 言 目 に され 、 半 り つか れ て し まい 、 彼ら の 本 
や 記事 を 読む 際 に 、 同じ く 重 要 で な いも の を 受け 入れ て し まう の だ 。 

この 独断 的 な 物質 主義 の 考え 方 こそ 、 科学 界 で 多く の 著名 な 人 々 が 無心 論者 で ある 理由 な の だ 。 偏見 の な い 
心 を 持ち 、 こ の 呪い の 壮 属 状態 か ら 解 き 放 た れ た 者 は 、 創造 主 の 存在 を 誰 め る こと を 時 踏 する は ず が な い 、。 創造 
説 が 最近 非常 に 受け 入れ られ て いる と いう 事実 を 擁護 する 運動 を サポ ー ト する 高 名 な 米国 の 生化 学者 、 ミ カエ ル ・ 
). ベ ー エ (Michael 」. Behe) 博 士 は 、 生命 組織 の 創造 説 を 信じ る こと を 拒否 する 科学 者 を こう 表現 し て いる 。 

過去 40 年 以上 に わた り 、 近 代 の 生化 学 分 野 は 細胞 の 秘密 を 紐解い て きた 。 何 万 人 も の 人 々 が 研究 所 の 退屈 な 作業 


だ ド ラッ の クタ クー ル 


に 身 を ささ ざ げ る こと を 余儀 な くさ れ て きた … 細 胞 を 探る こと で 命 を 分 子 レ ベル で 探 
る これ ら の 努力 の 累積 に よっ て 得 ら れ た 結果 は 、“ デ ザイ ン " の 一 言 で あっ た 。 結 果 
は あま り に も 曖昧 で 、 あ まり に も 重大 な た め 、 科 学 史上 で 最も 重大 な 業績 と し て 位 
置 づ ける べき で ある …。 細胞 の 完全 な まで の 複雑 さ を 、 好 奇 と 当惑 の 混じり いっ た 
沈黙 で 取り 囲む 代わ り に 、 科 学界 は な ぜ こ の 驚く べき 発見 を 貧 欲 に 擁護 し な い の 
か 。 な ぜ 、 知 的 デザ イン に つい て の 研究 は 知性 ある 研究 者 の 手 に よっ て 行わ な い 
の か 。“ 問 題 " の 一 面 が 知 的 デザ イン と し て ラベ ル 付 けさ れ て いる の な ら 、 も う 一 方 
に は " 神 " の ラベ ル が つい て いる 。 こ こ に ジレ ンマ が ある の だ 。 ? 
これ は 、 一 冊 は 著書 を 読ん だ こと の ある よう な 、 雑誌 や テレ ビ で 見 られ る 和 無 神 
論者 で あり 進化 論者 で ある 科学 者 の 苦境 で ある 。 こう いっ た 人 々 に よっ て 行わ れる 
科学 的 研究 ナ べ て は 、 創造 主 の 存在 を 提示 する の で ある 。 し か し 、 彼ら は 独断 的 E EL 並 | 
な 物質 主義 的 数 育 雨 け に され て きた こと に より あま り に も 機知 に 欠け 、 旨 目 に な つ 半 化 論 の 宣伝 に いそ し む リ チャ ー ド 
RC (創造 説 の ) 否 ANN に 押し 通し て いる の で ある 。 ・ ド ー キ ンス (Richard Dawkins) 
創造 主 の 証拠 や 兆候 と いっ た も の を 全く 無視 し て きた 人 々 は 、 感覚 が すっ か り 
聞く な っ て し まっ て いる 。 無 感覚 が 原因 の 愚か な 自惚れ に 囚われ て し まっ て いる た 
め 、 非 論理 的 な も の さえ も 徳 と し て 指示 する よう に な っ て いる の で ある 。 好例 は 、 著名 な 進化 論者 リチャード ・ ド ー キ ンス 
(Richard Dawkins) で ある 。 彼 は 、 人 が 聖 マ リア 像 が 手 を 振る の を その 目 で 見 た と し て も 、 奇跡 を 目撃 し た と は 思わ な い 
うに と 要求 し て いる 。 ドー キン ス は こう 記述 し て いる 。「 も し か し た ら 、 可能 性 は 低い と し て も 像 の すべ て の 原子 が 同じ 
方 向 に 一 度 に 動く よう に な る と いう こと は 、 全く 起こ りえ な いこ と で は な い 」 3* 
歴史 上 、 い つの 時 代 に も 、 懐 召 論者 の 心理 学 は 存在 し て きた 。 コー ラン に も 次 の よう な 記述 が ある 。 
「 も し 、 わ れ わ れ が 、 か れ ら の 天使 た ち を 看 し 、 ま た 死者 が か れ ら に 語り か け 、 ま た 凡 て の も の を か れ ら の 前 に 集め て 
も 、 ア ッ ラ ー の 意図 で な い 限 り 、 か れ ら は ぎっ と 信じ な いで あろ う 。 全く か れ ら の 多く は (真実 を ) 無 視 す る の で ある 」( ア ル 
・ ア ン ナ ー ム 章 111 節 ) 
の 言葉 で 明らか に な っ て いる よう に 、 進化 論者 の 独断 的 な 考え は 、 今 に 始 まっ た も の で は な いし 、 彼ら に と っ て そ 
れ は 特別 な も の で きえ ある 。 事実 、 進化 論 科学 者 が 維持 する の は 、 近 代 的 科学 的 考え で は な く 、 野 種 な 異教 徒 の 地域 
社会 か ら 支 えら れ て きた 無知 な の で ある 。 
コー ラン の 別 の 一 節 で は 、 こ れ と 同じ 心理 が 定義 8 され て いる 。 
「 仮 に われ われ が か れ ら の た め に 天 の 門 を 開い て 、 (一 日 ) か れ ら を 登ら せよ うと し て も 、 か れ ら は 必ず "わた し た ちの 目 
は 本 当 に 敗 ん で し まっ た 。 い や わた し た ち は 魔 法 に か けら れ て いる "と 言う で あろ う 」( ア ル ・ ヒ ジュ ル 章 14-15 節 ) 


進化 論者 の 大 量 洗脳 


先 に 引用 の あっ た 一 節 に あっ た と お り 、 な ぜ 人 が 自分 目 身 の 存在 に つい て の 現実 を 見 る こと が で き な い か と い 2 理 
由 の ひと つ は 、 彼 ら の 理論 を 阻止 する “呪い "の よう な も の で ある 。 これ は 、 進化 論 の 世界 的 な 受容 の 根底 に 横たわっ 
て いる “呪い "で あり 、 こ の “ 喝 い "と は 、 洗脳 に よっ て 得 ら れ た 条件 付け で ある 。 人 々 は 、 進化 論 の 正当 性 強烈 な 洗脳 
(に さら され て いる た め 、 人 歪み が 存在 する こと すら 6 気づか な い 。 

この 洗脳 に よっ て 、 脳 の 知識 と 判断 の 機能 を 不能 に し て し まう と いう 償 定 的 な 効果 が も た ら さ れる 。 よっ て 継続 的 な 
沈 脳 に よる 結果 、 脳 は 目 ら に よる 知覚 で な く 、 洗脳 され た 結果 に より 事実 を 知覚 し 始め る 。 この 現象 は 他 の 例 に も 見 ら 
れる 。 例え ば 、 も し 誰か が 催眠 術 を か け 、 今 寝 て いる の が ベッ ド で は な く 事 だ と 洗脳 し た と すれ ば 、 催 眠 術 後 ベ ッ ド は 車 
と し て 知覚 され る こと に な る 。 彼 は 心から その よう に 見 て いる の で 、 和 目 分 が 正しい と 疑う こと な く 、 非常 に 論理 的 で 理性 的 
で ある と 考え る 。 洗脳 の メカ ニズム の パワ ー と 効果 を 示す この よう な 例 は 、 科学 文献 で 報告 され て いる 数 限り な い 実 験 
に より 証明 され て いる 科学 的 事実 で あり 、 心理 学 と 精神 医学 の 教科 書 で は 日 常 茶 飯 事 と な っ て いる 。 

これ に 依存 する 進化 論 と 物質 主義 世界 観 は 、 こ の よう な 洗脳 方 法 で 大 衆 を 騙 し た の で ある 。 継続 し て メデ ィ ア 、 学 
術 文献 、 そ し て “科学 "的 土 に お いて 進化 論 の 洗脳 に さら され て きた 人 々 は 、 こ の 理論 を 受け 入れ る こと が 実際 は 最 
も 基本 的 な 理由 の 法則 と 相反 し て いる こと に 気づく こと が で き な い 。 同じ よう な 洗脳 は 、 科 学者 を も 捕らえ て いる 。 昇進 





創造 の アト ラス 


ハー ルリ ヤル ハ 9v 


し て いく 科学 的 キャ リア に その 名 を 連 


ね る 格 者 た ち は 物 折 主義 者 の 莉 TE 
を 時 間 が 絶つ ご と に 受け 入れ て いる 。 ジョ ナ サ ン ・ ウ ェ ル ズ UI 

(Jonathan Wells) 作 『 | 
この 呪い に か けら れ て 、 多 く の 進 化 論 


進化 の イコ ン 』 ma 
科学 者 た ち は 19 世 紀 の 不 合理 で 時 代 EVOUL | | | | ()N 


遅れ の 、 科学 的 根拠 に よっ て 論破 され [ “ 

て 以来 久しい 進化 論者 の 主張 を 科学  」 SCIENCE OR MYTHP 

的 に 立証 し よう と し て きた .。 、 」 WI 前 拓本 岬 TUT Pf II 正和 HI 由 環 
また 、 科 学者 を 進化 論者 、 物 質 主 | 

義 者 に と 扇動 し て きた 別 の メカ ニズム 

が ある 。 西洋 の 国 で は 、 科学 者 は 、 学 

本 に 認知 され る た め 、 軸 は 科学 雑 

PP こ は 、 もしくは 
見 進 する た め 回 2 
ON heM は な ら な い 。 進化 論 
すん な り と 受け 入れ る こと は 、 ま ず 第 一 
の 基準 と いえ る 。 この シス テム は 、 科学 
者 を 独断 的 な 信仰 の た め に 科学 的 キ 
ャ リア や 生涯 を ささ げ る よう に 突き 動か 
し て し ま 2 う 。 米国 の 分 子 生物 学 者 ジョ ナ 
サン ・ ウ ェ ル ズ (Jonathan Wells) は 、 こ の 
圧力 の 構造 を 彼 の 2000 年 に 出版 され た 著書 | 進化 の イコ ン 』 で 記し て いる 。 

… 下 断 的 な ダー ウィ ニス ト は 狭い 解釈 に 始ま り 、 こ れ が 科学 の た っ た 1 つの 方 法 で ある か の よう に 強要 する 。 そ れ に 対 

する 批評 は 非 科学 的 と いう レッ テル が 貼ら れ 、 批 評 記 事 は 、 独 断 家 に よっ て 支配 され る 編集 委員 を 持つ 主流 と な る 学 

術 文献 か ら 拒 絶 さ れる 。 そ の 批評 は 人 否定 され 、 独 断 家 た ち に “仲間 "の 批判 記事 の た め の 資 金 提案 を 送る 政府 機関 か 

ら 資金 面 で の 支援 を 拒絶 され 、 結 果 的 に は 、 そ の 批判 は 科学 界 す べ て か ら 追 放さ ざれ て し まう の だ 。 いつの間に か 、 ま 

る で ギャ ング 団 の 悪事 の 目撃 者 の よう に 、 ダ ー ウ ィ ン 説 信奉 者 に 対立 する 文献 証拠 は 消え て な く な る こと と な る 。 ま た 

は 、 証 拠 は 特 化し た 出版 書 の 中 に 埋もれ て し まい 、 専 心 す る 研究 者 に し か 発見 され る こと は な く な っ て し まう 。 批判 が 

いっ た ん 沈黙 の 中 に た た さざれ 、 反 対 証拠 が 半 に 葬り 去ら れる と 、 独 断 家 た ち は 、 自 分 た ちの 理論 に は 科学 的 な デー タ 

ベー ス が ある と 発表 し 、 そ れ に 対立 する 証拠 は な く な っ て し まう の だ 。? 

これ が “進化 論 は 、 未 だ に 科学 の 世界 で 受け 入れ られ て いる "と いう 主張 の 裏 に 隠れ て いる 事実 で ある 。 進化 論 
は 生き て いる が 、 それ は 科学 的 価値 が ある と いう 理由 か ら で は な く 、 思想 的 な 義務 が ある と いう 理由 に に よる も の で あ 
る 。 この 事実 に 気づい て いる 非常 に 少数 の 科学 者 は 、 裸 の 王様 を 指 差 す と いう 危険 を お か す 可能 性 が ある の で あ 
る 。 

この 本 の 残り の 草 で は 、 今 まで 進化 論者 に 無視 され て きた 、 PR こ 埋 も れ て きた 進化 
論 に 対立 する 近代 科学 の 発見 を 振り 返り 、 神 の 存在 の 明確 な 証拠 を 提示 し た い 、。 読者 に は 、 進化 論 が 実際 は 科学 
に よっ て 加 切 られ た ペデ テン で あり 、 創造 説 の 事実 の ベー ル を 和 人 目 で 確認 し て いた 
だ ける で あろ 2 う 。 読者 に は 、 人 々 の 心 を 縛り 判断 能力 を 奪う 呪い か ら 目 を 覚まし 、 こ の 本 に 相関 し て いる こと を 真剣 に 
反映 し て いた だ きた い 。 

も し 読者 が この 呪い か ら 解 き 放 た れ 、 偏見 の な い 明 有 瞭 で 目 由 な 思考 が で きる よう に な っ た ら 、 すぐ に は っ きり と し 
た 真実 を 発見 する こと だ ろう 。 この 人 避け る こと の で き な い 事実 は 、 あ ら ゆ る 面 で 近代 科学 ( eK 生 人 
組織 は 単なる 偶然 に よ に っ て も た ら さ れ た の で は な く 、 創造 に よっ て も た ら さ れ た の で ある と いう こと だ 。 人 は 自分 目 映 
本 う や っ て 一 滴 の 水 か ら も た ら さ れ た の か と いう こと 、 ま た 他 の 生命 体 の 完全 性 を 考え た 時 、 ia 

単に 見 出す こと が で きる だ ろ 2 う 。 








アド ナン * オ クタ ー ル に た 琴 還 


更 2 草 


進化 論 の 歴史 概要 


進化 論者 の 思考 ルー ツ は 、 神 の 創造 を 合 定 し よう と する 非 教理 的 信念 を 持っ て いた 古代 に まで 遡る 。 古代 ギリ シ 
ャ の 反 款 教 的 哲学 者 の 多く は 、 進化 論 を 支持 し た 。 哲学 史 を 振り 返る と 、 進化 論 が 多く の 反 款 教 的 哲学 者 の 基礎 概念 
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し か し 、 近代 科学 の 誕生 と 発展 に 大 きく 真 献 を し た の は 、 古代 反 款 教 的 哲学 で は な く 、 神 へ の 信仰 精神 で ある 。 
近代 科学 を 築き 上 げた 者 の 多く は 神 の 存在 を 信じ て お り 、 科学 を 研究 し な が ら 神 が 創っ た 宇宙 の 発見 、 神 の 控 や 神 
の 創造 の 詳細 を 発見 する こと に 努め た 。 コペル ニク ス (Copernics)、 ケプラー(Keppler)、 ガリ レオ (Galileo) な どの 天文 学 
者 、 古生物 学 の 開拓 者 で ある キュ ビエ (Cuvier)、 植物 学 と 動物 学 の 開拓 者 リン ネ (Linnaeus)、 そし て 最高 の 生物 学者 と 
裏 われ て いる アイ ザッ ク ・ ニ ュー トン (ssac Newton)。 彼ら は 皆 、 神 の 存在 の みな ら ず 、 全 宇 宙 を 神 の 創造 と 信じ 、 科学 
を 学ん だ 。? 我々 の 世代 きっ て の 天才 と 言わ れ て いる 敬 け ん な 科学 者 アル バー ト ・ ア イン シュ タイ ン (Albert Einstein) や も 
神 を 信じ 、「 本 物 の 科学 者 で あれ ば 誰 も が 深い 信仰 を 持つ は ず だ 。 宗教 を 信じ な い 科 学者 は 不 完全 で ある 」 と 綴っ て 
いる 。 ? 
物理 学 の 創始 者 の 一 人 で ある ドイ ツ 人 物理 学者 の マッ ク ・ ス プラ ンク (Max Plank) は 、「 科 学 に 強く 関係 し た こと の あ 
る 人 間 で あれ ば 、 科学 の 神殿 の 入り 口 に は 『 信仰 を 持て 』 と 書か れ て いる こと に 気付 く 。 信仰 は 、 科 学者 に な く て は な ら 
な いも の で ある 」 と 述べ て いる 。 “ 
進化 論 は 、 古代 の 唯物 論 的 哲学 を 再び 呼び さま すこ と で 浮上 し た 唯物 論 的 哲学 か ら 誕 生 し 、19 世 紀 に 広く 知ら れ 
る よう に な っ た 。 前 に 述べ た よう に 、 唯物 論 は 完全 な 物質 的 要素 で 自然 を 説明 し よう と する 。 最初 か ら 創造 を 否定 する 
こと で 、 有 生 ・ 無 生 に 関わ ら ず 、 全て が 創造 と い 2 行為 と は 全く 関係 の な い 偶然 の 結果 で あり 、 後に 細胞 の 配列 な ど が 
生ま れ た と 提 え る 。 
人 間 は 、 秩序 を 見 る と いつ で も 神 の 意志 の 存在 を 意識 する よう に で き て いる が 、 こ の 基本 的 な 人 間 の 思考 の 特徴 
と は 反対 に 、 唯物 論 的 哲学 は 19 世 紀 の 中 ご ろ に 進化論" を 生み 出し た 。 


ダー ウィ ン の 想像 


今日 知ら れ て いる 進化 論 を 提唱 し た の は 、 イ ギリ ス の 素人 和 目 然 科 学者 、 チ ャ ー ル ズ ・ ロ バー ト ・ ダ ー ワ ウィ ン (Charles 
Robert Darwin) で ある 。 
ダー ウィン に は 物理 学 を 勉強 し た 経験 は な く 、 た だ 素人 感覚 で 目 然 と 生命 体 に 興味 を 持っ て いた 。 そし て その 彼 
の 好奇 心 が 、 彼 を H.M.S ビ ー グ ル 号 で 行く 探険 旅行 に 乗船 させ た 。 1832 年 に イギリス を 出 た ビー グル 号 は 、 世界 の 異 
な る 地域 を 5 年 間 に 渡 っ て 周 っ た 。 多く の 生物 に 圧倒 され な が ら も 、 ダ ー ワ ウィ ン を 一 番 和 驚か せ た の は 、 ガ ラバ パゴス 諸島 に 
生 忠 する 鳥類 だ っ た 。 は 人 烏 の 日 ば し に 見 受け られ る 相違 は 、 生息 環境 へ の 適 人 性 が 関係 し て いる と 考え た . yk 
この 推測 を 元 に 、 生命 と 生命 体 の 起源 に は 生 環 境 へ の 適合 性 と いう 概念 が ある と 考え た 。 ダー ウィ ン は 、 神 が 多 種 
に わた る 生命 0 に 創造 し た 考え MP 筒 し 、 生生 命 体 の 祖先 は 同一 で 、 生 中 自然 環境 へ の 適合 結果 と し て 異な 
aa n が 誕生 し て いっ た の で は な いか 、 と 主張 し た 。 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ワ ャ 


ダー ワ ィ ン の 仮説 は 科学 的 な 発見 や 実験 に 基づい て 立て られ た も の で は な か 
っ た が 、 そ の 時 代 の 唯物 論 主義 生物 学者 の 文 援 と 激励 に 支 えら れ な が ら 、 その 仮 
説 を 大 き な 理論 に 育て いっ た 。 進化 論 の 骨格 は 、 最高 の 形 で 生 足 環境 に 適合 し た 
生物 が 次 の 世代 に 同形 を 引き 継い で いっ た と いう 考え だ 。 これ ら の 有利 な 特性 が 
時 と 共に 強化 され 、 結 果 的 に 各 生 物 を 祖先 と は 全く 異な る 生き 物 に 進化 させ た の 
で は な いか と 。 (これ ら の 有利 な 特性 の 誕生 の 秘 欠 は 、 そ の 時 代 に は まだ 明らか に 
な っ て いな か っ た 。 ) ダ ー ウ ィ ン に よる と 、 こ の 想像 上 の メカ ニズム で 最も 発達 し た 結 
来 が 人 類 で ある 。 

ダー ウィ ン は この 過程 を “自然 選択 に よる 進化 "と 呼ん だ 。 彼 は 、1 つ の 生命 体 
の 起源 は 別 の 生命 体 だ と いう “生命 体 の 起源 "を 発見 し た と 信じ 、 1859 年 に それ に 
関す る 著書 | origin of species By Means of Natural Selection( 種 の 起源 )』 を 出版 し 
0 





チャ ー ル ズ ・ ダ ー ウ ィ ン 
ダー ウィ ン は 彼 の 理論 に 多く の 間 題 が 存在 し た 事実 を 承知 し て り / CIL 0 で (Charles Darwin) 


れ を 著書 内 の 「 学 説 の 難点 (Di 仙 culties on Theory)」 で 明らか に し て いる 。 問題 の 多 
く は 、 化石 記録 、 偶然 の 進化 で は 説明 し きれ な い ほ ど に 複雑 な 生命 体 の 如 官 ( 目 な 
ど )、 そし て 生命 体 の 本 能 に 起因 する も の だ っ た 。 ダー ウィ ン は これ ら の 問題 が 、 新た な 発見 に よっ て 解決 され る こ 
と を 願い 、 そし て 彼 自 身 も これ ら の 問題 解決 に 全く で た ら め な 説明 を 提案 し 続け た 。 アメ リカ 人 物理 学者 の リプ ソン 
(Lipson)y は 、 ダ ー ワ ウィ ン の “困難 "を 次 の よう に に 語っ て いる 。 
種 の 起源 を 読み 、 実 際 に は ダー ウィ ン は 、 我 々 が 思う より も 、 自 身 の 論理 に 確信 を 持て て いな か っ た の だ と 思っ た 。 例 
えば 、「 学 説 の 難点 」 で は 、 進 化 論 に 対す る ダー ウィ ン 自 身 の 疑 念 が 読み 取れ る 。 私 自身 、 物 理学 者 と し て 、 目 の 突出 経 
緯 に 関す る ダー ウィ ン の コメ ント に は 特に 興味 を 持っ た 。 3 
進化 論 立案 の 過程 で 、 ダ ー ウ ィ ン は 多く の 先輩 進化 論 生 物 学者 に 感銘 を 受け た 。 その 主 と な る 人 物 は フラ ンス 
人 生物 学者 の ラマ ルク (Lamarck) で ある 。 ラマ ルク に よる と 、 生物 は 、 生涯 で 得 た 特性 を 次 の 世代 に 引き 継い で い 
く こ と で 、 有利 な 進化 を 繰り 返し た 。 例え ば 、 キ リン は より 高い 場所 に ある 食べ 物 を 食べ る 為 に 何 世代 に も 渡り 首 を 少 
し ずつ 長く 伸ばし 、 アン テロ ー プ の よう な 動物 か ら 進 化し た 。 ダー ウィ ン は 、 ラ マル ク の 提唱 し た 習得 特性 の 引継 ぎ 
理論 を 生物 の 進化 要素 と し て 取り 入れ た 。 
し か し 、 そ の 時 代 に は 十分 な 技術 が 存在 し な か っ た た め 、 ダ ー ウ ィ ン や ラマ ルク の 主張 に は 誤り が あっ た 。 当時 
は 遺伝 子 や 生物 化学 な どの 科学 分 野 は 名 前 すら 存在 せ ず 、 彼ら の 理論 は 100% 彼 ら の 
想像 力 に 頼っ た も の で あっ た 。 
ダー ワウ ィ ン の 本 の 東 響 が 渡 紋 を 呼ぶ 中 、1865 年 に オー スト ラリ ア 人 植物 学者 
の グレ ガー・ メ ン デ ル (Gregor Mendel が 遺伝 的 形質 の 法則 を 発見 し た 。 この 法 
則 は 、 実際 に は 1800 年 代 後 半 ま で 余り 耳 に され る こと は な か っ た が 、 1900 年 
初期 か ら 重 要 視 され る よう に な っ た 。 これ が 、 遺伝 子 科 学 の 誕生 で ある 。 その 
後 、 遺 伝 子 と 染色 体 の 構成 が 発見 され 、 そ し て 1950 年 代 に 発見 され た 遺伝 
情報 を 取り 込む DNA 分 子 構造 の 発見 が 進化 論 に 危機 を 及ぼ し た 。 な ぜ な ら 
ば 、 生 似 の と て つも な い 和 複雑 性 と 、 ダ ー ウ ィ ン の 提唱 し た 進化 メカ ニズム の 無 
効 性 が か れ て し まっ た か ら で あ る 。 
これ ら の 発見 は ダー ウィ ン の 進化 論 を 歴史 の ゴミ に する は ず で あっ た 。 し か 
ー し 、 進化 論 を 科学 的 な 土壌 に 戻す べく 、 ダ ー ワ ウィ ン の 理論 の 改訂 ・ 見 直し を 行う こ 
遺伝 子 の 法則 を 発見 し た 司祭 と を 主張 し た 人 物 も いた た め 、 進化論 が 完全 に 破棄 され る こと は な か っ た 。 彼ら の 
グレ ゴー ル ・ メ ン デ ル (Gregor 多 力 は 、 科学 的 懸念 で は な く イ デオ ロ ギ ー 的 概念 に 基づい て お り 、 進化 論 擁護 の 


Mende) は 、 進 化 諭 は 行 止 まり 大 景 を 理解 し て いな いも の に と っ て は 不可 思 議 で し か な い 行 動 で ある 。 
に ある と 位置 づけ て いる 。 






だ ドラ ンク クー ル 


「 正 ター ウィ ン 時 代 に お ける 、 化 学 と 技術 レベ ル 





ダー ウィ ン の 仮説 を 提唱 し た 頃 に は 、 遺 伝 子 分 野 、 細菌 学 、 生 物 学 な どの 分 野 は まだ 存在 し て 
いな か っ た 。 も し その 仮説 が 提唱 され る 前 に これ ら の 分 野 が 誕生 し て いれ ば 、 ダ ー ウ ィ ン も 、 彼 
の 理論 が 非 科学 的 で ある こと に 簡単 に 気付 か され 、 そ の 無 意 味 な 主張 を 押し 通さ な か っ た か も 
し れ な い 。 種 を 判別 する 情報 は 既に 遺伝 子 の 中 に 存在 し 、 目 然 選択 が 遺伝 子 を 操作 し 、 新 社 
を 誕生 させ る こと は で き な い 。 


同様 に 、 当 時 の 科学 界 は 、 細 胞 の 機能 や 構造 に 関す る 知識 が 浅く 、 荒削り で あっ た 。 も し ダー 
アア ジグ 人 に も に に gp 折 全 

胞 を 見 る 機会 を 与え られ た 
ら 、 細 胞 小 器 官 の 複雑 性 と 、 
その 驚く べき 構造 を 目 の 当 た 
り に し た だ ろう 。 そし て も し 彼 
が 生物 数 学 の 概念 を 知っ て い 
れ ば 、 た っ た 1 つの 細胞 は お ろ 
か 、 タ ン バ パク 換 分 子 で すら 偶 
然 か ら は 生ま れ な いこ と に 気 
付い た だ ろう 。 
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細胞 の 詳細 研究 は 電子 顕微 鏡 の 発 
明 が あっ て や っ と 可能 に な っ た 。 初期 
の 顕微 鏡 し か な か っ た ダー ウィ ン の 時 
代 で は 、 細胞 の 外観 を 見 る こと が 精 一 
py お 





生体 細胞 と は 、 科学 者 を 圧倒 させ る 絶世 の 創造 で ある 。 
電子 顕微 鏡 で 観察 する と 、 細胞 内 に は 、 ハ チ の 巣 を 思い 
出さ せる よう な 、 高 活性 構造 を 見 る こと が で きる 。 毎 日 何 
白 万 も の 細胞 が 体内 で 死に 、 新 た な 細胞 に 取り 替え られ 
る 。 人 間 の 体 を 殺さ な いた め に 、 何 億 も の 細胞 が 団結 、 
』 一 致し て 働い て いる 。 


こう し た 細胞 が この よう な 組織 的 活動 を 勝手 に 身 に 着け 
た と まとめ る の は 、 論 理 的 に 馬鹿 げ て いる 。 電子 顕微 鏡 
の 助け を 借り な いと 内 部 が 見 られ な い 細 胞 を 、 神 が 完全 
化し それ に 秩序 を も た らし た の だ 。 全 生命 に 、 神 の 比類 
の な い 創 造 と 無限 の 知識 が 存在 する こと は 、 誰 も が 認め 
ざる を 得 な い ほ ど 明 確 で ある 。 








ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


新 タ ダー ウィ ニズム の 必死 の 努力 

20 世 紀 初 頭 に 発見 され た 遺伝 子 の 法則 に より 、 ダ ー ウ ィ ン の 理論 は 大 き な 危 機 を 迎え た 。 し か し 、 ダ ー ウ ィ ン へ 
の 思 誠 心 が 固 か っ た 科学 者 グル ー プ は 、 解決 法 を 生み 出す こと を 試み た 。 彼ら は 1941 年 地質 学会 が 開催 し た 集 
合 に 揃っ て 参加 し た 。 長い 議論 の 未 、G・ レ ッ ド ヤー ド ・ ス テ ベ ンス (G. Ledyard Stebbins)、 セオ ド シ ウ ス ・ ド ブ ジ ァ ン 
スキ ー(Theodosius Dobzhansky) な どの 遺伝 学者 、 アー スト ・ マ イヤ ー(Ernst Mayr)、 ジュリ アン ・ ハ ックス レー(Julian 
Huxley) な どの 動物 学者 、 ジ ョ ー ジ ・ ゲ イロ ー ド ・ シ ンプ ソン (George Gaylord Simpson)、 グ レン ・L・ ジ ェ ブ セン (GlennL. 
Jepsen な どの 古生物 学者 、 ロ ナル ド ・ フ ィ ッ シャ ー(Ronald Fishery) や シー ウェ ル ・ ラ イト (Sewall Right) な どの 数 学 的 遺 
伝 学者 は 、 ダ ー ウ ィ ン 説 を どの よう に “修正” する か 決定 し た 。 

この グル ー プ は 、 ダ ー ウ ィ ン 和 目 身 も 説明 する こと が で きず 、 ラ マル ク の 考え に た だ 依存 し た 進化 論 の 問題 の 
1 つ 、 生命 体 の 進化 に 関係 し た と 推測 され る 有利 な 変異 の 起源 に 注目 し た 。 そし て 、 “ 無 作 為 な 突然 変異 " 案 を 生 
み 出 し た 。 彼ら は 、 ダ ー ワ ウィ ン の 自然 選択 論 に 突然 変異 の 概念 を 加え た この 理論 を 、“ 現 代 進 化 論 " と 名 付け た 。 直 
後 、 こ の 理論 は ネオ ダー ウィ ニズム と し て 知ら れる よう に な り 、 理論 提唱 に 力 を 注い だ 人 物 は ネオ ダー ウィ ニス ト と 呼 
08 の UE の 。 

その 後 の 年 月 は 、 必 死に ネオ ダー ウィ ニズム の 実証 を 試み る 時 と な っ た 。 生命 体 の 遺伝 子 に 起こ っ た 突然 変異 
な いし は 偶然 が 、 遺伝 子 に と っ て 有害 で ある と いう 事実 は 既に 明か に な っ て いた が 、 ネオ ダー ウィ ニス ト は 、 有利 な 
突然 変異 の 例 を 挙げ る た め に 、 何 千 に も 及ぶ 突然 変異 の 実験 を 行っ た 。 結局 、 全て の 実験 が 、 完全 な 失敗 に 終わ 
の の) こい 。 

彼ら は 最初 の 生命 体 が 、 何 か を 気 に 原始 地球 か ら 誕 生 し た こと を 証明 し よう と し た が 、 こ れ も ま た 同様 に 失敗 に 
終わ り 、 偶然 か ら 生命 を 誕生 させ る 実験 は 一 度 も 成功 し な か っ た 。 確率 論 は 、 生命 体 の 構成 成分 で ある タン パク 質 
1 つ す ら 偶 然 か ら は 生ま れ な いと 証明 し て いる 。 また 、 20 世 紀 の 研 究 設 備 を 持っ て し て も 、 進化 論 が 原始 の 無 制 御 
状態 の 地球 上 で 偶然 に 生ま れ た と 仮定 する 細胞 の た っ た 1 つ で すら 復元 する こと が で き て いな い 、。 

ネオ ダー ウィ ニズム は 、 化石 記録 に よっ て も 論破 され た 。 ネオ ダー ウィ ニズム が 主張 し た 生命 体 の 原種 か ら 完 了 
形 へ の 段階 的 進化 の 証拠 と な る べき “移行 形 ”" は 、 世界 中 の どこ に も 見 つか っ て いな い 。 また 、2 つ の 身体 構造 上 の 
特徴 が 比較 解剖 学 的 に も 全く 異な る こと か ら 、 そこ に 祖先 、 子 関 係 が ある は ず が な い の で ある 。 

いずれ に し て も ネオ ダー ウィ ニズム は 科学 的 理論 で は な く 、“ 偽 り の 款 教 " ま た は 空論 の 教義 に 過ぎ な い 。 カナ 
ダ 人 の 科学 哲学 者 で 、 彼 自身 も 忠実 な 進化 論者 で ある マイ ケル ・ ッ レー セ (Michael Ruse) は 、1993 年 の 会 議 で 以下 の 
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勿論 、 過 去 に も 、 そ し て 現在 に も 、 進 化 論 は 進化 論者 に と っ て 、 非 宗教 的 な 宗教 の よう な 役割 を 果たし て きた 。 進化論 

を 科学 的 に 問う 場合 、 そ こ に は 自然 主義 に 似 た 主義 へ の 忠誠 心 が 必 要 で ある 。 

進化 論 の 中 心 と な っ て いる 人 物 は 、 こ の 忠誠 心 の た め に 実際 の 証拠 と は 異な る この 理論 を 未だ に 擁護 する の 
で ある 。 し か し 彼ら 自身 も 、 さま ざま な 進化 解釈 モデ ル の 内 の どれ が “正しい "も の で ある か に 関し て は 同意 に 至っ て 
いな い 。 これ ら の モデ ル の 中 で も 最も 重要 な モデ ル が 、“ 断 続 平衡 "と し て 知ら れ て いる 素晴らし い シ ナリ オ だ 。 


試行 錯誤 : 断 続 平衡 

進化 論 を 信じ る 科学 者 の 大 半 が 、 ゆっ くり と し た 、 段階 的 な 進化 を 提唱 する ネオ ダー ウィ ニズム 受け 入れ て い 
る 。 し か し 近年 、“ 断 続 平衡 "と 呼ば れる 新しい モデ ル が 提唱 され た 。 この モデ ル も ダー ウィ ン の 理論 同様 に 、 種 が 変 
化 を 経 て 誕生 する こと に は 同意 を し て いる 。 た だ し 、 こ の 変化 が 小さ な 変化 で は な く 笑 然 の 大 規模 な 変化 で あり 、 そ 
の 結果 と し て 新た な 生物 が 生ま れる の だ と 提唱 し た 。 

この 理論 を 大 きく 支持 し た 人 物 は 1970 年 代 に 現れ た 。 二 人 の アメ リカ 人 古生物 学者 ナイ ル ・ ス エル ドリ ッ ジ (Niles 
Eldredge) と ステ ィ ー ブ ン ・ ジ ェ イ ・ グ ー ル ド (Stephen Jay Gould) は 、 ネ オダ ー ウ ィ ニ スト の 理論 が 化石 記録 に よっ て 論 
破 さ れ た こと を 十分 に 承知 し て いた 。 生命 体 が 段階 的 な 進化 を 経て 誕生 し た の で は な く 、 突然 完全 体 で 誕生 し た 事 
実 を 化石 が 証明 し た 。 ネオ ダー ウィ ニス ト は 、 過去 で も 現在 で も 、 姿 を 消し た 移行 形 が いつ の 日 か 見 つか る と 信じ て 
いる が 、 こ れ が 空しい 夢 だ と 気付 いて いた エル ドリ ッ ジ と グー ルド も 、 彼ら の 進化 論 教 義 を 忘れ る こと が で きず 、 ゆえ 
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に 彼ら は 新しい モデ ル 、 断続 平衡 を 提唱 し た 。 これ が 、 変化 は 小さ な 変化 を 重ね た 結果 起こ っ た の で は な く 、 突然 の 
大 き な 変 化 に より 起こ っ た の だ と いう 主張 で ある 。 

この モデ ル も また 空想 以外 の 何で も な か っ た 。 例え ば 、 エル ドリ ッ ジ と グー ルド を 援護 し た 欧州 人 古生物 学者 の O・ 
H・ シ ン デ ウォ ルフ (O.H. ShindewoD は 、 則 虫 類 卵 の 遺伝 子 構造 に 偶然 に 起き た “著しい 突然 変異 "の 結果 、 鳥 が 生ま 
れ た と 述べ た 。 *^ また 、 同 理論 に よれ ば 、 突然 の 大 き な 変 化 に より 、 陸上 動物 が 巨大 な クジ ラ に な る こと が 可能 らし い 。 
これ と 主張 は 、 遺伝 子 学 、 生物 物理 学 、 生物 化学 の 全て の 規則 に 反し 、 峠 が お 姫 様 に な る 童話 と 同じ ぐら い 非 科学 的 
で ある 。 し か し 、 ネオ ダー ウィ ニズム の 人 危機 に 苦し ん だ 何人 か の 古生物 学者 は 、 ネ オダ ー ウ ィ ニ ズム より 更に 馬鹿 げ て 
いる この 理論 を 受け 入れ た 。 

この モデ ル の 唯一 の 目的 は 、 ネオ ダー ウィ ニス トモ デル が 失敗 し た 、 化石 記録 と の 相違 点 に 対す る 解答 を 提供 す 
る こと だ っ た 。 し か し 「 鳥 は 、 突然 則 虫 類 の 卵 か ら 突 然 誕生 し まし た 」 と いう 一 言 で 化石 記録 と の 相違 点 を 説明 する こと 
は 全く 合理 的 で な い 。 な ぜ な ら 、 進化 論者 自身 も 認め て いる よう に 、 種 の 進化 で は 、 遺伝 子 情報 に 、 慕 大 か つ 有 利 な 
変化 が 起き な けれ ば な ら な い 。 し か し 、 現実 に は どの よう な 突然 変異 も 、 遺 伝 情報 を 良質 に する こと や 新 情報 を 加え る 
こと は で きず 、 断続 平衡 モデ ル か ら 推 測 さ れる “著しい 突然 変異 "は 、“ 著 し い " 遺伝 情報 の 減少 と 隊 害 の 原因 と な る だ 
け で ある 。 

更に “断続 平衡 キモ デル "は 、 ネオ ダー ウ ィ ニ スト モデ ル に 対す る 疑問 で も あっ た 、 生命 の 起源 へ の 解答 を 持た な い 
こと か ら 、 は な か ら 月 壊し て いる モデ ル と 言え る 。 た っ た 1 つの タン パク 質 す ら 偶然 で 生み 出せ な い の で あれ ば 、 無 数 の 
タン パク 質 が 断続 的 に 、 ま た は 段階 的 に 進化 し た と いう 主張 は 意味 を 成 さ な い 。 

これ に も 関わ ら ず 、 今 日 で も 、“ 進 化 " が 議題 に な る と 必ず 脳 を よぎる の が ネネ オダ ー ウ ィ ニ ズム だ 。 次 の 章 で は 、 
ダー ウィ ニズム に お ける 2 つの 架空 構造 を 調べ 、 そ の 上 で その モデ ル を 検証 する た め に 化石 記録 を 参照 する 。 そし て 
最後 に 、 ネ ネオ ダー ウィ ニズム や “飛躍 に よる 進化 "な どの さま ざま な 進化 論者 モデ ル を 無効 に し た 生命 の 起源 の 謎 に つ 
いて 追求 する 。 

し か し その 前 に 、 今 後 全て の 局面 に お いて 、 進化 シ ナリ オ が お と ぎ 話 に 過ぎ な い 、 現実 と は か け 離 れ た 巨大 な 億 り 
だ と い 2 う 事実 を 読者 の 皆様 に 忠告 し て お きた い 、。 進化 論 は 140 年 も の 間 世 界 を 騙す た め に 使わ れ て きた シナ リオ だ が 、 
最新 の 科学 的 発見 の お 除 で つい に これ 以上 の 弁護 が 不可 能 と な っ て いる 。 





Zr 王 議 較 症 較 間 男 明和 在 で は 、 ア メリ 

如 の 7 本 還 カ と ヨー ロッ パ を 中 

ーー 上 全 遇 0 間 に 、 具 を 田 の 

科学 者 が 進化 諭 

に 反論 し 、 そ の 埋 
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し WI 隊 和 は 剛 計上 が 数 多く 出版 

て いる 。 上 記 は 
01 還 曲 較 て の 一 人 で ある 。 
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創造 の アト ラス 


枕 行 型 は 
存在 し な い 


進化 論 に よれ ば 、 生 命 体 は 突然 変異 
を へ て 、 他 の 種 に 進化 する 。 し か し 、 近 
代 科 学 は 、 こ れ が 虚偽 の 事実 で め る こ 
と を 証明 し た 。 





… も し 、 あ る 種 が 、 気 付か な い ほ ど 細 い 洛 次 的 変化 を 経 
て 他 種 へ と 進化 し た の で あれ ば 、 何 故 自然 は 混乱 状態 に 
な く 、 完 全体 の 生物 に 溢れ て いる の だ ろう ? … こ の 理論 
に 則 れ ば 無数 の 移行 型 が 存在 し た は ず だ が 、 何故 地球 
に 刻ま れ て いる は ず の 存在 の 証 を 目 に し な い の だ ろう ? 
地球 上 の 地層 が それ ら の 化石 に 溢れ て いな い の だ ろう ? 
地質 学 は 、 こ の よう な 見 事 に 段階 的 な 器質 的 連鎖 の 存在 
を 実証 し な い : そ し て も し か する と この 問題 が 最も 大 きく 、 
明快 な 私 の 理論 に 対す る 反論 だ ろう 。 

Charles Darwin, The Origin of Species, Oxford University Press 
NewYork, 1998, pp.140, 141, 227 
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Je 二 半 2 と て ンコ: まる 
に 進化 し た の で あれ ば 、 進 化 の 
過程 で 無数 の 中 間 段 階 が 存在 
し た は ず で ある 。 


生命 体 を 発達 させ る 起因 と し 

て 進化 論者 が 提唱 し た 突然 

変異 は 、3 つ の 脳 、4 つ の 目 、 

水 か き の 付 いた 手 な ど を 持 

、 つ 移行 型 、 ま た は それ 以上 
に 奇妙 な 生物 を 生み 出し た 
は ず で ある 。 










進化 論 に よれ ば 、 生 命 体 は 突然 変異 を 経て 他 の 
種 に 進化 する 。 し か し 、 近 代 科 学 は 、 こ れ が 虚偽 
の 事実 で ある こと を 証明 し た 。 

初め に 、 生 物 が 別 の 全く 異な る 生物 に 進化 し た 
の で あれ ば 、 進 化 過程 に お いて 、 無 数 の 中 間 段 
階 が 存在 し た は ず で ある 。 そし て 、 地 質 記 録 は 移 
行 型 化石 に 溢れ て いる は ず だ (例え ば 、 進化 途中 
の 生物 の 化石 )。 し か し 、 現在 まで に 発掘 され た 約 
100 万 個 の 化石 は 全て 完全 体 で 、 そ の 全て が 把握 
可能 な 種 で ある 。 も し 進化 が 起き た の で あれ ば 、 
地球 は 何 億 に も 及ぶ 移行 型 の 化石 で 溢れ て いる 
は ず だ 。 更に 、 突然 変異 が 起こ っ た と する の で あ 
れ ば 、 こ れ ら の 生物 の 多く が 奇形 だ っ た りな ん ら 
か の 異常 を 持っ て いた は ず だ 。 
進化 諭 者 の 主張 に よれ ば 、 全 肉体 組織 は 無 作為 
な 突然 変異 の 結果 に 現れ た と いう 。 器官 機能 を 発 
達 さ せる 途中 で 、 異 常 な 器官 は 幾度 も 突然 変異 を 
経験 し 、 そ の 異常 構造 を また 違う 異常 構造 に 変化 
させ た の だ と 。 この 理論 は 、 地 球 が 多く の 移行 型 
の 痕跡 を 持ち 、 そ の 1 つ 1 つ が 異な る 段階 で 異な る 
異常 性 を 見 せる こと を 必須 と し て いる 。 こ の 理論 の 
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観点 か ら す る と 、2 頭 、3 頭 、4 頭 、 な ら ぬ 、5 頭 の 人 間 、 複 眼 の 人 間 、2 て 3 メー トル も ある 複数 の 手足 
を 持つ 人 間 、 ま た は それ 同等 に 奇妙 な 形 の 人 間 が 見 つか る は ず で ある 。 そし て それ と 同様 に 、 奇 妙 
な 動物 や 植物 な ど が 存在 し た は ず だ 。 し か し 、 そ の よう な 生き 物 が 存在 し た 形跡 は 今 ま で に 1 つも 見 
つか っ て いな い 。 発掘 され た 何 百 万 も の 化石 は 、 全 て 正常 生物 の も の で ある 。 

この 事実 自体 が 、 進 化 論 の 破綻 を 明確 に 証明 し て いる 。 過去 140 年 間 に 発掘 され た 全て の 化石 が 
進化 の 痕跡 を 持た な い の に 、 い ずれ は “中 間 型 "化石 が 発見 され る だ ろう と いう 望み で この 理論 を 弁 
護 す る こと は 正当 だ と は いえ な い 。140 年 の 歳 月 で 、 発掘 され て いな い 化 石 層 は 無く な っ た 。 調査 に 
は 、 何 億 ドル も の 資金 が 使わ れ た が 、 ダ ー ウ ィ ン の 推測 し た 中 間 型 の 化石 は 発見 され て いな い 。 ダ 
ー ウ ィ ニ スト が 進化 の 可能 性 と し て 提供 で きる 中 間 型 の 化石 は 、 未 だ に 1 つも 見 つか っ て いな い 、。 反 
対 に 、 何 百 万 も の “生き た 化石 "が 創造 の 事実 の 確固 た る 証拠 を 提供 し て いる 。 





一 般 的 な 人 間 の 身体 構造 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 


旬 3 草 


進化 に お ける 栄 空 構造 


今日 の 進化 論 の 中 核 と な っ て いる ネオ ダー ウィ ニス トモ デル は 、 生命 は “自然 選択 "と “突然 変異 "と いう 2 つの 自然 
ーー よっ て 進化 し た と 論じ た 。 基本 的 に この 理論 で は 、 自然 : 6 然 変異 は 相補 的 構造 で あり 、 進化 的 
修正 は 生命 体 の 遺伝 子 構造 に 起き る 無 作為 な 突然 変異 に に る も の で 、 こ の 突然 変異 に よっ て も た ら さ れ た 形質 が 目 
10 こよ っ て 選別 され 、 そ の 結果 生命 体 は 進化 する と いう 。 
この 理論 を 更に 追求 する と 、 我々 は その よう な 進化 構造 が 実在 し な いこ と に 気付 く 。 自然 選択 と 突然 変異 の どちら 
も 、 種 か ら 種 へ の 形質 変化 に は 寄与 せ ず 、 進 化 論者 の 主張 は 完全 に 事実 無根 で ある 。 


自然 選 択 


~ 厳 ば すこ と な く 種 を 不変 に 維持 する 構造 "と ダー ウィ ン に よっ て 定義 され た 自然 選択 は 、 ダ ー ウ ィ ン 以 前 か ら 生 物 
学 首 に 馴染 み の あ る こと だ っ た 。 ダー ウィ ン が 初め て この 過程 に は 進化 する カカ が ある と 主張 し 、 彼 の その 後 全 て の 理論 
は 、 こ の 主張 を 元 に 組み 立て られ た 。 彼 の 著書 名 [The Origin of Species, by means of Natural Selection( 種 の 起源 )』 を 
見 て も 、 自然 選択 が ダー ウィ ン の 理論 の 基本 だ っ た こと が わか る 。 

し か し ダー ウィ ン の 時 代 か ら 現代 に 至る まで 、 自然 選択 が 生命 体 の 進化 を 促す こと を 異 付け る 証拠 は 1 つも 見 つ 
か っ て いな い 。 ロン ドン に ある 大 英 目 然 史 博物 館 の シニア 古生物 学者 で 、 著 名 な 進化 論者 で も ある コリ ン ・ パ ター ソン 
(Colin Patterson) は 、 目 然 選択 が 生 合 進 化 を 促す 力 を 保持 する 事実 は 未だ か つて 観測 され て いな いこ と を 次 の よう に 
述べ て いる 。 

今 ま で に 、 自 然 選 択 構造 を 用 いて 種 を 生み 出せ た 人 物 は いな い 。 そ れ ど ころ か それ に 近づけ た 人 者 すら お ら ず 、 現 在 の 

ネオ ダー ウィ ニズム の 議論 は この 問題 に 関し た も の ば か り で ある 。 3 

自然 選択 で は 、 生 上 息 地 帯 の 自然 環境 に より 適合 し て いる 生命 体 は その 環境 で 存続 し 2 る 子孫 を 残し て 生き 残り 、 
そう で な い 生 合体 は 消え て いく 。 例え ば 、 当たり 前 の こと だ が 、 EN \ る 場面 で は 、 当 
然 な が ら 速 く 走 れる 鹿 が 生き 残る 。 し か し 、 どれ だ け こ の プロ セス が 繰り 返さ れ よ うと 、 鹿 は 他 の 種 に 変化 する こと は な 
い 。 鹿 は ずっ と 鹿 の ま まで ある 。 

進化 論者 の あげ た 自然 選択 の 観測 例 を 見 る と き 、 そ こ に は 人 を 騙 そ うと いう 意思 し か 感じ られ な い 。 


工業 暗 化 " 


1986 年 に 出版 され た ダグ ラス ・ フ ツイ マ (Douglas Futuyma の 著書 |The Biology of Evolution』 は 、 目 然 選 択 に よる 進 
化 を 最も わか りや すく 説明 する 作品 だ と 言わ れ て いる 。 中 で も 最も 有名 な 例 は 、 英 国産 業 革 合 下 で 黒 化 し た 峨 の 集団 
凍 0 フツ イマ の 著書 だ け で は な く 、 進化 論者 に よっ て 書か れ た 生物 学 の 本 で は 、 こ の 工業 暗 化 の 事例 を 顔 
目 に する 。 イギリス の 物理 学者 で あり 生物 学者 で も あっ た ベル ナル ド ・ ケ トル レル ウェル (Bernard Kettlewell が 1950 年 

本 し が こ 基 づい た この 事例 は 、 以 下 の よ うに 要約 で きる 。 


創造 の アト ラス 
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新種 の 賊 を 生み 出さ 
な い 工 業 暗 化 は 、 明 
ら か に 進化 の 証拠 に 
は な ら な い 。 横 の 教 
科 書 の 写真 (偽り の 
な い 写 真 と し て 扱わ 
れ て いる ) は 、 実 際 
に は 進化 論者 に よっ 
て 、 意 図 的 に 幹 に つ 
けら れ た すでに 絶滅 
し て いる 種 で し か な 
MO 





報告 に よる と 、 英国 産業 革命 の 初期 、 マン チェス ター 付近 の 樹 肥 は 明 色 だ っ た と いわ れ て いる 。 その 結果 、 こ れ 
ら の 木 に と まっ て いた 暗色 の 賊 は 鳥 に 容易 に 見 つけ られ 、 そ の 生存 率 を 落と し た 。 50 年 後 、 工 業 汚 染 で 地 衣 類 が 
死 減 し た 林 で は 、 樹 色 が 変わ り 、 今度 は 明 色 の 戯 が 最も 発見 し や すい 標的 と な っ た 。 そし て 、 暗色 の 賊 に 対す る 明 
色 の 峨 の 比率 は 下がっ た 。 進化 論者 は この 事例 が 彼ら の 理論 を 大 きく 支え る 証明 に な る と 信じ て 疑わ な い 。 まや か 
し の 中 に 避難 し 、 自ら を 慰め な が ら 、 ど の よう に 明 色 の 峨 が 暗色 の 峨 に “進化 "し た の か を 説明 し た の だ 。 
し か し 、 仮に この 推測 が 正しかっ た と し て も 、 その 結果 と し て 新た な 種 が 誕生 し た わけ で は な いこ と か ら 、 こ れ が 
進化 論 の 証拠 と し て 使用 され る 材料 で は な いこ と は 明確 だ 。 暗色 の 賊 は 産業 革命 以前 か ら 存 在 し て いる 。 生存 し て 
いる 賊 の 種類 比率 が 変わ っ た だ け な の だ 。“ ス ペ シ エ ーション ( 種 形 成 ) を も た ら す 形 満 や 臓 維 が 賊 に 加わ っ た わけ 
で は な い 、。 上 賊 の 一 種 が 鳥 の よう な 異な る 生命 体 に 変化 する に は 、 そ の 遺伝 子 に 新た な 要素 が 加わ ら な けれ ば な ら な 
い 。 それ は 、 烏 の 身体 的 特徴 まで も 含む 、 全く 異な る 遺伝 子 プ ログ ラム が 加え られ る と いう こと だ 。 
これ が 進化 論者 に よっ て 打ち 出さ れ た 工業 暗 化 論 の 限界 だ 。 し か し 、 こ の 話 に は 、 解 羽 だ け で な く は な くそ れ 和 目 
体 に 欠点 が ある と いう 興味 深い も 21 つ の 側面 が ある 。 分 子 生物 学者 で ある ジョ ナ サ ン ・ ウ ェ ル ズ (Johnathan Wells) は 
彼 の 著書 [Icons of Evolution に お いて 、 今 や この 話 の “象徴 "の よう に 扱わ れ 、 全て の 進化 論者 の 生物 本 に 出現 す 
る オオ シモ フリ エダ シャ ク の 事例 が 、 実際 に は 真実 と 反する こと を 明か し た 。 ウェ ルズ は 、 工業 暗 化 の “実証 と な っ 
た ベル ナル ド ・ ケ トル レ ウ ェ ル の 実験 は 、 実際 に は 科学 的 不祥事 だ と 述べ た 。 この 不祥事 の 要素 を まとめ て みよ 2 う 。 
・ グ ケト ルウ ェ ル 以降 に 行わ れ た 実験 に に る と 、 そ れ ら の 戯 の 内 、 木 の 幹 で 休む 峨 は 一 種類 の み で 、 そ の 他 の 昌 
の 多く は 小さ く 水平 な 校 下 で 休む こと が 明らか に な っ た 。 そし て 1980 年 に 初め て 、 オ オシ モ フ リ エダ シャ ク が 木 の 東 
で は 休ま な い 事 実 が 明らか に な っ た 。 25 年 も の 野外 研究 を 経て 、 シリ ル ・ ク ラー ク (Cyril Clarke)、 ロー リー・ ハ ウレ ッ ト 
(Rory Howlett)、 マイ ケル ・ マ ジェ ラス (Michael Majerus)、 ト ニー・ リ ー バ ー ト (Tony Liebert)、、 ボ ー ル ・ ブ レー ク フ ィ ー ル 
ド (Paul Brakefield) ら の 科学 者 は 、「 ケ トル ウェ ル の 研究 で は 、 由 は 自然 体 で いな いこ と を 強い られ た 。 従っ て 、 こ れ が 
科学 的 研究 結果 だ と は 言え な い 」 と 結論 付け た 。 
・ ク トル ウェ ル の 研究 を 再 検証 し た 科学 者 ら は 、 更に 興味 深い 結果 を 得 た 。 汚染 の 少な い 場 所 で は 、 明 色 の 
賊 の 数 が 暗色 より 多い と 推測 され る が 、 同じ 場所 で の 暗色 の 峨 の 数 が 四 倍 に も 上 る こと が 判明 し た の だ 。 これ は 、 ケ 
トル レ ウ ェ ル や その 他 殆 どの 進化 論者 が 主張 し た よう な 戯 の 数 と 木 の 幹 の 関係 が 全く 存在 し な いこ と を 示す 。 
調査 域 が 深く な る に つれ て 、 こ の 不祥事 の 規模 は 更に 大 きく な る 。 ケト ルウ ェ ル に よっ て 撮影 され た “ 木 の 幹 
(に と まる 賊 "は 実際 は 死ん だ 賊 だ っ た と いう の だ 。 つま り 、 死ん だ 峨 を 使い 、 そ れ を 木 の 埋 に つけ て 写真 を 撮影 し て 
いた こと が 禁 露 され た 。 実際 に は 、 本来 葉 の 下 に と まる 虹 が 木 の 幹 に と まっ て いる 状態 を 写真 に 納め られ る 確率 は 
非常 に 低い 。 *3 


アド ナン * オ クタ ー ル 


この 事実 は 1990 年 代 後 半 に や っ と 、 科学 界 に よっ て 桑 か れ た 。 長年 に 渡り 大 学 の "進化論 序 剖 " 科 目 で 重宝 され 
て いた この 工業 暗 化 の 破綻 は 、 進化 論者 を 大 きく 失望 させ た 。 その 内 の 一 人 で ある 、 ジェ リー・ コ イン (Jerry Coyne) は こ 
の よう に 語っ て V \ る 。 
6 歳 の 時 、 ク リス マス イブ に プレ ゼン ト を 届け て くれ て いる の が 、 サ ンタ で は な く 父 だ と いう こと に 気付 いた 時 と 同様 の 失 
望 を 感じ る 。 !> 
この 科学 的 不祥事 に より 、“ 最 も 有名 な 目 然 選択 の 一 例 " は 、 当然 の よう に 歴史 の ゴミ に 格下 げ さ れ た 。 な ぜ な ら 、 
自然 選択 と は 、 進化 論者 が 主張 する よう な 進化 メカ ニズム で は な いか ら だ 。 
自然 選択 は 、 生体 に 親 た な 騰 各 を 追加 する こと も 、 既に ある 須 器 を 取り 除く こと も 、 生物 の 種 を 変化 させ る こと も で 
き な い の で ある 。 


な せ 目 然 選 択 は 複雑 性 を 説明 で き な い の か 


自然 選 択 は 、 生物 の 遺伝 子 情 報 を 増加 、 改 良さ せる こと が で き な い た め 、 こ の 考え が 進化 論 に 役立つ こと は な い 。 
自然 選 択 は 、 ヒ ト デ を 魚 へ 、 魚 を 財 へ 、 財 を クロ コ ダ イ ル へ 、 また は クロ コ ダ イ ル を 人 和 鳥 へ の よう に 、 あ る 種 を 別 の 種 に 変化 
させ る こと も で き な い ^。 断続 平衡 の 最大 支持 者 で ある ステ ファ ン ・ グ ー ル ド (Stephen Gould) は 目 然 選択 の 行き 詰まり を こ 
(の) ド O(C 請 ② つ (Ce 


ター ウィ ニズム の 本 質 は 、 自 然 選 択 が 進化 的 変化 に お ける 創造 で ある と いう 1 つの 局面 に ある 。 自然 選択 が 負 の 役割 
を 果たし 、 不 適正 生物 を 排除 する こと に は 誰 も 反論 し な い が 、 同 時 に ダー ウィ ニズム は 、 自 然 選択 が どの よう に 適性 生物 
を 生み 出す の か 証明 する 必要 が ある 。 9? 


進化 論者 が 自然 選択 に つい て 用 いる も う 1 つ の 誤っ た 考え 方 は 、 こ の 構造 を 意識 的 だ と 主張 する と ころ だ 。 自然 の 
メカ ニズム に 意識 は な い 。 自然 選択 は 、 生命 体 に と っ て の 善悪 を 判断 する 意思 は 持た な い 。 従っ て 、 誰 一 人 と し て 、 自 
然 選択 ( - 上 る" 非 避 元 復 雑 性 "特徴 を 持つ 生体 系 や 生体 器 s 公 を 説明 する こと は で き な い 。 これ ら の 生体 系 や 生体 器官 
は 、 協力 し あう 無数 の 如 官 に よっ て 形成 され て いて 、 こ の 句 官 が 1 つ で も 足り な いと 機能 し な い 。 (例え ば 、 全て の 機能 
が 正常 に 働か な い 限 り 、 人 間 の 眼 は 機能 し な い 。 ) 従 っ て 、 全 吉 官 を 統一 する 意志 は 、 末 来 を 予測 する 力 を 持ち 、 同時 


自然 選択 は 種 
内 の 者 を 排除 
し て いく メカ ニ ズ 
ム で ある 。 更 に 
それ は 、 現 存 す 
る 種 の 退化 を 防 
ぐ た め の 保守 的 
な 力 で ある 。 あ 
る 種 を 別 の 種 に 
進化 させ る こと 
は で き な い 。 
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に 、 最終 段階 で 何 が 必要 な の か わか っ て いな けれ ば な ら な い 。 し か し 、 自然 選択 に は 意識 も 意志 も な いた め 、 そ れ 
は あり えな い 。 ダー ウィ ン は 進化 論 を 打ち 下す この 事実 に 悩ま され ! 仮 に 、 無 数 の 連続 的 小 変化 で は な い 結 果 か ら 
生ま れ た 複合 器官 が 存在 し た と 証明 され れ ば 、 私 の 理論 は 崩壊 する 」 と 述べ て いた 。 *" 

目 然 選 択 下 で は 、 醒 く 、 弱い 、 不適 合 な 生物 だ けが 選び 出さ れ 、 新種 、 白道 伝 子 情報 、 新装 到 が 生ま れる こと 
は な い 。 それ は 、 生命 体 が 目 然 選択 を 通じ て は 進化 で き な い こと を 意味 する 。 ダー ウィ ン は この 真実 を 自然 選択 は 
有利 な 変異 が 偶然 に 起き な い 限 り 、 力 不 足 で ある 」 と 受け 止め て いる 。 "この こと か ら ネ オダ ー ウ ィ ニ ズム は 、 “有利 
な 変異 の きっ か け ” と し て 自然 選択 の 次 に 突然 変異 を 持ち 上 げた 。 し か し 、 その 突然 変異 が “有害 な 変異 の み を 導 
く と いう こと を これ か ら 説 明 し よう 。 


突然 変異 


2n マ の 


突然 変 虹 は 、 生命 体 の 細胞 核 内 で 全 遺 伝 子 情報 を 司る DNA 分 子 に 起き る 分 袋 、 ま た は 世 換 と 定義 され る 。 
これ ら の 分 袋 ま た は 思 換 は 、 放射 能 や 化学 反応 な ど ei され る 。 全て の 突然 変異 は “ 偶 
然 " で あり 、DNA を 構成 する ヌクレオチド を 損傷 させ る か 、 そ の 配置 を 変え て し まう 。 突然 変異 は 多く の 場合 、 細 胞 が 
修復 不可 能 な ほど に 大 き な 人 破損 と 遺伝 子 組 換え を 引き 起こ す 。 

進化 論者 が 盾 に と っ た 突然 変異 は 、 生命 体 を より 優れ た 完全 体 に 変化 で きる 魔法 で は な い 。 突然 変異 の 直接 
的 な 影響 人 突然 変異 に よっ て 起こ る 変化 は 、 広島 、 長 崎 、 チ ェ ル ノブ イリ に お ける 科 爆 者 が 経験 し た 、 
死 や 身体 障害 、 病 気 等 の 変化 と 変わ ら な い 。 

理由 は 簡単 で ある 。 DNA 構 造 は 大 変 複雑 で 、 突然 の 作用 は 生命 体 に 危 書 を 与え る こと し か で き な い の だ 。B 
G ラ ン ガ ネー サン (B.G. Ranganathan)y は この よう に 述べ て いる 。 

ます 、 純 粋 な 突然 変異 は 自然 界 に お いて は と て も 希 な こと で ある 。 次 に 、 多 く の 突 然 変 異 は 無 作 為 に 起き る た め 、 遺 

伝 子 構造 に 秩序 ある 変化 は も た ら さ ず 、 反 対 に 害 を も た ら す 。 完 全 な 配列 シス テム 内 で お きる 無 作 為 な 変化 は 全て 、 

良い 結果 で は な く 、 悪 い 結果 を 出す 。 例 えば 、 高 層 ビ ル の も つ 完 全 な 配列 構造 を 地震 が 襲う と する 。 そ の 際 に 骨組 み 

に 起き る 無 作為 な 変化 は 、 十 中 八 九 、 ビ ル を 改善 する 変化 で は な い 。!3 

当然 、 好 結果 な 突然 変異 は 今 ま で に 観測 され た こと が な く 、 全て の 突然 変異 が 有害 で ある こと が 証明 され て 

いる 。 第 二 次 世 界 大 戦 下 で 使用 され た 楼 兵 器 が 原因 で 引き 起こ っ た と 想定 され る 突然 変異 を 調査 すべ く 設 立 さ れ 

た 、 楼 放射 能 ( に よる 遺伝 的 影 絡 調査 委員 会 で 発表 され た 調査 結果 こつ いて 、 進化 科学 者 で ある ウォ ー レ ン ・ ワ ウィ ー 
バー(Warren Weavery は 以下 の よう に 述べ て いる 。 

大 多数 の 人 が 、 事 実 上 は 全て の 既知 突然 変異 遺伝 子 が 有害 で ある と いう 供述 に 困惑 する だ ろう 。 な ぜ な ら 、 突 然 変 

異 は 進化 の 過程 で 不可 欠 な 要素 た だ から で ある 。 事実 上 全て 有害 な 突然 変異 の 結果 か ら 、 と どう すれ ば 「 よ い 逐 響 一 より 

優れ た 生命 体 へ の 進化 -」 が 生ま れる と いう の だ ろう か 。 ぐ 


"有利 な 突然 変異 を 誘発 する 実験 は 全て 失敗 に 終わ っ た 。 進化 論者 は 何 年 に も 渡り 、 急速 に 繁殖 し 直ちに 変 
化 が 見 受け られ る ショ ウジ ョ ウ バ エ を 利用 し た 突然 変異 実験 を 行っ て きた 。 何 世 代 に も 渡り これ ら の ハエ 
は 変化 し た が 、 有利 な 突然 変 供 は 一 度 も 確認 され て いな い 。 この こと を 、 進化 遺伝 学者 の ゴー ドン ・ タ 
イラ フラー(Gordon Taylory は 、 以下 の よ うに 記録 し て いる 。 















突然 変異 は 生命 体 の DNA に 新た な 情報 を 加え な い 。 
突然 変異 が 起こ る と 、 遺伝 子 情報 を 構成 し て いる 粒 
子 は 、 切 り 有 製 か れる か 、 壊 され る か 、 別 の 場所 に 移動 
させ られ る 。 突然 変異 は 生命 体 に 新た な 器官 や 形質 
を 与え る こと は で きず 、 背 部 か ら 足 が 突き 出る 、 腹 部 
か ら 耳 が で る な どの 異常 の み を 引き 起こ す 。 


アド ラッ クタ ー ル 


明る み に 出 て は いな い が 、11 日 毎 に 繁殖 する ハエ ショ ウジ ョ ウ バ エ が か が 、 世 界 中 で 60 年 以上 も の 間 、 遺 伝 学 者 に よっ て 研 

究 さ れ て きた に も 関わ ら ず 、 新 種 の 誕生 は お ろか 、 新 酵素 すら 確認 され て いな い の は 衝撃 的 で ある 。! 

別 の 研究 者 、 マ イケ ル ・ ピ ッ ト マ ン (Michael Pitman) は 同じ 件 に つい て 以下 の よう に 述べ て いる 。 

モル ガン 、 ゴ ー ル ド シ ュ ミッ ト 、 ミ ュー ラー、 ま た その 他 遺 伝 学者 は 、 何 世代 に も 渡る ショ ウジ ョ ウ バ エ を 、 さ ま ざ ま な 明る 

さや 温度 、 化 学 や 放射 線 処理 で 極限 状態 に さら し 、 さ ざい な も の か ら 明 白 に 有害 と 分 類 さ れる 全て の 突然 変異 の 形 は 

確認 され た 。 こ れ は 人 為 的 進化 だ ろう か ? い や 、 そ う で は な い 、。 遺伝 学者 に よっ て 生み 出さ れ た いく つか の 怪物 は 、 育 成 

環境 以外 で も 生き 残る こと が で きた 。 い ずれ に せよ 突然 変異 体 は 、 死 ぬか 、 無 精子 に な る か 、 凶 暴 化 する か の いずれ か 

に な る 。<^ 

向 じ こと が 人 間 に も 言え る 。 人 間 に 起 こっ た 全て の 突然 変異 は 負 の 結果 を 出し た 。 進化 論者 は この 事実 を も う や む 
や に し 、 こ れ ら の 有害 な 結果 で すら “進化 の 証 " だ と 主張 し て いる 。 人 間 に 起 こる 全て の 突然 変 暴 は 、 肉体 的 奇形 と 、 
マン ゴリ ズム 、 ダウ ン 症 、 色素 欠乏 症 、 小 人 症 、 交 な どの 病気 を 生み 出す 。 進化 論者 の 教科 書 内 で は 、 こ れ ら の 突然 
変異 が “作動 中 の 進化 メカ ニズム "の 事例 と し て 使わ れ て いる 。 人 々 に 身体 障害 や 異常 を 来たす プロ セス が “進化 メカ 
ニズム "と は 言え な いこ と は 言う まで も な い 、。 進化 と は 、 生 残 の た め に 、 よ り 適 合 性 の 高い 形 へ の 変化 を 意味 する は ず で 
ある 。 

まとめ る と 、 突然 変異 が 進化 論者 の 主張 を 異 付 けら れ な い 理 由 は 大 きく 3 つ あ る 。 

) 突然 変異 の 直接 的 作用 は 害 で ある : 突 然 変 異 は 無 作為 に 起き る た め 、 必 ず 生 命 体 を 傷つけ る 。 総合 的 に 考え 
て みる と 、 完全 で 複雑 な 構造 に 無意識 的 に 介入 する こと は 、 そ の 構造 の 改善 で は な く 、 危害 を 及ぼ すこ と に 叔 が る 。 そ 
し て 、 こ れ ま で に 有益 な 突然 変異 が 確認 され た こと は な い 。 

2) 突然 変 暴 が 生命 体 の DNA に 新 情報 を 付加 する わけ で は な い : 突 然 変異 が 起こ る と 、 遺伝 情報 を 形成 する 粒子 
は 、 そ の 場所 か ら 引 き 付 か れる か 、 破壊 され る か 、 別 の 場所 に 流さ れる か で ある 。 突然 変異 は 生命 体 に 親 た な 句 官 や 
特性 を 与え る こと は で き な い 。 それ は 、 背部 か ら 足 が 突き 出る 、 腹部 か ら 耳 が で る な どの 異常 の み を 引き 起こ す 。 

3) 突然 変異 が 次 世代 に 移行 され る に は 、 そ の 生命 体 の 生殖 細胞 の 中 で それ が 起き な けれ ば な ら な い : 体 内 の 細 
胞 、 また は 問 官 で 無 作為 に 起き る 変化 は 、 次 世代 に は 移行 で き な い 。 例え ば 、 放射 能 、 また は それ 以外 の 要因 に よっ 
て 変形 し た 人 間 の 目 は 、 次 の 世代 に は 引き 継が れ な い 。 

目 然 界 に 進化 を 誘発 さす せる メカ ニズム が な いた め 、 生命 体 は 進化 し えな い 。 更に 、 こ の 結論 は 進化 プロ セス と は 異 
な る 記録 を 実証 し た 化石 記録 と も 合 伊 し て いる 。 


進化 生物 学者 は 20 世 紀 の 初 頭 か 
ら 、 変 種 の ハエ を 作り 出す こと に よ 
り 、 有 人 益 な 突然 変異 事例 を 生み 出 
そう と 試み て きた 。 し か し これ ら の 
努力 も 無念 に 、 病 的 で 変形 し た 生 
物 を 生み だ す に 過ぎ な か っ た 。 左 
上 の 写真 は 正常 な ショ ウジ ョ ウ バ エ 
頭 の 写真 で ある 。 一 方 で 、 右 下 
の 写真 は 頭 か ら 足 が 突 き 出 た ショ 
ウジ ショウ バエ の 写真 で ある 。 右上 の 
写真 は 細 が 変形 し た 写真 で 、 こ れ 
ら は 全て 突然 変異 の 結果 で ある 。 





創 造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


第 4 草 


化石 記録 に よる 進化 論 論 破 


進化 論 に よる と 、 全て の 生命 体 は 1 つの 祖先 か ら 誕生 し た 。 先 に 存在 し た ある 種 が 時 を 経て 他 の 種 に 変化 し 、 
全て の 生命 体 が 今日 の 形 を 持つ よう に な っ た 。 更に 、 こ の 理論 に よる と 、 この 変化 は 何 百年 も の 歳 月 と 共に 、 段 陸 的 
に 行わ れ て いっ た 。 

も し これ が 本 当 な ら ば 、 こ の 変形 が 起き た と 仮定 され る 素晴らし い 時 代 に は 、 無 数 の 中 間 体 が 存在 し た こと に な 
る 。 例え ば 、 既に 備え 持っ て いた 魚の 特性 に 新た な 過 虫 類 の 特性 が 加わ っ た 、 半 魚 ・ 半 則 虫 類 の よう な 生き 物 が 存 
在 し た こと に な る 。 更に は 、 則 虫 類 の 特性 を も ち 、 後に 和 鳥類 の 特性 を 獲得 し た 半 過 虫 類 ・ 半 鳥類 と いっ た 生き 物 も 考 
えら れる 。 進化 論者 は 、 過 去 に 生 昌 し た と 信じ て 巡 わ な いこ れ ら の 染 空 生物 を "移行 型 " と 呼ん だ 。 

仮に この 様 な 移行 型 が 実在 し た の で あれ ば 、 そ れ は 何 百 万 、 何 千 万 に も 及 ん だ は ず で ある 。 そし て 、 その 形 有 
が 、 化石 記録 に 残る は ず で ある 。 移行 型 の 数 は 現在 の 動物 種 の 数 を 数 段 上 回 っ て いた は ず で あり 、 世界 中 の 至る 
と ころ で 見 つか る べき で ある 。 ダー ウィ ン は 、| Origin of Species( 種 の 起源 )』 の IDiffculties on Theory」 で これ に 関し 
て 以下 の よう に 説明 し て いる 。 

も し 私 の 理論 が 正しい の な ら 、 同 グル ー プ に 属す る 種 を より 強く 結ん だ 無数 の 中 間 体 が 存在 し た は ず で ある … そ し 

て 、 必 然 的 に それ ら の 化石 が 見 つか る は ず で ある 。 ダ 

ダー ワウ ィ ン 目 身 も その よう な 移行 型 が 欠如 し て いる こと を 誰 識 し て いた が 、 役 は その 証拠 が 将来 的 に 見 つか る こ 
と を 信じ た 。 し か し 、 楽観 視 し て いた に も 関わ ら ず 、 彼 は 移行 型 の 行方 が 彼 の 理論 の 最も 大 き な 壁 と な っ て いる こと 
に 気付 いて いた た め 、1| Origin of Species( 種 の 起源 )』( に IDiffculties on Theory』 を 設け 、 次 の よう に 書い た の だ 。 

も し 生命 体 が 他 種 か ら 段 階 的 に 変化 し た の で あれ ば 、 我 々 は な ぜ 、 無 数 の 移行 型 動物 を 目 に し な い の だ ろう ? な ぜ 

自然 は 中 間 体 で 混乱 し た 状態 に な く 、 完 全体 の 生物 に 溢れ て いる の だ ろう ? そ し て 、 も し 移行 型 が 実在 し た の な ら ば 、 

な ぜ そ れ ら を 地層 か ら 発 見 出来 な い の だ ろう ? な ぜ 、 全 て の 地形 や 地層 が それ ら で 溢 れ て いな い の だ ろう ? 地 質 学 

は 、 こ の よう な 見 事 に 段階 的 な 器質 的 連鎖 の 存在 を 実証 せ ず 、 そ し て も し か する と この 間 題 は 、 私 の 理論 へ の 最も 明 

快 で 大 き な 欠 点 に な る だ ろう 。 

この 問題 に 対し て ダー ウィ ン が 唯一 用 意 で きた 説明 が 、 当時 発掘 され た 化石 記録 が 不 十分 で あめ る と いう こと だ っ 
た 。 彼 は 、 化 石 記録 が より 詳細 に 研究 され れ ば 全て の 点 が 結ば れる と 考え た 。 ダー ウィ ン の 予言 を 信じ た 世界 中 の 
進化 古生物 学者 は 、19 世 紀 半 ば 以来 、 移行 型 を 見 つけ る 化石 発掘 に 力 を 注い で いる 。 し か し その 努力 に も 関わ ら 
ず 移 行 型 は まだ 1 つも 発見 され て いな い 。 そし て 進化 論者 の 信念 と は 反対 に 、 発掘 され た 全て の 化石 が 、 生命 体 が 
突 然 、 完 全体 で 地球 上 に 現れ た こと を 証明 し て いる 。 証明 を 試み る 努力 の あま り 、 進化 論者 は 無意識 に 、 自ら その 
理論 を 破綻 させ て し まっ た の だ 。 

イギリス 人 古生物 学者 の デー リッ ク ・V・ エ ー ガ ー(Derek V. Ager は 、 自身 が 進化 論者 で ある に も 関わ ら ず 、 こ の 
事実 を 次 の よう に 認め て いる 。 


だ ラッ カク ター ル 


我々 が も し 生命 体 の 詳細 進化 過程 を 化石 記録 で 調べ た 場合 、 何 度 調べ て も そこ に は 段階 的 な 進化 で は な く 、 突 然 の 

進化 し か 見 つか ら な い だ ろ う 。 人 

また 、 別 の 進化 古生物 学者 、 マーク ・ ゼ ナッ キー(Mark Czarneck) は この よう に 述べ て いる 。 

進化 論 の 証明 に お ける 一 番 の 障壁 は 、 絶 滅 し た 種 が 地球 の 地形 に 残す 痕跡 、 化 石 で ある 。 ダ ー ウ ィ ン の 仮説 で 提唱 

され た 中 間 体 は 化石 記録 に よっ て 証明 され た こと は な く 、 反 対 に 、 生 命 体 が 突然 の よう に 現れ 、 姿 を 消す こと が 証明 

され た 。 そ し て この 変則 が 神 に よる 創造 と いう 霊魂 創造 論 を 生み 出し た の だ 。 ぐ 6 

化石 記録 が 持ち 出す 矛盾 は 、 今 まで に 発掘 され た 化石 の 数 が 不 十分 で いずれ は 見 つか る と いう こと で は 
説明 し きれ な い 。 1991 年 に 出版 され た アメ リカ 人 学者 の ロバ ー ト ・ ウ ェ ッ ソン (Robert _ Wesson) の |IBeyond Natural 
Selection』 の 中 で 、 彼 は 、「 化石 記 録 の 矛盾 は 真実 で 有益 な も の で ある 」 と 記述 し て いる 。 そし て 彼 は この 主張 を 以 
下 の よ うに 説明 し た 。 

何 が あろ うと 、 化 石 記録 に お ける 盾 は 事実 で ある 。 し か し 、 種 が 枝分かれ し た 形跡 が な いこ と は 非常 に 不思議 だ 。 

通常 、 生 命 体 は 長期 間 に 渡 り 不 変 で あり 、 種 や 属 は 絶対 に 、 他 の 種 や 属 に 進化 せ ず 、 変 異 は 大 抵 の 場合 突然 起こ る 。 


2/ 


生命 体 は 突如 複雑 体 で 地球 に 現れ た 


地球 上 の 地層 と 化石 を 検証 する と 、 全 生 命 体 が 同時 に 地球 上 に 現れ た こと が わか る 。 生命 体 の 化石 が 発見 さ 
れ た 地球 上 で 最も 古い 地層 は 、5 億 て 5 億 5 百 万 年 前 あたり の カン ブリ ア 紀 の も の で ある 。 カン ブリ ア 紀 の 地層 か ら 見 
つか っ た 生命 体 は 、 化石 と し て 突然 姿 を 現し 、 そ れ 以 前 の いか な る 祖先 の 化石 も 発見 され て いな い 。 その 時 期 の 化 
石 か ら は 、 カ タツ ムリ 、 三 葉虫 、 海 紀 動 物 、 ミ ミズ 、 ヒ ト デ 、 ウ ニ や その 他 和 複雑 な 無 椎 動物 が 見 つか っ た 。 これ ら 複 
雑 生物 が 幅広 く せ 集め られ た 生 偉 体 は 、 突如 と し て 現れ 、 地 理学 に お いて “カン ブリ ア 紀 爆発 “と 呼ば れる よう に 
な っ た 。 地層 に 見 られ た 生物 の 多く は 、 複雑 な 組織 と 、 目 、 エ ラ 、 循環 系 な どの 今日 存在 する 生物 と 同様 に 発達 し 
た 構造 を 持っ て いる 。 そし て 三 業 虫 に 見 られ る 二 重 水 唱 構 造 の 突出 し た 目 が どの よう に 形成 され た の か は 謎 の まま 
で ある 。 ハー バー ド 、 ロ チェ スタ ー、 シ カゴ 大 学 の 地理 学 教授 で ある デー ビッ ド ・ ラ ウ プ (David Raup) は 、!4 億 5 千 万 
年 前 の 三 葉虫 が 持っ て いた 光学 設計 を 今日 再現 する に は 、 経 験 の ある 、 創造 的 な 光学 技術 者 が 必要 だ 」 人 と 言っ 
KM の 0。 

これ ら の 複雑 な 無 春 椎 動物 が 、 彼 ら 以 前 に 唯一 存在 し た 生物 で ある 単細胞 生物 か ら 進 化し た 形跡 は な い 。 そ 
う 、 こ れ ら は 、 突然 、 完 全体 で 現れ た の だ 。 

進化 論者 の 出版 物 の 中 で も 人 気 高 い IScientifc _ News』 の 科学 ジャ ー ナ リス ト 、 リ チャ ー ド ・ モ ナス テル スキ ー 
(Richard Monasterky は 、 進化 論 に 致命 的 打撃 を 与え た “カン ブリ ア 紀 爆発 "に つい て この よう に 述べ て いる 。 

5 億 年 前 、 我 々 が 今日 も 目 に する こと が で きる 非常 に 複雑 な 生命 体 は 、 突 然 現 れ た 。 お よそ 5 億 5 千 万 年 前 の カン ブリ 

ア 紀 初期 、 海 が 地球 上 初 の 複雑 生命 体 で 覆 わ れる 進化 起爆 が 起き た 。 カ ン ブ リ ア 紀 初期 に は 今日 の 動物 門 は 既に 

存在 し て お り 、 そ れ ら は 今日 同様 に 、 全 て 区 別 可 能 な 生命 体 で あっ た 。 カ ン ブ リ ア 紀 爆発 を 更に 深く 調査 し て みる と 、 

これ が 進化 諭 に 突き 出し た 問題 の 難し さ が 読 み 取 れる 。 <? 

最近 の 発見 に に よれ ば 、 最も 基本 的 な 動物 類 全 て が カン ブリ ア 紀 に 突如 現れ た と 示し て いる 。 2001 年 に 出版 さ 
れ た 雑誌 「Science」 に は 、「 約 5 億 4500 万 年 前 の カン ブリ ア 紀 初頭 、 今 日 も 生物 相 を 支配 する ほぼ 全て の 動物 分 類 
が 突如 現れ た 」 と 書か れ て いる 。 ツ ま た 、 同 雑誌 で は 、 そ の よう に 複雑 、 か つ 、 異な る 生命 群 を 進化 論 で 説明 する に 
は 、 段階 的 進化 を 証明 する 多く の 化石 が 地層 に 発見 され る は ず だ が 、 それ は 未だ 確認 され て いな い 、 と も 述べ て い 
6 

この 矛盾 に 満ち た 進化 と 分 散 も 、 化 石 記 録 に は 見 られ な い 種 の 痕跡 を 必要 と し た に 違い な い 。3! 


どの よう に し て 突然 無数 の 動物 が 地球 上 に 現れ 、 そ し て どの よう に し て 異な る 先祖 を 持つ 異種 生命 体 が 現れ た 
の か は 、 進化 論者 が 解明 し て いな い 間 題 の 1 つ で ある 。 世界 中 で も 最も 名 高い 進化 論者 の 権威 で 、 オ ックス フォ ー 
ド 大 学 の 動物 学者 リチャード ・ ド ー キ ンス (Richard Dawkins) は 、 彼 が 支持 する 理論 を 揺さぶる この 真実 に 対し て 、 こ 
の よう に 述べ で て いる 。 


創 造 の アト ラス 








カン ブリ ア 地 層 で 発見 され た 化石 は 、 カ タツ ム 
リ 、 三 葉虫 、 海 面 動 物 、 奇 生 虫 、 ク ラ ゲ 、 ヒ ト デ 、 
海水 甲殻 類 、 ウ ミユ リ な どの 無 脊 椎 動物 の も の 
だ っ た 。 最も 注目 すべ き は 、 こ れ ら の 無 育 椎 動物 
が 全て 突然 現れ た と いう こと で ある 。 地質 学 用 語 
で この 奇跡 的 な 現象 は “カンブリア 紀 爆 発 " と 呼 
ば れ て いる 。 





准 化 を 破滅 させ る 創造 の 高中 


トド アァ ルリ pm ピピ ゴン キレ ルル コー: や さら 本 
MFP 大 量 の ハチ 

ス 型 微粒 子 と 二 重 レ ンズ 構造 を 持ち 、 地 
人 HE 
り て 言え ば 、 こ の 目 は "今日 再現 する の で 
あれ ば 、 技 術 が 高く 創造 力 豊 な 光学 技術 
者 が 必要 な ほど 優れ た 設計 で ある “ 


この 目 は 5 億 3 千 万 年 前 に 完全 体 で 現れ 生生 議 識 
た 。 こ の よう に 不思議 に 満ち た 設計 が 突然 で ムー いり 
現れ た と いう 事実 は 、 当 然 進化 諭 で は 説 
明 不 可能 で あり 、 こ れ が 創造 の 現実 性 を 
物語 っ て いる 。 
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更に 、 三 葉虫 の ハチ ノ ス 型 眼 構造 は 1 つの 

変化 も な く 今 日 まで 存続 し て いる 。 ハチ や 

宣 な どの 昆虫 は 三 葉虫 と 同じ 眼 構造 を 持 

っ て いる 。* こ の 状況 が 、 原始 か ら 複雑 な 生 

物 に 革新 的 に 進化 し た と 提唱 する 進化 論 
が 誤り で ある こと を 証明 し て いる 。 


ぐ R.L.Gregory, Eye and Brain: The Physiology 
of Seeing, Oxford University Press, 1995, p.31 


例え ば 、 カ ン ブ リ ア 紀 の 地層 を 見 て みよ う … こ こ は 、 主 な る 無 脊 椎 動物 群 が ほ ぼ 全 て 見 つか っ た 最 古 の 地層 で ある 。 そ し 
て 我々 は その 多く か が 、 出 現時 に は 既に 進化 の 最終 ステ ー ジ 間近 で あっ た こと に 気付 く 。 進 化し た 歴史 も な く 、 あ た か も そ 
こ に 植え られ て いた か の よう に 。32 


ドー キン ス は 、 カ ンプ ブリ ア 紀 爆発 が 天地 創造 の 確固 た る 証拠 だ と いう 事実 を 誰 め ざる を 得 な か っ た 。 な ぜ な ら 、 地 


創造 の アト ラス 





ハー ルン ・ ヤ ハ ワ ャ 


球 上 に 完全 体 で 現れ た 生物 を 説明 で きる の は 天地 創造 だ け だ か ら で あ る 。 著名 な 進化 生物 学者 の ダグ ラス ・ フ ツイ 
マ (Douglas Futuyma も ! 生命 体 は 完全 体 で 地球 に 現れ た か 合 か で ある 。 も し 完全 体 で 出現 し た の で な けれ ば 、 既 
生 の 種 か ら 変 化 プ ロ セ ス を 経て 発 達 し た の だ ろう 。 も し 完全 体 で 現れ た の で あれ ば 、 確 か に 、 何 か 圭 的 な も の に 創 
造 さ れ た の だ ろう 」? と 認め て いる 。 ダー ウィ ン 自 身 も ! も し 同属 に 属す る 無数 の 種 が 一 斉 に 生命 体 と し て 出現 し た の 
な ら ば 、 自然 選択 を 通し て 段階 的 に 変異 する こと を 論ずる 進化 論 に は 致命 傷 と な る だ ろう 」“ と 示唆 し て いた 。 カン 
ブリ ア 紀 は ダー ウィ ン へ の 致命 的 一 撃 だ 。 カン ブリ ア 紀 に お ける 移行 型 生物 の 欠如 を 認め る スウ ェ ー デ ン 人 進化 古 
生物 学者 の ステ ファ ン ・ ベ ング スト ン (Stefan Bengtsony は | ダーウィン を 当惑 さ た この 事件 は 、 今 で も 我々 を 驚嘆 させ 
CM の 」 の 26 刺 て いる 。 

生命 体 が 未 難 形 か ら 発 達 形 に 進化 し た の で は な く 、 突然 完全 体 で 出現 し た と いう 事実 は 、 言 うま で も な く 化 石 
記録 が 証明 し て いる 。 即ち 生命 体 は 、 進化 の 結果 誕生 し た の で は な く 創 造 さ れ た と いう こと に な る 。 


分 子 比較 が 進化 諭 の 面 す る カン ブリ ア 紀 問題 を 深刻 化す る 


カン ブリ ア 紀 爆発 に よっ て も う 1 つ 明らか に な っ た 事実 で あり 、 進化 論者 を 更に 悩ま せ た の が 、 生 合 分 類 群 間 の 
比較 結果 だ 。 比較 の 結果 、 進化 論者 に よっ て ご く 最 近 ま で "近親 "と 考え られ て きた 動物 分 類 が 、 遺伝 学 的 に は 全く 
美 な る こと が 判明 し た 。 その 結果 、“ 中 間 型 "仮説 は 理論 的 に 存在 し な いこ と が 証明 され た の だ 。 2000 年 に 出版 され 
た 論文 IProceedings ofthe National Academy of Sciences』 は 、DNA 分 析 が 、 過去 に "中 間 体 "と みな され て いた 分 類 
を 除外 し た こと を 以下 の よう に 報告 し て いる 。 

系 統 樹 に 関す る 新た な 解釈 が DNA 配 列 分 析 に よっ て 定め られ た 。 後 生 動物 系 図 の 基部 で 複雑 な 交配 の も と と な る と 

考え られ て いた 分 類 群 が 、 実 は 系 図 内 の 高い 位置 に 存在 する こと が わか っ た の だ 。 こ の 過程 で は 進化 的 “中間 体 "は 

誕生 せ ず 、 逆 に 我々 は 、 複 雑 な 進化 の 起源 を 模索 し な お す 必 要 性 に 迫 ら れる 。3 

また 、 同 論文 内 で 、 あ る 進化 論者 は 、 遺 伝 子 構造 の 発見 に より 、 海 旨 動 物 、 刺 胞 動物 、 有 竹 動 物 な ど 中 間 体 分 
類 さ れ て いた 類 は 、 中 間 体 と し て は 分 類 で き な い こと を 示唆 し 、 そ の よう な 進化 系 図 を 立証 する "望み "を 失っ た と 述 
べ て いる 。 

分 子 に 基づく 系 統 学 は 、 い くつ か の 重要 な 点 を 含ん で いる 。 中 で も 最 重 要 な の は 、 海 綿 動 物 、 刺 胞 動物 、 有 杜 動 物 と 

最後 の 共通 祖先 で ある 左右 対称 生物 、 ま た は “ウル バイ ラテ リア "を 結ぶ 中 間 体 の 消滅 で ある 。 要約 する と 、 ウ ル バ イ 

ラテ リア へ の 導線 に 矛盾 が 生じ た の だ 。 過去 に も 多々 あっ た よう に 、 我 々 は 希望 を 失っ た 。 初 期 形 か ら 連 続 的 段階 で 

複雑 性 を 増す と いう シナ リオ で 体腔 動物 の 祖先 の 形態 を 推測 する こと が で き な く な っ た の だ 。?/ 


興味 深い 春 椎 。 カ ン ブ リ ア 紀 に 突如 と し て 現れ た 生物 の 1 つが ハル キ ゲ ニア (左上 ) で ある 。 ハル キ ゲ ニア を 含む 多く の カン ブリ ア 紀 化石 
は 、 攻 撃 か ら 身 を 守る た め に 、 硬く 、 失 っ た 脊椎 を 持っ て いる 。 進化 論者 が 説明 で き な い こと の 1 つが 、 捕 食 者 が いな い 状況 で 、 な ぜ こ れ 
ら の 生物 が この よう に 効率 的 な 防衛 体制 を 保持 し て いた か と いう こと だ 。 捕食 者 が いな い 状 態 で これ ら の 脊椎 を 保持 し て いる 事実 は 、 
自然 選択 で は 説明 が で き な い 。 





だ ドラ ンク クー ル 


更 ら 草 


海中 生物 か ら 陸 上 生物 へ 変化 し た 物語 


進化 論者 は 、 カ ンプ ブリ ア 地 層 で 発見 され た 海中 無 春 椎 動物 が 、 長 年 の 歳 月 を 経て 魚 に 進化 し た と 推測 し て いる 。 
し か し 、 カンブリア の 無 春 椎 動物 に 祖先 が 見 つか ら な いよ うに 、 こ れ ら の 無 春 権 動物 が 魚 に 進化 し た と いう 証拠 も 1 つも 
な い 。 無 春 椎 動物 と 魚の 構造 に 大 き な 違 い が あ る こと は 、 忘れ て は な ら な い 。 無 春 椎 動物 の 細胞 は 体外 に ある が 、 鋼 
の それ は 体内 に ある 。 その 違い を 埋め る ほど の 大 き な “ 進 化 " に 至る まで に は 無数 の ステ ッ プ が 必要 で あり 、 それ を 証 
明 す る 移行 型 も 無数 に 発見 され る は ず で ある 。 

それ ら の 仮説 上 の 進化 の 形 を 発見 する た め に 、 進化 論者 は 140 年 も の 間 化 石 地層 を 掘り 続け て きた 。 彼ら は 、 無 
数 の 無 春 槍 動物 と 魚の 化石 を 発掘 し た が 、 未だ か つて 誰 も 、 た っ た 1 つの 中 間 型 生物 も 発見 し た こと は な い 、。 

進化 古生物 学者 の ジェ ラル ド ・T・ ト ッ ド (GerardT. Todd) は 、 こ れ と 類似 し た 事実 を 彼 の 論文 IEvolution of the 
Lungand the Origin of Bony Fishes」 で 次 の よう に 認め て いる 。 

これ ら 3 つ の 硬骨 魚類 の 化石 は 、 ほ ば ぼ 同 時 期 に 、 初 め て 化石 記録 に 現れ た 。 し か し その 時 に は 既に 、 そ れ ぞ れ が 形態 学 

的 に 大 きく 異な り 、 特 長 は 固定 され て いる 状態 だ っ た 。 彼 ら は どの よう に 生ま れ た の か ? 何 が 彼ら を 変え た の か ? そ し て 

どの よう に 特長 が 強化 され た の か ? そ し て な ぜ 、 中 間 型 生物 の 形跡 が 全く な い の か ? 39 

更に 進化 論 シ ナリ オ は 、 無 春 椎 動物 か ら 進 化し た 魚 が 、 次 は 両生 類 に 進化 し た と 主張 し た 。 し か し この シナ リオ に 
も 証拠 は 存在 し な い 。 半 鋼 ・ 半 両性 生物 が 存在 し た こと を 実証 で きる 証拠 は 1 つも な い の だ 。 進化 古生物 学者 で 春 椎 
動物 古生物 学 の 権威 者 で ある ロバ ー ト ・L・ キ ャ ロ ル (Robert L. Carrol) も この 事実 を 認め ざる を 得 な い 。 彼 は 著書 で あ 
る | Vertebrate Paleontology and Evolution に お いて 、「 初 期 過 虫 類 は 両生 類 と は 全く 異な り 、 そ の 祖先 も まだ 発見 され 
て いな い 」 と 述べ て いる 。 後 の 1997 年 に 出版 され た 著書 | Patterns and Processes of Vertebrate Bvolution』 に お いて も 、 
「 扇 鮨 と 初期 両生 類 間 に 存在 し た 中 間 型 の 化石 は 見 つか っ て いな い 」 と 認め て いる 。 9⑳ 二 人 の 進化 論 古 生物 学者 、 コ 
ノレ バー ト (Colber り 0 と モラ レス (Moralesy は 、 カ エル 、 サン ショ ワウ ウオ 、 アシ ナシ イモ リ と いう 3 つの 主 な 両生 類 に つい て 、 以 
下 の よ うに コメ ント し た 。 

共通 祖先 の 特徴 を 持つ 古生代 両生 類 が 存在 し た 証拠 は な い 。 最 古 の カエ ル 、 サ ン シ ョ ウ ウオ 、 ア シナ シイ モリ は 、 現 代 に 

実在 する その 子孫 に と て も 良く 似 て いる 。 ⑳ 

50 年 ほど 前 まで 、 進化 論者 は この よう な 生物 が 実際 に 存在 する と 信じ て いた 。 お よそ 4 億 1 千 万 年 前 に 生 候 し た と 
推測 され る シー ラカン ス と いう 鋼 は 、 陸地 で も 機能 する 肺 、 発 達 し た 脳 、 消化 機能 、 循環 各 な ど を 持ち 、 更 に は 歩行 メ 
カニ ズム まで を も 持っ た 移行 型 だ と 提案 され た 。 科学 界 で は 1930 年 代 に 至る まで 、 こ の 生態 学 的 解 邊 が 事実 と し て 誰 
め ら れ て いた 。 シー ラカン ス は 海中 か ら 陸 地 へ と 進化 し た 真 の 移行 型 と され て いた の だ 。 


創造 の アト ラス 


ハール ジュ ヤバ ウッ 


し か し 、 1938 年 12 月 22 日 、 イ ンド 洋 沖 で 何と も 興味 深い 発見 が あっ た 。 7 千 万 年 前 に 絶 減 し た と 考え られ て いた 
中 間 型 の シー ラカン ス の 一 種 が 見 つか っ た の だ ! 言う まで も な く 、 シー ラカン ス の 生き て いる 原型 は 進化 論者 を 岩 
搬 さ せ た 。 進化 古生物 学者 の J・L・B・ ス ミス J.L.B. Smith) は 「 仮 に 私 が 道端 で 恐竜 に 遭遇 し た と し て も 、 こ れ 以 上 に 
は 驚か な い 」 全 と 述べ た 。 その 後 数 年 間 に 渡っ て 、200 匹 も の シー ラカン ス が 世界 中 で 確保 され た 。 

生き て いる シー ラカン ス は 進化 論者 の 架空 シナ リオ に 限界 を 見 せ た 。 今 ま で の 主張 に 反し て 、 シー ラカン ス に 
は 原始 肺 も な けれ ば 、 大 き な 脳 も な か っ た 。 そし て 、 進化 研究 者 が 提唱 し た 原始 肺 は 、 脂 質 袋 に 過ぎ な いこ と も わか 
っ た 。 4 海中 か ら 陸 上 に 移動 し た 叩 虫 類 予 備 軍 だ と 言わ れ て いた シー ラカン ス は 、 実 際 に は 水深 180 メ ー ト ル 以 下 
に 生息 する 深海 魚 に 過ぎ な か っ た 。 や 





"海中 か ら 陸 上 へ "の 仮説 シナ リオ に よる と 、 ある 魚 が 食 べ 物 を 
得る た め に 陸 へ 移る 必要 性 を 感じ た 。 この 主張 は 推測 描画 に よ 
っ て 胃 付 けら れ て いる 。 





4 億 1 千 万 年 歳 の シー ラカン ス の 化石 。 進化 論者 は これ が 、 海 面 か 


ら 陸地 へ の 移行 を 証明 する 移行 


1938 年 以降 、 こ の 魚の 生き た 証拠 が いく つも 見 つか り 、 進化 
の 過 剰 な 推測 を 物語 っ て いる 。 


型 だ と 主張 し た 。 


詩 独 


今日 の 亀 と 変わ ら な い 1 億 年 前 の 亀 の 化 石 。(The Dawn of Life, 
Orbis Pub., London 1972) 


| 時 iPANy ま bc に に も 【 の と > 
ある 亀 は 突然 その ユニ ー ク な 甲 維 を 持っ た 状態 で 現れ た 。 進化 i 


先祖 と 思わ れる 兄 虫 類 は 完全 に 欠如 し て いる 。 “(Encyclopedia Britannica Online, "Turtle') 
早期 の 亀 の 化石 と 今日 の 亀 に は 何 の 違 いも 見 受け られ な い 。 つま り 、 亀 は " 進 


変わ ら ず に 亀 で ある 。 


創造 の アト ラス 


け 類 を 説明 で き な い よう に 、 こ れ ら の 







横 に 見 られ る の は 、 ド イ 
ツ で 発見 され た 4500 万 
年 前 の 淡水 亀 の 化 
石 で ある 。 左 に 見 
られ る の が 、 
ブラ ジル で 
発見 され 
人 の の 
亀 の 化 石 。 こ の 
還 邊 暫 に ゴク 
亀 の 化石 は 、 今 日 
の 亀 と 全く 同質 で 

5 の と 記 


け 類 の 初期 系 列 を 説明 する こと も で き な い 、。 例え ば 、 脂 虫 類 系 列 で 


負 文 献 か ら 引 用 する と " 亀 は 他 の 脊椎 動物 より 多く の 良質 な 化石 を 残し 
て いる が 、 こ れ ら の 良好 な 系 列 の 起源 は 、 早期 の 化石 が 欠如 し て いる こと か ら 不 明瞭 で ある 。 … 亀 と コテ ィ ロ ザウ ルス の 中 間 体 と 、 亀 の 


代 化 し て いな い "。 亀 は 亀 と し て 創造 され た た め 、 昔 も 今 も 











ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


| 上 議 粒 070 の 2 リル 


進化 論者 は 、 海 中 に 生息 し て いた 生物 が ある 日 突然 陸上 に 上 が り 、 陸上 生物 に 変化 し た と 主張 
(そう 


その よう な 変化 が 不可 能 で ある こと を 証明 する 明確 な 事実 は 多く 存在 する 。 
1. 体 重 負 告 : 海 中 生物 が 、 目 身 の 体重 を 海中 で 文 え る こと に は 問題 が な い 。 


し か し 多く の 陸上 生物 は エネ ルギー の 409%% を 自身 の 体重 を 支え る こと に 使っ て いる 。 海 中 生物 
か ら 陸 上 生物 に 変化 し た 生物 は 、 こ の 必要 エネ ルギー に 対応 する た め に 、 新 た な 筋 系 と 骨格 構 
造 を 同時 に 身 に つけ な けれ ば な ら な い ! そし て 、 こ れ は 突然 変異 の 結果 起き た と は 言え な い 。 


2. 保温 : 陸 上 は 、 温 度 の 変化 が 激しく 、 そ の 温度 幅 も 大 きい 。 陸上 生物 は その よう な 大 き な 温 度 
変化 に も 耐え られ る 身体 構造 を 持っ て いる 。 し か し 、 海 中 で は 水温 は ゆっ くり と 変化 し 、 そ の 温度 
幅 も 小さ い 。 一 定 の 海中 水温 に よっ て 安定 し て いる 体 組織 を 持つ 生物 は 、 陸上 で 起こ る 温度 変 
化 に 最小 限 の 影響 に 抑え る た め の 保 護 組織 を 身 に つけ る 必要 が ある 。 陸 に 上 が っ た 瞬間 に 魚 
類 が 突然 変異 に に っ て その よう な 特性 を 身 に つけ た と いう 主張 は 全く 不 合理 で ある 。 


3. 水 : 新 陳 代謝 に 欠か せな い 水 は 、 陸上 で は 十分 に 得 ら れ な いた め 、 経 済 的 に 使わ れる 必要 
が ある 。 例 えば 、 皮 膚 は 過度 の 水分 蒸発 を 防ぐ 一 方 で 、 一 定量 の 水分 不足 に 耐 えら れ な けれ 
ば いけ な い 。 従っ て 、 陸上 生物 は 海中 生物 に は 起き な い 口 渦 を 経験 する 。 こ の 理由 か ら 、 海 中 
動物 は 水 の な い 生 候 環 境 に は 適さ な い 。 


4. 腎臓 : 海 中 生物 は 水中 環境 を 利用 し て 、 ア ン モ ニア な どの 汚物 を 分 泌 す る 。 陸上 で は 、 水 は 
経済 的 に 利用 され な けれ ば な ら な い 。 こ の 理由 か ら 陸 上 生物 は 腎臓 を 持つ 。 腎臓 に より 、 ア ン 
モニ ア は 尿 に 変わ り 体内 に 蓄え られ 、 排 江 の 際 に は 最小 限 の 水 が 使わ れる 。 それに 加え 、 芝 , 
臓 機能 を 補助 する 新 組 織 が 必要 と な る 。 要する に 、 海 中 か ら 陸 上 へ の 移動 を 可能 に する た め に 
は 、 菅 臓 を 持た な い 生 物 が 、 一 気 に 菅 臓 機能 を 発達 させ る 必要 が ある の だ 。 


5. 呼 吸 維 系 : 魚類 は 水 に 含ま れる 酸素 を 、 鈴 を 通し て 吸収 する こと で "呼吸 "を する 。 水 な し で は 
数 分 し か 生き る こと が で き な い 。 陸上 で 生き 延び る た め に は 、 完 全 な 肺 組織 を 一 気 に 取得 し な け 
れ ば な ら な い 。 


1 つの 生命 体 の 中 で 偶然 、 一 気 に こ れ ら の 劇 的 な 身体 的 変化 が 起き る こと は 、 絶対 に 不可 能 で 
あめ る 。 


アド ナン ・ オ クタ ー ル [055 証 較 


進化 論 に よる と 、 まず 、 生命 は 海 で 誕生 、 進 化し 、 両生 類 に よっ て 陸地 に 運ば れ た 。 つま り 、 こ の 進化 論 の シナ リオ 
で は 、 両生 類 が 、 陸地 の み で 生活 する 則 虫 類 に 進化 し た と され て いる 。 し か し 、 こ れ ら の 2 種類 に は 膨大 な 構造 差 が 存 
在 す る こと か ら 、 こ の シナ リオ に は 無理 が ある と 言え る 。 例え ば 、 両生 類 の 卵 が 水中 で 成長 する よう に で き て いる の に 対 
し て 、 賜 虫 類 の 羊 膜 卵 は 陸上 で 成長 する よう に で き て いる 。 種 が 存続 する た め に は 、 完 全 か つ 完 璧 な 構造 の 卵 が 不可 
欠 で ある た め 、 両生 類 が “段階 的 に "進化 し た と いう 論理 は 成り 立た な い 。 更に 、 例 に よっ て 、 両生 類 と !M 虫 上 類 を 結び 付 
ける 中 間 形 態 ( 移 行 型 ) の 証拠 が 存在 し な い 。 従っ て 、 進化 論者 、 古生物 学者 、 そ し て 古 硝 椎 動物 学 の 権威 で め る ロバ 
ー ト [L・ キ ャ ロ ル は 、「 初 期 由 虫 類 は 、 両生 類 と は 大 きく 異な り 、 彼ら の 原種 は 未だ 発見 され て いな い 」 合 と いう 事実 を 認 
め ざ る を 得 な い 。 

この よう に 絶望 的 と も いえ る 進化 論 の 矛盾 点 は これ だ け で は 終わ ら な い 、。 生物 が 空 を 飛ぶ よう に な っ た 過程 が まだ 
解明 され て いな いで は な いか ! 和 鳥類 も 何ら か の 進化 の 道 を 辿っ て きた と 考え て いる 進化 論者 は 、 鳥類 は 則 虫 類 か ら 移 
行 し た の だ と 主張 する 。 し か し 、 陸上 生物 と は 全く 異な る 己 類 独特 の 構造 の どれ も が 、 簿 進 進化 で は 説明 し きれ ず 、 烏 
類 特 有 の 特長 で ある 田 は 、 進化論 者 の 大 き な 璧 と な っ て いる 。 現に 、 進化 論者 の 一 人 で ある トル コ の エン ギン ・ コ ルー 
ル (Bngin Korur) は 、 脅 の 進化 の 不可 能 性 を 認め て いる 。 

眼 や 細 と は 共通 し て 、 完 全 に 発 達 し て で な いと 機能 し な い 。 言い換え れ ば 、 発 達 の 不 十 分 な 眼 で は 何 も 見 る こと が で きず 、 

半分 し か 形成 され て いな い 軸 で は 飛べ な いと いう こと で ある 。 こ れ ら の 器官 が どの よう に 形成 され た の か は 、 今 後 解き 

明か され る べき 自然 の 謎 の 1 つ で ある 。 や 

完全 構造 の 細 が 連続 的 な 偶然 の 突然 変異 の 結果 と し て どの よう に 起こ っ た の か と いう 謎 は 、 未 だ 解 か れ て いな 
い 。 則 中 類 の 前 腕 が 、 遺伝 子 の 変形 (〈 突 然 変異 ) に より 、 完全 に 機能 する 轄 へ と 変化 と 加 付 ける 証拠 は な い 。 

さら に 、 連 が ある だ け で は 陸上 生物 は 空 を 飛べ な い 。 陸上 生物 は 、 空 を 飛ぶ た め に 鳥類 に 備わっ た その 他 多 く の 
構造 を 欠い て いる 。 例え ば 、 和 鳥類 の 骨 は 、 陸上 生物 の 骨 と 比べ る と と て も 軽く 、 そ の 肺 は 、 陸上 生物 の 肺 と は 異な っ た 
機能 を 持つ 。 筋 系 や 骨格 系 も 陸上 生物 と は 異な り 、 また 、 非常 に 特殊 な 心臓 の 循環 系 を 持つ 。 糞 同 様 、 こ れ ら 全て の 
特長 が 空 を 飛ぶ た め に は 欠か せな い 。 こう し た 構造 が 、 段階 的 に 形成 され て いっ た の で は な く 、 全て 同時 に 存在 し な 
けれ ば 生物 は 空 を 飛べ な か っ た 。 これ が 、 陸上 生物 が 空中 生物 へ 進化 し た と いう 論理 が 完全 に 誤り で ある 理由 で あ 
2 

そし て これ ら は 我々 に も う 1 つ の 疑問 を な げ か ける 。 仮に この 不可 能 な 理論 が 正しい も の だ と し た と ころ で 、 で は な 
ぜ 進 化 論者 は 、 彼ら の 主張 を 耕 付 ける “ 半 糞 "や" 五 罠 "の 化石 を 見 つけ る こと が で き な い の だ ろう か ? 


創造 の アト ラス 


TB の 4 リリ 


鳥類 の 身体 構造 は 、 そ の 先祖 と いわ れ て いる 尼 虫 類 の 身体 構造 と 大 きく 異な る 。 鳥類 の 肺 は 陸上 動物 の そ 
れ と は 全く 異な る 働き を する 。 陸上 動物 は 同じ 空砲 か ら 息 を 吸っ て 吐き 出す 。 鳥類 は 、 肺 の 前 方 か ら 息 が 入 
り 、 後 方 か ら 和 皿 が 抜け て いく 。 神 は 飛行 中 に 大 量 の 酸素 を 要する この 独特 な 体 糸 を 島 だ け に 特別 に 食っ た 。 
この よう な 肺 構造 が 上 虫 類 の 肺 か ら 進化 する こと は 不可 能 で ある 。 











鳥類 が 則 虫 類 か ら 進化 し た と 主張 する 進化 論 は 、 

この 2 つの 種 の 間 に 存 在 す る 膨大 な 違い を 説明 する こ 
と が で き な い 。 糞 を 持つ 骨格 構造 、 肺 構造 、 温 血 新 陳 

代謝 な どか ら も 、 鳥類 は 虫 類 と は 大 きく 異な る 。 鳥類 
と 則 虫 類 の 間 に 存 在 す る も う 1 つ の 克服 で き な い 形質 
は 、 鳥類 特有 の その 羽毛 で ある 。 

虫 類 の 体 が 鱗 に 首 われ て いる の に 対し 、 鳥類 の 
体 は 羽毛 で 衝 わ れ て いる 。 進化 論者 は 鳥類 の 祖先 が 
虫 類 だ と 考え て いる た め 、 彼 ら は 鳥類 の 羽毛 が 有 虫 
類 の 鱗 か ら 進 化し た と いわ ざる を 得 な い 。 し か し 、 鱗 と 
羽毛 に は 何 の 共 通 点 も な い 。 

コネ チカ ッ ト 州 立 大 学 の 生理 学 と 神経 化学 の 教授 
で ある A・H・ ブ ラッ シュ (A. H. Brush) は 、 進化 論者 に も 


関わ ら ず この 事実 を 認め 、“ 遺伝 子 構造 と 遺伝 子 組 成 、 
発達 方 法 、 肝 形 成 と 組織 構造 。 






その 全て の 特徴 が 異な る ( 翼 と 
Sly うい 
! 更 に ブラ ッシュ 教授 は 鳥類 
の 翼 の タン パク 質 構造 を 研 

究 し "脊椎 動物 の 中 で も ユ 
ニー ク だ "と 述べ て いる 。 2 






鳥類 の 羽毛 
| に 還 類 四 2 
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る と 、 細 が ホッ ク に よっ ir 
て 互い を 結び 付け て い 
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鳥類 の 翼 : 進 化 で は 説明 で き な い 設計 


化し た 証拠 は 見 つか っ て いな い 。 反対 に “ 田 は 突然 、 島 
類 を 他 と 差別 化す る 紛れ も な く ユ ニー ク な 特徴 と し て 化 
石 記録 に 現れ た "と ブラ ッシュ 教授 は 述べ て いる 。? も ち 
ろ ん 、 鳥類 の 羽毛 の 原型 と 断定 で きる 表皮 構造 は 好 虫 
類 に は 見 つか っ て いな い 。* 

1996 年 、 古 人 類 学者 は シノ サウ ロフ テリ クス と 呼ば 
れる 圧 を 持つ 恐竜 の 化石 が 見 つか っ た と 騒ぎ 立て た 。 
し か し 、1997 年 に は これ ら の 化石 が 今日 の 鳥類 の 糞 と 
は 異な る 田 を も ち 、 鳥類 と は 無関係 の 生物 だ と いう こと 
が 明らか に な っ た 。? 

一 方 で 、 鳥類 の を 詳細 に 観察 し て みる と 、 進 化 
で は 説明 し きれ な い 複 雑 な 設計 が そこ に 存在 する こと 
こ 気 付か され る 。 著 名 な 鳥類 学者 アラ ン ・ フ ェ ド ウゥ ウー チャ 
(Alan Feduccia) は “全て の 細 は 空力 構造 を 持つ 。 連 は 
と て も 軽く 、 低速 下 上 昇 す る 持ち 上 げ る 機能 、 簡 単に 元 
の 場所 に 戻る こと が で きる 能力 を 持つ "と 述べ て いる 。 
そし て 更に "飛行 用 に 完全 設計 され た 糞 が 、 他 の 目的 
の た め に 形成 され た と いう こと は 、 理解 し 難い "と も 続け 
に 

細 の 構造 も また 、 ダ ー ウ ィ ン を 悩ま せ た 。 更に 、 完 
全 に 鶴 美的 な 孔雀 の 糞 が 彼 に “吐き気 '( 彼 の 言葉 の 
引用 ) を 催さ せ た 。1860 年 4 月 3 日 に アサ ・ グ レイ (Asa 
Gray) 宛 に 彼 が 書い た 手紙 に は “ 目 の 構 造 が 私 を 凍り 
つか せ た 瞬 間 を 覚え て いる "と 書き 、“.… そ し て 構造 の 
(24 セコ に < 全う た 本 4 還 ヨ の だ シル? ャ lp 
で 、 吐き 気 を 催す ! “と 続け た 。/ 


1-A.H.Brush, "On the Origin of Feathers . 
Biology, Vol.9, 1996, p.132 

2-A.H.Brush, On the Origin of Feathers, p.131 
3-Ibid. 

4-]bid. 

5- Plucking theF eathered Dinosaur , Science, Vol.278, 14N ovember 
199 7, p.1229 
6-DouglasP almer, 


Journal of Evolutionary 


-Learning to Fly (Review of The Origin of and 
Evolution of Birds by Alan Feduccia, Yale University Press, 1996), New 
Sclentist, Vol.153, March, 1 1997, p.44 

7-Norman Macbeth, Darwin Retried: An Appeal to Reason, Boston, 
Gambrt, 1971, p.101 | 
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次 な る 証明 不可 能 な 移行 型 : アル カエ オブ テク リス 
そこ で 進化 論者 は 打開 案 を 挙げ た 。 それ は 、 ア ルカ エ オ プ テ ク リス と 呼ば れる 人 烏 額 の 化石 で あり 、 現在 で も 、 進 
化 論者 が 擁護 する 中 間 体 の 中 で 最も 有名 な 例 の 1 つ で ある 。 進化 論者 に よる と 、 現在 の 鳥類 の 祖先 で ある この アル 
ガブ P よ 、 約 1 億 五 千 万 年 前 に 生息 し て いた 。 この 理論 は 、 ベ ラキ ラプ トル や ドロ メ ザ ウ ルス の よう な 小型 
納 童 が 翼 を 得 て 、 飛べ る よう に 進化 し た と 提唱 し て いる 。 そし て 、 ア ルカ エ オ プ テ ク リス が 祖先 で ある 恐竜 か ら 校 分 か 
れ し 、 初 の 移行 型 の 飛行 動物 と な っ た と いう の だ 。 
し か し アル カエ オプ テク リス に まつ わる 最新 研究 結果 に よっ て 、 こ の 化石 が 移行 型 で は な く 、 今 日 生 中 する 鳥類 
と さほど 変わ ら な い 特 徴 を 持つ 絶滅 し た 鳥 の 一 種 で ある こと が 明らか に な っ た 。 
アル カエ オプ テク リス が 飛べ な い 半 鳥類 で あっ た と いう この 仮説 は 、 ご く 最 近 ま で 進化 論者 に 好評 の 仮説 で あ 
り 、 胸骨 が 欠如 し て いる 事実 が この 鳥 が 正常 に 飛べ な いこ と を 加 付 ける 重要 証拠 と され て いた 。 (胸骨 は 胸腔 の 下 に 
あり 、 飛行 に 欠か せな い 筋 肉 が 付随 し て いる 部 分 。 今日 で は 、 飛べ る 、 飛べ な い に 関 わら ず 、 全て の 烏 類 や 全く 異 
な る 種 で ある 飛行 路 乳 類 の コウ モリ で すら も 胸骨 を 持つ こと が 知ら れ て いる 。) 
し か し 、1992 年 に 発見 され た 7 つ 目 の ア ルカ エ オ プ テ ク リス の 化石 が 多く の 進化 論者 を 岩 拓 させ た 。 長年 進化 
に よっ て 欠如 し て いる と 考え られ て いた アル カエ オプ テク リス の 胸骨 が 実際 に は 存在 する こと が わか っ た の だ 。 
この 化石 は 雑誌 『Nature』」 で 以下 の よう に 取り 上 げ ら れ た 。 
最近 発見 され た 7 つ 目 の アル カエ オプ テク リス の 化石 に 、 あ る 程度 予想 は され て いた が 今 ま で 発見 され な か っ た 部 分 
的 な 長方形 の 胸骨 が 見 つか っ た 。 そ し て この 胸骨 の 存在 が 、 ア ルカ エ オ プ テ ク リス に 頑丈 な 飛行 筋肉 が あっ た こと を 
証明 し て いる 。?9 
| よ 、 ア ルカ エ オ プ テ ク リス が 半 和 鳥類 で 、 正 常に は 飛べ な か っ た と いう 主張 を 無効 に し た 。 
、 烏 の 糞 構 造 目 体 が 、 ア ルカ エ オ プ テ ク リス が 実際 に は 飛行 鳥 だ っ た こと を 異 付け る 最も 重要 な 証拠 と 
還 Ne アル カエ オプ テク リス の 非対称 の 連 構 造 と 、 現代 の 鳥 の 連 構 造 が 同等 で や る こと が 、 ア ルカ エ オ 
プ テ ク リス が 正常 に 飛べ た 鳥 で や る こと を 示唆 し て いる 。 著名 な 古生物 学者 で ある カー ル ・O・ ダ ン バ ー(Carl O. 
Dunbar)y は 、「 そ の 翼 を 持つ アル カエ オプ テク リス は 、 間違い な く 鳥 類 と 分 類 さ れる べき だ 」 と 述べ て いる ず 。 
アル カエ オプ テク リス の 糞 構 造 に 
より 明らか に な っ た も う 1 つ の 事実 が 、 
その 新陳代謝 だ 。 前 で 述べ た よう に 、 
過 虫 類 と 恐竜 は 恒常 的 規則 性 を 持つ 
動物 で は な く 、 生 候 環 境 の 温度 に よっ 
て その 体温 が 変動 する 冷 知 動物 で あ 
る 。 細 が 持つ 最も 重要 な 機能 は 、 体温 
を 一 定 に 維持 する こと だ 。 アル カエ オ 
プ テ ク リス に 翼 が あっ た 事実 が 、 そ れ 
が 恐竜 な ど と は 異な る 、 体温 を 一 定 に 
保つ 温 血 鳥類 だ っ た こと を 示し た 。 















ミミ ーー 






進化 論者 に よれ ば 、 ヴェ ロキ ラプ トル 、 ド ロメ オ ザ ウ ルス な どの 小型 
届 竜 の 一 部 は 、 を 得る こと で 進化 を し 、 飛行 を 始め た と いう 。 従っ 
司 アル カエ オプ テク リス は 祖先 で ある 恐竜 か ら 進 化し た 移行 型 、 飛 

行 を 始め た 始祖 鳥 で ある と 推測 され て いき る 。 この 架空 の 話 は ほぼ 
人 者 文献 に 登場 し て いる 。 


だ ドラ ウッ の クタ ク ー ル 


仁 化 論者 の 見 解 : アル カエ オブ テク リス の 歯 と 爪 


進化 生物 学者 が アル カエ オプ テク リス が 移行 型 で ある と 主張 する と き 、 彼ら は アル カエ オプ テク リス の 翼 に ある 爪 と 
歯 を 根拠 に し て いる 。 
アル カエ オプ テク リス が 糞 に 爪 を 持ち 、 歯 が 生 えて いた の は 事実 で ある 。 し か し 、 だ か ら と 言っ て それ が アル カエ オ 
ブ プ テク リス と 喝 虫 類 の 関係 性 を 意味 する も の に は な ら な い 。 現代 に 生 忠 する エボ シド リ と ツメ バケ イ も 爪 を 持ち 、 そ れ を 
利用 し て 枝 に 止ま ろ る こと が で きる 。 これ ら の 生物 は 則 虫 類 の 特性 を 持た な い 完 全 な 鳥類 で ある 。 従っ て 、 細 に ある 爪 を 
理由 に アル カエ オプ テク リス が 移行 型 で も や っ た と いう 主張 は 事実 無根 な の だ 。 
アル カエ オプ テク リス の 口 ば し に ある 歯 も 同様 、 そ れ が 移行 型 だ っ た こと の 異 付 け に は な ら な い 、。 歯 が 賜 是 類 の 一 
般 的 な 特徴 で は な い の に 、 進化 論者 は 、 歯 が 生 えて いる アル カエ オプ テク リス は 奄 虫 類 と 関係 する と 話 を 誇張 する 。 
現代 で は 、 歯 の 生え た 則 虫 類 も いれ ば 、 生 えて いな い 上 克 虫 類 も 存在 する こと が わか っ て いる 。 更に 、 アル カエ オプ テク 
リス 以外 に も 歯 を 持つ 和 鳥 類 が いた こと も 明らか に な っ た 。 二 和 に 、 現 代 に は 歯 の 生え て いる 鳥類 は いな い 。 し か し 、 化 
石 記録 を 見 れ ば 、 ア ルカ エ オ プ テ ク リス と 同時 期 、 また 、 最近 に 至る まで も 、 歯 の 生え た 烏 類 と 思わ れる 種 が 存在 し た 
こと が わか っ て いる 。 
ここ で 最も 重要 な 事実 は 、 ア ルカ エ オ プ テ ク リス や 歯 の ある 他 の 鳥類 の 歯 構造 が 、 彼 ら の 祖先 と 推測 され て いる 志 
童 と は 全く 異な る こと で ある 。 著名 な 鳥類 学者 の L・D・ マ ー デ ティ ン (L.D. Martin)、」・D・ ス チュ ワー ト J.D. Steward)、 K・N・ 
ウェ ッ ト ス トー ン (K.N. Whetstone)y は 、 ア ルカ エ オ プ テ ク リス と それ に 類似 し た 烏 類 が 、 上 部 が 平ら な 表面 と 大 き な 歯 茎 
を 持つ こと を 明らか に し た 。 し か し 祖先 と 考え られ て いる 獣 脚 亜 目 恐竜 の 歯 は 、 久 の 様 に 失っ て いて 歯茎 も 細い 。 人 
また 、 同 研究 者 ら が アル カエ オプ テク リス と 恐竜 の 手首 の 骨 を 比較 し た と ころ 、 そこ に は 1 つも 共通 点 が 見 つか ら な 
か っ た 。 党 
解剖 学者 の S・ タ ル シ タ ー ノ (S. Tarsitano)、 M・K・ ヘ ッ チ (M.K. Hecht)、A・D・ ウ ォ ー カ ー(A.D. Walkery ら は 、 ジョ ン 
・ オ スト ロム (John Ostrom) を 含む 研究 者 が 伝え た た アル カエ オプ テク リス と 巡 竜 の 共通 点 が 、 実際 に は 誤り だ と いう こと を 
明か し た 。 
こう し た 発見 の 全て が 、 ア ルカ エ オ プ テ ク リス が 移行 型 で は な く 、“ 歯 の 生え た 鳥 " 類 に 属す る 和 鳥類 で ある こと を 示し 
KW 


アル カエ オブ テル リス と その 他 鳥類 の 化石 


進化 論者 は 長年 に 渡り 、 アル カエ オプ テク リス が 彼ら が 提唱 し た 鳥類 の 進化 シナ リオ の 最 重 要 
証拠 だ と 主張 し て きた 。 し か し その よう な 中 で 、 近 年 発見 され た 化石 が 今 ま で と は 異な る 視 
点 か ら そ の 主張 の 無効 性 を 指摘 し た 。 中 国 春 椎 動物 古生物 学研 究 所 の 古生物 学者 
で ある 侯 連 海 (Lianhai Hou) と 周 忠 和 (Zhonghe Zhou) は 、1995 年 に 新た な 己 類 
の 化石 を 発見 し 、 そ れ を コン フウ シ ウ ソ ル ニ ス と 名 付け た 。 アル カエ オプ テ 
クリ ス と 同様 の 約 1 億 4 千 万 年 前 に 生息 し た と 考え られ る が 、 歯 は 生え て 
いな く 、 その 口 ば し と 間 は 、 現代 の 鳥 と 同じ 特徴 を 持つ こと が 明らか 
に な っ た 。 骨格 構造 も 現代 の 鳥類 と 同じ だ が 、 ア ルカ エ オ プ テ ク リ 
ス 同 様 に 、 村 に 爪 が 生え て いる 。 更に 、 コ ン フ ウシ ウソ ル ニ ス は 
鳥類 に 特有 な も 21 つ の 特徴 で ある 、 尾 細 を 文 え る 尻尾 と い 
。 う 機 能 を 持っ て いた 。 その 直後 、 当 初 初期 鳥類 と 仮定 
きき Ge ルク ea ソアラ クリ スム 同性 代 の この 化 用 
は 、 則 虫 類 と は 類似 し て いる も の の 、 実 際 は 現代 の 鳥 
類 と 変わ ら な い 生 物 だ っ た と 受け 入れ られ る よう に 
0 つ 200 6 6 の 吾 夫 が 、 ア ルル カエ オン テク グリ 
ス が 鳥類 の 祖先 だ と いう 進化 論者 の 主張 を 
無効 に し た 。 ?1 




















コン フウ シ ウ ソ ル 軍 
ー ニ ス は アル カエ オ | 
プ テ ク リス と 同 世 
代 の 鳥 で ある 。 
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. 空 を 飛べ る 温 血 動物 だ っ た こと を 証明 し て 
いる 


2. 骨 は 今日 の 島 の も の と 同様 に 中 空 で め る 。 


3. その 歯 は 、 叩 虫 類 か ら 進 化し た 痕跡 を 持た 
な い 。 歯 の ある 鳥類 の 多く は 過去 に 生息 し て 
7 


4. 細 に ある 爪 と 同様 の 爪 を 持つ 鳥 が 今日 に も 
存在 する 。 


近 発掘 され た 7 つ 目 の アル カエ オプ テク リ 
ス の 化石 に は 胸骨 が 見 られ た 。 こ の 胸骨 の 存 
在 が 、 ア ルカ エ オ ブ プ テ ク リス も 今日 の 鳥 同様 に 
強力 な 飛翔 筋 を 持っ て いた こと を 示し て いる 。 





中 国 で 発見 され た も う 1 つ の 化石 が 更 な る 混乱 を 招い た 。 1996 年 11 月 、 侯 連 海 (し . Hou)、L・D・ マ ー デ ティ ン (L.D. 
Martin)、 アラ ン ・ フ ェ ド ゥ ー チ ャ (Alan Feduccia) が 雑誌 | Science」」 で 、 リ ャ ン ニ ン ゴ ロニ ス と いう 1 億 3 千 万 年 前 の 鳥 の 存 
間 還 リャ ン ニ ン ゴ ロニ ス の 胸骨 に は 、 今 日 の 烏 と 同様 に 飛行 に 不可 欠 な 筋肉 が 付随 し て お り 、 そ の 他 

に も 現代 の 鳥 と 同様 の 特長 が いく つか 見 つか っ た 。 唯一 の 違い は 日 内 の 歯 で あっ た 。 この 事実 が 、 歯 の 生え た 鳥 
は 、 進化 論者 が 主張 する よう な 初期 構造 を 経て いな いこ と を 裏付け た 。 ?2 雑 誌 『DiscoverJ も 「 い つ 鳥 は 生ま れ た の だ 
ろう? 化石 を 見 れ ば それ が 恐竜 か ら 進 化し た も の で は な いこ と は 明らか だ 」 と 取り 上 げた 。 33 

アル カエ オプ テク リス に 関す る 進化 論者 の 主張 を 呈 す も 21 つの 化石 が 、 5 ァ ク リス より 2.500 が - 
3,000 万 年 若く 、 低速 飛行 鳥類 と 同じ 特徴 を 持つ ユー ル ラ ヴィ ス (Boalulavis) だ 。 この 烏 の 存在 が 、1 億 2 千 万 年 前 に ( 
既に 、 今 日 の 島 の よう に 空 を 飛ぶ 存在 し た こと を 証明 し て いる 。 ?* 

繰り 返し に な る が 、 こ れ ら の 事実 の 全て が 、 ア ルカ エ オ プ テ ク リス や それ に 類似 し た 初期 鳥類 が 移行 型 で な か っ 
た こと を 示し て いる 。 化石 記録 に よれ ば 鳥類 は 順 を 追っ て 進化 し た こと で は な く 、 今 日 の 鳥類 と アル カエ オプ テク リス 
の よう な 古代 鳥類 が 同時 期 に 存在 し た こと を 証明 し て いる 。 その 内 の 数 種 が 現代 まで 生き 残る こと に 成功 し た が 、 ア 
2 エロイ ラテ ノリ で コン フレ ンク ツル ニス は 総 成 し た 。 

まとめ る と 、 ア ルカ カエ オプ テク リス の 数 々 の 特長 は それ が 移行 型 で な いこ と を 示し て いる 。 アル カエ オプ テク リス の 
生態 は 総合 的 に 、 進化 で は な く 優 滞 を 表し て いる 。 この 事実 を 古生物 学者 の ロバ ー ト ・ キ ャ ロ ル (Robert Carrol) は 以 
下 の よ うに 認め た 。 

アル カエ オプ テク リス の 糞 構 造 は 、 無 飛行 鳥 の 対称 的 な 細 構 造 と は 異な り 、 今 日 存在 する 飛行 鳥類 と 同様 の 構造 で 、 

翼 根 の 配置 も 現代 の 鳥 と 同じ で ある 。 ヴァ ン ・ タ イン (Van Tyne) と バー ガー(Berger) に よる と 、 ア ルカ エ オ プ テ ク リス の 

細 の 大 き さ ざさ や 形 は 、 キ ジ 、 ハ ト 、 ヤ マシ ギ 、 キ ツ ツ キ 、 そ し て スズ メ の よう な 鳥 の 細 に 類似 し て いる 。 少な く と も 1 億 5 千 万 

年 は 、 鳥 の 田 は 進化 し て いな いと いう こと だ 。 う * 

一 方 で 、 時 間 的 矛盾 "が 進化 論者 の アル カエ オプ テク リス に 関す る 主張 を 大 きく 揺 ら が し て いる 。 ジョ ナ サ ン ・ ウ 
ェ ル レズ (johnathan Wells) は 彼 の 著書 IIcons of Evolution」 で 、 ア ルカ エ オ プ デ テク リス が 鳥類 の 祖先 で は な い 証 明 と し 
て 進化 論 の 象徴 と し て 扱わ れる よう に な っ た 、 と 述べ て いる 。 祖先 で は な い 証 拠 の 1 つと し て 、 ウ ェ ル ズ は 、 ア ルカ エ オ 
プ テ ク リス の 祖先 と 言わ れ て いる 獣 脚 亜 目 恐 竜 が 実際 に は アル カエ オプ テク リス より 後に 存在 し た 生物 だ と 述べ て い 
と 


陸上 を 二 足 歩行 し 、 他 に も アル カエ オプ テク リス の 祖先 が 持っ た と 考え られ る 特徴 を 持っ た 史 虫 類 が 後に 現れ た 。?? 


朱 空 の 鳥類 一 滋 竜 関係 


進化 論者 は 、 恐竜 か ら 鳥 に 進化 する 移行 型 の 一 種 と し て 、 ア ルカ エ オ プ テ ク リス を 持ち 出し た 。 し か し 、 世界 中 
で 最も 有名 な 鳥類 学者 の 一 人 で ある 北 カ リフ ォ ル ニア 大 学 の アラ ン ・ フ ェ ド ゥ ー チ ャ (Alan Feduccia) は 彼 自身 が 進化 
論者 で あり な が ら も 、 和 鳥 と 恐竜 の 関連 性 に つい て 反論 し た 。 
私 は 25 年 に わた り 鳥 の 頭蓋 骨 を 調べ て きた が 、 今 まで に 恐竜 と の 類似 点 を 発見 し た こ 
と は な い 。 私 に は 、 関 連 性 が ある と は 思え な い …。 獣 脚 亜 目 が 鳥 の 起源 だ と いう 意 
見 は 、20 世 紀 の 古 生物 学 の 中 で 最も 大 き な 恥 と な りか ね な い 。?/ 
更に 、 カンザス 州立 大 学 で 初期 鳥類 を 専門 に 扱う ラリ ー・ マ ー テ デ ティン (Larry 
Martin) も 恐竜 か ら の 進化 説 に は 反論 し て いる 。 この 件 に つい て 彼 は 以下 の よ 
うに 述べ て いる 。 
正直 に 言う と 、 も し 私 が 鳥類 の 起源 が 恐竜 だ と いう 説 の 支持 を 余儀 な くさ れ 
た ら 、 こ の 件 に つい て 話す 度 に 恥じ らい を 覚え る だ ろう 。?9 
結論 か ら 述 べ る と 、 “鳥類 の 進化 "シナ リオ は アル カエ オプ テク リス の み に 基 
づく こと で あり 、 進化 論者 の 偏見 と 切望 に 満ち わた 考え で し か な い 、。 





アラ ン ・ フ ェ ド ウゥ ウー チ ャ 
(Alan Feduccia) 教 授 


創造 の アト ラス 
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1 ハエ の 原型 は 何 か ? 


写真 で 見 られ る よう に 、 進化 論者 は 、 恐竜 が 鳥 に 進化 し た と いう 主張 の 中 で 、 恐竜 の 一 部 が ハエ を 捕獲 す 
る た め に 前 足 を 羽 ば た か せ " 田 を 持っ て 飛ん だ "と 述べ て いる 。 科学 的 根拠 が 全く 存在 し な い 、 想像 に 過ぎ 
な いこ の 推測 は 、 簡単 な 論理 的 矛盾 を 引き 起こ し た 。 飛行 の 起源 を 説明 する た め に 進化 論者 が 起用 し た 
ハエ に は 、 既に 完全 な 飛行 能力 が ある の で ある 。 人 間 は 1 秒間 の うち に 10 回 も 瞬き する こと は で き な い が 、 
平均 的 な ハエ は 1 秒間 に 500 回 も 羽ばたき も する 。 更に 、 ハエ は 両 羽 を 同時 に 動か すこ と が で きる 。 羽 の 岩 
動 に 起き る ほん の 基 細 な 不調 和 が バラ ンス を 崩す 原因 と な る が 、 そ の よう な こと は 絶対 に 起き な い 。 


進化 論者 は まず 、 ハ エ が どの よう に この 完璧 な 飛行 能力 を 取得 し た か を 説明 する べき で ある 。 その 代わ り 
に 彼ら は 、 過 虫 類 の よう な 不 格 好 な 生物 が 飛行 能力 を 得 た と いう 架空 の シナ リオ を 作り 上 げ る 。 


完全 に 創 ら れ た イエ バエ の 存在 で すら 、 進化論 を 無効 に する 。 イギリス 人 生物 学者 の ロビ ン ・ ウ ー ト ン 
(Robin Wooton) は 、「The Mechanical Design of Fly Wings」 と いう 論文 の 中 で 以下 の よう に 述べ て いる 。 


昆虫 の 羽 の 機能 を 知れ ば 知る ほど 、 繊細 で 美しい デザ イン が 明らか に な る 。 構造 は 伝統 的 に 最小 限 の 変 
形 で すむ よう に で き て お り 、 メ カニ ズム も 予測 可能 な 動き で 構成 成分 を 操る よう に で き て いる 。 昆虫 は 、 適 
切な 力 に 対し て 適切 な 変形 を 可能 に する 、 優 雅 で 広範 囲 に 及ぶ 弾性 特性 と 、 空 気 を 最大 限 活用 する と い 
う 2 つ の 要素 を 持っ て いる 。 その 2 つ に は 技術 的 類似 点 は 殆ど な い 。 

その 一 方 で 、 ハエ の 架 空 進化 論 を 裏付け る 証拠 は 1 つも 見 つか っ て いな い 。 著名 な フラ ンス 人 動物 学者 で 
ある ビ ピエール ・ グ ラッ セ (Pierre Grasse) が “昆虫 の 起源 に は 見 当 も つい て いな いと 発言 し た 時 、 彼 は その 
事実 を 指摘 し て いた 。< 


1-Robin J. Wootton, The Mechanical Design of Insect Wings , Scientific American, v.263, November 1990, p.120 
2-Pierre-PGrass6, Evolution of Living Organisms, New York, Academic Press, 1977, p.30 





進化 論者 シナ リオ か ら の 一 例 : 恐竜 が ハエ を 確保 し 
よう と し て 、 突然 細 を 手 に 取っ た ! 






し に mm 


中 乳 類 の 起源 


前 に も 述べ た 通り 、 進化 論 に よれ ば 、 海 中 に 生 上 し た 架空 生物 が 賜 虫 上 類 と 化し 、 更 に は 、 則 是 類 が 鳥類 に 進化 
し た 。 この シナ リオ に 基づく と 、 過 虫 類 は 烏 類 だ け で な く 、 路 乳 類 の 祖先 に も あたる こと に な る 。 し か し 、 賜 虫 類 と 路 乳 
類 に は 無数 の 慕 大 な 違い が 存在 する 。 路 乳 類 は 温 血 動物 (自分 目 身 で 熱 を 発し 、 一定 の レベ ル で それ を 保持 で き 
る ) で 、 子 を 産み 、 授 基 さ せ 、 そ の 休 は 毛 で 旨 わ れ て いる 。 一 方 、 過 忠 類 は 准 血 動物 ( 圭 を 生み 出す こと が で きず 、 生 避 
地 の 温 度 に よっ て 体温 が 変動 する ) で 、 彼ら は 卵 を 産み 、 授 基 を せ ず 、 体 は 鱗 に 姓 われ て いる 。 

過 虫 類 と 路 乳 類 の 間 に 存 在 す る 身体 構造 の 相違 の 1 つが 、 吾 の 構造 で ある 。 貴 乳 類 の 頼 に は 歯 の 生え た 下顎 
が 1 つ し か な い 。 し か し 賜 虫 類 に は 両 顔 に 3 つ ず つの 小さ な 骨 が 生え て いる 。 その 他 の 一 般 的 な 違い に 耳 が ある 。 1 
乳 類 に は 耳 の 中 に 3 つの 和 骨 ( 稲 骨 、 き ぬ た 骨 、 あ ぶ み 肖 ) が ある が 、 賜 是 類 の 耳 に は 1 つ し か 骨 が な い 。 進化 論者 は 、 賜 
虫 類 の 耳 と 吾 が 徐々 に 路 乳 類 の 耳 と 吾 に 進化 し た と 主張 し て いる 。 1 つの 耳 の 骨 が どの よう に し て 3 つ に 進化 し た の か 
は 、 大 き な 問 で あり 、 進化 の 過程 で その 耳 が どの よう に 機能 し 続け た か は 説明 が で き な い 。 案の定 、 典 虫 類 と 哨 乳 類 

を 結ぶ 化石 は 1 つも 見 つか っ て いな い ^。 進化 論者 で あり 科学 ライ ター の ロジ ャ ー ソ レー ウィ ン (Roger Lewin) は !1 つ の 種 
か ら 、 また は 多く て も 最大 2 つの 種 か ら ど の よう に 初 の 路 乳 類 が 生ま れ た か は 、 今 で も 謎 に 満ち 溢れ て いる 」 と まとめ る こ 
と を 余儀 な くさ れ た 。 ?3 

ネオ ダー ウィ ニズム を 提唱 し た 進化 論 権威 者 の ジョ ー ジ ・ ゲ イロ ー ド ・ シ ンプ ソン (George Gaylord Simpson) は 進化 
論者 に 降り か か っ た この 難題 に つい て 以下 の よう に コメ ント し て いる 。 

地球 上 の 歴史 の 中 で 最も 不可 和解 な の が 、 叱 虫 類 時 代 の 中 生 代 か ら 路 乳 類 時 代 へ の 変化 で ある 。 そ れ は まる で 全 出 演者 

が 恐竜 な どの 叱 虫 類 の 芝居 中 に 一 旦 ス テー ジ カ ー テ ン が 下り 、 再 度 カ ー テ ン が 上 が る と 、 恐 童 は 消え 、 そ の 他 の 叩 申 類 

が 脇役 と な り 、 全 て の キャ スト が 前 章 で は 全く 予告 され な か っ た 路 乳 類 に 入れ 替え られ た か の よう だ 。%@V 


こ 、 路 乳 類 が 姿 を 現し た 時 、 各 動物 は 既に に 異な る 構造 を 持っ て いた 。 それ ら は 、 コ ウ モ リ 、 ウ マ 、 ネズ ミ 、 

ンク な Porf で これ ら 全 ee Ce の 説明 に あたっ て 進化 論 を 持ち 出す の は 、 ど の よ 

抄 ら か い 頭 を も っ て し て も 不可 能 な の た 。 進化 動物 学者 で ある R.・ エ リッ ク ・ ロ ン バ ー ド (R. Bric Lombard) は 、 雑誌 
2 「 貴 乳 類 の 分 類 系 統 発 生 を 説明 する こと の で きる 情報 を 求め て いる 研究 者 は 落胆 する だ ろう 」9! と 書い て 
いる 。 

全て の 事実 が 、 地 球 上 の 生物 が 全て 、 進化 の 結果 で は な く 突 Ph LGC 4 
は 同時 に 、 生物 が 創造 され ん た も の で ある こと を 証明 し て いる 。 それ で も 進化 論者 は 生命 体 が 特定 の 順序 を 元 に 誕生 し 
た と 説明 し 、 進化 論 を 擁護 し て いる 。 

進化 論 が 破綻 し て いく 中 、 生命 体 が どの 順序 で 生ま れ た か oO 素晴らし く 完 壁 
な 創造 を 経て 、 海 と 陸 は 生命 体 に 溢れ 始め 、 最終 的 に 人 類 が 誕生 し た 。 膨大 な メデ ィ ア 戦略 と 共に 作り 上 げ ら れ た 猿 
人 説 と は 異な り 、 人 間 も ま た 、 突然 、 完全 な 状態 で 地球 上 に 誕生 し た の で ある 。 


コソ モリ 


進化 論者 に よる と 、 全 路 乳 類 は 共通 する 祖先 か ら 進 化し た 。 し か し 、 ク マ 、 ク ジラ 、 ネズ ミ 、 コ ウ 

モリ な ど を 含む さま ざま な 貴 乳 類 は 、1 つ 1 つ に 大 き な 違 い が 存 在 す る 。 路 乳 類 の 全て が 、 そ の 

動物 に 特有 な 構造 を 持つ 。 例え ば 、 闇 の 中 で も 方 向 感覚 を 保てる よう に 、 コ ウ モ リ は コウ モリ 

特有 の 音波 探 和 色 シ ステ ム を 持っ て いる 。 近代 技術 を も っ て し て や っ と 再現 で きる これ ら の 複雑 3 

な シス テム は 、 偶 然 の 結果 形成 され た と は 考え られ な い 。 化石 記録 に に っ て も コウ モリ が 現 DE 

代 の コウ モリ 同様 の 完全 体 で 突然 現れ 、 進化 プロ セス を 経て いな いこ と が 証明 され て いる 。 石 : 現代 の コウ モリ と 変わ ら 
な い 。(Science, Vol.154) 





創 造 の アト ラス 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


1 の BZ 


最近 まで 、 進 化 論 の 証拠 と な る 重要 な 化石 と し て 、 
進化 の 痕跡 を 示す 架空 の 配列 が 用 いら れ て いた 。 し 
か し 、 今 日 で は 、 進化 論者 の 多く が 進化 シナ リオ の 
破綻 を 認め て いる 。 シカ ゴ に ある フィ ー ル ド 自 然 史 博 
物 館 で 1980 年 に 行わ れ た 四 日 間 に 及ぶ シン ポジ ウ 
ム で は 、150 名 の 進化 論者 が 、 段階 的 な 進化 論 の 問 
豆 | こつ いて 議論 し た 。 そ の シン ボ ポジ ウム で 、 進化 論 
者 の ボイス ・ レ ンズ バー ガー(Boyse Rensburger) は 、 
ウマ の 進化 シナ リオ を 支え る 化石 記録 は ひと つも な 
く 、 そ の 段階 的 進化 を 裏付け る 進化 プロ セス も 観 穴 
され て いな い 、 と 述べ た 。 ウマ の 進化 論 で よく 伝え ら 
れる 事例 は 、 お よそ 5000 万 年 前 に 生息 し 、 狐 ほど の 
四 本 指 の 足 を 持つ 動物 が 、 段 階 的 な 変化 を 経て 、 現 
代 の ウマ の よう な 1 つ 指 の 足 を 持つ 馬 に な っ た 事例 
だ が 、 こ れ は 長い 間 不 当 解 釈 だ と 思わ れ て きた 。 段 
階 的 変化 で は な く 、 中間 型 生物 は 完全 体 で 存在 し 、 
不変 で 存続 し 、 絶 減 し て いっ た 。 移行 型 は 見 つか っ 
て いな い 。! 


ナイ ルズ ・ エ ルド リッ ジ 博 士 (Dr. Niles Eldredge) は “ ウ 
マ の 進化 "ダイ アグ ラム に つい て 以下 の よう に 述べ 
KG 和 そ 表 


創作 幅 に 違い は ある も の の 、 生 命 の 歴史 の 実態 に 
関す る 行き 過ぎ た 作り 話 は 今 ま で に 沢山 あっ た 。 中 
で も 最も 有名 で 現在 も 展示 され て いる 事例 は 、 お よ 
そ 50 年 前 に 作ら れ た ウマ の 進化 の 展示 で ある 。 これ 
は 事実 と し て 沢山 の 教科 書 に 載せ られ て きた 。 し か 
し 私 は それ が 残念 で な ら な い 。 なぜなら 、 ウ マ の 進 
化 を 提唱 し て いる 人 物 で すら 、 そ れ が 持つ 投機 性 に 
気付 いて いる か ら で あ る 。< 


ウマ の 進化 シナ リオ の 根拠 は な ん だ ろう ? この シナ 
リオ は 、 イ ンド 、 南ア フリ カ 、 北ア メリ カ 、 ヨ ー ロ ッ パ の 
異な る 時 代 に 生息 し た さま ざま な 種 の 化石 を 、 進化 


側 過 し 2 





論者 の 豊か な 想像 力 に 頼っ て 順番 に 並べ た 、 詐欺 
的 な チャ ー ト に よっ て 構成 され て いる 。 ウマ の 進化 
を 表す 20 以 上 に も 及ぶ 全く 異な る チャ ー ト が 、 多く の 
研究 者 に よっ て 提唱 され て きた 。 従っ て 、 ウ マ の 系 
図 に 関し て は 、 進 化 諭 者 の 間 で も 共通 合意 が 得 ら 
れ て いな い の だ 。 これ ら の チャ ー ト の 中 で 唯一 共通 
し て いる の が 、5500 万 年 前 の 始 新 世 代 に 生息 し 、 ウ 
マ ( ウ マ 属 ) の 祖先 と 考え られ て いる “アケボノ ウマ "と 
呼ば れる 犬 サイ ズ の 動物 で ある 。 し か し 、 ア ケ ボ ノ 
ウマ か ら ウ マ 属 へ の 想像 上 の 進化 過程 は 完全 に 
矛盾 し て いる 。 進化 論 科 学 著述 者 の ゴー ドン ・R・ テ 
イラ ー(Gordon R. Taylor) は 自身 の 著書 IThe Great 
Evolution Mystery」 の 中 で 、 こ の 余り 知ら れ て いな い 
事実 に 関し て 次 の よう に 説明 し て いる 。 


ダー ウィ ニズム に お ける 最も 深刻 な 明 点 は 、 古 人 類 
学者 が 説得 力 の ある 系 統 発生 、 ま た は 、 大 規模 な 
変化 を 示す 生命 体 の 順列 を 見 つけ る こと が で き な い 
こと か も し れ な い 。 ウマ は 唯一 完全 な 順列 を 持つ 事 
例 な の だ 。 アケボノ ウマ か ら ウ マ 族 へ の 進化 は 、 と 
て も 一 貫 性 の な い 主 張 で ある 。 チャ ー ト で は 、 大 き さ 
に 連続 的 拡大 を 見 せる よう に 作ら れ て いる が 、 実 際 
に は ある 種 が アケボノ ウマ より 小さ か っ た 場合 も あっ 
た 。 出 所 の 違う 標本 は 、 掛 け 合 わせ る こと で と て も 説 
得 力 の ある 順列 を 生み 出す 。 し か し 、 過去 に これ ら 
が その 順列 で 並ん で いた こと を 証明 する 証拠 は 見 つ 
か っ て いな い 。3 

これ ら の 事実 全て が 、 ダ ー ウ ィ ニ ズム の 確固 た る 証 
換 の 1 つと し て 挙げ られ て いる ウマ の 進化 諭 チ ャ ー ト 
が 、 幻想 的 で 信じ が た い 物 語 に 過ぎ な いこ と を 証明 
する 有力 な 証拠 で め る 。 


1-Boyce Rensberger, Houston Chronicle, November 5, 1980, p.15 


2-Niles Eldredge, quoted in Darwin s Enigma by Luther D. Sunderland, Santee, 


CA, Master Books, 1988, p.78 


3-Gordon Rattray 「aylor, The Great Evolution Mystery, Abacus, Sphere 


Books, London, 1984, p.230 


博物 館 に 展示 され て いる この ウマ て 系統 は 、 多 種 に わた 
る 、 異な る 時 代 と 地理 的 位置 に 生息 し た 動物 に よっ て 構 
成 さ れ て いる 。 そし て それ は 先入観 を 元 に 、 線形 的 順序 
を 暗示 する よう に 独断 的 に 配置 され た 。 こ の ウマ の “ 進 
化 " シ ナリ オ を 裏付け る 化石 は 見 つか っ て いな い 。 


アド ナン ・ オ クタ ー ル < に 介 


葛 7 草 


論 独 の 偏見 と 偽り に 満ち た 化石 解釈 


人 類 進 化 の 謎 の 詳細 に 迫る 前 に 、 半 人 間 ・ 半 猿 生物 が 存在 し た と いう 概念 を 一 般 社会 に 普及 させ た 礼 伝 方 法 に 
NN この 富 伝 方 法 に は 、 化石 の 復元 が 利用 され た 。 復元 は 、 ご く 一 部 し か 発見 され て いな い 化 石 を 
、 残 部 を 描画 し て 補充 、 また は 、 モ デル を 作っ て 補充 する こと を 意味 する 。 我々 が 新聞 、 雑誌 、 映画 な ど で 目 に す 

5 人 “は 全て 、 こ の 復元 な の で ある 。 

発見 され る 化石 の 殆ど は 、 分 像 し て いた り 、 不 完全 で あっ た りす る こと か ら 、 その 化石 か ら 想像 され る 完全 体 は 架空 に 
過ぎ な い 場 合 が 多い 。 実際 に 、 進化 論者 が 化石 に 基づい て 作る 復元 (描画 や モデ ル 構 築 ) は 、 確 実に 進化 論 を 立証 で 
きる よう な も の に 仕上 が 
2 クー ド に 
勤め る 強い 人 類 学 者 の 
デー ビッ ド ・R・ ピ ルビ ー 

ム (David R. Pilbeam) は 
この 事実 に 対す る 不満 
を 「 少 な く と も 人 類 学 で 
は 、 デ ー ダ は まだ 希薄 

で あり 、 理論 が 解釈 に 
II い は 大 きい 、。 
去 に 作ら れ た 理論 
い 実際 の デー タ を 差 
置い て 現在 の 我々 の 
人 5 に 影響 を 与え た 。 
2 人 々 が 視覚 的 情報 に 
左 太 さ れ や すい こと か 
ら 、 化石 の 復元 は 進化 
論者 の 思う 起 と な り 、 復 
元 さ れ た 生物 が あ た か 
も 実在 し た か の よう に 人 
々 の 脳裏 に 焼き 付け て 

いっ た 」 と 述べ て いる 。 
この 時 点 で 、 我 々 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


1 つの 頭蓋 間 に 基づい た 3 つの 復元 


"ば か げた 話 " を 作り 上 げ て し まう っ 進化 論者 は 、1 つ の 頭蓋 衣 か らい くつ も の 異な る 顔 
すら も 作り 出し て し まう 。 例え ば 、 ア ウス トラ ロビ テク ス ・ ロ ブス トゥ ス ( ジ ンジ ャ ント ロブ 
ス ) と 名 づけ られ た 1 つの 化石 に 対し て 、3 つ の 異な る 描画 が 作ら れ た 。 こ れ は 、 提 造 
を 表す 良き 一 例 で ある 。 下 か ら 順 に :1964 年 4 月 5 月 モー リス ・ ウ ィ ル ソン の 作 の 描画 、 
Sunday Times 版 :1960 年 9 月 N・ パ ー カ ー 作 の 描画 、National Geographic 版 。 





は 1 つの 重要 な 事実 に 焦点 を あて な けれ ば な ら な い 、。 発見 され た 骨 を 元 に 作ら れ た 復 
元 は 、 そ の 生物 の 一 般 的 な 特性 し か 示す こと が で き な い 。 な ぜ な ら 、 全て の 生物 に お 
いて 、 一 番 異 な る 生態 学 上 の 特性 は その 生物 の 死後 すぐ に 腐敗 し て し まう 軟組織 だ 
か ら だ 。 この 軟組織 の 解釈 が 不確か で ある こと か ら 、 復元 描写 や モデ ル は 完全 に その 
負 作 者 の 想像 に 頼っ た も の と な る 。 ハー バー ド 大 学 の アー スト A.・ ホ ー テ ン (Brnst A. Hooten) は この 状況 を 以下 の よ 
うに 説明 する 。 

軟部 を 復元 する 試み は 危険 な 作業 だ 。 唇 、 目 、 耳 、 邊 な ど は その 骨 の 下 に ある 組織 を 導き 出す ヒン ト に は な ら な い 。 ネ 

アン ダー サル の 頭蓋 朋 を 使っ て 、 チ ナンバ ン ジー の 特性 や 哲学 者 の 顔つき も 復元 する こと が 可能 だ 。 計 算 さ れ た 人 類 

の 祖先 の 復元 は 、 ほ ん の 小さ な 科学 的 意味 し か 持た ず 、 大 衆 に 誤認 を 与え る 可能 性 が 高い 。 復 元 は 信頼 で きる も の 

で は な い 。9@3 

実際 に 、 進化 論者 が その よう な “希望 的 観測 "を 作り 上 げ る こと か ら 、1 つ の 頭蓋 朋 か ら 上 異な る いく つも の 解釈 が 
生ま れる こと が ある 。 アウ スト ラロ ビ テ クス ・ ロ ブス タス (ジン ジャ ント ロ プ ブス) と いう 化石 復元 の た め に 作ら れ た 3 つの 措 画 
が 、 その よう な 提 造 事例 の 1 つ で ある 。 

先入観 に 捉 わ れ た 化石 の 解釈 と 、 多く の 想像 上 の 復元 が 、 進化 論者 が いか ほど 頻繁 に 人 を 欺く か を 象徴 し て 
いる 。 し か し この 事実 で すら 、 進化 喝 の 中 で 行わ れ て きた 計画 的 な 所 造 に 比べ れ ば 、 可愛 いも の な の だ が 。 


還 | この 完全 に 異な る ジャ ワ 原 人 を 表す 2 つの 絵 は 、 進 化 論 
。 | 者 の 化石 解釈 が どれ だ け 飛 躍 し た も の か を 表す 良い 一 例 


1 ぐさ 
っ 
7 に 。 


」 左 : モ ー リ ス ・ ウ ィ ル ソン の 絵 (From Apeto Adam: The Search 
for the Ancestry of Man, Herbert Wendth) 


右 : ス ティ ー ブ ン ・ ス タン リー の 絵 (Human Origins) 





だ ラッ カク ター ル 


メデ ィ ア と 進化 論 学会 で 公開 され 続け て きた “猿人 " 像 を 証明 で きる 化石 は 発見 され て いな い 。 筆 を 片手 に 架空 の 
生物 を 作り 上 げ て きた に も 関わ ら ず 、 進化 論者 に と っ て 、 こ れ ら の 描画 と 一 致す る 化石 を 見 つけ られ て いな い 事 実は 深 
刻 な 問題 で ある 。 この 問題 を 乗り 越え る た め 0 信者 が 持ち 出し た 興味 深い 手法 が これ ら の 化石 の “製造 "で ある 。 
科学 史 の 中 で 一 番 大 き な ス キャ ンダ ル と 言わ れ か ね な い ピ ルト ダウ ン 人 の ケー ス は 、 そ の 典型 的 な 一 例 だ 。 


ビル ト タ ダウ ン 人 : オ ラウ ー タ ン の 吾 と 人 間 の 頭 


1912 年 、 有 名 な 医師 で アマ チュ ア 古 人 類 学 者 で あっ た チャ ー ル ズ ・ ド ー ソ ン (Charles Dawson) が 、 英国 ピル ト ダ ウ 
ンジ に あっ た 穴 で 、 吾 骨 と 頭蓋 の 欠片 が 見 つか っ た と 表明 し た 。 顎骨 が サル の も の に 似 て いた に も 関わ ら ず 、 歯 と 頭蓋 
骨 は 人 間 の も の に 見 受け られ た 。 この 種 は ピル ト ダ ウン 人 と 呼ば れる よう に な っ た 。 お よそ 50 万 年 前 の も の と 主張 され 、 
数 筒 所 の 博物 館 で 人 類 の 進化 の 証拠 と し て 展示 され た 。 ピル ト ダ ウン 人 の ケー ス は 40 年 以上 も の 間 多 く の 科 学 誌 で 取 
り 上 げ ら れ 、 多く の 解 釈 と 描画 が 作ら れ 、 そ の 化石 は 人 類 進 化 に お ける 重要 な 証拠 と し て 扱わ れ た 。 少な く と も 500 の 
博士 与論 文 が この 議題 で 書か れ た 。 ?41921 年 に 英国 美術 館 を 訪問 し た アメ リカ 人 古人 類 学 者 の ヘン リー・ フ ェ ア フ ィ ー 
ルド ・ オ スズ ボー ン (Henry Fairield Osborn) は 、「 我 々 は 目 然 界 が 謎 に 満ち 溢れ て いる こと を 忘れ て は な ら な い 」 と 述べ 、 
ビル ト ダ ウン 人 の 発見 は "人類 の 歴史 に 関わ る 子孫 移行 の 発見 "と 主張 し た 。 ?9 

1949 年 、 英 国 美 術 館 の 古生物 学部 門 の ケ ニ ス ・ オ ー ク レー(Kenneth Oakley が 化石 年 齢 を 調べ る 新た な テス ト 方 
人 法 の "フッ素 テス ト " を ピル ト ダ ウン 人 の 化石 を 使っ て 試み た 。 その 結果 は 驚く べき も の で あっ た 。 テス ト の 最 中 に 、 ピ ルト 
ダウ ン 人 の 額 骨 が フッ 素 を 人 入 ま な いこ と が わか っ た 。 それ は 、 こ の 化石 が わずか 数 年 し か 地 中 に 埋まっ て いな か っ た こ 
と を 意味 し た の だ 。 わずか な フッ 素 し か 含ん で いな か っ た その 頭蓋 骨 は 、 数 千年 前 の も の と 断定 され た 。 

その 化石 は 、 オ ラウ ー タ ン の 吾 骨 に 付随 し て いた 歯 が 人 工 的 に 磨 滅 さ れ も の だ っ た 。 更に は 、 化石 と 一 緒 に 発見 
され た 原始 的 な 道具 は 鉄鋼 用 具 で 作ら れ た 模造 品 だ と いう こと も 判明 し た 。 99 こ の 提 造 は 、 後 に ジョ セ フ ・ ウ ェ イ ナー 
(Joseph Weinery に よっ て まとめ られ た 詳細 な 研究 結果 を 元 に 、1953 年 に 一 般 ( 間 昌 明 頭蓋 骨 は 500 歳 の 男性 
の も の で あり 、 額 骨 は 最近 死ん だ サル の も の だ っ た の だ ! 歯 は 特別 に 調整 され た 上 で 顎 に 装着 され 、 臼歯 の 表面 は 
人 間 の も の と 見 せる た め に 磨 か れ て いた の だ ! その 上 で 重 ク ロム 酸 カ リウ ム に 漬け 、 古 さ の 演出 が 加え られ た 。 実際 
に この レン MM つり の と 月 ん えて いる た 。、 こ の 着 を 生 い た アノ パー の ーー 人 で あの クィ イレ ル プレ ルッ ドレ ノノ ラー ノ () 
Wilfred LeGros Clark) は この 事実 に 驚き を 隠せ ず 「 こ の 人 工 的 な 磨り 減り の 証拠 は 直ぐ に 目 に つい た 。 明白 すぎ て 、 何 
故 今 ま で 気づか のか れ な か っ た の か 理解 で き な い 」?' と 述べ た 。 この 結果 ピル ト ダ ウン 人 は 、 40 年 以上 も の 間 展 示さ れ て い 
た 大 英博 物 館 か ら 即 座 に 姿 を 消し た 。 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


で っ ち 上 げ の 語 





その 化石 は チャ ー ル ズ ・ 
ドー ソン に よっ て 発掘 さ 
2 人 U、 アー ーー スコア 
ッ ド ワー ド に 贈ら れ た 。 





人 間 の 頭蓋 骨 
の 断 上 


スレ 用 2 ら F レン 匠 | 
蓋 骨 に 復元 され る 
た め に 使わ れ た 。 


その 復元 され た 頭蓋 骨 
を 元 に 、 多く の 描画 や 
彫刻 が 作ら れ 、 数 多く 
の 論文 や 評論 解説 が 
書か れ た 。 元 の 頭蓋 骨 
Fw の 当り: 多 ば) 
れ て いる 。 








発見 か ら 40 年 た っ た 
今 、 調 査 チ ー ム は ビ 
ルト ダウ ン 化 石 が で 
っ ち 上 げ の 話 だ と 示 
唆 し て いる 。 


gc シ の 2 5 トレ < と 朋 還 


ネフ ブラ スカ 人 : 豚 の 歯 


アメ リカ 自然 史 博 物 館 官 長 の ヘン リー・ フ ェ ア デア フィー ルド ・ オ ズ ボ 
ー ン (Henry Fairfeld Osborn) は 、1992 年 に 、 西 ネ ブラ スカ に ある 
スネ ー ク ブル ッ ク 付 近 で 、 鮮 新 世 時 代 の も の と 思わ れる 日 歯 の 
化石 を 発見 し た と 表明 し た 。 それ は 、 人 間 と サル の 両方 の 特性 
を 持ち 合わ せ て いた 。 科学 的 論争 で は 、 こ れ は ジャ ン ワ 原 人 の も 
の と 言う 研究 者 も いれ ば 、 人間 の も の と い 2 う 研究 者 も いた 。 この た 
め 、 最終 的 に この 歯 の 持ち 主 は "ネブラスカ 人 “と 命名 され 、 後 に 、 
Hesperopithecusharoldcooki と いう 学名 も 与え られ た 。 ーー. 

多く の 権威 者 が オズ ボー ン を 支持 し た 。 こ の た っ た 1 つの 歯 を 元 に 、 ネ 上 の 写真 は た っ た 1 つの 歯 を 元 に 描か れ 、 
ブラ スカ 人 の 頭 と 体 は 復元 され 、 描か れ た 。 それ に 加え て 、 自然 の 中 に い 1922 年 7 月 24 日 発行 の 『Ilustrated London 
る ネブラスカ 人 と その 妻子 の 絵 も 描か れ た 。 NSR し か し 、 実 際 

これ ら 全 て の シナ リオ が 、 た っ た 1 つの 歯 か ら 作り 上 げ ら れ た の だ 。 人 、 生 吉 し た 匠 の 一 種 の も の だ と 間 

化 論 界 は この “架空 人 間 " に 多大 な 期待 を 抱き 過ぎ て いた た め 、 人 研究 者 の し た た め 、 そ の 事実 は 進化 論者 を 大 きく 失 鹿 
ウィ リア ム ・ ブ ライ アン は ネブラスカ 人 は 偏見 に 満ち て いる と 上 厳し く 批判 し た 。 させ た 。 

1927 年 、 新た な 頭蓋 骨 の 欠片 が 見 つか っ た 。 そし て その 発掘 化石 に よ 
っ て 、 ネブラスカ 人 の 歯 と され て いた も の が 、 実は 既に 絶 減 し た プロ ステ ノブ プス と いう 野生 アメ リカ 懇 の も の で ある こと が 
わか っ た 。 9@ ウ ィ イリ アム ・ グ レゴ リー は 雑誌 「『Science」 の 記事 に 「Hesperopithecus は 明らか に 人 間 で も サル で も な い 」 と 発 
表し 、 Hesperopithecusharoldcooki と その “家族 は "即座 に 進化 論文 献 か ら 変 を 消し た 。 





オタ ・ ベ ンカ : 橋 に 入れ られ た アフ リカ 人 


ダー ウィ ン は 、 著書 | The Descent of Man』 で 人 間 は サル か ら 進 化し た と いう 仮 
説 提唱 を し た 後 、 こ の 考え の 証拠 と な る 化石 を 探し 始め た 。 し か し 、 一 部 の 進 
化 論者 は “ 半 人 間 ・ 半 療 " 生 物 が 、 化 石 だ け で は な く 、 現在 も 世界 の どこ か に 
存在 し て いる と 考え た 。 20 世 紀 初 頭 、“ 生 きた 移行 型 へ の 手がかり "を 望む 思い 
は 、 不 幸 な 事件 を 招く 結果 と な っ た 。 その 1 つの 代表 事例 が 、 ピ グミ ーー 族 の オタ 
・ ベ ン ガ の 話 で ある 。 

オタ ・ ベ ン ガ は コン ゴ 人 の 進化 研究 者 に よっ て 1904 年 に 捕獲 され た 。 彼 の 名 前 
は 彼 の 国 の 言葉 で "友達 "を 意味 し た 。 彼 に は 妻 と 二 人 の 子供 も いた 。 彼 は 、 
動物 同様 に 、 村 の 中 で 鎮 に 繋が れ た 状態 で 米国 に 輸送 され 、 進化 論 科学 者 
よっ て セン トル イス ワー ルド フェ アー に 他 の サル と 並ん で 展示 され 、“ 人 間 に 最 
も 近い 移行 型 " と し て 紹介 され た 。 二 年 後 、 オ タ ・ ベ ン ガ は ニュ ー ヨ ー ク に ある 
ブロ ンク ス 動 物 園 に 移さ れ 、 数 匹 の チン パン ジー、 ダ イナ と いう 名 の ゴリ ラ 、 ド ー 
フン と いう 名 の オラ ウー タン と 同じ 並び に 、“ 人 間 の 古代 祖先 "と いう 名 称 の 下 、 
展示 され た 。 進化 論者 で あり 、 動物 園 の 官 長 で あや っ た ウィ リア ム ・T・ ホ ルナ ン デ 
一 (William T. Hornanday)y は 、 こ の 素晴らし い “ 移 行 型 " を 彼 の 動物 園 に 迎え 入 ご 
れ ら れ た こと が どれ だ け 誇 らし いこ と か を 述べ 、 棋 の 中 に いる オタ ・ ベ ン ガ を あ 年 本 と 

た か や も 通常 の 動物 の よう に 扱っ た 。 その 屈辱 に 環 えら れ な く な っ た オタ ・ ベ ン ガ | 盾 

は 、 後 に 自ら の 命 を 絶っ た 。 9 

ビ ピル ト ダ ウン 人 、 ネネ ブラ スカ 人 、 オ タ ・ ベ ン ガ … こ れ ら の スキ ャ ンダ ル を 見 れ ば 、 進化 論 科学 者 が 理論 証明 の た め な ら 、 
どの よう に 非 科 学 的 な こと も 行う こと が わか る 。 これ を 念頭 に 置い て 提示 され て いる “人 類 進 化 " の 証拠 を 見 る と 、 似 た よ 
うな 疑惑 ば か り が 目 に 付く 。 至る と ころ に 四 空 の 話 が 転がっ て いて 、 その 実証 に 向け て 働く 人 物 が 山 の よ うに いる の で 
ある 。 








創 造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


旬 9 草 


人 類 の 進化 シナ リオ 


前 草 で は 、 生命 体 が 誕生 する し うる 進化 の 過程 が 自然 界 に は 存在 し な いこ と 、 そし て 、 生命 体 は 現在 の 姿 を も 
て 突然 地上 に nh つま り 、 生命 体 は 、 それぞれ 、 独特 の 特徴 を 備え て 創 ら れ た と いう こと で あ 
る 。 “人 類 の 進化 "な ど と いう も の が 存在 し な いこ と は 言う まで も な い 。 
で は 進化 論者 が 次 に 挙げ る 根拠 は 何だ ろう ? 

基本 と な る 材料 は 、 進 化 記 PWM こ 想 像 を 膨らませ る 化石 記録 の 存在 だ ろ 2。 歴史 を 通じ て 存在 し た サ 
ル の 種 は 6,000 種 以上 に も 飼 る が 、 現在 で は ほぼ 絶滅 し 約 120 種 の み が 存 在 す る 。 これ ら の 6,000 種 の サル は 進化 

SE 

進化 論者 は 都合 の 良い 頭蓋 朋 を 小さ い 順 に 並べ 、 そ れ ら に 絶 減 し た 人 間 の 祖先 の 頭蓋 骨 を 割り 当て 、 人 類 の 
進化 シナ リオ を 作り 上 げた 。 

この シナ リオ に よる と 、 人 間 と 今日 生息 する サル は 同じ 祖先 を 持つ と いう 。 この 祖先 が 時 と 共に 進化 し 、 一 部 は 
現在 の サル に 、 そ の 他 は 現在 の 人 間 に な っ た と いう の だ 。 

し か し 、 古生物 学 、 解 剖 学 、 生物 学 の 研究 全て が 、 こ の 進化 論 の 考え が 想像 の 域 を 越え な いこ と を 示唆 し て い 
る 。 そし て 、 提 人 造 や 誤解 を 招く 描画 や コメ ント 以外 に 、 人 間 と サル の 関係 性 に 関す る 証拠 は 1 つも 見 つか っ て いな 
し 

化石 記録 を 見 れ ば 、 歴 史上 、 人 間 は 人 間 で あり 、 サル は サル で あっ た こと が 明らか で ある 。 進化 論者 が 人 間 の 
祖先 だ と 主張 する 化石 の 一 部 は 、 現在 は 死に 絶え た 1 万 年 前 後 ま で 存在 し て いた 人 間 の 化石 だ 。 更に 、 現代 に 存 
在 す る 人 間 の 部 族 の 多く は 、 進 化 論 者 が 過去 に 絶滅 し た と 推測 する 人 間 の 祖先 と 類似 し た 外見 と 特徴 を 持っ て い 

る 。 これ ら 全 て が 、 人 間 が 過去 に 一 度 も 進化 の 過程 を 経て いな いこ と を 証明 し て いる 。 

人 間 も サ ル も 進化 を 通じ て 誕生 し た の で は な いこ と を 裏付け る 最も 重要 な 証拠 が 、 人 間 と サル の 間 に 存 在 する 
解剖 学 的 相違 で ある 。 “ 二 足 歩行 (バイ ベ ダ リズ ム )“ も その 証拠 の 1 つ だ 。 後に 詳細 を 説明 する が 、 二 足 歩行 は 人 間 
に 特有 な 特性 で あり 、 人 間 と 他 の 動物 を 区 別 す る の に 最も 重要 な 要素 で ある 。 


泉 空 の 人 類 糸 図 


ダー ウィ ン の 進化 論 に よる と 、 人 間 は サル に 似 た 生物 か ら 進 化し た 。 400 万 年 前 か ら 500 万 年 前 に 始ま っ た と 推 
定 さ れる この 軸 空 進化 論 プ ロ セ ス は 、 今 日 の 人 間 と その 祖先 の 間 に " 移 行 型 "生物 が 存在 し た と 述べ て いる 。 この 完 
全 に 架空 の シナ リオ に よる と 、 そこ に は 大 きく 分 け て 4 つの カテ ゴリ ー が 存在 する 。 


だ テッ "カク ター ル 


1. ア ウス トラ ロビ テク ス ( ア ウス トラ ロビ テク ス に 属す る 全て の 種 ) 

2. 示 ホモ ハビ リス 

3. ホ モエ レク トゥ ッ ス 

4. ホ モ セ ビアン 

進化 論者 に よる と 、 サ ル に 似 た 人 間 の 祖先 は “南東 の サル "と いう 5 意味 を 持つ "アウ スト ラロ ビデ テク ス " に 属す る 。 こ 
の 古代 狂 種 で ある アウ スト ラロ ビ テ クス は 上 既 に 絶 減 し て お り 、 大 きく 丈夫 な 骨格 を 持つ も の か ら 小 さく 虚弱 な も の まで 、 さ 
まさ ざま な 形 で 発見 され て いる 。 

進化 論者 は 振 人 か ら 人 間 へ の 進化 段階 で ある 生物 を “人間” を 意味 する ホモ 属 と 名 付け た 。 彼ら に よる と 、 ホモ 
属 に 属す る 生命 体 は アウ スト ラロ ビ テ クス より 発 達 し て いて 、 今 日 の 人 間 と さほど 変わ ら な い 。 現在 の 人 間 は ホモ セピア 
ン に 属し 、 ホ モ 属 の 未 期 段階 で 形成 され た と 考え られ て いる 。 

メデ ィ ア に も 顔 繁 に 取り 上 げ ら れ 、 進化 論者 の 出版 物 や 教材 に も 用 いら れ て いる "ジャワ 原 人 "、“ ベ キン 人 原 
人 "ルー シー” な どの 化石 は 上 記 四 段階 に 含ま れる 。 また 、 こ れ ら が 枝分かれ し 、 人 他 の 種 や 亜 種 に な る 可能 性 も ある 
こと が 推測 され て いる 。 

一 部 の 進化 論者 は 、 ラ マビ ピ テ クス が 一 般 的 な サル だ と 発表 され た 後 、 そ れ を この 栄 空 人 類 系 図 か ら 外 すこ と を 勧 
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アウ スト ラロ ビ ピ テ クス > ホモ ハブ リス > ホモ エレ クト ゥ スッ ホモ セピア ン の 順番 を 明確 化す る こと で 、 進化 論者 は それ 
で れ が 、 次 の 世代 の 祖先 に 当たる と 主張 し た 。 し か し 最近 の 古人 類 学 者 に よる 最近 の 研究 結果 (に よる と 、 アウ スト ラロ 
ビ テ クス 、 ホモ ハブ リス 、 ホモ エレ クト ゥ ス は 同時 期 に 地球 上 の 異な る 場所 に 存在 し た こと が わか っ た 。 更に 、 ホモ エレ ク 
トゥ ス と 分 類 さ れ た 人 間 の 中 に は ご く 最 近 ま で 生存 し て いた 種 も ある こと が 明か され た 。 

“最新 の ジャ ソ 島 の ホモ エレ クト ッ ゥ ス : 東南 アデ ジア に 生息 し た ホモ セピア ン と 同年 代 に 生息 し た 可能 性 "と 科学 誌 の 
中 で 発表 され た 論文 で は 、 ジ ャ ワ 島 で 発見 され た ホモ エレ クト ゥ ス の 化石 は “平均 的 に 27 土 2 か ら 53.3 土 4 千年 前 の も 
の "で 、 こ の 事実 は "ホモ エレ クト ゥ ッ ス が 東南 アジ ア に 存在 し 、 解剖 学 的 に 現代 の 人 間 と 認め ら る ホモ セピア ン と 同年 代 
に 存在 し た 可能 性 を 高め る "と 報告 し た 。 7! 

更に 、 ホ モ セ ピア ン ネ アン ダー サル と ホモ セ ビ ピア ン セ ピア ン ( 今 日 の 人 間 ) も 明らか に 同時 期 に 存在 し た こと が 判明 
し た 。 これ が 1 つの 了 段 階 が 次 の 祖先 で ある と いう 系 図 の 矛盾 を 禁 い た 。 


関 き を 引き 出し た 1 つの 顎骨 


本 二 語 計 当 
' 発掘 され た 初 の ラマ ピ テ クス の 化石 : ニ 
つの 部 分 に より 構成 され る 、 な く な っ た 
亜 ( 石 )。 進化 論者 は これ ら の 額 に 基 づ 
いて 、 大 胆 に も 、 ラ マビ テク ス 、 その 家 
族 、 そ し て その 生息 環境 を 描写 し た 。 
ルク あり も に 中 に 4 けり だ 世 / 
の 家族 や 生息 環境 な ど 全 て に 反し 、 こ 
の 生物 が 単なる サル に 過ぎ な か っ た こ 
と が 判明 する と 、 ラ マビ テク ス は 即座 に 
朱 空 の 人 類 糸 図 か ら 外 され た 。 
_。 (David Pilbeam, Humans Losean Early 
| た | 還 【 り : ア 二 り g/ 
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創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


左 に ある 二 つ の 挿絵 は アウ 
ズ ス ド ラ 回 眉 デ クス アラ ェ エレン ン シ 
ス を 描い た も の で 、 下 に ある 
繧 は 、 ア ウス トラ ロビ テク ス ボ 
イセ イ で ある 。 これ ら は 完全 
な 推測 に 過ぎ な い 。 ア ウス 
ラロ ビ テ クス は 実際 に は 絶滅 
た サル の 一 種 で ある 。 











本 哲 的 に は 全て の 結論 と 科学 研究 が 、 化 石 記録 が 進化 論者 の 提唱 し た 進化 過程 と 反する こと を 明らか に し て 
いる 。 人 間 の 祖先 と 言わ れ た 化石 は 、 実際 に は 他 の 人 種 か 、 サ ル 科 に 属す る 化石 に すぎ な い 。 

で は 、 ど れ が 人 間 の 化石 で どれ が サル の 化石 な の だ ろう ? これ ら の どれ か を 移行 型 と し て 認め る こと は 可能 な の 
だ ろう か ? こ の 資 問 に 答え る た め に も 、 各 有 段 階 の 詳細 を 見 て いく こと に し よ 2 う 。 


アウ スト ラロ ビ テ クス : サル の 一 種 


まず 初め の 段階 は 、 前 で 述べ た 通り 、“ 東 南 の サル "と いう 意味 を 持つ アウ スト ラロ ビデ クス で ある 。 これ ら の 生物 
は 約 400 万 年 前 の アフ リカ に 現れ 、 お よそ 100 万 年 前 まで 存在 し た と 推測 され る 。 アウ スト ラロ ビ テ クス に は 多く の 種 が 
存在 する 。 進化 論者 に よれ ば 、 最 古 の アウ スト ラロ ピ テ クス は アフ ァ ー ル 猿人 で ある 。 その 次 に アフ リカ ヌス 猿人 、 続 
いて 比較 的 大 き な 骨 を 持つ ロブ スト ゥ ス 猿 人 と 続く 。 ボ イ セ イ 猿人 に つい て は 、 何人 か の 研究 者 は 異種 だ と 主張 し て 
いる が 、 一 方 で は 、 ロ ブス トゥ ス 猿 人 の 亜 種 だ と いう 意見 も ある 。 

全て の アウ スト ラロ ピ テ クス は 今日 の サル を 象徴 する 、 怒 に 絶 減 し て いる サル で ある 。 彼ら の 頭蓋 容量 は 今日 の 
チン パン ジー の も の と 同等 か 、 そ れ よ り 小 さい 、。 手足 に も 、 今 日 の ナン パン ジー 同様 に 木 堂 り の た め の 突 出 部 分 が あ 
り 、 彼ら の 足 は 校 を 握ら れる よう に で き て いる 。 背 は 小さ く ( 最 大 130 セ ンチ (51 イ ンチ )、 現在 同様 、 雄 は 肉 よ り 大 きい 。 
この 他 に も 、 頭蓋 朋 の 詳細 構造 、 目 の 間隔 、 舌 っ た 曰 歯 、 下 額 構造 、 長 い 腕 、 短 い 足 な どの 全て が 、 今 日 の サル と 
全く 同じ で ある こと を 証明 し て いる 。 

し か し 、 ア ウス トラ ロ ピ テクス の 生態 構造 が どれ だ け サ ル も の に 類似 し て いて も 、 進化 論者 は 、 彼 ら が 人 間 の よう 
に 二 足 歩行 を し た と いう 主張 を 曲げ な い 。 

この アウ スト ラロ ピ テ クス が 二 足 歩行 を し た と いう 見 解 は 、 長 年 に 渡り 、 古 人 類 学 者 の リチャード ・ リ ー キ ー 
(Richard Leakeyy、 ド ナル ド ・C・ ジ ョ アン ソン (Donald C. Joanson, ら に 守ら れ て きた 。 し か し 、 アウ スト ラロ ビデ テク ス の 凡 
格 構 造 を 入念 に 研究 し た 科学 者 た ち が 、 こ の 議論 の 無効 性 を 証明 し た 。 イギリス と アメ リカ 出身 の 名 高い 二 人 の 解 
剤 学者 ソリ ー・ ズ ッ カ ー マ ン (Solly Zuckerman) と チャ ー ル ズ ・ オ ックス ナー ド (Charles Oxnard) が 、 幾つ も の アウ スト ラ 
ロビ テク ス サ ン プル を 研究 し た 結果 、 ア ウス ト ヲ ラロ ピ テク ス が 人 間 同 様 の 直立 歩行 を し な か っ た こと が 判明 し た の で あ 
る 。 イギリス 政府 の 援助 を 元 に 15 年 に も 及び 化石 の 研究 が 進め られ た 結果 、 ズ ッ カ ー マ ン と 彼 の 率い る 5 人 の 専門 家 
ナー デー バ ま 、 ス ッ ク ルク ーママ ンジ 目 映 が 作 條 請 者 で の り 0 の 6 も 6、 ア レバ トノ フロ テア ノ ス 人 の _ 尾 沙 条 を し ぶ か い 、 こ に に の サル の 
種 で ある こと を 結論 づけ た の だ 。 2 それ に 合わ せる か の よう に 、 進 化 論者 と し て その 研究 が 名 高い チャ ー ル ズ ・ オ ッ ク 
スナ ー ド も アウ スト ラロ ピ テ クス の 骨格 構造 が 現在 の オラ ウー タン の も の と 類似 し て いる と 明か し た 。 

科 深 に 言え ば 、 ア ウス トラフ ロビ テク ス は 人 間 と は 全く 関係 の な い 絶 滅 し た サル の 種 に 過ぎ な いと いう こと で ある 。 
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アツ ウス トラ ロビ テク ス ア フェ レン シ : 総 滅 し て いる サル 






















エチ オ ピ ビア の ハ ダ ー ル で 始め て 発 
掘 さ れ た 、 ア ウス トラ ロビ テクス アフ 
ェ レ ン ン シス に 属す る と 推測 され た 化 
石 :AL288-1 ま た は “ルー シー"。 長 
い 間 進化 論者 は 、 ル ー シ ー が 直立 
歩行 で きる こと を 証明 する た め に 必 
死 だ っ た : し か し 最新 の 研究 に よっ 
て 、 こ の 動物 が 背 を 曲げ て 歩く 、 一 
般 的 な サル と 同じ だ っ た と いう こと 
が 明らか に な っ た 。 


下 に 見 られ る アウ スト ラロ ビ テ クス 
アフ ェ レ ン シ ス の 化石 AL333-105 は 
まだ 子供 の も の で ある 。 従っ て 、 こ 

頭 杜 衣 は まだ 突出 し て いな い の 
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ホホ モハ ビリ ス : 人 間 と し て 紹介 され た サル 


アソ ウス トラ ロビ テク ス と チン パン ジー に お ける 骨格 と 頭蓋 構造 の 最大 類似 点 と 、 こ れ ら の 生物 が 二 足 方 向 生物 で は 
な か っ た と いう 5 反論 は 、 進化論 古人 類 学者 に 大 き な 困 難 を 与え た 。 

架空 の 進化 構想 に よる と 、 アウ スト ラロ ビ テ クス に 次 いで ホモ エレ クト ゥ ス が 誕生 する か ら で あ る 。 ホモ (“ヒト "を 意味 
する ) と いう 名 が 示す 通り 、 ホ モエ レク トゥ ス は 人 間 の 一 種 で あり 、 その 骨格 は 垂直 で ある 。 また 、 頭蓋 容量 は デウス トラ ブロ 
ビ テ クス の 二 億 は ある 。 チン パン ジ 一 似 の サル か ら 今 日 の 人 間 と 同じ 骨格 を 持つ ホモ エレ クト ッ ゥ ス へ の 進化 は 、 進化 論 
者 の 理論 に 乗っ 取っ て も 矛盾 が 生じ る 。 その 結果 、 二 つの 生物 に 関係 性 を 生み 出す “移行 型 " が 必要 に な り 、 ホ モハ 
ブリ ス の 概念 が 持ち 上 が っ た の で ある 。 

ホモ ハブ リス の と いう 分 類 は 、1960 年 代 に “化石 ハン ター” の リー キー ス (Leakeys) 一 家 に よっ て 提唱 され た 。 リー キ 
ー ス に よれ ば 、 ホ モハ プ ブリス と 名 づけ られ た この 分 類 は 、 比較 的 大 き な 頭 蓋 容量 を 持ち 、 垂直 歩行 を し 、 石器 と 木 人 器 を 
使う こと が で きた 。 そし て これ ら の 事実 か らち 、 ホモ ハブ リス が 人 間 の 祖先 の 可能 性 が ある と 伝え られ た 。 

し か し 1980 年 代 に 発掘 され た 同類 の 化石 が この 見 解 を 大 きく 変え た 。 この 化石 に 希望 を 託し て いた ベル ナー ド ・ ツ 
ッ ド (Bernard Wood や C・ ロ ー リ ング ・ プ レー ス (C. Loring Brace) な どの 研究 者 は 、 ホ モハ ブリス ( 器 具 を 使え る 人 間 を 意 
味 す る “能力 に 溢れ た 人 間 ") は アウ スト ラロ ピ ビ テ クス ハブ リス 、 また は “能力 の ある 東南 の サル "と 分 類 さ れる べき だ と 主 
張 し た 。 な ぜ な ら 、 多く の ホモ ハブ リス の 特性 が 、 デウス トラ ロビ テク ス と 類似 し て いた か ら だ 。 ホモ ハブ リス は アウ スト ラロ 
ビ ピ テ クス 同様 に 、 長 腕 、 短 足 で サル に 似 た 骨格 構造 を 持ち 、 そ の 指 と 足 指 は 木 飼 り に 適し た も の だ っ た 。 更に 、 彼ら の 
絹 ( は 今日 の サル と 大 変 似 て いた 。 平均 600cc の 頭蓋 容量 も 彼ら が サル で あっ た 証拠 で ある 。 要する に 、 進 化 論者 に よ 
っ て 、 異な る 分 類 だ と 提唱 され た ホモ ハブ リ ス は 、 実際 に は アウ スト ラロ ビデ テク ス に 似 た サル の 一 種 に 過ぎ な か っ た の で 
ある 。 

ウッ ド と ブレ ー ス 以降 に 行わ れ た 研究 の 末 、 ホ モハ ブリ ス は 正式 に アウ スト ラロ ビデ テク ス と 変わ ら な いこ と が 証明 され 
た 。 ティ ム ・ ホ ワイ ト (Tim Whitey に よっ て 発掘 され た 頭蓋 と 骨格 化石 OH62 に よっ て 、 ホ モハ ブリス は 今日 の サル 同様 、 
木 堂 り の た め に 小さ な 頭蓋 容量 、 長 腕 、 短 足 を 持っ て いた こと が わか っ た 。 

アメ リカ の 人 類 学 者 ホリ ー・ ス ミス (Holly Smith) に よっ て 実施 され た 更 な る 詳し い 分 析 に よる と 、 ホモ ハブ リス は ホモ 、 
つま り 人 間 で は な く 、 むし ろ る “サル” だ と 明らか に な っ た 。 アウ スト ラロ ビ テ クス 、 ホモ ハブ リス 、 ホモ エレ クト ゥ ス 、 ホモ ネ ア 
ン デ ルター レン シス の 此 の 研究 結果 に つい て 、 彼 女 は この よう に 述べ て いる 。 

これ ら の 要素 を 満た す 化石 の み を 分 析 し た 結果 、 虚 弱 な アウ スト ラロ ピ テ クス と ホモ ハブ リス の 歯 の 発育 パタ ー ン は 、 

巳 然 と し て アフ リカ サル と 同様 で ある 。 そ し て 、 ホ モエ レク トゥ ス と ネ ア ン ダ ー サ ル の 歯 は 人 間 の も の と は 異な る 。^ 

同年 、 解剖 学 の 専門 学 者 で ある 、 フ レッ ド ・ ス プー ル (Fred Spoor)、 ベル ナル ド ・ ウ ッ ド (Bernard Wood)、 フラ ンス ・ ゾ 
ネ ベ ルド (Frans Zonneveld) が 異な る 手法 を 使っ て 同様 の 結論 を 得 た 。 用 いら れ た 手法 は 、 バ ラン スズ 制御 を 担う 、 人間 と 
サル の 三半規管 を 比較 分 析 す る 手法 だ 。 スプ ー ル ら は 以下 の よう に 結論 付け た 。 

ヒト 属 の 化石 に お いて 、 一 番 初め に 現代 の 人 間 と 同じ 形態 を 表し た 種 は ホモ エレ クト ゥ ス だ 。 一 方 、 南 アフ リカ で 発見 さ 

れ た 頭蓋 化石 の 三半規管 大 き さ ざ は アウ スト ラロ ビ テ クス に 帰属 し 、 バ ラン トロ プス 属 の それ は 、 実 在 す る 大 型 サ ル の も の 

と 似 て いる 。 人 2 

スプ ー ル ら は 、Stw53 と 名 付け られ た ホモ ハブ リス も 研究 し 、 そ れ が “アウ スト ラロ ビ テ クス より 二 足 歩行 を し た 可能 性 
が 低い "こと も 明らか に し た 。 これ は ホモ ハブ リス が アウ スト ラロ ピ ビ テ クス より も サル に 近かっ た こと を 証明 し た こと に な る 。 
従っ て 、 彼 ら は 「Stw53 は アウ スト ラロ ビ テ クス と ホモ エレ クト ゥ ス の 間 に 生 まれ た 予期 せ ぬ 生態 だ 」 と まとめ た 。 

この 研究 結果 は 次 の 2 つの 大 き な 事 実 を 打ち 出し た 。 

1. ホモ ハブ リス と 分 類 さ れ た 化石 は 実際 に は E ト 属 に は 属さ ず 、 アウ スト ラロ ピ テ クス 同様 の サル 科 に 属し た 

2. ホモ ハブ リス と アウ スト ヲ ラロ ビデ テク ス は 、 ど ちら も 、 前 か が み に 歩 く 生 物 で 、 サ ル の 骨格 を 持っ て いた 。 彼ら と 人 間 
の 間 に は 何 の 関 係 性 も な い 。 


創造 の アト ラス 
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| ホモ ハハ ブリス: も う 1 つ の 総 滅 し て いる サル 


長い 間 、 進 化 論者 
は 彼ら が ホモ ハブ リ 
ス と 名 付け た 生物 
が 直立 歩行 で きる 
と 述べ て きた 。 彼ら 
は サル と 人 間 へ の 
関連 性 を 見 つけ た と 
思っ た の だ 。 し か し 、 
1986 年 に ティ ム ・ ホ 
ワイ ト (Tim White) が 
発掘 し 、OH62 と 名 づ 
けら れ た ホモ ハブ リ 
ス の 化石 が この 推 
測 を 反証 し た 。 これ 
らき の | の ルル (の = ド に 
ホモ ハブ リス が 今日 
の サル 同様 に 、 長い 
腕 と 短い 足 を 持っ て 
いた こと を 明らか に 
し た 。 この 化石 が 、 
ホモ ハブ リス が 二 足 
歩行 生物 だ と いう 推 
ESI 交 と 区 リ 
の だ 。 実 際 に 、 ホ モ 
ハブ リス は サル の 一 
種 以 外 の 何者 で も 
な か っ た の だ 。 








右 に 見 られ る “OH7 ホ モハ ブリ ズ "” の 化石 
は 、 ホ モハ ブリ ス 種 の 下 頭 の 特徴 を 最も わ 
か りや すく 示し て いる 化石 で ある 。 こ の 下 
表 化 石 は 大 き な 切 断 用 の 歯 を 持ち 、 昨 歯 
は 小さ い 。 また 、 吾 の 形 は 四角 い 。 これら 
の 全て の 要素 に よっ て 、 こ の 下顎 と 今日 の 
サル の 下 閣 は 大 変 類 似 し て いる よう に 見 
える 。 言い 換え る と 、 ホ モハ ブリ ス の 下 癌 
が 、 こ れ が 実際 に は サル だ と いう こと を 証 
明 し て いる の だ 。 
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ホモ ルド ルフ ェ ン シス : 誤っ て 合わ せら れ た 上 顔 


ホモ ルド ルフ ェ ン シス と は 1972 年 に 発掘 され た 数 個 の 化石 の 欠 上 所 で め ある 。 ケニア の ルド ルフ ブフ 湖 付近 で 発掘 され た こ 
と か ら 、 それから 想像 され る 種 が ホモ ルド ルフ ェ ン シス と 名 付け られ た 。 古人 類 学者 の 多く は この 化石 が 絶滅 し た 種 に 
属し た も の で は な く 、 ホモ ハブ リス と は 異な る ホモ ルド ルフ ェ ン シス と いう 生物 だ と 考え て いる 。 

これ ら の 化石 を 発掘 し た リチャード ・ リ ー キ ー(Richard Leakeyy は 、 人 類 学 史上 最大 の 発見 と し て 、 約 280 万 年 前 の 
も の と 推定 され る "KNM-BR1470" と 呼ば れる 頭蓋 骨 を 披露 し た 。 リー キー に よる と 、 こ の 種 は 、 アウ スト ラロ ビ テ クス 同様 
に 少な い 頭 蓋 容 量 を 持つ が 、 現代 の 人 間 と 類似 し た 顔 を 持つ と いう 。 そし て 彼 は 、 こ の 種 が アウ スト ラロ ビデ テク ス と 人 間 
を 関連 付け る 生物 だ と 表明 し た 。 し か し その 直後 、 科 学 新聞 や 雑誌 の 表紙 に 上 顔 繁 に 登場 する よう に な っ て いた KNM- 
ER1470 の 頭蓋 骨 は 、 意図 的 と も いえ る 、 不正 な 頭蓋 骨 欠 片 の 組立 て で 作ら れ た こと が 判明 し た 。 この 事実 は 、1992 年 
に 人 間 の 顔 の 形態 学 を 専門 と する ティム ・ ボ ロマ ー ジ ュ (Him Bromage) 教 授 に よっ て 行なわ れ た コン ピュ ー タ ー シ ミ ュ レ 
ーション に より 際 の 目 を 浴び る こと と な っ た っ た 。 

[KNM-ER1470] が 復元 され た 時 、 そ の 顔 は 、 現 代 の 人 間 に も 見 られ る 平ら な 顔 の 様 に 、 頭 蓋 肖 に 対し て ほぼ 水平 に 仕立 

て られ た 。 し か し 近年 の 解剖 学 的 関係 性 よれ ば 、 実 際 の 顔 は 、 大 きく 突出 し 、 ア ウス トラ ロビ ピ テ クス の よう な サル に 類似 し 

た 顔 だ っ た と わか っ て いる 。⑯ 

進化 論 古 人 類 学 者 の J・E・ ク ロー ニン (J. E. Cronin) は この 事実 に つい て 以下 の よう に 述べ て いる 。 

… そ の 比較 的 し っ か り と し た 顔 の 作り 、 鼻 前 庭 斜 台 ( ア ウス トラ ロビ ピ テ クス を 想起 させ る くぼん だ 顔 )、 小 さ な 最 大 頭蓋 幅 

( 側 頭 部 の )、 強 力 な 犬歯 槽 と 大 き な 昌 歯 (歯根 に て 確認 され て いる )。 こ れ ら の 全て は アフ リカ ヌス 猿人 分 類 群 の 種 に 通 

ずる 、 比 較 的 初期 の 形質 で ある 。// 

ミシガン 州立 大 学 の C・ ロ ー リ ング ・ プ レー ス (C. Loring Brace) も 同様 の 結論 を 出し た 。 1470 の 顎 と 歯 の 構造 分 析 に 
お ける 報告 書 で 、 彼 は ! 口 蓋 の 大 き さ と 大 日 歯 に 割か れ た 面積 か ら も 、BR1470 は アウ スト ラロ ピ テ クス 同等 の 顔 と 歯 を 
持っ た と 推測 され る 」 と まとめ で て いる 。 9⑳ 

プ ブレー ス 同 様 に KNM-ER1470 の 研究 に 力 を 注い だ ジョ ン ホ プ キ ンス 大 学 の 古人 類 学 者 、 アラ ン ・ ウ ォ ー カ ー(Alan 
Walkey) 教 授 も また 、 こ の 生物 を ヒト 属 と 分 類 す べ き で は な く 、 アウ スト ラロ ビデ テク ス と 分 類 す べ きだ と 述べ て いる 。 9⑳ 

要約 すれ ば 、 ア ウス トラ ロビ テク ス と ホモ エレ クト ゥ ス の 間 に 存 在 し た と 想定 され た ホモ ハブ リス や ホモ ルド ルフ ェ ン 
シス は 完全 な る 架空 の 種 で や る 。 これ ら が アウ スト ラロ ビ テ クス の 一 種 で ある こと は 多く の 研究 者 に よっ て 確認 され 、 彼ら 
が サル 科 の 一 種 で ある こと が 証明 され た 。 

この 事実 は 、1999 年 の Sciencell に て 報告 され た 進化 論 古 生物 学者 の ベル ナル ド ・ ウ ッ ド (Bernard Wood) と マー ク 
・ コ フー ド (Mark Collard) の 行なっ た 研究 結果 に よっ て 更に 強化 され た 。 ウッ ド と コラ ー ド は 、 ホ モハ ブリ ス と ホモ ルド ルフ 
ェ ン シス (Skull1470) の 種 は 架空 で あり 、 こ の 種 に 属す る と 定め られ た 化石 は 全て アウ スト フロ ビ テ クス 種 に 移行 され る ベ 
さ で ある と 述べ た 。 

近年 で は 、 脳 の 大 き さ 、 推 測 さ れる 言語 能力 、 手 の 機能 、 石 器 製 造 能 力 に 基づい て 、 発 掘 され た 化石 が ヒト 属 か 否 か が 

決め られ て いた が 、 人 類 進 化 に お ける ヒト 分 類 の 定義 や 使用 方 法 は 、 そ の 基準 に は 基づか な い 一 部 の 例外 と し て 扱わ 

れ て きた 。… 最 新 の 記録 、 実 在 する 証拠 の 新た な 解釈 、 古 人 類 学 的 記録 の 限界 は 、 ヒ ト 属 分 類 に 必要 な 基準 を 変え た 。 


… 実 際 、 類 人 化石 は 、4 つ の 内 の 1 つ で も 基準 を 満た し て いれ ば ヒト 属 に 分 類 さ れ た 。… し か し 今 と な れ ば 、 こ れ ら の 基準 
が 不 十 分 で ある こと は 明白 で ある 。 絶 対 頭蓋 容量 の 生物 学 的 重要 性 が 不確か な 限り 、 サ ル と 人 間 の 脳 判別 境界 に は 問 
頭 か ある 。 更に 、 脳 の 形 か ら 言 語 機能 を 完全 に 推測 する こと は 不可 能 で あり 、 先 行 研究 が 示し た よう に 、 言 語 機能 を 司る 
脳 機能 は 、 脳 内 で も 局部 的 に 密集 し て いな いこ と を 証明 する 証拠 も ある 。 


… 言 い 換え れ ば 、 ホ モハ ブリ ス と ホモ ルド ルフ ェ ン シス の ハイ ボ ジ ム が 配属 され る ヒト 属 は 、 良質 な 属 と は 言え な い 。 従 
っ て 、 ホ モハ ブリ ス と ホモ ルド ルフ ェ ン シス (“初期 ヒト 属 "分 類 の 一 部 と いう 定義 に 同意 し な い 者 に は 、 広 い 意 味 で の ホ 
モハ ブリ ス ) は ヒト 属 か ら 除 外さ れる べき で ある 。 最低 一 度 以 上 の 変化 を 経て 現存 の 初期 類 人 属 に 変化 し た こと が 明 ら 
か に な れ ば 分 類 的 に 問題 は な い 。 し か し 当分 の 間 は 、 ホ モハ ブリ ス と ホモ ルド ルフ ェ ン シ を アウ スト ラロ ピ テ クス に 移動 
させ る こと を 勧め る 。%9 
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2 32NR マテ 
ク ・ コ ラー ド の 導き 出し た 結 
論 は 、" 類 人 の 初期 原 人 祖 
先 は 歴史 上 存在 し な いと いう 
我々 の 一 貫 し た 主 と 同じ で 
ある 。 人 間 の 祖先 と し て 分 類 
され た 生物 は 、 実際 に は アデ アソ 
スト ラロ ビ テ クス に 属す る サル 
な の だ 。 これ ら の 財 絶 減 の サ 
ル と ヒト を 結ぶ 進化 的 関係 は 、 
ど ま 化石 記録 に よっ て も 確認 され 

核 神 経 と 膨大 神経 て いな い 。 人 類 は 突如 と し て 、 
化石 記録 に 現れ た の で ある 。 


前 半 規 管 






水平 半 規 管 
二 2 。 






ホホ モエ レク トゥ ス と それ 以降 : 


進化 論者 の 提案 し た 素晴らし い 構 想 に よる と 、 ヒト 属 内 で の 進化 は 、 まず 、 ホ モエ レク トッ ゥ ッ ス 、 次 に "原始 的 "と 呼 
20 の ポ モ 攻 ビア ナン とこ イノ フン テル クー ル 人 (ボサ ビエ キン スイ ノア テル クー レレ シッ グ の) そし て 明 欠 に 、 ク ロマ ニオ ン 人 
(ホモ サビ エン ス サ ビ ピエ ンス) と いう 段階 を 踏ん だ 。 し か し これ ら 分 類 は 、 た だ の バリ エー ショ ン や 1 つの 種 以 外 の 何で 
も な い 。 差異 は 、 イ ヌイ ッ ト 族 と アフ リカ 人 、 また は ピグ ミー 族 と 西区 人 の 違い ほど で し か な い の だ 。 

で は まず 人 類 の 原種 と 考え られ て いる ホモ エレ クト ッ ス か ら 検 証し て みよ う 。 その 名 前 の 通り "ホモ エレ クト ッ 
ス ” は “直立 歩行 を する 人 間 ” で ある 。 進化 論者 は “直立 "の 要素 を 加え る こと で 、 ホ モ 属 と 他 の 化石 を 差別 化し た 。 
な ぜ な ら 、 発 見 され て いる ホモ エレ クト ッ ス の 化石 は 全て 、 アウ スト ラロ ビデ テク ス 、 また は ホモ ハブ リス より 若干 直立 型 
だ か ら だ 。 し か し 、 今 日 の 人 間 と ホモ エレ クト ゥ ス に 頭蓋 容量 以外 の 違い は 見 られ な い 。 

進化 論者 が ホモ エレ クト ッ ス を "初期 "と 定義 し た 主 な る 理由 は 、 今 日 の 人 間 よ り 小 さ な そ の 頭蓋 容量 (900~ 
1.100cc) と 太い 眉 部 分 の 突起 に ある 。 し か し 、 ホモ エレ クト ッ ス と 同 容量 の 頭蓋 容量 を 持つ 人 間 は 現在 に も 存在 し 


アド テン * オ クタ ー ル 錠 9 | 


(例え ば 、 ピ グミ ー 属 )、 他 種 に は 大 きく 眉 が 突き 出 て いる も の も いる (例え ば 、 オ ー ス トラ リア の 先住 民 )。 

頭蓋 容量 の 差異 が 、 知 力 や 能力 の 差異 と は 無関係 で ある こと は 、 一 般 的 に 認め られ て いる 事実 で ある 。 知力 は そ 
の 大 き さ に は 起因 せ ず 、 脳 内 組織 に 関係 し て いる 。 『 

ホモ エレ クト ゥ ス を 世界 中 で 一 躍 有 名 に し た 化石 が 、 ア ジア で 発見 され た ペキン 原 人 と ジャ ワ 原 人 の 化石 で ある 。 
し か し 、 そ の 二 つ の 化石 は 、 時 と 共に 、 信頼 性 の 低い サン プル で ある こと が 理解 され た 。 ペキン 原 人 は 現物 が 見 つか ら 
な いた め に 一 部 が 石こう で 復元 され て いて 、 ジャ ワ 原 人 は 遠く 離れ た 場所 で 見 つか っ た 、 実際 の 関係 性 すら 定か で な 
い 頭 蓋 骨 の 欠片 と 骨 殴 骨 で “構成 "され て いる 。 よっ て アフ リカ で 発見 され た ホモ エレ クト ゥ ッ ス の 化石 が 大 変 に 重要 視 さ 
れ た 。 (進化 論者 の 中 に は 、 一 部 の ホモ エレ クト ゥ ッ ス の 化石 を “ホモ エレ ガス タ " と いう 別 の 種 に 分 類する 場合 が ある 。 
そこ に は 専門 家 の 間 で の 意見 相違 が 存在 する 。 ここ で は 、 こ れ ら 全て の 化石 を ホモ エレ クト ゥ ス と 扱う こと と する 。 ) 

アフ リカ で 発見 され た ホモ エレ クト ゥ ス の 最も 有名 な 化石 は 、 ケ ニア に ある トゥ ルカ ナ 湖 で 発見 され た “ナリ オ コ ト メ ホ 
モエ レク トッ ス ”、 また は 、“ ト ゥ ルカ ナ ・ ボ ー イ "で ある 。 その 化石 は 12 歳 の 男子 の も の で 、 思春 期 に は 身長 が 1 メー トル 
83 セ ンチ 程 に な る も の だ と 確認 され た 。 その 化石 の 直立 骨格 構造 も 、 今 日 の 人 間 と 全く 変わ ら な い 形 で あっ た 。 アメ リ 
カ 人 古人 類 学 者 の アラ ン ・ ウ ォ ー カ ー(Alan Walkery は 、「 平 均 的 な 人 類 学 者 で あれ ば 人 間 と それ の 骨格 の 違い が わか 
っ た は ず だ 」 と 懸念 し た 。 9 ウォーカー は “それ は ネ ア ン ダ ー ル 人 の も の と そっ くり "93 だ っ た た め に 、 そ れ を 見 た 時 に 笑 
い を 隠せ な か っ た と 残し て いる 。 次 の 草 で 明らか に な る が 、 ネ ア ン ダ ー ル 人 は 人 類 で ある 。 従っ て 、 ホ モエ レク トゥ ッ ス も 
同様 に 人 類 な の で ある 。 

進化 論者 の リチャード ・ リ ー キ ー(Richard Leekey) さ えも 、 ホ モエ レク トゥ ス と 今日 の 人 間 の 違い は 、 人 種差 で し か な 
いと 述べ て いる 。 

頭蓋 朋 の 形 、 顔 の 突起 傾 度 、 眉 部 分 の 突起 な どの 違い も 目 に つく だ ろう 。 こ れ ら の 差異 は お そら く 、 現 代 の 人 間 に あ る 地 

理 的 人 種 と 変わ ら な い 。 こ れ ら の 生物 学 的 差異 は 、 長 期間 、 地 理 的 に 人 口 が 分 離さ れる こと で 発生 する 。%“* 


コネ チ メ カット 州 立 大 学 の ウィ リア ム ・ ラ フリ ン (William Laguhlin) 教 授 は イヌ イッ ト 族 と アウ レッ ト 族 に お ける 広大 な 身体 
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"初期 人 類 は 我々 の 想像 より 拘 明 だ っ た .… 

1998 年 5 月 14 日 に 発行 され た 『New Scientist』 は 、 進化 論者 に ホモ エレ クト ゥ ス と 分 類 さ れ た 人 間 が 、 
70 万 年 前 に 船舶 操縦 術 の 訓練 を し て いた と 伝え て いる 。 船舶 を 造る 能力 と 技術 を 持ち 、 海上 輸送 を 利 
用 する 文化 を 持っ て いた これ ら の 人 間 は 、 “初期 人 類 " と は 呼べ な い 。 
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右 に ある KNM-WT15000、 ま た は トゥ ルカ ナ ・ ボ ー イ 
骸骨 は 、 今 まで に 発掘 され た 化石 の 中 で 最も 古く 、 
最も 完全 に 近い 人 間 の 化石 で ある 。 こ の 160 万 年 前 
の も の と 推測 され る 化石 の 研究 に よる と 、 こ れ は 思 
春期 を 迎え れ ば 背 が 180cm に も な る と 想定 され る 
12 歳 男子 の も の だ っ た 。 ネ ア ン ダ ー サ ル 人 に 大 変 よ 
く 似 て いる この 化石 は 、 人 類 進化 説 を 無効 に する 最 
も 重要 な 証拠 の 1 つ で ある 。 





進化 論者 の ドナ ルド ・ ジ ョ ン ソ ン は この 化石 を 以下 の 
よう に 説明 し て いる 。 “ 彼 は 長身 で 痩せ て いた 。 彼 の 
体形 や 手足 の 長 さ は 現代 の アフ リカ 人 の も の と 同じ 
だ っ た 。 彼 の 手足 の 長 さ は 、 現代 の 成人 し た 白色 北 
米 人 の も の と 全く 同じ で ある " 


(Donald C. Johanson & M. A. Edey, Lucy: The Beginnings of 
Humankind, New York: Simon & Schuster, 1981) 





ホモ エレ クト ウゥ ス と は "直立 人 間 " を 意味 する 。 この 種 に 含ま れる 化石 は 、 独特 な 人 類 の 一 
種 だ と 断定 され て いる 。 ホモ エレ クト ゥ ス の 化石 が 共通 の 特徴 を 持た な いこ と か ら 、 頭 蓋 骨 
に よっ て 彼ら を 分 類する の は 難し い 。 これ が 理由 で 、 進化 論者 研究 者 は 多く の 分 類 や 称号 
を 作っ た の で ある 。 左上 は 1975 年 に アフ リカ の コー ビ ・ フ ォ ラ で 発見 され 、 一 般 的 に ホモ エ 
レク トゥ ス を 意味 する 頭蓋 骨 で ある 。 右上 は 妥当 性 を 問わ れる ホモ エル ガス テル の 頭蓋 骨 


ホモ エレ クト ゥ ス 化 石 の 頭蓋 容量 は 900 て 1100cc と いわ れ て いる 。 この 数 字 は 、 今 日 の 人 間 
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構造 調査 を 行ない 、 それら が と て も ホモ エレ クト ッ ス に 類似 し て いる こと に 気付 いた 。 その 結果 、 ラ フ 
リン は これ ら の 異な る 種 は 、 実際 に は ホモ サビ エン ス ( 今 日 の 人 間 ) 内 の 人 種 に 過ぎ な いと いう 結論 を 
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エス キモ ー 族 と ブッ シュ マン 族 の よう に 互い に 大 き な 違 い を 持つ 、 遠 く < 離れ た 二 つ の 部 族 で も ホモ サビ エン 
ス の 一 種 な ら ば 、 シ ナン トロ プス [エレ クト ゥ ス の 一 例 ] も また 、 そ の 多様 性 の ある 種 の 1 つと いえ る だ ろう 。%* 


現在 の 科学 界 で は 、 ホ モエ レク トゥ ス が 不 必要 な 分 類 税 で あり 、 和 ) 類 され た 化石 が 
実際 に は ホモ サビ エン ス と 差 ほ ど 変 わら な いこ と は 周知 の 事実 で あめ る 。 この 間 題 に 関す る 議論 と 、2000 年 
に 行なわ れ た 会 議 の 結果 は 雑誌 American Scientist』 に お いて 以下 の よう に 要約 され て いる 。 
ゼン ケン ベル ク グ 議 会 の 参加 者 の 多く は 、 ミ シ ガ ン 州立 大 学 出身 の ミル フォ ー ド ・ ウ ォ ル ボ ポ フ (Milford Wolpoff)、 キ ャ 
ン ベ ラ 大 学 の アラ ン ・ ソ ー ン (Alan Thorne) と その 同僚 が 先導 を 切っ た ホモ エレ クト ゥ ス の 分 類 学 的 位置 づけ に 関す る 
熱弁 討論 に 引き 込ま れ た 。 彼 ら は ホモ エレ クト ゥ ス は 種 と し て の 妥当 性 に 欠け 、 削 除 ざ され る べき で ある と 強く 主張 し た 。 
200 万 年 前 か ら 現 在 ま で に ヒト 属 に 属し た 人 類 は 全て 、 目 然 的 断絶 や 核 分 か れ の な い 、1 つ の 大 きく 異な る ホモ サビ エ 
ンス に 過ぎ ず な い 。 こ の 会 議 の 主題 で や る ホモ エレ クト ゥ ス は 存在 し な い の だ 。96 
上 記 の 見 解 を 擁護 する 科学 者 が 下 し た 結論 は 、“ ホ モエ レク トゥ ス は ホモ サビ エン ス と 異な る 種 で ご は な く 、 ホモ サビ 
0 お 員 29 で きる ② て の で 人 顔 と し で の モレ ノド トレ クス と 人 人 人 人 だ 作 論 シリ 
お ける ホモ エレ クト ゥ ッ ス の 先祖 で ある サル (アウ スト ラロ ビ テ クス 、 ホモ ハブ リス 、 ホ モル ドル フェ ン シ ス ) に は 大 き な ギ 
ャ ッ プ 00 これ は 化石 記録 ( let は 突然 、 事 前 進化 形跡 な し に 現れ た こと を 意味 する 。 そし て そ 
れ は 、 人 類 が 創造 され た 事実 を 明日 に 物語 っ て いる 。 
し か し 、 こ の 事実 を 認め る こと は 、 進化 論者 の 独断 的 
な 哲学 と 往 念 に 完全 に 反論 する こと と な る 。 その 結 炒 彼ら 
は 、 真 の 人 類 で ある ホモ エレ クト ゥ ス を 半 猿 生物 と 仕立 て 
上 げ よ 2 うと し た 。 ホモ エレ クト ゥ ス の 復元 に あたっ て は 、 故意 
に 類 人 猿 の 特徴 を 描い た 。 そし て その 一 方 で 、 アウ スト ラロ 
ビ テ クス や ホモ ハブ リス な どの サル は 、 人 に 近く な る よう に 心がけ 
た 。 彼ら は この 手法 を 使い 、 サ ル と 人 間 を “近似 "させ 、 種 韻 に 
存在 する 溝 を 埋め よう と し た の で ある 。 


ネ ア ン テ ルター ル 人 


ネアンデルタール 人 は 10 万 年 前 の 欧州 に 突然 姿 を 
現し 、3 万 5 千年 前 まで に は 消失 、 ま た は 、 他 種 と 同化 し 
た 人 間 で ある 。 今日 の 人 間 と の 唯一 の 相違 点 は 彼ら の 
持つ 頑丈 な 骨格 と 、 や や 大 きい 頭蓋 容量 だ け だ 。 
の 2 の クコ ラク レル ANN UDG 
ほぼ 誰 も が 認め る 事実 で ある 。 進化 論者 は 彼ら を “原始 種 " に 
まく し あげ よう と 必死 に 試み た が 、 全 研 究 結果 が 、 ネアンデルタール 
よ 、 現代 で 言う "が た い の 良 い " 人 間 に 過 ぎ な いと 示唆 し た 。 この 問題 に 
2 な 権威 で や る ニュ ー メ キシ ご 州立 大 学 の エリ ッ ク ・ ト リン カス (Brik 
則 KaleaS 二 の の DUG2SI CU の 
ネ ア ン ダ ー タ ル 人 と 現代 の 人 間 の さま ざま な 骨格 比較 は 、 ネ アン ダー タル 
人 の 運動 神経 、 操 作 能力 、 知 的 能力 、 言 語 能 力 な どの 全 の 身体 構 
偽者 の マス ク : 今 日 の 人 間 と 変わ ら な い に も 関わ ら 
ず 、 進 化 論者 は 未だ に ネ ア ン ダ ー サ ル 人 は 猿人 だ 
と 主張 し て いる 。 Te 
ョ 
_ 理 


ま に 








ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


ネ ア ン タ ダー サル 人 : 強 健 な 人 間 




















左 に 見 られ る の は イス ラ エ ル で 発 
見 され た ホモ サビ エン スネ アン デ 
ルター レン シス の 化石 、Amud1 で あ 
る 。 ネ ア ン ダ ー サ ル の 男 は 一 般 的 
に 強健 で 、 背 が 小さ いと 言わ れ て 
いた 。 し か し 、 こ の 化石 の 持ち 主 の 
身長 は 180 セ ンチ あっ た と 推測 され 
た 。 彼 の 頭蓋 容量 は 今 ま で の も の 
で 一 番 大 きか っ た 1740cc。 これ ら 
の こと か ら 、 こ の 化石 は ネ ア ン ダ ー 
サル 人 が 原始 種 で あっ た と いう 主 
張 を 完全 に 打ち 下す 重要 証拠 の 
1 つと な っ た の で ある 。 





アド ナン ・ オ クタ ー ル と 基 


造 が 、 現 代 の 人 間 に 劣 ちら な いこ と を 証明 し た 。9/ 

現代 の 研究 者 の 多く は 、 ネアンデルタール 人 を 現代 の 人 間 の 一 種 、“ ホ モ サ ビエ ンス ネアンデルタール 人 "と し 
て 定義 し て いる 。 研究 結果 に より 、 ネアンデルタール 人 が 死者 を 埋葬 し 、 楽器 も 作り 、 同時 期 に 存在 し た ホモ サビ エ 
ンス サビ エン ス と 文化 的 類似 点 が あっ た こと が 判明 し た 。 正確 に 言え ば 、 ネアンデルタール 人 は 、 時 と 共に 絶滅 し 
た “が た い の 良 い " 人 間 に 過 ぎ な い の で ある 。 


ホモ サ ビエ ンス アー ケイ ッ ク 、 ホモ ハイ ル テ ル ベル シェ ネ シ ス 、 と クロ マニ オン 人 


連 空 進化 論 構 想 に よる と 、 現代 の 人 間 の 直前 形 が アー ケイ ッ ク ホ モ サ ビエ ンス で ある 。 進化 論者 が これ ら の 化 
石 に つい て 言及 で きる こと は 限ら れ て いる 。 な ぜ な ら こ れ ら の 化石 と 現代 の 人 間 に は 微 差 し か な いか ら で あ る 。 研究 
者 の 中 に は この 種 の 典型 は 現代 に も 存在 する と 主張 し 、 そ の 例 と し て オー スト ラリ ア 先 住民 を 挙げ て いる 。 ホモ サビ 
エン ス ( ア ー ケ イッ ク ) 同 様 、 ナ オー スト ラリ ア 先 住民 も 、 厚く 突出 し た 眉 骨 と 若干 小さ な 頭蓋 容量 を 持っ て いる 。 

進化 論者 の 文献 で ホモ ハイ ル デ ル ベル ジェ ネ シ ス と 分 類 さ れる 種 は 、 実際 に は アー ケイ ッ ク ホ モ サ ビエ ンス と 同 
類 で ある 。 同じ 人 種 に 、 2 つの 異な る 専門 名 称 が 付け られ た の は 、 進化論 者 内 の 意見 の 相違 に 起因 する 。 ホモ ハイ 
ル デ ル ベル ジェ ネ シ ス と 分 類 さ れ た 化石 を 見 る と 、 今日 の ヨー ロッ パ 人 の 身体 構造 に 非常 に 類似 し た 人 間 が 、50 万 
年 か ら 74 万 年 前 に 存在 し た こと が 読み 取れ る 。 また それ は 、 まず は イギリス に 生息 し 、 次 に スペ イン へ と 移っ て いっ 
7 

クロ マニ オン 人 は 3 万 年 前 に 生 忠 し た と 想定 され 、 円 蓋 上 の 頭蓋 と 、 広い 額 を 持っ て いる 。 その 頭蓋 容量 は 
1.600cc で あり 、 現代 の 人 間 の 平均 頭蓋 容 1 頭蓋 骨 に は 、 ネ ア ン ダ ー タ ル 人 と ホモ エレ クト ッ ス 同様 に 、 厚 

い 眉 骨 と 骨 張 っ た 突出 が 見 られ る 。 

クロ マニ オン 人 は イギリス 人 系 統 だ と 考察 され て いる が 、 その 頭蓋 構成 と 容量 は 、 ア フリ カ や 熱帯 地方 に 住む 人 
種 の も の と 類似 し て いる 。 この 類似 を 信じ れ ば 、 ク ロマ ニオ ン 人 は アー ケイ ッ ク ア フリ カ 人 だ っ た 可能 性 が 生ま れる 。 
他 の 古人 類 学 研究 結果 で は 、 ク ロマ ニオ ン 人 と ネ ア ン ダ ー タ ル 人 は 今日 の 人 種 の 土台 と な る 混合 種 で ご わっ た と 報告 
する も の も ある 。 

まとめ る と 、 こ れ ら の どれ も が “原始 種 '" で は な い の で ある 。 彼ら は 昔 を 生き た 異な る 人 種 に 過ぎ ず 、 他 の 種 と 同 
化 か 混合 、 また は 絶滅 し て 歴史 か ら 消 えた と 考え られ る 。 


祖先 と 同時 代 を 生き る 種 


ここ まで に 我々 が 行っ た 調査 に よっ て “人 類 進 化 " シ ナリ オ は 完全 な フィ クシ ョ ン で ある と いう 事 実 が 鮮明 化し た 。 
その よう な 系 図 が 存在 する に は 、 サ ル か ら 人 間 へ の 段階 的 変化 が 起き た は ず だ が 、 その よう な 事実 は 化石 記録 に 
は 存在 せ ず 、 実際 に サル と 人 間 の 間 に は 大 き な 違 い が あ る 。 身体 構造 、 頭蓋 容量 、 直立 歩行 や 直角 な 前 傾 姿 勢 な 
どの 要素 が ヒト と サル を 区 別 す る 。 (1994 年 に 行わ れ た 内 耳 研 究 に よっ て 、 ア ウス トラ ロビ テク ス と ホモ ハブ リス が サル 
に 、 ホ モエ レク トゥス が 人 類 に 分 類 し な お され た こと に つい て は 既に 言及 し た 。 ) 

祖先 と 子 係 の 関係 に ある 異な る 種 が 実際 に は 同時 代 に 生息 し た こと か ら 、 こ の 系 図 関係 が 事実 で は な い 事 も 証 
明 さ れ た 。 進化 論者 が 主張 する よう に 、 仮に アウ スト ラロ ビ テ クス が ホモ ハブ リス に 進化 し 、 そ の 後 ホ モエ レク トゥ ス に 
な っ た と 推測 する に は 、 互い の 生息 時 期 が 順 を 追う 2 こと が 前 提 で ある 。 し か し 、 その よう な 順列 は 化石 記録 に は 見 つ 
か っ て いな い 、。 

進化 論者 の 予想 に よる と アウ スト ラロ ビデ テク ス は 400 万 年 前 か ら 100 万 年 前 に 存在 し た 。 ホモ ハブ リス と 呼ば れ て 
る 生物 は 、170 万 年 前 か ら 190 万 年 前 まで 存在 し た と 考え ら て いる 。 ホモ ハブ リス より “発達 し て いる "と 推測 され た ホ 
モル ドル フェ ン シ ス は 、 250 万 年 前 か ら 280 万 年 前 に 存在 し た の だ ! これ は 、 ホ モハ ブリ ス を “祖先 ” に も つ ホ モル ドル 
フェ ン シ ス が 、 実 際 に は ホモ ハブ リス より 100 万 年 も 前 に 存在 し た こと を 示し て いる 。 一 方 で 、 ホモ エレ クト ゥ ッ ス の 時 代 
は 160 て 180 万 年 前 で あり 、 それ は 、 “祖先 ” と いわ れ て いる ホモ ハブ リス と ホモ エレ クト ゥ ス が 同時 期 に 存在 し て いた 
= で ダン ド し てい の 。 

メ タン バア ツ オー か 一 (AN Walke0 ほ 、 東 ア ノリ (に は き 、 ア レク スト ラロ ピ テ クス の 一 導 の か の 、 小 ハン リス と ボキ エレ ノ 


創 造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


2 万 6 千年 前 の 針 : 


ネ ア ン ダ ー サ ル に 服飾 能 
力 が あっ た こと を 示唆 す 
る 興味 深い 化石 :2 万 6 千 
年 前 の 針 。(D. Johanson, 
B. Edgar, From Lucy to 
Language, D.99) 





トゥ ス と 同時 期 に 存在 し て いた 証拠 が ある "と 述べ WP め た 。 899 レイ スリ ー キ ー(Louis Leekeyy は 、 タ ン ザ 
ニア 、 オ ルド ッ ヴ ァ イ 峡 谷地 域 に ある BedIll 地 層 で 、 ほ ば ぼ 隣 同士 に 並ぶ アウ スト ラロ ビデ テク ス 、 ホモ ハブ リス 、 ホモ エレ 
クト ゥ ス の 化石 を 発見 し た 。 9 

これ は 人 類 系 図 に あて は ま ら な い 。 ハー バー ド 大 学 の 人 類 学 者 で 、 同時 に 進化 論者 で も ある ステ ファ ン ・ ジ ェ イ 
・ グ ー ル ド (Stephen Jay Gould は 、 こ の 危機 を この よう に 説明 し た 。 

仮に 、 明 ら か に 異な る 3 つの ヒト 科 の 種族 (アフ リカ ン ヌ ス 、 が た い の 良 い ア ウス トラ ロビ ピ テ クス 、 ホ モハ ブリ ス ) が 共存 

し て いて 、 互 いか ら の 進化 形跡 が か ない ので あれ ば 、 我 々 の 理論 は どこ へ 行っ て し まう の だ ろう 。30 

ホモ エレ クト ゥ ス か ら 次 の ホモ サビ エン ス に 目 を 向け て も 、 そこ に も また 、 系 図 が 存在 し な いこ と に 気付 か され る 。 
ホモ エレ クト ゥ ス と アー ケイ ッ ク ホ モ サ ビエ ンス の 両方 が 、 2 万 7 千年 前 か ら 1 万 年 前 あたり まで 存在 し て いた 証拠 が あ 
る の だ 。 オー スト ラリ ア に ある カウ スワ ンプ で は 、 約 1 万 3 千年 前 の ホモ エレ クト ッ ス の 頭蓋 朋 と 思わ れる も の が 発見 さ 
れ て いる 。 そし て ジャ ワ 島 で は 、 2 万 7 千年 前 の ホモ エレ クト ゥ ッ ス の 遺骨 が 発見 され て いる の だ 。 ?1 


ホホ モ サ ビエ ンス の 隠れ た 歴史 


進化 論 に お ける 人 類 系 図 の 根本 を 考 す 、 最 も 興味 深く 重大 な 事実 は 、 現代 の 人 間 が 持つ 、 予想 外 な 歴史 で あ 
る 。 0 こよ る と 、 我々 に そっ くり な ホモ サビ エン ス は 100 万 年 前 当たり まで 存在 し た 。 
一 発見 者 は 、 著 名 な 進化 論 古 人 類 学者 の / ル レイ ス ・ リ ー キ ー(Louis Leekey) だ っ た 。 リー キー は 、 ケ ニア の ゾ ヴィ イク 
| に 生生 に お いて 、 今 日 の 人 間 に 酷 似 し 、 中 期 更新 世 時 代 に 属す る こと が 推測 され る 化石 を 
発見 し た 。 ?2 し か し 中 期 更 新 世 は 今 か ら 100 万 年 も 前 で あり 、 こ の 発見 が 人 類 系 図 を 根本 的 に 破綻 さす せる こと か ら 、 
人 人 類 学者 の 中 に は 目 を 上 岩 る 者 も いた 。 し か し リー キー は 、 こ の 推測 の 交 当 性 を 主張 し 続け た 。 
の 議論 が 宮 れ 去れ か けた 頃 の 1995 年 、 ス ペイ ン に お いて 、 ホ モ サ ビエ ンス が 推測 年 齢 より 大 分 音 の も の で あ 
の と を 異例 の 形 で で 証明 する 化石 が 発見 され た 。 この 間 題 の 化 右 は 、 ス ペイ ン 、 ア タプ ルカ 地域 に ある グラ ンド リー 
ナ と い 2 う 洞 窒 で 発掘 され た 。 現代 の 人 間 に そ っ くり な 11 歳 協 子 の 顔面 化石 だ っ た が 、 死後 80 万 年 も 経っ て いる も の 
だ っ た の だ 。 この 件 は 、1997 年 12 月 発刊 の 雑誌 「Discover』 で 特集 され た 。 
化石 は 、 グ ラン ドリ ー ナ 発掘 を 主導 し た ホアン ッッ ル イス ・ ア ルス アガ ・ フ ェ レ ラス (Juan Luis Arsuaga Ferreras) の 信 
令 を や 賑 振 さ せ た 。 
匠 々 は 大 きく 、 巨 大 で 、 想 像 を 絶する 原始 的 な 発見 を 求め て いた 。80 万 歳 の 男子 へ の 期待 は 、 ト ウル カナ ボー イ へ の 
期待 と 似 て いた 。 し か し 、 我 々 が 目 に し た も の は 、 近 代 的 な 顔つき だ っ た の だ … こ れ は 私 に と っ て みれ ば 願っ て も みな 
いこ と だ っ た 。 全く 予想 た に し な いも の 発見 すれ ば 誰 で も 岩 振 す る 。 化 石 発掘 の こと を 言っ て いる の で は な い 、。 勿 論 
化石 発掘 も 未知 数 だ と 言え る 。 現代 に し か 存在 し な いと 信じ て いた も の を 、 過 去 に 見 つけ る こと こそ 、 華 々 し いこ と は 
な い 。 そ れ は … テ ー プ レコ ー ダ ー を グラ ンド リー ナ で 見 つけ る よう な 感覚 だ 。 そ ん な こと が あっ た ら 誰 で も 驚 情 する だ 


だ ドラ ンク クー ル 


進化 論文 献 の 中 で の 人 気 の あ る 雑誌 『Discover』 の 表紙 を 80 万 年 前 の 人 間 の 顔 が 
飾り “この 顔 は 我々 の 祖先 か ?” と 疑問 が 書か れ て いた 。 
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ろう 。 更新 世 末 期 に カセ ッ ト や テー ブ が 存在 し た と は 予想 し な い 。80 万 年 前 に 
存在 し た 近代 的 な 顔 を 見 つけ る の も 、 同 じ 感 覚 だ 。 そ れ を 見 た 時 、 我 々 は 区 き 
を 隠せ な か っ た 。23 

この 化石 の 発掘 は 、 ホ モ サ ビエ ンス の 歴史 が 80 万 年 前 に さか の ぼら な 
けれ ば いけ な い 事 実 を 強調 し た 。 初期 ショ ッ ク か ら の 回 復 後 、 化 石 を 発掘 し 
た 進化 論者 た ち は 、 進化 系 図 上 は 80 万 年 前 に は 存在 し な い ホ モ サ ビエ ン 
ス を 育 定 すべ く 、 そ れ が 異種 に 属す る と 判断 し た 。 その 結果 彼ら は 、“ ホ モ 
アン テモ セッ サー“" と いう 人 梨 空 の 新種 を 作り 上 げ 、 そ の 分 類 の 中 に アタ ブル カ 


上 L0 け 半 久 | 遇 





頭 善 骨 を 含ん だ 。 
17 万 年 前 の 小屋 


ホモ サビ エン ス が 80 万 年 前 以前 か ら 存 在 し た と いう 発見 は 沢山 見 つか 
っ て いる 。 その 1 つが 1970 年 代 に ルレ イス リー キー(Louis Leakey) に よっ て 発見 され た オル ドゥ ッ ヴァ イ 峡 谷 の 例 で ある 。 そ 
の BedII 地 層 の 中 に は アウ スト ラロ ピ テ クス 、 ホ モハ ブリ ス 、 ホ モエ レク トゥ ス の 全て が 共存 し た 形跡 が 見 つか っ た 。 更に 
興味 深い の は リー キー が 同じ 地層 で 見 つけ た 建築 物 で ある 。 彼 は 、 石 小屋 の 残骸 を 見 つけ た の だ 。 注目 すべ き は 、 現 
在 で も アフ リカ の 一 部 で 見 られ る この 建築 物 が 、 ホ モ サ ビエ ンス に し か 作ら れ な いと いう こと だ ! 従っ て 、 リ ー キ ー の 発 
見 を まとめ る と 、 アウ スト ラロ ピ テ クス 、 ホモ ハブ リス 、 ホモ エレ クト ゥ ス と 今日 の 人 間 は 、 約 170 万 年 前 か ら 共 存 し て いる こ 
と に な る 。 この 発見 が 、 人 類 が アウ スト ラロ ビ テ クス な どの 猿人 か ら 進 化し た と いう 理論 を 完全 に 打ち 下す は ず だ 。 


360 万 年 前 に 存在 し た 、 今 日 の 人 間 の 足跡 ! 


いく つか の 発見 に より 、 今 日 の 人 間 の 起源 が 170 万 年 前 に 遡る こと が 明らか に な っ て いる 。 これ ら の 1 つ に は 、 
1997 年 に メリ ー・ リ ー キ ー(Mary Leakeyy が タン ザ ニ ア の レト リ イ で 発見 し た 足跡 が ある 。 これ ら の 足跡 は 、360 万 年 前 の 
も の と 推定 され る 地層 の 中 か ら 発 見 され 、 更 に 注目 すべ き は 、 こ の 足跡 が 現代 の 人 間 と 全く 同じ 形 を し て いた と いう こと 
で ある 。 

メリ ー・ リ ー キ ー が 発見 し た 足跡 は 、 後 に 、 ド ナル ド ・ ジ ョ ン ソ ン (Donald Johnson) や ティ ム ・ ホ ワイ ト (Tim White) を 含 
むむ 多く の 古 人 類 学者 権威 に よっ て 検証 され た 。 結果 は 勿論 同じ で あり 、 ホワ イト は この よう に 記録 し た 。 

紛れ も な い 事 実 だ た … こ れ ら は 現代 の 人 間 の 足跡 と 類似 し て いる 。 カ リフ ォ ル ニア に ある ビー チ に 同じ 足跡 を つけ 、4 歳 児 

に それ を 何かと 問 え ば 、 そ の 子供 は 迷わ ず に 誰か の 足跡 だ た と いう だ ろう 。 その子 が 、 こ の 足跡 と 他 の いく つも の 足跡 と の 

区 別 が つか な いよ うに 、 君 に も ぎっ と 見 分 けが つか な い だ ろ う 。2 

足跡 の 検証 後 、 ハ ノー スキ ャ ロラ イナ 州立 大 学 の ルレ イス ・ ロ ビン ズ (Louis Robbins) は 以下 の コメ ント を 残し た 。 

土踏まず は 大 きい 一 私 より 小さ な 人 間 の 土踏まず は 、 私 の も の より 大 きか っ た 一 親指 は 人 

差し 指 と 並び ひ … 足 指 は 人 間 の 足 指 の よう に 地 を 歩く ーー この 形 は 他 の 動物 に は 見 られ な い 。 

96 

足跡 の 形態 学 的 形 の 検証 は 生息 時 期 を 証明 する と 同時 に 、 そ れ ら が 現代 の 人 間 ( ホ モ 
セ ビ ア ン ) の 足跡 だ と 認 め ざ る を 得 な い 結 果 を 出し た 。 検証 を 行っ た 一 人 の ラッ セル ・ タ トル ルレ 
(Russel Tuttley は この よう に 記述 し て た 。 

小さ な 裸足 の ホモ セ ビ アン が 作っ た と も 考え られ る … し か し 確認 可能 な 形態 的 特長 見 る ww 

り 、 = 者 は 現代 司 じ だ と いえ る だ ろう 。927 時 

限り 、 そ の 足跡 を 残し た 者 は 現代 の 人 間 と 同じ だ と いえ る だ ろう YR 

公平 な 検証 が その 足跡 の 真 の 持ち 主 を 明らか に し た の だ 。 実際 に は 、 化 石化 され た 屋 は 現在 の アフ リカ 人 が 
10 歳 児 の 足跡 が 20 個 と 、27 個 の より 若い 子供 の 足跡 が 見 つか っ て いた 。 彼ら は 明らか に 我 使う も の に 似 て いた 。 





創造 の アト ラス 


レト リ イ 足 跡 は 今日 の 
人 間 の 足跡 と 同じ だ っ 
た が 、 何 百 万 年 も 前 の 
も の だ っ た 。 





230 万 年 前 の 人 間 の 下 額 骨 


進化 論者 に よっ て 提唱 され た 
朱 空 の 系 図 を 無効 に する も う 
1 つの 一 例 :230 万 年 前 の 人 間 
の 下 頼 骨 。A.L.666-1 と 名 づけ 
られ た この 下 吾 骨 は エチ オビ ピ 
ア の ハ ダ ー ル で 発掘 され た 。 
進化 論者 の 文献 で は 、 こ れ 
を "衝撃 的 な 発見 ' と し て 言い 
逃れ を し て いる 。 


(D. Johanson, B. Edgar, From 
Lucy to Language, D.169) 





々 と 同様 の 人 間 だ っ た の だ 。 
この 結果 か ら 、 レト リ イ 足 跡 は 何 年 に も 渡っ て 議論 の 的 に な っ た 。 進化 論 古 人 類 学 者 は 、 まる で 彼ら が 現代 の 
人 間 が 360 万 年 前 に 存在 し た 事実 を 受け 入れ られ な いか の よう に 必死 に 説明 を 試み た 。 そし て 1990 年 代 に 次 の “ 説 
明 " が 形 を 帯び 始め た 。 360 万 年 前 に ヒト 科 は 生存 し 得 な か っ た た め 、 こ れ ら は アウ スト ラロ ビデ テク ス の 足跡 で ある と 。 
し か し 、 ラ ッ セ ル ・H・ タ トル (Russel H. Tuttle) は 1990 年 の 論文 に 次 の よう (に 残し た 。 
レト リ イ の G サ イト で 発見 され た 350 年 万 年 前 の 足跡 は 、 習 慣 的 に 裸足 を 好む 、 現 代 の 人 間 の も の で ある こと を 示し 
て いる 。 足跡 の 特徴 の どれ も が 、 彼 ら が 我々 に 劣ら な い 二 足 歩行 能力 を 持っ た ヒト 科 で ある こと を 物語 っ て いる 。 も し 
G 足 跡 が 昔 の 物 だ と いわ れ な か っ た ら 、 我 々 は 当然 の 如く この 足跡 が 私 た ちの 種 で ある ヒト 科 (homo) に つけ られ た 
も の だ と 言う だ ろう 。 いずれ に し て も 、 こ の 足跡 が か ルー シー の よう な アウ スト ラロ ビ テ クス アフ ァ レ ン シ ス の も の だ と い 
う 信 滞 性 の な い 仮説 は 捨て た ほう が いい 。329 


簡単 に 言え ば 、 こ れ ら の 足跡 は 360 万 年 前 の も の で 、 アウ スト ラロ ビデ テク ス に 属す る も の で は な い の だ 。 この 足跡 
が デア ウス トラ ロビ テク ス の 一 種 だ と 考え られ た 唯一 の 理由 は 、 こ の 足跡 が 発見 され た 火山 層 が 、360 万 年 前 の も の だ 
っ た か ら だ 。 これ が アウ スト ラロ ビ テ クス の も の で ある と いう 2 推測 は 、 そ の 時 代 に 人 間 が 生 忠 し た は ず が な いと いう 信 
令 か ら 生 まれ た も の に 過ぎ な い 。 

これ ら の レト リ イ 足 跡 に 関す る 解釈 は 重要 な 事実 を 意味 し て いる 。 進化 論者 は 科学 的 所 見 を 無視 し て 、 自身 の 

論 を 支持 する 。 進化 論 は 、 そ の 理論 の 存在 を 無視 、 ま た は 、 ゆがめ る 危険 性 を 持つ 研究 結果 を 全て 無視 し 、 何 が 
de 件 に 弁護 され て きた 理論 な の で ある 。 

まとめ る と 、 進化 論 は 科学 で は な く 、 科学 を 無視 し な が ら 揚 げ ら れ て いる 定説 に 過ぎ な い 。 


進化 に お ける 二 足 歩行 の 難局 


今 ま で に 扱っ て きた 化石 記録 だ け で は な く 、 サル と 人 間 の 歴然 と し た 身体 構造 差 も また 、 人 類 進 化 理論 を 無効 
に する 。 歩行 習慣 も その 内 の 1 つ で ある 。 
人 間 は 二 足 の 直立 状態 で 歩く 。 この 形 は 他 の 路 乳 類 に は 見 られ な い 特 別 な 移動 方 法 で ある 。 一 部 の 動物 に 
PPM その 場合 は 、 限ら れ た 運動 力 し か 持た な い 。 クマ や サル は 、 餌 に 手 の 伸 MK 
合 な どの ご く 限 られ た 状況 下 で 、 ほ ん の 一 瞬 こ の 形 を 見 せる が 、 通常 、 彼 ら の 骨格 は 前 か が み で 四 足 歩行 で あ 
で は 、 進化 論者 の 論じ る よう に 、 二 足 歩行 は 、 サ ル の 四 足 歩行 か ら 進 化し た 結果 な の だ ろう か ? 
と ん で も な い 、。 二 足 歩行 が 進化 の 結果 で は な いこ と 、 また その よう な こと は 不可 能 で ある こと は 調査 に よっ て 明 ら 


創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


か に な っ て いる 。 まず 初め に 、 二 足 歩行 は 有利 な 進化 で は な い 。 人 間 の 二 足 歩行 より 、 サル の 
移動 方 法 の 方 が 、 よ り 簡 単 で 、 速く 、 効率 的 に 動け る 。 人 間 は 、 チ ン パ ンジ ー の よう に 落ち る mp 
こと な く 木 か ら 木 へ 飛ぶ こと も で き な い し 、 チ ー タ ー の よう に 、 時 速 125 キ ロ で 走る こと も で き な [ 
い 。 反対 に 、 二 足 方 向 で 歩く 人 間 は 、 ゆっ くり と 地面 を 歩く 。 従っ て 、 人 間 は 、 動き と 防御 と い 労 必 
う 面 で は 、 自然 界 に お いて 一 番 無防備 の 動物 で ある 。 リリ 人 失 の 5 
論理 に 従え ば 、 サ ル が 二 足 歩行 へ 進化 し た は ず は な く 、 逆 に 、 人 間 が 四 足 歩行 動物 に 進 
人 UM NGI 

進化 論 に お ける も う 1 つ の 難局 は 、 二 足 歩行 が ダー ウィ ニズム の 主張 する "段階 的 まず 
発達 ” モ デル を 満た さ な い こと だ 。 進化 論 の 土 如 と な っ て いる この モデ ル は 、 二 足 歩 
行 と 四 足 歩行 の 間 に “ 復 合 型 " を 必要 と する 。 し か し 、 1996 年 に 行なわ れ た 電子 調査 を 

元 に 、 そ の よう な “複合 型 " は 存在 し えな いと イギリス 古人 類 学 者 の ロビ ン ・ ク ロン プ ト ン 

(Robin "者 彼 は 、 生物 は 直立 歩行 か 四 足 歩行 で し か 歩け な いと いう 
結論 に 達し た 。 % 半 二 足 歩行 に は 慕 大 な エネ ルギー が 必要 と な り 、 進化 論 の 言う 移行 型 
と な る この 歩行 方 法 は 存 1 

人 間 と サル に 存在 する 膨大 な 差 は 二 足 歩行 だ け で は な い 。 脳 容量 、 言 語 能 力 な 
ど 、 未 だ に 解明 され な い 問 題 は 沢山 残っ て いる 。 進化 論 古人 類 学 者 の エレ イン ・ 郵 
モル ガン (Elaine Morgan) は 、 次 の よう に 告白 を し て いる 。 

人 間 の 持つ 4 つの 大 き な 謎 は 、 な ぜ 二 足 歩 行 を する の か ? な ぜ 毛 を 失っ た の か ? 

な ぜ こ の よう に 大 きく 脳 が 発達 し た の か ? そ し て な ぜ 話 せる よう に な っ た の か ? で 

ある 。 





これ ら 全て の 疑問 に 対す る 一 般 的 な 回 答 は まだ な い 。 そ し て わか ら な いま ま の 謎 ば か り 
の 中 で 、 こ うし た 謎 が より 一 層 増 えて いく か も し れ な い 。!00 


進化 : 非 科学 的 信念 


ソリ ー・ ズ ッ カ ー マ ン (Solly Zuckeman は 英国 で 最も 有名 で 評価 の 高い 科学 者 の 一 
人 で ある 。 彼 は 、 長 年 に 渡り 化石 を 研究 し 、 多く の 詳細 な 調査 を 行なっ て きた 。 科学 へ の 
貢献 を 称 され て 位 も 与え られ た 進化 論者 で ある 。 これ だ け 認 め ら れ て いる 彼 の 進化 に 
関す る 意見 は 、 無 知 や 偏見 と みな すべ き で は な い 。 長年 に 渡り 、 人 類 進化 シナ リオ に 千 の 調査 の 結 生 に よっ て 、 由 和 


2 、 間 昌 RE 
基づい て 化石 研 先 を し て きた に も 関わ ら ず 、 彼 は 人 類 系 図 は 存在 し な いと いう 結論 に ー 足 歩行 の 人 間 の 骨格 構造 に 
MY だ つろ た の だ 。 


本 と は 不可 能 だ と いう こ 
また 、 ズ ッ カ ー マ ン は 、 科学 的 な も の か ら 非 科学 的 も の まで を 幅広 く 扱 う 新 た な “ 科 _ と が 明らか に な っ た 。 
学 の 領域 "と いう 興味 深い 概念 を 提案 し た 。 ズッカ ー マ ン に よる と 、 具体 的 な デー タ に 
基づく 最も “科学 的 "な 領域 は 、 化学 と 物理 学 で ある 。 その 後に 、 生物 化学 、 社 会 科学 と 続く 。 領域 の 一 番 端 で 、 最 
も " 非 科 学 的 "に 相当 する の が テレ パシ ー、“ 第 六 感 "な ど に あたる “ 超 能 力 " で あり 、“ 人 類 の 進化 "も そこ に 含ま れ 
る 。 ズッカ ー マ ン は 彼 の 推論 を 以下 の よう に 説明 し て いる 。 
完全 に 予測 不可 能 な 客観 的 事実 を 、 超 感覚 的 知覚 、 人 類 の 化石 歴史 解釈 の よう な 推定 され る 生物 化学 領域 と し て 扱 
えば 、 何 事 も 解釈 可能 で ある 。 熱 狂信 者 が 幾つ も の 相反 する 考え を 同時 に 信じ て し まう こと と 同じ で ある 。 !01 
人 類 の 起源 に 関す る 重要 な 文献 『Discovering Archeology』 の 編集 者 で ある ロバ ー ト ・ ロ ッ ク (Robert Locke) は 
その 中 で "人類 の 祖先 の 調査 は 、 希望 で は な く 絶 望 を 生む "と 述べ 、 著 名 進化 古人 類 学 者 で ある ティ ム ・ ホ ワイ ト 
(Tim White) の 告白 を 引用 し た 。 
我々 は 皆 未 解決 な 間 題 に 対す る " 昔 立 ちの 気持 ち を 陣 せ な い 。 !92 


ロッ ク の 論文 は 、 人 類 の 起源 に 関す る 進化 論 の 行き 詰まり と 、 そ れ に 関す る 事実 無根 な 主張 に つい て 次 の よう 
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に 書評 し て いる 。 
科学 界 の 中 で 人 類 の 起源 ほど に 異論 の 多い 調査 は な いか も し れ な い 。 優 秀 な 古人 類 学者 は 人 類 系 図 の 基本 概要 に 
すら 反対 し て いる 。 新 た な 発掘 化石 に よっ て 消滅 す る だ け な の に 想定 され た 新種 が 意気 揚々 と 誕生 する 。!93 

この 事実 は 名 の 知れ た 雑誌 『Nature」 の 編集 者 で ある へ ヘン リー・ ジ ー(Henry Gee) に よっ て も 認め られ た 。 1999 年 
本 Search of Deep Time』 で 役 は 、 NR n 体 が 存在 し た 1000 万 年 て 500 万 年 は 小さ な 

目 に 和信 れ る こと が で きる "と 述べ た 。 人 類 の 起源 と 発達 に 関す る 従来 の 理論 は 、“ 事 実 を 元 に 、 人 間 の 偏見 に 合わ せ 

人 な 創案 に 過ぎ な い " と まとめ 、 以下 の よう に 付け 加え た 。 
化石 を 一 列 に 並べ 、 そ れ が 種族 を 意味 する と いう 主張 は 検証 可能 な 科学 的 仮説 で は な い 。 し か し 、 話 を 盛り 上 げ る こ 

と は で きる 。 そ れ は 、 教 育 的 か も し れ な い が 、 科 学 的 で は な い 、。 !94 

で は この 定説 の 何 が 、 科学 者 た ち を そこ まで も 上 光 了 する の だ ろう ? 無数 の 論争 と 彼ら の 発見 し た 証拠 を 放棄 す 

る こと に な っ て まで 、 彼ら は 何故 進化 論 を 存続 さす せよ うと する の だ ろう ? 
それ は 、 進化 論 を 断念 する 局面 が 訪れ た 際 に 彼ら が 直面 する 真実 を 如 れ て いる か ら で し か な い 。 彼ら の 持つ 
前 提 と 彼ら の 信じ る 唯物 論 的 哲学 か ら 考 える と 進化 論者 に は 創造 は 受け 入れ ら 

れ な い 概 念 な の で ある 。 

その 考え が 理由 と な り 、 彼ら は 自身 を 騙し 、 メ ディ ア の 協力 を 
世界 を も 騙す 。 妥当 な 化石 が 見 つか ら な い 場 合 
こ は 、 彼 ら は 架空 描画 、 ま た は 偽り の モデ ル な ど 
92 造 ~ し 、 進化 を 裏付け る 化石 が あたかも 存在 
する か の よう な 印象 を 与え よう と する 。 その 世間 的 見 
地 に 共感 する マス メデ ィ ア の 一 部 も 、 大 衆 を 騙し 、 人 

々 の 潜在 意識 に 進化 論 を 植え つけ よう と し て いる 。 

し か し 、 彼ら が どれ だ け 一 生 懸 命 に 努力 し て も 、 真実 
は 変わ ら な い 。 人 間 は 進化 プロ セス を 経て 誕生 し た の で は 
な く 、 神 の 創造 と し て 誕生 し た の だ 。 従っ て 、 責任 の 所 存 は 、 神 
に ある 。 


は 人 類 進化 の 謎 に 科学 的 根拠 は 存在 し な 
い 。 こ れ ら の 説明 は 、 進 化 論者 の 保 
he 。 空 で 希望 に 満ち た 考え の 表明 以 


外 に は 、 何 の 意味 も 持た 
US 
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第 10 章 


分 子 進化 の 袋小路 


本 書 前 草 で は 、 化石 記録 が な ぜ 進 化 論 の 説得 力 を 弱め る の か を 説明 し た 。 実際 は 、 化 石 を 証拠 と し て 反論 
る ずっ と 前 に 進化 論 は 崩壊 し て いた た め 、 わざわざ 化石 記録 と 進化 論 を 関連 付け る 必要 は な い の だ が 、 地球 上 に 
生命 体 が どの よう に 誕生 し た の か と いう 質問 は 、 進化 論 を 根本 か ら 無 意味 な も の に する 。 

この 質問 に 対し 進化 論 は 、 生命 体 は 偶然 形成 され た 細胞 か ら は じ ま っ た と し て いる 。 進化 論 の シナ リオ で は 
400 万 年 前 に 生命 を 持た な いさ ま ざ ま な 化合 物 が 、 軍 電 や 大 気圧 が 影響 を 与え る 地球 上 の 原始 大 気 に て 何ら か の 
反応 を 起こ し 、 最初 の 生命 体 を 形成 し た と され て いる 。 

まず 第 一 に 、 無生物 が 混ざり 合っ て 生命 体 に 成る と いう 主張 は 、 過去 の どの よう な 経験 や 観察 で も 一 度 も 確認 
され た こと の な い 非 科学 的 な も の で ある 。 生命 体 は 生命 体 か ら の み 生 まれ る 。 1 つの 生体 細胞 は 、 他 の 生体 細胞 の 
復 製 に より 形成 され る 。 現代 の 高度 技術 を 持っ て し て も 、 無生物 を 混合 し 生体 細胞 の 形成 に 成功 し た 者 は 世界 中 
に 1 人 も いな い 。 

それ で も な お 進化 論 は 、 人 間 の 思考 力 、 知識 、 そ し て 技術 の 全て を 持っ て し て も 作り 出す こと の で き な い 生命 
体 が 地球 の 原始 状況 下 で 偶然 形成 され た と 主張 する 。 次 の ペー ジ で は 、 な ぜ こ の 主張 が 科学 の 一 番 の 基本 原理 
に 反し て いる の か 、 お よび その 理由 に つい て 説明 し よう 。 


~ 価 然 生 まれ た 細胞 "の 話 


も し あな た が 生命 体 が 偶然 誕生 し た と 信じ る の で あれ ば 、 次 に 紹介 する これ に 似 た よう な 話 も 無理 な く 信 じ ら れ 
る だ ろう 。 それ は 、 あ る 街 の 話 で ある 。 

ある 日 、 不毛 の 土地 で 、 岩 々 に 押し つぶ され た 粘土 の 塊 が 雨 で 濡れ て いる 。 濡れ た 粘土 は 、 太陽 が 昇る と 乾い 
て 台 度 を 増し 、 硬く て 耐久 性 の ある 構造 に な る 。 その 後 、 粘土 の 型 の 役割 も 果たし て いた 周辺 の 娠 々 が 何ら か の 形 
で 粉々 に 砕 か れ 、 そ の 拍子 に きち ん と し た 、 形 も 良く 、 強い レン ガ が 現れ る 。 レン ガ は 、 同じ 環境 下 で 他 の レン ガ が 
造ら れる の を 何 年 間 も 待 つ 。 何 百 、 何 千 の レン ガ が そこ に で きる まで 待つ の だ が 、 その間 、 最 初 に 出現 し た レン ガ に 
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ある 日 、 不 毛 の 土地 で 、 岩 々 に 押し つぶ され た 粘土 の 塊 が 、 雨 で 濡れ る 。 濡れ た 粘土 は 、 太 陽 が 昇る と 乾い て 強度 を 増し 、 硬 く て 耐久 性 の 
ある 構造 に な る 。 その 後 、 粘 土 の 型 の 役割 も 果たし て いた 周辺 の 岩 々 が 何ら か の 形 で 粉々 に 砕 か れ 、 そ の 拍子 に きち ん と し た 、 形 も 良く 、 
強い レン ガ が 現れ る 。 レン ガ は 、 同 じ 環 境 下 で 他 の レン ガ が 造ら れる の を 何 年 間 も 待つ 。 そし て 偶然 に より 、 最 初 に 出現 し た レン ガ は 傷ん 
/ だ り 壊れ た りす る こと が な い 。 
| ある 程度 の レン ガ が 造ら れる と 、 雨 や 嵐 、 ま た は 竜巻 な どの 自然 条件 の 助け を 借り 、 不 規則 に 横向 き に 互い に 重なり 合っ て 建物 と な る 。 そ 
の 一 方 で 、 セ メン ト や 土壌 が 「 自 然 の 状況 」 下 で 絶妙 な タイ ミン グ で 造ら れ 、 重なり 合っ た レン ガ の 間 を 埋め 、 レ ン ガ を 固定 する 。 これ ら が 起 
こっ て いる 間 、 鉄 鉱石 が 「 自 然 の 状況 」 下 で 地面 下 に 生ま れ 、 レ ン ガ の 建物 を 支え 
る 建物 の 基礎 と な る 。 そし て 最後 に 、 全 て の 資材 、 大 エエ 
事 、 接 続 工事 が 完全 に 行わ れ た 完全 な 建物 が 出来 上 
が る 。 生命 体 が 偶然 に より 生ま れ た と 主張 する 進化 
論 は 、 全 て の 運用 シス テム 、 通 信 、 交 通 、 管 理 シス テ 












ム が 自然 に 発生 し た と いう この 話 同様 に ば か 『 
げ て いる 。 細胞 は 建物 より も 複雑 な 1 


の だ か ら 。 
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は 傷 ひ と つつ か な い 。 何 千 年 に も わた り 、 風 、 雨 、 風 、 知 
熱 の 太陽 、 い て つく 寒さ に さら され て も 、 レ ン ガ に は 休 裂 
も 入ら ず 、 壊れ も せ ず 、 誰 か に 持ち 去ら れる こと も な 
同じ 場所 で 同じ よう に 他 の レン ガ が 造ら れる の を た だ ひび 
た すら に 待つ 。 

ある 程度 の レン ガ が 造ら れる と 、 雨 や 風 、 また は 竜 
本 な どの 自然 災害 に え られ る よう 、 レ ン ガ が 勝手 に 横 
向き に 互い に 重なり 合っ て 建物 と な る 。 その 王 Ii で JE 
メン ト や 土壌 が “ 目 然 の 状況 ” 下 で 絶妙 な タイ ミン グ : で 年 
まれ 、 重なり 合っ た レン ガ の 間 を 埋め 、 レ ン ガ を 固定 す 
る 。 また 、 同時 に 鉄鉱 石 が "自然 の 状況 トド ト で 地面 下 
生ま れ 、 レ ン ガ の 建物 を 支え る 建物 の 基礎 と な る 。 こう し 
て 建物 が 生ま れ 、 そ し で 長 仙 請 SeuidL 二 計 証 提 
事 、 接続 工事 が 完全 に 行わ れ た 完全 な 建物 が 出来 上 
が る 。 

も ちろ ん 、 こ の 建物 は 基礎 、 レン ガ 、 そ し て セメント 
だ け で 出来 て いる の で は な い 。 で は 、 建物 に 必要 な る そ 
の 他 の 資材 は どの よう に 得 ら れ た の か ? 人 答え は 簡単 で 
ある 。 建物 に 必要 な 全て の 資材 は 、 地 球 に 存在 し た 何 
ら か の 物体 か ら 自 然 に 生ま れ た 。 そし て 建物 が 完成 し 
た 時 点 で 、 ガ ラス 用 の シリ コン 、 電気 ケー ブル 用 の 鋼 、 
柱 ・ は り ・ 水 道 管用 の 鉄 な ど 、 全 て が 既に 地下 に 大 曹 に 
存在 し た 。 これ ら を 建物 の 中 に 入れ る に は "自然 の 状 
況 "が 必要 な だ け で あり 、 運び 入れ 、 大 工作 業 、 接 続 作 
業 な ど は 、 風 、 雨 、 ま た は 地震 の 助け を 借り て レン ガ の 
中 で 勝手 に 行わ れる 。 全て は 完璧 に 進み 、 レンガ は 、 ま 
る で 後 か ら 自 然 状況 に よっ て 窓 ガ ラス と 呼ば れる 物体 が 
入る で あろ う ス ペー ス や 、 さ ら に 、 後 か ら 偶然 形成 され る 
予定 の 水道 、 電気 、 曖 房 機器 な どの スペ ー ス も 残し て 積 
み 重 な る 。 全て が “偶然 "と “自然 状況 ” に より 適切 に 行 
われ 、 こ こ に こ 5 じ で て 1 の 0 の 完 騰 夫 建 腺 2 還 iie 

ここ まで の 話 を 問題 な 信じる こと が 凍 求 あの で 8 衝 
ば 、 街 、 そ の 他 の 建物 、 工 場 、 高速 道路 、 歩 道 、 橋脚 、 
通信 シス テム 、 お の SI 還 あ と 、 克 NII60NIOIIG 人 胃 幸 昌 
た の も 人 科 単 に 推測 で きる で あろ う 。 そし て 、 あ な た が の 
題材 に 関す る 技術 知識 を 持ち 、 内 容 に 精通 し て いれ 
ば 、『 下 水道 の 不変 的 構造 と その 進化 の 過程 』 と いう 少 
々 厚め の 非常 に "科学 的 "な 本 を 書く こと も 可能 で ある 。 
その 賢い 研究 に て アカ デミ 一 賃 を 受賞 し 、 自分 を 天才 
だ と 思い 込み 、 人 類 の 本 質 に 光 を 当て る で あろ 2 

偶然 に よっ て 生命 体 が 誕生 し た と 唱え る 進化 論 は 、 
全て の 運用 、 通 信 、 交通 、 管 理 レ ステ ム が 目 然 に 発生 し 
た と いう 先ほど の 街 の 話 同様 に 馬鹿 げ て いる 。 細胞 は 街 
より も ずっ と 復 雑 な の だ か ら 。 


に 問 、 相 
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細胞 の 奇跡 と 進化 の 終 革 

ダー ウィ ン の 時 代 に は 、 生体 細胞 の 複雑 な 構造 は 知ら れ て お ら ず 、 当時 進化 論者 た ち が 考 えた 、 生命 体 の 起 
源 は “偶然 と 自然 状況 ” に よる と いう 説 は 人 々 を 納得 させ る の に 十分 で あっ た 。 

20 世 紀 の 技 術 は 、 ど ん な に 小さ な 生 合 体 の 小 五 を も 徹底 的 に 調べ 、 細胞 は 、 人類 が 直面 し た 一 番 複雑 な シス 
テム だ と 解明 し た 。 今日 、 我 々 は 、 細胞 に は 細胞 が 利用 する エネ ルギー を 作り 出す 発電 装置 、 生 きる た め に 欠か せ 
な い 酵 素 や ホル モン を 作り 出す 工場 、 細胞 が 作る 全て の 物 に 必要 な 情報 が 保存 され て いる デー タバ ンク 、 細胞 内 
で 原材料 や 生産 物 を 運搬 する た め の 運 搬 シ ステ ム や 輸送 路 、 原材料 を 使用 可能 な 素材 に 分 解す る 研究 所 や 精製 
所 、 お よび 出入 りす る 物質 を 管理 する 特別 な 細胞 膜 人 ダ タンパク質 な どの 機能 が ある こと を 知っ て いる 。 そし て これ ら は 、 
極め て 複雑 な シス テム の ほん の 一 部 の 構成 要素 で し か な い 。 

進化 論者 で あり 科学 者 で も ある W. H. ソー プ (W. H. Thorpe) は 、「 一 番 単 純 な 細胞 で も 、 人 間 が 考え だ し 、 作り 
出し た いか な る 機械 より も は る か に 複雑 な 『 メ カニ ズム 』 を 持っ て いる 」 9? と 認め て いる 。 

細胞 は 非常 に 複雑 で あり 、 現在 ある 高度 な レベ ル の 技術 を 持っ て し て も 作る こと が で き な い 。 人 工 細胞 を 作る と 
いう 試み は 、 いま だ か つて 成功 し た こと が な い ど ころ か 、 全て の 試み が 失敗 に 終わ っ て いる の が 現状 だ 。 

進化 論 は 、 人 類 が 全て の 思考 力 、 知識 、 そ し て 技術 を 自由 に 使っ て も 生み 出す こと の で き な い 細胞 シス テム 
が 、 原始 地球 の 状況 下 で “偶然 "発生 し た と 主張 する 。 この 確率 を 他 の 例 で 説明 する 場合 、 こ れ は 印刷 工場 が 爆発 
し た 後 す ぐに 本 を 完全 に 複製 する こと と 同じ と 言え る 。 

数 学者 で あり 天文 学者 で も ある 英国 の フレ ッ ド ・ ホ イル (Sir Fred Hoyle) は 、1981 年 11 月 12 日 発行 の 雑誌 
Nature」 の イン タビ ュー に て 似 た よう な 比較 を 行っ て いる 。 役目 映 も 進化 論者 で ある が 、 ホ イル は 、「 進化 論 の 唱え る 
よう に 生命 体 が 誕生 し た 確率 は 、 竜巻 が ガラ クタ 置き 場 を 通り 抜け 、 そ こ に あっ た 資材 で ボー イン グ 747 が 偶然 出来 
上 が っ て いる 確率 と 変わ ら な い 。 !0⑥ つ まり 、 生命 体 が 偶然 に よっ て 生ま れ た と いう の は 不可 能 で あり 、 よ っ て 、 生命 体 
(62AUMG SONG の の ら 半 の 2 寺 つ 6 

進化 論 が な ぜ 細 胞 が 生ま れ た の か を 説明 で き な い 理由 の 1 つ は 、 細胞 が 持つ その “単純 化 で き な い 複雑 性 "で 
あろ 2 う 。 生命 体 は 、 多く の 細胞 小 器 官 の 調和 と 連携 に より 保 た れ て いる 。 た っ た 1 つの 細胞 小 器 官 が 機能 し な く な っ 
た だ け で 細胞 は 死ん で し ま 2。 細胞 は 、 自然 選択 や 突然 変異 な どの 無意識 の メカ ニズム に よっ て 失っ た 機能 が 再び 
形成 され る の を 待つ こと は で き な い 、。 従っ て 、 地球 上 に 誕生 し た 最初 の 細胞 は 、 生き る た め に 必要 な 全て の 細胞 小 
器 紳 や 機能 を 有 し て いな けれ ば な ら ず 、 こ れ は つま り 、 細胞 が 創 ら 1 れ た も の で ある こと を 意味 放 る 5 
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細胞 は 最も 複雑 か つ 繊 細 に 設計 され た シス テム で ある 。 生物 学 の 教授 マイ ケル ・ デ ント ン (Michael 
Denton) は 、 自身 の 著書 IA Theory in Crisis』 で 次 の よう に 述べ て いる 。 


分子 生 物 学 に よっ て 明か され た 生命 体 の 真実 を 理解 する に は 、 細胞 を 10 億 倍 、 つ まり 直径 20 キ ロメ ー 
トル の ロン ドン や ニュ ー ヨ ー ク の よう な 大 き な 街 を 覆 うほ どの 大 き な 飛 行 船 ほ どの 大 き さ に 拡大 し な けれ 
ば な ら な い 。 する と そこ に は 比類 な き 複 雑 性 と 適応 設計 を 備え た 物体 を 見 る こと が で きる 。 細胞 の 表面 
に は 、 物 質 の 出入 り を 管理 する 宇宙 船 の 端子 パ の よう な 無数 の 開口 部 が ある 。 この 開口 部 に 入る と 、 そ 
の 技術 の 素晴らし さと 信じ られ な い 複 雑 性 が 我々 に は 到底 作り 出せ な いと いう こと 、 そ れ が 偶然 な ど で 
は な く 神 の 創造 に し か な せな いも の だ と いう こと が わか る だ ろう 」 
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進化論 は 、 生 命 の 出現 を 説明 する 点 に お いて 、 難 局 に 直面 し て いる 。 な ぜ な ら 、 有 機 分 子 は 
非常 に 複雑 で 、 偶 然 形 成 さ れる こと は 不可 能 で ある 。 


進化 論者 は 、20 世 紀 後 半 に 生命 の 起源 の 問題 に 直面 し た 。 分 子 進化 論 の 権威 で め ある ロ 
ン ア の 進化 論者 アレ キサ ンダ ー・I・ オ バー リン (Alexander 1. Oparin ) は 、1936 年 に 発行 され 
た 自身 の 著書 IThe Origin of Life で 次 の よう に 述べ て いる 。 


残念 な こと に 、 進化 論 を 完全 な も の に する た め に 必要 な 、 生 命 の 起源 と いう 謎 は 解 か れ て いな 


人 


オバ パー リン の 後 も 、 進化 論者 は さま ざま な 実験 、 研 究 、 観 察 を 行い 、 生 命 体 が 偶然 
形成 され る 証明 を 試み た 。 し か し 、 ど の 試み も 細胞 の 複雑 さ を 明 確 に し 、 進化論 
の 仮定 を 論破 し て し まっ た 。 Johannes Gutenberg 大 学 の Institute of Biochemistry の 
クラ ウス ・ ド ー ズ (Klaus Dose) 教 授 は 、 次 の よう に 述べ て いる 。 


化学 進化 や 分 子 進化 の 分 野 に て 30 年 以上 も 行わ れ て きた 生命 の 起源 に 関す る 実 
験 は 、 そ の 答え を 出す どこ ろか 、 地 球 上 の 生命 の 誕生 が 無限 大 に 複雑 で ある と いう 認 
識 を 導い た 。 現 時点 で まで の 進化 諭 の 根本 や 実験 は 、 全 て が 行き 詰まり 

か 無知 の 告白 で 終わ っ て いる 。< 











San Diego Scripps Institute の 地球 科学 者 ジェ フリ ー・ ベ ー ダ (Jeffrey 
Bada) の 次 の 発言 は 、 進 化 論者 の この 行き 詰まり 状態 を 明確 に 
し て いる 。 


20 世 紀 も 終え よう と し て いる 今 、 生 命 が 地球 上 で どの よ 
* うに 生ま れ た の か ? と いう 20 世 紀 に 入っ た 頃 の 絆 間 
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「 世 の 中 で 一 番 の 未 解 
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「 細 胞 の 起源 は 、 
依然 と し て 謎 で あ 
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タン パク 質 の 挑戦 の チャ ンス 

細胞 に 関し て は それ ぐら い に し て お く が 、 進化 論 は 細胞 の 構造 単位 の 形成 すら 証明 で き て いな い 。 自 然 状況 
下 で は 、 細 胞 を 構成 する た っ た 1 つの タン パク 質 の 形成 すら 不可 能 で ある 。 

タン パク 質 は 、 特定 の 量 と 構造 で 特定 の 列 を 成す “アミ ノ 酸 "と 呼ば れる 小さ な 個体 が 集まっ た 大 き な 分 子 で あ 
る 。 アミ ノ 酸 は 、 生命 体 の 構成 要素 で ある 。 一 番 シ ンプ ル な タン パク 質 は 、 50 個 の アミ ノ 酸 か ら で き て お り 、 中 に は 何 
千 も の アミ ノ 酸 に より 構成 され て いる タン パク 質 も ある 。 

ここ で 重要 な の は 、 タ ン パ ク 質 の 構造 に お いて た っ た 1 つの アミ ノ 酸 が 欠け た り 、 増え た り 、 また は 置き 換え られ 
た りす る た け で も 、 その タン パク 質 は 使い 物 に な ら な いた だ の 分 子 の 魂 と な っ て し まう こと で ある 。 全て の アミ ノ 酸 が 、 
正しい 順序 で 正しい 位置 に な けれ ば な ら な い が 、 こ れ は 偶然 起こ っ た と いう に は あま り に も 復 雑 で あり 、 生命 が 偶然 
の 結果 生ま れ た と する 進化 論 は 、 こ の 問題 に 上 雪 面 する と 無力 で ある 。 (さら に 、 後 の 草 で 説明 する が 、 進化 諭 で は タ 
ン パ バク 質 が 偶然 形成 され た と いう 主張 を 実証 で き て いな い ) 

タン パク 質 の 偶然 発生 が ほぼ 不可 能 だ と いう 事実 は 、 誰 に で も わか る 人 簡単 な 計算 で 見 る こと が で きる 。 

例え ば 、12 種 類 、228 個 の アミ ノ 酸 か ら 成 る 平均 サイ ズ の タン パク 分 子 は 、10300 の 配列 の 組み 合わ せ を 持つ 。 
(これ は 、1 の あと に 0 が 300 個 も 並ぶ 天文 学 的 な 数 字 で ある ) こ れ ら 全て の 配列 か ら 、 た っ た 1 つが 目的 と する タン パク 
分 子 を 形成 する 。 その 他 全 て の 配列 は 、 生命 体 に と っ て 完全 に 役に立た な い 、 ある い は 浴 在 的 に 有害 な アミ ノ 酸 鎖 
で ある 。 

言い 換え る と 、1 つ の タン バク 分 子 が 形成 され る 確立 は "10309 分 の 1" で あり 、 こ の "1" が 起こ る 確率 は ほとん ど 比 
無 で ある 。 (実際 、 数 学 の 世界 で は 1050 の 1 より 小さ な 確率 は “確率 0" と 考え られ て いる ) 

し か や も この 228 個 の アミ ノ 酸 か ら 成 る タン パク 分 子 は 、 何 千 も の アミ ノ 酸 か ら 成 る 巨大 タン パク 分 子 と 比べ る と と て 
も 小さ い 。 巨大 タン パク 分 子 に 先ほど の 確率 計算 を 行っ た 場合 、 そ の 実状 を 表す に は “不可 能 ”" と いう 言葉 で すら 不 
ギド 人 の で め る 。 

も う 一 歩 踏み 込ん で 生命 体 の 進化 の 仕組 み に 取 り 組 むと 、1 つ の タン パク 買 だ け で は 、 何 も 意 味 し な いこ と が わ 
か る 。 今 ま で に 発見 され た 一 番 小 さ な バ ク テ リ ア 、“Mycoplasma hominis H39" は 、600" 種 類 " の タン パク 質 で 構成 さ 
れ て いる 。 この 場合 、 先ほど の 確率 の 計算 を 、600 種 類 の タン パク 質 1 つ 1 つ に 行わ な けれ ば な ら な い 。 その 結果 は 、 
不可 能 と いう 概念 すら 無力 に する 。 

これ まで 進化 論 を 科学 的 説明 と し て 受け 入れ て きた 人 で 、 本 書 を ここ まで 読み 進ん だ 人 た ち は 、 こ うし た 数 字 は 
誇張 され て お り 、 事実 を 反映 し て いな いと 思う か も し れ な い 。 し か し 、 こ れ ら の 数 学 は 事実 で あり 誇張 で は な く 、 一 人 
の 進化 論者 も この 数 字 に 抗議 する こと は で き な い 。 彼ら は 、1 つ の タン パク 質 が 偶然 形成 され た 確率 は “ 猿 が 人 類 史 
を 間違い を 1 つも な く タ イプ ライ ター で 書き 上 げ る よう な 可能 性 と 等 し い " "(こと を 認め る 必要 が ある 。 し か し 、 彼ら は こ 
うし た 事実 を 受け 入れ ず 、 不 可能 の 擁護 を 続け て いる 。 

この 話 は 、 実際 、 多 く の 進化 論者 に 認め られ て いる 。 例え ば 、 有 名 な 進化 論者 で あり 科学 者 で も ある へ ヘラ ルド ・ 
F・ ブ ルー ム (Harold F. Blum) は 、「 既知 の タン パク 質 の 一 番 小 さ な 大 き さ の ポリ ペプチド が 自然 に 形成 され る 確率 は 
無い に 等 し い 」『8 と 述べ て いる 。 

進化 論者 は 、 分 子 進化 は 非常 に 長い 年 月 を か け て 起こ っ た た め 、 不 可能 が 可能 に な っ た と 主張 する 。 いずれ 
に せよ 、 ど れ だ け 長 い 年 月 を か けた と し て も 、 アミ ノ 酸 が 偶然 タン パク 質 を 形成 する の は 不可 能 で ある 。 アメ リカ の 地 
質 学 者 ウイ リア ム ・ ス トー クス (Wiliam Stokes) は 、 彼 の 著書 IEssentials of Earth HistoryJl に て 、 確率 は ! ア ミノ 酸 に 必 
要 な 高 濃度 の 湿っ た 溶液 で 満た され て いる 何 億 個 も の 惑星 で 、 何 億 年 待っ た と ころ で 起こ りえ な い 」 03 ほど 低い と 
いう 事実 を 認め て いる 。 

これ は 何 を 意味 する の か ? 化学 教授 の ペリ ー・ リ ー プ ブス (Perry Reeves) が それ に 答え て いる 。 

ある 科学 者 が 、 蒸 発する 原始 池 か ら 発生 する 可能 性 の ある シン プル で 無 作為 な 組み 合わ せ の アミ ノ 酸 構造 が どれ だ 

け あ る か を 分 析 し た 。 結 果 、 生 命 体 が この 方 法 で 発生 し た と は 信じ が た いも の に な っ た 。 こ れ ら を 成す に は 、 マ スタ ー 

プラ ン を 持っ た 偉大 な 創造 者 が いた と 考え る ほう が も っ と も らし い 。!!9 

た っ た 1 つの タン パク 質 で すら 偶然 に 形成 され る こと が 人 不 可能 だ と し た ら 、 何 百 万 個 の タン パク 質 が 同時 に 適切 
に 発生 し 、 完全 な 細胞 を 形成 する こと は その 何 億 倍 も “不可 能 ” で ある 。 その 上 、 細胞 は 決し て た だ の タン パク 次 の 


ラッ の クター ル 










た っ た 1 つの タン パク 質 シ トク ロム C の 化学 構造 で すら 偶然 の 一 致 で 形 
成 さ れ た と いう に は 複雑 すぎ 、 実 際 、 ト ルコ の 有名 な 進化 諭 提唱 者 ア 
リ ・ デ ミル ソイ (Ali Demirsoy) 教 授 は 、 シ トク ロム C が 偶然 の 一 致 で 形成 
され る 確率 は 「 サ ル が 人 類 の 歴史 を 間違え な し に タイ ブラ イタ ー を 使っ 
て 書く ほど 」 で ある と 言っ て いる 。 


坦 で は な い 。 タン パク 質 に 加え 、 細胞 に は 、 和 
酸 、 灰 水 化物 、 脂 人 資 、 ビ タ ミ ン 、 そ の 他 に も 、 
電解 質 な どの 化学 物質 (し か も これ ら は 構造 と 

機能 に 関し て 特定 の 比率 、 平衡 、 設 計 で 配置 

され て いな けれ ば な ら な い ) が 存在 する 。 これ ら 

の 要素 1 つ 1 つ が 、 さ ま ざ ま な 細胞 小 器 官 に て 構 

成 要 素 また は 共同 分 子 の よう に 機能 する の で あ 
0 。 

ニュ ー ヨ ー ク 大 学 の 化学 教授 で あり 、DNA 専 門 家 
で も ある ロバ ー ト ・ シ ャ ビー ロ (Robert Shapiro) は 、1 つ 

の バク テリ ア に 存在 する 2000 種 類 の タン パク 質 が 同時 に 

形成 され る 確率 を 計算 し (人 間 の 細胞 に は 20 万 種類 の タン 
パク 質 が 存在 する )、 その 結果 、1077999 分 の 1 に と いう 数 値 を 得 
た 。 (これ は 、1 の 後に 4 万 個 の ゼロ が 続く 驚異 的 な 数 字 で ある ) 
ウェ ー ル ズ の カー ディ ブフ 大 学 の 応用 数 学 お よび 応用 天文 学 の 教授 チャ ンド ラ ・ ウ ィ ッ クラ マシ ン ゲ (Chandra 
Wickramasinghe) は 、 以 下 の コ メン ト を 残し て いる 。 
生命 体 が 無生物 か ら 自然 形成 され た 可能 性 を 確率 で 表す と 、1 の 後に ゼロ が 4 万 個 つ く 。 こ の 数 字 は 、 ダ ー ウ ィ ン や 進化 
論 そ の も の を 葬り 去る こと が で きる 数 値 で ある 。 地 球 の みな ら ず 、 ど の よう な 惑星 に も 原始 スー プ な ど と いう も の は 存在 
せ ず 、 も し 生命 体 の 始ま り が 偶然 で な いと すれ ば 、 生 命 体 は 目的 を 持っ た 誰か が 創り 出し た も の だ と し か 言え な い 。!!2 
また 、 フ レッ ド ・ ホ イル は この 信じ 難い 数 字 に 次 の コメ ント を よせ た 。 
(生命 体 が 情報 に より 組み 立て られ た と いう ) こ の 論理 が な ぜ 広 く 受け 入れ られ な い の か は 誰 の 目 に も 明らか だ 。 こ れ は 
科学 的 に で は な く 科 学者 の 心理 的 に 受け 入れ られ な い の だ 。!!3 
ホイ ル が “心理 的 "と いう 言葉 を 使っ た の は 、 進化 論者 で ある 彼 自 身 が 、 生命 体 が 創 ら れ た も の で ある と 受け 入れ 
難かっ た か ら で あ ろ 2。 神 の 存在 の 合 定 が 、 進化 論者 の 一 番 の 目的 で ある 。 この 理由 の た め だ け に 、 彼ら は 自分 で も 
進化 論 の 不可 能 性 が わか っ て いな が ら も この 不 合理 な 論理 を 擁護 し 続け る 。 


左利き の タン パク 質 


で は 、 タ ン パ ク 質 形成 に お ける 進化 論者 の シナ リオ が な ぜ 不 可能 な の か を 詳し く 説明 し よう 。 

右 利 き の ア ミノ 酸 が 正しく 配列 され た だ け で は 、 機能 的 な タン パク 分 子 は 形成 され な い 。 正しい 配列 に 加え 、 タ 
ン パ ク 哲 を 構成 する 棄 存 の 20 種 類 の アミ ノ 酸 は 左利き で な けれ ば な ら な い 。 アミ ノ 酸 に は 、 そ の 他 全 て の 有機 分 子 同 
様 "左利き" と" 右 利き "の 2 種類 が ある 。 この 2 種類 の 違い は 、 人間 の 右 利 き と 左利き の 人 の 違い に 似 て お り 、 3 次 元 で 
見 た と き に 鏡面 対称 に な っ て いる 。 

この 2 種類 の アミ ノ 酸 は 、 お 互い に 非常 に 結び つき や すい 。 し か し 、 詩 査 に よっ て 驚く べき 事実 が 明らか に な っ た 。 
この 惑星 上 に 存在 する 植物 と 動物 に 見 られ る 全て の タン パパ ク 質 は 、 一 番 シ ンプ ル な も の か ら 最 も 複雑 な も の まで 、 左 利 
き の ア ミノ 酸 の み で 作ら れ て いる 。 た っ た 1 つの 右 利 き の ア ミノ 酸 が タン パク 質 構成 要素 に 入っ て し まっ た ら こ の タン パク 
質 は 役に立た な い 。 また 、 一 連 の 実験 で は 、 右 利 き の ア ミノ 酸 に さら され た バク テリ ア は その アミ ノ 酸 を 即座 に 破壊 する 
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と いう 驚く べき 結果 も 出 た 。 他 の 実験 で は 、 破砕 し た 成分 を 利用 し 、 使い も の に な る 左利き の アミ ノ 酸 を 生み 出し た 
2 クリ OK 

ここ で 仮に 、 生命 体 が 進化 論者 の 言う よう に 偶然 発生 し た と し よう 。 この 場合 、 偶然 発生 し た 右 利き と 左利き の ア 
ミノ 酸 は 、 自 然 界 に お いて ほぼ 同じ 割合 で 存在 する は ず で ある 。 右 利 き と 左利き の アミ ノ 酸 は お 互い に 科学 的 に 結 
び つ く こ と が で きる の だ か ら 、 全て の 生命 体 構造 に は 右 利き と 左利き の アミ ノ 酸 が 含ま れる は ず で ある 。 し か し 、 既知 
の 通り 、 現実 世界 の 全て の 生命 体 は 左利き の アミ ノ 酸 で の み 形 成 さ れ て いる 。 

全て の アミ ノ 酸 の 中 か ら 、 タ ン パ ク 質 が どう し て 左利き の アミ ノ 酸 だ け を 選ぶ こと が で きる の か ? そし て どう し て た 
っ た 1 つの 大 利 き の ア ミノ 酸 も 生命 過程 に 関わ っ て いな い の か ? と いう 疑問 は 進化 論者 を 当惑 させ 、 こ うし た 特別 か 
つ 意 議 的 な 選択 は 、 進化 論 が 直面 し て いる 大 き な 壁 の 1 つ で ある 。 

更に 、 タ ン パ ク 質 の この 特性 は 、 進化 論者 が 直面 し て いる “偶然 "に 関す る 問題 を さら に 悪化 させ る 。 “意味 の あ 
る "タン パク 質 が 形成 され る た め に は 、 特定 の 数 と 配列 の アミ ノ 酸 が 存在 する だ け で は 不 十分 で あり 、 それ ら が 三次 
元 に 正しく 組み 合わ され な けれ ば な ら な い 。 加え て 、 全て の アミ ノ 酸 は 左利き で な けれ ば な ら ず 、 た っ た 1 つの 右 利 
さ プ ミノ 酸 も 混じっ て は な ら な い 、。 自然 選 択 の メカ ニズム で は 、 右 利き の アミ ノ 酸 が 配列 に 加わ っ た 場合 、 そ れ を 認識 
し 除去 で き な い 。 この 事実 は 、 今 一 度 、 偶然 や た また まとい うら 可能 性 を 永 二 に 消し 去る 。 

進化 論 の 積極 的 な 擁護 者 | Brittanica Science BEncyclopaedia』 で は 、 地球 上 の 全て の 生命 体 の アミ ノ 酸 、 タ ン パ 
ク 換 な どの 複雑 な 重合 体 の 構成 要素 は 、 全く 同じ 左利き の 非対称 で ある と 言っ て いる 。 加え て 、 こ れ は 百 万 回 コイ ン 
を 投げ て 常に 表 が 出る こと と 等 し いと し て いる 。 も ちろ ん この 百科 事典 は 分 子 が な ぜ 左 利き と 右 利 き に な っ た の か 解 
明 で きず 、 だ か ら こ そこ の 選択 が 地球 上 の 生命 の 起源 に 魅力 を 投げ か け て いる の だ と いう 。 *** 

も し 、 コ イン を 百 万 回 投げ て いつ も 表 が 出る の だ と する と 、 それ を 偶然 の せい に する より は 、 意 図 的 介入 が あっ 
た と 考え る ほう が より 論理 的 で は な い だ ろ うか ? 答え は 明らか で ある 。 し か し 、 それ ほど 明らか だ と 思え る こと で も 、 進 
化 論者 は “意図 的 介入 "の 存在 を 認め た く が な いた め に 偶然 に 逃げ て いる 。 

アデ ミノ 酸 の 左利き 性 に 似 た 状況 は 、DNA と RNA を 構成 する 核酸 の 一 番 小 さ な 単 位 、 ヌ クレ オチ ド に も 見 られ る 。 
左利き の アミ ノ 酸 の み 選 択 さ れ て いる タン パク 質 と は 対 賠 的 に 、 核酸 で は 、 そ の ヌクレオチド 成分 の 好ま し い 形 は 全 
て 右 利 き で ある 。 これ も また 、 偶然 で は 説明 し 難い 事実 の 1 つ で ある 。 

要する に 、 先ほど 説明 し た 確率 か ら も 、 生命 の 起源 は 偶然 か ら は 起こ りえ な いと いう こと は 錠 う 余地 も な く 証 明 さ 
れ て いる 。 左利き の み の 400 個 の アミ ノ 酸 か ら 成 る 平均 サイ ズ の タン パク 質 の 確率 を 計算 し よう と する と 、 24909 の 1、 ま 
た は 10*⑳ の 1 と いう 数 字 に な る 。 わか りや すく 比較 する と 、 宇宙 に 存在 する 電子 の 数 は 、 約 107?⑫ 個 と 言わ れ て お り 、 こ 
れ も と て つも な く 大 き な 数 だ が 、 先ほど の 確率 と 比べ る と アリ 程 の 大 き さ で ある と 言え よう 。 1 つの アミ ノ 酸 が 必要 な 配 
列 と 機能 性 を 持っ て 形成 され る 確率 は と て つも な く 大 き な 数 字 で あり 、 こ れ よ り 大 き な 種 類 の タン パク 質 形成 の 確率 
を 計算 し た 場合 、 そ の 数 値 は 想像 も つか な いも の に な る 。 


自然 界 に は 、“ 左 利き "と " 右 利き "の 2 種類 の アミ ノ 酸 が 存在 
する 。 こ の 2 種類 の 違い は 、 人 間 の 右 利 き と 左利き の 人 の 違 
い に 似 て お り 、 三 次元 で 見 た と き に 鏡面 対称 に な っ て いる 。 
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極め て 重要 な 正しい 結合 


進化 論 が 越え る こと の で き な い た っ た 1 つの タン パク 質 形 成 に 


に 関す る 困難 な 問題 に は 、 こ れ ま で に 我々 が 説明 し 


た 以上 の 事実 が ある 。 アミ ノ 酸 が 正しい 数 と 順序 で 三次 元 構造 に 配列 され た だ け で ei 0 の 


還 
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ミノ 酸 は 、 色 々 な アミ ノ 酸 と さま ざま な 結合 法 を と る こと が で きる が 、 タ ン パ ク 質 を 構成 する アミ ノ 酸 分 子 は " 
チ ド 結 合 " と 呼ば れる 方 法 で お 互い に 結び つい て いな けれ ば な ら な い 。 こ の 方 法 以外 で 結合 し て も 、 アミ ノ 


意味 を 成 さ ず 、 タ ン パ ク 質 は 形成 され な い 。. 
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ン パ ク 質 の 形成 に は 、 アミ ノ 分 子 の 最低 1 つの 
腕 が 、 正 し い 方 法 で 他 の アミ ノ 分 子 の 腕 と 上 繋が 
つて MVSUD れ は な らい これ は ペ ノ ナド 符 
合 " と 呼ば れ て いる 。 アミ ノ 酸 は 、 色々 な アミ ノ 酸 
と さま ざま な 結合 法 を と る こと が で きる が 、 タンパ 
ク 質 は 、 こ れ ら の アミ ノ 酸 が “ペプチド "結合 し て 
いて の み 成 り 立 つ 。 

この 点 を 明確 に する た め に ある 例 を 挙げ よ 
う 。 た っ た 1 つの 事 輸 が 通常 の ナッ ト と ボル ト と は 
異な る ワイ ヤー を 使っ て 地面 の 向き に 取り 付け 
られ た こと 以外 は 、 全て の 部 品 が 正しく 組み 立 
て られ た 車 が 一 台 あ る と する 。 この 車 は 、 ど の よ 
うな 複雑 な 技術 を 持っ て いて も 、 ど の よう に パワ 
フル な エン ジン を 持っ て いて も 、 ほん の 少し も 
動か な い 。 ひと 目 見 た だ け で は 、 全て の 部 品 が 
正しく 組み 立て られ て いる よう に 見 える が 、 車輪 
が た っ た 1 つ 間 違っ て 組み 立て られ た だ け で 、 
この 車 は 役に立た な い 。 同様 に 、 た っ た 1 つの 
アデ アミノ 酸 が ペプチド 結合 し て いな い タ ン パ バク 分 
子 は 使い も の に な ら な い 。 

研究 で は 、 アミ ノ 酸 は ラン ダム 結合 を 行っ 
た 場合 、 通常 509% が ペプチド 結合 に な り 、 60 
の 50% は タン パク 質 に 人 こ 
る 。 タン パク 質 が 正しく 機能 する た め に は 、 全て 
の アプ アミノ酸 が 左利き で な けれ ば い 5 
うに 、 ペプチド 結合 で の み 結 合 し て いな けれ ば 
な ら な い 。 

この 確率 は 、 タ ン パ ク 質 が 左利き で ある 確 

率 と 同じ で ある 。 つま り 、 400 個 の アミ ノ 酸 で で き 
た タン パク 質 で 考え た 場合 、 全 て の アミ ノ 酸 が 
ベ ペプチド 結合 で 繋が る 確立 は 、2?39 分 の 1 と な 
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確率 セロ 


下 に 見 られ る よう に 、 500 個 の アミ ノ 酸 で 成る タン パク 質 が 形成 され る 確率 は 、“1”" の 後に 950 個 の ゼロ が 付く 人 
間 に は 想像 する の も 困難 な 数 値 に な る 。 これ は 机上 で の 確率 に すぎ ず 、 事実 上 起こ る 可能 性 が 無い と 言え る 。 先 ほ 
ど 説 明 し た よう に 、 数 学 で は 、 10" よ り 小 さ な 数 字 は 、 そ れ が 起こ る 可能 性 が "0" と 考え られ て いる か ら で あ る 。 

"10399 分 の 1“ と いう 確率 は 、 進化 論 の 定義 を は る か に 超え て いる 。 

500 個 の アミ ノ 酸 か ら 成 る タン パク 質 の 形成 が これ ほど まで に 不可 能 な 中 、 まだ それ 以上 に 不可 能 な 事実 を 挙 
げ よ 2 う 。 重要 タン パク 質 で ある “へ モグ ロビ ン " の 分 子 は 、 先ほど 話し た タン パク 質 よ り も 多い 574 個 の アミ ノ 酸 か ら 成 
っ て いる 。 ここ で 考え て みて 欲し い 。 人 間 の 体内 に は 何 億 個 も の 赤血球 が 存在 する が 、 そ の た っ た 1 つの 赤血球 
に “280,000,000”(2 億 8 千 万 ) 個 の へ モグ ロビ ン 分 子 が 存在 する の だ 。 

地球 が 誕生 し た と され る 年 月 は 、 た っ た 1 つの タン パク 伯 を “試験 的 また は 誤差 "に よっ て 形成 する の に も 不 十分 
で あり 、 赤血球 の 形成 な ども っ て の ほか で ある 。 仮に 地球 誕生 か ら ア ミノ 酸 が “試験 的 また は 誤差 "方 法 に よっ て 無 
駄 な く 結合 ・ 分 解 し た と し て も 、 そ こ か ら 1 つ の タン パグ 分 子 を 形成 する に は 、 地球 年 齢 を は る か に 上 回 る 10?9? 年 と い 
2 年 月 が 必要 で ある 。 

こう し た こと か ら 、 結論 と し て 、 進化 論 は 、 た っ た 1 つの タン パク 質 の 形成 に お いて も 不可 能 の 極み に 陥っ て いる 
の で ある 。 


平均 的 な タン パク 質 分 子 は 500 個 の アミ ノ 酸 で 形成 され て お り 、 こ れ が 左利き の み の ア ミノ 酸 が 正しい 
配列 で 結合 し て 形成 され る 確率 は 、“1” の 109.50 乗 で ある 。 これ を 書き 出す と 、1 の 後に 950 個 の ゼロ 
が 付く 次 の よう な 数 字 に な る 。 


10320 - 


100.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.00 
0000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000. 
000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000. 
000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000. 
000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000. 
000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000. 
000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000. 
000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000. 
000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000. 
000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000. 
000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000. 
000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000. 
000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000. 
000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000. 
000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000. 
000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000. 
000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000.000 





6 ジリ クタ クー ル 
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有効 な タン バク 資 の 形成 に 必要 な 3 つの 基本 条件 は 以下 の 通り で ある 。 
まず 、 タ ン パ ク 質 鎖 内 の アミ ノ 酸 が 正しい 種類 で 正しい 配列 で ある こと 。 
次 に 、 全 て の アミ ノ 酸 が 左利き で ある こと 。 

最後 に 、 全 て が “ペプチド 結合 "と 呼ば れる 化学 結合 で 結合 し て いる こと 。 


タン パ バク 質 が 偶然 形成 され る た め に は 、 上 記 全 て の 条件 が 同時 に 存在 し な けれ ば な ら な い 。 その 確率 
は 、 各 条件 の 発生 確率 を 掛け る こと で 得 ら れる 。 


例え ば 、500 個 の アミ ノ 酸 で 形成 され て いる 平均 的 な 大 き さ の 分 子 の 場合 は 以下 の よう に な る 。 
1. アミ ノ 酸 が 正しい 配列 で ある 確率 : 
タン パク 質 を 形成 する の に 使わ れる アミ ノ 酸 は 20 種 類 。 これ を も と に する と 、 


- 20 種 類 の アミ ノ 酸 か ら 正 し い ア ミノ 酸 が 選択 され る 確立 は 1/20 
- 500 個 の アミ ノ 酸 が 正しく 選択 され る 確率 は = 1/20500 = 1/10650 
= 1099? 分 の 1 の 確率 


2. アミ ノ 酸 が 左利き で ある 人 確率: 


- 1 つの アミ ノ 上 酸 が 左利き で ある 確率 は 1/2 
500 個 全て の アミ ノ 酸 が 左利き で ある 確率 は = 1/2999 = 1/10" 
= 10150 分 の 1 


3. 全て の アミ ノ 酸 が “ペプチド 結合 "で ある 確率 

アミ ノ 酸 は 、 さ ま ざ ま な 化学 結合 で 結合 する こと が で きる 。 有効 な タン パク 質 を 形成 する に は 、 全 て の アミ 
ノ 酸 が “ペプチド 結合 "し て いな けれ ば な ら な い 。 アミノ酸 が ペプチド 結合 する 確率 は 5096 と 言わ れ て いる 。 
これ を も と に する と 、 


- 2 つの アミ ノ 酸 が “ペプチド 結合 "する 確立 は 1/2 
- 500 個 の アミ ノ 酸 全て が ペ フ チ ド 結 合 する 確率 は ご 生ん に PA [0 
= 10!50 分 の 1 


jpI ひ ジコ ロウ だ = 人 同 YE だ ヒ 箇 IO 狂人 24 に びる る PALM 三省 ん 





計 10350 分 の 1 と な る 。 





ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


試験 的 作用 また は 誤差 作用 は 目 然 に 存在 する の か ? 


最後 に 、 既に いく つか の 例 で 説明 し た 確率 計算 の 基本 論理 に 関し て 、 重要 な ポイ ント で 締め くく ろ 2。 確率 計算 
が 天文 学 的 数 値 を 超え た こと 、 そ し て こう し た 天文 学 的 確率 は 、 実際 に 起こ る 可能 性 が 無い こと を 指摘 し た が 、 こ れ 
以外 に も 、 進 化 論者 が 直面 する より 重要 か つ 不 利 な 事実 が 存在 する 。 自然 状況 下 で は 、 タ ン パ ク 質 が 出現 する よう 
な 試行 錯誤 作用 は 存在 し な いと いう 事実 で ある 。 

これ まで の ペー ジ で 論証 し て きた 500 個 の アミ ノ 酸 か ら 成 る タン パク 質 が 形成 され る 確率 は 、 実際 の 地球 環境 
で は な く 人 工 的 に 作ら れ た 理想 的 な 試験 環境 下 で の み 起 こる 。 つま り 、 実用 的 な タン パク 質 が 得 ら れる 103?9? 分 
の “1 と いう 確率 は 、 見 え ざ る 手 が 、 間違っ た 結合 を 分 解 し 、 正 し い 結合 を 見 つけ な が ら 並 べ 替 える と いう 作業 を 繰 
り 返 し な が ら 、 500 個 の アミ ノ 酸 を 無 作為 に 結合 する と いう 望ま し い 環境 が 存在 し た と 仮定 し た 場合 に の み 言 える 。 こ 
の 試行 中 、 ア ミノ 酸 は 1 つ 1 つ 分 離さ れ 、 新 し い 配 列 に 並べ 替え られ な けれ ば な ら な い 。 500 個 目 の ア ミノ 酸 が 追加 さ 
れ た 時 点 で 、 統合 は 停止 され 、 余分 な アミ ノ 酸 が 1 つも 混ざっ て いな いこ と も 確か に し な けれ ば な ら な い 、。 試行 は ここ 
で 完了 し 、 機能 的 な が タン パク 人 哲 が 形成 され た か を 確認 する 。 そし て 、 そ の タン パク 質 が 機能 的 で な か っ た 場合 に は 、 
全て の アミ ノ 酸 を 再び 分 解 し 、 他 の 配列 を 試さ な けれ ば な ら な い 、。 加え て 、 各 試行 に お いて た っ た 1 つの 異物 も 混 ざ 
っ て は な ら な い 。 また 、 499 番 目 の 結 合 が 完了 する まで 、 そ れ ま で に 作ら れ た 鎖 は 分 離し た り 、 壊れ た り し て は な ら な 
い 。 これ は 先ほど 説明 し た 確率 論 が 、“ 正 し い ア ミノ 酸 の 選択 "を 行う 意識 的 に 管理 され た 環境 下 で の み 可能 で あ 
り 、 こ の よう な 環境 が 自然 状況 下 に な いと いう こと は 明確 で ある 。 従っ て 、 自然 環境 の 中 で タン パク 質 が 形成 され る こ 
と は 、 論 理 的 に も 技術 的 に も 不可 能 で ある 。 実際 、 こ の よう な 確率 の 話 を する と いう こと が 非常 に 非 科 学 的 だ 。 

この 問題 を 広い 視点 で 見 られ な い 人 は 、 小 手先 の 観点 か ら 物 を 見 、 タ ン パ ク 質 形成 は 単純 な 化学 反応 だ と 仮 
定 し 、“ ア ミノ 酸 結 合 は その 化学 反応 の 1 つ で あり タン パク 質 形 成 が 可能 だ っ た "な ど と いう 非 現実 的 な 推論 を 立て 
る 。 し か し 、 無生物 組織 が 偶然 起こ す 化学 反応 で は 、 簡単 か つ 原 始 的 な 変化 し か 生ま れ な い 。 起こ りう る 変化 の 数 
は あら か じ め 決 まっ て お り 、 限定 され て いる 。 複雑 な 化学 物質 の 変化 に は 、 大 き な 工 場 、 化学 工 場 、 ま た は 研究 所 
が 関わ っ て いな けれ ば な ら な い 、。 我々 が 普段 使う 、 楽 や その 他 の 化学 物質 は 、 常に この よう に 作ら れ て いる 。 タン パ 
ク 質 は 、 人 間 が 作り 出す 化学 物質 より も 複雑 な 構造 を し て お り 、 全て の 部 分 が 正しい 配列 で 並ん で いる その 驚く 
き 物質 が 化学 反応 で 偶然 発生 する 可能 性 は な い 。 

これ まで に 説明 し た 全て の 不可 能 性 を ひと まず 思 い て お き 、 実用 的 な が タン パク 分 子 が "偶然" 目 然 に 発生 し た と 
し よう 。 も し そう だ と し て も 、 タ ン パ ク 質 が 生き 延び る た め に は 、 生 皿 環境 か ら 分 離さ れ 、 非常 に 特別 な 状況 で 保護 さ 
れ て いな けれ ば な ら ず 、 こ れ は 進化 で は 説明 が つか な い 。 保護 され て いな い ク タン パク 哲 は 、 地球 上 の 自然 条件 に さ 
ら さ れ 分 離し て し まう か 、 その他 の 酸 、 ア ミノ 酸 、 ま た は 化学 物質 と 混 さ ざり 、 その 特性 を 失い 、 全く 異な る 他 の 物質 、 ま 
た は 使い 物 に な ら な い 物 質 と な っ て し ま 2 う 。 


記 


生命 の 起源 に 関す る 進化 論 の 空 上 き 


"生命 が どの よう に 誕生 し た の か "は 、 進 化 論者 が 抱え る 非常 に 困難 な 問題 で あり 、 彼ら は 通常 、 こ の 間 題 に は 
触れ た が ら な い 。 彼ら は 、「 最初 の 生命 体 は 、 水 中 で 無 作為 の 事象 が 起こ っ た 結果 生ま れ た 」 と 言う だ け で この 間 題 
を や り 過 ご そう と する 。 彼ら は 、 抜け 道 の な い 行 き 止 まり に いる 。 古生物 学 的 進化 論 を 主張 し な が ら 、 その 仮定 を 支 
持 する 化石 を 見 つけ る こと も で き て いな い 。 従っ て 、 進化 論 は 最初 か ら 論 破 さ れ て いる の で ある 。 

ここ で 一 番 重 要 な 点 は 、 進 化 の 過程 の た っ た 1 つ で も 不可 能 だ と 証明 され た ら 、 進化 論 そ の も の が 完全 に 間 違 
っ た 論理 で ある と 証明 する の に 十分 で ある と いう こと だ 。 例え ば 、 タ ン パ ク 質 が 偶然 形成 され る こと は 不可 能 だ と 証明 
し た ら 、 進化 の その 後 の ス テッ プ に 関す る その 他 全 て の 主張 も 論破 され る 。 つま り 、 人 間 や や 療 の 骨 を 比較 し 、 そ の 関 
連 を 調べ る と いう 行為 は 全く 無 意 味 で ある 。 

進化 論者 は 、 生体 が 無生物 か ら ど の よう に 発生 し た の か と いう 問題 を 長年 避け て 通っ て きた が 、 結局 は その 解 
明 に 取り 組ま れ な ら な けれ ば な ら な く な り 、 20 世 紀 の 第 2 四半 期 に は この 間 題 解決 の た め の さ ま ざ ま な 実験 が 行わ れ 
MS 


だ テッ リカ クター ル 


進化 論 が 直面 する 一 番 の 問題 は 、 最初 の 生体 細胞 が どの よう に 地球 の 原始 大 気 に 出 現し た の か ? と いう こと で 

ある 。 進化 論者 は これ を どの よう に 説明 し て いる の だ ろう か ? 
この 問題 へ の 答え は 、 実験 を 通し て 徹底 的 に 探求 され た 。 進化 論 信 者 の 科学 者 や 研究 家 は 、 質 問 の 答え を 引 

き 出 す た め の 実験 を 重ね た が 、 興 味 深い 結果 は 得 ら れ な か っ た 。 一 般 的 に 一 番 高い 評価 を 受け て いる 生命 の 起源 
の 研究 は 、1953 年 に アメ リカ の 研究 者 スタ ン レ ー・ ミ ラー(Stanley Miler) が 行っ た ミラ ー の 実験 (Miller experimenU で 
ある 。 (この 実験 は 、 ミ ラー の 教授 だ っ た シカ ゴ 大 学 の ハロ ルド ・ ユ リー(Harold  Urey)y の 名 も 取り "ユリ ー・ ミ ラー の 実 
験 と し て も 知ら れ て いる ) 

この 実験 は 、 生 命 の 起源 の 発端 と な っ た 進化 の 過程 と な る “分 子 進化 論 " を 証明 し た と され て いる 進化 論者 た ち 
の 唯一 の “証拠 "で ある 。 実際 、 半 世 紀 が 過ぎ 、 よ り RE 誰 も この 実験 以上 の 成果 を あ 
げ て いな い 。 し か し それ に も リレー ii 合体 の 初期 生成 を 進化 論 的 に 説明 する 教科 書 と 考え ら 
れ て いる 。 最近 の 進化 論 研 究 者 た ち eeeHRNMW 分 た ちの 主 張 を 支持 する どこ ろか 論破 さ 
え し て し まう 事実 を 知っ て いる た め 、 時 こ 取り 組む こと を 意図 的 に 避け て いる 。 


ミラ ー の 実験 


スタ ン レ ー・ ミ ラー の 目的 は 、 タ ン パ ク 質 の 構成 要素 で ある アミ ノ 酸 が 、 何 億 年 も 前 の 生物 の いな か っ た 地球 上 
で “偶然 "発生 し た こと を 証明 する こと だ っ た 。 
この 実験 で 、 ミ ラー は 、 原 始 地球 に 存在 し た と 彼 が 推測 し た アン モニ ア 、 メ タン 、 水素 、 お よび 水蒸気 の 混合 気 
体 ( の ち に これ は 実際 に 存在 し た 気体 で は な か っ た と 証明 され た ) を 使用 し た 。 これ ら の 気体 は 、 目 然 条件 で は 反応 
を 起こ さ な い た め 、 反応 を 起こ させ る た め に エネ ルギー を 加え た 。 この エネ ルギー は 原始 地球 の 雷 だ っ た と 想定 し 、 
電流 を これ に 代用 し た 。 
ミラ ー は 、 こ の 混合 ガス を 1 週間 、100 で C で 熱し 続け 、 電流 を 流し た 。 1 週間 後 、 ミ ラー は 、 ビ ン の 底 に 化学 物質 7 
4 その 20 個 の アミ (8 に タン パク 質 の 基本 要素 と な る 構成 物 を 観察 し た 。 
この 実験 は 、 進化 論者 を 興奮 させ 、 最高 の 成功 だ と 賞賛 され た 。 その 上 、 興奮 状 能 時 2 
が 生 を 生み 出し た "と 大 きく 見 出し を うっ て これ を 紹介 し た 。 し か し 、 ミ ラー が 作り 出し た の は 、 ほ ん の 少し の “ 無 生 
物 分 子 に すぎ な い 。 
この 実験 に 後押し され 、 進化 論者 は すぐ に 新しい シナ リオ を 作り 出し 、 アミ ノ 酸 出現 に 続く 段階 の 仮説 が 急激 に 
誕生 し た 。 アミ ノ 酸 が 偶然 に 正しい 配列 で 結合 し 、 タ ン パ ク 質 を 形成 し た と いう 仮説 が 。 そし て 偶然 発生 し た これ ら の 
タン パク 質 の いく つか が 、 細胞 膜 の よう な 構造 を 形成 し 、 それ ら が “何ら か の 形 で "基本 細胞 で ある タン パク 質 を 形成 
し 、 そし て それ ら の 細胞 が 長い 年 月 を か け て 多 細 胞 性 の 生体 と な っ た と いう 。 し か し 、 ミ ラー の 実験 は 見 せ か け で し 
か な く 、 多く の 側面 か ら 間違い で ある こと が 証明 され て いる 。 


見 せ か け で し か な い ミ ラー の 実験 


ミラ ー の 実験 は 、 アミ ノ 酸 が 原始 地球 に 似 た 条件 下 で 形成 され る こと を 証明 し よう と し た が 、 実際 多く の 矛盾 が 見 
0 CV 
1.「 佑 和 ト ラッ プ " と 呼ば れる 方 法 を 使用 し 、 ミ ラー は 、 形成 され た アデ アミノ酸 を すぐ に 隔離 し た 。 アミ ノ 酸 が 形成 され 
た 環境 条件 が 、 す ぐに その 分 子 を 破壊 する こと も ある た め 、 彼 は アミ ノ 酸 を すぐ に 隔離 し な けれ ば な ら な か っ た 。 
し か し 机 ら く 、 原始 地球 に は この よう な 意図 的 隔離 方 法 は 存在 し な か っ た で あろ 2 う 。 こう し た 方 法 が な く て は 、 例 
え ア ミノ 酸 が 形成 され た と し て も 、 そ れ は すぐ に 破壊 され て し ま 2。 化学 者 の リチャード ・ プ ブリ ス (Richard Bliss) は 、 こ れ 
に 関し て ! 実 際 に は 、 こ の トラ ッ プ が な けれ ば 、 形成 され た アミ ノ 酸 は エネ ルギー 源 ( に よっ て 破 壌 され て いた で あろ 
en \ る 。 
そし て 、 案 の 定 、 ミ ラー が 冷却 トラ ッ プ 方 法 を 用 いる 前 に 行っ て いた 実験 で は 、 ア ミノ 酸 を 形成 する こと は で き な 
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得 ら れ た 有機 分 子 


今日 、 ミ ラー の 実験 は 、 進 化 論 科 学者 の 間 で は な 
か っ た も の と され て いる 。 

1998 年 2 月 に 発行 され た 進化 論 擁 護 科 学 誌 の 『 
Earthl に 『Life's Crucible』 と いう 記事 が 掲載 され 
7 に 6 

地質 学者 は 、 原 始 大 気 は 主 に 二酸化 炭素 、 窒素 
な どの 1953 年 の ミラ ー の 実験 で 使わ れ た 気体 よ 
り 化学 反応 を 起こ し に くい 気体 で 徐 わ れ て いた と 
考え て いる 。 例え ミラ ー の 作り 出し た 大 気 が 存 在 
し た と し て も 、 アミノ酸 な どの た っ た 1 つが 、 タ ン パ 
ク 質 の よう な 複雑 な 化合 物 や 車 合体 に な る た め 


に 必要 な 化学 変化 を どの よう に 起こ し た と 言う の 
だ ろう か ? ミ ラー 自身 も この 謎 に は お 手 上 げ で あ 
っ た 。 ! こ れ は 問題 だ 」 と 、 彼 は た め 忌 を つき 「 重 合 
体 は どう や っ て 作る の だ ろう ? これ は 簡単 な こと 
で は な い 」 と 嘆い て いる 。 

今 日 、 ミ ラー 目 身 も 彼 の 実験 が 生命 の 起源 の 説 
明 に は な ら な か っ た こと を 認め て いる 。 それ で も 
進化 論 科 学者 が この 実験 を 熱烈 に 支持 し た 事実 
は 、 擁 護 者 の 自 暴 自 葉 ぶり と 進化 論 の 直面 する 
問題 を 示す だ け で ある 。 

1998 年 3 月 発行 の INational Geographic』 内 の 記 
事 1The Emergence of Life on Earth」 で は 、 次 の よ 
うな コメ ント が され て いる 。 

多く の 科学 者 は 、 原 始 大 気 が ミ ラー の 実験 で 使用 
され た も の と は 異な り 、 水素 、 メ タン 、 ア ン モ ニア よ 
り も 二 坂 炭素 や 窒素 で 構成 され て いた と 思っ て い 
と 

これ は 科学 者 に は 勾 いい 事実 で め る 。 二酸化 炭素 
と 窒素 を 誘発 する と 、 ブ ー ル の 中 に 色 の 付い た 水 
滴 を 数 滴 落 と し た 程度 の 取る に 足り な い 有 機 分 
子 し か 得 ら れ な い 。 科学 者 に と っ て 、 こ の よう な 厳 
し い 環 境 下 で 生命 が 出現 し た と 想像 する の は 難し 
和幸 2 

まとめ る と 、 ミ ラー の 実験 も 、 そ の 他 の いか な る 試 
み も 、 地 球 上 で の 生命 出現 の 謎 に 人 答え られ な い 。 
全て の 研究 が 明らか に し た の は 、 生 命 体 が 偶然 
形成 され る 可能 性 は な く 、 よっ て 神 が 創 造 し た も 
の で ある と いう 事実 で め る 。 


1- Earth, "Life s Crucible", February 1998, p.34 
2- National Geographic, “The Rise of Life on Earth", March 
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2. 実験 用 に ミラ ー の 作り 出し た 原始 大 気 環境 は 現実 的 で な か っ た 。 1980 年 代 に 、 科 学者 は 、 こ の 実験 に は メ ク 
ン と アン モニ ア で は な く 窒 素 と 二酸化 炭素 を 使用 する べき で あっ た と 認め て いる 。 その 後 長 らく の 洗 黙 を 得 て 、 ミ ラー 
自身 も 彼 が 実験 に 使用 し た 大 気 環境 は 現実 的 な も の で な か っ た と 認め て いる 。 **? 

で は な ぜ ミ ラー は これ ら の 気体 を 使用 する こと に こだわ っ た の か ? 答え は 簡単 で や る 。 アン モニ ア が な けれ ば 
アミ ノ 酸 を 合成 する こと が で き な い か ら だ 。 ケビン ・ マ ッ キ ー ン (Kevin Mc Kean) は 、 雑誌 IDiscover』 で 、 こ の 件 > 関 
て 以下 の よう に 述べ て いる 。 


ミラ ー と ユリ ー は 、 地 球 の 古代 大 気 を 模造 する の に メタ ン と アン モニ ア を 使用 し た 。 人 彼ら に よる と 、 地 球 は 、 金 属 、 岩 、 そ 
し て 氷 の 均一 混合 物 だ っ た 。 し か し 、 最 近 の 研究 で 、 当 時 の 地球 は と て も 熱く 、 溶 けた ニッ ケル と 鉄 か ら 成 っ て いた こ 
と が わか っ た 。 つ まり 、 当 時 の 化学 的 大 気 は 、 そ の ほとん ど が 窒素 (N2)、 二 酸化 炭素 (C02)、 そ し て 水蒸気 (H20) で 形 
成 さ れ て いた 。 し か し これ ら は 、 メ タン や アン モニ ア と 違い 有機 分 子 を 形成 する の に は 適し て いな い 。 !!/ 


アメ リカ の 科学 者 」・P・ フ ェ リ ス J.P. Ferris) と C・T・ チ ェ ン (C.T. Chen も 、 ミ ラー の 実験 が 二酸化 炭素 、 水素 、 窒 
、 お よび 水蒸気 で 作ら れ た 大 気 環境 で 行わ れ て いた ら 、1 つ の アミ ノ 酸 分 子 も 得 ら れ な か っ た で あろ うと 言っ て い 
と 118 

3. ミラ フー の 実験 を 無効 に する も う 1 つ の 重要 な 点 は 、 アミノ酸 が 形成 され た と 推定 され る 頃 、 大 気 に は 形成 され 
た アプ アミノ酸 を 破壊 する の に 十分 な 酸素 が あっ た こと で ある 。 ミラ ー が 見 落と し た この 事実 は 、 約 3 億 5 千 万 年 前 の も の と 
推定 され る 岩 か ら 酸 化 鉄 や ウラ ン の 痕跡 が 発見 され た こと で 明らか に な っ た 。 *!? 

その 他 に も 、 当 時 の 大 気 中 の 酸素 量 が 、 進化 論者 が 最初 ! 間 
つか っ て いる 。 また 、 研究 で は 、 当時 の 地球 へ の 紫外 線量 は 論 独 の 推定 より も 一 万 倍 も 多かっ た こと が わか 
っ て いる 。 この 強い 放射 線 は 、 PR 人 確実 に 酸素 を 生成 し て いた で あろ 2 う 。 

この 条件 は 、 酸素 の 存在 を 完全 に 無視 し て いた ミラ ー の 実験 を 完全 に 否定 する 。 実験 で 酸素 が 使用 3 され て いた 

ら 、 メ タン ガス が 二酸化 炭素 と 水 に 0 人 0 一 方 で 、 酸素 が 存在 し な い 環 境 に は オ 
ゾン 層 も 存在 せ ず 、 従っ て 、 オ ゾン 層 の 保護 を 受け ず に 強い 紫外 線 に さら され た アミ ノ 酸 は 即座 に 破壊 され て いた 。 
原始 地球 に 酸素 が 存在 It どちら に し て も アミ ノ 酸 に は 倫 命 的 な 環境 だ っ た と 言え る 。 

4. ミラ ー の 実験 の 最後 で は 、 生命 体 の 構造 と 機能 に 弊害 を も た ら す 特性 を 持っ た た くさ ん の 有機 酸 が 形成 され 
た 。 アミ ノ 酸 が 隔離 され ず 、 II こそ の まま 放置 され て いた ら 、 これら の 化学 反応 に より 破壊 
され た り 、 0 に 変質 し て いた こと は 間違い な い 。 

更に 、 実験 の 終盤 に は 、 大 基 の 右 利 き の ア ミノ 酸 が 形成 され た 。 ^ ダ ⑦ 右 利き の アミ ノ 酸 が 生命 体 の 構成 要素 に 成 
人 は 、 進 化 論 人 WS 実際 、 こ の 媒体 は 、 形 成 さ れ た 分 子 を 破壊 また は 酸化 し て し 
まう 酸性 混合 物 で あり 結論 と し て 、 アミ ノ 酸 の 形成 され た ミラ ー の 実験 に お ける 条件 は 生物 に は 適し て いな か っ た 。 

Si て の 事実 は 、 ミ ラー の 実験 は 原始 地球 に 似 た 条件 下 で 偶然 生命 体 が 形成 され た 証明 に は な ら な いと 
いう た っ た 1 つの 真実 を 強く 示唆 する 。 ミラ ー の 実験 は 、 アミ ノ 酸 を 合成 する た め の 慎 重 に 管理 され た 室内 実験 で し 
か な い 。 実験 で 使用 され た 気体 の 種類 と 量 は アミ ノ 酸 が 発生 し や すい よう に 理想 的 に 決め られ た も の で ある 。 使わ 
れ た エネ ルギー 源 は 化学 反応 を 起こ させ る た め に 費 密 に 手配 され た 。 実験 装置 は 隔離 され て お り 、 アデ アミノ酸 の 形成 
の 妨げ に な る よう な 有害 ・ 破 壊 要 素 は 遮断 され て いた 。 原始 地球 に は な か っ た で あろ 2 う 分 子 、 鉱物 、 ま た は 混合 物 が 
実験 に 使用 され 、 こ れ ら が 化学 反応 の 結果 を 変え て いる 。 酸化 に より アミ ノ 酸 の 形成 を 妨げ る と され る 酸素 は 、 た くさ 
ん ある 有害 な 分 子 の ほん の 1 つ で ある 。 そし て この よう な 理想 的 な 室内 実験 状況 下 で すら 、 “冷却 トラ ッ プ " 方法 が 用 
いら れ な けれ ば 形成 され た アミ ノ 酸 が 生き 延び 、 破壊 を 免れ る こと は で き な か っ た 。 

実際 、 こ の 実験 に より 、 ミ ラー は 、 “無意識 の 偶然 に より 生命 が 誕生 し た "と いう 進化 論 の 主張 を 叩き の めし て し ま 
っ た の で ある 。 この 実験 が 何 か 証 明 し た と する な ら ば 、 それは 、 アミ ノ 酸 は 意識 的 に 条件 を 調え られ 管理 され た 実験 
室 環 境 で の み 形 成 さ れる と いう こと で ある 。 つま り 、 生命 体 を 生み 出す 力 は 、 無意識 で は な く 意 識 的 な が も の で あっ た 
生肉 
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志 較 証拠 を 受け 入れ な い 理 由 は 、 進化 論 信 仰 の 計 従 と いう 完全 に 非 化 学 的 な も の で ある 。 大 変 興 
味 深い こと に 、 自分 の 生徒 で や っ た スタ ン レ ー・ ミラ ー ル も | に ミラ ー の 実験 を 行っ た へ ラル ド ・ ユ リー は 、 実験 に 関し 
間 告白 し て いる 。 


生命 の 起源 を 研究 する 者 は みな 、 研 究 を すれ ば する ほど 、 進 化 に よっ て それ が 起こ っ た こと が 難し いと 感じ る 。 我 々 は 
ある 意味 宗教 の よう に 生命 は 地球 上 の 無機 物 か ら 進 化し た と 信じ て いる 。 し か し 、 そ の あま り の 複雑 さゆ え 、 ど の よう 
に 進化 し た の か を 想像 する こと すら 難し い 。!? 


原始 世界 の 大 気 と タン パク 質 

こう し た 全て の 矛盾 に も 関わ ら ず 、 進化論 関係 者 は その 後 も アミ ノ 酸 の 起源 に 関す る 質問 を ご ま か す た め に ミラ 
ー の 実験 を 用 いる 。 全く 無効 な 実験 が 種 の 起源 の 問題 を 解決 し た よう に 見 せる こと で 、 進化 論 の 欠陥 を 取り 繕 っ て 
いる の で ある 。 

し か し 、 生命 の 起源 の 第 二 段 階 を 説明 する に は 、 特定 の 順序 で 結合 し た 何 百 種類 も の アミ ノ 酸 に よっ て 成る 生 

命 体 の 構成 要素 で ある タン パク 次 の 起源 を 証明 する と いう より 高い 壁 が 存在 する 。 

自然 条件 の も と で 、 タ ン パ ク 質 が 偶然 形成 され た と 主張 する こと は 、 アミ ノ 酸 が 偶然 形成 され た と いう 主張 より も 
非 現 実 的 か つ 不 合理 で ある 。 これ まで 、 アミ ノ 酸 が 正しい 配列 で 結合 し 偶然 タン パク 質 を 形成 する こと は 、 確率 計 算 





進化 論者 の 幻想 の 1 つ は 、 上 記 写 真 に 見 られ る 原始 地球 と 呼ば れる 環境 で 、 生 命 体 が 自然 発生 し た と 信じ て いる こと で ある 。 彼ら は こ 
れ を ミラ ー の 実験 な ど で 証明 し よう と し た 。 し か し 、1970 年 代 に 原始 地球 の 環境 は 生命 体 に は 適し て いな か っ た こと が 解明 し 、 進 化 論 
者 は 再び 科学 的 事実 の 壁 に 打ち 負 か さ れ た 。 


だ ドラ ンク タール 


か ら 考 えた 数 学 的 に も 不可 能 だ と わか っ た 。 ここ か ら は 、 原 始 地球 条件 で タン パク 質 が 生成 され る こと が 化学 的 に も 不 
可能 で め ある こと を 論証 し よう 。 


水中 で は 不可 能 な タン バク 質 の 合成 

前 に も 述べ た よう に 、 アミ ノ 酸 が タン パク 質 を 形成 する た め に は “ペプチド 結合 "と 呼ば れる 特別 な 結合 を し な けれ 
ば な ら な い 。 この ペプチド 結合 に お いて は 水分 子 が 発出 され る 。 

この 事実 は 、 原 始 生命 は 水中 で 誕生 し た と いう 2 進化 論者 の 主張 を 論破 する 。 な ぜ な ら 、 化学 の 「 ル ・ シ ャ トリ エ の 人 原 
理 (Le Chatelier principle)」( に よる と 、 水 を 発出 する いか な る 化学 反応 (縮合 反応 ) や 含水 環境 で は 起こ り 得 な い 。 こう し た 
反応 が 含水 環境 で 起こ る 可能 性 は 、 全 て の 化学 反応 の 中 で “一 番 発生 の 可能 性 が な い " と され て いる 。 

海中 で の 生命 や アミ ノ 酸 の 誕生 を 主張 する 進化 論 は 、 こ の 化学 的 事実 が ある 限り 、 根 本 的 に 間違っ て いる 。 一 方 
で 、 ア ミノ 酸 は 陸上 で は 紫外 線 に よっ て 破壊 さん て し まい 、 アミ ノ 酸 が 守ら れ た 場所 は 海 の み で あっ た こと か ら 、 進化 論 
者 が 生命 が 陸上 で 誕生 し た と 主張 を 変更 する こと も 不 合理 で ある 。 つま り 、 ル ・ シ ャ トリ エ の 原理 は 、 生命 の 起源 が 海 で 
あっ た と いう 主張 が 誤り で あっ た こと を 証明 する 。 これ も また 、 進化 論 が 直面 する ジレ ンマ の 1 つ で ある 。 


も う 1 つ の 絶望 的 な 努力 : フ ォ ッ クス の 実験 


この ジレ ンマ に 見 舞 わ れ 、 進化 論者 は 、 進化 論 を 決定 的 に 論破 し て し まう “ 水 の 間 題 " を 解決 する た め の 非 現実 的 
な シナ リオ を また 考案 し 始め た 。 シド ニー・ フ ォ ッ クス (Sydney Fox) は 、 最 も 良く 知ら れ て いる この 間 題 の 研究 者 の 1 人 で 
ある 。 フォ ックス は 、 こ の 問題 を 解決 する た め 、 以 下 の 論 理 を 発展 させ た 。 彼 に よれ ば 、 最初 の アミ ノ 酸 は 原始 海洋 で 形 
成 さ れ た 後 す ぐに 、 火山 の 近く の 断崖 に 運ば れ た 。 この アミ ノ 酸 を 含む 混合 物 を 得 た 断崖 周辺 の 水 は 、 沸点 近く まで 
温度 が 上 が り 蒸 発し た 。 アミ ノ 酸 は この 方 法 で “乾燥 "し 、 タ ン パ ク 質 を 形成 する こと が 可能 に な っ た 。 

し か し 、 研究 で は アミ ノ 酸 は 高温 に さら され る と すぐ に 破壊 され て し まう こと が 確認 され て お り 、 アミ ノ 酸 が その よう な 
高温 に 耐 えら れ な いと いう 事実 か ら 、 こ の “理解 し 難い "方 法 は 業界 で は 多く の 人 に 受け 入れ られ て いな い 。 

し か し 、 フ ォ ッ クス は あき ら め な か っ た 。 彼 は 、 乾燥 し た 環境 で 熱 を 加え る と いう “特別 な 条件 下 " で 精製 し た アミ ノ 酸 
の 結合 を 試み た 。 アミ ノ 酸 は 結 人 台 は し た も の の 、 タ ン パ ク 質 に は な ら な か っ た 。 実験 で は 、 単 に 不 規則 に 環状 に な っ た 
タン パク 質 の も の と は 似 て も 似つか な い 任 意 結合 の アミ ノ 酸 が 得 ら れ た だ け で ある 。 更に 、 フ ォ ッ クス が アミ ノ 酸 を 一 定 
の 温度 で 熱し 続け た ら 、 こ れ ら の 環状 も 分 解 さ れ て いた の は 明らか で ある 。 ^ ぞ 

この 実験 を より 無 意 味 な も の に する 事実 に 、 フ ォ ッ クス が ミラ ー の 実験 で 得 ら れ た アミ ノ 酸 で は な く 、 通 常 の 生命 体 
より 取り 出し た アミ ノ 酸 を 使用 し た こと が 挙げ られ る 。 ミラ ー の 実験 の 続き で ある は ず の この 実験 は 、 ミ ラー の 実験 に よっ 
て 得 ら れ た アミ ノ 酸 を 使用 すべ き で あっ た が 、 フ ォ ッ クス の みな ら ず 、 いか な る 研究 者 も 、 ミ ラー の 実験 に よっ て 得 ら れ た 
アミ ノ 酸 以外 の アミ ノ 酸 を 使用 し て 実験 を 行っ て いる 。 *2? 

フォ ックス が 実験 で 作り 出し た アミ ノ 酸 鎖 ( 彼 は これ を “プロ テイ ノイ ド ”" と 言っ た ) が 自然 環境 下 で 形成 され る こと は 不 
可能 だ っ た こと か ら 、 こ の 実験 は 進化 論者 た ちら に すら 受け 入れ られ な か っ た 。 更に 、 生命 の 基本 単位 で ある タン パク 質 
が 形成 され る こと は な く 、 タ ン パ ク 賞 の 起源 と いう 間 題 が 未 解 決 の まま 残っ た 。 1970 年 代 よ り 発行 され て いる 有名 な 科学 
雑誌 | Chemical Engineering News」 で は 、 フ ォ ッ クス の 実験 に 関し て 以下 の よう に 述べ られ て いる 。 


シド ニー・ フ ォ ッ クス と その 他 の 研究 者 は 、 実 際 に は 当時 の 地球 の 原始 環境 と は 異な っ た 状況 下 で 、 特 別 な 加熱 方 法 を 

使っ て "プロ テイ ノイ ド " と いう 形 に アミ ノ 酸 を 結合 する こと に 成功 し た 。 ま た 、 こ の プロ テ ノ イ ド は 、 現 在 の 生命 体 の タン 

バク 質 と は 全く 異な る も の で あっ た 。 プ ロ テ ノ イド は 実用 性 の な い 不 規則 な 化学 物質 だ 。 し か も 、 地 球 初期 に 、 こ の よう 

な 分 子 が 形成 され た と し て も 、 す ぐに 破壊 され た で あろ うこ と が 説明 され て いる 。 2 

[全く 、 フ ォ ッ クス が 獲 答 し た プロ デイ ノイ ド は 、 構造 も 機能 も 実際 の タン パク 哲 と は か け 離 れ て いた 。 タン パク 質 と こ 
れ ら の プロ テイ ノイ ド の 違い は 、 ハイテク 機械 と 鉄 の 協 ほど の 違い が あっ た 。 

更に 、 紫外 線 に も ろ に さら され る と いう 有害 ・ 破 壊 的 な 物理 的 お よび 化学 的 影響 や 、 そ の 他 の 自然 条件 の 不安 定 


創 造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


フォ ックス は 、 実 験 で “や プロ テイ ノイ 
ド ” と 呼ば れる 物質 を 作り 出し た 。 プ 
ロ テ イ ノイ ド は 、 ラ ンダ ム な アミ ノ 酸 





ト | の 集合 体 で あり 、 生 命 体 の タン パク 
の 質 と は 違う 何 の 機 能 性 も 持た な い 化 
10 学 物 質 で ある 。 
こ プロ テイ ノイ ド の 顕微 鏡 写真 を 以下 
に 示 で つう 。 
唱 1 
I 中 3 
い  、 1 
や や: "1 に 4 
NN こ ル ジ 


さ は 、 プロ テイ ノイ ド の 分 解 を 起こ し た に 違い な く 、 原始 大 気 内 で これ ら の 不 規則 な アミ ノ 酸 人 鎖 が 生き 延び る 可能 性 
は な か っ た 。 ル ・ シ ジャ トリ エ の 人 原理 に より 、 アミ ノ 酸 が 、 紫外 線 の 届か な い 水 中 で 結合 する こと も 不可 能 で あり 、 こう し た 
全て の 観点 か ら 、 プロ テイ ノイ ド が 生命 の 起源 で ある と いう 考え は 結局 科学 者 の 支持 を 失っ た 。 


「 正 無生物 は 生命 を 生み 出せ な い 


ミラ ー の 実験 や フォ ックス の 実験 な どの 数 々 の 進化 論者 の 実験 は 、 無 生物 は 有機 化 せ ず 、 よ っ て 複 
符 な 生命 体 を 生成 で き な い こと を 証明 し た 。 これ は 完全 に 非 科 学 的 な 信念 で め あり 、 全 て の 実験 観察 結 
果 は 物質 に その よう な 能力 が な いこ と を 証明 し て いる 。 有 名 な イギリス の 天文 学者 で あり 数 学者 で も 
ある フレ ッ ド ・ ホ イル (Sir Fred Hoyle) は 、 物 質 は 意図 的 介入 が な い 限 り 生 命 体 を 出現 させ る こと は で き 
な いと 言っ て いる 。 

も し 、 有機 的 組織 を 生命 体 に 変え る こと の で きる 物 供 の 基本 原 理 が ある の な ら 、 そ れ は 研究 で 簡単 に 
検証 で きる で あろ う 。 例え ば 、 ブ ー ル を 原始 環境 と みな し 、 非 生物 学 的 化学 物質 を 投入 し 、 好き な だ け 
鋼 体 や 光 に 当て て 良い こと と し 、 こ れ を 1 年 間 続 け 、 生 命 体 が 生産 する タン パク 質 で ある 2,000 個 の 酵 
素 の うち 、 い くつ が 作ら れ た か 見 て みる と する 。 この よう な 実験 へ の 時 間 や 費用 が 勿体 な い の で 私 が 
答え を 教え よう 。 アミ ノ 酸 が ター ル 状 に な っ た 物質 や シン ブル な 有機 化学 物質 以外 、 ブ ー ル の 中 に は 
lg ル NAT 

進化 諭 生物 学者 の アン ドリ ュー・ ス コッ ト (Andrew Scott) も この 事実 を 認め て いる 。 

ある 物質 を 温め な が ら か きま ぜ て 待つ 。 これが 現代 の 創始 で ある 。 重力 の “原理 "、 電 磁気 力 、 そ し て 
強弱 の 核 力 が 残り を や っ て くれ る だ ろう 。 し か し 、 こ の お と ぎ 話 の 一 体 ど れ ほ ど が 確立 され て いる の だ 
ろう か ? そし て どれ だ け の 希望 が 残っ て いる の だ ろう か ? 実際 、 化学 前 駆 か ら 最 初 に 発見 され た 細胞 
まで 、 ほぼ 全て の ステ ッ プ の メカ ニズム は 、 進化論 と 正反対 で ある 。 3 


1- Fred Hoyle, The Intelligent Universe, New York, Holt, Rinehard & Winston, 1983, p. 256 
2- Andrew Scott, "Update on Genesis", New Scientist, vol. 106, May 2nd, 1985, p. 30 
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奇跡 の 分 子 :DNA 


これ まで の 我々 の 調査 で は 、 分子 レベ ル で 進化 論 が か な り の 苦境 に 立た され て いる こと を 示し 
た 。 進化 論者 は 、 ア ミノ 酸 の 形成 に 関し て 、1 点 の 光 も 当て る こと が で き て いな い 。 一 方 で 、 タ 
ン パ ク 質 の 形成 も 謎 の まま で ある 。 
し か し 、 問題 は アミ ノ 酸 や タン パク 質 の み に 留 ま ら な い 。 アミ ノ 酸 や タン パク 洛 
は 間 題 の ほん の 一 部 に すぎ な く 、 こ れ ら 以外 に も 、 究極 に 複雑 
な 構造 を 持つ 細胞 が 進化 論者 の 璧 と な っ て いる 。 そし 
て この 細胞 は 、 アミ ノ 酸 が 集合 し て 成る た だ の タ 
ン パ ク 質 と は 異な り 、 人 類 が 遭遇 し た 最も 復 雑 
な 細胞 で ある 。 










間 の 体内 に 100 兆 個 あ る 細胞 核 

に ある DNA と し て 知ら れ て いる 分 子 壮 
は 、 人 体 構造 の 完全 な 青 写真 を 含ん 
* い る 。 性 格 、 外 見 、 臓 器 構造 まで 、 
て の 情報 が DNA に 保存 され て いる 。 


進化 論 が 、 細 胞 
構造 の 基本 で 


ある 分 子 の 存在 を 理路 整然 と 説明 
する こと すら で き な い 中 で 、 遺 伝 子 科学 の 発展 と 
核酸 (DNA と RNA) の 発見 は 、 進化 論 に 新た な 問題 を も た らし た 。 
1953 年 、 ジ ェ ー ム ス ・ ワ ソト ソン (james Watson) と フラ ン シ ス ・ ク リッ ク 
(Francis Crick) が DNA の 驚く べき ほど 複雑 な 構造 を 解明 し 生物 学 に 新 時 
代 を も た らし た 。 

人 間 に 100 兆 個 も ある 細胞 の 1 つ 1 つ に 見 られ る DNA と し て 知ら れる 分 子 は 、 
人 体 構造 の 完全 な 青 写真 を 含ん で いる 。 その 人 の 性 格 、 外 見 、 そ し て 臓 器 ま で も の 情報 が 、 
4 つの 特別 な 基 肖 列 か ら 成 る 分 子 で ある DNA に 記録 され て いる 。 この 基盤 は 、 そ れ ぞ れ の 名 前 の 頭 文字 を 取っ 
た A、T、G、C と し て 知ら れ て いる 。 人 間 の 構造 の 違い は 、 こ れ ら 4 つの 基盤 の 並び 方 の 違い で ある 。 DNA は 、 4 つの 文 
字 か ら な る デー タバ ンク だ と 言え る 。 

DNA に 含ま れる 文字 の 順次 的 配列 は 、 そ の 人 の ほん の わずか な 特徴 の 詳細 まで を も 記録 し て いる 。 身長 、 目 、 
胡 、 肌 の 色 の 他 に も 、1 つ の 細胞 内 の DNA に は 206 個 の 骨 、600 個 の 筋肉 、100 億 個 の 細胞 (神経 細胞 )、 脳 と 神経 細胞 
を 貞 ぐ 1,000 兆 も の 接続 パ マター ン 、 97,000 キ ロメ ー タ の 血管 、 お よび 人 体 に ある 100 兆 個 の 細胞 の 情報 が 記録 され て い 
る 。 DNA に 含ま れる デー タ を 書き 出し た 場合 、1 局 500 ペ ー ジ の 本 を 900 冊 集め た 図書 館 の 大 き さ に な る 。 し か し 、 こ の 
英 大 な 情報 が 、1/100 ミ リ メ ー タ より も は る か に 小さ な DNA 分 子 の 細胞 核 に コー ディ ング され で いる の で ある 。 


な せ DNA は 偶然 発生 し えな い の か ? 


ここ で 、 注 目 に 値する 重要 な 話 を し よう 。 ヌクレオチド の 配列 に 間違い が あっ た 場合 、 そ の 遺伝 子 は 完全 に 役立た 
ず と な る 。 人 体 に は 、 約 3 万 個 の 遺伝 子 が ある と 考え られ て お り 、 遺伝 子 を 形成 する 何 百 万 も の ヌクレオチド が 、 偶然 、 
正しい 配列 で 形成 され る こと は 不可 能 だ と いう こと は 明らか で ある 。 進化 論者 で 生物 学者 で も ある フラ ンク ・ ソ ルズ ベリ 
一 (Frank Salisbury)y は 、 こ の 不可 能 性 に 関し て 以下 の よう に 述べ て いる 。 

中 間 サ イズ の タン パク 質 は 、 約 300 個 の アミ ノ 酸 か ら 成 る 。 こ れ を 記憶 し て いる DNA 遺 伝 子 の 鎖 に は 、 約 1.000 個 の ヌメ ク 

レオ チ ド が 含ま れ て いる 。1 つ の DNA 鎖 に は 、4 種 類 の ヌクレオチド が 存在 し 、1,.000 の 鎖 の 輪 で 成り 立っ て いる DNA 鎖 

の 場合 、41.000 パ ター ン の 配列 が ある 。 簡単 な 代数 (対数 ) で 置き 換え る と 、4!909=10999 と な る 。 当然 の こと だ が 、10 を 

600 回 か ける と 1 の 後に 0 が 600 個 続く 数 字 に な る ! こ れ は 、 人 間 で は 想像 も つか な い 数 値 で ある 。 !② 


凡 造 の アト ラス 











ハー ルリ ヤ ハリ 9Y 


DNA 分 子 の ステ ィ ッ クモ デル を 前 (に し た ワトソン (Watson) と ク 
リッ ク (Crick) 


41000 と いう 数 値 は 、1060 に 等 し い 。 これ は 、1 の 後 
(に 0 が 600 個 続く と いう 意味 で ある 。 1 の 後に 0 が 12 個 つ 
いた も の が 兆 を 表す の だ か ら 、0 が 600 個 と いう の は と 
て つも な い 数 字 だ 。 RNA と DNA が 、 ヌクレオチド の 偶 
然 の 積み 重なり で は 形成 され な いと いう 事実 を 、 フ ラ 
ンス 人 の 科学 者 ポー ル ・ オ ー ジ ェ (Paul Auger)y は 以下 
の よう に 述べ て いる 。 
化学 的 事象 に に っ て ヌクレオチド な どの 複雑 な 分 子 が 形 

成 さ れる 確率 は 、2 段 階 に 分 け な け れ ば な ら な い 。 ま ず ヌ クレ オチ ド を 1 つ 1 つ 形成 する 確率 、 そ し て それ ら を 特別 な 配 

列 に 組み 合わ せる 確率 。 ど ちら も 明らか に 不可 能 で ある 。 !26 

長年 の 間 、 フ ラン シス ・ ク リッ ク は 、 分 子 進化 論 を 信じ て きた 。 し か し その 彼 で すら 、 最終 的 に は 、 進化 の 過程 
お いて この よう な 複雑 な 分 子 が 自然 に 偶然 発生 する の は 不可 能 だ と 認め ざる を 得 な か っ た 。 

現在 の 科学 的 知識 を 身 に つけ た 正直 者 は 、 あ る 意味 、 生 命 の 起源 は ほとん ど 奇 跡 の よう な も の だ と 認め ざる を 得 な 

い だ ろ う 。!<27 

トル コ 人 の 進化 論者 アリ ・ デ ミレ ソイ (Aii Demirsoy) 教 授 は 、 こ の 問題 に 関し て 、 次 の 発言 を せ ざ る を 得 な か っ 
7 

実際 、 タ ン パ ク 質 と 核酸 (DNA と RNA) の 形成 の 確率 は 、 我 々 に は 想像 も で き な い よう な 確率 で ある 。 更に 、 特 定 の タン 

パク 鎖 の 出現 は 、 天 文学 的 だ と し か 言い よう が な い 確 率 だ 。!29 

ここ で 、 と て も 興味 深い 矛盾 が 発生 する 。 DNA が 特定 の タン パク 質 (酵素 ) の 助け を 得 て の み 複 製 で きる 中 で 、 こ 
れ ら の タン パク 質 の 統合 法 は 、DNA に コー ド さ れ た 情報 か ら の み 得 る こと が で きる 。 これ ら は お 互い に 依存 し て いる 
た め 、 両方 が 同時 に 複製 され る か 、 ど ちら か が 先 に “創造 され で て "いな けれ ば な ら な か っ た 。 アメ リカ 人 の 微生物 学者 
ホー マー・ ジ ェ イ コブ スン (Homer Jacobson) は 、 以下 の よう に 述べ て いる 。 

複製 の 計画 、 そ の 環境 下 か ら の エネ ルギー と 各部 の 抽出 、 成 長 順序 、 お よび 成長 促進 の た め に 必要 な メカ ニズム を 

行え る 全て が 、“ 生 命 誕生 " の 瞬間 に 同時 に 存在 し て いな けれ ば な ら な か っ た 。 こ れ ら の 事象 が 偶然 同時 に 存在 する こ 

と は あり 得 ず 、 よ っ て 神 が 介 入 し た と 言わ れ て きた の で ある 。 !23 


上 記 引 用 は 、DNA が ワトソン と クリ ッ ク に 発 見 され た 2 年 後に 書か れ た も の で ある 。 し か し 、 その 後 の 科 学 の 発展 
に も 関わ ら ず 、 進化 論者 は 未だ に この 間 題 を 解決 で き て いな い 。 2 人 の ドイ ツ 人 科学 者 ユン カー(Junker) と シェ ー ラ 
ー(Scherer) は 、 化学 進化 に 必要 な 分 子 の 統合 は それ な り の 条件 を 必要 と し 、 理論 的 に 言え ば これ ら が 形成 され る 
方 法 は な いこ と を 次 の よう に 言っ て いる 。 

化学 進化 に 必要 な 全て の 分 子 を 得る こと の で きた 実験 は 今日 まで 1 つも な い 。 従 っ て 、 さ ま ざ ま な 分 子 を それ ぞ れ に 

環境 の 整っ た 異な る 場所 で 生産 し し それ ら を 加水 分 解 や 光 分 解 な どの 分 子 に 有害 な 要素 か ら 守 り 、 化 学 反 応 を 起こ 

す 環 境 に 移す こと が 絶対 不可 欠 で ある 。!? 


要する に 、 進 化 論 は 、 分子 レ ベル で 起こ っ た と され て いる いか な る 進化 段階 も 証明 で き な い 。 科学 の 進歩 は 、 
進化 論 が 抱え る 問題 へ の 答え を 証明 する どこ ろか 、 そ の 問題 を より 複雑 で 解決 で き な い も の に し た 。 

信じ られ な いこ と に 、 進化 論者 の 多く は 、 完全 に 非 科学 的 な が この お と ぎ 話 を まる で 事実 の よう に 信じ て いる 。 天 
地 創造 を 認め る わけ に は いか な い 彼 ら に は 、 不 可能 を 信じ る 道 し か 残さ れ て いな い 。 オー スト ラリ ア の 有名 な 生物 学 
者 マイ ケル ・ デ ント ン (Michael Denton) は 、 自身 の 著 書 『Evolution: A Theory in Crisis で この テー マ に 関し て 議論 し 
WO 
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フラ ン シ ス ・ ク リッ ク (Francis Crick) 教 授 :「 生 命 の 起源 は 
ほとん ど 奇 跡 の よう で ある 」 
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懐疑 論者 の 言う 、1,.000 冊 の 本 が ある 小さ な 図書 館 の 文字 の 配列 に 等 し 
い 、 何 百 万 も の 細胞 を 管理 する 10 億 近い 情報 に よっ て 形成 され て いる 
生物 の 遺伝 的 プロ グラ ム が 偶然 発生 し た と いう 主張 は 、 元 来 の 目的 を 遂 
か に 逸脱 し た 不可 能 な 過程 の 連続 で の み 成り 立っ て いる 。 し か し 、 ダ ー ウ 
ィ ニ ズム の 信奉 者 に と っ て は 、 そ の 概念 が 一 番 大 切 で あり 、 彼 ら は 何 の 
疑問 も 抱か な い !3 





IRNA ワ ー ル ド (The RNA World)』 な ど と いう も の を 試し た 進化 論者 も いる 。 


1970 年 代 に 地球 の 原始 大 気 を 構成 し て いた 気体 が 解明 され た こと が 当時 の 環境 下 で の アミ ノ 酸 合成 を 不可 能 
な も の と し 、 こ れ は 分 子 進化 論 に 深刻 な 打撃 を 与え た 。 その 上 、 進化 論者 は 、 ス タン レー・ ミ ラー、 シド ニー・ フ ォ ッ ク 
ス 、 シ リル ・ ポ ナム ペル マ (Cyril Ponnamperumay な ど が 行っ た “原始 大 気 の 実験 "が 失敗 に 終わ る と いう 事実 に 直面 し 
た 。 この た め 役 ら は 1980 年 代 に 他 の 試み を 開始 し 、 そ の 結果"RNA ワ ー ル ド “" と いう 仮説 が 進化 し た 。 これ は 、 タンパ 
ク 質 で は な く 、 タンパ ク 質 の 情報 を 持っ た RNA 分 子 が 一 番 最初 に 形成 され た と する シナ リオ で ある 。 

トー マス ・ チ ェ ッ ク (Thomas Cech) の “リボ ザイ ム " に 関す る 発見 を も と に 、1986 年 に ハー バー ド 大 学 の 化学 者 ウォ 
ルター・ ギ ル バ ー ト (Walter Gilbert) に よっ て 先進 され た この シナ リオ に よる と 、 何 十 億 年 も 前 に 、 自身 を 複製 する こと 
が で きる RNA 分 子 が 偶然 形成 され た 。 その 後 、 こ の RNA 分 子 が 外部 か ら 何 ら か の 彰 響 を 受け 、 タ ン パ ク 質 の 生産 を 
始め た 。 そし て 三 番 目 の 分 子 に その 情報 を 保存 する 必要 が あり 、 そ の た め に 何ら か の 形 で DNA 分 子 が 姿 を 現し た 。 

全て の 進化 の 段階 が 不可 能 の 連鎖 で し か な いこ の と て も 信じ 難い 想定 は 、 生命 の 起源 を 証明 する の に は ほど 
遠く 、 た だ 問題 を 拡大 し 、 回 答 で き な い 謎 を 増やし た だ け で ある 。 

1. RNA を 形成 する ヌクレオチド の た っ た 1 つも 、 偶然 形成 され た と 受け 入れ られ な い 中 で 、 ヌ クレ オチ ド が 集 ま 
り 、 特定 の 列 を 成 し て RNA を 形成 する と いう こと は 、 一体 ど の よう に 可能 な の か ? 進化 論者 ジョ ン ・ ホ ー ガ ン (John 
Horgan) は 、RNA が 偶然 形成 され る の は 不可 能 だ と いう 事実 を 以下 の よう に 認め て いる 。 

研究 者 が RNA ワ ー ル ド 仮 説 を 詳し く 研究 し て いく うち に 、 さ ら な る 問題 が 現れ た 。RNA は 最初 に どの よう に 発生 し た の 

か ?RNA と その 構成 要素 は 、 最 良 の 環境 が 整っ た 実験 室 で も 形成 する の が 難し く 、 実 際 の 原始 大 気 で は 形成 の 可能 

性 は 更に 低く な る 。 !3< 


2. 仮に RNA が 偶然 形成 され た と し て も 、 ヌ クレ オチ ド 鎖 だ け か ら 成 る この RNA は 、 ど の よう に 自己 複製 する こと 
を “決定 し 、 そ の 自己 複製 過程 は 一 体 ど の よう な 手段 を も っ て 行わ れ た の か ? 自己 複製 を 行う 2 た め の ヌ クレ オチ ド 
は どこ に あっ た の か ? 進化 論者 で 徴 生 物 学 者 で も ある ジェ ラル ド ・ ジ ョ イス (Gerald Joycep と レス リー・ オ ー ゲ ル (Leslie 
Orgel は 、 彼ら の 著書 『RNA ワ ー ル ド (n the RNA World』 で 、 こ の 状況 の 絶望 的 な 見解 を 以下 の よう に 述べ て いる 。 

ポリ ヌクレオチド が 入っ た スー プ の 中 か ら 自 己 複製 する RNA 分 子 が 新た に 生ま れ た と いう この 論議 は 、 架 空 の も の で 

し か な い 。 前 生物 化学 の 現時 点 で の 知識 を 踏ま える と 、 こ れ は 非 現実 的 で ある 概念 で し か な く 、 こ の よう に 楽観 主義 

的 に RNA の 触媒 能力 を 信じ る こと が 信じ 難い 。 !33 

3. 仮に 、 全 種 類 の 多数 の アミ ノ 酸 を RNA が 使用 で きる 状態 に あっ た 原始 世界 に 、 自己 複製 を 行う RNA が 存在 し 
不可 能 が 全て 実際 に 起こ っ た と し た と ころ で 、 それ ら は タン パク 質 の 形成 へ は 結び つか な い 。 RNA に は 、 タンパク 質 
の 構成 情報 の み が 含 まれ て いる 。 反対 に 、 アミ ノ 酸 は タン パク 質 の 母 材 で ある 。 つま り 、 タン パク 質 を 生成 する 手段 
が 存在 し な い 。 RNA の 存在 が タン パク 質 生成 に 十分 だ と 言う こと は 、 一 台 の 車 が 堆積 し た 山 ほ ど あ る 部 品 の 山 か ら 
設計 図 を も と に 勝手 に 組み 立て られ る と いう ほど 馬鹿 げ て いる 。 工場 が あり 、 そこ で 作業 する 人 が 設計 図 に 書か れ た 
指示 に 従っ て 組み 立て な い 限 り 事 は 完成 し な い 。 同様 に 、 RNA に 含ま れる 設計 委 は 、RNA に ある 指示 に 従う 細胞 成 
分 の 協力 な し で は タン パク 質 を 形成 で き な い 。 


創 造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


タンパク質 は 、 多く の 酵素 の 助け を て 、 リ ボ ゾ ー ム 工場 で 作ら れる 細胞 内 の 非常 に 復 雑 な 工程 で ある 。 リボ ゾ 
ー ム は 、 タ ン パ ク 質 で で きた 複雑 な 細胞 小 凌 官 で あや り 、 これ は つま り 、 リ ボ ゾ ー ム も 生命 誕生 の 瞬間 に 偶然 存在 し て 
いな けれ ば いけ な か っ た と いう 不 合理 な 仮定 を 生み 出す 。 ノー ベル 賃 受賞 者 で あり 、 狂信 的 な 進化 論 擁 護 者 、 無 
心 論者 の 1 人 で あっ た ジャ ッ カ ス ・ モ ノー(Jacques Mono ゆ で すら 、 タ ン パ ク 作 合 成 は 、 核酸 に 保存 され た 情報 に た だ 
依存 し た と は 考え られ な いと 言っ て いる 。 

コー ド は 解読 され て いな けれ ば 意味 が 無い 。 機 械 解読 され た 現代 の 細胞 に は 、DNA に コー ド さ れ た 少な く と も 50 個 

の 高 分 子 成分 が 含ま れ て いる 。omne vivum ex ovo( 生 物 は 卵 よ り 生 ず ) と いう よう に 、 こ の コー ド は 、 コ ー ド 自身 が 

自ら を 解読 し 、 生 産 し た な けれ ば な ら な い 。 最初 の コー ド 発 生 ・ 解 読 か いつ どの よう に 行わ れ た の か は 非常 に 想像 し 難 


い 。 !34 


RNA 鎖 は 、 原 始 世界 に て どの よう に これ を 決定 し 、 また 、 50 個 の 特定 の 粒子 は どの よう な 方 法 で タン パク 質 を 形 
成 し た の だ ろう か ? 進化 論者 は 答え られ な い 。 

2 0 リク ルルル レニ リノ (の 2 NRN ラ ジー ンク クン ンス ペッ クリ クノ 用 うだ レル リー イ 
ー ゲ ル 教 授 は 、“RNA ワ ー ル ド か ら 生 命 が 誕生 し た "可能 性 に “想定 "と いう 言葉 を 使っ て いる 。 オー ゲル は 、 1994 年 
10 月 発行 の 雑誌 |American Scientist』 内 の 自身 の 記事 | 生 人 世 の 起源 (The Origin of Life)』 で 、 こ の RNA が どの よう な 
特長 を 持っ て いな けれ ば な ら ず 、 そ れ が いか に 不可 能 で あっ た か を 説明 し て いる 。 

この 想定 は 、 も し 前 生物 的 RNA が 今日 は 存在 し な い 2 つ の 特性 を 持っ て いれ ば 可能 で あっ た 。 タ ン パ ク 質 の 助け な し 

に 自己 複製 で きた こと と 、 タ ン パ バク 質 合成 の 全 段 階 を 触媒 で きた と いう こと 。 !3 


ここ まで の 話 で わか る よう に 、RNA な どの 分 子 の 復 雑 か つ 非 常に 重要 な 進化 は 、 進化 論者 の 観点 で 、 彼ら の 
強力 な 想像 力 を も っ て し て の み 可能 で あり 、 現実 の 科学 的 事実 は 、 生命 の 形成 に 挑戦 する 新しい モデ ル で ある 
RNA ワ ー ル ド 仮 説 が 信じ 難い 吉 話 で ある こと を 明白 に し て いる 。 

テキ サス 大 学 の 生化 学者 ゴー ドン ・C・ ミ ルズ (Gordon C. Mills う と 、 サン フラ ン シ ス コ 州 立 大 学 の 分 子 生物 学者 デ 
イー ン ・ ケ ニ ヨ ン (Dean Kenyon) は 、| The RNA World: A Critiqaue」 と いう 記事 の 中 で 次 の よう に 述べ て いる 。「RNA は 
卓越 し た 分 子 で ある が 、RNA ワ ー ル ド 仮 説 は これ と は 別 問 題 で ある 。 我々 は 、RNA ワ ー ル ド 仮 定 が 確か で ある 、 また 
は 見 込み の ある も の だ と いう 何 の 根 拠 も 見 出せ な か っ た 」136 
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タン パク 質 や 核酸 (RNA と DNA) の よう な 複雑 な 分 子 
が 、 他方 な し に 偶然 形成 され る こと は 、 確 率 計算 的 
に あり えな い 。 よっ て 進化 論者 は 、 生 命 体 が 出現 す 
る た め に は これ ら の 複雑 な 分 子 が 同時 に 共存 し た 
と 証明 し な けれ ば な ら な い 。 進化 論 は 、 こ の 条件 に 
よっ て 難 局 に 立た され て いる 。 これ に より 著名 な 進 
化 論者 も 惨 悔 し な けれ ば な ら な か っ た 。 例え ば 、 ス 
タン レー・ ミ ラー や フラ ン シ ス ・ ク リッ ク の 仲間 で ある 
University of San Diego California の 進化 論者 レス リ 
ー・ オ ー ゲ ル (Leslie Orgel) 博 士 は 次 の よう に 言っ て 
いる 。 

複雑 構成 で ある タン パク 質 と 核酸 が 同時 に 同じ 場所 
で 発生 し た と いう こと が と て も 大 事 で ある 。 し か し 、 こ 
の どちら も が 発生 する の に 他方 を 必要 と する 。 従っ 
て 、 生 命 体 は 化学 物質 か ら は 生ま れ な か っ た と 結論 
付け な けれ ば な ら な い だ ろ う 。 

他 の 化学 者 も この 事実 を 認め て いる 。 

DNA は 、 触媒 と な る タン パク 質 や 酵素 が な いと 、 自己 複製 も 含め て 何 も 行 うこ と が で き な い 。 タン パ 
ク 質 は DNA な し で は 形成 され ず 、DNA は タン パク 質 な し で は 形成 され な い 。 

遺伝 子 コ ー ド は 、 そ の 解読 (リボ ゾー ム と RNA 分 子 ) メ カニ ズム も 含め 、 ど の よう に 発生 し た の だ ろう 
か ? 現時 点 で は 我々 に 答え は な く 、 疑問 と 塁 散 で 満た され て いる 。 

INew York Times』 の 科学 記者 ニ コラ ス ・ ウ ェ イ ド (Nicholas Wade) は 2000 年 の 記事 で 次 の よう に コメ 
ント し て いる 。 

地球 上 の 生命 の 起源 に 関し て は 、 全 て が 謎 で あり 、 詳細 が わか れ ば わか る ほど 、 謎 は 深まる ば か 
り だ 。 


レス リー・ オ ー ゲ ル 博 士 : は っ きり 言う が 、 
生命 体 は 化学 物質 か ら は 生ま れ え な い 。 
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科学 著述 者 の ブ プリッ グ ・ ク ライ ス (Brig Klyce)y は 、2001 年 の 記事 で 、 進化 論 科学 者 は 非常 に この 問題 に 固 圭 し て 
いる が 、 こ れ ま で に 得 ら れ た 結果 は こう し た 努力 が 無駄 な も の だ と 示し て いる 、 と 述べ べた 。 

RNA ワ ー ル ド の 研究 は 中 型 業界 で ある 。 こ の 研究 は 、 地 球 上 に ある 無機 質 か ら 偶然 生 細胞 が 発生 する こと が どれ だ 

け 難 し いか を 証明 し た 。 こ の 証明 は 科学 に と っ て 貴重 な 貢献 で ある 。 更 な る 研究 も 価値 の ある も の に な る で あろ う 。 し 

か し 、 無 生化 学 物質 か ら 新た に 分 か っ た 難解 に 直面 し て も 、 生 命 が 自然 に 出現 する と 主張 し 続け る こと は 不可 解 で あ 

る 。 こ れ は 、 中 世 の 錬 金 術 師 が 、 む き に な っ て 鉛 を 金 に 変え よう と 試み た の と 変わ ら な い 。 7 
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生命 は 、 単 な る 分 子 の 山 を 越え た 概 流 で ある 。 


これ まで 、 生命 体 の 形成 が 偶然 起こ る こと が どれ ほど 不可 能 か を 説明 し て きた 。 ここ で また 、 こ の 不可 能 が 仮に 
事実 だ っ た と 仮定 し 、 タ ン パ ク 質 形成 に は 起 ろ し く 不 適切 で 何 の 制 御 も な か っ た 原始 地球 の よう な 環境 に て タン パク 
質 分 子 が 形成 され た と し よう 。 1 つの タン パク 質 が 形成 さも れる だ け で は 不 十 分 で ある 。 この タン パク 質 は 、 何 千 年 も し 
く は 何 百 万 年 も の 間 、 こ の 何 の 制 御 も な い 環 境 下 で 、 他 の 分 子 が 同じ 環境 に て 偶然 形成 され る の を 、 自身 は 何 の ダ 
メー ジ も 受け ず に た だ ひたすら 待た な けれ ば な ら な い 、。 何 百 万 も の 正しい タン パク 人 質 が 全て "偶然" に より 形成 され 
る の を た だ ひたすら 待つ 。 初期 に 形成 され た タン パク 質 は 、 紫外 線 や 過酷 な 機械 的 影響 に 破壊 され ず 、 自身 の す 
ぐ 右 側 に 仲間 が 形成 され る の を より 長い 間 待 っ て いな けれ ば な ら な い 。 そし て 、 十 分 な 数 の タン パク 質 が 周り に 誕生 
し た 後 、 そ れ ら は 正しく 結合 し 細胞 小 器 官 と な る 。 この 時 、 タ ン パ ク 質 鎮 の 邪魔 を する か も し れ な いい か な る 異物 、 有 
害 分 子 も 混 さ っ て は な ら な い 。 そし て 細胞 小 器 官 が 互い に 調和 し 協力 し て 計画 通り の 順序 で 結合 し た 後 、 そ れ は 必 
要 な 酵素 を 備え 、 タ ン パ ク 質 に と っ て 理想 的 環境 で ある 特別 な 液体 で 中 が 満た され た 細胞 膜 で わ れ な けれ ば な 
ら な い 。 で は 、 こ うし た “極め て 可能 性 の 低い "事象 が 全て 偶然 起こ っ た と し た と ころ で 、 こ の 分 子 の 山 は 生命 体 に な 
る の だ ろう か 5? 
含 え は ノー で ある 。 な ぜ な ら 、 研究 で 、 生命 体 に 必要 な 要素 が 単に 結合 し た だ け で は 生命 は 誕生 し な いと いう こ 
と が 解明 され た か ら で あ る 。 生命 体 を 成す た め に 必要 な 全て の タン パク 質 を 集め 、 試験 管 に 入れ て も 、 生 細 胞 は 発 
生 し な い 。 生 細 胞 を 生み 出す た め に 行わ れ た 全て の 実験 は 失敗 に 終わ っ て いる 。 含ま で に 行わ れ た 全て の 観 宗 、 
実験 は 、 生命 体 は 生命 体 か ら の み 発 生 す る こと を 示唆 し て いる 。 無生物 か ら 生 命 体 が 進化 し た と いう 主張 、 言 わ ゆ 
る 目 然 発生 説 " は 、 進 化 論 者 の 夢 の 中 に の み 存 在 す る 物語 で し か な く 、 全て の 実験 や 観察 の 結果 に 反し て いる 。 
この 点 に お いて 、 地球 上 の 最初 の 生 
命 体 は 、 他 の 生命 体 か ら 生 まれ た と 言え 
よう 。 これ が 、 神 の 形容 辞 "Hayy( 生 命 の 
創造 主 ) の は じ ま り で ある 。 生命 体 は 、 神 
の 意思 に より 生ま れ 、 続き 、 終わ る 。 進化 
論 は 、 生命 体 が どの よう に 誕生 し た の か 
説明 で き な い だ け で な く 、 生命 体 に 必要 
な 要素 が どの よう に 形成 され 、 合成 され た 
の か すら 説明 が で き て いな い 。 
NZ の 0 ッッ ノノ ク マン ンク 
(Chandra Wickramasinghe) は 、 生命 体 は 
偶然 の 一 致 の 結果 生ま れ た と 教え られ て 
さ た 科学 者 と し て 彼 が 雪 面 し た 現実 に 関 
し て 、 以下 の よう に 述べ て いる 。 
まず 最初 に 、 科 学 は 、 い か な る 宗教 的 
創造 と も 意見 が 一 致し な いこ と を 教え 
込ま れ 、 洗 脳 さ れ た 。 今 、 私 は 、 神 へ の 
改宗 を 理論 的 に 打ち 負かす 方 法 を 見 
つけ 出せ な い 。 昔 は 我々 も も っ と 広い 
心 を 持っ て いた の で は な いか 。 そ し て 
今 、 我 々 は 、 生 命 の 起源 に 関し て 最も 道 
理 に か な っ て いる の は 神 の 創造 だ と 実 
感 し て いる 。!38 
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物理 学 の 基本 法則 と し て 受け 入れ られ て い 
る 熱 力学 第 二 法則 は 、 通 常 の 環境 下 に それ の 
み で 放置 され た いか な る シス テム も 時 間 経 過 に 
比例 し て 収縮 、 分 散 、 ま た は 崩壊 する 。 有機 か 
無機 か に 関わ ら ず 、 全 て が 消耗 、 腐 敗 、 分 解 し 、 
骨 壊 する 。 熱 力学 第 二 法則 に よれ ば 、 こ れ は 全 
て の 物質 に 当て は まる 避け る こと が で き な い 法 
則 で ある 。 

この 法則 は 、 誰 で も 目の当たり に し た こと が 
ある 。 例 えば 自動 車 を 砂 漢 に 放置 し た ら 、 何 年 
か 後に 自動 車 が 綺麗 に な っ て 戻っ て くる と は 誰 
も 思わ な い だ ろ う 。 それ どこ ろか 、 タ イヤ は パン 
ク し 、 窓 は 割れ 、 車 体 は 錆び 、 エ ンジ ン は も ちろ 
ん 動か な い 。 生命 体 で も この 不可 避 の プロ セス 
が 行わ れ た 。 

吉 力 学 第 二 法 則 は 、 自 然 の ブロ セス を 物理 
的 方 式 と 計算 で 表し た も の で ある 。 

この 有名 な 物理 学 の 法則 は “エン トロ ビー の 
法則 "と し て も 知ら れ て いる 。 物 理学 で は 、 エ ント 
ロビ ー は シス テム の 不 規則 性 を 測る 。 シス テム 
の エン トロ ビー は 、 秩序 ・ 組 織 ・ 計 画 が 整っ た 環 
境 で は 、 無 秩序 ・ 拡 散 ・ 無 計画 の 環境 の も の より 
増大 する 。 シス テム が 無秩序 の 環境 に あれ ば あ 
る ほど エン トロ ビー は 高い 。 エン トロ ビー の 法則 
は 、 宇 宙 全 体 が 無秩序 ・ 無 計画 ・ 無 組織 の 環境 
に 向かう こと は 避け られ な いと し て いる 。 
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熱 力学 第 二 法 則 ま た は エン トロ ピー の 法則 
の 真実 は 、 実 験 的 お よび 論理 的 に 確立 され て い 
る 。 第 一 線 に 身 を 置く 科学 者 は みな 、 エ ント ロビ 
ー の 法則 が 予測 し 得る 未来 の 基本 パラ ダイ ム だ 
と 認め て いる 。 偉大 な 科学 者 アル バー ト ・ ア イン 
シュ タイ ン (Albert Einstein) は 、 こ の 法則 を “全て 
の 科学 の 法則 の 事 頭 だ と 述べ た 。 アー サー・ エ 
ディ ント ン (Sir Arthur Eddington) も “ 全 宇 宙 で 一 
番 の 形 箇 上 学 法則 "だ と 言っ て いる 。 

進化 論 は 、 物 理 法則 の 基本 を 無視 し て い 
る 。 進化 論 が 提唱 する メカ ニズム は 、 第 二 法 則 
に 完全 に 反し て いる 。 進化 論 で は 、 無 秩序 で 分 
散 し た 無 生 原 子 と 無 生 分 子 が 長い 間 に 正 し い 順 
序 で 自然 に 集まり 、 タ ン パ ク 質 、DNA、 RNA な ど 
の 非常 に 複雑 な 分 子 を 形成 し 、 さ ら に 複雑 な 何 
百 万 と いう 生命 種 に 段々 と 進化 し て いっ た 。 進 
化 論 に よる と 、 実 際 に は 計画 ・ 順 序 ・ 秩 序 ・ 組 織 
を 必要 と する この 想定 され た 過程 が 自然 の 環境 
下 で 勝手 に 起こ っ た と いう 。 エン トロ ビー の 法則 
は 、 こ の 自然 過程 と 呼ば れ て いる も の は 、 物 理 
学 の 法則 に 反し て いる こと を 明らか に し て いる 。 

進化 論 科 学者 も この 事実 に 気付 いて お り 、 
り ・H・ ラ ッシュ (JH. Rush) は 次 の よう に 述べ て い 
る 。 

進化 の 複雑 な 過程 に て 、 生 命 体 は 、 熱 力学 第 

二 法 則 で 定め られ た 傾向 に 全く 反する 行動 を と 


の 7 だ io 
進化 論者 の ロジ ンジャー・ ル ー ウ ィ ン (Roger 
Lewin) は 雑誌 『Science』 の 記事 で 、 熱 力学 が 進 
化 論 を 不可 能 に する こと を 次 の よう に 述べ て い 
と 天 
生物 学者 が 直面 し た 問題 は 、 熱 力学 第 二 法 則 
が 進化 諭 と 矛盾 し て いる こと で ある 。 いか な る シ 
ステ ム も 、 時 と と も に 腐敗 する も の で ある 。* 
進化 諭 擁護 者 ジョ ー ジ ・ ス トラ ブロ ボウ ロス 
Stravropoulos)[ よ 、 生命 体 の 自然 形成 
の 熱 力 学 的 不可 能 さ と 、 自然 の 法則 下 で は 複 
雑 な 生命 体 の 発生 を 説明 で き な い こと を 、 雑 誌 ! 
American Scientist』 で 次 の よう に 述べ て いる 。 
通常 の 環境 下 で は 、 複雑 な 有機 分 子 は 目 然 に 
形成 され な い ど ころ か 、 第 二 法則 が 言う よう に 
骨 壊 する 傾向 に ある 。 分 子 は 複雑 で やれ ば あ 
る ほど 不安 定 で あり 、 詳 か れ 早 か れ 崩 壊す る 。 
元 合 成 な ど 全 て の 生命 現象 や 生命 体 そ の も の 
は 、 熱 力学 や その 他 の 科学 で は 説明 が つか な 
5 Ss 
矯 力 学 第 二 法則 は 、 科 学 的 に も 理論 的 に も 
進化 諭 の シナ リオ が 打ち 破る こと が 出来 な い 壁 
あと で 才 の ジジ 柳 仙 と 取る も GIAN レミ 
な いた め 、 進 化 論者 は 想像 の 世界 に の み 生 き て 
いる 。 例え ば 、 著 名 な 進化 論者 ジェ レミ ー・ リ フキ 
ン (Jeremy Rifkin) は 、 進 化 論 が 物理 の 法則 を 乗 
り 越 える "魔法 の 力 を 持っ て いる と 信じ て いる 。 
エン トロ ビー の 法則 は 、 進 化 は 地球 上 の 生命 体 
の 全て の エネ ルギー を 消 散 す る と 言っ て いる 。 
我々 の 進化 論 は 、 進 化 は 地球 全体 の 価値 や 順 
序 を 魔法 の よう に 作っ た と 、 エ ント ロビ ー の 法則 
と は 全く 反対 の こと を 推定 し て いる 。? 
こう し た 発言 は 、 進化論 が 科学 的 根拠 の な い 
た だ の 信仰 だ と いう こと を 明らか に し て いる 。 


(George 
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"オー プン シス テム "の 謎 

進化 諭 の 提案 者 は 、 熱 力学 第 二 法 則 が " ク 
ロー ズ ド シス テム "に の み 当 て は まり “オー プン シ 
ステ ム ” は この 法則 に 支配 され な いと 主張 する 。 

"オー プン シス テム "と は 、 エ ネル ギー や 物質 
が シス テム 内 に 出入 りす る 熱 力学 シス テム の こ 
と で ある 。 進化 論者 は 、 地 球 は 太陽 エネ ルギー 
の 流れ が ある オー プン シス テム で あり 、 エン トロ 
ビー の 法則 は 地球 その も の に は 当て は ま ら ず 、 
あの 放任: あおき ビ まい EE も 
か ら 発 生 し えた と 言う 。 

し か し 、 こ れ は こじ つけ で し か な い 。 シス テム 
に エネ ルギー の 流れ が ある か ら と 言っ て 、 シ ステ 
ム が 秩序 的 で ある と は 限ら な い 。 エ ネル ギー を 
機能 的 な も の に する た め に は 、 特 別 な メカ ニ ズ 
ム が 必要 で ある 。 例え ば 、 自動 車 が ガソリン を エ 
ネル ギー と し て 使う た め に は 、 エ ンジ ン 、 変 速 装 
置 、 そ の 他 の 管理 メカ ニズム が 必要 で ある 。 エネ 
ルギー 変換 シス テム が な けれ ば 、 ガ ソリ ン を 入れ 
て も 自動 車 は 動か な い 。 

これ は 生命 体 に も 言え る こと で ある 。 確か に 
生命 体 は 太陽 か ら エ ネル ギー を 得る 。 し か し 、 
大 陽 エ ネル ギー は 複雑 な エネ ルキ ギー 交換 シス 
テム (植物 の 光合成 や 人 間 や 動物 の 消化 器 系 な 
ど ) が あっ て は じ め て 化学 エネ ルギー に な る 。 エ 
ネル ギー 変換 シス テム な し で は 、 い か な る 生物 も 
生存 で き な い 。 エネ ルギー 交換 シス テム が な け 
れ ば 、 太 陽 は た だ の 有害 エネ ルギー で ある 。 

エネ ルギー 変換 シス テム の な い 熱 力学 的 シ 
ステ ム は 、 オ ー ブ プン シス テム で あれ クロ ー ズ シス 
テム で あれ 進化 に 有利 に は な ら な い 。 原始 地球 
の 環境 下 で 、 こ の よう に 複雑 で 意識 的 な 機能 が 
存在 し た と は 誰 も 思わ な い 。 進化 論者 が 直面 し 
て いる 問題 は 、 現 代 の 技術 を も っ て し て も 再現 不 
可能 な 植物 の 光合成 な どの 複雑 な エネ ルギー 
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変換 シス テム が 、 ど う や っ て 自己 発生 し た の か 
と いう こと で ある 。 

地球 へ の 太陽 エネ ルギー の 流入 は 、 そ れ だ 
け で は 何 も 生 み 出 さ な い 。 更に 、 ど れ だ け 温 度 
が 上 が っ て も 、 アミ ノ 酸 は 正しい 配列 で 結合 し な 
い 。 エ ネル ギー だ け で は アミ ノ 酸 は タン パク 質 な 
どの 複雑 な 物質 を 形成 する こと は で きず 、 タ ン 
パク 質 も 細胞 小 器 官 な ど を 形成 で き な い 。 全て 
の ステ ッ プ に お いて 、 神 の 意図 的 介入 が 行わ れ 
た の が 真実 で め ある 。 


語 / ビ の に EE の 放 の た Eh] 

熱 力学 第 二 法則 が 進化 を 不可 能 に する 中 
で 、 進化 論者 は 不可 能 を 可能 に する た め の 試 
行 錯誤 を 繰り 返し て いる 。 も ちろ ん こう し た 試み 
も 全て 、 進 化 論 が 不可 能 で ある と 証明 し て し まう 
の だ が 。 

熱 力学 と 進化 論 の 両立 に は まっ て し まっ た 
ーー 人 に 、 ベ ルギー の 科学 者 イラ イヤ ・ ブ プリ ゴ ギ ン 
lya Prigogine) が いる 。 カ オス 理論 か ら 着 手 し た 
ブリ ゴ ギ ン は 、 カ オス (無秩序 ) か ら 秩 序 を 生み 
出す 仮説 を いく つも 提案 し た 。 彼 は 、 オ ー ブ ン シ 
ステ ム に よっ て は 、 外部 エネ ルギー の 流入 に よ 
っ て エン トロ ビー で 減少 を 描く こと が で き 、 そ れ 
が "物質 が 自己 発生 可能 だ と いう 証拠 だ と 言 
っ た 。 その 後 、 進 化 論者 と 唯物 論者 の 間 で " 物 
質 の 自己 組織 化 ' が 非常 に 有名 に な っ た 。 彼ら 
は 、 生 命 体 の 複雑 性 に 唯物 論 的 起源 を 発見 し 、 
唯物 論 が 生命 の 起源 の 解決 広 だ と 喜ん だ 。 

し か し 、 注意 深く 考え れ ば 、 こ の 提案 も た だ 
の 願望 で し か な いこ と は 明らか で ある 。 それ どこ 
ろか 、 こ れ に は 非常 に 素朴 な 偽装 が 含ま れ て い 
る 。2 つ の 概念 "秩序 "と "組織 化 " が 混同 され て 
し まっ て いる 点 で ある 。? 

これ を 明らか に し よう 。 海辺 の 平ら な 砂浜 を 
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窟 像 し て 欲し い 。 強い 波 が 砂浜 に 寄せ る と 、 砂 
の 表面 に は 隆起 が 発生 する 。 

これ が "秩序 "で ある 。 海辺 は オー ブン シス 
RE の ヒー ニコ: りさ リコ: 
る 。 熱 力学 的 観点 か ら す る と 、 こ こ に 秩序 が 生 
まれ る 。 し か し 、 波 が 砂 の 城 を 作り 出さ な いこ 
と は 明らか で ある 。 砂 の 城 を 見 た ら 、 誰 も が 誰 
か が 作っ た の だ と 思う で あろ う 。 な ぜ な ら ば 、 城 
は “組織 化 され て いる か ら で あ る 。 言い 換え れ 
ば 、 城 は 明確 に 設計 され 、 情報 を 持っ て いる 。 
その 全て が 、 意 識 的 な 計画 を 持っ て 何者 か に 作 
成 さ れ て いる 。 

砂 と 砂 の 城 の 違い は 、 そ れ が "秩序 的 な も 
の "と "組織 化 さ れ た も の "と いう こと で ある 。 権 
序 は 例え ば アル ファ ベッ ト の [a] の キー を 押し 続 
け [aaaaaaaaaaaaaa] と 得る と いう 反復 か ら 生 ま 
れる 。 し か し この [a] の 配列 は 何 の 情 報 も 複雑 性 
も 人 入 ん で いな い 。 情報 を 含ん だ 複雑 な 文字 列 を 
書く た め に は (文節 、 段落 、 本 な ど )、 知能 の 存在 
が 欠か せな い 。 

均 っ ぽい 部 屋 に 風 が 吹く ケー ス も 同様 で あ 
る 。 風 が 吹く と 、 部 屋 の 中 の 頑 は 一 箇所 に 集 ま 
る 。 この よう に 熱 力 学 的 に 言っ て 秩序 は あら ゆ 
る と ころ に 存在 する が 、 挨 が 床 に ポ ボー トレ ー ト 
を 作成 する と いう "組織 化 ' が 行わ れる こと は な 
枯 

これ は 、 複 雑 で 組織 化 さ れ た ンス テム は 目 
氏 過 程 の 結末 と し て は 存在 し 得 な いこ と を 意味 
する 。 株 序 は ある 程度 自然 で 説明 で きる が 、 そ 
れ 以 上 の こと が 自然 に 行わ れる こと は な い 。 

進化 論者 の 目 然 過程 に お ける 自己 発生 が 
進化 の 証明 だ と 言う 主張 は 、 目 己 組 織 化 ' と 
ひと まとめ に し て 説明 され て いる 。 こ の 2 つの 
概念 を 混同 させ 、 生 合体 は 自然 環境 の 化学 
反応 に より 自己 発生 し た と 言う 。 ブ プリ ゴジ ー ン 
(Prigogine) と その 仲間 が 行っ た 研究 は 、 こ の 見 


持 け 倒し の 論理 を も と に 行わ れ た 。 
アメ リカ の 科学 者 チャ ー ル ズ ・B・ サ クス トン 
(Charles B. Thaxton)、、 ウォ ルター・L・ ブ ラッ ドレ 
ー(Walter L. Bradley)、 お よび ロジ ャ ー・L・ オ ル 
セン (Roger L. Olsen) は 、 著書 の IThe Mystery 
of Life's Origin』 で 次 の よう に 述べ て いる 。 
どの 実験 で も 流体 内 の 分 子 の 移動 は 非常 に 
株 序 的 に 起こ っ た 。 プ リ ゴ ジ ー ン 、 アイゲン 、 
その 他 の 参加 者 は 、 こ の よう な 自己 組織 化 は 
有機 化学 の 本 質 的 な も の で あり 、 生 命 体 の 高 
分 子 に も 当て は まる よう に 思え る 。 し か し この 
類似 性 は 生命 の 起源 の 答え と し て は 不 十分 
で ある 。 な ぜ な ら ば 、 秩 序 と 組織 化 の 説明 が 
で き な い か ら で あ る 。 規則 性 や 秩序 で は 、 生 
凍 体 に 大 量 の 情報 を 保存 する こと は で きず 、 
より 不 規則 で 、 特別 な 構造 が 必要 と な る 。 類 
似 性 の 提案 に は 大 き な 欠 陥 が ある エネ ルキ ギ 
一 流入 に よっ て 起こ る 秩序 性 と DNA や タン パ 
ク 商 な どの 高 分 子 に 非同期 的 情報 を 構築 す 
る 機能 性 は 同等 で は な い 。 
実際 、 プ リ ゴ ジ ー ン で すら 自身 の 論理 は 生 
古 体 の 分 子 レ ベル に は 当て は ま ら な いこ と を 認 
(の 必 條 入 と うま 


生物 学 的 秩序 の 問題 は 、 細胞 の 分 子 活動 か 
ら 超 分 子 秩 序 に も 当て は まる 。 この 問題 の 解 
決 糸 口 は 見 つか っ て いな い 。3 


で は 、 な ぜ 進 化 論者 は 科学 的 根拠 の な 
い “ 物 質 が 目 己 組織 化 し た と いう シナ リオ を 
信じ 続け て いる の だ ろう か ? 生命 体 に 見 られ 
る 創造 の 力 を な ぜ 可 定 し 続け る の だ ろう か ? 
彼ら は 唯物 論 、 そ し て 物質 に 生命 体 を 生み 出 
す 謎 の 力 が ある こと を 紳 目 的 に 信じ て いる か 
ら で あ る 。 ニュ ー ヨ ー ク 大 学 の 化学 教授 で あ 
り 、DNA の 専門 家 で も ある ロバ ー ト 。 シャ ビー ロ 
(Robert Shapiro) は 、 進化 論者 の "物質 自己 組 
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紋 化 の 信仰 と 唯物 論 の 教本 に 関す る 心 を 次 
の よう に 述べ て いる 。 


1 つの 目 然 科学 物質 か ら 自 己 複製 物質 を 作り 
出す と いっ 進化論 の 概念 が 必要 だ っ た 。 こ の 
きた じき に 8 呈 信和 2 生き 
され る で あろ う 。 アレ キサ ンダ ー・ オ パー リン 
(Alexander Oparin ) の 生命 の 起源 で 言わ れ て 
いる よう に 、 唯 物 論 井 証 の 哲学 と し て この 概 
有 党 は 存在 する 。 
全て の 状況 は 、 進 化 諭 が 科学 に 反する ド グ 
マ で し か に こと を 証明 し て お り 、 生 命 体 の 起源 
は 、 神 の 万 能 の 力 に よっ て の み 説 明 が つく 。 神 
が 無 か ら 全 宇 宙 を 創造 し た 。 科学 は 、 熱 力学 
の 観点 な どか ら 見 て も 進化 論 は 不可 能 だ と 実 
証し 、 よ っ て 神 の 存在 を 認め ざる を 得 な い の で 
め る 。 


1. Jeremy Rifkin, Entropy: A New World View, New York, 
Viking Press, 1980, p.6 

2.J.H. Rush, 「he Dawn of Life, New York, Signet, 1962, p 
93 

3. Roger Lewin, A Downward Slope to Greater Diversity , 
Sclence, vol. 217, 24.9.1982. p. 1239 

4.George P. Stravropoulos, The Frontiers and Limits of 
Science , American Scientist, vol. 65, November-December 
1977, p.674 

5. Jeremy Rifkin, Entropy: A New World View, p.55 

The Origin 
of Life and the Death of Materialism , The Intercollegiate 
Review, 32, No. 2, Spring 1996 

/. Charles B. Thaxton, Walter L. Bradley & Roger L. Olsen, 
The Mystery of Life s Origin: Reassessing Current 「heories, 
4. edition, Dallas, 1992. chapter 9, p. 134 

96. Ilya Prigogine, lsabelle Stengers, Order Out of Chaos, 
New York, Bantam Books, 1984, p. 175 

9. Robert Shapiro, Origins: A Sceptics Guide to the Creation 
of Life on Earth, Summit Books, New York: 1986, p. 207 


6. For further info, see: Stephen C. Meyer, 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 10 | 


第 11 音 


側 然 で は 説明 で き な い 設計 


前 草 で は いい n が 偶然 形成 され た こと が どれ は ほど 不可 能 か を 説明 し た 。 ここ で も う 一 度 、 こ うし た 不 可能 を 無視 
し 、 何 百年 も 昔 、 生 命 体 に 必要 な 全て の も の を 兼備 えた 細胞 が 形成 され 、 そ れ が 正当 に "生命 体 と な っ た "と 仮定 し 
よう 。 し か し 進化 論 WM いで 崩壊 する 。 な ぜ な ら ば 、 最初 の 細胞 は 、 遺伝 子 情報 を 持っ て お ら ず 、 和 目 分 目 映 を 和 複 
上 昌 し たり 、 新しい 遺伝 子 を 生み 出し た りす る こと が で き な か っ た た め 、 例え この 細胞 が し ば らく の 間 生 き て いた と し て 
も 、 結局 は 死ん で し まい 、 その 後に は 何 も 残 ら ず 、 ま た 振り 出し に 戻ら な けれ ば な ら な か っ た か ら で あ る 。 

遺伝 系 は 、DNA か ら の み 成 る わけ で は な い 。 DNA の コー ド を 読む 酵素 、 RNA が この コー ド に 従っ て 付け 加え る 
情報 の メッ セン ジャ ー で ある リボ ゾー ム 、 リ ボ ポ ゾ ー ム へ ヘ へ アミノ酸 を 移送 する RNA、 お よび 数 多く の 中 間 プ ロ セ ス を 担う 
非常 に 複雑 な 酵素 が 必要 で ある 。 この よう な 環境 は 、 細胞 な どの 全て の 重要 な 要素 と エネ ルギー 資源 を 備え た 完全 
に 管理 され た 環境 以外 に は 存在 し な い 、。 

結果 的 に 、 有機物 は 、 全 て の 細胞 小 器 官 を 備え 、 そ こ で 存続 し 、 要素 を 交換 し 、 周り か ら エ ネル ギー を 得る こ 
と の で きる 適切 な 環境 で 完全 に 形成 され た 細胞 内 に 存在 する 場合 の み 、 自 己 複 製 を 行え る 。 地球 上 で 最初 に " 突 
人 氏 形成 され た 細胞 は 、 こ の 驚く べき 復 雑 な 構造 を 持っ て 形成 され な けれ ば な ら な か っ た 。 

ここ で 、 こ の 複雑 な 構造 が 突然 発生 し た と し て 、 こ れ は 何 を 意味 する の だ ろう か ? 

その 複雑 さ の 観点 か ら ハ イ テ ク 車 を 使っ た 例 を 挙げ な が ら 話 を 進め よう 。 (実際 、 細胞 は 、 エ ンジ ン や その 他 全 
て の 技術 装置 を 備え た 車 より も は る か に 複雑 で 発達 し た シス テム で ある ) 木 々 人 ミイ キン 
グ に 行っ て 、 そ こ で 木々 の 間 に 真 新しい 車 を 見 つけ た ら あ な た は どう 思う だ ろう ? 森 の 中 の さま ざま な 資源 が 、 何 百 
年 も の 年 月 を か け て 車 を 生み 出し た と 思う だ ろう か ? 事 に 使用 され る 全て の 部 品 は 、 地 球 上 に 実際 に 存在 する 鉄 、 
同 、 お よび ゴム な どの 原材料 か ら で き て いる が 、 だ か ら と いっ て あな た は 、 こ れ ら の 原材料 が “偶然 "合成 され 、 更 に 
それ ら が 勝手 に 一 体 と な っ て 車 を 作り 上 げた と 思う だ ろう か ? 

常識 的 な 考え を 持つ 人 で あれ ば 、 そ の 車 が 人 に よっ て 設計 され 、 工 場 で 組み 立て られ た 物 で ある と 思い 、 そ の 
車 が どう し て こん な 森 の 中 に ある の か 不思議 に 思う だ ろ 2。 復 雑 な 構造 物 が 完全 型 で 唐突 に 現れ た ら 、 そ れ は 誰か 
の 意識 的 介入 を 意味 し 、 細胞 の よう な 複雑 な シス テム は 、 そ うし て 作ら れ た と し か 言い よう が 無い 。 言い 換え れ ば 、 神 
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の 創造 に より 生ま れ た と いう こと で ある 。 
単なる 偶然 が 完全 型 を 生み 出す と 信じ る こと は 、 2 それ に も 関わ ら ず 、 生命 の 
起 伯 に 関す る 進化 論 の 全て の 説明 は この 偶然 を 主張 する ば か り で ある 。 この 問題 に 関し て 積極 的 に 発言 を 行っ 
て いる の は 、 フ ラン ス 科 学 ア カ デ ミ ー の 会 長 で あっ た フラ ンス の 動物 学者 ピエ ー ル ・ ボ ー ル ・ グ ラッ セ (Pierre-Paul 
Grass@6) で ある 。 グラ ッ セ は 、 物質 主義 者 で あめ っ た が 、 ダ ー ワ ウィ ン の 進化 論 は その 基幹 で ある "偶然 " 論 の 主張 や 生命 
の 誕生 を 説明 で き な い と いう こと を 次 の よう に 認め て いる 。 


動物 や 植物 の ニー ズ を 満た す 突 然 変異 体 が 都合 よく 出現 し た と は 信じ 難い 。 そ の 上 、 ダ ー ウ ィ ン の 進化 論 に は 更 な る 

条件 が 必要 で ある 。 植物 や 動物 は 、 何 千 も の 幸運 か つ 適 切な 偶然 を 必要 と し た 。 そ れ は つま り 奇 跡 が 法則 で ある と い 

うこ と に な る 。 無 限 小 確率 の 事象 は ほぼ 起こ ら な い の が 事実 で あり 、 空 起 を し て は いけ な いと いう 法律 は な い が 、 科 

学 は それ に ふけ っ て は いけ な い 。!3? 

グラ ッ セ は 、 進化 論者 に と っ て “偶然 "の 概念 が 何 を 意味 する の か を 次 の よう に まとめ て いる 。“… 無 心 論 と いう 名 
の も と 、 公 に は 話さ れ な い が 、 偶然 は ある 意味 で 神業 で ある "^ ぐ " 

進化 論者 の 論理 的 ミス は 、 偶然 の 慌 念 を 神聖 な も の と 扱っ た こと で ある 。 コー ラン に は 、 神 以外 の 生物 を 祭 拝 す 
る も の は 常識 を 欠い て いる と 書か れ て いる 。 

われ は 地獄 の た め に 、 ジ ン と 人 間 の 多く を 創っ た 。 か れ ら は 心 を 持つ が それ で 悟ら ず 、 目 は ある が それ で 見 すず 、 ま た 

耳 は ある が それ で 聞か な い 。 か れ ら は 家畜 の よう で ある 。 い や それ より も 迷っ て いる 。 か れ ら は (警告 を ) 軽 視 す る 者 で 

ある 。( ア ル ・ ア アラ ー フ 草 179 節 ) 


ダー ワイ ィ イン の 進 佳 化 論 の 方 式 


これ まで に 取り 扱っ た 全て の 技術 的 証拠 に 加え て 、 進化 論者 の 迷信 を 子供 で も わか る ほど 簡単 な 例 を 挙げ て も 
う 一 度 検証 し て みよ う 。 

進化 論 は 、 生命 が 偶然 形成 され た と 主張 する 。 この 主張 に よれ ば 、 無 生物 か つ 無 意識 の 原子 が 細胞 を 形成 す 
る た め に 一 体 と な り 、 その 後 何ら か の 形 で 人 間 な どの 生物 と な っ た 。 これ に つい て 考え て みよ う 。 炭素 、 リ ン 、 枯 和 か 
カル シウム な どの 生命 体 を 構成 する 要素 を 一 箇所 に 集め る と 、 た だ の 塊 が 形成 され る 。 どの よう な 処理 を し て も 、 こ 
の 原子 の 塊 は 生 人 千 体 に は な ら な い 。 ここ で 、 進化 論者 が "ダー ウィン の 進化 論 の 方 式 " な る も の の も と で 主張 する 方 
式 を “実験 検証 し て みよ う 。 

進化 論者 に 、 現在 生命 体 の 構成 要素 と な っ て いる リン 、 室 素 、 大 素 、 酸素 、 鉄 、 マ グ ネ シウム な どの 原料 を 大 き 

ょ 容 副 に 入れ させ る 。 更に 、 こ の 容器 に 、 通 常 の 環境 に は 存在 し な い が 、 進化 論 に は 必要 で ある 原料 も 入れ させ 
る 。 そこ に 、 自然 環境 下 で は 自己 発生 し な い ア ミノ 酸 、10-350 の 発生 確率 で ある タン パク 質 も 、 彼ら が 望む だ け 加 え 
て 良い こと に する 。 これ を 彼ら が 望む だ け の 熱 や 湿度 に さら し 、 彼ら が 望む 技術 的 に 発展 し た 装置 で か き 混 ぜ て よ 
い 。 容 和 装 の 横 に 、 一 流 の 科学 者 を 配置 し 、 何 十 億 年 、 また は 何 兆 年 も の 間 、 じ っ と 待っ て いて も ら お 2。 生命 体 の 形 
成 に 必要 だ と 彼ら が 思う 条件 は 何で も 使っ て よい 。 し か し 、 彼ら が 何 を し た と ころ で 、 容器 の 中 に 生命 体 を 作り 出す 

の は 無理 で ある と 自身 の 細胞 構造 を 電子 顕微 鏡 で 調べ た 大 学 教授 は 言う で あろ う 。 キリ ン 、 ラ イオ ン 、 ハチ 、 カ ナリ 
グッ クツ 2000 2 クッ クン 0 0 0 シシ レク パク ルレ 2 レン イン リン リン クレ ルン トン トド 2 の 2 2 / 
チ ジ ク 、 オ リー ブ 、 プ ドウ 、 モモ 、 ク ジャ ク 、 キジ 、 多 色 の チョ ウ な ど 、 その 他 何 百 万 も の 生物 の いずれ に も な りえ な い 
と 。 実際 、 彼 ら は た っ た 1 つの 細胞 で すら 得 た こと が な い の で ある 。 

端的 に 言え ば 、 無意識 の 原子 は 、 た だ 集まっ た だ け で は 細胞 を 形成 で き な い 。 これ ら は 、 自身 で 考え 、 細胞 を 

分 割 し 、 電子 顕微 鏡 を 最初 に 作っ た 教授 を 作り だ し 、 自分 た ち を その 顕微 鏡 で 観察 する な ど と いう こと は で き な い 。 
物質 は 、 、 神 の 優れ た 創造 こよ り の み 生 命 を 得る 。 

これ と 反する 主張 を する 進化 論 は 、 科学 的 証拠 に 反し て いる 完全 に 誤っ た 推論 で ある 。 


だ テッ リカ クター ル 





進化 論者 は 、 偶然 が 創造 的 な 力 だ と 信じ て いる 。 彼ら が 望む だ け の 原料 を 大 き な 容 器 に 入れ させ る 。 これ を 
彼ら が 望む だ け 熱 し 、 凍ら せ 、 電流 を 流さ せる 。 そし て 何 十 億 年 、 ま た は 何 兆 年 も の 間 、 じ っ と 待っ て いて も ら 
お う 。 その 間 、 全 て を 好き な よう に 監視 し 、 生命 体 の 形成 に 必要 だ と 彼ら が 思う 条件 は 何で も 使っ て 良い こと 
還 ポ 5 


けれ ども 容器 の 中 に は た っ た 1 つの 細胞 も 作り 出せ な い 。 馬 、 蝶 、 花 、 ガ チョ ウ 、 サク ラン ボ 、 レ モン の 木 、 フ ク 
ロウ 、 ま た は アリ … 彼 ら が 何 を し た と ころ で 、 自分 の 細胞 を 顕微 鏡 で 観察 する 科学 者 や 、 物 を 考え 、 理 由 を 見 
出し 、 判断 し 、 喜び 、 興奮 する 人 間 は 作り 出せ な い の で ある 。 








目 と 耳 の 技術 


進化 論 が 答え る こと の で き な い も う 1 つ の 題材 は 、 目 や 耳 の 優れ た 認識 で ある 。 

目 の 話 を 始め る 前 に 、 ま ず 、 我 々 が “どう や っ て 物 を 見 る の か "を お 教え し た い 。 物体 か ら 来る 光線 は 、 目 の 網膜 
に 逆さ ま に 映る 。 ここ で 、 細胞 が これ ら の 光線 を 電気 信号 に て 視覚 中 心 点 と 呼ば れる 脳 の 奥 に ある 小さ な 部 分 へ 伝 
達する 。 この 一 連 の プロ セス を 得 た 後 、 こ れ ら の 電気 信号 は 脳 の 中 心 に て 映像 と し て 受け 取ら れる 。 この 専門 知識 を 
も と に 考え て みた い 、。 

脳 は 、 光 か ら 隔 離さ れ て いる 。 つま り 、 脳 の 中 は 真っ 暗 で あり 、 光 は 脳 に は 届か な い 。 視覚 中 心 点 と 呼ば れる 部 
分 は 光 が 届 か な い 真 っ 暗 な 場所 で あり 、 そ れ は も し か し た ら こ の 世 で 一 番 暗 い 場所 か も し れ な い 。 し か し 、 人 間 は 明 
る く < 輝く 世界 を この 真っ 暗 な 部 分 で 見 る の で ある 。 

目 が 作り 出す イメ ー ジ は 、 と て も 魚 明 で は っ きり し て お り 、 20 世 紀 の 技 術 で すら それ を 生み 出す こと が で き て いな 
い 。 例え ば 、 読ん で いる 本 を 見 て 、 本 を 持っ て いる 手 を 見 、 そ れ か ら 頭 を 上 げ て 回 り を 見 て みて 欲し い 。 こん な に 鮮 
明 で は っ きり し た イメ ー ジ を 、 他 に 見 た こと が ある だ ろう か ? どん な に 発 達 し た テレ ビ 画 面 で 、 世界 一 の テレ ビブ プロ デ 
ュー サ が 作成 し た 映像 を 見 て も 、 こ れ ほ ど 鮭 明 な イメ ー ジ は 得 ら れ な い 。 目 の 作 り 出 す イ メー ジ は 、 三次 元 で 色付き 
で あり 、 非 常に 鮮明 で ある 。 何 百 年 も の 間 、 何 千 人 も の 技術 者 が この 鮭 明 さ を 作 り 出 そう と 試み て きた 。 この た め に 
工場 や 大 き な 施 設 が 建て られ 、 多く の 研 究 が 行わ れ 、 さ ま ざ ま な 計画 や 設計 が 生ま れ た 。 ここ で 、 も う 一 度 テ レビ 画 
面 を 見 て 、 自 分 の 手 を 見 て 欲し い 。 鮮明 度 に 大 き な 違 い が あ る こと が わか る だ ろう 。 更に 、 目 は 三次 元 で 物 を 捉え る 
の に 対し 、 テ レビ 画面 は 二 次 元 映像 で し か な い 、。 注意 し て 見 る と 、 テレ ビ の 映像 に は ば や けが ある の が わか る だ ろ 
2 う 。 目 で 捉え る イメ ー ジ は ぼや け て いる だ ろう か ? そん な こと は な い 。 

長年 、 何 万 人 も の 技術 者 が 、 二 次元 の テレ ビ を 作り 、 視覚 と 同じ 品質 を 得 よ うと 試み て きた 。 三次 元 テ レビ は で 
きた も の の 、 メ ガ ネ を か け な け れ ば な ら ず 、 その 上 、 所 座 人 工 的 な 三次 元 映像 に すぎ な い 、。 背 最 は 不鮮明 で あり 、 表 
面 は 紙 の よう で ある 。 目 の よ うな 魚 明 で は っ きり と し た 映像 は 作り 出す こと が で き な い 。 カメ ラ や テレ ビ で は 必ず 映像 
品質 が 落ち て し ま 2 う 。 

進化 論者 は 、 こ の 秋明 で は っ きり と し た イメ ー ジ を 作り 出す 機能 が 偶然 で きた と 主張 する 。 で は 、 あ な た の 部 屋 
に ある テレ ビ が 、 全て の 原子 が 勝手 に 結合 し 、 映像 を 映し 出す 装置 に な っ た と いう 偶然 の 結果 現れ た と 誰か が 言っ 
どう 上 9 29007 個 首 人 も 6 の 人 問 の でき 0020 0 と ん 、 こ と 0 し (見 で き NO0Y 

ほぼ 1 世紀 に わた り 、 何 万 人 も の 技術 者 が 、 ハ イ テ ク 施設 や 工業 団地 で 、 最新 の 技術 装置 を 使っ て 研究 と 努力 
を 繰り 返し て いる が 、 こ の 程度 の 三次 元 テ レビ し か 作り 出さ れ て いな い 。 

目 が 作り 出す 映像 より も 原始 的 な 映像 を 作る 装置 が 偶然 で きた の で は な いと する の な ら 、 目 が 号 す 映像 も 偶然 
で きた も の で は な いと いう 証拠 に な る で は な いか 、。 目 は 、 テ レビ が 作り 出す 映像 より も 詳細 で 、 驚異 的 な 設計 を 必要 
と する の だ か ら 。 鮮明 な イメ ー ジ を 作る 機能 の 設計 と 創造 は 、 全 て を 意 の まま に 操る こと の で きる 神 の も の で ある 。 

了 征 に も 同じ こと が 言え る 。 まず は 外耳 の 心 耳 で 音 を 拾い 、 そ れ が 中 耳 に 送ら れ 、 中 耳 が それ を 増大 し な が ら 音 
の 振動 を 伝達 する 。 内 耳 は これ ら の 振動 を 電気 信号 で 脳 に 送る 。 目 と 同様 、 聴力 は 脳 の 聴覚 中 心 点 が 司る 。 

目 の 状況 と 耳 の 状況 は 全く 同じ で ある 。 つま り 、 目 が 光 か ら 隔 離さ れん て いる よう に 、 耳 も 音 か ら 隔 離さ れ て いる 。 
了 征 に は 音 は 入ら な い 。 従っ て 、 いく ら 外 が うる さく て も 、 脳 の 中 は 完全 な 静寂 だ 。 それ に も 関わ ら ず 、 ど の よう な 音 も 
脳 で 受け 取ら れる 。 音 か ら 隔離 され た 脳 内 で 、 オ ー ケ スト ラ の シン フォ ニー を 聞き 、 混雑 し た 場所 の 騒音 を 聞く 。 し か 
し 、 そ の 時 の 脳 内 の 音 を 正確 な 装置 で 測っ た と し て も 、 そこ に は 完全 な 静寂 が ある だ け で ある 。 

ここ で 再び 、 耳 と 脳 が 備え る 高 品質 か つ 高 度 な 技術 と 、 人 間 の 作り 出し た 技術 を 比較 し て みよ 2 う 。 画像 を 作り 出 
す の と 同じ よう に 、 オリジナ ル の 音 に 忠実 な 音 の 生成 する た め 、 何 十 年 も の 歳 月 が 費やさ れ た 。 この 結果 が 録音 装 
四 、 高 品質 シス テム 、 音 検知 シス テム な ど を 生ん だ 。 こう し た 技術 や 何 千 人 も の 技術 者 や 専門 家 の 試 み に も 関わ ら 
ず 、 耳 が 受け 取る 音 と 同じ 人 鮭 度 、 透 明度 の 音 を 得る こと は で き て いな い 。 音楽 業界 の 大 企業 が 作り 出し た 高 品質 ハ 
イフ ァ イ シ ステ ム を 考え て 欲し い 。 これ ら の 装 思 で も 、 音 を 録音 する と き に は ある 程度 の 音 が 失わ れる し 、 また は 、 ハ 


凡 造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


目 と 耳 の 技術 





目 と 耳 を カメ ラ や 録音 機 と 比べ る と 、 こ う 
し た 技術 より も 目 や 耳 の ほう が 相 か に 複 
雑 で 機能 性 に 優れ て いる こと が わか る 。 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 国 議 


イフ ァ イ シ ステ ム で 音楽 を 聴く と きも 、 最初 に 必ず 歯 擦 音 が 聞こ える 。 し か し 、 人 体 の 技術 が 作り 出す 音 は 、 非 常に 鮮 
明 で 透明 で ある 。 人 の 耳 で 聞く 音 に は 、 ハ イフ ァ イ シ ステ ム の よう に 音 に 付随 する 歯 擦 音 が な い 。 音 は 、 実際 の 鮮明 
度 と 穫 明 度 で 受け 取ら れる 。 人 間 が 誕生 し て 以来 、 こ れ が 普通 で あっ た 。 

簡潔 だ が 、 人 体 の 技術 は 、 収集 され た 情報 、 経 験 、 お よび 機械 を 使っ て 人 間 が 作り 出す 技術 より 癌 か に 優れ て 
いる 。 ハイ ファ イシ ステ ム や カメ ラ が 偶然 の 結果 生ま れ た と いう 人 は 誰 も いな い 。 で は どう し て これ ら よ り 遥 か に 優れ た 
人 体 に 備わる 技術 が 進化 と 呼ば れる 偶然 の 積み 重なり で で きた と 言え よう か ? 

目 、 耳 、 そ し て 人 体 の 全て の 部 位 は 、 優 れ た 創造 の 生産 物 で ある 。 これ は 、 神 が 独 目 に 、 そ の 無限 の 知識 と 権 
人 RNN 

ここ で 視覚 や 聴覚 に つい て 具体 的 に 述べ た の は 、 こ れ ほ ど 明 確 な 創造 の 証拠 を 進化 論者 が 理解 で き て で いない 
か ら で あ る 。 も し あな た が 、 進化 論者 に 目 や 耳 ( 3 らし い 構 造 と 技術 が どう し て 偶然 の 結果 だ と 言え る の 

か と いう 説明 を 求め て も 、 彼ら は 道理 的 か つ 論 理 的 な 回 答 が で き な い こと が 分 か る だ ろう 。 ダー ウィ ン で すら 、 1860 年 

4 月 3 日 に アサ ・ グ レー(Asa Gray) に 送っ た 手紙 に て " 目 の 構 造 を 考え た ら 恐 ろ し さ に 鳥肌 が た っ た "と 、 生命 体 の 偉 
犬 な る 創造 に 直面 し た 進化 論者 の 絶望 を 認め て いる 。 *『 


進化 諭 は 、 こ の 世の中 で 一 番 強 力 な 魔術 で ある 


本 書 の 中 で 、 進化 論 が いか に 科学 的 証拠 に 欠い て お り 、 それ どこ ろか 、 古生物 学 、 微 生物 学 、 お よび 解剖 学 な 
どの 科学 部 門 が 行っ た 科学 的 証明 が 、 進化 論 が 破綻 し た 論理 で ある こと を 証明 し て いる こと を 説明 し た 。 科学 的 発 
見 、 理 由 、 論 理 は 、 進化 に 不適 合 で ある こと が 次 々 と 明らか に な っ た の で ある 。 

先入観 が な く 、 特定 の 観念 の 影響 を 受け て お ら ず 、 自身 の 理由 と 論理 で の み も の を 考え る 人 は 、 科学 や 文明 の 
知識 の な い 社 会 の 迷信 で ある 進化 論 の 信仰 が 間違っ て いる と いう こと を 何 の 巡 いも な く 理 解 で きる だ ろう 。 

上 記 で 説明 し た よう に 、 進化 論 を 信じ る も の は 、 巨大 な 樽 に 入れ られ た 原子 と 分 子 が 、 大 学 教授 や 生徒 、 ア イン 
シュ タダ イン (Binstein) や ガリ レオ (Galileo) の よう な 科学 者 、 ハ ン フ リー・ ボ ガー ト (Humphrey Bogart、、 フ ブラ ンク ・ シ ジ シナトラ 
(Frank Sinatra)、 パ バ ロッ ティ (Pavarot り の よう な 芸能 人 、 そ れ に アデ アンテロープ や レモ ン の 木 や カー ネー ショ ン を 勝手 
ER \ る 。 更に 、 こ の ナン セン ス を 信じ る 科学 者 や 大 学 教授 は 、 教 杖 の あめ る 人 た ちな の だ か ら 直 ろ 
し い 。 これ が 、 進化 論 が “ い "最も 強力 な 魔法 で ある "と いう こと を 実 に 筋 を 通し て 証明 し て いる 。 今 ま で 、 こ れ ほ ど ま で に 
人 の 理性 を 取り 除き 、 人 が まる で 目隠し を され た よう に 知 的 か つ 論 理 的 に 考え る こと を 拒否 させ た 信念 や 発想 は な 
0027C。 こき 、 ニ シン ンド 人 パ 太 慢 促 ラー を 連 拉 し た り 、 ア ブリル の 一 師 で トー テム 人 の 人 克 伴 きれ だ C り 、 シバ 人 の が の 天 了 
を 上 祭 拝 し た り 、 預言 者 アプ ブラ ハム の 信者 が 、 目 分 た ちの 作っ た 偶像 を 奈 拝 し た り 、 預言 者 モー ゼ の 信者 が 物質 的 富 
の 宗 拝 を する こと より 趣 く 、 信 じ 難 い 信 仰 で ある 。 

実際 、 神 は コー ラン で この 事実 を 指摘 し て いる 。 彼 は 、 そ の 多く の 詩 の 中 で 、 人 々 の 心 が 閉 ささ れ 、 真実 を 見 る 
こと が で き な く な る と 言っ て いる 。 以下 に いく つか を 紹介 し よ 2 う 。 

「 本 当 に 信仰 を 拒否 する 者 は 、 あ な た が 警告 し て も 、 ま た 警告 し な く て も 同じ で 、( 頑 固 に ) 信 じ よ うと は し な いで あろ 

う 。 ア ッ ラ ー は 、 か れ ら の 心 も 耳 を も 封じ られ る 。 ま た 目 に は 覆い を され 、 重 い 懲罰 を 科せ られ よう 」( ア ル ・ バ カラ 章 

6 て 7 節 ) 

「 か れ ら は 心 を 持つ が それ で 悟ら ず 、 目 は ある が それ で 見 ず 、 ま た 耳 は ある が それ で 聞か な い 。 か れ ら は 家畜 の よう 

で ある 。 いや それ より も 迷 っ て いる 。 か れ ら は (警告 を ) 軽 視 す る 者 で ある 」( ア ル ・ ア アラ ー フ 草 179 節 ) 

「 仮 令 わ れ が か れ ら の た め に 天 の 門 を 開い て 、( 随 時 ) か れ ら を 登ら せよ うと し て も 、 か れ ら は 必ず 、「 わ た し た ちの 目 

は 本 当 に 敗 ん で し まっ た 。 い や わた し た ち は 魔 法 に か けら れ て いる 」 と 言う で あろ う 」( ア ル ・ ヒ ジュ ル 章 14 て 15) 

この 魔法 が 非常 に 大 き な 和 群衆 を 捉え 、 彼ら を 真実 か ら 醒 ざけ 、 150 年 も の 間 守 られ て きた と いう 驚く べき 事実 は 
言葉 で は 表現 で き な い 。 ほん の 数 人 が この 不可 能 な 論理 を 信じ て いる の な ら 話 は 別 だ が 、 世界 中 の 人 々 が 、 無 意 
識 の 無機 物 か ら 突 然 生 命 体 が 生ま れ 、 組織 、 規 律 、 理 由 、 意識 が 完璧 に 制御 され た 機能 と な り 、 それぞれ の 生物 が 
各 環 境 に あっ た 特別 な 特徴 を 有する よう に な っ た と 信じ て いる の は "魔術 "と いう 言葉 で し か 表せ な い 。 
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クロ コ ダ イ ル を 神 と あ が 
め て いた 人 々 の 信仰 が 
現在 で は 信じ 難い の と 
同じ よう に 、 進化 論者 の 
信仰 も 信じ 難い 。 進化 
諭 者 は 、 偶然 と 無生物 、 
無意識 な 原子 を 創造 的 
な 力 だ と 信じ 、 ま る で 宗 
教 の よう に それ に 献身 
的 で ある 。 





実際 、 神 は 、 コ ー ラ ン 中 の 、 無神論 哲学 を 信じ る 人 々 が 魔法 で 他 の 人 を 文 配 す る で あろ うと いう 預言 者 モー セ と フ 
ァ アフ オ の 草 で この 事実 に 触れ て いた 。 真 の 宗教 の 話 を する よう 言わ れ た ファ ラオ は 、 預言 者 モー セ に 魔法 使い に 会 っ 
て 欲し いと 頼ん で いる 。 預言 者 モー セ が 魔法 使い に 会 っ た 時 、 彼 は まず その 力 を 見 せ て 欲し いと 頼ん だ 。 

「 か れ ( ム ー サ ー) は 言っ た 。「 あ な た が た が ( 先 に ) 投 げ な さい 」。 そ こ で か れ ら は 投げ て 人 々 の 目 を 惑わ し 、 か れ ら を 巡 

れ さ せ 、 大 魔術 を 演出 し た 」( ア ル ・ ア アラ ー 草 116 節 ) 
そし て わた し は 、 か れ ら を 前 か ら 、 後ろ か ら 、 有 有 て か ら も 左 て か ら も 襲い まし ょ う 。 あな た は か れ ら の 多く の 者 が 、( 御 慈悲 
に 対し ) 感 謝 し な いこ と が 御 分 か り に な る で し ょ う 」 か れ は 仰せ られ た 。 「 了 駅 辱 を 受け て 追わ れ て 、 こ こ か ら 出 て 行け 。 凡そ 
か れ ら の 中 あな た に 従う 者 が あれ ば 、 われ は あな た が た の 人 々 で 地獄 を 満た す で あ ろう 」( そ れ か ら ア ー ダ ム に 仰せ ら 6 
れ た ) 

「 ア ー ダ ム よ 、 あ な た と あな た の 妻 は 楽園 に 住み 、 随 所 で あな た が た (の 好む も の を ) 食 べ な さい 。 只 こ の 樹 に 近付い 

て 不義 を 犯し て は な ら な い 」( ア ル ・ ア アラ ー 草 117 て 119 節 ) 

この 節 か ら も わか る よう に 、 人 々 が 最初 に か けら れ た 魔法 は た だ の 錆 視 で あり 、 魔法 を か けた 人 々 は 信仰 を 失っ 
た 。 今日 で も 、 科学 的 隠蔽 を も と に し た 馬鹿 げた 主張 を 信じ 、 擁護 する と いう 魔法 に か か っ た 者 た ち は 、 魔法 が と け て 
答 実 が 明る み に 出 た ら 恥 を か くだ け で ある 。 実際 、 無神論 哲学 者 の マル コム ・ マ ガー リッ ジ (Malcolm Muggeridge) は 、 
60 年 間 進 化 論 を 擁護 し て いた が ある 時 真実 に 気付 き 、 自 身 の 心配 を 以下 の よう に 語っ た 。 


私 は 、 進 化 論 が 将来 的 に は 歴史 の 教科 書 で 史上 最大 の ジョ ー ク と し て 紹介 され る で あろ うこ と を 確信 し て いる 。 我々 の 後 

世 は 、 こ ん な に 脆弱 で うさ ん くさ い 仮 説 が 信じ られ な い ほ ど 受 け 入 れ ら れ て いた こと に 驚く で あろ う 。 !?2 

その 未来 は 可 く は な い 。 人 々 は “偶然 "を 主 苦 する 進化 論 が 、 史上 最大 の 愚か な 魔法 で めった こと に 近い うち に 気 
付く で あろ 2。 魔法 は そろ そろ と け は じ め て いる 。 進化 論 の 真実 を 突き 止め た 人 々 は 、 な ぜ 目 分 が それ に 捕らわれ た の 


か 不思議 に 思う に 違い な い 。 


だ ドラ テッ "の カク タール 


第 12 音 


進化 論者 の 主張 が 間違っ て いる 理由 


前 草 で は 、 化 右 に 見 られ る 体 の 証拠 お よび 分 子 生物 学 の 観点 か ら 進 化 論 の 無効 性 を 検証 し た 。 本 草 で は 、 進 
化 論者 が 理論 的 証拠 だ と いう さま ざま な 生物 学 的 現象 と 移 念 か ら 進 化 論 を 検証 する 。 これ は 、 進化 を 文 え る 科学 的 
証拠 が 一 切な く 、 逆 に 進化 論者 が こじ つけ を 増長 し 、 人 々 を 騙し て いる 事実 を 明らか に する 点 で 重要 で ある 。 


変異 と 種 


遺伝 学 で 使用 され る 用 語 、 変異 は 、 あ る 種 の 個体 また は グル レー プ が 、1 つ の 特性 か ら 別 の 特性 を 得る 遺伝 的 変 
化 で ある 。 例え ば 、 地球 上 の 全て の 人 は 、 基 本 的 に 同じ 遺伝 情報 を 持っ て いる が 、 そ れ で も 、 遺 伝 子 情 報 の 変異 潜 
在 性 に より 、 つり 目 の 人 、 髪の毛 の 赤い 人 、 見 が 長い 人 、 背 の 低い 人 な ど 、 特徴 が 異な る 。 

進化 論者 は 、 同じ 種類 で も 特徴 が 上 異な る こと が 、 進化 論 の 証拠 だ と 断言 する 。 し か し 、 こ うし た 差異 は 、 既存 の 
遺伝 子 情報 の さま ざま な 組み 合わ せ に よっ て の み 起 こり 、 遺伝 子 情報 に 新しい 特性 が 加わ る わけ で は な い の で 、 変 
異 で は な く 、 進化 の 証明 に は な ら な い 。 進化 論 に 必要 な の は 、 真新しい 情報 が 、 ど の よう に 真新しい 種 を 作り 出し た 
の か を 証明 する こと で ある 。 

変 典 は 、 遺 伝 子 情報 の 範囲 内 で の み 起 こる 。 遺伝 子 科 学 で は 、 こ れ は “遺伝 子 ブ プール" と 呼ば れ て いる 。 ある 種 
の 遺伝 子 プ ブー ル に 存在 する 全て の 特性 が 、 変異 に よっ て 表面 化す る だ け の こと で ある 。 例え ば 、 既に その 遺伝 子 プ 
ー ル に 情報 が あっ た た め 、 あ る 種 の 史 虫 類 に 相対 的 1 PB し か し 、 変異 は 過 虫 類 を 鳥類 
に 変え た り 、 その 代謝 を 変え た た りす る こと は な い 。 この よう な 違い を 生み 出す に ! 命 体 の 遺伝 子 情報 が 増え な け 

れ ば な ら ず 、 こ れ は 変異 に よっ て は 不可 能 で ある 。 

ダー ウィ ン が 進化 論 を 作っ た 際 、 こ うし た 情報 は まだ 明らか に な っ て いな か っ た 。 彼 は 、 変異 に は 限界 が な いと 
思っ て いた 。 1844 年 に 彼 が 書い た 記事 で 「 変 異 に 限界 が ある と いう 者 も いる が 、 私 は それ が 事実 だ と いう 証 所 還 
も 発見 で き な い 」 と 述べ て いる 。 * ダ 親和 種 の 起源 (The Origin of Species) で は 、 自身 の 論理 の 一 番 の 証拠 と し て 、 別 の 
変異 例 を 挙げ て いる 。 

ダー ウィ ン に よる と 、 例え ば 、 よ り 多 く の 和 牛乳 を 作り 出す 新しい 種 を 作ろ うと 、 異な る 種 の 蓄 邊 を 交配 させ た ブリ ー 
ダー は 異な る 種 へ の 変換 を 試み た こと に な る 。 ダー ウィ ン の "無限 変異 "の 概念 は 、『 種 の 起源 』 の 以下 の 了 段落 に 最 


も 良く みて と れる 。 
自然 選択 に よっ て クマ が 進化 し 、 よ り 大 き な 口 を 得 て 、 最 終 的 に クジ ラ に な っ た と いう 考え に 、 私 は 何 の 疑問 も 抱か な 
い 。!44 


ググ ニレ イン の こ 60 け の 例 を 挙げ た の は 、 当時 は 科学 が まだ 十分 に 理解 され て いな か っ た か 人 
る 。 その 後 20 世 紀 に は 、 生命 体 で 行っ た 実験 の 結果 、 科 学 は “ 由 伝 的 安定 性 (Genetic Homeostasis)" の 原則 を 月 
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種 の 差異 は 進化 苑 に 当て は ま ら な い 


種 の 起源 で は 、 ダ ー ウ ィ ン は 、 種 
身上 の セー に E3 中 病 人生 Y 
発生 と いう 2 つの 概念 を 混同 し て 
いる 。 ダ ー ウ ィ ン は 、 さ ま ざ ま な 犬 
の 交配 か ら 変 種 を 観察 し 、 そ れ 
が ある 日 異な る 種 に な る と 芝 見 
た 。 今 日 で も 、 進化 論者 は 種 内 
の 変異 を “進化 "だ と 言い 張っ て 
上 そう 所 


し か し 、 種 内 で 起こ る 変異 は 進化 
で は な いと 科学 的 に 証明 され て 
いる 。 例え ば 、 犬 を どれ だ け 人 交配 
させ て も それ は 大 の まま で ある 。 
種 が 別 の 種 に な る 変異 は いま だ 
か つて 一 度 も 起こ っ て いな い 。 





的 に 仮定 し た 。 この 原則 は 、 新種 を 作り 出 そ う と 行わ れ た 全て の 交配 で は 望む よう な 結果 は 得 ら れず 、 従 っ て 、 生命 
体 の 異種 合 に は 厳重 な 隊 克 が あめ る と いう も の で ある 。 これ は 、 ブ リー ダー が 異な る 蓄 牛 を 交配 させ て も 、 他 種 生物 に 
変え る こと は で き な か っ た こと を 意味 し 、 ダ ー ワ ウィン の 想定 と は 異な る 。 
IDarwin Retried に て ダー ウィ ン 誠 を 反証 し た ノー マン ・ マ クベ ス (Norman Macbeth) は 、 そ の 本 の 中 で 次 の よう に 
述べ て いる 。 
問題 の 中 心 は 、 生 命 体 が 無限 に 変化 する こと が 可能 か どう か だ 。 種 は 安定 し て いる よう だ 。 新 し い 動 物 や 植物 を 生み 
出 そ う と し て 、 結 局 は 最初 の 状態 に 戻っ て し まっ た ブリ ー ダ ー の 話 は た くさ ん 聞い て いる 。2 て 3 世紀 に わた る 多大 な 
努力 に も 関わ ら ず 、 再 い バ ラ や 黒い チュ ー リ ッ プ は 未だ に 生ま れ て いな い 。 !④ 


史上 最高 の ブ プリー ダー だ と 言わ れ て いる ルー サー・ バ ー バ ング ク (Luther Burbank) は 、 こ の 事実 に 関し て “ 種 の 開 
発 に は 限度 が あり 、 こ の 限度 は 目 に は 見 えな い 法 に 支配 され て いる "と 言っ て いる 。 !⑯ オ ラン ダ 人 の 科学 者 W・L・ ヨ 
ハン セン (W. L. Johannsen は 、 全て の 事実 を 次 の よう に まとめ て いる 。 

ダー ウィ ン や ウォ レス が 重要 視 し た 変異 は 、 あ る 時 点 を 超え た ら 選 択 さ れず 、 変 異 に "不定 逸脱 “は な い 。 !?7 

ガラ パゴス 諸島 に て ダー ウィ ン が 見 た フィ ンチ は 、 こ れ が "進化 "の 証拠 で な いと いう また 別 の 例 と し て 挙げ られ 
る 。 最近 の 所 見 で は 、 ダ ー ウ ィ ン 説 が 前 提 す る よう に 、 フ ィ ン チ は 無限 の 変異 を 有 遂げ た わけ で は な いと いう こと が わか 
っ て いる 。 更に 、 ダ ー ワ ウィ ン が 14 種 に 分 けた フィ ンチ は 、 実 際 は お 互い に 交配 し た だ け で 、 実は も と は 同じ 1 種 だ と い 
2 こと が わか っ て いる 。 科学 的 観察 か ら 、 ほぼ 全て の 進化 論 関連 資料 に て 神話 的 に 解 彼 され て いる フィ ンチ の 唱 ば 
し は 、 実際は た だ の "変異 の 例 で あり 、 従っ て 、 進化 論 の 証拠 に は な りえ な い 。 例え ば 、 ダ ー ワ ウィ ン 説 の 証拠 を 見 つ 
ける た め に 、 何 年 間 も ガ ラバ パゴス 諸島 に て フィ ンチ の 種類 を 観 祭 し た ピー ター・ グ ラン ト (Peter Gran) と ロー ズ マ リー 


・ グ ラン ト (Rosemary Gran) は 、 そ こ で は 新 形質 を 生み 出す “進化 "は 行わ れ な か っ た と 結論 付け ね ば な ら な か っ た 。 
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クジ ラルク KNUS5t|| の 月 ) 符 央 / 記 “ 


種 の 起源 で 、 ダ ター ウィ ン ほ 泳ぎ を 試み た クマ が クン ラ |a 進 化し た と 仮 
定 し た 。 タ ダーウィン は ほ 、 種 間 で の 変容 の 可能 槍 ば 無 限 だ と 誤っ て 支持 
周二 2 の KB 本 ゴビ 匠 6 の ip を Gy 還 くみ 29 軸 ーd:1(@ 邊 と く 拓 
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進化 諭 の 証拠 で は な い 抗 生物 質 抵 折 性 と DDT 免 疫 力 


進化 論者 が 、 進化 論 の 証拠 と し て あげ よう と 試み て きた 生物 学 的 概念 の 1 つが 、 抗 生物 質 に 対す る 細菌 の 抵 
抗 性 で ある 。 多く の 進化 論 関連 資料 が 、 抗生 物質 抵抗 性 を “有利 な 突然 変異 に よる 生命 体 の 発展 の 例 " だ と し て い 
る 。 同様 の 主張 が 、DDT な どの 絞 虫 剤 へ の 免疫 力 を 作り 出す 昆虫 に も 言わ れ て いる 。 

し か し 、 こ れ に お いて も 進化 論者 は 間違い を 犯し て いる 。 

抗生 物質 と は 、 微生物 が 他 の 微生物 に 抵抗 する た め に 産生 する “キラ ー 分 子 ” で ある 。 最初 の 抗生 物質 は 、 
1928 年 に アレ キサ ンダ ー・ フ レミ ング (Alexander Fleming) が 発見 し た ペニシリン で ある 。 プレ ミン グ は 、 カ ビ が ブ ド ツ ウ 球 
細 細 菌 を 死滅 させ る 分 子 を 産生 する こと を 発見 し 、 こ れ は 薬学 界 の ター ニン グ ・ ポ イン ト と な っ た 。 微生物 か ら 派 生 し 
た 抗生 物質 は 、 細菌 性 の 病気 の 治療 に 使わ れ 、 大 き な 成 功 を 収め た 。 

程なく 、 また 新しい 発見 が あっ た 。 細菌 は 、 や が て その 抗生 物質 に 対す る 先 疫 を 産生 する 。 その 開 生 物質 に さ 
ら さ れる と 、 た いて い の 細 菌 は 死滅 する が 、 そ れ に 影響 を 受け な か っ た 細菌 が 増殖 し 、 そ の 細 菌 全体 が 、 そ の 抗生 
物質 に 対す る 先 疫 を 持つ よう に な る 。 

進化 論者 は 、 こ れ を “条件 に 適応 する 最近 の 進化 "だ と し た 。 

し か し 、 真実 は 、 こ の 小手 先 の 解 収 と は 全く 異な っ て いる 。 これ に 関し て 、 詳細 な 研究 を 行っ た 科学 者 の 1 人 
に 、 イ スラ エル の 生物 物理 学者 で 、1997 年 に 発行 され た INot by Chance』 の 著者 で も ある リー・ ス ペッ トナ ー(Lee 
Spetner) が 挙げ られ る 。 スペ ッ ト ナ ー は 、 細 画 の 免疫 力 は 、 以下 の 2 つの 作用 か ら 起 こる が 、 そ の どちら も 進化 論 の 
証拠 と は 成り えな いと 支持 し て いる 。 

1) 細 画 内 に 既に 現存 する 耐性 遺 令子 の 移入 

2) 突然 変異 に よる 遺伝 子 デ ー タ 損失 の 結果 に よる 耐性 の 構築 

スペ ッ ト ナ ー 教 授 は 、2001 年 に 発行 され た 記事 に て 最初 の 作用 に 関し て 以下 の よう に 説明 し て いる 。 

細菌 に よっ て は 、 こ うし た 抗生 物質 へ 抵抗 を 与え る 遺伝 子 に 恵まれ て いる も の が ある 。 こ の 抵抗 遺伝 子 は 、 細 胞 か ら 

抗生 物質 分 子 を 分 解す る 。 こ の よう な 遺伝 子 を 持つ 有機 体 は 、 こ れ ら の 遺伝 子 を 他 の 細菌 に 譲渡 し 、 そ の 細菌 も 抵抗 

力 の ある も の に する こと が で きる 。 抵抗 作用 は 特定 の 抗生 物質 に 対し て の み 有 効 で ある が 、 ほ と ん どの 病原 菌 は 、 さ 

ま ざ ま な 抗生 物質 に 抵抗 する 何 組 か の 遺伝 子 セ ッ ト を 蓄積 する こと に 成功 し て いる 。 !?? 

スペ ッ ト ナ ー は 、 こ れ が “進化 論 の 証拠 "で は な いこ と を 次 の よう に 述べ て いる 。 

この よう な 形 で の 抗生 物質 抵抗 性 の 取得 は 、 進 化 論 を 説明 する の に 必要 な 突然 変異 体 の 原型 と は な りえ な い 。 進 化 

論 を 説明 する 遺伝 的 変異 は 、 細 菌 の ゲノム に 情報 を 追加 する だ け で は な く 、 細 菌 の バイ オ コ ス モ に も 新しい 情報 を 追 

加 し な けれ ば な ら な い 。 遺 伝 子 の 水平 伝達 は 、 あ る 種 に 既に 存在 する 遺伝 子 問 で の み 行 われ る 。!59 


従っ て 、 新 し い 遺 伝 情報 が 産生 され る わけ で は な く 、 単に 既存 の 遺伝 情報 が 細菌 間 で 伝 達 され る だ け の 話 で 
あり 、 こ れ は 進化 論 を 語る に 値 し な い 。 

突然 変異 の 結末 と され る 二 番 目 の 免疫 力も 進化 論 の 例 に は な ら な いと スペ ッ ト ナ ー は 書い て いる 。 

彼 生 物 は 、 時 に よっ て 、1 つ の ヌクレオチド を ラン ダム に 置換 する こと に より 抵抗 力 を 得る こと が で きる 。 セ ルマン ・ ワ ッ 
クス マン (Selman Waksman) と アル バー ト ・ シ ャ ッ ツ (Albert Schatz) に よっ て 発見 され 、1994 年 に 最初 に 報告 され た 
スト レブ トマ イシ ン は 、 細 菌 が この 方 法 に よっ て 抵抗 力 を 得 た 抗生 物質 で ある 。 細菌 が 起こ し た 変異 は 、 ス トレ プ ト マ 
イシ ン の 存在 下 で 有効 で ある が 、NDT(Neo Darwinian Theory : 新 ダー ウィ ン 説 ) に 必要 な 突然 変異 の 原型 と は な り 
えな い 。 ス トレ プ ト マ イシ ン へ の 抵抗 力 を 生ん だ 変異 の 種類 は 、 リ ボソ ー ム に 発症 し 、 抗 生物 質 分 子 と 合う 自身 の 分 
子 を 分 解す る 。 微生物 の リボ ソー ム の 表面 で 起こ る この 変化 は 、 ス トレ プ ト マ イシ ン 分 子 の 抗生 物質 機能 の 付着 お よ 
ひび 搬出 を 抑制 する 。 こ の 分 解 は 、 特 性 の 損失 を 起こ し 、 結 果 と し て 遺伝 子 情 報 を 損失 する 。 要点 は 、 こ の 種 の 変異 が 何 
回 起こ ろう と も 、 こ れ で は 進化 は 達成 され な い 、。 進化 は 、 特 異性 を 分 解す る だ け の 変異 で は 構築 で き な い と いう こと で 
ある 。151 


つま り 、 細菌 の リボ ソー ム に 東響 を 起こ す 笑 然 変異 が 、 ス トレ プ ト マ イシ ン へ の 細 菌 の 抵抗 性 を 生む 。 これ は 、 
完 然 変異 に に る リボ ソー ム の "分解" が 原因 で ある 。 細菌 に 新しい 遺伝 情報 が 追加 され た わけ で は な い 。 それ どこ ろ 
か 、 リ ボソ ー ム の 構造 が 分 解 さ れ 、 すなわち 、 細 赤 が “負傷 し た "状態 に な っ た と 言え る 。 (また 、 突然 変異 を 起こ し た 


テッ カク タール 






リボ ソー ム は 、 通 常 の 細 の 
リボ ソー ム よ り も 機能 性 が 悪い こ 
と が 発見 され て いる ) こ の “障害 "が 、 抗 
生物 質 が リボ ソー ム へ 付着 する の を 防ぐ た 
め 、“ 抗 生物 質 抵抗 性 "が 生ま れる の で ある 。 

最後 に 、 今 まで に "遺伝 情報 を 作り 出す " 突 

穫 変 異 の 例 は 発見 され て いな い 。 
虫 が DDT や 同様 の 絞 虫 剤 に 対し て 作り 出す 抵 
毛 性 に も 同じ こと が 言え る 。 多く の 場合 、 既に 存在 する 先 
疫 遺 伝 子 が 使用 され る 。 進化 論者 で あり 生物 学者 で も ある フ 
ラン シス コ ・ ア ヤラ (Francisco Ayalay は 、 こ れ を 認め 、「 さ ま ざ 
まな 種類 の 殺虫 剤 に 対す る 抵抗 性 の 遺伝 的 変 典 は 、 こ 
れ ら に さら され た 種 に 元々 存在 し て いた も の だ 」*?2 と 言 
っ て いる 。 他 に も 、 上 記 の リボ ソー ム 変 異 の よう な 突然 
変 暴 に よっ て 説明 され た 例 は 、 昆虫 の “遺伝 情報 損 

失 ”" が 原因 で 起こ っ た と され て で いる 。 
この 場合 、 細菌 や 昆 虫 の 突然 変異 作用 が 進化 
論 の 証拠 だ と は 主張 で き な い 。 な ぜ な ら ば 、 進化 論 は 、 生 
物 が 突然 変 典 を 通し て 発展 し た と 主張 し て いる か ら で あ る 。 し か 
し スペ ッ ト ナ ー は 、 抗生 物質 免疫 カカ も 、 そ の 他 の いか な る 生物 学 的 

減少 も 、 変異 の 例 と は な りえ な いと 説明 し て いる 。 
大 進化 に 必要 な 突然 変異 は 未だ か つて 観察 され た こと が な い 。 分 子 レ ベル で 
情報 が 加わ る と 主張 する NDT が 必要 と する ラン ダム な 突然 変異 は 発見 され て いな 
い 。 私 の 疑問 は 、 今 まで に 観察 され た 突然 変異 は 、 進 化 論 を 支持 する の に 十分 な 
も の か どう か ? と いう こと で あり 、 そ の 答え は ノー で ある !『"33 


眼 跡 番 官 の 誤診 


長い 間 、“ 療 上 跡 器官 "の 概念 が 、 進化 の “証拠 "と し て 時 折 進 化 論者 の 文 

上 献 に 見 られ た 。 結局 は 、 こ の 概念 が 無効 な も の だ と 証明 され た 時 点 で 主張 は 

静か に 幕 を 閉じ た の だ が 。 し か し 、 今 で も この 概念 を 信じ て いる 進化 論者 は 、“ 痕 

跡 器 官 "を 進化 論 の 重要 な 証拠 と し て 進展 させ よう と する 。 

- 提 跡 副官 の 概念 は 、1 世 紀 前 に 最初 に 提唱 され た 。 進化 論者 に も ある よう 

に 、 生物 の 体内 に は いく つか の 非 機能 的 器官 が 存在 する 。 これ ら は 先祖 か ら 受 け 
継が れ て お り 、 使用 する 機会 が な く な っ て 商 第 に 痕跡 と な っ た 。 

この 仮定 その も の が 非常 に 非 科 学 的 で あり 、 全く 不 十分 な 知識 に 基づい て い 

る 。 これ ら の “ 非 機能 的 器官 "は 、 実際は “まだ その 機能 が 発見 され て いな い " 器 官 

で ある 。 進化 論者 が 作成 し た 痕跡 問 官 の 長い リス ト が 、 徐 々 に 、 し か し 確実 に 減少 

し て いる の を 見 れ ば この 事実 は 明らか で ある 。 進化 論者 の S・R・ ス キャ ディ ング ⑬.  R. 

Scadding) は 、 雑誌 『Bvolutionary Theory』 に 掲載 され た 自身 の 記事 ! 痕 跡 緒 官 は 進化 


進化 諭 者 は 、 抗 生物 質 に 対す る 細菌 の 抵抗 性 を 進化 の 証拠 だ 
と し た が 、 そ れ は 虚偽 的 な も の だ っ た 。 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


論 の 証拠 に な る の か ? 』 で この 事実 に 同意 し て いる 。 

それ が 痕跡 器官 だ と 自信 を 持っ て 言う こと は 不可 能 で あり 、 こ の 論議 その も の が 科学 的 に 有効 だ た と は 言え な いこ と か 

ら 、 私 は 、" 痕 跡 器 官 " が 進化 論 の 何 の 証拠 に も な ら な いと 結論 付け る 。 33 

1895 年 に ドイ ツ 人 解剖 学者 、R・ ウ ィ ー デ ルス ハイ ム (R. Wiedersheim) に よっ て 作成 され た 療 跡 器官 の リス ト に 
は 、 虫垂 お よび 尾骨 を 含む 約 100 個 の 問 官 が 含ま れ て いた 。 科学 の 進化 に つれ 、 ウ ィ ー デ ルス ハイ ム の リス ト に 載っ 
て いた 全て の 句 官 は 、 そ れ ぞ れ 重 要 な 機能 を 持つ こと が 発見 され た 。 例え ば 、“ 痕 跡 問 官 "だ と され て いた 中 垂 は 、 
体内 の 感染 症 と 戦う リン パ 作 官 だ と いう こと が 1997 年 に 明らか に され た 。 “胸腺 、 肝 臓 、 牌 臓 、 虫 垂 、 骨髄 、 へ ん と 2 う 
線 な どの 小さ な リン パパ 組織 、 小腸 の パイ エル 板 な どの 組織 は 、 リ ン パ 系 の 一 部 で ある 。 これ ら も 体 が 感染 症 と 戦う の 
を 助け て いる 1!55 

痕跡 器官 の リス ト に あっ た へ ん と 2 う 線 も 、 特に 青年 期 ま で の 間 、 咽 只 を 感染 症 か ら 守 る と いう 重要 な 役割 を 果 た 
し て いる こと が わか っ た 。 砂 椎 の 一 番 下 に ある 尾骨 も 、 骨 燃 の 周り の 骨 を 支え る 小 筋肉 の 収束 点 で あり 、 その た め 人 
は 尾骨 な し で は 楽に 座れ な いこ と が わか っ て いる 。 それ か ら 数 年 の 間 、 胸腺 は 人 体 の 先 疫 シス テム を T 細 胞 を 活性 
化す る こと に より 始動 させ る こと 、 松 果 体 は 重要 な ホル モン の 分 泌 に 関し て いる こと 、 甲状腺 は 幼児 や 子供 の 健全 な 
発育 を 促す こと 、 下垂 体 は ホル モン 分 泌 線 が 正しい 働き を する よう 管理 し て いる こと が わか っ た 。 これ ら は 全て 一 度 
は “ 彰 跡 只 官 ~ だ と 考え られ て いた 人 閉 官 で ある 。 最後 に 、 ダ ー ワ ウィ ン が 痕跡 箕 官 だ と し た 目 の 半 月 筑 は 、 実際 は 、 眼 
球 の 掃除 と 潤滑 の 役割 を 担っ て いる こと が わか っ た 。 

痕跡 半 官 に 関す る 進化 論者 の 主張 に は 重要 な 論理 的 誤り が ある 。 この 主張 で は 、 生物 の 痕跡 問 官 は 先祖 より 
受け 継が れ た も の と され て いる 。 し か し 、“ 痕 然 " 約 官 で ある と 言わ れ て いる 器官 の いく つか は 、 人間 の 先祖 だ と 言わ 
れ て いる 種 に は 見 られ な い の で ある ! 例え ば 、 人 類 の 先祖 だ と され て いる いく つか の 類人猿 に は 中 垂 は な い 。 痕跡 
召 到 の 論理 に 取り 組ん だ 有名 な 生物 学者 、H・ イ ー ノ ッ ク (H. Enoch) は 、 論理 的 な 誤り を 次 の よう に 述べ て いる 。 

ある 類人猿 に は 虫垂 が あっ た が 、 そ れ に ご く 近 い 類 で ある 下 等 類人猿 に は 虫垂 は な か っ た 。 し か し 、 オ ポッ サム な ど 

の 下 等 貴 乳 類 に は 虫垂 が 見 られ る 。 進 化 論 者 は これ を どう 説明 する の だ ろう か ? !39 

簡潔 に 言え ば 、 進 化 論者 が 提唱 し た 痕跡 器官 の シナ リオ に は 多く の 論理 的 欠陥 が あり 、 こ の シナ リオ が た だ の 
虚偽 で ある こと が 科学 的 に 証明 され て いる 。 人 間 は 今 と 同じ 特長 を 持っ て 神 に より 創造 され た も の で あり 、 偶然 に よ 
っ て 他 の 生物 か ら 進 化し た わけ で は な い 。 よっ て 療 跡 器官 も 受け 継が れん た も の で は な い 。 


相同 性 の 神話 

生物 学 で は 、 異な る 種 間 の 構造 的 類似 性 を “相同 性 "と 呼ぶ 。 進化 論者 は 、 こ の 類似 性 を 進化 論 の 証拠 と し て 
提示 し て きた 。 

ダー ウィン は 、 類似 し た (相同 の ) 器 官 を 持つ 生き 物 は 、 お 互い に 進化 的 関係 を 持ち 、 こ れ ら の 人 如 官 は 、 共通 の 
先祖 より 受け 継が れ た と 考え た 。 彼 の 仮説 に よる と 、 ハト に も ワシ に も 翼 が あり 、 従っ て 、 ハ ト 、 ワ シ 、 そし て 連 を 持つ 
その 他 全 て の 烏 類 は 、 共通 の 先祖 より 進化 し た 。 

相同 性 は 、 現在 の 身体 的 類似 に の み 頼 っ た だ まし 論議 で ある 。 この 論議 は 、 ダ ー 
ウィ ン の 頃 よ り 、1 つ の 具体 的 な 発見 も な く 、 一 度 も 立証 され て いな い 。 相同 構造 
を 持っ た 生き 物 の 共通 先祖 の 化石 は 、 世界 で 今 ま で に 一 度 も 発見 され て い 
な い 、。 更に 、 相同 性 が 進化 が 起こ っ た と いう 証拠 に な ら な いこ と を 以下 の 間 
題 が 明 提 に する 。 

1. 進化 論者 が 進化 的 関係 を 見 つけ る こと の で き な い 完全 に 異な る 群 





ワン 、 コ ウ モ リ 、 昆虫 に は 羽 が ある 。 類似 器官 を 持っ て いて も 、 共 
通 先祖 か ら 進 化し た と いう 証明 に は な ら な い 。 


だ ドラ チッ カク クール 








の 生き 物 に 相同 和 器官 が 
見 られ る 。 
2. 相同 如 官 を 持つ 2 つの 
生き 物 の 遺伝 子 コ ー ド が 全く 違う 。 
3. 2 つの 生き 物 に お ける 相同 器 
官 の 胎生 発育 が 全く 違う 。 
これ ら を 1 つ 1 つ 検証 し て いこ 
の 


ワン 、 コ ウ モ リ 、 昆虫 に は 羽 が あ 
る 。 類似 器官 を 持っ て いて も 、 共 
通 先 祖 か ら 進 化し た と いう 証明 に 
は な ら な い 。 










完全 守 種 に 見 ら 
れる 類似 器官 


進化 論者 が 、 進化 関係 で は 説明 で き な い 数 
多く の 相同 器官 が 異 群 問 に ある 。 細 が それ の 一 例 で 
ある 。 鳥類 だ け で は な く 、 路 乳 類 で ある コウ モリ 、 昆虫 
に も 糞 が あり 、 絶滅 し た 得 虫 類 で ある 恐竜 に も 細 が あ 

る も の が あっ た 。 これ ら 4 つ の 異 群 の 生物 の 進化 的 関係 

や 親類 関係 は 、 進化論 者 で すら 事実 だ と 仮定 し て いな 
MD 

も う 21 つの 特筆 すべ き 例 は 、 異な る 生き 物 の 目 に み ら 

れる 類似 性 、 構造 類似 点 で ある 。 例え ば 、 タ コ と 人 間 は 、 

進化 的 関係 が 提唱 され た こと の な い 全 く 異 な る 2 つの 種 で あ 

る が 、 そ の 目 の 構 造 と 機能 に 関し て は 、 非 常に 類似 し て いる 。 

進化 論者 で すら 、 そ の 目 の 類 似 性 か ら タ コ と 人 間 が 共通 先祖 を 持 
つと 推測 し た こと は な い 。 この よう な 例 が 他 に も た くさ ん あり 、 こ れ ら は 、 
進化 論者 が 類似 性 に 基づい た 主張 を する の は 完全 に 非 科学 的 だ と 指摘 する 。 
実際 、 相 同 器 官 は 、 進化 論者 の 大 き な 恥 で し か な い 。 有名 な 進化 論者 フラ ンク ・ ソ ルズ ベリ ー(Frank 
Salisbury) の 、 異な る 生物 が どう し て 似 た よう な 目 を 持つ こと に な っ た の か に 関す る コメ ント は 、 相同 性 の 行き 詰まり を 
強調 し て いる 。 
例え ば 、 イ カ 、 脊 椎 動物 、 節 足 動物 な ど で も 目 な どの 複雑 器官 に 共通 性 が 見 られ る 。 こ うし た 器官 の 起源 が た っ た 1 つ 
だ と 主張 する の は 難し く 、 か と 言っ て それ ら が 異な る 場所 で 似 た よう に 偶然 何 度 も 形成 され た と 主張 し な けれ ば な ら 
いと 考え る と 頭 が クラ クラ する 。 !? 


非常 に 似通っ た 身体 的 特徴 を 持ち な が ら も 、 進化 的 関係 を 不可 能 だ と する 生き 物 が 多く 存在 する 。 貴 乳 類 の 二 
大 分 類 で ある 有 胎 盤 類 と 有 袋 類 が その 例 で ある 。 進化 論者 は 、 こ の 区 別 は 路 乳 類 が 最初 に 現れ た 時 点 で 起こ り 、 
各 分 類 は 、 完全 に 異な る 進化 史 を 持つ と 考え て いる 。 し か し 、 有 胎 盤 類 と 有 袋 燥 に は 、 ほぼ 同 じ “ 対 "が 見 られ る こと 
が ある 。 アメ リカ の 生物 学者 ディ ー ン ・ ケ ニ ヨ ン (Dean Kenyon と パー シバ ル ・ デ ービス (Percival Davis) は 、 以下 の よう 
な コメ ント を し て いる 。 

ダー ウィ ン の 進化 諭 で は 、 オ オカ ミ 、 ネ コ 、 リ ス 、 ウ ッ ド チャ ッ ク 、 ア リク イ 、 モ グラ 、 そ し て ネズ ミ な ど は 、 一 度 は 有 胎 盤 類 

と し て 、 そ し て 有 袋 類 と し て それ ぞ れ 二 度 進化 し た こと に な る 。 異種 半 で “" 対 "が 見 つか る と いう 事実 も 、 偶 然 の 突然 変 

異 で それ が 各種 で 起こ っ た と いう この 驚く べき 主張 の 上 に 成り 立つ 。 !9 


進化 論 生 物 学 者 が “相同 性 "の 例 と し て 認め られ な い 非 常に 類似 性 の ある こう し た 付 官 は 、 共通 先祖 か ら 進化 
し た と 主張 する こと が 証明 で き な い こと を 意味 する 。 その 場合 、 こ れ ら の 類似 構造 の 科学 的 な 説明 は 何 な の か ? 谷 
え は ダー ワ ィ ン の 進化 論 が 科学 の 世界 の 中 心 と な る ずっ と 前 か ら あ っ た 。 類似 構造 を も と に 、 最初 に 生物 を 分 類 し 
た 科学 者 カー ル ・ リ ン ネ (Carl Linnaeus) と リチャード ・ オ ー ウ ェ ン (Richard Owen) は 、 こ れ ら の 構造 を “共通 "進化 の 例 
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ホモ ロジ ー を 否定 する 奴 胎 貴 乳 類 











北米 オオ カミ の 頭蓋 骨 l 
大 き な 歯 を 持っ た 二 種 類 の 絶滅 貴 乳 類 , 


胎盤 路 乳 類 と 有 袋 類 で まる で “双子 "の よう に そっ < ぴ げ 
類似 し た 例 と し て 、 巨 大 な 前 歯 を 持っ て いた 絶 減 し た ス 
ミロ ドン (写真 下 ) と ティ ラコ スミ ルス (写真 上 ) が 挙げ られ 
る 。 頭蓋骨 と 歯 の 構造 は 非常 に 似 て いた が 、 こ の 二 種 
類 に は 進化 の 繋が り が 全く な く 、 類 似 器官 が 進化 の 証 
明 だ と いう ホモ ロジ ー の 観点 を 覆す 。 





タス マニ アオ オカ ミ の 頭蓋 骨 


WW い に 


/ 





タス マニ アオ オカ ミ と 北米 オオ カミ の 類似 点 


胎 毅 貴 乳 類 と 有 袋 類 の "双子 の よう な 類似 点 は 、 ホ モロ ジー の 主張 に 大 きく 影 を さす 。 勝 
中 乳 類 で め る タス マニ アオ オカ ミ ( 写 真 上 ) と 北米 オオ カミ は 非常 に 類似 し て いる 。 頭 装 骨 を 見 る 
と 、 こ の 二 種 類 は ほぼ 同じ と 言っ て も 良い らい で ある 。 し か し 、 こ の ニ 二 種 聞 に "進化 関係 "は な 
く 、 こ れ も ま た ホモ ロジ ー を 反証 し て いる 。 





構造 に 関し て いう と 、 人 間 と タ 
コ の 目 は 非常 に 似 て いる 。 し 
か し 、 構 造 が 似 た 器官 が ある 
か ら と 言っ て 共通 先祖 か ら 進 
化し た わけ で は な く 、 進 化 論 
者 で すら 、 タ コ の 目 の 共 通 性 
を 進化 論 の 例 に は 使わ な い 。 


だ と し た 。 言い 換え れ ば 、 類 似 
間 官 (最近 で は 類似 遺伝 子 も あ 
る ) は 、 特定 の 機能 の た め に 作ら 
れ た も の で あり 、 共通 先祖 より 偶 
短 進 化し た も の で は な いと 。 
現代 の 研究 結果 は 、 類似 器 
官 に 関す る “共通 先祖 "の 主旨 
| は 間違っ て お り 、 共通 先祖 に 可 
| 能 な 唯一 の 説明 は 、 生命 体 が 神 
| に 創造 され た と いう こと で ある 。 





相同 性 の 遺伝 学 お よ 
ひび 胎生 学 的 行き 詰まり 
相同 性 "に 関す る 進化 論 
| 者 の 主張 を 真剣 に 受け 止め る 
| に は 、 凌 な る 生物 間 に 見 られ 
| る 類似 (相同 ) 器 官 が 、 類 似 ( 相 
| 同 )DNA コ ー ド を 持つ こと が 必要 
で ある 。 し か し 、 両者 の DNA コ 
ー ド は 全く 違う 。 類似 器官 は 、 
た いて い 、 非 常に 異な る 遺伝 子 
(DNA) ユ コード に 解読 され る 。 さら 
に 、 異な る 生物 の DNA に ある 類似 遺伝 子 コ ー ド は 、 た いて い 、 全く 異な る 装 官 の も の で ある 。 
オー スト ラリ ア の 生物 化学 者 マイ ケル ・ デ ント ン (Michael Denton) は 、 自身 の 著書 IEvolution: A Theory in Crisis』 
で 、 進化 論者 の 相同 性 解 和 の 行き 詰まり を 次 の よう に 述べ て いる 。 「 相同 構造 は 、 通常 、 非 相同 遺伝 アス テム で 特定 さ 
れ て お り 、 相同 性 の 概念 は 、 胎 生 学 に 幅 を 広げ られ な い 」『93 
有名 な 例 は 、 た いて い の 進 化 論 関連 テキ スト で 引用 され て いる 、 四肢 動物 の " 五 本 の 指 の 骨格 の 造り 0" で ある 。 陸 
上 硝 椎 動物 な どの 四肢 動物 は 、 そ の 前 肢 と 後肢 に 五 本 の 指 を 持つ 。 場合 に よっ て は 、 五 本 の 指 に 見 えな い 場 合 も あ 
る が 、 骨格 の 構造 か ら そ れ ら は 全て 五 指 と 数 えら れる 。 カエ ル 、 ト カゲ 、 リ ス 、 サル 、 こ れ ら 全て の 前 肢 と 後肢 は この 構造 
に な っ て いる 。 鳥 や コウ モリ の 骨格 で さえ 、 こ の 基本 構造 に 一 致す る 。 
進化 論者 は 、 全て の 生物 が 共通 先祖 の 子孫 で ある と 主張 し 、 こ の 証拠 と し て 五 指 の 四肢 を 引き 合い に 出す 。 この 
主張 は 20 世 紀 を 通じ て 、 進化 論 の 強力 な 証拠 と し て ほぼ 全て の 資料 で 使わ れ て きた 。 し か し 、 1980 年 代 の 遺伝 子 に 関 
する 発見 が この 進化 論者 の 主張 を 論破 し た 。 異な る 生物 の 五 指 の 四肢 パタ ー ン 形成 は 、 完全 に 上 異な る 遺伝 子 に よっ 
て 制御 され て いる こと が わか っ た の で ある 。 進化 論者 で ある 生物 学者 ウィ リア ム ・ フ ィ ッ クス (Wiliam Fixy は 、 五 指 に 関す 
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る 進化 論 の 主張 の 月 圭 を 次 の よう に 詰 し て いる 。 
これ まで の 進化 論 の テキ スト は 、 異 な る 動物 間 の 四肢 の 骨格 が 非常 に 類似 し て いる こと を 指摘 し 、 相 同性 の 考え を 大 
事 に し て きた 。 人 間 の 腕 、 島 の 細 、 鯨 の ヒレ に "” 五 指 " 肢 パタ ー ン 形成 を 見 つけ 、 こ れ が 共通 起源 の 証拠 と され て きた 。 
ここ で 、 こ れ ら の 構造 が 、 突 然 変異 や 環境 選択 に より 時 と と も に 変わ っ た 同一 の 遺伝 子 対 か ら 伝 わっ た の で あれ ば 、 
進化 論 は 鋭い 点 を 突い て いる と 言え よう 。 し か し 残念 な こと に 、 事 実は 異な る 。 異 な る 生物 の 相同 器官 は 、 完 全 に 異な 
る 遺伝 子 複 台 体 か ら 形 成 さ れ て いる こと が 現在 は わか っ て いる 。 よ っ て 類似 遺伝 子 が 共通 先祖 か ら 伝 わっ て いる と す 
る 相同 性 の 概念 は 崩壊 し た 。 !9" 


相同 性 に 関す る 進化 論 の 主張 の も う 1 つ の ポイ ント は 、 胴 生 発育 に 関す る 機関 の 類似 構造 で あり 、 言い 換え れ 
ば 、 卵 の 中 や 母体 の 至急 で 胎児 が 発育 する 段階 は 類似 し て いな けれ ば な ら な い が 、 実際 は 、 類似 構造 の 胎生 期 
間 は 全て の 生物 で 全く 異な っ て いる 。 

結 と し て 、 遺 伝 学 的 お よび 胎生 学 的 研 完 は 、 ダ ー ウ ィ ン が “生物 が 共通 先祖 か ら 派 生 し た 進化 の 証拠 "と し た 
相同 性 の 概念 が 、 何 の 証 拠 に も な ら な いこ と を 証明 し た 。 この 点 に お いて 、 科学 は 、 ダ ー ウ ィ ン 説 が 間違い で ある こ 
こだま で 還 朋 し 7C で 記 ん る 


分 子 相同 性 の 主張 の 無効 性 


進化 論者 が 進化 論 の 証拠 と し て の 相同 性 の 進展 は 、 形 態 学 的 レベ ル か ら の み で な く 分 子 レ ベル か ら も 間違え 
て いる と 言え る 。 進化 論者 は 、 異な る 生物 種 の DNA コ ー ド 定 関連 する タン パク 質 構造 が 類似 し て いる と し 、 こ の 類似 
が 生物 種 が 共通 先祖 か ら 、 また は 互い に 進化 し た 証拠 で ある と 言う 。 

し か し 、 実際 は 、 分 子 比較 の 結果 は 進化 論 を 支持 する よう な も の で は な か っ た 。 類似 性 が あり 、 関連 し て いる と 
考え られ て いる 生物 間 に は 、 大 き な 分 子 相違 が ある 。 例え ば 、 呼吸 する た め に 不可 欠 な タン パク 質 で ある シト クロ ム 
C は 、 同 網 の 生物 で も 全く 異な る 。 この 件 に 関 
し て 行わ れ た 研究 に よる と 、 異な る 胞 虫 類 種 
間 の この 和 違い は 、 和 鳥 と 魚や 魚 と 人 間 の も の より 
も 大 きい 。 他 の 研究 で は 、 鳥 の 間 で の 分 子 差 
が 、 鳥 と 人 間 の も の より も 大 き な 場 合 が ある こと 
が わか っ た 。 類似 し て いる 細菌 の 分 子 差 が 、 
貴 聞 類 と 両生 類 や 昆虫 の も の より も 大 き な ケ ー 
ス も 見 つか っ て いる 。 9 同じ よう に 、 へ モグ ロビ 
イノ ロン が ルレ イン 首 信 の 6 る 才 
し た と ころ で も 似 た よう な 結果 が 得 ら れ た 。 2 

分 子 生物 学 の 分 野 の この 発見 に つい て 、 
マイ ケル ・ デ ント ン (Michael Denton) 博 士 は 以 
下 の よ うに 述べ て いる 。 

各 網 は 、 分 子 レ ベル で 比類 が な く 、 独 立 し て 

お り 、 同 一 連鎖 群 に 属さ な い 。 従っ て 、 化 石 

な どの 分 子 は 、 進 化 生 物 学 が 追求 し て きた 

中 間 体 を 提供 で き な か っ た 。 分 子 レ ベル で 

は 、" 先 祖 の "、“ 原 始 の "、 ま た は "進化 し た " 生 

命 体 は 存在 し な い 。 こ うし た 分 子 の 証拠 が 

1 世紀 前 に あっ た と は 考え られ ず 、 分 子 レベ 


ル で の 生物 進化 の 考え が 受け 入れ られ て い 
た と は 思え な い 。163 マイ ケル ・ デ ント ン (Michael Denton) 教 授 : 
- [進化 論 は 危機 に 立た され て いる 」 
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生命 の 樹 の 崩壊 


1990 年 代 の 遺伝 子 コ ユー ド の 研究 は 、 こ の 観点 に て 既に 苦境 に 立っ て いた 進化 論 を より 苦し め た 。 この 研究 で 
は 、 タ ダ タンパク質 配列 に 限ら れ て いた 初期 の 比較 に 加え 、“ リ ボソ ー ム の RNA"GRNA) 配 列 も 比較 され た 。 この 結果 を も 
と に 進化 論 科 学者 は “系統 樹 を 作ろ うと し て いた が 、 結局 は この 試み は 断念 され た 。 1999 年 に フラ ンス の 生物 学者 
エル ベ べ ベ ・ フ イィ イリ ッ プ (Herve Philippe) と パト リッ ク ・ フ ォ ー ト レ (Patrick Forterre) が 書い た 記事 に に よる と 「 よ り 多 く の 配 列 を 
解読 すれ ば する ほど 、 た いて い の タ ン パ バク 質 系 統 が rRNA 系 統 樹 同様 、 正 反対 で ある こと が わか る 」 9 

rRNA 比 較 に 加え 、 生物 の DNA コ ー ド も 比較 され た が 、 そ の 結果 は 、 進化 論 が 前 提 し て いた "生命 の 樹 " と は 反 
対 の も の で あっ た 。 分 子 生物 学者 ジェ ー ム ス ・A・ レ イク (James A. Lake)、 ラ ビ ・ ジ ェ ー ン (Ravi Jain) お よび マリ ア ・C・ リ 
ベラ (Maria C. Rivera は 、 1999 年 の 記事 で この 詳細 に つい て 以下 の よう に 述べ て いる 。 


「 科 学者 は 、 さ ま ざ ま な 有機 体 の 遺伝 子 の 分 析 を 始め 、DNA コ ー ド は rRNA 分 析 か ら 派 生 し た 生命 の 系 統 樹 に 反し 
て いる こと を 発見 し た 」!65 


タン パク 質 、rRNA、 遺伝 子 な どの 比較 は どれ も 、 進化 論 の 仮定 を 立証 で き な か っ た 。 非常 に 有名 な イリ ノイ 大 学 
の 生物 学者 カー ル ・ ウ ー ズ (Carl Woese) は "系統 発生 "の 概念 が 分 子 研究 に 直面 し 、 そ の 意味 を な くし た こと を 次 の 
よう に 述べ て いる 。 

一 貫 性 の ある 生物 形 系 統 発 生 は 、 タ ン バ ク 換 系 統 か ら は 認め られ な い 。 系 統 発 生 的 不一致 は 、 普 遍 的 系 統 樹 の 根 か 

ら 枝 先 に まで 、 異 な る さま ざま な 種 間 で 見 る こと が で きる 。 !96 

分 子 比較 の 結果 が 進化 論 に 賛成 する どこ ろか 反対 で ある 事実 は 、1999 年 発行 の 雑誌 1Science』 の 記事 「Is 
it Time to Uproot the Tree of Life?」 で も 認め られ て いる 。 エリ ザ ベ ス ・ ペ ニッ シ (Biizabeth Pennisi) に よる この 記事 
は 、 生命 の 樹 " に 光 を 当て る た め に ダー ウィン 計 を 信じ る 生物 学者 が 行っ た 遺伝 子 分 析 と 遺伝 子 比較 が 、 実 際 は 
期待 と は 全く 反対 の 結果 を 出し た た め 、“ 新 た な デー タ が 進化 の イメ ー ジ を に ご ら せ て し まっ た "と し て いる 。 

1 年 前 、 十 数 種 の 往生 物 の 新しい ゲノム 配列 を 調べ て いた 生物 学者 は 、 こ れ ら の デー タ が 生命 の 起源 に 関す る 物語 

を 支持 する だ ろう と 思っ て いた 。 し か し 、 実 際 の 発見 は 彼ら を 困惑 させ た 。 ゲ ノム の 比較 は 生物 の 種 が どの よう に 進化 

し た か を 明らか に する どこ ろか 、 よ り 混 同 し て し まっ た か ら で あ る 。 そ し て 現在 、8 つ の 微生物 配列 を 見 て いた ら 、 状 況 

は より 複雑 に な っ た 。 進化 生物 学者 の 多く は 、 そ の 配列 に それ な り の 共通 点 を 見 出せ る と 思っ て いた 。 他 の 遺伝 子 と 

の DNA 配 列 が 完全 に 比較 で きる よう に な っ た 時 、 研 究 者 は 、 こ の 系 統 樹 に 単に 詳細 を 追加 する だ け で 大 丈夫 だ ろう 

と 思っ て いた 。 し か し 、 メ リー ラン ド 州 ロッ クビ ル の TIGR(The Institute for Genomic Research) 長 の クレ ア ・ フ レー ザ 

ー(Claire Fraser) が 言う よう に 「 現 在 の 系 統 樹 ほ と 真実 か ら 遠 いも の は な い 一 全く の 偽り だ 」 と いう 結果 が 出 た 。 そ れ 

どこ ろか 、 遺 伝 子 の 比較 は 、rRNA 系 統 樹 と は 異な る 新しい 系 統 樹 を 必要 と し 、 多 く の 矛盾 が 生じ る 。 !%7 


要する に 、 分 子 生物 学 の 発展 に 伴い 、 相同 性 概念 は 形成 不利 に な っ て いっ た 。 タン パク 質 、rRNA、 遺伝 子 
の 比較 は 、 進化 論 で は 親類 だ と され て いる 生物 が 、 実際 は お 互い に 全く 異な っ た も の で ある こと を 明らか に し た 。 
1996 年 に 行わ れ た 88 個 の タン パク 質 配 列 の 研究 は 、 ウ サギ を げっ 歯 類 で は な く 霊 長 類 に 、1998 年 の 19 動 物 種 の 
13 の 遺伝 子 の 分 析 は 、 ウ ニ を 硝 索 動物 に 分 類 し 、 そ し て 1998 年 の 12 個 の タン パク 質 に 基づい た 研究 は 、 ウ ン が ウマ 
より も クジ ラ に 近い こと を 明らか に し た 。 分 子 科 学者 ジョ ナ サ ン ・ ウ ェ ル ズ (Jonathan Wells) は 、2000 年 に これ を 以下 の 
NRN 

さま ざま な 分 子 分 析 に 基づい た 元 来 の 系 統 樹 の 矛盾 、 お よび 分 子 分 析 の 結果 か ら 得 た 奇妙 な 系 統 樹 は 、 分 子 系 統 

発生 論 を 危機 に 落と し 込ん だ 。!99 

分子 系 統 発生 論 " は 重大 な 局面 に 立た され て お り 、 それ は 進化 論 も 同局 面 に 立た され で てい る と いう こと で ある 。 
(系 統 発 生 論 は 、 さ ま ざ ま な 生物 を “家族 関係 "と 呼ば れ て いる 単位 で 参照 し 、 進化 論 の 仮想 基礎 と な っ て で いる) 科学 
は 、 全 て の 生物 グル ー プ が それ ぞ れ 独立 し て 生ま れ た こと を 証明 し 、 生命 体 が お 互い に 進化 し た と いう 主張 を 弱体 
人 さき 世 た 。 


凡 造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


胎生 学 的 反復 の 神話 


以前 "反復 説 と 呼ば れ て いた この 概 念 は 、 長い 間 、 科 学 の 文献 か ら 排除 され て きた が 、 未 だ に 科学 の 真実 と し 
て 進化 論者 の 発行 物 で 紹介 され る こと が ある 。 “反復 説 " と は 、19 世 紀 の 終 わり に 進化 生物 学者 アー ンス ト ・ ヘ ッ ケ ル 
(Ernst HaeckeD が 提唱 し た “個体 発生 は 系 統 発 生 を 繰り 返す "を 言い や すく まとめ た も の で ある 。 

ヘッ ケル の この 論理 は 、 膝 細 胞 は 、 そ の 人 先祖 が 経験 し た 進化 の 過程 を 繰り 返す 形 で 行わ れる と 主張 する 。 彼 
は 、 母体 子宮 内 で の 発育 段階 で 、 人 の 上 豚 細 胞 は 最初 は 急 の よう に 見 え 、 次 に は 中 類 の よう な 形 に な り 、 最後 に 人 間 
の 形 に な る と 理論 化し た 。 

この 論理 は 、 全く の 偽者 だ と いう こと が 証明 され て いる 。 人 の 膝 細 胞 の 初期 段階 に 見 られ る “魚の えら "は 、 実 際 
は 中 耳 道 、 副 甲状腺 、 お よび 胸腺 の 第 一 段階 で や る こと が わか っ て いる 。 “卵黄 圭 " だ と され た 上腕 細胞 の 部 分 は 、 幼 
児 の 血液 を 作り 出す た め の 圭 で めった 。 ヘッ ケル が “ 尾 " だ と 指摘 し た 部 分 は 、 実は 春 柱 で あり 、 尾 の よう に 見 える の 
は 脚 が まだ 形成 され て いな いか ら で あ っ た 。 

これ は 現代 の 科学 の 世界 で は 広く 認め られ た 事実 で あり 、 進化 論者 で すら これ を 認め て いる 。 ネオ す ・ ダ ー ワ ウィ イニ 
ズム の 成立 者 ジョ ー ジ ・ ゲ イロ ー ド ・ シ ンプ ソン (George Gaylord Simpson) は 、 次 の よう に 書い て いる 。 

ヘッ ケル は 、 関 連 す る 進化 論 の 原則 を 誤っ て 述べ て いる 。 現在 は 、 個 体 発 生 が 系 統 発 生 を 繰り 返さ な いこ と が 証明 さ 

れ て いる 。 !9? 


IAmerican ScientistJl に 掲載 され た 記事 で は 、 次 の よう に 書か れ て いる 。 


生物 発生 原則 は 非常 に 絶望 的 で ある 。 こ の 概念 は 、50 年 代 に つい に 生物 の テキ スト か ら も 排除 され た 。 理 論 的 研究 
の 題材 と し て は 、 既 に 20 年 代 に は 消滅 し て いた の だ が 。!70 


ハッ ケル (Haeckel) は 、 ダ 
ー ウ ィ ン よ り も 違 か に 進化 
論 に 熱心 で あっ た た め 、 
彼 は 科学 デー タ を 改ざん 
し 、 さ ま ざ ま な 提 造 を 行う 
こと を た め ら わな か っ た 。 





だ ドラ ウッ クター ル 


自己 の 概念 を 強調 する た め に 図 を 歪曲 し た ペテン 師 ア ー ン スト ・ ヘ ッ ケ ル 自 身 が 、 こ の “反復 "に 関す る 面白 い 
局面 で め あろ う 2。 ヘッ ケル の 提 造 物 は 、 魚 と 人 の 腔 細胞 が 互い に 似 て いる こと を 示す た め の も の で あっ た 。 提 人 造 が 見 つ 
か っ た 際 の ヘッ ケル の 言い 訳 は 進化 論者 も 同等 の 罪 を 犯し て いる と いう も の だ っ た 。 

この “ 提 人 造 " の 恥ず べき 告白 の 後 、 私 は 非難 され 、 落 ちる と ころ まで 落ち た と 思わ れる で あろ う 。 人 他 の 優れ た 生物 学者 を 

中 心 に し た 私 と 同じ 罪 を お か し て いる 仲間 が いな けれ ば 、 私 は 自分 を 本 当 に ひど い ヤ ツ だ と 思わ ね ば な ら な い 、。 優 れ 

た 生物 の テキ スト 、 専 門 書 、 雑 誌 に ある 全 図 の 大 部 分 は 、 そ の 全て が 不正 確 で あり 、 多 か れ 少 な か れ 加 工 、 図 式 化 、 構 

成 さ れ て いる 点 か ら " 提 造 " の 罪 で は 同罪 で ある 。 !/! 

実際 、 偏っ た 結論 、 こ じ つ け 、 場合 に よっ て は 提 造 を し て いる “世に 信頼 され て いる 研究 者 や 高く 尊敬 され て い 
る 生物 学者 に も 、 私 と 同じ 犯人 が 何 百 も "いる 。 これ は 、 進化論 者 に と っ て 、 そ れ を 異 付 ける 科学 的 証拠 が 断 所 も な 
い に も 関わ ら ず 、 進化 論 を 擁護 する こと が 暗黙 の 了解 に な っ て いる か ら で あ る 。 


1 内 の た 


の っ の 人 委 1 の ク 朋 | 
似 性 "を 見 せる た め 
に ヘッ ケル が 加工 し 
た 図 。 彼 の スケ ッ チ と 
実際 の 人 間 の 腔 を 比 
べ る と 実際 に は ある 
を 2 ミ EiGIS) IP 
て いる の が わか る 。 
(Francis Hitching, The 
Neck of the Giraffe: 
Where Darwin Went 
Wrong, p. 205) 


加工 され た 図 正しい 図 





創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


第 13 章 


N 


進化 論 : 物質 的 障害 


本 書 で ここ まで 説明 し て きた 情報 より 、 進化 論 に は 科学 的 根拠 が 一 切な く 、 そ れ ど ころ か 、 進化 論者 の 主張 が 
科学 的 事実 に 対立 する こと を 述べ た 。 言い 換え れ ば 、 進化 論 を 擁護 し 続け る 力 は 科学 で は な い 、。 進化 論 は 、“ 科 学 
者 に よっ て 支持 され て いる が 、 それ は 彼ら の 仕事 に も 影響 を 及ぼ す 。 

これ が 、 唯 物 論 的 思想 で ある 。 

唯物 論 的 思想 は 、 世界 で 最も 古い 概念 の 1 つ で あり 、 そ の 基本 原則 は 物質 の 存在 で ある 。 この 概念 に よる と 、 物 
質 は 最初 か ら 存 在 し 、 実在 する 全て の も の は 物質 で 構成 され て いる 。 物質 が 最初 か ら 存 在 し 、 全 て が 物質 で 構成 さ 
れ て いる の で あれ ば 、 それ を 創造 し た 創造 者 は 必要 な く 、 ゆえ に 創造 者 の 概念 を 合 定 する 。 従っ て 、 唯物 論 は 、 神 
を 信仰 する 全て の 宗教 と 長い 間 敵 対し て いた 。 

で は 、 唯物 論者 の 考え が 正しい の だ ろう か ? この 哲学 が 正しい も の か どう か 調べ る 手段 の 1 つ は 、 科学 的 方 法 
を 使い この 主張 を 調べ る こと で ある 。 例え ば 、 10 世 紀 の 哲 学者 は 、 月 面 に 神 の 樹 が あり 、 全て の 生命 体 は この 樹 の 
校 に 果物 の よう に な り 、 地球 に 落ち て きた と 主張 で きた 。 この 哲学 を 魅力 的 だ と 感じ 、 信じ た 人 も いる だ ろ 2 う 。 し か し 、 
人 類 が 月 面 歩行 に 成功 し た 20 世 紀 に は 、 こ の 考え を 信じ る こと は で き な い 。 神 の 樹 が 存在 し た か どう か は 、 観察 と 実 
験 と いう 科学 的 方 法 で 検証 で きる 。 

我々 は 、 科学 的 方 法 を 用 いて 、 物質 が 永遠 に 存在 し 、 創造 者 を 必要 と せ ず 自己 を 編成 で き 、 生命 を 誕生 させ 

と 言う 唯物 論者 の 主張 を 検証 で きる の で ある 。 科学 的 検証 を 始め る 前 に 、 宇 宙 が 無 か ら 生ま れ た と する ビッ グ バ ン 
請 ら に より 、 最初 か ら 物 質 が あっ た と する この 概念 は 崩壊 し て いる と 言え る 。 そし て 物質 が 自身 を 編成 し 、 生命 を 誕生 
させ た と いう 主張 は 、 我 々 が "進化論" と 呼ぶ 本 書 で 上 既に その 間違い が 証明 され で て いる も の で ある 。 

し か し 、 目 分 の 考え と し て 唯物 論 的 思想 を 一 番 最初 に 受け 入れ た 者 は お か し な 行動 を 取る 。 彼 が まず 唯物 論 
者 で あり 、 次 に 科学 者 で ある 場合 、 科 学 に よっ て 進化 論 が 半鐘 され て も 唯物 論 か ら は 離れ な い 。 それ どこ ろか 、 何 
が あっ て も 進化 論 を 文 持 す る こと で 、 唯物 論 を 文 持 し 擁護 する で あろ う 。 これ は 、 今 日 も 進化 論者 が 進化 論 を 擁護 
する 鋼 地 と 全く 同じ で ある 。 

大 変 興味 深い こと に 、 彼ら も 時 と し て この 真実 を 認め る 。 有名 な 遺伝 子 学者 で あり 、 率直 に 物事 を 語る 進化 論 
で も ある ハー バー ド 大 学 の リチャード ・C・ レ オン ティ ン (Richard C. Lewontin) は 、 彼 が "まず は 唯物 論者 で 次 に 科学 
者 "で ある こと を 次 の よう に 述べ て いる 。 


だ テッ "カク クー ル 


科学 の 方 法 や 機関 は 、 我 々 が 原始 地球 の 物質 説明 を 無理 や り 受 け 入 れ な けれ ば な ら な いと は 言っ て いな い 。 し か し 

どれ ほど 直感 に 反し て いて も 、 ど れ ほ ど 不 可 解 で あっ て も 物質 論 は 先天 的 に 強制 され て いる よう な も の で ある 。 更 に 、 

唯物 論 は 絶対 で あり 、 ゆ え に 我 々 は Divine Foot( 神 の 足跡 ) を 受け 入れ る こと が で き な い 、。 !7< 

ここ で は 、 レ オン ティ ン が 使っ た “先天 的 "と いう 言葉 が 重要 で ある 。 哲学 の 語 革 は 、 実験 や 知識 に 基づか な い 
前 提 を 参考 に する 。 考え は “先天 的 "で あり 、 それ が 正しい と 思い それ を 受け 入れ た と き 、 それ を 立証 する 方 法 が な く 
と も 成り 立つ 。 進化 論者 レオ ン テ ィ ン が 率直 に 述べ て いる よう に 、 唯物 主義 は 、 進化 論者 の “先天 的 "義務 で あり 、 そ 
の 先入観 に 科学 で 挑戦 する の で ある 。 唯物 主義 は 創造 者 の 存在 を 合 定 し な けれ ば な ら な いた め 、 そ の 唯一 の 代 准 
和 染 で ある 進化 論 を 容認 す る 。 “先天 的 "に 進化 論 を 事実 と 受け 入れ た 科学 者 に と っ て 、 進化 論 が 科学 的 事実 に 反し 
て いる こと は どう で も 良い の で ある 。 

この 偏っ た 考え が 、 進化 論者 を 科学 ば か り で な く 良 識 に も 反する "無意識 の 物質 が 自身 を 構成 し た "と いう 概念 
へ 導く 。 ニュ ー ヨ ー ク 大 学 の 化学 教授 で あり 、DNA 専 門 家 で も ある ロバ ー ト ・ シ ャ ピー ロ (Robert Shapiro) は 、 こ の 進化 
論者 と 唯物 論者 の 信念 の 基本 を 次 の よう に 述べ て いる 。 

最初 の 自己 複製 子 へ と 自然 化学 を 導く た め に は 進化 論 の 基本 が 必要 だ っ た 。 こ れ は まだ 詳細 に は 実証 され て いな い 

が 、 化 学 進化 や 物質 の 自己 製造 を 想定 し て いる 。 ア レキ サン ダー・ オ パー リン (Alexander Oparin) に よる 種 の 起源 で 

言わ れ て いる よう に 、 進 化 論 で は その 根本 と し て 弁証法 的 唯物 論 の 哲学 が 事実 だ と 思わ れ て いる 。 !23 


西 準 の メデ ィ ア や 、 有 名 で "高く 評価 され て いる "科学 雑誌 で 常に 見 か ける 進化 諭 の 宣伝 は 、 こ の 思想 的 必然 
性 の 結末 で ある 。 彼ら の 概念 で は 進化 が 不可 欠 な も の で ある た め 、 科学 の 標準 と し て 進化 論 の 批判 が 許さ れ な い 
慣 洗 と な っ た 。 

科学 者 に よっ て は 、 目 分 の 名 声 を 保つ た め 、 こ の こじ つけ の 論理 を 擁護 せ さ る を 得 な い 立場 に ある こと 、 また は 
少な く と も 、 こ の 論理 に 反する よう な 発言 は 控え な けれ ば な ら な いこ と を わか っ て いる 。 西洋 諸国 の 学者 た ち は 、 教 
授 職 を 獲得 し た り 保 持 し た りす る た め に 、 特定 の 科学 雑誌 に 記事 を 書か な けれ ば な ら な い 。 生物 学 に 関係 し て いる 
全て の 雑誌 は 進化 論者 の 管理 下 に あり 、 反 進 化 論 的 な 記事 は 一 切 載 せる こと が 許さ れ な い 。 その た め 、 生物 学者 
は 、 こ の 論理 の 文 配下 で 研究 を 行わ か な けれ ば な ら な い 。 彼ら も また 、 進化 論 を 思想 的 必然 と 基 え る 体制 の 中 に あり 、 
その た め 、 本書 内 で 検証 し て きた “不可 能 な 偶 然 の 一 挨 " を 計 目 的 に 擁護 する の で ある 。 


唯物 論者 の 告 提 


ドイ ツ の 生物 学者 で あり 、 有名 な 進化 論者 で ある ホイ マー・ フ ォ ン ・ デ ィ ト フル ト (Hoimar von Ditfurth) が 、 こ の 頑 
迷 な 唯物 論者 の 理解 の 良い 例 で ある 。 ディ イト フル ト は 、 生命 の 極め て 複雑 な 組成 の 例 を 引用 し た 後 、 こ れ が 偶然 起 
こっ た の か どう か と いう 疑問 に 対し て 彼 は 以下 の よう に 言っ て いる 。 


現実 的 に 、 偶 然 だ た け の 結果 と し て この よう な 調和 は 可能 で あろ うか ? こ れ は 生物 的 進化 全体 の 基本 的 な 疑問 で ある 。 
これ に 対し て “可能 で す " と 人 答え る こと は 、 現 代 科 学 へ の 信仰 心 を 確認 する よう な も の で ある 。 ぎ わ ど く 言 えば 、 現 代 科 
池 を 容認 し て いる 人 は 、 神 の 介入 が な い 自 然 の 法則 を 擁護 し な けれ ば な ら ず 、“ 可 能 だ "と 答え る 以外 の 道 が な い 。 つ 
まり 現時 点 で は 、 自 然 の 法則 、 偶 然 の 一 致 を 用 いて 全て を 説明 する こと 以外 の 道 が な いと いう こと で ある 。 偶然 の 一 
致 以 外 に は 信じ る べき も の は 何 も な か っ た の だ か ら 。 2 


ディ ト フ ルト が 述べ た よう に 、 唯物 論者 の 科学 的 アプ ロー チ は 、 そ の 基本 原則 が 、 例 えば 創造 な どの “ 神 の 介 
入 " を 否定 する こと で ある 。 この 原則 が 認め られ れ ば 、 ど ん な に 不可 能 な 想定 も 簡単 に 認め られ る の で ある 。 進化 
論者 の 文献 で 、 こ の 独断 的 考え 方 の 例 を 見 つけ る の は 難し い 。 ト ルコ の 有名 な 進化 論 提 唱 者 アリ ・ デ ミル ソイ (Aii 
Demirsoy) 教 授 が その 1 人 で ある 。 前 に も 述べ た よう に 、 デミ ル ソ イ に よる と 、 生命 体 に 必要 不可 欠 な タン パク 質 シ トク 
ロム C が 偶然 の 一 致 で 形成 され た 確率 は “サル が 人 類 の 歴史 を 間違え な し に タイ プラ イタ ー を 使っ て 書く ほど "で あ 
る ろ 。 175 

この 可能 性 を 認め る こと は 、 進化 論 の 基本 原則 や 常 


L 


議 を 否定 する こと に な る 。 も し 、 た っ た 1 つ で も 正しく 書か れ 
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ダー ウィ ニズム と 唯物 諭 


科学 が ダー ウィ ン の 進化 論 を 論破 し た に も 関わ ら ず 、 進化 論 が 今 で も 擁護 され て いる 理由 は 、 進 化 論 と 唯物 論 
の 関係 に つき る 。 ダ ー ウ ィ ン は 、 唯 物 論 的 哲学 を 自然 科学 に 適応 し た 。 進化 論 信 者 で ある マル クス 主義 者 は 、 
何 が あろ うと も 進化 論 を 擁護 し て いる 。 


最近 の 進化 諭 の 一 番 の 支持 者 で ある 生物 学者 の ダグ ラス ・ フ ツイ マ (Douglas Futuyma) は 「 マ ルク ス の 唯物 論 の 
歴史 に と っ て は ダー ウィ ン の 進化 諭 は な く て は な ら な い 基 幹 政策 だ 」 と 書い て いる 。 この 発言 か ら も 、 進化 論 を 擁 
護 す る こと が 彼ら に と っ て 重要 な の は 明らか で ある 。 


も う 一 人 の 進化 論 支 持 者 、 古 生物 学者 の ステ ファ ン ・J・ グ ー ル ド (Stephen J. Gould) は 「 ダ ー ウ ィ ン は 自然 の 人 解 
釈 に 唯物 論 の 哲学 を 適応 し た 」 と 述べ て いる 。^ レー ニン (Lenin) に 並ぶ ロン ア の 共産 革命 家 リ オン ・ ト ロ ツ キー 
(Leon Trotsky) は 「 ダ ー ウ ィ ン の 発見 は 、 有 機体 の 弁 証 に お いて 最高 の 勝利 を 収め た 」 と 言っ て いる 。* し か し 科 
学 は 、 ダ ー ウ ィ ニ ズム は 唯物 論 に 勝利 を も た ら さ ず 、 た だ の 哲学 思想 だ と いう こと を 証明 し て いる 。 


1- Douglas Futuyma, Evolutionary Biology, 2nd ed., Sunderland, MA: Sinauer, 1986, p. 3 
2- Alan Woods and Ted Grant, Marxism and Darwinism , Reason in Revolt: Marxism and Modern Science, London, 1993 


3- Alan Woods and Ted Grant. "Marxism and Darwinism", London, 1993 
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た 文字 が あっ た 場合 、 そ れ は 人 間 が 書い た こと を 意味 し 、 世界 の 歴史 の 本 を 見 る 時 、 そ れ は どこ か の 著者 に よっ て 
書か れ た と 誰 も が 理解 で きる 。 論理 的 な 人 間 な ら 誰 で も 、 そ の よう な 厚い 本 が “偶然 の 一 数" で で きた と は 思わ な い 
2 

し か し 、 “進化 論者 科学 者 "の アリ ・ デ ミル ソイ 教授 が 、 こ の よう な 不 合理 な 定義 を 認め て いる の は 面白 い 。 

本 質 的 に 、 シ トク ロム C 配 列 の 形成 の 可能 性 は ゼロ に 近い 。 つ まり 、 生 命 体 が 特定 の 配列 を 必要 と する 場合 、 そ れ は た 

ぶん 宇宙 全体 で 実現 され た と 言え る だ ろう 。 そ う で な けれ ば 、 我 々 の 理解 を 超え た 霊 的 力 が これ を 形成 し た の で あろ 

う 。 後 者 を 認め る こと は 、 科 学 に と っ て 適切 で は な い 。 従 っ て 、 我 々 は 最初 の 説 を 研究 する の で ある 。!76 

デミ ルツ ソイ は 、“ 神 の 介入 を 認め な い "、 つま り 創 造 者 の 存在 を 認め な いた め な ら 、 不 可能 を 信じ る ほう が 良い と 
言っ て いる 。 この アプ ロー チ が 科学 と 何ら 関係 な いこ と は 明白 で ある 。 当然 の こと な が ら 、 デミ レル ソイ が も う 1 つ の デー 
マ 、 細胞 内 の ミト コン ドリ ア の 超 源 を 引き 合い に 出し た 際 、 彼 は それ が "非常 に 科学 的 考え に 反し て "いて も 、 偶然 の 
一 致 を 文 持 し て いる 。 

問題 の 核心 は 、 た っ た 1 つの 個体 が 偶然 の 一 致 で 得る 可能 性 が 非常 に 低く 、 不 可 解 で ある この 特性 を 、 ミ トコ ンド リア 

が いか に 得 た か で ある 。 呼吸 を 提供 し 、 各 ステ ッ プ で 触媒 機能 を 果たす 酵素 は 、 さ ま ざ ま な 形 を し て お り 、 こ れ が 作用 


アド テッ カク ター ル 





の 中 心 と な っ て いる 。 細胞 に は この 完全 な 酵素 配列 が 含ま れ て お り 、 そ れ で な けれ ば 意味 が な い 。 こ こ で 、 生 物 学 の 見 
解 に 反 さ ず 、 以 上 の 独断 的 な 説明 や 推測 を 避け る た め に 、 不 本 意 で は ある が 、 我 々 は 細胞 内 に は 、 呼 吸 酵素 が 細胞 
が 最初 に 酸素 に 触れ る 前 に 存在 し て いた と 認め な けれ ば な ら な い 。!77 


この よう な 表明 か ら 言 える 結論 は 、 進化 論 が 、 科 学 的 研究 を 通し て 到達 され た も の で な いと いう こと だ 。 それ どこ 
ろか 、 進化 論 の 形成 と 物質 は 、 唯物 論 的 哲学 の 必要 性 か ら 決 定 付 けら れ た 。 その 後 、 具体 的 な 科学 的 事実 の な い 
まま 信念 や 定説 と な っ た 。 も う 一 度 言 う が 、 進化 論者 の 文献 に 対す る 努力 が “目的 "を 持っ て いる こと は 明確 で ある 。 
その 目的 は 、 いか な る 対価 を 払っ て も 、 生命 体 が 創造 され た も の だ と いう 信仰 を 邪魔 する こと で ある 。 

進化 論者 は 、 こ の 目的 が “科学 的 "だ と いう 。 し か し 、 実際 は それ は 科学 で は な く 唯 物 論 的 思想 で ある 。 唯物 論 
は 、 物質 を "超え る "いか な る も の (また は 超自然 ) も 償 定 する 。 科学 に は 、 そ の よう な 定説 を 受け 入れ る 義務 は な い 。 
科学 と は 、 自然 を 探り 、1 つ の 発見 か ら 結 論 を 出す こと で ある 。 これ ら の 発見 が “創造 され た "と いう 結論 に た どり 着い 
た 場合 、 科 学 は それ を 受け 入れ な けれ ば な ら な い 。 真 の 科学 の 義務 は それ で あり 、 時 代 遅 れ な 19 世 紀 の 唯 物 論 定 
説 に ま と わ り つ い て 不可 能 な 想定 を 擁護 する こと で は な い 。 


凡 造 の アト ラス 








進化 諭 の 哲学 的 論拠 が 続く 中 、19 世 紀 の 唯 物 論 
は 、 宇 宙 は 無限 に 存在 し 、 誰 か に 創造 され た も の で 
は な く 、 よっ て 生命 体 は 物質 の 相互 作用 で 説明 で き 
る と し た 。 し か し 、200 世 紀 科 学 の 発見 は 、 こ の 仮説 
を 完全 に 論破 し た 。 


宇宙 は 無限 に 存在 し た と いう 提唱 は 、150 億 年 前 に 
(“ビッグバン "と 呼ば れる ) 巨 大 な 爆発 に よっ て 宇宙 
が 誕生 し た と 発見 され た こと に よっ て 論破 され た 。 ビ 
ッ グ バン は 、 宇 宙 の 全て の 物質 は 無 か ら は じ ま っ た 
と する 。 つま り 、 宇 宙 は 創造 され た わけ で ある 。 著 名 
な 唯物 諭 擁護 者 、 無 神 論者 で ある 哲学 者 アン ソニ 
ー・ フ リュ ー(Anthony Flew) は 、 次 の よう に 認め て い 
と の 衣 


当たり 前 の こと だ が 、 層 悔 は 魂 を 意 す 。 だ か ら 私 は 
ここ に 無神論 が 現代 の 宇宙 論 的 総意 (ビッ グ バ ン ) に 
論破 され た こと を 告白 し よう 。 宇宙 学者 は 、 宇 宙 に 
は じ ま り が あっ た と いう 科学 的 証拠 を 持っ つて いる の 
だ か ら 。 


ビッ グ バ ン は 、 宇 宙 が 各 段 階 で 意識 的 な 力 に 管理 さ 
れ て いた こと も 示し て いる 。 目 然 に 起こ っ た 爆発 か ら 
生ま れ た と は 考え られ な い 完 璧 な 段階 が 。 有名 な 物 
理学 者 ポー ル ・ デ イビス (Paul Davies>) は この 件 に 関 
し て 次 の よう に 述べ て いる 。 


ほん の 小さ な 事 ま で 非常 に 繊細 に で き て いる 現在 
の EE の 5 に に 理生 DE に 6 呈 る ロゴ ジンシル ck の アー 
し か 思え な い 。 自然 が 基礎 定数 に 割り 当て られ る と 
いう 数 値 の 一 致 の 奇跡 は 、 宇 宙 設 計 の 要素 が 創造 
に と はち は Ki だ すら 7 た 9 符 

この 現実 は アメ リカ の 天文 学 教授 ジョ ー ジ ・ グ リー 
ステ イン (George Greenstein) に も 以下 の よう な 発 
を させ て いる 。 

全て の 証拠 を 調査 し た ら 、 超 自然 が 関わ っ て いた と 
し か 考え られ な い 結 果 を 得 た 。 

従っ て 、 生命 体 は 物質 の 相互 作用 に よっ て 目 己 発 
生 で きる と いう 唯物 論 の 仮説 は 、 科 学 の 発見 の 前 


い * 


川 
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唯物 論 の 科学 的 消 減 


に 論破 され た 。 特に 、 遺 伝 子 情報 の 起源 は 、 い か な 
る 生 命 体 も 物質 の み の 作 用 で は 発生 し えな いと いう 
引 果 を 得 て い る 。 進化 論 擁 護 者 の 一 人 で ある ショ ー 
ンジ ・C・ ウ ィ リ アム ズ (George C. Williams) は 、1995 年 の 
記事 で 次 の よう に 認め て いる 。 


進化 論 を 信じ る 生物 学者 は 、 遺 伝 子 が 情報 で あり 
物質 で は な いと いう 通常 の 物質 の 基準 で は 計れ な 
いも の だ と 気付 いて いな い 。 物質 と 情報 と いう 2 つの 
存在 は 、 異 な る も の と し て 論議 ・ 検 証 さ れ な けれ ば 
すら 2 

これ は 、 万 能 の 神 が 遺 伝 子 情報 を 創造 し た と いう 
証拠 に 他 な ら な い 。 物質 は 、 自 身 の 中 に 情報 を 生 
成す る こと は で き な い 。 ド イツ の Federal Institute of 
Physics and Technology の 理事 長 ワ ー ナ ー・ ギ ッ ト 
(Werner Gitt) は 、 次 の よう に 述べ て いる 。 


全て の 実験 か ら 、 遺 伝 子 の 生成 に は 偉大 な る 力 が 
必要 だ っ た と わか る 。 物質 が 自分 で 情報 を 生み 出 
す と 証明 し た 自然 の 法則 は 存在 し な い 。? 


こう し た 科学 的 事実 は 全て 、 無 限 の 力 と 知識 を 持つ 
神 が 宇 宙 と 生命 体 を 創造 し た こと を 証明 する 。 唯物 
論 に 関し て は 、 着 名 な 哲学 者 アー サー・ ケ スト ラー 
(Arthur Koestler, が 「 こ れ 以 上 科学 的 哲学 と は 呼べ 
っ 各 包 生ま 


1- Henry Margenau, Roy A. Vargesse, Cosmos, Bios, 「heos, 
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Schuster, 1983, p. 189 
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Springs, CO: Nav-Press, 1993, pp. 114-15 

4- George C. Williams, The Third Cuture: Beyond the 


Sclentific Revolution, New York, Simon & Schuster, 1995, pp. 42- 
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進化 論 の 酸素 : メ ティ ア 


これ まで の 調査 で 検証 され た よう に 、 進化 論 に は 何 の 科学 的 根拠 も な い 。 し か し 、 世界 中 の ほぼ 全て の 人 間 
は 、 そ の 事実 を 知ら ず 、 進化 論 が 科学 的 事実 の も と に 成り 立っ て いる と 信じ て いる 。 この 幻想 の 一 番 の 理由 は 、 進化 
論 に 対し て メデ ィ ア が 行っ て いる 計画 的 な 教化 と 家伝 で や る 。 ここ で は 、 こ 2 うし た 教化 と 富 伝 の 特長 に つい て 話 そ 2 う 。 

西洋 諾 国 の メデ ィ ア を 慎重 に 見 て いる と 、 高い 頻 度 で 進化 論 を 詳 計 する ニュ ー ス に 出くわす 。 この リー ダー 的 
組織 で ある “有名 で 社会 的 地位 の ある "雑誌 は 、 定期 的 に この 題材 を 持ち 出す 。 ここ で ある アプ ロー チ が 研究 され る 
と 、 人 は 議論 の 余地 な し に 、 こ の 論理 が 完全 に 証明 され て いる 真実 だ と いう 象 を 受け る 。 

これ ら の ニュ ー ス を 読む 一 般 の 人 々 は 、 目 然 に 、 進化論 が 数 学 の 法則 の よう に 確か な 事実 だ と 考え る 。 有名 な 
メデ ィ ア に こう し た ニュ ー ス が 掲載 され る と 、 これ ら は 地元 の マス コミ で も 取り 上 げ ら れる 。 “雑誌 Time』 に よる と 、 進化 
論 の 失わ れ た 環 を 埋め る 新しい 化石 が 発見 され た "と か [Nature』 が 進化 論 の 最終 間 題 に 光 を "な どの 見 出し を 大 
きく 印刷 する 。 実際 は 、 何 を 証明 し た わけ で は な い の で 、“ 進 化 の 最後 の 失わ れ た 環 " の 発見 は 何 も 意 味 し な い の だ 
が 。 これ まで に 説明 し た よう に 、 証拠 と し て 提供 され る も の は 全て 誤り で ある 。 こう し た メデ ィ ア に 加え 、 科学 の 資料 、 
百科 事典 、 生 物 の 本 で も 同じ こと が 行わ れ て いる 。 

要する に 、 非 款 教 的 で 、 権力 が も の を いう メデ ィ ア も 学会 も 、 進化 論者 の 観点 を 完全 に 文 持 し 、 そ れ を 人 社会 に 押 
し 付け て いる 。 この 押し 付け は 、 進化 論 を 絶対 に 合 定 さ れ な い 概 念 に 変え る ほど 効果 的 で あっ た 。 進化 論 は 証明 さ 
れ て いな いと いう 5 基本 事実 を 無視 し 、 進化 論 の 人 否定 は 科学 に 矛盾 する と され た 。 この た め 、( 特 に 1950 年 代 以降 ) 進 
化 論 の 多く の 不備 が 証明 され 、 そ れ を 進化 論 科学 者 自身 が 認め た に も 関わ ら ず 、 今 日 も 学会 や メデ ィ イア で 進化 論 
の 批判 を 見 つけ る こと が で き な い 理由 で ある 。 

生物 や 科学 の 分 野 で “評判 の 良い "雑誌 と し て 西洋 諾 国 で 幅広 く 受け 入れ られ で て いる!Scientifc American』、1 
Nature』、 IFocus』、『Discover』、IScience」、 お よび INational Geographic』 ル な ど は 、 進化 論 を 公式 な 思想 と し て 採用 
し 、 そ れ が 証明 され た 事実 で や る か の よう に 提示 し 続け る の で ある 。 
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上 議 二 昌 LE の な キル ルン ん 


進化 論 の 二話 の 1 つ に 世界 で 一 番 科 学 的 で 本 格 的 な 出版 物 の 1 つ で ある INational 
Geographic」 で 取り 上 げ ら れ た "クジラ の 進化 “の 話 が 挙げ られ る 。 


最大 の 路 乳 類 で め ある クジ ラ は 、 6 千 万 年 前 に 毛 で 徐 われ た 四肢 歩行 を する 貴 乳 類 が 食物 
や 避難 所 を 求め て 海 に 入っ つた こと に 始ま る 。 長い 年 月 を 経て 、 少 し ずつ 変化 が 起こ っ て い 
っ た 。 後 足 が な く な り 、 前足 は ひれ と な り 、 毛 は 体 脂肪 と な り 、 上 鼻孔 が 頭 の 上 に 移動 し 、 尻 
尾 が 尾びれ に な り 、 浮 力 の ある 水中 で 体 が 巨大 化し て いっ た 。 


この 話 に は 科学 的 証拠 は 1 つも な く 、 目 然 の 原理 に も 反し て いる 。National Geographic』 に 
掲載 され た この 寅 話 は 、 一 見 本 格 的 に 見 える 進化 論 擁 護 出 版 物 が 誤っ た 推論 を 掲載 する 
こと が 明らか で ある 注目 すべ き 事 実 で め ある 。 


1- Victor B. Scheffer, Exploring the Lives of Whales , 
National Geographic, vol. 50, December 1976, p. /52 
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まとめ られ た 嘘 


進化 論者 は 、 メ ディ ア の "洗脳" プログ ラム を 非常 に 有効 に 使っ て いる 。 多く の 人 は 、 無 条件 で 進化 論 を 信じ て 
いる た め 、" ど う や っ て “や "なぜ "と いう 迎 問 すら 持た な い 。 これ が 、 進化 論者 が 、 進化 論 を 説得 力 の ある も の に する 
た め に 、 そ の 嘘 を 丸め 込む の に と て も 役立っ て いる 。 

例え ば 、 一 番 "科学 的 "な 進化 論者 の 本 で も 、 最 も 説明 の つい て いな い 進 化 論 の 現象 で ある “" 水 か ら 陸 へ の 移 
行 が 信じ られ な い ほ ど 容 易 に "説明 "され て いる 。 進化 論 に よる と 、 生命 体 は 水中 で 生ま れ 、 最初 に 出現 し た 動物 
は 魚類 で ある 。 進化 論 で は 、 魚類 が 何ら か の 理由 で (た いて い の 場 合 、 干ばつ が 理由 だ と され て いる ) 陸 上 に 放り 出 
され 、 陸上 で 住む こと に な っ た 魚類 が 、 ヒ レ の 代わ り に 脚 を 、 エラ の 代わ り に 肺 を 得 た と され て いる 。 

し か し 、 た いて い の 進 化 論 者 の 本 に は 、 こ れ が "どう や っ で "行わ れ た の か 書か れ て いな い 。 最も "科学 的 "な 資 
料 で も 、 こ の 主張 の 不 合理 は " 水 か ら 陸 へ の 移行 が 成 さ れ た "な ど と いう 文 草 で ご ま か さ れ て いる 。 

この “移行 "は どの よう に 達成 され た の か ? 水 か ら 出 た 魚 が 数 分 間 し か 生き られ な いこ と は 誰 で も 知っ て いる 。 主 
張 さ れ て いる よう な 干ばつ が 起こ り 、 人魚 が 陸 に 上 が っ た と し て も 、 鋼 は どう な っ た だ ろう か ? 答え は 明白 で ある 。 陸上 
に あがっ た 全て の 急 は 数 分 間 以 内 に 死ん で し まっ た 。 これ が 何 千 万 年 繰り 返さ れ た と し て も 答え は 変わ ら な い 。 な 
ぜ な ら 、 完全 な 肺 な どの 復 雑 な 妖 官 は 、 和 突然" 偶然 "発生 する こと は な く 、 つま り 、 突然 変異 で 使い 物 に な ら な い 半 
肺 が で き て も 意味 が 無い 。 

し か し 、 こ れ が 進化 論者 の 主張 で ある 。“ 水 中 か ら 陸 上 へ の 移行 "や "陸上 か ら 空 中 へ の 移行 "、 お よび その 他 
主張 され て いる 飛 臣 は 、 こ うし た 非 論 理 的 な 表現 で “説明 "され て いる 。 そし て 、 目 や 耳 な どの 非常 に 復 雑 な 器官 の 
形成 に 関し て は 、 進化 論者 は 口 を 閑 ざ す 。 

世間 一 般 の 人 に 対す る "科学 "の 案 の 影 響 は 大 きい 。 水中 か ら 陸 上 へ の 移行 の 連 空 の 図 を 描き 、 水 中 
の 動物 、 陸 上 生物 の " 子 拘 "、 移 行 中 間 体 "( 想 像 上 の 生物 で ある )、 に ラテ ン 語 の 名 前 を 付け 、 そ し て “まず 、 
Eusthenopteron が Rhipitistian Crossoptergian と な り 、 その 後 長 い 進 化 過 程 を 経 て Ichthyostega と な っ た "と いう 精 功 
な 嘘 を 作り 出す 。 分 厚い 眼鏡 に 白衣 を 着 た 科学 者 が これ を 言っ た ら 、 進化 論 を 文 持 す る こと に 献身 的 な が メデ ィ ア が 
情熱 を も っ て それ を 発表 し 、 多く の 人 が それ に 納得 する で あろ 2 う 。 
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第 15 章 


結語 : 進 化 論 は 誠 欺 で あめ る 


その 他 に も 、 進化 論 を 無効 に する 色々 な 証拠 、 科学 の 法則 が ある が 、 こ の 本 で は 全て を 紹介 する こと は で き な 
か っ た 。 し か し 、 本 書 で 紹介 し た 例 だ け で も 重要 な 真実 を 明か し て いる 。 科学 の 装い に 隠さ きれ て いる が 、 進化 論 は 唯 
物 論 的 思考 の 利益 の た め の み に 擁護 され て いる 、 科学 で は な く 洗脳 、 宣伝 、 ベ テン の 上 に の み 成 り 立 っ て いる 矯 欺 
以外 の な に も の で も な い 。 

これ まで に 説 明 し た こと を 以下 に まとめ る 。 


進化 諭 は 崩壊 し て いる 


進化 論 は 、 第 一 歩か ら 失 敗 し て いる 論理 で ある 。 な ぜ な ら ば 、 進化 論者 は た っ た 1 つの タン パク 質 の 形成 すら 読 
明 で きず 、 確 率 の 法則 も 物理 や 化学 の 法則 も 生命 体 が 偶然 形成 され た こと を 文 持 で き な い 。 

偶然 形成 され た タン パク 質 が た っ た 1 つも 存在 し な い の に 、 何 百 万 も の タン パク 質 が 生命 体 の 細胞 を 産生 する よ 
2 組み 合わ さり 、 何 十 億 も の 細胞 が 偶然 集まり 生命 体 を 形成 し 、 そ れ が 人 急 類 か ら は 中 類 や 烏 類 に 変化 し 、 ゆえに 現 
在 地球 上 に 何 百 万 種 の 生命 体 が 存在 する と いう 説明 が 、 論理 的 、 ま た は 筋 が 通っ て いる よう に 聞こ える だ ろう か ? 

これ が いく ら 論 理 的 に 見 えな く て も 、 科学 者 は この 寅 話 を 信じ て いる の だ か ら 恐 ろ し い 。 

し か し 、 こ れ を 立証 する 証拠 は 1 つも 無く 、 こ れ は 単なる 信仰 、 し か も 間違っ た 信仰 で し か な い 。 半 急 ・ 半 旧 虫 
類 、 また は 半 史 虫 類 ・ 半 魚の 移行 型 は 1 つも 発見 され た こと が な い 。 タン パク 質 や それ を 構成 する アミ ノ 酸 分 子 で す 
ら 、 彼ら の 言う 原始 地球 環境 下 で 、 そ れ ど ころ か 精 功 な 機 対 を 捕え た 実験 室 で すら 作り 出す こと に 成功 し て いな い 。 
それ どこ ろか 、 彼ら の 全 努 力 を も っ て 、 進化 論者 は 、 地球 上 で 今 ま で に 進化 の 過程 が 一 度 も 起こ っ て いな いこ と を 証 
明 し た 。 
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進化 論 は 今後 も 証明 され る こと は な い 


進化 論者 は 、 将来 的 に は 科学 が これ ら の ジレ ンマ を 解決 し て くれ る と 目 分 た らち を 慰め て いる 。 し か し 、 その 科学 
が 、 何 年 か すれ ば 完全 に 事実 無根 で 思想 的 な この 主張 を 解決 し て くれ る と 思う こと が 論外 で ある 。 それ どこ ろか 、 科 
学 が 進化 すれ ば する ほど 、 進化 論者 の 主張 が た わ ご と で ある こと が より 明確 に な る 。 

今 ま で も そう だ っ た よう に 。 生 細 胞 の 構造 や 機能 が より 詳細 に わか れ ば わか る ほど 、 そ れ が ダー ワウ ィ ン の 時 代 の 
原始 生物 学 で 考え られ て いた よう な シン プル で 不 規 則 に 形成 され て いる も の で は な いこ と が 明確 に な っ た 。 

こう し た 状況 が 証明 が ある の に 、 創造 の 事実 を 拒否 し 、 生命 の 起源 は 非常 に まれ な 偶然 の 一 隔 時 、 こ れ ら を 
後 か ら 屈 辱 の ネタ に され る 例 を 挙げ て 擁護 する 。 進化 論 の 実質 が より 明白 に な り 、 世間 が 真実 に 近づこ うと する と 、 
進化 論 の 盲目 的 な 支持 者 は 、 恥ず か し く て 世の中 を 歩け な く な る だ ろう 。 


進化 論 の 一 番 の 障害 物 : 心 


世の中 に は 、 互い Ri そし て ウマ や ネコ と 共通 点 を 持つ 生物 や 、 お 互い に 似 て い 
る 昆虫 な どの 共通 は 誰 も 驚か な い 。 

Pi は 、 な ぜ か 人 々 の 興味 を 引き 、 こ の 興味 が 、 時 に 人 々 を 謝っ た 論理 を 信じ 
させ る まで に な る 。 実 を 言う と 、 人 類 と 猿人 の 外見 の 類似 性 は 何 も 意 味 し な い 。 カブ トム シ と サイ も 外見 に 類似 性 が あ 
る が 、 昆虫 と 路 乳 類 の この 2 種 韻 に 共通 性 を 理由 に 進化 の つなが り が ある と 考え る こと が 馬鹿 げ て いる の と 同じ ぐら 
い に 。 

外見 的 類似 性 以外 で 、 療 人 は 他 の 動物 より も 人 類 に 近かっ た と 和 実際 、 知能 の レベ ル で 考え た 場 

合 、 奇跡 の よう な 幾何 学 的 構造 の 巣 を 作る ミツ バチ や クモ の ほう が 人 間 に 近 いと 言え る 。 見 方 に よっ て は 、 彼ら の ほ 
和 

単なる 外見 の 類似 性 に 関わ ら ず 、 人 類 と 猿人 に は 大 き な 違 い が あ る 。 猿人 は ウマ や イヌ と 同じ 意識 レベ ル を 持 
つ 動 物 で ある 。 し か し 人 類 に は 知覚 が あり 、 も の を 考え 、 話し 、 理解 し 、 決定 し 、 判断 する 能力 を 持つ 。 これ は 、 人 類 
の み が 持 つ 心 の 機能 で ある 。 この 心 は 、 人 類 と その 他 の 生物 の 大 き な ギ ャ ッ プ と な る 重要 な 違い で あり 、 いか な る 身 
体 的 類似 性 も 人 類 と その 他 の 生物 の この ギャ ッ プ を 埋め る こと は で き な い 、。 自然 界 で 心 を 持つ 生き 物 は 人 間 だ け で 
ある 。 


神 の 神 の 意思 に よる 創造 


進化 論者 の シナ リオ が 実際 に 起こ っ た の か ど 2 う か は 大 事 だ ろう か ? は っ きり 言っ て 、 こ ん な こと は 全く 大 事 で は 
な い 。 な ぜ な ら ば 、 進化論 の 言う 進化 の 過程 で 繰り 返さ れ た 偶然 の 一 公 は 、 ea ら で あ る 。 も し 
生命 が こう し た 偶然 の 繰り 返し で 起こ っ た と し て も 、 それ は 意図 的 な 思い が あっ て の み 可能 で あっ た 。 これ ら が 偶然 
起こ っ た と は 信じ 上 難い だ け で は な く 不 可能 だ っ た 。 

タン パク 分 子 が 原子 大 気 環境 下 で 形成 され た と いう が 、 確 率 の 法則 、 生物 や 化学 の 法則 で すら 、 こ れ が 偶然 起 
こる こと は な いと 証明 し て いる 。 し か し 、 例え 産生 され た と 仮定 し て も 、 そ れ は 創造 者 の 意思 に て 起こ っ た と いう 以外 
な い 、。 進化 論者 が 提唱 する 全て の 家庭 に この 論理 は 当て は まる 。 例え ば 、 水中 の 魚類 が 陸上 生物 に な っ た と いう 古 
生物 学 的 、 物 質 的 、 生 物 学 的 証拠 、 また は 正当 論理 は 1 つも な い 。 し か し 、 仮に 魚類 が 陸上 に 上 が り 、 万 虫 類 に な 
っ た と し て も 、 こ の 主張 を する 者 は 、 目 映 の 意志 に よっ て 何で も 作り 出す こと の で きた 創造 者 の 存在 を 認め る 必要 が 
ある 。 この よう な 奇跡 の 他 の いか な る 説明 も 、 本 質 的 に 自己 矛盾 し て お り 、 根拠 の 原則 を 犯し て いる 。 

事実 は 明白 で ある 。 全て の 生命 は 、 完全 に 設計 され た 優れ た 創造 の 結果 で ある 。 これ が 、 無限 の 力 、 知識 、 知 
性 を 持っ た 創造 者 の 存在 | 

創造 者 と は 神 一 一 天地 の 王 で ある 。 


テッ カク クタ クール 


1 進化 論 の 崩壊 創造 の 真実 





ミキ 負 プ ロ パ ガン ダ は 、 モ ラル の 観点 か ら 考 えて も 非常 に 危険 で ある 。 この 事実 を 認 識 し て いる 科学 
研究 財団 は その 告知 義務 を 遂行 し 、 ト ルコ で この 問題 の 科学 的 事実 を 公表 し た 。 


第 一 回 会 議 - イス タン ブー ル 
科学 研究 財団 が 開催 し た "進化論 の 央 壊 と 創造 の 真実 "と 題 さ れ た 最初 の 国際 会 議 は 、1998 年 4 月 4 日 に イス タン ブー ル で 行わ れ た 。 有 名 
な 専門 家 が 世界 中 か ら 集まっ て 行っ た その 会 議 は 大 成功 を 収め 、 は じ め て 進化 諭 の 主張 に 疑問 が 投げ か けら れ た 。 あら ゆる 分 野 の トル 
コ 人 専門 家 が 会 議 に 出席 し 注目 を 集め た 。 会 議 に は TV シス テム で 参加 し た 者 も いた 。 
会 議 に は トル コ そ し て 世界 中 か ら 著 名 な 人 々 が 参加 し た 。 進化 諭 の イデ オロ ギー 的 動機 の 裏側 を 暴露 し た 科学 研究 財団 メン バー の スピ 
ー チ ナチ 後 、 科 学研 究 財 団 が 作成 し た ビデ オ 映 像 が 流さ れ た 。 
アメ リカ の Institute for Creation Research の 世界 的 に 有名 な 科学 者 デュ アン ・ ギ ッシュ (Duane Gish) 博 士 と ケ ニ ス ・ カ ミン グ (Kenneth 
Cumming) 博 士 は 、 生物 化学 と 古生物 学 の 権威 で ある 。 二 人 は 、 進化 論 が 無効 で ある と 実質 的 に 検証 証明 し た 。 会 議 中 、 今 日 の 科学 界 で 
高く 評価 され て いる トル コ の 科学 者 セ バ ッ ト ・ バ ブナ (Cevat Babuna) 博 士 が 、 進化 諭 の “偶然 仮説 "を 岩 さ せ た 人 間 形 成 の 各 段 階 の 奇跡 
を スラ イド ショ ー で 見 せ た 。 


デュ アン ・ ギ ッシュ (DUANB GISHD 教 授 : 


化石 記録 は 進化 論 を 論破 し 、 種 が 地球 上 に 完全 設計 
され た 状態 で 現れ た こと を 証明 し て いる 。 これ は 神 の 創 
造 の 確固 た る 証拠 で ある 」 


トル コ 議 会 員 ネ ブ ザ ッ ト ・ ヤ キル シン タス か ら 科 学研 究 財 
団 の 盾 を 受け 取る 著名 な 進化 研究 か デュ アン ・ ギ ッシュ 





第 二 回 会 議 - イス タン ブー ル 

第 二 回 国際 会 議 は 3 ヵ月 後 の 1998 年 7 月 5 日 に イス タン ブー ル の ジェ マル ・ レ シッ ト ・ レ イ の カン ファ レン ス ホ ー ル で 開催 され た 。 6 人 の アメ リ 
0 人 の トル コ 人 発表 者 が 、 ダ ー ウ ィ ニ ズム が 現代 科学 に て どの よう に 打ち の め さ れ た の か を 検証 し た 。 1.000 人 収容 可能 な ジェ マル ・ 
レシ ッ ト ・ レ イ の カン ファ レン ス ホ ー ル は 聴衆 で 溢れ か えっ て いた 。 
発表 者 と 発表 の 概要 は 以下 の 通り で ある 。 
マイ ケル ・P・ ジ ルアー ド (Michael P. Girouard) 教 授 :「 生 命 体 は 偶然 発生 し うる の か ? 」 の タイ トル の スピ ー チ で 、 サザ ン ル イジ アナ 大 学 の 生 
2 02 ジル アー ド は 、 生命 体 の 基本 構成 単位 で ある タン パク 質 の 複雑 さ を さ ま ざ ま な 例 を も っ て 説明 し 、 こ れ は 意識 的 

設計 され た も の と し か 考え られ な いと 結論 付け た 。 
エド ワー ド ・ ブ ー ド ロー(Edward Boudreaux) 博 士 :「 化 学 の 設計 」 と いう タイ トル の スピ ー チ で 、 ニ ュー オリ ンズ 大 学 の 化学 の 教授 エド ワー ド ・ 
ブー ドロ ー は 、 生命 体 が 発生 する た め に は 、 い くつ か の 化学 要素 が 意図 的 に アレ ンジ な けれ ば な ら な か っ た と まとめ た 。 
カー ル ・ フ ライ ヤー マン ズ (Carl Fliermans) 教 授 : アメ リカ 国防 省 が 支援 する 「 バクテリ ア で 化学 廃棄 物 を 中 和 す る 」 研 究 の 第 一 人 者 で 、 ア メリ 
カ で 幅広 く 知 られ て いる イン ディ アナ 大 学 の 微生物 学 の 教授 カー ル ・ フ ライ ヤー マン ズ は 、 徹 生物 学 の 観点 か ら 進化 論 の 主張 を 否定 し た 。 


9 ん 凡 造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


MMH 


エディ ッ プ ・ ケ ハ (Edip Keha) 教 授 : 生 化学 の 教授 エディ ッ プ ・ ケ ハ は 、 今 回 た っ た 一 人 の トル コ 人 発表 者 だ っ た 。 細胞 の 基本 情報 を 説明 
し 、 そ れ は 完全 創造 の 結果 の 証明 で ある と 強調 し た 。 

デビ ッ ド ・ メ ント ン (David Menton) 教 授 : ワン ント ン 大 学 の 解剖 学 の 教授 デビ ッ ド ・ メ ント ン は 、 コ ンピュータ を 使っ た 非常 に 興味 深い スピ ー 
チ を 行い 、 鳥 の 羽 の 解剖 と 邑 虫 類 の ウロ コ の 解剖 を 比較 し 、 鳥 が 叩 虫 類 か ら 進化 し た と いう 仮説 が 間違っ て いる こと を 証明 し た 。 

デュ アン ・ ギ ッシュ (Duane Gish) 教 授 : 進化 論 に 詳し い デ ュ ア ン ・ ギ ッシュ は 、「 人 間 の 起源 」 と いう スピ ー チ で 猿人 か ら 人 間 へ 進化 し た と 
いう 仮説 を 否定 し た 。 

ICR 会 長 ジ ョ ン ・ モ リス (John Morris) 教 授 :institute for Creation Research の 会 長 で あり 有名 な 地質 学者 で も ある ジョ ン ・ モ リス は 、 進化 論 
の 背後 に ある イデ オロ ギー 的 お よび 哲学 的 警 約 に 関し て スピ ー チ を 行っ た 。 そし て 、 進 化 諭 は 定説 に な っ て お り 、 擁護 者 は ダー ウィ ニ 
ズム を 宗教 的 に 信じ て いる と 説明 し た 。 

こう し た 発表 者 の 話 を 聞き 、 観衆 は 進化 諭 が さま ざま な 側面 か ら 科 学 に 反し て いる 狂信 的 な 信仰 だ と いう こと を 知っ た 。 また 、 科学 研究 
財団 が 企画 し た “The Collapse of the Theory of Evolution: The Fact of Creation" と いう ボス ター 展示 会 で は 、 ロ ビー に 進化 論 の 主張 と 神 


の 創造 を 比較 表示 し た 35 種 類 の ボス ター が 展示 し 、 人 々 の 興味 を 集め て いた 。 








sm ウー ドゥ クー ドロ ご (Ba デビ ッ ド ・ メ ント ン (David Menton) 教 授 : 220 ココ 220 ンク イイ ニー マン パ (0cil 


屋 計 間 本 Fliermans) 教 授 ・ 
JUN 「 私 は 生命 体 の 解剖 学 的 特長 を 30 年 


「 我 々 が 住む 世界 と 自然 の 法則 は 、 人 以上 研究 し て きた 。 そこ に いつ も 私 が  「! 現 代 の 生物 化学 は 、 有 機体 が 見 事 

間 に 有 利 な よう に 創造 者 に よっ て 精密 _ 見 た も の は 、 神 の 創造 の 証拠 で や っ に 設計 され て いる こと を 証明 し 、 こ れ だ 

に 設計 され た ョ ] け で も 創造 者 の 存在 を 証明 する の に 
PF29 2 の 2 る 


第 三 回 国際 会 議 は 1998 年 7 月 12 日 に アン カラ の シェ ラ ト ン ホテ ル で 開催 され た 。 アメ リカ 人 3 人 と トル コ 人 1 人 の 発表 者 が 、 現代 科学 が 進 
比 陸 を ど の よう に 論破 する の か 説明 し た 。 

アン カラ の シェ ラ ト ン ホテ ル は 1.000 人 程度 の 観 環 を 収容 で きる が 、 実 際 の 参加 者 は 2.500 人 を 超え た 。 カ ン フ ァ レ ンス ルー ム に 入れ な 
か っ た 人 た ちの た め に 、 部 屋 の 外 に も スク リー ン が 設置 され た 。 カ ン フ ァ レ ンス ルー ム の 隣 の 部 屋 で は “The Collapse of the Theory of 
Evolution: The Fact of Creation" と いう ボス ター 展示 会 が 開催 され 、 人 々 の 興味 を 集め て いた 。 カ ン フ ァ レ ンス の 最後 に は 、 発 表 者 全員 
が スタ ン デ ィング オベーション を 受け 、 今 まで に メデ ィ ア が どれ ほど 科学 的 事実 を 曲げ て 進化 論 を 擁護 し 、 神 の 創造 を 否定 し て きた か が 
証明 され た 。 

こう し た 国際 会 議 の 成功 を 経て 、 科 学研 究 財 団 は トル コ 中 で 同様 の 会 議 を 開催 し は じ め た 。1998 年 8 月 か ら 2005 年 の 終わ り ま で に 、 ト 
ルコ の 72 都 市 、150 地 区 で 、 実 に 2.800 回 も の 会 議 が 行わ れ た 。 科学 研究 財団 は 、 ト ルコ 国外 に も 活動 を 広げ 、 イ ギリ ス 、 オ ラン ダ 、 ブ ル 
ネイ 、 イ ンド ネシア 、 シ ン ガ ボー ル 、 アゼルバイジャン 、 オー スト ラリ ア 、 アメ リカ 、 カ ナダ な ど さ ま ざま な 国 で 会 議 が 開催 され て いる 。 


アド ナン ・ オ クタ ー ル 人 


本 書 前 章 で は 、 生命 が 創造 され た も の で は な いと する 進化 論 が 、 科学 的 事実 に 完全 に 反し た 誤り で ある と 検証 
し た 。 古生物 学 、 生 化学 、 解剖 学 な どの 科学 分 野 を 通し 、 現代 科学 は 、 全 生 命 体 は 神 の 創造 物 で ある と いう 明確 な 
事実 を 明らか に し た 。 

実際 、 こ の 事実 を 提示 する に は 、 生 化学 研究 所 や 地質 学 的 掘削 か ら 得 られ た 複雑 な 結果 に 訴え る 必要 は な 
い 。 並外れ た 天 の 知恵 は 、 どの よう な 生命 体 に も 見 る こと が で きる 。 昆虫 や 人 間 が 到達 し た こと の な い 深 い 海 に 住む 
小さ な 魚の 体内 に も 、 晶 越 し た 技術 と 設計 が 備わっ て お り 、 また 、 生物 に よっ て は 、 脳 を 持た ず し て 人 間 に す ら 達 成 
で き な い 複雑 な 作業 を 完璧 に や り 遂 げ る 。 

自然 界 に 普及 する こう し た 知恵 、 設 計 、 そ し て 仕組 み は 、 究極 の 創造 者 の 存在 の 確固 た る 証拠 で ある 。 神 が 、 

命 体 を それ ぞ れ 並外れ た 特徴 で 飾り 、 そ の 存在 と カカ の 証拠 を 人 類 に 残し た の で ある 。 

数 ある 神 の 創造 の 証拠 の うち 、 いく つか を これ か ら 検 証し よう 。 


建築 学 的 観点 か ら 見 た ハチ の 上 果 の 不思議 


ハチ は 、 自 分 た ち が 消 費 す る 以上 の 蜂蜜 を 生産 し 、 蜂 の 巣 に 保存 する 。 その 巣 が 六角 形 の 構造 に な っ て いる こ 
は 誰 も が 知っ て いる 。 で は な ぜ こ れ が 八角 形 で も 五角 形 で も な く 、 六角 形 な の か を 、 何人 の 人 が 知っ て いる だ ろう 
1 
この 答え を 探し て いた 数 学者 は 、“ 六 角形 は 、 領 域 を 最大 限 に 活用 する の に 一 番 適 し た 形 で ある "と いう 面白 い 
結論 に 達し た 。 
ハチ の 巣 の 六角 形 の 個室 は 、 作る の に 最小 量 の ワッ クス 
を 必要 と する 一 方 で 、 最 大量 の 蜂蜜 を 保存 し て 
NaOSIG き 2 の 2 ポリ クリ 0 コー 下 う 間 急 
な 形 を 使っ て いる の で ある 。 
「 3 ハチ の 上 巣 を 作 
リグ 7 間 る の に 使わ れ 
> コミ ーー 
- 写 mr = て いる 方 法 が 
re ] 思 生 作り ご 
ON 還 
果 箱 の 2 て 
3 箇所 か ら 建 築 を は じ 













め 、 同 時 に 2 て 3 列 の 巣 を 作り 始め る 。 大 量 の ハチ は 、 全く 同じ 六角 形 を 作り 続け 、 全く 異な る 場所 か ら 作 り 始 め る に 
も 関わ ら ず 、 最 後に 巣 箱 の 真ん中 で これ ら の 昌 を 組み 合わ せる 。 その 接合 点 は 、 後 か ら 組み 立て られ た も の だ と は 


わか ら な い ほ ど 精 功 で ある 。 


この 驚く べき 行動 を 目の当たり に し た 我々 は 、 こ うし た 生物 を 創り 出し た 神 の 存在 を は っ きり と 認め な けれ ば な ら 
な い 、。 進化 論者 は 、 こ れ を "本能" と いう 言葉 で 片付け 、 単なる ハチ の 特性 だ と いう 。 し か し 、 こ れ が 本 能 が 成す 作業 
だ と し た ら 、 お 互い に 協調 し 合い な が ら 作業 させ る と いう その 本 能 を 、 天 の 知恵 が 、 こ の 小さ な 生き 物 に 与え た か ら で 


め る 。 


更に 明確 に 言う と 、 こ の 小さ な 生物 の 創造 主 で ある 神 が 、 彼ら に 何 を すべ きか を “吹き 込ん だ "と いう 事実 が 、 


14 世 紀 も 前 に コー ラン で 明か され て いる 。 


また あな た の 主 は 、 蜜 蜂 に 啓示 し た 。「 丘 や 樹木 の 上 に 作っ た 屋根 の 中 に 巣 を 営み 、( 地 上 の ) 各 種 の 果実 を 吸い 、 あ 
な た の 主 の 道 に 、 障 万 な く ( 従 順に ) 働 き を なさ い 」 そ れ ら は 、 腹 の 中 か ら 種 々 異 っ た 色合い の 飲料 を 出し 、 そ れ に は 人 
間 を いや す も の が ある 。 本当 に この 中 に は 、 反 省 す る 者 へ の 一 つの 印 が ある 。 (アン ・ ナ フル 章 68 て 69 節 ) 


鷺 く べき 建築 家 : シロ アリ 
シロ アリ が 地下 に 作っ た 巣 を 見 て 驚か な い 人 は いな い だ ろ う 。 シロ アリ の 巣 は 、 
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a 
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凡 造 の アト ラス 





高 さ 5 て 6 メー トル レ に も な る 建築 的 


泡 異 で あり 、 太陽 に 当たる 
UN でき RU の 
リ の 特性 に 応じ た 高 性 能 
35AICZS の で いる 。 見 
の 中 に は 、 換気 シス テム 、 
用 水路 、 幼 虫 の 部 屋 、 通 
路 、 特別 な 菌 の 生産 畑 、 
非常 口 、 著 い 日 ・ 寒 い 日 
用 の 部 屋 な ど 、 手 短 に 言 
えば 全て が 揃っ て いる 。 更 
に 驚く べき こと に 、 こ の 和敬 
異 的 な 構造 の 巣 を 作る シ 
ロア リ は 目 が 見 えな い 。 !⑳ 

目 が 見 えな い に も 関 ら 
ず 、 シロ アリ は 、 自 分 た ち 
の 300 倍 も ある 建築 プロ ジ 
5 

シロ アリ に は 他 に も 條 
くべ べき 特長 が ある 。 建築 途 
中 の 果 を 半分 に 分 け 、 し 
ば らく し て か ら 再 結合 する 
と 、 通 路 、 水路 、 道 路 な ど 
は 全て 寸分 の 狂い も な く 
交 わる 。 シロ アリ は 、 まる で 
巣 が 分 離さ れ た こと が な い 
か の よう に 巣 を 作り 続け る 
の で ある 。 


AA 二 ル ノバ の v 


キソ ソ ツキ 

グン ツキ の 作 の 時 の つろ)( 果 を 作る 6 こと は 誰 で ⑯ 和 つう (し の 人 。 2 れ に リリ 原 ミノ ョ ノン し ここ さき 作り の の (6 と う 
し て キツ ツキ は 脳 内 出血 を 起こ さ な い の だ ろう か ? キツ ツキ が や っ て いる の は 、 人 間 が 頭 で 如 に 釘 を 打ち 付け る の と 
同じ こと で あり 、 も し 人 が それ を 試み た 場合 、 脳 震 湯 を 起こ し 、 脳 内 出血 を 起こ す だ ろ う 。 し か し 、 キツ ツキ は 、 2.10 て 
2.69 秒 の 間 に 、38 て 43 回 も や 木 を つつ く が 何 も 起 こら な い 。 

これ は 、 キ ツ ツ キ の 頭 に ある 特別 な 構造 に よる 。 キツツキ の 頭蓋 朋 に は 、 打撃 の 力 を 減少 ・ 吸 収 す る “ 綾 衝 "シス 
テム が ある 。 頭蓋 朋 の 骨 の 間 に 特 別 な 緩衝 組織 が ある の で ある 。 *%⑳ 


司 万 の グッ ニン 

コウ モリ に は 面白 い ナ ビ ゲ ー シ ョ ン シ ス テム が 備わっ て お り 、 真っ 暗闇 で も 問題 な く 飛べ る 。“ ソ ツー ナー" シ ステ 
ム と 呼ば れ て いる その シス テム は 、 超 音 渡 を 発し 、 そ の 反故 を 検知 する こと で 、 回 9 の 障害 物 の 形 や 大 き さ を 判断 す 
2 

人 間 は 、1 秒 間 に 2 万 回 の 振動 数 を 検知 する の が や っ と で ある が 、“ ツ ソー ナー シス テム "を 持っ た コウ モリ は 、1 秒 
間 に 5 万 20 万 回 の 音 振動 を 検知 で きる 。 コウ モリ は 、 毎 秒 20ー30 回 の 超 音 渡 を あら ゆる 方 向 に 発信 し 、 そ の 音 の 
反響 に より 、 飛行 先 に ある 障害 物 を 感知 で きる だ け で な く 、 獲物 で ある 時 虫 等 を 見 つけ た りす る こと が で きる 。 “" 


クン フ 

路 乳 類 は 、 一定 の 間 隔 で 呼吸 し な けれ ば な ら ず 、 そ の た め 、 水 中 生活 に は 同 
いて いな い 。 し か し 、 海 の 貴 乳 類 で や る クジ ラ は 、 陸上 で 生活 する 路 乳 類 より も 違 か 
に 効率 的 な 呼吸 シス テム を 持ち 、 水 中 で の 生活 を 間 題 と し な い 。 クジ ラ は 、 一 度 に 





肺 内 の 909%% も の 空気 を 入れ 換え る た め ( 人 間 は 通常 10 て 15%)、 一 度 の 呼吸 
で 長 時 間 潜 っ て いる こと が で きる 。 また 、 ク ジラ は 、 筋肉 に 酸素 を 貯蔵 する 助 
け を する "ミオ グロ ビン "と 呼ば れる 高 濃度 物質 を 持っ て いる 。 こう し た シス 
テム の お か げ で 、 例え ば ナガ スク ジラ は 、 500 メ ー ト ル の 水深 を 呼吸 せ ず 
に 40 分 間 泳 ぐ こ と が で き る 。 ぐま た 、 ク ジラ の 鼻 也 は 、 陸上 生物 と は 違 
っ て 背中 に つい て お り 、 海面 で の 呼吸 が 簡単 に で きる よう に な っ て い 
9 






ブ ヨ の 構造 


ブ ヨ は 空 を 飛ぶ 昆虫 で ある が 、 実際 は 、 発育 段階 は 水中 で 過 ご 
し 、 特殊 な “設計 変更 "を 経て 地上 に 出る 。 

まず ブ ヨ は 、 獲物 を 感知 する 特別 な が シス テム を 持っ て いる 。 その シス テ 
ム は 、 熱 、 ガ ス 、 湿気 、 そ し て 具 気 を 検知 する 機械 を 装備 し た 戦闘 機 に 似 て お 
り 、“ 熱 に よる 形態 の 把握 "機能 も 備え と て いる た め 、 真っ 暗闇 で も 獲物 を 見 つけ る こと が 
SD 

ブ ヨ の "吸血 ' テ クニ ッ ク は 、 非 常に 復 雑 で 、6 つ の 刃 の 付い た 切断 シス テム を 使い 、 の こぎ り の よう に 肌 を 切る 。 
切断 し て いる 間 、 切断 部 に か けら れる 分 泌 物 が 細胞 に 麻酔 を か ける た め 、 人 は ブ ヨ に 刺さ れ た こと に 気付 か な い 。 ま 
た 、 こ の 分 泌 物 は 、 血 液 の 疾 固 を 防ぎ 、 プ ヨ が 血 を 吸い 続け る こと が で きる よう に する 。 

この 機能 の どれ か 1 つ で も 欠け て いた ら 、 プ ヨ は 血 を 吸う こと が で きず 、 存 続 し て いけ な い 。 この 小さ な 生物 に 存 
在 す る この よう な 特別 な 構造 は 、 神 の 存在 の 証拠 で あり 、 コ ー ラ ン で は 、 プ ブ ヨ は 神 の 存在 の 例 と し て 挙げ られ て いる 。 

本 当 に アッ ラー は 、 政 また は 更に 小さ いも の を も 、 比 虹 に 挙げ る こと を 胡 わ れ な い 。 信仰 する 者 は それ が 主 か ら 下 さ 

れ た 真理 で ある こと を 知る 。 だ が 不信 心 者 は 、「『 ア ッ ラ ー は 、 こ の 比 喉 で 一 体 何 を 御 望み だ ろう 」 と 言う 。 か れ は 、 こ の 

よう に 多く の 者 を 迷う に 任せ 、 ま た 多く の 者 を (正しい 道 に ) 導 か れる 。 か れ は 、 主 の 近 に 背く 者 の 外 は 、( 誰 も ) 迷 わ さ 

な い 。( ア ル ・ バ カラ 章 26 節 ) 
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優れ た 視力 を 持つ 猛 高 類 


猛 貨 類 は 、 優 れ た 視覚 を 持ち 、 獲物 まで の 距離 を 完璧 に 把握 する こ と が 
で きる 。 これ は 、 そ の 大 き な 目 に た くさ ん の 視覚 細胞 が 備わっ て いる た め 
で 、 猛 低 類 の 目 に は 、 百 万 個 以 上 の 視覚 
IM 
上 空 千 メー トル を 飛ん で いる ワシ は 、 
その 距離 か ら 地 上 の も の を は っ きり と 見 る 
こと が で きる 。 戦闘 機 が 何 千 メー トル も 先 か 
ら 敵 を 見 つけ る よう に 、 地上 の わずか な 色 の 動 
さき を 感知 する こと で ワシ も 獲物 を 見 つけ る 。 ワシ の 
目 は 、360 度 の 視野 が あり 、 イ メー ジ を 6 で て 8 倍 に まで 拡 
大 で きる 。 上 空 4.500 メ ー ト ル を 飛行 し て いる 時 は 、3 万 エー カ 
一 内 の も の 全て を 見 る こと が で きる 。 上 空 1.500 メ ー ト ル か ら 、 草むら 
に 隠れ て いる ウサ ギ を 探す こと な ど 朝 飯 前 。 これ は 、 こ の 目 が ワシ の た め 
に 特別 に 創 ら れ た と いう 証拠 で ある 。 


冬眠 する 動物 


冬眠 する 動物 は 、 体温 が 外気 と 同じ ぐら い の 非 常に 低い 温度 に Z 
つて や 生き て いる こと が で きる 。 人 なぜ だ た ろう 

貴 乳 類 は 温 血 動物 で ある 。 つま り 、 通常 は 、 体内 の サー 
モス タッ ト に より 体温 が 一 定 に 保 た れ て いる 。 し か し 、 冬眠 
中 、 通 常 40 度 ほど の 体温 で ある リス な どの 小動物 の 体温 
は 、 何 か の スイ ッ チ で 調整 し た か の よう に 、 氷点 の あたり 
まで 下がる 。 代謝 も と て も 下がり 、 呼吸 は 遅く な り 、 通常 
1 分 間 に 300 回 ほど の 心拍 が 、 7 て 10 回 ! 人 
反射 神経 は 活動 し な く な り 、 脳 内 の 電気 的 活動 は 
ぼ 検 知 で き な く な る 。 

静止 状態 で 危険 な こと の 1 つ は 、 細胞 組織 が 凍っ 
て し まい 、 破壊 され て し まう こと で ある が 、 冬眠 動物 は 、 こ の 人 危 
険 か ら 身 を 守る 特別 な 機能 を 持っ て いる 。 冬眠 動物 の 体液 は 、 高 
い 分 子 量 を 持つ 化学 物質 に よっ て 留保 され る た め 、 水 点 目 体 が 下がり 、 危 
険 か ら 守 られ る の で ある 。 “2 
















グ ョ ゃ る 


ウナ ギ や 電気 エイ な ど 、 あ る 種 の 魚類 は 、 敵 か ら 身 を 守っ た り 、 獲物 を し びれ させ た りす る の に 、 体 内 に 発生 す 
る 電気 を 利用 する 。 人 間 も 含 め 、 全て の 生物 は 体内 に ある 程度 の 電気 を 持っ て いる 。 し か し 、 人 間 は 、 こ の 電気 を 自 
0 導 何 か に 使う 2 こと は で き な い 。 一 方 で 、 電気 ウナ ギ な ど は 、 そ の 体内 に ある 500 て 600 ボ ルト も の 電 

気 を 、 目 身 は その 電気 か PF けず に 敵 な ど に 対し て 使う 2 こと が で きる 。 

WI め に 使っ た 電気 は 、 電池 を 充電 する よう に 一 定 の 時 間 が た つと 充電 され 、 再 び 使 用 で きる 。 魚 

は 、 保身 の た め だ け に 高 電 圧 0 け で は な く 、 深く 暗い 水中 で 道 を 見 つけ る 手段 や 物体 を 見 る こ 1 
存在 を 感知 する 手段 と し て も 利用 する 。 体内 の 電気 を 使用 し 信号 を 送る こと で 、 送ら れ た 電気 が 何 か の 物体 に 
か る と 反響 し 、 魚 に 物体 の 存在 を 伝え る の で ある 。 この 方 法 で 、 魚 は 物体 の サイ ズ 20 
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だ ド テッ "カク ター ル 





| レシ た ゴリ ル で 





メダ マグ モ は 、 狩り に 適し た 頭蓋 朋 を 持つ 。 ク モ の 巣 を 張り 獲物 を 待つ の で は な く 、 特殊 な 小さ な 巣 を 編み 、 敵 に 投げ 
つけ る 。 そし て 捕まえ た 獲物 を その 巣 で グル グル 巻き に する 。 捕まっ た 獲物 は 成す 術 が な い 。 巣 は 非常 に 良く で き て 
お り 、 獲 物 は も が け ば も が く ほ ど 捕 られ て し まう 。 捕まえ た 獲物 の 保存 は 、 サ ラン ラッ プ で 巻く よう に 獲物 を 巣 で パッ ク 
し て 行う 。 

この クモ は 、 ど う や っ て この 機能 性 と 化学 構造 を 持っ た 昌 を 作る の だ ろう か ? 進化 論者 が 主張 する よう に 偶然 この 能 
力 を 得る こと は 不可 能 で ある 。 クモ に は 学習 能力 や 記憶 能力 は な く 、 そ れ ど ころ か こう し た 動作 を 司る 脳 さ えな い 。 ゆ 
え に 万 能 の 力 を 持つ 神 が ク モ に この 能力 を 与え た こと は 明らか で ある 。 

クモ の 糸 に は 重要 な 奇跡 が 隠さ れ て いる 。 1.000 分 の 1 ミリ 以下 の 直径 で ある この 糸 は 、 同 じ 太 さ の スチ ー ル 線 の 5 倍 
の 強度 を 持つ 。 その 上 、 こ の 糸 は 非常 に 軽い 。 世界 一 周 す る た め に 必要 な 糸 の 重 さ は た っ た 320 グ ラム で ある 。* 工 業 
製品 に 良く 使わ れる スチ ー ル は 、 人間 が 作っ た 物質 で も 強度 が 強い ほう で ある 。 し か し 、 ク モ は この スチ ー ル より も 違 
か に 頑丈 な 糸 を 体内 で 製造 する こと が 可能 だ 。 人 間 が 何 世紀 も 前 か ら の 知識 と 技術 を 集結 し て スチ ー ル を 生産 する 
が 、 ク モ は 一 体 何 を 使っ て 糸 と 作る の だ ろう か ? 


クモ の 前 に は 、 人 間 の 技術 は 本 当 に ちっ ぼけ な も の で ある 。 


(*) "The Structure and Properties of Spider Silk", Endeavour, January 1986, vol. 10, pp.37-43 
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動物 の 賢い 仕組 み : カエ モ フラー ジュ 


動物 が 、 種 の 存続 の た め に 取得 し た 1 つの 特長 に "カモフラージュ" と 呼ば れる 自身 を 隠す 手段 が ある 。 

動物 に と っ て 、 狩猟 と 保身 の 2 つの 理由 か ら 身 を 隠す こと が 必要 で ある 。 カモ フラ ー ジ ュ は 、 最高 の 知能 、 技術 、 
美学 、 そ し て 調和 で あり 、 他 の いか な る 手段 と も 異な る 。 

動物 の カモ フラ ー ジ ュ 機 能 は 実に 素晴らし く 、 木 の 幹 や 業 っ ば の 下 に 隠れ て いる 昆虫 や 動物 を 見 つけ る の は 
ほとん ど 不 可能 で ある 。 

植物 の 液 を 吸う 葉 シ ラミ は 、 木 の 茎 に トゲ に 成り すま し 、 鳥 や その 他 の 英 が その 木 に 近寄ら な いよ うに する 。 


枝 に 隠れ た トカ ゲ が (左上 )、 木 の 幹 に 隠れ た カ ( 右 上 )、 枝 に 止ま っ て いる フク ロウ (左下 )、 葉 と 区 
別 の つか な い カ マキ リ ( 右 下 ) 





だ ラッ "カク ター ル 


イカ 


イカ の の 下 に は 、 色 素 胞 と 呼ば れる 伸縮 する 色素 凌 の 層 が ある 。 革 は 通常 、 黄色 、 赤 、 黒 、 茶 色 で ある 。 信号 を 
受け 取る と 、 そ れ を 大 きく し た り 小 さく し た り し て 体 色 を 変化 させ る 。 これ に より 、 イカ は 完全 に カモ フラ ー ジ ュ で きる の で 
ある 。 

この 機能 は 非常 に 優れ て お り 、 イ カ は 、 シマ ウマ の よう な 縦 じ ま を も 作り 出す こと が で きる 。 ^%% 


堪 な る 視覚 シス テム 


多く の 海中 生物 に と っ て 、 狩猟 と 保身 の た め 、 視覚 は 非常 に 大 切 で ある 。 その た め 、 たい てい の 海中 生物 は 、 水 
中 で 物 を 見 る こと に 適し た 目 を 持つ 。 

水中 で は 、 特に 水深 30 メ ー ト ル 以 降 、 深 さ が 深く な れ ば な る ほど 、 視覚 は 制限 され る 。 し か し 、 その 深 さ に 生息 する 
生物 は 、 そ の 状況 に 適し た 目 を 持っ て いる 。 

陸上 生物 と は 異な り 、 海中 生物 は 、 目 分 が 住む 水 の 審 度 に 必要 な 、 球形 の レン ズ を 持っ て いる 。 陸上 生物 の 椿 円 
形 の 目 と 比べ る と 、 こ の 球形 構造 の ほう が 、 水 中 で 物 を 見 や すく 、 物質 を 詳細 観察 する の に 優れ て いる 。 遠く の 物質 に 
人 能 点 を 当て る と 、 目 の 特 別 な 筋肉 構造 に より 、 レン ズ が 引っ 込め られ る 。 

魚の 目 が 球形 で ある も う 1 つ の 理由 は 、 水 中 の 光 の 屈折 で ある 。 魚の 目 は 、 水 と ほぼ 同じ 密度 の 液体 で 満た され て 
お り 、 目 に 外部 イメ ー ジ が 反映 され て も 、 屈折 し な い 。 その た め 、 レ ンズ は 外部 オブ ジェ クト を 正確 に 網膜 に 伝え る こと 
が で きる 。 魚 は 、 人 間 と は 異な り 、 水 中 で も は っ きり と 物 を 見 る こと が で きる 。 

タコ な ど は 、 光 が あま り 当 た ら な い 水 深 で 生活 し て いる た め 、 そ れ を 補う た め に 大 き な 目 を 持つ 。 水深 300 メ ー ト ル 
以下 で は 、 大 き な 目 の 魚 は 、 周辺 生物 の 存在 を つか む た め 、 フ ラッ シュ を 感知 し な けれ ば な ら な い 、。 特に 、 水中 を 通 
る わずか な 青い 光 を 感知 する 必要 が ある 。 この た 
め 、 目 の 網膜 に は 、 青 色 に 敏感 な 細胞 が た く 還 
さん ある 。 デア 

こう し た 例 か ら 、 全て の 生物 は そ 
の ニー ズ に 合わ せ た 特 別 な 目 を 持っ 
て いる の こと の が お わ の の ン こ の 手 た 
は 、 全 て の 生物 が 全 知 全 
有馬 の 創造 者 に よっ て 創 ら 
れ た こと を 証明 する 。 













特別 な 冷凍 シス テム 

凍っ つて いる カエ ル は 、 特異 な 生物 学 的 構造 を 見 せる 。 それ に 本 心拍 、 呼吸 、 血 流 は 完 

Pt し か し 、 氷 が 盗 ける と 、 まる で 眠り か ら 覚 め た か の よう に 普通 に 活動 を 始め る 。 

常 、 便 結 状態 の 生物 は 、 多 く の 燈 命 的 リス ク に 直面 する 。 し か し 、 3 こ は そ の 危険 性 は 全く な い 。 カエ ル 

は 、 PMMA に お いて 大 量 の グル コー ス を 産生 する 特性 を 持つ 。 糖尿 病 と 同じ で 、 カ エル の 血糖 値 は 非常 に 高く な 
る 。 高い 場合 、 1 リッ トル 中 に 550 ミ リモ ル に も な る こと が ある 。 (カエ ル の 血糖 値 は 通常 1 リッ トル に 1 て 5 ミリ モル で 、 人 間 で 
も 4 て 5 ミリ モル で ある ) こ の 極度 な グル コー ス 渡 度 は 、 普通 は 深刻 な 問題 と な りう る 。 

し か し 、 凍結 し た カエ ル に お いて は 、 こ の 大 量 の グル ユー ス が 生 細 胞 の 水分 を 維持 し 、 収縮 を 防い で いる 。 カエ ル 
の 細胞 膜 は 、 浸透 性 が 高く 、 グ ルコ ー ス が 細胞 内 に 入る こと が た や すい 。 体内 の 大 量 の グル コー ス が 氷点 を 下げ る た 
め 、 非 常に 少量 の 細胞 し か 凍ら な い 。 研究 で は 、 グ ルコ ー ス が 凍 結 し た 細胞 に も 栄養 を 与え る こと が わか っ て いる 。 グ 
ルコ ー ス は 、 こ の 間 、 体 の 燃料 と な る だ け で な く 、 尿素 合成 な どの 物 條 代謝 も 止め 、 細 胞 の 栄養 素 が 消費 され る の を 防 

GMO 

カエ ル の 体内 の 大 量 の グル コー ス は 、 一 体 ど の よう に 作ら れ た の だ ろう か ? この 答え が また 面白 い 。 カエ ル に は 、 

グル コー ス を 作る た め の 特 別 な 機能 が 備わっ て いる 。 皮膚 に 水 が 付 き 始 め る と 、 そ の 信号 が 肝臓 に 送ら れ 、 肝臓 が グリ 


凡 造 の アト ラス 






ハー ルン ・ ヤ ハ ワ ャ 


ュー ゲン を グル ユ コース へ と 変化 させ る 。 この 肝 臓 
に 送ら れる 信号 の 謎 は 、 だ に わか っ て い 
な い 。 信号 が 送ら れ て か ら 5 分 も する と 、 
血糖 値 が 着 々 と 上 が り 始 め る 。 "99 

必要 に 応じ て 代謝 を 完全 に 変え る 
機能 を 持つ 動物 は 、 全 知 全 能 の 神 が 
創り 出し た と いう こと は 疑い よう も な い 。 
いか な る 偶然 も 、 こ の よう に 完全 で 複雑 
ドン スク の の 生ん 2 こと で きい 


NM 


渡り 鳥 は 、 通 常 と 異な る “飛び 方 "を する こと で 、 エネ ル ギ 
ーー 消費 を 最小 限 に 抑え る 。 アホ ウド リ は 、 こ の 飛行 スタ イル を 使う 2 こと が 確認 され て いる 。 一 生 の 92% を 海上 で 過 ご 
す ア ホソ ドリ は 、 糞 幅 3.5 メ ー ト ルレ に も な る 。 一 番 重 要 な アホ ワウ ドリ の 特長 は 、 羽ばたく こと な く 何 時 間 も や 飛ん で いら れる 
と いう その 飛行 スタ イル で ある 。 アホ ウド リ は 風 を 利用 し 、 グ ライ ダー で 飛ぶ よう に 空 を 飛ぶ 。 

幅 3.5 メ ー ト ルレ に も な る 翼 を 開い た まま で いる こと は 、 大 量 の エネ ルギー を 必要 と する 。 し か し 、 アホ ウド リ は 、 生ま 
れつ き 持 つ 特 別 な 身体 構造 シス テム の お か げ で 何時 間 も そ の 休 勢 で いる こと が で きる 。 アホ ウド リ の 糞 は 、 飛行 中 、 
固定 され る 。 つま り 、 押 を 動か す た め の 筋力 を 一 切 必要 と し な い 。 翼 は 、 筋 層 の み に よ り 支 えら れ 、 こ れ が 大 きく 飛行 
を 助け 、 エ ネル ギー 消費 も 抑え る 。 アホ ウド リ は 、 」 me 
羽ばたく 必要 が な く 、 凌 を 開い て お く 筋 力も 使わ 
な いた め 、 エ ネル ギー を 使わ な い 。 何時 間 も の 
飛行 は 、 風 が 与え る 無限 の エネ ルギー を 使用 し 
て いる だ け で ある 。 例え ば 、 重き 10 キロ の アホ ウド 
リ は 、1,000 キ ロ 飛 行 す る の に その 体重 の た っ た 
1% の エネ ルギー と いう 非 常に 少な い エ ネル ギー 
し か 消費 し な い 。 人 間 は 、 ア ホウ ドリ の 飛行 スタ イ 
ルレ を モデ ル に し て グラ イダ ー を 生み 出し た 。 "9 


大 変 な 移動 

太平 洋 サ ケ は 、 自分 が 生ま れ た 河 に 戻り 、 そ 
こ で 産卵 する と いう 特性 を 持つ 。 基本 的 に 海 で 生 
活 し た 後 、 産 卵 の た め に 淡水 に 戻る の で ある 。 

初夏 に 移動 を 始め る と き 、 サ ケ は 明る い 赤 
色 を し て いる が 、 最 後に は 黒 に 変わ る 。 まず 最初 
は 沿岸 で 過ごし 、 そ し て 河 へ と た どり 着く 。 自分 
の 生ま れ た 場所 へ 、 急流 に 逆らい 、 滝 や 岩上 脈 を 
飛び 越え て 、 根気 よく 進み 続け る 。 この 3,500 て 
4.000 キ ロ の 移動 の 最後 は 目 分 が 乏 化し た 場所 
に 戻り 、 メ ス サ ケ は 3,000 て 5,000 個 の 卵 を 産み 、 
オス サケ が 精子 で 受精 させ る 。 移動 と 産卵 で 、 サ 
ケ は ひど く 傷 つい て お り 、 産卵 ・ 受 精 を 終え た サ 
ケ の 尾びれ は 切れ 、 そ の 体 は 黒 に 変色 し て いく 。 
河 は すぐ に 死ん だ サケ で 溢れ か える 。 し か し 、 翌 





だ ドック クー ル 


左 : 砂 と 同化 する イカ 


右 : 危険 を 察し 黄色 に 変色 す 
る 魚 





年 に は また 別 の サケ が 同じ 移動 を 行う の で ある 。 

な ぜ サ ケ が この よう な 移動 を 行う の か 、 財 化 後 に どの よう に 海 ま で た どり 着く の か 、 そ し て どう し て 生ま れ た 河 に 戻 
っ て くる の か な ど 、 ま だ 解き 明か され て いな い 謎 が た くさ ん ある 。 も ちろ ん 、 こ れ ま で に 多く の 提唱 が な され た が 、 そ の 
どれ も が 確実 な 答え に は な っ て いな い 。 何 が サケ を 何 千 キロ も 泳がせ 、 覚 えて いる は ず も な い 遇 化し た 場所 へ と 戻ら 
せる の か ? まる で 力 の ある 誰か が コン トロ ー ル し で いる と し か 思え な い 。 そう 、 も ちろ ん それ は 神 で ある 。 


ml 


ユー カリ の 木 か ら 採れ る 油 は 、 多く の 動物 に と っ て 有毒 で あめ る 。 この 毒 は 、 ユー カリ が 敵 か ら 身 を 守る た め に あ 

る 。 し か し 、 こ れ を 利用 し 、 有 毒 な ユー カリ の 葉 を 食べ る 有 袋 類 が 存在 する 。 コア デラ で ある 。 コア ラ は 、 ユー カリ 

の 木 に 巣 を 作り 、 ユー カリ の 葉 を 食べ 、 水分 も ユー カリ か ら 

得る 。 

他 の 貴 乳 類 同様 、 コ アラ は 、 ユー カリ の 木 に ある セル ロー 

ス を 消化 で き な い 。 この た め 、 セル ロー ス 消 化 微生物 に 依存 

し て いる 。 これ ら の 微生物 は 、 小腸 と 大 腸 の 収束 点 、 腸 の 後方 

伸長 で ある 盲腸 に 密集 し て いる 。 言 腸 は 、 コ 

アラ の 消化 シス テム で 一 番 面 白い 働き を す 

る 。 ここ が 、 微生物 が セル ロー ス を 消化 し 、 

ュー カリ の 業 の 通過 を 遅く する 発酵 室 の 機 

人 通 を 果たし て いる た め 、 コ アラ は ユー カリ の 葉 
の 毒 を 中 和 す る こと が で きる 。 @/ 


動か す に 獲物 を 捕獲 する 能力 
軸 ア フリ カ の モウ セン ゴケ は 、 粘 毛 を 使っ て 昆虫 を し と め る 。 
モウ セン ゴケ の 葉 は 非常 に 長く 、 赤い 毛 状 に な っ て お り 、 毛 の 先端 か 
ら 昆 虫 を お びき 寄 せ る 香り の 液体 を 出す 。 この 液体 は 、 非 常に 粘着 力 が 
高い 。 符 り に お びき 出さ れ た 昆虫 は 、 こ の 粘 毛 に 捕まる 。 昆虫 が 粘 毛 に くっ つ 
く と 、 全て の 葉っぱ が 閉じ 、 モ ウ セ ン ゴ ケ は 、 昆虫 を 消化 する こと で 生き る た め に 
必要 な タン パク 質 を 得る 。 *% 

根 を 下ろ し た 場所 に て 獲物 を 捕まえ る こと が で きる この 機能 は 、 誰か が 特別 な 配 
慮 を し た こと の 証明 で ある 。 植物 が この よう な 捕獲 スタ イル を 偶然 得 た こと は あり 得 ず 、 こ 
れ は 、 神 が その よう に 創造 し た と し か 言い よう が な い 。 
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パッ と 見 る と 、 鳥 の 羽 は 、 非 常に 簡単 な 構造 を し て いる よ 
うに 見 える 。 し か し 、 羽 を よく 研究 する と 、 その 構造 は 複雑 
で 、 軽 量 な が ら も 非常 に 頑丈 で 、 し か も 防水 機能 も 持っ て 
いる と いう こと が わか る 。 


島 は 、 楽 に 空 を 飛べ る よう に で きる だ け 軽 く な けれ ば な ら 
な い 。 その た め 、 羽 は ケラ チン タン パク 質 で で き て いる 。 羽 
の 軸 の 両端 に 羽根 が あり 、 各 羽根 に は 、400 ほ どの 小さ な 
羽 枝 が ある 。 そし て 各 羽 枝 に は 800 の 小 羽 枝 が ある 。 小さ 
な 羽毛 で 満た され て いる その 800 も の 小 羽 枝 は 、 そ れ ぞ れ 
に 更に 20 ほ どの 小 鐘 が あり 、 こ れ が 羽 枝 を 小 羽 枝 と 結合 
し て いる 。 一 羽 の 鳥 に は 全部 で 7 千 億 も の 小物 が ある の 
た 


鳥 の 羽 が 羽 枝 や 羽毛 で 固く < 結び つい て いる の に は 大 き な 
理由 が ある 。 羽 は 、 い か な る 動き を し た 場合 で も 壊れ な い 
ほど 固く 結び つい て いな けれ ば な ら な い 。 羽 枝 や 羽毛 で 結 
ひつ いた 羽 は 、 強 風 、 雨 、 雪 な どの いか な る 環境 に も 負け 
な い ほ ど 強 く 結び つい て お り 、 抜け 落ち る こと は な い 。 


更に 、 腹 部 の 羽 は 糞 や 尾 の 羽 と は 異な る 。 尾 の 羽 は 、 能 
や ブレ ー キ の 機能 を 果たす た め 比 較 的 大 きく 、 細 の 羽 は 
飛行 力 キ を 上げる た め 、 羽ばたい て いる 間 は 広がる よう に な 
5 の (WIND 











左 : 開 いた モウ セン コケ 右 : 閉 じ て い る モウ セン ゴケ 


鳥 の 羽 の 構造 


パッ と 見 る と 、 鳥 の 羽 は 、 非 常に 簡単 な 構造 を し て いる よう に 見 える 。 し か し 、 羽 を よく 研究 する と 、 その 構造 は 複 
雑 で 、 軽量 な が ら も 非常 に 頑丈 で 、 し か も 防水 機能 も 持っ て いる と いう こと が わか る 。 

鳥 は 、 楽に 空 を 飛べ る よう に で きる だ け 軽 く な けれ ば な ら な い 。 その た め 、 羽 は ケラ チン タン パク 質 で で き て い 
る 。 羽 の 軸 の 両端 に 羽根 が あり 、 各 羽 根 に は 、400 ほ どの 小さ な 羽 校 が ある 。 そし て 各 羽 校 に は 800 の 小 羽 枝 が あ 
る 。 小さ な 羽毛 で 満た され て いる その 800 も の 小 羽 校 は 、 そ れ ぞ れ に 更に 20 ほ どの 小 科 が あり 、 こ れ が 羽 校 を 小 羽 校 
と 結合 し て いる 。 一 羽 の 鳥 に は 全部 で 7 千 億 も の 小 鐘 が ある の だ 。 

鳥 の 羽 が 羽 校 や 羽毛 で 固く 結び つい て いる の に は 大 き な 理 由 が ある 。 羽 は 、 いか な る 動き を し た 場合 で も 壊れ 
な い ほ ど 固 く 結 び つ いて いな けれ ば な ら な い 。 羽 枝 や 羽毛 で 結び つい た 羽 は 、 強風 、 雨 、 雪 な どの いか な る 環境 に 
も 負け な い ほ ど 強 く 結 び つ いて お り 、 抜け 落ち る こと は な い 。 

更に 、 腹 部 の 羽 は 糞 や 尾 の 羽 
と は 異な る 。 尾 の 羽 は 、 条 や ブレ ー 
キ の 機能 を 果たす た め 比 較 的 大 き 
く 、 連 の 羽 は 飛行 力 を 上 げ る た め 、 
羽ばたい て いる 間 は 広がる よう に な 
KW 


セ ビ レ トカ ゲ : 水中 歩行 
の 達人 


水面 を 歩く こと が で きる 動物 が 
いる 。 中 央 アメ リカ に 生息 する セ ビ レ 
トカ ゲ ( 写 真下 ) は 、 そ の 珍し い 動物 
の 1 つ で ある 。 セ ビ レ トカ ゲ の つま 先 
に は 皮 弁 が あり 、 水 を 撤 き 散ら すこ 
と が で きる 。 この 度 弁 は 、 陸上 を 歩 
いて いる 際 は 閉じ た 状態 に な っ て い 
る が 、 映 に 危険 を 感じ る と 、 放 弁 が 
開き 、 河 や 湖 の 表面 を 非常 に 速く 走 
れる の で ある 。 "9? 

セ ビ レ トカ ゲ の この 独特 な 機能 
は 、 神 の 創造 の 証拠 に ほか な ら な 
9 





水 と 空気 を バラ ンス 良く 捕らえ る セ ビ レ トカ ゲ 


創造 の アト ラス 
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光合成 


植物 が 、 地球 を 生物 が 住む の に 適し た 場所 に し て いる こと 
は 明白 で ある 。 空気 を 綺麗 に し 、 温度 を 一 定 化し 、 大 気 中 の ガ 

ス の 比率 を 保つ 。 我々 が 呼吸 する た め に 必要 な 酸素 は 、 植物 が 
作り 出し て いる 。 我々 の 食 生活 に も 植物 は 欠か せな い 、。 植物 の 栄養 価 は 、 そ の 細胞 の 特別 な 構造 に よ 
る も の で あり 、 植物 の 細胞 は 、 他 の 植物 の 特性 に も 関係 し て いる 。 

植物 細胞 は 動物 細胞 と 違い 、 太陽 エネ ルギー を 直接 使う こと が で きる 。 太陽 エネ ルギー を 化学 エネ ルギー に 変 
え 、 特別 な 方法 で 栄養 素 を 保存 する 。 この 過程 は "光合成 と 呼ば れ て いる 。 実際 、 光合成 は 、 植物 の 細胞 で は な 
く 、 葉 緑 体 と 呼ば れる 植物 を 緑色 に する 細胞 小 器 官 で 行わ れる 。 顕微 鏡 で し か 見 る こと が で き な い この 緑色 の 小さ 
な 細胞 小 付 官 は 、 有 機 物 に 太陽 エネ ルギー を 蓄積 する こと の で きる 、 地球 上 で た っ た 1 つの も の で ある 。 

地球 上 の 植物 が 生産 する 物質 は 、 年 間 2,000 億 トン に も な る 。 そし て この 生産 物 は 地球 上 の 全て の 生命 体 に 欠 
か せな い 、。 植物 の 生産 物 は 、 非 常に 複雑 な 化学 プロ セス を 経て 放出 され る 。 葉 緑 体内 の 何 千 も の “クロ ロフ ィ ル ” 色 
素 は 、1,000 分 の 1 秒 と い 2 非 常に 短い 時 間 で 光 に 反応 する 。 これ が 、 ク ロロ フィ ル 内 で 何 が 起こ っ て いる の か 未だ に 
は っ きり と 解明 で き な い 理由 で ある 。 

太陽 エネ ルギー を 電気 や 化学 エネ ルギー に 変え る こと は 、 つい 最近 の ハイ テク 機器 を 用 いて 技術 的 に 成功 し 
た 。 し か し 人 間 の 目 で は 見 る こと の で き な い この 小さ な 植物 細胞 は 、 何 百 年 も の 間 こ れ を 行っ て きた 。 

無比 の 工場 が 植物 の 葉 の ほん の 小さ な 部 分 に 疑 縮 さ れ て いる の で ある 。 この 完全 な シス テム は 、 や は り 、 創造 
され た と し か 言い よう が な い 。 非常 に 複雑 な 光合成 の シス テム は 、 全 世 界 ・ 全 生物 を 創り だ し た 神 が 意 図 的 に 作り 出 
し 夫 の クベ ヘ パ で の 2 る 。 








顕微 鏡 で し か 見 えな い ほ ど 小 さ な 植 物 の 細胞 で 、 奇跡 的 な 変換 が 行わ れる 。 
太陽 か ら の エネ ルギー で 、 動 物 や 人 間 が 必要 と する エネ ルギー を 排出 する 光合成 を 行う 。 
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包 父 た 


ーー 婁 


ここ か ら の 草 に は 、 あ な た の 人 生 に と っ て 重大 な 
秘密 が 隠さ れ て いる 。 外 的 な 世界 に 対す る あな た 
の 見 方 を 根本 か ら 覆 すこ と に な る 内 容 が 含ま れ て 


いる の で 、 と り わ け 心 し て 、 入念 に 読ん で いた だ き 
た い 。 本 章 で は 、 単なる 物 の 見 方 や 、 異な る アブ ロ 
ー チ の 方 法 、 あ る い は 伝統 的 な 哲学 的 思想 に つい 
て 述べ られ て いる だ け で は な い 。 信ずる 者 も 信 ぜ 
ざる 者 も 、 誰 も が 認め る べき 、 そし て 今日 の 科学 に 
よっ て 証明 され た 事実 が 書か れ て いる 。 
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物質 を 超越 する 杉 


ト 


自分 を 取り 巻く 状況 に つい て じっくり 考え る 者 は 、 生物 も 非 生 物 も 、 こ の 世に お ける 全て の も の が 創 ら れ た も の 
で ある こと に 気付 くだ ろう 。 そし て そこ に は 「 こ れ ら の も の を 創っ た 創造 主 は 誰 な の か ?」 と いう 疑問 が わき 起こ る 。 

当然 の こと で は ある が 、 世界 に 存在 する さま ざま な 創造 物 は 全て この 世界 その も の か ら 自 然 に 発生 し た わけ で 
は な い 。 例え ば 、 尼 虫 が 昆虫 を 創る こと は で きず 、 太陽 系 が 太陽 系 を 生み 出す こと も で き な い 。 植物 も 、 人 間 も 、 バ 
ク テ リ ア も 赤血球 細胞 も 、 チョ ウ も 自ら を 創り 上 げ る こと は で き な い 。 また 本 書 で 一 貫 し て 述べ て いる よう に 、 こ れ ら の 
物質 の 起源 が 『 偶然 』 に よる と いう こと は あり えな い 。 

従っ て 、 私 た ちの 目 に 入る も の は 全て 創 ら ん た も の で ある と いう 結論 に 達する 。 し か し それ ら 自 身 が “創造 主 " と 
は な りえ な い 、。 創造 主 と は 、 私 た ちの 目 に 入る 全て の も の と は 全く 異な る 一 同時 に それ を 超越 する 一 優れ た カカ 
(Superior Power) で あり 、 その 姿 は 私 た ちの 目 に は 見 えな い が 、 そ の 存在 と 特性 は それ に よっ て 創造 され た 全て の も 
の の 中 に 示さ れ て いる の で ある 。 

神 の 存在 を 谷 定 す る 者 は 、 自分 た ちの 目 で 神 を 見 な いか ぎり その 存在 を 信じ よう と せ ず 、 全 世界 で 証明 され て 
いる 創造 の 事実 を 隠匿 し て 、 こ の 世界 と そこ に 生き る も の 全て が 創造 され た も の で は な いと 主張 し て いる 。 し か も 、 嘘 
いつ わり を 利用 し て 、 そ の 主張 を 押し つけ て いる 。 先 に 説明 し た よう に 、 進化 論 は 彼ら の 嘘 を 示す 典型 的 な 一 例 で 
ある 。 だ が 、 そ れ が 無駄 な 努力 で ある こと は 言う まで も な い 。 

神 を 否定 する 者 は みな この 基本 的 な 誤り を 犯し て いる が 、 神 の 存在 を 否定 し な い 者 の 中 に も 同じ く 誤っ た 考え 
を 持つ 者 が いる 。 神 に つい て の 認識 が 間違っ て いる た めで ある 。 社会 の 大 多数 を 構成 する こう いっ た 人 々 は 、 こ の 
世に ある も の が 創造 され た と いう こと は 耕 定 し な い が 、 神 に つい て の 迷信 、 す な わ ち 神 は “ 空 の 上 に いる "だ け だ と 信 
じ て い る 。 彼ら は 、 神 は 件 か か な た の 惑星 の 裏側 に 存在 し 、 ときおり 世間 の 俗 事 に 介入 し て くる だ け で ある と 暗黙 の 
うち に 考え て いる 。 ある い は 神 は 私 た らち 人 間 に は 一 切 の 干渉 を し な いと さえ 思っ て いる 人 も いる 。 だ が 、 ど ちら も 誤っ 
た 考え だ 。 この 世界 を 創造 し た の は 神 で あり 、 その 後 、 こ の 世界 を 私 た ち 人 類 に 託し 、 人 類 が 自ら 運命 を 決定 する よ 
う 導 いた の も 神 な の で ある 。 

その 他 に も 、 コ ー ラ ン の 中 で 示さ れ て いる よう に 、 神 は “あら ゆる と ころ に "存在 する と いう 事実 を 耳 に し た こと は あ 
っ て も 、 その 意味 を 正確 に 把握 で き て いな い 人 々 も いる 。 神 は まる で 電波 や 目 に 見 え ず 実 体 の な い ガ ス の よう に 私 
た ち を 取り 囲ん で いる の だ と いう 迷信 に と ら わ れ て で いる の で ある 。 (当然 な が ら 、 神 は それ 以上 の 存在 で ある 。 ) 

し か し な が ら 、 神 の 居場所 を 明確 に する こと は (つま る と ころ 神 の 存在 を 否定 する こと も ) で き な い と いう こう し た 和 
念 の 根底 に は 、 共通 の 誤解 が 存在 する 。 いわ ば 神 に つい て 誤っ た 考え 方 へ と 導く 根拠 の な い 偏見 で ある 。 

この 偏見 は 何 な の だ ろう か 。 これ は 、 物事 の 存在 と 本 質 に 関わ っ て いる 。 これ まで 大 半 の 人 々 は 、 私 た ち が 目 に 
する 物質 世界 が 真 の 現実 その も の だ と 思い 込ま され て きた 。 し か し 近代 の 科学 の 発達 に よっ て こう いっ た 見 解 は 
され 、 最も 重要 で 際 だ っ た 事実 が 明らか に な っ て きた 。 コー ラン が 指摘 する この 偉大 な る 現実 を 、 以 下 に 説明 し て い 
し 


だ ラッ カク ター ル 


電気 信号 の 世界 


この 世界 に つい て の 情報 は 、 全て 五感 に よっ て 私 た ち に も た ら さ れる 。 つま り 私 た ち が 知 る この 世界 は 、 目 で 見 
る も の 、 手 で 感じ る も の 、 鼻 で 匂う も の 、 舌 で 味わう も の 、 そし て 耳 で 聞こ える も の に よっ て 成り 立っ て いる 。 外 的 な 世 
界 は 人 間 の 感覚 に 上 よっ て も た ら さ れる も の に すぎ な いこ と を 私 た ち は 信 じ よ うと し な い 。 それ は 、 私 た らち は この 世に 生 
まれ た 日 か ら そ うい っ た 感覚 に 依存 し て き て いる か ら で あ る 。 

し か し 、 様々 な 科学 分 野 に お ける 現代 の 研究 で は 全く 異な っ た 見 解 が 指摘 され 、 私 た ち が 感 党 に よっ て 論議 し 
て いる “ 外 的 な "世界 に つい て 長剣 な 疑 間 が 生ま れ て いる 。 

この 新た な 見 解 を 理解 する た め の ス ター ティ ング ポイ ント は 、 私 た ち が 外 的 な も の と し て 知覚 し て いる も の は 人 
て 、 脳 に お ける 電気 信号 に よっ て 形作ら れ た も の に すぎ な いと いう こと に ある 。 リン ゴ の 赤い 色 や や 木材 の 堅 さき 一 更に 
は 私 た ちの 母 、 父 、 家族 、 そ し て 人 間 が 所 有する も の 、 家 、 仕 事 、 そ し て この 本 の ペー ジ な ど あ り と あら ゆる も の 一 は 
本 軸 言 写 の み に よ っ て 構成 され て いる に すぎ な い 。 

品 に 関し て 、 今 は 亡き ドイ ツ の 生化 学者 フレ デリ ッ ク ・ フ ェ ス ター(Frederic Vester) は 、 科学 的 に 到達 し た 見 

Pi 

人 間 は イメ ー ジ だ と 仮定 する と 、 いわ ゆる 経験 と いう も の は 全て 一 時 的 で 夷 購 的 な か も の で あり 、 また この 世界 は 
影 に すぎ な いと いう 科学 者 の 発言 は 全て 、 現代 の 科学 に よっ て 証明 され て いる と 思わ れる 。 

これ を 更に 明確 に する た め に 、 外 的 な 世界 に つい て の 全て の 情報 を 私 た ち に 提供 し て くれ て いる 弄 感 に つい 
て 考え て みた い 。 


どう や っ て も の を 見 て 、 聞い て 、 味わう の か ? 


見 る と いう 行為 は 、 進行 的 に 発生 する 。 物体 か ら 送 られ る 光 ( 半 子 ) は 眼球 の レン ズ を 通過 し て 眼球 に 入り 、 そこ 
で 屈折 し て 弱まり 、 上 下 逆さ ま の 状態 で 眼球 の 後部 の 網膜 に 到達 する 。 ここ で 和 視覚 的 刺激 は 電気 信号 に 変換 され 、 
神経 細胞 に よっ て 脳 中 枢 と し て 知ら れる 脳 の 後部 に ある 小さ な スポ ッ ト に 送ら れる 。 一 連 の プロ セス を 経た 後 、 脳 中 
枢 に 送ら れ た これ ら の 電気 信号 が イメ ー ジ と し て 訟 識 さ れる 。 見 る と いう 行為 は 実際 に は 脳 の 後部 、 完 全 に 光 か ら 庶 
断 さ れ た 真っ 暗 で 小さ な 場所 で 起こ っ て いる の だ 。 

この プロ セス が 大 々 的 に 理解 され て いる と は いえ 、 私 た ち が “ も の が 見 える "と 言う と き 、 実は 目 に 届い て いた 刺 
激 が 電気 信号 に 変換 され 、 更 に 脳 に 送ら れ た その 結果 を 認識 し て いる 。 つま り “" も の が 見 える "と 言っ て も 、 実は 頭 の 
中 の 電気 信号 を 知覚 し て いる に すぎ な い 。 

私 た ち が 生 活 す る 中 で 目 に する イメ ー ジ は 、 全て 、 脳 全体 の うち ほん の 数 立方 セン チ メ ー ル に すぎ な い 視 人 覚 中 
枢 で 形成 され て いる 。 あな た が 今 読ん で いる 本 も 、 水平 線 を 見 つめ た と き に 見 える 限り な い 風 苦 も 、 ど ちら も そん な 
小さ な 空間 で 起こ っ て いる 。 そし て 先 に 述べ た よう に 脳 は 光 か ら 庶 断 さ れ て いる こと を 忘れ な いで いた だ きた い 。 頭 
美衣 の 中 は 真っ 暗 で あり 、 脳 その も の が 光 と 接触 する わけ で は な い の で ある 。 

この 興味 深い パラ ドッ クス を 説明 する た め に 1 つの 例 を 挙げ よう 。 今 、 あ な た の 目 の 前 に 炎 を 上 げ て いる ろうそく 
を 置く と する 。 あな た は この ろう そく を 挟ん で 私 の 反対 側 に 座り 、 こ の ろう そく を じっと 見 つめ て いる 。 し か し な が ら 、 こ 
の と き 、 あな た の 脳 は ろう そく の 光 そ の も の と 直接 的 に 触れ あう こと は で き な い 。 ろう そく の 光 を 認識 する こと は で き て 
も 、 脳 の 内 側 に は 光 は 入ら な い 。 私 た ち は 、 真っ 暗 な 脳 の 内 側 で 、 明る く て 色 角 や か な 世界 を 見 て いる の で ある 。 

R・L・ グ レゴ リー(R. L. Gregory は 、 私 た ち が 当 然 の よう に 思っ て いる 『 見 る 』 と いう こと の 奇跡 的 な 側面 に つい て 
次 の よう に 説明 し て いる 。 

私 た ち は も の を 見 る と いう こと に 馴染 みす ぎ て し まっ て いて 、 想像 力 を 駆使 し な いか ぎり 解決 すべ き 間 題 が あ 

る こと に 気付 か な い 。 だ が 、 よ く 考 えて みる と いい 、。 私 た ちの 目 は 小さ く て 人 歪ん で いて 逆さ ま の イメ ー ジ を 目 の 

中 で 受 け 取 り 、 特定 の 硬い 物質 を 周囲 の 空間 か ら 区 別して 見 て いる 。 網膜 へ の 刺激 の パタ ー ン か ら 物 質 を 

論 識 し て いる と いう この 事実 は 、 奇跡 に ほか な ら な い 。 31 

同じ こと は 他 の 感覚 に も あて は まる 。 音 、 触感 、 味 、 に お い は いずれ も 電気 信号 と し て 脳 に 伝え られ 、 脳 の 関連 
中 枢 で 認識 され る 。 

聴感 も 同じ よう に 伝わっ て いく 。 外耳 の 耳 介 が 音 を 拾い 、 そ れ を 中 耳 へ 伝え る 。 中 耳 は 音 の 振動 を 増強 し な が 


凡 造 の アト ラス 








物質 か ら 放 射 さ れ た 光 の 束 は 、 逆 さま に な っ て 網膜 に 届く 。 網膜 に 到達 し た 時 点 で イメ ー ジ は 電気 信号 
に 変換 され 、 脳 の 興 に ある 視覚 中 枢 に 送ら れる 。 脳 は 光 か ら 遮 断 さ れ て いる た め 、 光 が 直接 、 視 覚 中 
枢 に 届く こと は な い 。 こ れ は すなわち 、 人間 は 光 か ら 遮 断 さ れ た 脳 の ある 小さ な 一 部 分 で 広大 な 光 の 世 
界 を 見 て いる こと を 意味 する 。 


ら 内 耳 に 伝え る 。 内 耳 は それ ら の 振動 を 電気 信号 に 変え 、 脳 に 送る 。 目 と 同じ よう に 、 聞く と いう 行為 も 、 脳 の 聴覚 中 
枢 で 行わ れる 。 脳 は 光 と 同様 、 音 か ら も 記 断 され て いる 。 従っ て 、 外 が どれ ほど 騒が し く て も 、 脳 の 中 は 静寂 その も 
の な の だ 。 

と は いえ 、 脳 は 音 を 最も 正確 に 認知 する た め 、 健康 な 人 の 耳 は 、 空気 の ノイ ズ や 障害 を の ぞ く 全 て の 音 を 聞き 
取る こと が で きる 。 も ちろ ん 脳 に 直接 音 が 響く わけ で は な い が 、 オ ー ケ ストラ の シン フォ ニー を 聴い た り 、 混雑 し た 観 
客 誠 の 音 を 耳 に し た り 、 葉 の こす れ 合 2 う 音 か ら ジ ェ ッ ト 機 の 電 音 に いた る まで 幅広 い 周 渡 数 の 全て の 音 を 認識 する こ 
と が で きる 。 し か し 、 脳 の サウ ンド レベ ル を 計測 する 鋭敏 な 装置 が あっ た と し た ら 、 脳 そ の も の は 完全 な 静 寂 に 包ま れ 
て の こと の の の の る に ク り 。 

に お い の 感 覚 も 同じ よう な も の だ 。 バニ ラ 抽 出 物 や バラ の 花 か ら 発する 揮発 性 の 分 子 が 喫 覚 結 官 上 皮 の 細か な 
毛 に ある 受容 器 に 届き 、 電気 信号 と し て 脳 に 送ら れ 、 に お いと し て 認識 され る 。 良い に お い だ と 思う も の か ら 不 快 な 
に お いま で 、 電気 信号 (に 変換 され た 揮発 性 分 子 の 反応 と し て 脳 が 認識 する こと が 、 に お うと いう 行為 な の で ある 。 香 
水 や 花 、 お いし い 食 べ 物 、 海 、 そ の 他 好 き 嫌 い に 関わ ら ず あら ゆる に お い は みな 、 脳 で 認識 され て いる 。 分 子 そ の 
も の が 脳 に 届い て いる わけ で は な い 。 音 や 映像 と 同じ よう に 、 感覚 中 枢 に 届く も の は 単に 電気 信号 の 寄 せ 集 め に す 
き な い 、。 言い 換え れ ば 、 あ な た が 生ま れ て 以来 、 外 的 な も の に よる と 考え て いた 感覚 は 全て 、 感覚 器官 を 通し て 変 
換 さ れ た 単なる 電気 信号 だ と いう こと だ 。 


物質 の 放つ 刺激 は 電気 信号 に 変換 され 、 脳 に 影響 を 与え る 。 人 間 が も の を “見 る "と 言う の は 、 実 際 に は 脳 の 中 の 電気 信号 に よっ て 作ら 
れ た イメ ー ジ を 見 て いる の で ある 。 
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同様 に 、 舌 の 先端 に は 、 塩辛 さ 、 甘 さ 、 酸っぱ ば さ 、 苦 さ を 感じ る 四 種 類 の 異な る 化学 受容 笑 が ある 。 一 連 の 科学 
的 プロ セス の 後 、 3 は これ ら の 味 を 電気 信号 に 変え て 脳 に 送る 。 信号 を 受け 取っ た 脳 は それ を 味 と し て 誰 
ws 大 好き な チョ コレ ー ト や 果物 を 食べ て 感じ る 味覚 は 、 脳 に 人 電気 舎 な の だ 。 人 間 は 、 外界 

に ある 物質 に 直接 触れ る こと は で き な い 。 チョ コレ ー ト その も の を 、 見 た り 、 に お い を か い だ り 、 味わっ た りす る こと は 

で き な い 。 例え ば 、 舌 と 脳 の 間 に あ る 神経 を 切断 し た ら 、 味覚 は 完全 に 和 失わ れる だ ろう 。 

ここ で 、 私 た ちら は また 別 の 事実 に 行き 当たる 。 自分 が ある 食べ 物 を 味わっ て いる と き 、 果たし て 他 の 人 も 同じ 味 
In は ある 声 が 聞こ えた と き 、 別 の 人 間 に も 全く 同じ よう に 開 こ そえ て いる か だ ろう か ? 
それ は 決し て わか ら な い 。 これ に 関し て 、 科学 ラ イタ ー の リン カー ン ・ バ ーネット (LincoIn Barnet も は 「 誰 も が 目 分 と 同 
じ よ うに 赤い 色 や 基 音 の “ ド ” と いう 音 を 他人 が 感じ て いる か どう か は 、 誰 に も わか ら な い 」 と 書い て いる 。 "34 

触感 に つい て も 同じ こと が 言え る 。 ある 物体 を 触っ た と き に 、 私 た ちら に その 物体 と 認識 させ る 全て の 情報 は 、 肌 
の 感覚 神経 に よっ て 脳 に 伝 達 され る 。 触感 も 脳 で 作ら れ て いる の で ある 。 世間 一 般 の 通念 と は 異な り 、 私 た ち は 指 
先 や 肌 で 触感 を 訟 識 し て いる の で は な く 、 脳 の 触覚 中 枢 で 認識 し て いる 。 肌 か ら 送 られ て くる 電気 的 刺激 を 脳 が 査 
定 し た 結果 、 区 さ や 柔らか さ 、 熱さ や 浴 た さと いっ た その 物体 に 属す る さま ざま な 感覚 を 感じ 取る 。 こう し た 刺激 か 
ら 、 その 物体 を 認識 する の に 役立つ 詳細 な 情報 を 引き 出す の で ある 。 この 重要 な 事実 に 関し て は 、 二 人 の 有名 な 
哲学 者 B・ ヲ ッ セ ル (B. RusselD と < J・ ウ ィ ッ トゲ ンス タイ ン (L. J. J. Wittgenstein) の 理論 を 紹介 し た い 。 

例え ば 、 レモ ン が 本 当 に 存在 する の か どう か 、 そ れ が どう や っ て 存在 に いた っ た か と いう こと を 問う た り 、 調べ 

た りす る こと は で き な い 。 レモ ン は 、 舌 で 感じ た 味覚 と 、 邊 で 感じ た 明 覚 と 、 目 で 感じ た 色 と 形 か ら 形 成 さ れ て 

いる に すぎ な い 。 これ ら の 特徴 は 、 検査 や 調査 の 方 法 に よっ て 結果 が 異な る 可能 性 が ある 。 物理 的 世界 を 科 

学 で 判断 する こと は で き な い 」193 

人 間 は 脳 の 外側 に ある 物理 的 世界 に 触れ る こと は で き な い 。 私 た ち が 接 し て いる 全て の も の は 、 視覚 、 聴覚 、 
触覚 と いっ た 訟 識 の 寄 せ 集 めで ある 。 人 間 の 脳 は 、 一 生 、 感 覚 中 枢 に 集め た デー タ を 処理 し つつ 、 私 た ちの 外側 
に 存在 する 物質 の "原型 "で は な く 、 脳 の 中 に 形成 され た 複製 と 向かい 合っ て いる 。 


脳 の 内 側 に ある “ 外 的 な 世界 


こう し た 物理 的 事実 より 、 私 た ち は 次 の よう な 句 う 余地 の な い 結 論 に 達する 。 私 た ち が “ 物 質 "、 世界 "、 宇 
宙 と し て 見 聞き し 、 触れ た り 、 認識 し た り し て いる 全て の も の は 、 実は 脳 に 伝達 され た 電気 信号 で ある 。 脳 の 外側 に 
ある 物質 その も の と 直接 触れ る こと は 絶対 に で き な い 。 私 た ち は 、 脳 に 形成 され た 外界 の イメ ー ジ を 味わい 、 聞き 、 
見 て いる だ け に すぎ な い 。 リン ゴ を 食べ て いる 人 は 、 決し て リン ゴ そ の も の に 向かい 合っ て いる の で は な く 、 脳 に 伝 わ 
っ た リン ゴ の イメ ー ジ に 向かい 合っ て いる の だ 。 人 間 が リン ゴ と みな し て いる も の は 、 実際 に は 、 脳 が 認識 し た その 果 
物 の 形 、 味 、 に お い 、 肌触り に 関す る 電気 信号 か ら 成 り 立 っ て いる 。 も し 脳 に つなが る 視覚 神経 が 切断 され た ら 、 リ 
ン ゴ の イメ ー ジ は た ち ま ち 消 ええ 去っ て し まう だ ろ 2 う 。 邊 の 受容 問 か ら 脳 に つなが る 喫 覚 神 経 が 切断 され れ ば 、 に お い 
の 感覚 を 失う こと に な る 。 簡単 に 言え ば 、 そ の リン ゴ は 脳 に 送ら れ た 電気 信号 に すぎ な い 、。 

距離 感 に つい て も 考え て みた い 。 あな た と この ペー ジ の 間 に あ る 空間 は 、 あ な た の 脳 で 形成 され た 空間 の 感覚 
に すぎ な い 。 視界 の 遠く に 見 える 物質 も 、 存在 し て いる の は 脳 の 中 だ 。 例え て 言え ば 、 夜空 の 星 を 見 て いる 人 は 
その 星 が 数 百 万 光 年 先 に ある と 考え る だ ろう が 、 そ の 星 は その 人 自身 、 そ の 人 の 視覚 中 枢 に ある も の だ 。 この 文章 
を 読ん で いる あな た も 、 実際 に は あな た が いる と みな し て いる 部 屋 に いる わけ で は な い 。 むし ろ 、 部 屋 が あな た の 中 
に 存在 し て いる の だ 。 了 肉体 を 意識 する と 、 あ な た は その 中 に いる と 考え る で あろ 2 う 。 し か し 、 あ な た の 了 肉体 その も の 
も 、 脳 の 中 で 形成 され た イメ ー ジ の 組み 合わ せ で ある 。 

全て の こと が その 他 の 訟 識 に つい て も 当て は まる 。 例え ば 隣 の 部 屋 の テレ ビ の 音 が 聞こ えて きた と する 。 だ が 、 
実際 に は 、 音 を 開く と いう 体験 を し て いる の は あな た の 脳 で ある 。 数 メー トル 先 か ら 聞 こえ て くる と 考え る 騒音 や 、 す 
ぐ 陸 に いる 人 の 話 声 は どちら も 、 脳 の 中 の わずか 数 立方 セン チ メ ー ト ル の 聴覚 中 枢 で 認識 され て いる 。 この 知覚 中 
枢 以 外 に 、 前後 左右 と いっ た 概念 は 存在 し な い 。 つま り 、 音 は あな た の 右 、 左 、 あ る い は 上 か ら 聞 こえ て くる こと は な 
い 。 音 が 来る 方 向 そ の も の が 存在 し な いか ら で あ る 。 

同じ よう に 、 あ な た が 認識 する に お いも 、 ど こ か 離れ た と ころ か ら 届 いて いる わけ で は な い 。 あな た は 嘆 覚 中 枢 


だ ドッ "カク ク ター ル 


で 認識 され る に お い は 、 外側 の も の の に お いと 思っ て いる こと だ ろう 。 し か し 、 バラ の 花 の イメ ー ジ が 視覚 中 枢 に 存在 
する よう に 、 に お いも 喫 覚 中 枢 に 存在 する 。 外側 に 存在 する 物質 の 原型 を 直接 見 た り 、 そ の に お い を か い だ り する こ 
WW 

私 た ち に と っ て 、“ 外 的 な 世界 "と は 、 脳 に 同時 に 届く 電気 信号 の 集まり に すぎ な い 。 脳 は それ ら の 信号 を 処理 
し て いる だ け な の に 、 私 た ちら は それ ら が 「 外 的 な 世界 」 に 存在 する 物質 の 本 物 の 、 オ リ ジ ナ ル の 交 だ と いう 誤っ た 誰 
識 を 持っ た まま 生活 し て いる 。 感覚 と いう も の に よっ て 、 物質 そ の も の に は 決し て 触れ る こと が で き な い に も 関わ ら 
0 電 は 大 き な 誤 解 を し て いる の で ある 。 

RW 私 た ちら が“ 外 的 な が "も の と 考え て いる も の は 、 脳 が 受け 取っ て いる 信号 に すぎ な いこ と を 述べ て お き 
Pe 例え ば 、 聴 覚 に つい て 考え て みよ う 。 私 た ちの 脳 は 年 に 届い た 音波 を シン フォ ニー へ と 変換 する 。 音楽 も ま 
た 、 脳 に よっ て 一 脳 の 中 で 一 形成 され る 認識 で ある 。 同じ よう に 、 色 を 目 に し た と き に は 、 様 々 な 濾 長 を 持っ た 光 が 
目 に 届き 、 脳 が それ ら の 波長 を 色 に 変換 する 。“ 外 的 な 世界 "に は 色 と い う も の は 一 切な い の で ある 。 リン ゴ の 赤 や 空 
の 青 、 木 の 緑 も 同様 だ 。 それ ら は 全て 、 わた し た ち が そ うい 2 う も の と し て 訟 識 し て いる か ら 、 そう 存在 する の で ある 。 

目 の 網 膜 に わずか で も 傷 が 生じ れ ば 、 色 志 に な る 。 青い も の を 緑 と 朗 識 する 人 が いれ ば 、 赤 いも の を 青 と 朗 識 
する 人 も いる し 、 全て の 色 が 様々 な 色調 の 灰色 に 見 える と いう 人 も いる 。 こう な る と 、 外 的 な も の に 色 が つい て いる か 
どう か な ど 、 問題 で は な く な っ て し まう 。 

著名 な アイ ル ラ ンド 人 の 思想 家 ジ ョ ー ジ ・ バ ー ク レー(George Berkeley) も この 点 に つい て 言及 し て いる 。 

最初 は 、 色 、 形 、 動き 、 そ し て それ 以外 の 知覚 的 な 感覚 は 、 知性 が な く て も 存在 する も の だ と 考え られ て い 

た 。 し か し 、 こ れ ら が それ を 知覚 する 精神 や 心 が な けれ ば 存在 し えな いこ と が 明らか に な っ て か ら は 、 物質 の 

存在 を 育 定 する 理由 を 失っ た ……。 94 

要する に 、 私 た ち に 物体 の 色 が 見 える の は 、 物体 に 色 が ある か ら だ と か 、 私 た ちの 外側 に 存在 する 物質 だ か 
ら 、 で は な い の だ 。 私 た ち が 物 体 に 帰し て きた 性 質 は 全て " 外 的 な 世界 "で は な く 、 私 た ちの 内 に ある の で ある 。 


人 間 が 生活 する うえ で 目 に す 
る も の は 、 全 て 、 脳 の 奥 に あ 
り 、 わ ず か 数 立方 セン チ メ ー ト 
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の 一 部 で 形成 され て いる 。 あな 
た が 今 読ん で いる 本 も 、 水 平 
線 を 眺め た と き の 果 て し な い 景 
色 も 、 全 て その 小さ な 空間 に 収 
まっ て いる 。 従っ て 、 私 た ち は 
外側 に 存在 する も の を 実寸 大 
で 見 て いる の で は な く 、 脳 が 知 
覚 し て いる 大 き さ で 見 て いる の 
KG うと っ 衣 





創造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


物理 学 の 発見 は 、 世 界 が 知覚 の 
集合 体 で ちあ る こと を 示し て いる 。 以 
下 の 質問 は 、 こ の 事実 を 1999 年 
1 月 30 日 号 で 扱っ た アメ リカ の 有名 
な 科学 雑誌 INew Scientist』 の 表 
紙 に 掲載 され た も の で ある 。「 現 実 
を 超え た 事実 : こ の 世界 は 基本 的 
情報 の 戯れ に すぎ ず 、 物 質 は 単 な 
る 幻想 な の か る?(Beyond Reality: 
ls the Universe Really a Frolic of 
Primal Information and Matter just a 
Mirage?)」 


2002 年 4 月 27 日 に 出版 され た 『New 
Scientist』」 の 『 う わ べ だ け の 世界 
(The Hollow Universe)』 と 題 さ れ た 
記事 に は 次 の よう に 書か れ て いる 。 
「 あ な た は 雑誌 を 持っ て いる 。 それ 
は 固体 で あり 、 一 定 の 空間 の な か 
で ある 種 の 独立 し た 存在 感 を 持っ て 
いる よう に 感じ て いる は ず だ 。 身 の 
回 り に ある コー ヒー カッ プ や パソ コン 
に つい て も 同じ こと が 言え る 。 それ 
ら は みな 本 物 で 、 そ こ に 存在 し て い 
る 。 し か し 、 そ れ ら は みな 幻想 な の 
だ 。 形 を も っ た 物体 と 私 た ち が 考 え 
て いる も の は 全て 、 単なる イメ ー ジ 
で あり 、 私 た ちの 世界 と の 境界 線上 
に ある 万 華 鏡 か ら 発 せら れ て いる 
刻々 と 変わ り ゆ く < 映像 な の で ある 」 





で は 、 条 た し て 私 た ちら は “ 外 的 な 世界 "を 完全 に 知っ て いる と 断言 する こと が で きる だ ろう か ? 


人 間 の 限ら れ た 知識 


これ まで 述べ て きた 事実 が 暗示 する こと の 1 つ は 、 人間 の 外 的 な 世界 に つい て の 知識 が 、 極端 に 限ら れ て いる 
どい 0 こと で ある 。 

人 間 は 、 五 感 で 感じ られ る も の の 知識 し か 持っ て お ら ず 、 私 た ち が そ れ ら の 感覚 を 通し て 認識 し て いる 世界 
が “実際 の "世界 と 同一 の も の で ある と 証明 する こと は で き な い 、。 

従っ て 、 私 た ちの 認識 し て いる 世界 は “実際 の "世界 と は 大 きく 異な っ て いる 可能 性 も ある 。 私 た ち が 気 付い て 
いな いり 側面 や も の が 存在 し て いる か も 知れ な い 。 宇宙 の 果て の 果て に 到達 し た と し て も 、 私 た ちの 知識 は 、 や は り 限 
られ て いる で あろ 2。 

あら ゆる も の の 創造 主 で ある 全能 の 神 は 、 神 に よっ て 創造 され 、 神 に 許さ れ た 知識 の み を 所 有する こと の で きる 
あら ゆる 生物 に 関し て 、 完全 な 知識 を 有 し て いる 。 これ は コー ラン の 中 で 次 の よう に 説明 され て いる 。 

「 ア ッ ラ ー、 か れ の 外 に 神 は な く 、 永 生 に 自 存 さ れる 御方 。 仮 眠 も 就 睦 も ね 、 か れ を と ら え る こと は 出来 な い 。 天 に あり 地 

に ある 凡 て の も の は 、 か れ の 有 で ある 。 か れ の 許し な くし て 、 誰 が か れ の 御 許 で 執り 成す こと が 出来 よう か 。 か れ は (人 

々 の )、 以 前 の こと も 以後 の こと を も 知っ て お られ る 。 か れ の 御 意 に 適っ た こと の 外 、 か れ ら は か れ の 御 知 識 に 就 い て 、 

何 も 会 得する と ころ は な い の で ある 。 か れ の 玉座 は 、 凡 て の 天 と 地 を 覆っ て 広がり 、 こ の 2 つ を 守っ て 、 疲 れ も 覚 えら れ 

な い 。 か れ は 至高 に し て 至 大 で あら れる 」( ア ル ・ バ カラ 草 255 節 ) 


だ ドラ チック ター ル 


人 工 的 に 構成 され た “ 外 的 な 世界 " 


私 た ち が 知 っ て いる 唯一 の 世界 は 、 あらかじめ 計画 され 、 記録 され 、 そ し て 色 秋 や か に 交 ら れ た 世界 … つ まり 、 
私 た ちの 頭 の 中 で 創 られ 、 存在 する 世界 で ある 。 脳 の 中 で 私 た ち が 見 て いる 概念 は 、 時 に 、 人 工 的 な も の に 端 を 発 
する こと も ある 。 

これ に つい て 例 を 当 げ な が ら 説 明 し た い 。 

まず 、 人 工 的 な 方 法 を 使え ば 、 脳 は 体 と は 別に 存在 で きる と いう こと を 考え て ほし い 。 仮に コロ ンピュータ ー は あ 
ら ゆ る 種類 の 電気 信号 を 生み 出す こと が で きる と し よう 。 そし て 特定 の 環境 に 関連 する デー タ の 電気 信号 … バ 視覚 、 
音 、 に お いと いっ た も の 一 を 人 工 的 に 生み 出す 。 最後 に 、 こ の コン ピュ ー タ ー と 脳 の 感覚 中 枢 を 電気 コー ド で つ な 
き 、 記録 さ れ た 信号 を 送る 。 これ ら の 信号 を 認知 すれ ば 、 あな た の 脳 (つま り “ あ な た は その 人 工 的 信号 が 提示 す 
る 環境 を 見 て 経験 する こと が で きる こと に な る 。 

この コン ピュ ー タ ー は また 、 あ な た の 脳 に あな た 目 身 の イメ ー ジ に 関連 する 電気 信号 を 送る こと が で きる 。 例え 
ば 、 机 に 向かっ て いる と き に 耳 に する 音 、 目 に する 光 菩 、 そ し て 触感 な ど 相 互 に 関連 する 感覚 を 電気 信号 と し て 送 
れ ば 、 オ フィ ス で 働く ビジ ネス マン に な る こと も で きる 。 コン ピュ ー タ ー が 上 激 を 送り 続け る か ぎり 、 こ の 想像 上 の 世界 
が 和 失わ れる こと は な い 。 自分 が 脳 だ け で で き て いる と 目覚 する こと は な い だ ろ 2 う 。 関連 する 中 枢 へ の 刺激 さえ を あれ 
ば 、 脳 の 中 で 1 つの 世界 を 形成 する こと が で きる か ら で あ る 。 人 工 的 な 信号 で これ ら の 刺激 (つま り 知覚 ) を 発生 させ 
る こと は 完全 に 可能 な の だ 。 

これ に つい て 、 名 高い 哲学 者 バー トラ ンド ・ ラ ッ セ ル (Bertrand Russell) は 次 の よう に 書い て いる 。 

指 で テー ブル を 押し た と き の 触 感 は 還 還 こよ れ ば 、 テ デー ブル の 電子 と 陽子 の 近接 に よっ て 生じ る 、 

指 の 電子 と 陽子 に 対す る 電気 的 障害 だ と 言う 。 他 の 方 法 で 指先 に 同じ 触感 を 与え た ら 、 そ の 場 に テー ブル 

が な か っ た と し て も 同じ 感覚 を 覚え る ( WP 了 

人 間 は 、 物質 的 な 相関 関係 が な く て も 、 知覚 し た も の を 現実 と し て 容 易 に に 思い 込ん で し まい が ち だ 。 この 幻想 を 
私 た ち は し ば し ば 夢 の 中 で 経験 する こと が ある 。 夢 の 中 で ある 出来 事 を 経験 し 、 いか に も 本 物 の よう な 人 や も の 、 風 
景 を 目 に する 。 し か し 、 それ ら は みな 単に 知覚 し た も の に すぎ な い 。 どちら も 、 脳 の 中 で 起こ っ て いる の で ある 。 


知覚 者 の 正体 は ? 


RM つて いる “ 外 的 な 世界 "は 、 実は 脳 の 内 側 で 創 ら ん れ た も の だ と いう こと は 間違い な い 。 し 

か し な が ら 、 こ こ で 最も 重要 な 疑問 が 生じ る 。 この 世 の 全 て の 物体 が 本 質 的 に 知覚 され た も の で ある と し た ら 、 私 た 

ちの 脳 そ の も の は どう な の だ ろう か ? 脳 も 腕 や 脚 、 あ る い は その 他 の 物質 と 同様 に 物体 の 一 部 で ある の だ か ら 、 や 
は り 知覚 され た も の で な けれ ば お か し い 、。 

この 点 に つい て は 例 を 挙げ て 説明 し よう 。 脳 の 中 で 夢 を 知覚 する と する 。 夢 の 中 で は 、 私 た ち は 和 想像 上 の 体 や 

腕 、 目 、 そ し て 想像 上 の 脳 を 持っ て いる 。 夢 を 見 て いる 間 に !「 あ な た は どこ で 見 て いま すか ?」 と 尋ね られ た ら 、「 私 

は 脳 の 中 で 見 て いま す 」 と 答え る だ ろう 。 し か し 実際 に は 、 本 物 の 脳 は 存在 せ ず 、 想像 上 の 体 と 想像 上 の 頭 、 そ し て 

想像 上 の 脳 が ある だ け だ 。 夢 の さま ざま な イメ ー ジ を 見 て いる も の は 、 夢 を 見 て いる 想像 上 の 脳 で は な く 、 それ を 送 

か に 超え た 人 間 な の で ある 。 

愛 の 背景 と 私 た ち が 実 生活 と 呼ん で いる 背景 に 、 物質 的 区 別 は な い 。 従っ て 、“ 実 生活 "で ! あ な た は どこ で 見 
て いま すか ? 」 と いう 同じ 質問 を され て も 、「 脳 の 中 で 」 と いう 、 や は り 意 味 の な い 答 え 々 に な る は ず だ 。 どちら の 場合 に 
お いて も 、 も の を 見 て 知覚 し て いる も の 和 目 体 は 脳 で は な く 、 神経 細胞 の 塊 に すぎ な い 。 

これ まで 、 私 た ちら が 脳 の 中 で 外 的 な 世界 の 複製 を どう や っ て 見 て いる か に つい て 述べ て きた 。 その 結果 引き 出 
され た 重要 な 結論 の 1 つ は 、 私 た らち は 外 的 な 世界 を あり の まま で 知る こと は 決し て で き な い と いう こと で ある 。 

2 つめ の 重要 な 事実 は 、 こ の 世界 を 見 て いる 脳 の 中 の “自分 自身 "は 、 脳 その も の で は な いと いう 点 で ある 。 これ 
は いわ ゆる 統合 的 コン ピュ ー タ ー シ ス テム に 似 て いる 。 中 枢 に 届い た デー タ を 処理 し 、 イ メー ジ に 転換 し 、 ス クリ ー ン 
に 映し 出す と いう 働き を する か ら だ 。 し か し 、 コ ンピュータ ー は それ 自体 を 見 る こと は で き な い し 、 その も の の 存在 を 
意識 する こと も な い 。 


凡 造 の アト ラス 


上 議 議 の 7 ば も ル 3 ルリ リド 


仮想 現実 と は 、 様 々 な 装置 の 助け を 借り て コ 
ンピュータ ー 上 に 再現 され た 三次 元 映像 で あ 
る 。 こう いっ た “現実 に 似 た 世界 "の 映像 は 、 
様々 な 分 野 で 主 に トレ ー ニ ング を 目的 と し て 
利用 され て いる 。 

語 仮想 現実 の 最大 の 特徴 は 、 特 殊 装 置 を 使っ 
て いる 人 間 が 、 そ れ ら の イメ ー ジ が 現実 の も 
の で は な いこ と を 忘れ 、 そ の 世界 に すっ か り 
入り 込ん で し まう こと に ある 。 この よう に 、 ま る 
で オリ ジ ナ ル の も の の よう に 現実 的 で 活気 の 
ある よう に 見 える 物質 世界 が 人 々 の 感覚 を 
刺激 し 、 脳 の 中 に その 世界 が 確立 し て し まう 
こと が ある 。 そう いっ た 人 工 的 刺激 を 与え 続 
ける と 、 そ の 人 間 は 実際 に は 存在 し て いな い 
島 を 見 た り 人 触っ た り し た よう な イメ ー ジ を 浮か 
べ る よう に な る 。 


















ET 表 /」 「 江 コリ 上 訂 | 


脳 を 分 析 し て この 意識 と いう 県 を 調べ て も 、 人 体 の 他 の 臓 稚 に も 含ま れ て いる 脂 哲 と タン パク 質 の 分 子 が ある 
だ け だ 。 これ は 、 私 た らち が " 脳 ~ と 呼ん で いる 組織 の 中 に は 、 イ メー ジ を 解析 し 、 意識 を 構成 し た り 、 Lo は " 目 分 目 
身 ” と 呼 忌 人間 を 作り 出し た りす る も の は 何 も 存 在 し な いと いう こと を 意味 する 。 

脳 内 の イメ ー ジ の 知覚 に 関し て 、 知覚 を 研究 する 科学 者 R・ し ・ グ レゴ リー(R. L. Gregoryy は 、 人 々 の 思い 違い に 
つい て こう 述べ て いる 。 

目 が 脳 の 中 の 映像 を 生み 出す の だ と 考え た く な る の は も っ と も だ が 、 こ れ は 誤っ た 考え 方 だ 。 脳 の 中 の 映像 

を 見 る に は 、 あ る 種 の 内 な る 目 が 必要 だ が 、 そ の 映像 を 見 る た め に は 更 ( と 昌 の 目 を 必要 と する 。 これ が 永久 

的 に 繰り 返さ れる こと に な る わけ で 、 それ ほど 愚か し いこ と は な い 、。 !%6 

この 疑問 に よっ て 、 物質 以外 に 現実 は 存在 し な いと 考え て いる 唯物 論者 は 途方 に 暮れ る こと に な る 。 も の を 見 る 
目 の 後 ろ に は 誰が いる の か ? 見 て いる も の を 何 が 認識 し 、 そ れ に 反応 し て いる の か ? 

著名 0 誠 神経 科学 者 カー ル ・ プ ブリ ブラム (Karl Pribram) は 、 科学 と 哲学 の 両方 の 世界 に 関す る 、 知覚 者 は 誰 

か と いう この 重要 な 疑問 に 着目 し た 。 
ギリ シャ 時 代 か ら 哲学 者 PU 0 人 "な ど に つい て 思い を めぐ ら せ て きた 。 わ 


た し 一 脳 を 使っ て いる 存在 者 一 こ に いる の だ ろう ? 実際 に 論 識 する の は 誰 な の か ? デ ッ シ ジ の 聖 フ ラン 
ジス (Saint Francis of Assisi) の Lt ば “私 た ちら が 探し て いる も の は 、 わ た し た ち が 見 て いる も の で あ 
る "197 


あな た が 手 に し て いる この 本 、 あ な た が いる 部 屋 一 簡単 に 言え ば 、 あ な た の 目 の 前 の 全て の イメ ー ジ ー は あな 
た の 脳 の 中 で 認識 され て いる 。 これ ら の イメ ー ジ を 見 て いる の は 、 目 が 見 え ず 、 耳 も 見 え ず 、 意識 も な い 構 成 原子 
な の だ ろう か 。 一 部 の 原子 だ けが この よう な 機能 を 手 に 入れ た 理由 は 何 か 。 考え た り 、 理解 し た り 、 覚え た り 、 喜ん だ 
り 、 悲し ん だ り と いう 全て の 人 間 の 行為 は 、 こ れ ら の 人 原子 に 起こ る 科学 反応 か ら 成 り 立 っ て いる の だ ろう か ? 

原子 の 中 に 意志 を 見 い だ そ うと する の は 意味 が な い 。 見 て 、 聞い て 、 感じ る こと の で きる 人 間 は 単なる 物質 を 超 
えた 存在 で あり 、“ 生 き て "いる 。 物質 で も イメ ー ジ で も な い 。 この 存在 が 、 私 た ちの 体 の イメ ー ジ を 使っ て 、 目 の 前 に 
ある 知覚 に 従っ て 反応 し て いる の だ 。 

この 存在 と は 魂 で ある 。 

この 文章 を 読ん で いる 知性 ある 存在 は 、 原 子 や 分 子 の 寄せ 集め で も それ ら が 化学 反応 し た も の で も な く 、 魂 な 

り タ (ea 


真 の 絶対 的 存在 


ここ で 私 た ち は 、 実に 意義 深い 疑問 に 直面 する 。 私 た ち が 立 ち 向 か っ て いる 世界 は 、 私 た ちの 魂 の 知覚 で 成り 
CU の O。 ぐ は 、 ee は 何 な の か ? 

それ に 答え る た め に は 、 私 た ち が 物 質 を 認識 する の は 想像 の 中 だ け で 、 外 的 な 世界 に ある それ に 対応 する も 
の に 直接 触れ る こと RW と いう こと を 考え て ほし い 。 物質 は 実際 に は 私 た ち に と っ て 知覚 され た も の で あり 、 
いわ ば "創造 され た "も の で ある 。 つま り 、 当然 な が ら 別 の 力 が 働い た こと を 意味 する 。 更に この 創造 は 連続 し た も の 
で な けれ ば な ら な い 。 断続 的 で め る と すれ ば 知覚 され て も すぐ に 消え 、 失 われ て し ま 2 う 。 同じ こと が テレ ビ の 画像 に も 
言え る 。 テレ ビ が 映る の は 、 信 号 が 電波 で 運ば れ て いる 間 だ け で ある 。 

それ で は 、 私 た ちら が 目 に する 星 や 地球 、 植 物 、 人 間 、 私 た らち の 体 や その 他 の も の を 連続 的 に 見 て いる 魂 を 作っ 
て いる の は 誰 な の か ? 

答え は 明確 だ 。 この 世界 に は 、 物質 世界 その も の を 創り 出し た 優れ た 創造 主 が 存在 する 。 創造 主 は 今 も 上 上 むこ 
と な く 彼 の 創造 物 を 創り 続け て いる 。 この 創造 主 の 創造 カ の 素晴らし さか ら 考 えて も 、 創造 主 は 永 遠 の 力 を 持っ て い 
0 の 

創造 主 は 、 彼 が 私 た ち に 贈っ て くだ さっ た 本 の 中 で 、 創造 主 目 身 、 こ の 世界 、 そ し て 私 た ちの 存在 の 理由 に つ 
いて 述べ て いる 。 

この 創造 主 こ そ 神 で あり 、 創造 主 の お 書き に な っ た 本 が コー ラン で ある 。 


凡 造 の アト ラス 
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「 本 当 に アッ ラー は 、 天 と 地 の 運 行 が 外れ な いよ う 支 えら れる 。 も し それ ら 両 者 が 、 外 れる こと が ある な ら ば 、 か れ を 

お いて 何 も の も これ を 支え 得る も の は な い 、。 本 当 に か れ は 、 我 慢 強 い 方 、 何 回 も 族 さ れる 方 で あら れる 」( フ ァ テ ィ ー 

ル 間 41 節 ) 

この 節 で は 、 神 の 力 の も と で 物質 世界 が どう 維持 され て いる か に つい て 述べ られ て いる 。 神 が 、 こ の 宇宙 、 地 
球 、 山 や 全て の 生物 ・ 非 生物 を 創造 し 、 絶 え ず その 力 で 全て を 維持 し て いる 。 神 は この 物質 世界 に お いて 自ら を ア 
ル ・ ハ ー リ ク と いう 名 で 表 さ れる 。 神 は アル ・ ハ ー リ ク 、 すなわち あら ゆる も の の 創造 主 、 無 か ら の 創造 主 で ある 。 この 
こと は 、 神 に よっ て 創 ら れ た 存在 物 か ら 構 成 さ れる 物質 世界 が 私 た ちの 脳 の 外側 に ある こと を 示し て いる 。 し か し 、 創 
造 と 全 知 と いう 優れ た 力 の 奇跡 と それ を 明示 する 手段 と し て 、 神 は 私 た ち に “幻想 "、“ 影 あるいは “イメ ー ジ "と いう 
形 で この 物質 的 世界 を 示さ れ て いる の だ 。 神 の 創造 カカ が あま り に 完璧 で ある 結果 、 人 間 は 決し て 脳 の 外側 の 世界 
に 直接 触れ る こと が で き な く な っ た 。 物質 的 世界 の 真 の 姿 を 知る の は 、 神 の みな の で ある 。 

上 記 の 節 は また 違っ た 解 邊 が で きる 。 神 は 、 人 々 が 目 に する 物質 的 世界 の イメ ー ジ を 保持 し て いる と いう も の 
だ 。 ( 神 は 、 何で も 知っ て いる 。 ) 神 が 、 こ の 世界 の イメ ー ジ を 私 た ちの 心 に 映し 出す つも り が な けれ ば 、 世界 その も の 
の 存在 が 失わ れ 、 私 た ち は 決 し て そこ に 触れ る こと が で き な く な る 。 

私 た ち が 物 質 的 世界 に 決し て 接触 する こと が で き な い と いう 事実 は 、 ま た 「 神 は どこ に いる の か ? 」 と いう 多く の 
人 々 が 抱え る 疑問 に 対す る 答え に も な る 。 

最初 に 述べ た よう に 、 多 く の 人 々 が 神 の 力 を 理解 で きず に いる 。 そこ で 、 神 が 天国 の どこ か に いて 、 世間 の 俗 事 
に は 一 切干 渉 し て いな いと 考え て みよ 2 う 。 ( 神 が そ れ 以 上 の 存在 で ある こと は 確か だ ) こ の 論理 は 、 世界 が 物質 の 集 
まり で あり 、 神 は この 物質 的 世界 の "外側 "に いる と いう 仮定 に 基づい て いる 。 

し か し 、 私 た ち は 物 質 的 世界 に は 決し て 接触 で き な い よう に 、 そ れ に 関す る 知識 も 持つ こと が で き な い 。 私 た ち 
に わか る の は 、 こ れ ら の も の を 存在 せしめ た 創造 主 一 つま り 神 一 の 存在 だ け で ある 。 この 事実 を 説明 する た め に 、 イ 
マム ・ ラ ッ バ ニ Qmam Rabbani) の よう な 偉大 な る イス ラム 教学 者 た らち は 、 唯一 絶対 の 存在 は 神 で あり 、 神 を 除い て は 、 
全て の も の は 彰 の 存在 で ある と 述べ て きた 。 

これ は 、 私 た ら が 見 て いる 世界 は 、 完全 に 私 た ちの 脳 の 中 に あり 、 外 的 な 世界 に ある その も の に 直接 的 に 触 
れ 、 経験 する こと は 全く 不可 能 で ある た め だ 。 

つま り 、 私 た ちら が 決し て 到達 する こと の で き な い 物質 的 世界 の " 外 " に 神 が い る と いう 考え は 、 全く の 誤り で ある こ 
GE の 。 

神 は "あら ゆる と ころ に "存在 し 、 全て を 取り 囲ん で いる 。 この 現実 は せ 、 コ ー ラ ン で は 次 の よう に 説明 され で いる 。 

「… か れ の 玉座 は 、 凡 て の 天 と 地 を 覆っ て 広がり 、 こ の 2 つ を 守っ て 、 疲 れ も 覚 えら れ な い 。 かれ は 至高 に し て 至 大 で 

あら れる 」( ア ル ・ バ カラ 章 255 節 ) 

「 あ あ 、 か れ ら は 主 と の 会 見 に 就 い て 医 つ っ て いる の か 。 本 当 に か れこ そ は 、 凡 て の も の を 取り 囲む 方 で ある の に 」( フ 

ッ シ ィ ラフ 曹 54 節 ) 

神 は 空間 に 絆 られ ず 、 ま た 全て の も の を 取り 囲ん で いる と いう 5 事実 は 、 次 の 節 で も 言及 され て いる 。 

「 東 も 西 も 、 ア ッ ラ ー の 有 で あり 、 あ な た が た が どこ に 向い て も 、 ア ッ ラ ー の 御前 に ある 。 本 当 に アッ ラー は 広大 無辺 

に し て 全 知 で あら れる 」( ア ル ・ バ カラ 草 115 節 ) 

物質 は 神 の 姿 を 見 る こと は で き な い 。 し か し 、 神 は 神 が あ ら ゆ る 姿 に 創り 出し た 物質 を 見 る こと が で きる 。 この こと 
に つい て 、 コ ー ラ ン で は 次 の よう に 述べ られ て いる 。 「 視 覚 で は か れ を 捉え る こと は で き な い 。 だ が か れ は 視覚 その も の さ 
え 捉 える 。 ま た か れ は 全て の こと を 熟知 され 、 配 慮 され て お られ る 」( ア ル ・ ア ン ア ー ム 昔 103 節 ) つ まり 、 私 た ち は 神 の 存在 
を 目 で 認識 する こと は で き な い が 、 神 は 、 私 た ちの 内 も 外 も 、 つま り 和 視界 も 考え も 全て を 完全 に 取り 囲ん で いる の で 
ある 。 私 た ちら は 神 の 知識 を 借り る ほか に 言葉 を 発する こと は で きず 、 ま た 忌 を 吸う 2 こと も で き な い の だ 。 

人 間 は 、 自分 た ち が “ 外 的 な 世界 "と みな し て いる 概念 を 見 て いる が 、 私 た ち に 最も 近い 存在 は 神 目 身 で ある 。 
次 の コー ラン の 節 の 秘 鶴 が この 現実 の 中 に 隠さ れ て いる 。 「 本 当 に われ は 人 間 を 創っ た 。 そ し て その 魂 が 路 く こと も 知っ 
て いる 。 わ れ は (人 間 の ) 腰 動脈 より も 人 間 に 近 い の で ある 」( カ ー フ 曹 16 節 ) 人 間 の 体 が “物質 "で 作ら れ て いる と 考え る 
と 、 こ の 重要 な 事実 は 理解 で き な い 。 脳 を 上 自分 目 身 だ と 考え れ ば 、“ 外 的 な 世界 "と し て 受け 入れ て いる も の は 、 ほん 
の 20 セ ンチ か ら 30 セ ンチ し か 離れ て いな いこ と に な る 。 し か し 、 物質 と 考え る 全て の も の が 脳 の 中 の 概念 に 過ぎ な い 


だ テッ リカ クター ル 





脳 は タン パク 質 と 
脂肪 の 分 子 で で 
きた 細胞 の 塊 で 
ある 。 ニュ ー ロ ン 
と 呼ば れる 神経 
細胞 で 構成 され 
て いる 。 肉 の 塊 で 
ある 脳 は 、 イメ ー 
ジ を 見 た り 、 意 識 
を 構成 し た り 、 あ 
る い は “自我 "と 
呼ぶ 存在 を 創り 
世 げ る ゐる だり ずる よ 
うな 能力 を 持た な 
5 この こと どる がら 。 
魂 の 存在 と いう も 
の が 明白 に 察 せ 
られ る 。 





と すれ ば 、 外側 と か 内 側 、 遠 いと か 近い と いっ た 概念 は 全て 意味 を 失う 。 神 は 人 間 を 取り 囲ん で いて 、 際限 な く 近 
場所 に 存在 する の で ある 。 

和伸 は 「 わ れ の し も べた ち が 、 わ れ に 就 い て あな た に 問う 時 、( 言 え ) わ れ は 本 当 に (し も べた ちの ) 近 くに いる …」( ア ル ・ バ 
カラ 曹 186 節 ) と いう 節 で 、 彼 が "と て も 近く に いる "こと を 人 々 に 知ら し め て いる 。 同じ こと を 述べ て いる 人 節 は ほか に も あ 
る 。「 あ な た の 主 は 本 当 に 人 間 を 取り 囲ま れる 」( ア ル ・ イス フー 草 60 節 

自分 に 最も 近い 存在 が 自分 自身 だ と いう 人 間 の 考え は 誤っ た 考え 方 で ある 。 実は 、 神 の ほう が 自分 自身 より も も 
っ と 近い と ころ に いる 。 神 は 次 の 節 で この 点 ( ン 注意 する よう 促し て いる 。 「 そ れ な ら あ な た が た は 、( 了 臨終 の 人 の 魂 が ) 喉 も 
と を 塞ぐ 時 、( 座 っ て 只 ) 見 守る ば か りな の か 。 わ れ は あな た が た より も か れ に 近い の で ある 。 だ が あな た が た に は 見 え は し な 
い 」( ア ル ・ ワ ー キ ア 章 83-85 節 ) し か し 、 こ の 節 で 明らか な よう に 、 人 々 は 自分 の 目 で 見 る こと が で き な い た め 、 こ の 驚 
くべ べき 事実 に 気付 か ず に いる の だ 。 

一 方 、 イ マム ・ ラ ッ バ ー ニ が 指摘 する よう に 、 影 に すぎ な い 人 間 が 神 か ら 独 立 し た 力 を 持つ こと は 不可 能 だ 。 「 本 
当 に アッ ラー は 、 あ な た が た を 創り 、 ま た あな た が た が 、 創 る も の を も ( 創 ら れる )」( ア ッ ・ サ ーッ ファ ー ト 曹 96 節 ) と いう この 
節 は 、 私 た ち が 経 験 する こと は 全て 、 神 の 支配 下 で 起こ る こと を 示し て いる 。 コー ラン で は 、 こ れ に つい て は 「 あ な た 
が 射 っ た 時 、 あ な た が 当て た の で は な く 、 ア ッ ラ ー が 当て た の で ある 」( ア ル ・ ア ン フ ァ ー ル 曹 17 節 ) に 述べ られ て お り 、 人 
間 の いか な る 行為 も 全て 神 に 依存 し て いる こと が 強調 され て いる 。 私 た ち 人 間 は 影 の 存在 で ある た め 、 自ら 行動 を 
起こ すこ と は で き な い の だ 。 し か し な が ら 、 神 は 私 た ち が 自 分 ) で 行動 し て いる と いう 感覚 を 我々 え 影 の 存在 に 与え て く 
だ さっ て いる 。 実際 に は 、 全て の 行為 を 行っ て いる の は 神 な の で ある 。 

人 間 は この 現実 を 認め た く な いと 考え 、 自分 は 神 か ら 独 立 し た 存在 で ある と 思い 続け よう と する か も し れ な い 。 だ 
が 、 それ で は 何 も 変 わら な い の だ 。 


め あな た が 所 有する も の は 全て 本 質 的 に 存在 し な い 


私 た ちら 人 間 は “ 外 的 な 世界 "に 直接 触れ る こと は で きず 、 た だ 神 が 私 た ちの 魂 に 見 せ て くだ さっ て いる 複製 物 を 
現実 だ と 思っ て いる 。 これ は 科学 的 に も 論理 的 に も 、 筋 の 通っ た 明白 な 事実 で や る 。 し か し 人 々 は これ を 受け 入れ よ 
NO 

この 間 題 に つい て 誠実 に 正面 か ら 取 り 組め ば 、 あ な た の 家 も 、 そ の 中 の 家具 も 、 自動 車 も 、 オ フィ ス も 、 宝石 も 、 
銀行 口座 も 、 衣服 も 、 配偶 者 も 、 子供 た ち も 、 同僚 も 、 あな た が 所 有する 全て の も の 、 つま り 、 五感 で 認知 する も の 
は “レプ リカ 世 界 " の 一 部 で ある こと に すぐ に 気付 く は ず だ 。 も ちろ ん 、 お 気に入り の 歌手 の 歌声 も 、 座 っ て いる 椅子 
の 堅 さも 、 好き な に お い の 香 水 も 、 温か いと 感じ る 太陽 も 、 花 々 の 美しい 色 も 、 窓 を 横切っ て 飛ぶ 鳥 も 、 水 の 上 を 疾 
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ここ に 書か れ た こと に つい て 深く 考え れ ば 、 誰 か に 教 わ ら な く と も 、 こ の 驚く べき 、 素 晴らし い 事実 に 気付 く は ず だ 。 地 球 は 人 間 を 試す た 
め だ け に 創 られ た 球体 で ある 。 短い 人 生 と いう 形 で 、 華 や か で 魅力 的 に 描か れる 概念 に よっ て 、 人 間 は その 力 を 試さ れ て いる の だ 。 し 
か し 、 そ うし た 概念 の 本 質 に 触れ る こと は 決し て で き な い 。 


走 す る ボー ト も 、 土 の 肥 えた 庭 も 、 仕事 で 使う コン ピュ ー タ ー も 、 最新 技術 を 控 載 し た ハイ ファ イス テレ オ も 、 全て 例 
外 で は な い 、。 

これ が 現実 な の で ある 。 な ぜ な ら ば 、 こ の 世界 は 人 間 を 試す た め に 創 ら ん た に すぎ な いか ら だ 。 人 間 は 限ら れ 
た 命 の 中 で 、 手 の 届か な い 本 物 の 世界 を 故意 に 魅力 的 に 映し 出し た 幻 を 知覚 させ られ 、 試さ れ て いる の で ある 。 こ 
の こと に つい て は 、 コ ー ラ ン に も 述べ られ て いる 。 

「 様 々 な 欲望 の 追求 は 、 人 間 の 目 に は 美しく 見 える 。 婦 女 、 息 子 、 慕 大 な 金銀 財宝 、( 血 統 の 正しい ) 焼 印 を 押し た 馬 、 

家畜 や 田畑 。 これら は 、 現 世 の 生 活 の 楽し み で ある 。 だ が アッ ラー の 御 側 こ そ は 、 最 高 の 安 息 所 で ある 」( ア ー リ ・ イ ム 

ラー ン 章 14 節 ) 

た いて い の 人 々 は 、 財 産 や 富 、 金銀 財 宝 、 銀行 口 座 、 ク レジ ッ ト カ ー ド 、 デ ザイ ナー ブラ ンド の 服 、 新型 車 一 つ 
まり 、 彼ら が 所 有 し て いる 、 ある い は 所 有 し た いと 願う 、 約 沢 品 に 寺 せら れ て 宗教 を 捨て る 。 彼ら に は 現世 し か 目 に 入 
っ て いな い 。 来世 の こと を 守 れ て いる の で ある 。 現世 の うわ べ で だけ の 上 力 的 な 豊か さ に 騙さ れ 、 来 世に お いて 目 分 
が 豊か に な る た め に 必要 な 、 祈り を 捧げ る こと や 貧し い 人 々 へ の 施し 、 礼拝 を 忘れ て いる 。 彼ら は 「 私 に は する こと が 
た くさ ん ある 」、「 私 に は 理想 が ある 」、「 私 に は 責任 が ある 」、「 時 間 が な い 」、 | やら な けれ ば な ら な い 仕 事 が ある 」、「 
その うち に や る か ら 」 と 言い 訳 を する 。 自分 た ちの 人 生 を 全て 現世 で の 繁栄 の た め だ け に 注ぎ 込 も うと も する 。 この 誤 
っ た 概念 は ユー ラン で は 次 の よう に 述べ られ て いる 。「 か れ ら の 知る の は 、 現 世 の 生 活 の 表面 だ な け で ある 。 か れ ら は (事物 
の ) 結 末 に 就 い て は 注意 し な い 」( ア ッ ・ ロ ー ム 章 7 節 ) 

この 草 で 取り 扱っ て いる 事実 は 大 変 重 要 な も の で ある 。 な ぜ な ら 和 欲 や 他人 と の 境界 は 全く 意味 が な いこ と を 伝え 
て いる か ら で あ る 。 この 事実 を 立証 すれ ば 、 人 々 が 苦労 し て 手 に 入れ た も の 、 和 欲 に か られ て た め た 富 、 自慢 の 子供 
た ち 、 目 分 に 一 番 近 い は ず の 配偶 者 、 親 友 、 体 、 地位 、 学校 、 祝 日 と いっ た も の は 全て 、 影 以 外 の な に も の で も な い 
こと が 明らか に な る 。 それ まで 費やし た 努力 と 時 間 が 無駄 な も の で ある こと が わか る の だ 。 





だ ドラ ンク タール 


目 分 の 冨 や 所 有 物 、 ヨ ッ ト や ヘリコプター、 こい 土地 、 邸宅 な ど を まる で 目 分 が 直接 保持 し て いる か の よう に 
目 慢 す る 人 々 が いる が 、 彼ら は 知ら ず 知 ら ず に 目 分 を 笑い 者 に し て いる よう な も の だ 。 還 昌 し に ヨッ ト を 走ら せ 
た り 、 自 動車 を 見 せ び ら か し た り 、 自分 が いか 0 は 、 誰 より も 人 間 と し て の 
地位 が 高い と 思っ て いる 。 彼ら が 自慢 する も の が 実は 単なる 脳 の 中 の イメ ー ジ ! AU 
人 の うす 9 の に の 20 

夢 の 中 で は 、 確か に 大 き な 家 や 、 速 い 車 、 高価 な 宝石 や 札束 の 山 、 山 の よ うな 金銀 を 所 有 し て いる だ ろう 。 あ 
る い は 高い 役職 に 革 き 、 工 場 を いく つも 所 有 し て 何 千 人 も の 労働 者 を 雇い 、 皆 が うら や まし が る よう な 衣服 を 着 て い 
る か も し れ な い 。 し か し 、 夢 の 中 の 持ち 物 を 目 慢 し た ら 6 馬 鹿 に され る よう に 、 目 分 の イメ ー ジ に すぎ な い 現 世 の 所 有 
物 を 自慢 し て も や は り 馬 鹿 に され る の が 関の山 だ 。 結局 の と ころ 、 夢 の 中 の も の も 、 こ の 世 の も の だ と 思っ て いる も の 
も 、 ど ちら も 脳 の 中 の 単なる イメ ー ジ に すぎ な い の で ある 。 

向 じ よう に 、 人 々 も 現実 と いう も の を 論議 し 、 こ の 世 の 世 俗 的 な 出来 事 に 目 分 た ちら が ど 2 う 反 応 し て きた か を 思い 
出せ ば 、 さ ぞ か し 六 の 悪 い 思 い を する だ ろう 。 他人 と 激しく 争っ た 人 、 金 を だ まし 取っ た 人 、 賭 略 を 受け 取っ た 人 、 偽 
作 を し た 人 、 嘘 を つい た 人 、 和 欲 張 る 人 、 他 人 に 迷惑 を か ける 人 、 他 人 に 危害 を 加え よう と する 人 、 地位 欲 や 名 堂 欲 
の 強い 人 、 誰 か を ね た む 人 、 み せ び ら か す の が 好き な 人 、 誰 より も 位 の 高い 人 間 に な り た い 人 …… こ うい っ た 人 々 
は みな 、 そ れ ら が 全て 幻想 の 世界 で 行わ れ て いた に すぎ な いこ と に 気が付け ば 、 目 ら の 行為 を 恥じ る こと だ ろ 2 う 。 

この 世界 は 神 が お 創り に な り 、 そ れ を 個々 の 人 間 に 見 せ て くだ さっ て いる 。 つま り 、 こ の 世 の 全 て の も の の 究極 
的 所 有 者 は 、 神 し か 存在 し な い 。 これ は コー ラン に も は っ きり 示さ れ て いる 。 


「 凡そ 天 に あり 、 地 に ある 凡 て の も の は 、 ア ッ ラ ー の 有 で あり 、 ア ッ ラ ー は 凡 て の 事 を 、 包 含 な され る 」( ア ン ・ ニ サー ア 

章 126 節 ) 

どん な に 望ん で も 手 の 届 か な いも の へ の 情熱 で 款 教 を 捨て 、 そ の 結果 永 胡 の 命 を 失う こと ほど 実に 愚 か し いこ 
の の の 


ここ で 重要 な こと が 1 つ あ る 。 全て の 所 有 物 、 富 、 子 供 た ち 、 配 偶 者 、 地 位 、 名 誉 な ど 、 私 た ちの 望む も の が 全て 

来世 で は 消え て し まい 、 無 意味 に な る と 言う わ の は な い 。 RI よ 、 私 た ち は そ うい っ た 所 有 物 に 直 
接触 れる こと は で き な い と いう こと で ある 。 それ ら は 神 が 私 た ち を 試す た め に お 示し に な っ て いる イメ ー ジ で で きた 、 
脳 の 中 で 見 て いる 概念 に すぎ な いと いう こと を 言っ て いる だ け だ 。 お 分 か り で は あろ う が 、 こ の 2 つ に は 大 き な 和 違い が 
ある 。 

中 に は この 事実 を すぐ に 認め た が ら ず 、 自分 の 持ち 物 は 全て 実際 に 存在 し て いる と みな し て 自分 自身 を 欺く ほ 
う を 好む 者 も いる が 、 そ の 人 間 と て いつ か は 死 ぬ 。 彼 が 来世 で 生ま れ 変 わっ た と き 、 全て は 明らか に な り 、 “視覚 は 鋭 
敏 " に な る 。 (カー フ 章 22 節 )。 その 日 が 来 た と き 、 彼 は 全て の も の が も っ と は っ きり と 見 える よう に な る 。 し か し 、 も し 彼 
が 想像 上 の 目標 を 追い か ける こと に 人 生 を 費やし て いた な ら 、 生き な けれ ば よかっ た と 願い 、 こ う 言 うだ ろう 。「 あ あま 、 
その ( 死 ) が (わた し の ) 終 未 で あっ た な ら ば 、 富 は 、 わ た し に 役立た な か っ た 。 権 威 は 、 わ た し か ら 消 え 失 せ て し まっ た 」( ア ル ・ 
ハー ッ カ 草 27-29 節 )。 一 方 、 引 明 な る 者 は 、 ま だ 時 間 が ある うち に 、 現 世 の 世 界 の 偉大 な る 真実 を 理解 し に うと する 
だ ろう 。 さも な けれ ば 、 彼 は その 人 生 の 全て を 夢 を 追う 事 に 費やし 、 最後 に は 嘆かわしい ベ ペナルティー を 背負 うこ と 
に な る 。 コー ラン で は 、 現世 で 幻想 (ある い は 委 想 ) を 追い 続け 、 私 た ちの 創造 主 で ある 神 を 宮 れ た 人 々 の 最終 的 な 
状況 に つい て 次 の よう に 述べ られ て いる 。 

「 し か し 信仰 の な い 者 は 、 そ の する こと な すこ と 、 砂 漠 の 中 の 志 気 楼 の よう な も の で 、 湯 き 切っ た 者 に は 水 だ と 思わ 

れる 。 だ が や っ て くれ ば 何 も 見 出せ な い 。 そ こ で は アッ ラー の 御前 で あり 、 か れ の 勘定 が 払わ れる こと を 知る で あろ 

う 。 ア ッ ラ ー は 精算 に 迅速 で あら れる 」( ア ン ・ ヌ ー ル 草 39 節 ) 


唯物 論者 の 論理 的 欠陥 


本 草 で は 当初 か ら 、 物質 は 一 唯物 論者 が 言う と ころ の 一 絶対 的 が も の で は な く 、 むし ろ 神 が 無 か ら 創り 出し た 昌 
で あり 、 その 原型 に は 人 間 は 決し て 触れ る こと が で き な い と 明言 し て きた 。 唯物 請 者 は 極端 に 独断 的 な 方 法 で 、 彼ら 


凡 造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


の 哲学 を 打ち 砕く この 明白 な る 事実 を 拒否 し 、 そ れ に 異議 を 唱え る た め に 根拠 の な い 反 訴 を 起こ し て いる 。 

例え ば 、 熱心 な マル クス 主義 者 で 、 物質 哲 学 の 20 世 紀 に お ける 最も 偉大 な る 代弁 者 の ひと り で ある ジョ ー ジ ・ ポ 
リッ ツァ ー(George Politzer は 、 彼 が 物質 の 原型 に 触れ る こと が で きる こと を 証明 する 最大 の 証拠 と し て "バス の 例 " を 

上 げ て いる 。 ポリ ッ ツ ァ ー に よれ ば 、 理想 主義 者 の 哲学 者 で さえ 、 バ ス が 自分 に 向かっ て 走っ て くれ ば 李 げ 出す 、 こ 

れ は すなわち 、 彼 ら が 現実 に 存在 する 物質 に まさ に 直面 し て いる か ら 起こ る こ 3 Mi 

また 別 の 有名 な 唯物 論者 サミ ュ エ ル ・ ジ ョ ン ソ ン (Samuel Johnson) や 、 生生 は 誰 も 触れ る こと が で き な 
いと 言わ れ 、 石 を 蹴る こと で 石 の 本 質 に 触れ る こと が で きる こと を 証明 し よう と し た 。 ^ 

ポリ ッ ツ ァ ー の 帥 で ある フリ ー ド リッ ヒ ・ エ ン ゲ ルス (Friedrich Engels) や 、 弁 証 唯 物 論 の 創始 者 で ある マル クス と と も 
に 、 同じ よう な 例 を 示し た 。 彼 は 「 私 た ち が 口 に する ケー キ が 単なる 概念 だ と し た ら 、 私 た ちの 人 錠 え を 止め る こと は な 
い 」 と 言っ て いる 。 209 

マル クス 、 エ ン ゲ ルス 、 レー ニン (Lenin) と いっ た 有名 な 唯物 論者 の 著書 に も 、「 顔 を 呆 か れれ ば 、 物 質 の 存在 は 
理解 で きる 」 と いっ た 衝撃 的 な 文章 と と も に 、 同様 の 例 が 挙げ られ て いる 。 

そう いっ た 例 を 生み 出し た 奇妙 な 解 息 は “私 た ち は 本 当 の 物質 に 触れ る こと は で き な い "と いう 説明 を 、 唯物 論 
者 が 視覚 の み に 限 定 し た こと か ら 起 こっ た も の だ 。 彼ら は 、 知覚 と は 視覚 に 限ら れ て いて 、 人 触覚 的 に は 物質 の 本 質 
に 直接 的 に 触れ て いる と 考え て いる 。 バス が 人 を は ね た と ころ を 見 る と 人 々 は こう 言う 。「 見 て ! 人 が バス に は ね られ 
た 「! だ か ら あ の 人 は 本 物 に ぶつ か っ た ん だ 」 と 。 だ が 、 彼ら は 衝突 し た 際 に 経験 する 知覚 一 硬い 金属 の 感触 、 衝突 
し た 際 の 衝撃 、 痛み 一 それ ら が 実は 脳 で 形成 され た も の で ある こと を 理解 し て いな い の だ 。 


茅 の 例 


スタ ー テ ィング ボイン ト が 五感 の うち の いずれ で あっ て も 、 私 た ちら は 私 た ちの 外側 に 存 MM 
直接 触れ る こと は で き な い 。 これ は 明白 な 事実 で ある 。 し か し 、 夢 の 中 に は 実は 存在 し な いも の の 存在 を 私 た ち 
WhPWM9 これ は 、 上 記 の 事実 を は っ きり と 証明 する 方 法 の 1 つ で ある 。 有功 の 中 で 、 私 た ち 
現実 的 な 出来 事 を 経験 で きる 。 階段 か ら 落 ち て 脚 を 折っ た り 、 大 き な 自 動車 事 逆 を 起こ し た り 、 バス の 下敷 き に な っ 
た り 、 た っ ぷり と 食事 を し て 、 満腹 感 を 味わう こと も ある 。 こう し た 日 常 生活 で の 経験 に よく 似 た こと は 夢 の 中 で も 経験 

で き 、 や は り 日 常 生 活 で の 経験 と 同じ よう な 知覚 を 覚え 、 同じ よう な 気持 ち が わ き 起 こる 。 

バス に ひか れる 夢 を 見 た 人 が 目 を 開け る と 、 そこ は 病院 の 中 で 一 また 夢 の 中 に いて 一 目 分 が 動け な く な っ て い 
る こと に 気付 く 。 し か し 、 こ れ は 全て 夢 の ま まだ 。 また 、 目 動車 事 導 で 目 分 が 死ん だ り 、 死 の 天使 が 魂 を 取り に 来 た 
り 、 来世 で の 生活 が 始ま る 夢 を 見 る こと も で きる 。 

イメ ー ジ 、 音 、 硬 さ 、 痛み 、 光 、 色 一 夢 の 中 で 経験 する 出来 事 に 関連 し た 感覚 一 は 、 は っ きり と 認識 で きる 。 そ 
れ ら 1 目 然 な も の だ た 。 夢 の 中 で 食べ る ケー キ は 、 ii (に すぎ な く て も 、 
食べ た 者 の 胃袋 を 満た す 。 な ぜ な ら 、 満足 し た と いう 感覚 も 概念 だ か が か ら で あ る 。 し か し な が ら 、 こ の と き 、 こ の 人 は べ 
ッ ド に 横たわっ て いる 。 階段 も 、 交差 点 も 、 バ ス も 、 ケー キ も 存在 し な い 。 な ぜ な ら ば 、 夢 を 見 て いる 本 人 は “ 外 的 世 
界 に 存在 し な い 知 覚 と 感覚 を 体験 し て いる か ら だ 。 夢 の 中 で も 了 肉体 的 か つ 外 的 な 相関 現象 の な い 出 来 事 を 経験 
で きる と いう こと は “私 た ちの 外 に ある 世界 "の 本 質 を 決し て 知る こと は で き な い こと を 証明 し て いる 。 “ 外 的 な 世界 "の 
本 当 の 姿 は 、 創世 主 で ある 全能 の 神 の 啓示 に よっ て し か 、 知る こと は で き な い 、。 

唯物 論者 の 哲学 を 信じ る 人 々 、 特 に マル クス 主義 者 は 、 こ の 事実 を 告げ られ る と 腹 を 立て る 。 彼ら は 、 マル クス 
や エン ゲル ス 、 あ る い は レー ニン と いっ た 人 々 の 表面 的 で いか に も ば か らし い 理 論 を 引き 合い に 出し 、 感情 的 に 反 
論 し よう と する 。 

し か し 、 そう いっ た 反論 は 夢 の 中 で も で きる こと を 彼ら は 気付 くべ きだ 。 彼ら と て 、 夢 の 中 で |『 資本 論 』 を 読ん だ 
り 、 会 合 に 出 誠 し た り 、 乏 お 0 な 6 敗 し た お あめ 本 本 と ま は で きる 。 夢 の 中 で 尋ね られ れ ば 、 そ の と き に 
見 て いる も の が 絶対 的 な 現実 だ と 思う こと だ ろう 。 起き て いる と き に 目 に し て いる も の が 絶対 的 な 現実 で あめ る と 考え る 
よう に 。 し か し 、 彼ら が 経験 する こと は 全て 夢 の 中 で あろ うと 、 日 常 の 生活 の 中 で あろ うと 一 その “原型 "に 触れ る こと 
で きい と いう こと と を 知 の べき だ 。 


だ ドラ ウッ カク クー ル 


共通 の 神経 組織 の 例 


ポリ ッ ツ ァ ー の 自動 車 事故 を 例 に と っ て みよ う 。 も し 、 けが を し た 犠牲 者 の 、 五感 か ら 脳 へ つなが る 神経 が 、 別 の 
人 間 一 仮に ポリ ッ ツ ァ ー と し よう 一 の 神経 に 平行 し て つなが っ て いた と し た ら 、 その 犠牲 者 が バス に 当たっ た 上 朋 間 、 
同時 刻 に 自宅 で 腰 を 降ろ し て いた ポリ ッ ツ ァ ー も 同じ 衝撃 を 感じ る だ ろう 。 同じ テー プレ コー ダー に つなが れ た 二 台 
の 異な る スピ ー カ ー か ら 同 じ 曲 が 流れ る よう に 、 ポ リッ ツァ ー も 事故 に 章 っ た 人 と 全く 同じ 感覚 を 覚え る は ず だ 。 ポリ 
ッ ツ ァ ー に も バス の プレ ー キ 音 が 聞こ え 、 体 へ の 衝撃 を 感じ 、 折れ た 腕 や 血 が 流れ 出す の が 見 え 、 骨折 の 痛み を 覚 
え 、 手 術 室 へ 入っ て いく と ころ や 、 ギ ブス の 型 の 孔 さ 、 治り つつ ある 腕 の 弱 々 し さ を 感 じ る だ ろう 。 

ポリ ッ ツ ァ ー と 同じ く 、 事故 の 犠牲 者 の 神経 と 神経 を つなげ ば 、 誰 で も 事 逆 を まる ご と 経験 する こと が で きる 。 事 
改 の 犠牲 者 が 視 腫 状態 に 陥れ ば 、 み な が 同じ よう に 人 礼 膝 する 。 それ どこ ろか 、 自動 車 事故 に 関係 する 知覚 を 全て 
何ら か の 装 汚 で 記録 で 、 それ を 繰り 返す 誰か に 送る こと が で きれ ば 、 そ の 人 は 何 度 も バス に 衝突 され る 経験 を 味 
222 こと (0 の 。 

し か し 、 こ の 場合 の 人 々 が ぶつ か っ た バス の うち 、 一 体 ど れ が 本 物 な の だ ろう か ? この 質問 に 対し 、 唯物 論 の 哲 
学者 た ち は 一 貫 し た 答え を 持っ て いな い 、。 正しい 答え は こう だ 。 自動 車 事故 の 犠牲 者 た ち は み な 、 脳 の 中 で 細部 に 
わた っ て 事故 を 経験 し た の で ある 。 

同じ 原理 が 他 の 例 に も あて は まる 。 も し 、 ケ ー キ を 食べ て 満足 感 を 覚え て いる エン ゲル ス の 感覚 神経 が 別 の 人 
間 の 脳 に つなが れ て いた ら 、 そ の 人 も エン ゲル ス が ケー キ を 食べ 終わ っ た 直後 に 満足 感 を 感じ る だ ろう 。 石 を 蹴っ 
た あと で 自分 の 足 に 痛み を 感じ た 唯物 論者 の ジョ ン ソ ン の 脳 が 別 の 人 間 に つ な が っ て いた ら 、 その 人 間 も 石 を 蹴っ 
た 感覚 と 、 足 の 痛み を 感じ る だ ろ 2 う 。 

さて 、 そ れ で は 、 ど ちら の ケー キ ま た 人 ? 唯物 論 の 哲学 者 た ち は こ こ で また 一 貫 し た 答え を 出 
すこ と が で き な い 。 正しく 、 か つ 一 貫 し た 答え は こう だ 。 エン ゲル ス と も う ひ と り の 人 間 は どちら も 同じ ケー キ を 食べ 、 
脳 の 中 で 満足 感 を 覚え た 。 ジョ ン ツ ソン と も う ひ と り の 人 間 は どちら も 、 石 を 思い 切り 蹴り 上 げた 一 も ちろ ん 、 脳 の 中 で 、 


で ある 。 
前 の 例 を 使っ て 、 入 れ 共 え を し て みよ 2 う 。 RT に 、 目 宅 で 腰掛 け て い 
る ポリ ッ ツ ァ ー の 神経 を 事 逆 の 犠牲 者 の 脳 に つなぐ 。 この 場合 、 ポ リッ ツァ ー は 目 分 が バス に は ね られ た と 感じ る が 、 


実際 に バス に は ね られ た 人 は 、 衝 撃 を 感じ ず 、 自分 eo うこ と だ ろ 2 う 。 全く 同じ 論理 
が グー キ と 石 を 取り 上 げた 例 に も あて は め る こと が で きる 。 

これ ら の こと に より 、 唯物 論 が どれ ほど 独断 的 で ある か が 明らか に な っ た は ず だ 。 唯物 論 の 哲学 は 、 物質 以外 何 
も の も 存在 し な いと いう 仮定 に 基づい て いる 。 し か し な が ら 、 実際 に は 、 人 間 は 誰 も 物質 に 直接 触れ る こと は で きず 、 
つま り 全 て の も の が 物質 か ら 成 り 立 っ て いる と いう 主張 は 正当 と は 認め られ な い の で ある 。 有名 な 英国 の 哲学 者 デビ 
ッ ド ・ ヒ ュー ム (David Hume) は この 点 に つい て 彼 な り の 意見 を 表明 し て いる 。 

目 分 目 身 と 呼ぶ 最も 親しみ の ある 場所 へ 足 を 踏み 入れ る と 、 私 は いつ も 熱 あ る い は 浴 た さ 、 光 ま た は 影 、 愛 ま 
た は 憎しみ 、 痛み また は 楽し み と い っ た 特定 の 知覚 に 遭遇 する 。 知覚 を 覚え な い 目 分 に 巡 り あう こと は で きず 、 知 和 覚 
以外 の 何 も の も 認め られ な い 。 2 

こう し た 知覚 の 外側 に 足 を 踏み 出し 、““ あ り の まま の "物質 に 遭遇 する こと は で き な い 。 従っ て 、 物質 を 人 間 が 直 
接 的 に 経験 で きる 絶対 的 な 存在 だ と みな す 哲 学 を 組み 立て る こと は 全く 無 意 味 で ある 。 理論 と し て の 唯物 論 は 最初 

全く 根拠 が な い の で ある 。 


脳 に お ける 知覚 の 構成 は 哲学 で は な く 、 科学 的 事実 で ある 


唯物 論者 は 、 私 た ちら が ここ で 述べ て いる こと を 哲学 的 見 方 だ と 主張 し て いる 。 し か し 、 人 間 が “ 外 的 な "物質 世 
界 と 交わ る こと が で きず 、 実 際 に 交わ っ て いる の は 脳 の 中 の 世界 で ある と いう こと は 、 明白 な 科学 的 事実 で ある 。 こ 
れ は 哲学 の 問題 で は な い 。 医学 部 で は イメ ー ジ と 感覚 が 脳 の 中 で どの よう に 形成 され る か を 詳細 に 講義 され て い 

る 。 20 世 紀 の 科 学 に よっ て 証明 され た 事実 、 特 に 物理 学 に よっ て 証明 され た 事実 は 、 人間 が 物理 的 物質 の 原型 に 
RM いこ と 、 そし て ある 意味 で 、 人 間 は みな 脳 に ある "モニ ター" で 見 て いる こと を は っ きり と 示し て い 
る 。 


凡 造 の アト ラス 


ハー ルフ ジリ ヤル 9Y 


科学 を 信じ る 者 は みな 、 無神論 者 で あろ うと 、 仏教 徒 や その 他 の 宗教 の 信者 で あろ うと 、 こ の 事実 を 受け 入れ な 
く て は な ら な い 。 神 の 存在 を 償 定 する 唯物 論者 で さえ 、 科学 的 な 現実 を 償 定 する こと は で き な い 、。 

カー ル ・ マ ルク ス 、 フリードリッヒ ・ エ ン ゲ ルス 、 ジョ ー ジ ・ ポ リッ ツァ ー ほ か 、 その 他 の 唯物 論者 た ち が そ うい っ た 簡 
里 で 明白 な 事実 を 理解 で き な か っ た と いう こと は 和 驚き に 値する が 、 彼ら の 科学 的 理解 レベ ル が 非常 に 低く 、 不 十分 
で あっ た こと は 確か だ 。 し か し 、 現代 の 私 た ち は 、 高度 な 科学 技術 に より この 明 日 な る 事 
実 を 容易 に 理解 で きる は ず で ある 。 一 方 で 、 唯物 論者 た ち は 、 こ の 事実 を 部 分 的 に 
理解 し た だ け で 、 そ れ が 彼ら の 哲学 を 完全 に す 可能 性 が ある こと に 気付 き 、 疫 
*b、 信 生じ し て で て いる の という) 天眼 


唯物 論者 の 大 き な 不 安 


トル コ の 唯物 論者 グル ー プ は 、 し ば らく の 間 、 本書 で 検討 され て いる 事 
実 一 物質 は 脳 で 訟 識 さ れる 一 に 対し 実質 的 な 反発 運動 は 起こ さなか っ た 。 
この こと か ら 、 私 た ちら は ま だ 、 こ ちら の 論 上 京 を 明快 に 示し て は お ら ず 、 さ ら な る 
説明 が 必要 な の で は な いか と 考え た 。 だ が 、 まもなく この 話題 が 世間 に 流布 
する こと に 唯物 論者 が 不安 を 感じ 、 大 き な 危 恨 を 抱い て いる こと が 明らか に な っ 
Me 







し ば らく する と 、 唯物 論者 は 、 そ の 出版 物 や 会 議 、 パ ネル に お いて 彼ら が 抱く 危 慣 
や 恐怖 心 を 声高 に 叫び 始め た 。 動揺 し 、 望み を 失っ た よう な 彼ら の 話し ぶり は 、 彼ら が 激しい 知 
的 危機 に 茸 し ん で いる こと を 暗示 し て いた 。 彼ら の いわ ゆる 科学 的 哲学 の 根源 で ある 進化 論 は すでに 大 きく る ぎ 
始め て いた 。 今や 、 彼 ら は 更に 大 き な 危 機 に 背 し て いた の だ 。 彼ら に と っ て は ダー ウィ ン 説 以上 に 心 の 拠り 所 で あっ 
た 物質 の 絶対 的 優越 性 に 対す る 信頼 が 、 失わ れつ つ あ る こと に 気付 いた か ら で あ る 。 彼ら に と っ て この 問題 は 、 彼ら 
の 文化 的 構造 を 完全 に 義 す 大 き な 威 で あめ る こと を 富 言 し た 。 

唯物 論者 グル ー プ の 不安 と 恐怖 を 最も 率直 な 方 法 で 表明 し た の は 、 レ ナン ・ ベ クン ル (Renan Pekunlu) と いう 名 
の 学者 兼 ライ ター で 、 唯物 請 を 擁護 する 任務 を 負っ た 定期 刊行 誌 『 サ イエ ンス ・ ア ンド ・ ユ ー ト ピア 』 に 寄稿 し て い 
た 。 彼 は | サイ エン ス ・ ア ンド ・ ユ ー ト ビア 』 の 記事 と 参加 し た パネ ル の 両方 で 、 私 た ちの 本 [The Bvolution Deceit』 を 
最も 箇 威 と な る 本 と し て 挙げ て いる 。 ダー ウィン 説 を 否定 する 章 以 上 に ベク ン ル を 当惑 さす た の は 、 今 、 あ な た が 読 
ん で いる 章 で あっ た 。 ベク ン ル は わずか 一 握り の 読者 に 、 理想 主義 の 鼓 吹 に 流さ れず 、 唯物 論 を 信じ 続け る こと を 
警告 し た 。 彼 は また 、 ロ シア の 残虐 な 共産 主義 革 谷 の 指導 者 で ある ヴ ラ デ ィ ミ ー ル ・ レ ー ニ ン (Vladimir 1I Lenm) を 引 
き 谷 い に 出し た 。 人 々 に レー ニン の 100 年 前 の 著書 | 唯物 論 と 経験 批判 論 (Materialism and Bmpirio-Criticism)』 を 読 
# む よう に 薦め 、「 こ の 間 題 に つい て は 深く 考え な い ほ うがい い 、 さ も な けれ ば 唯物 論 を 見 失い 、 宗教 に 流さ れる こと に 
な る 」 と いう レー ニン の 勧告 を 癌 り 返す の み で あっ た 。 先 に 述べ た 定期 刊行 物 の 記事 の 中 で 、 ベ クン ル は レー ニン の 
著書 か ら 次 の めく だり を 引用 し た 。 

感覚 と し て 我々 に 与え られ る 外 的 な 現実 を 一 度 で も 否定 すれ ば 、 信仰 主義 に 対す る 武装 を 失う 2 こと に な る 。 

それ は 、 不 可 知 論 ま た は 主観 主義 に 陥っ た こと を 意味 する か ら で あ る 。 そし て 、 それ こそ が 信仰 主義 な の で あ 

る 。 下 一 本 で わな に 陥り 、 和 鳥 は 墜 と され る 。 そし て 我々 マッ ハハ 主義 者 (現代 実証 主義 者 の 哲学 で ある マッ ハ 主 

義 の 信奉 者 ) は みな 理想 主義 の わな に 陥る 。 “感覚 “を 外 的 な 世界 の イメ ー ジ で は な く 、 特別 な “要素 "と し て 

提 え た 瞬間 か ら 、 罠 に か けら れ た も 同然 だ 。 それ は 誰 の 感覚 で も な けれ ば 、 誰 の 心 で も 、 精神 で も 、 意志 ご で も 

な い の だ か ら 。 292 

これ ら の 言葉 は 、 レ ー ニ ン が 私 た ちの 論理 を 危険 な も の と みな し 、 自 分 の 心 や “共産 党員 "の 心から 抹消 し た い 
と 考え て いた こと を は っ きり と 示し て いる 。 現代 の 唯物 論者 に つい て も 同じ こと が 言え る 。 し か し 、 ペク ン ル や その 他 の 
唯物 論者 は 、 更 に 大 き な 悩 み を 抱え て いた 。 と いう の も 、 100 年 前 に 比べ 、 明白 な る 説得 力 を も っ て この 確定 的 事実 
が 社会 に 浸透 し つつ ある の を 知っ て いる か ら で あ る 。 初め て 、 こ の 間 題 が 全く 反 須 で き な い 状態 で 説明 され つつ あ 
の 6 の 0.C 。 

それ で も 、 実に 多く の 唯物 論 科学 者 が 表面 的 と は いえ 、 誰 も 物質 の 本 質 に 触れ る こと は で き な い と いう 事実 に 反 


まだ ド み ンク クー ル 


対 の 立場 を 取っ て いる 。 本 草 で 扱っ て いる テー 
マ は 、 人間 が 人 生 に お いて 偶然 出会う 中 で も 最 
も 重要 で 最も 刺激 的 な テー マ だ 。 これ ら の 科学 
者 が これ ほど 重大 な テー マ に 直面 し た こと が な 
いと は 考え に くい が 、 彼ら の 発言 や 投稿 記事 に 
お ける 反応 や 立場 を 考え る と 、 そ の 理解 度 が い 
か に 浅く 、 ま た 表面 的 で ある か が うか が い 知 れ 
2 
何人 か の 唯物 論者 の 反応 が 示す か ぎり 、 
唯物 主義 に 対す る 彼ら の 盲目 的 な 固 球 が 、 そ 
の 論理 を ね じ 曲 げ 、 こ の 問題 の 理解 を 更に 妨 
Me に 思わ れる 。 時 ば 、 愉 ベク 
。 、 景色 を 見 て いる わけ で は な い 。 トビ ピア J』 の ライ ター で も ある アラ エディ ン ・ セ ネル 
見 て いる の は 、 脳 の 中 に 映 さ (Alaeddin SeneD) は 「 ダ ー ウ ィ ン 説 の 崩壊 を 忘れ 
れ た イメ ー ジ で ある 。 よ 。 本 当 に 人 威 と な る テー マ は これ で ある 」 と 述 
ーー べべ 、 目 分 の 哲学 に 根拠 が な いこ と を 実感 し つ 
Pt < 要求 し て いる 。 
更に 興味 深い の は 、 セ ネル は 彼 が 人 脅威 と みな し 
Ce6 こ の 事実 に つい て 倫 く 提 握 で きく て いない 
こと を 示す 文章 を 書い て いる こと で ある 。 
例え ば 、 セ ネル が この 間 題 の み を 議論 し た 
記事 の 中 で 、 彼 は 脳 が 外 的 な 世界 を イメ ー ジ と 
し て 知覚 する こと を 論 め て いる 。 と ころ が 、 その 
仁 、 イ クー デン は 2 つの の 2 テア ョ リー に ク り られ る と 
主張 する 。 それ は 、 物 理 的 相関 関係 を 持つ も の 
と 、 持た な いも の の 2 種類 で 、 外 的 な 世界 に 関 
連 す る イメ ー ジ の 物理 的 相関 物 に は 人 間 は 直 
接 触 れる こと が で きる と いう の で ある 。 これ を 証 
明 す る た め に 、 彼 は 次 の よう に 書い て いる 。 「 脳 
の 中 の イメ ー ジ が 外 的 な 世界 と 相関 関係 を 持つ 
の か 、 そう で な い の か は 、 私 に は わか ら な い 。 し 
か し 、 同じ こと は 電話 で の 会 話 に も あて は まる 。 
電話 で 誰か 1 私 に は 話し て いる 
AM は 見 る こと が で き な い 。 し か し 、 相手 と 対面 し た と き に は 、 電話 の 内 容 を 確認 する こと が で きる 」2* 
の 言葉 で 彼 は 、 知覚 を 疑う の で あれ ば 、 そ の 元 に な る も の を 見 て 、 事実 か どう か を 確認 する こと が で きる 、 と いう こ 
と を 暗 に 示し て いる 。 し か し な が ら 、 こ れ は 明らか に 誤っ た 概念 で め る 。 と いう の も 、 私 た ち は 物 質 そ の も の に 直接 触れ る 
こと は で き な い か ら だ 。 “外側 "に ある も の に 触れ る た め に 、 心 の 外側 に 手 を 伸ばす こと は 私 た ち に は で き な い 、。 電話 の 
声 は 、 客観 的 な 相関 物 だ ろう か ? 確か に 話 を し た 相手 と 対面 すれ ば 、 確認 す る こと は で きる 。 し か し 、 その 確認 と て 、 脳 
の 中 で の 経験 で は な いか ! 
実際 、 彼 の よう な ライ ター も 、 愛 の 中 で 同じ 出来 事 を 体験 する こと が で きる 。 例え ば 、 セ ネル が 電話 で 話す 夢 を 見 
て 、 話 し た 相手 に 内 容 に つい て 確認 する 場合 だ 。 ある い は ペク ン ル の 場合 な ら 、 夢 の 中 で 恐ろし い 状 威 に 立ち 向かっ 
て いる と 感じ 、 人々 に 100 年 前 の レー ニン の 著書 を 読む よう に 薦め る こと も で きる 。 し か し 、 彼ら が 何 を し た と し て も 、 彼 ら 
が 経験 し た それ ら の 出来 事 や 、 彼 ら が 話 を し た 人 々 が 彼ら に と っ て は 概念 に すぎ な いこ と を 谷 定 す る こと は で き な い 。 
それ で は 、 脳 の 中 の イメ ー ジ の 相関 性 を 育 定 で きる の は 誰 な の か ? 視覚 中 枢 で 見 て いる 影 の 存在 だ ろう か ? 唯物 






人 間 の 目 に 届く 光 は 、 目 / 
の 中 の 細胞 に よっ て 電 『 ココ 
気 信号 に 変換 され 、 脳 4 
の 奥 に ある 視 党 申 板 へ 【 ' 
送ら れる 。 脳 の 中 の “ 意 
識 " が 脳 に 入っ た 電気 信 
号 を 受け 取り 、 そ れ を 景 
色 と し て 認識 する の で あ 
と 2 計 
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論者 で あろ うと 、 脳 の 外側 に ある 情報 を 確認 する "外側 の "情報 湖 を 見 つけ る こと は 不可 能 で ある 。 

全て の 概念 が 脳 の 中 で 形成 され て いる こと を 認め つつ も 、 そ の 概念 の 世界 を “抜け 出し て "、 本 当 の " 外 的 な 世 
界 に 確認 を 求め る こと が で きる と 考え て いる 者 が いる と すれ ば 、 それ は 、 そ の 者 の 知覚 能力 が 限ら れ て いて 、 人 歪ん だ 
論理 を 有する こと を 示す も の だ 。 

し か し な が ら 、 こ こ で 関連 づけ られ て いる 事実 は 、 普通 の 理解 度 と 論理 を 持っ た 人 な ら ば 誰 に で も 簡単 に 把握 
MOCOO NISGMUN2 CSS て を 関連 づ けれ ば 、 全く 偏見 を 持た な い 状 態 で め あれ ば 、 私 た ちの 感覚 
は 外 的 な 世界 に 直接 触れ る こと が で き な い こと を 理解 で きる だ ろう 。 し か し 、 唯物 論 に 盲 目的 に 執着 する こと で 、 人 
々 の 論理 性 は 歪ん で し まう 。 現代 の 唯物 論者 は 、 石 を 蹴っ た り 、 ケー キ を 食べ た りす る こと で 物質 の 本 質 に 触れ る こ 
と が で きる こと を “証明 "し よう と し て いた 彼ら の 師 の よう に 、 重大 な 論理 的 欠点 を 持っ て いる 。 

これ は 和 驚く べき 状況 で 人 邊 の 論理 を 理解 で き な い こと 一 つま り 世 界 と その 出来 事 を 人 並み の 論理 で 解 札 
する こと 一 は 、 不 信心 者 に は 共通 する 特徴 だ か ら だ 。 コー ラン の 中 で 、 神 は そう いっ た 人 々 の こと を 「 理 解 し な い 民 .」 
(アル ・ マ ー イ ダ 章 58 節 ) と 特に 称し て いる 。 


唯物 論者 は 、 歴 史上 最大 の 諾 に 陥っ て いる 


この 章 で 言及 し た トル コ の 唯物 論者 社会 に 吹き 荒れ て いる 混乱 の 履 は 、 唯物 論者 が 完全 な る 敗北 に 直面 し て 

いる こと を 示し て いる 。 現代 科学 は 私 た ちら が 物質 の 原型 に 触れ られ な いこ と を 証明 し た ば か りか 、 こ の 事実 を 明白 か 
つ 率 直 、 そ し て 説得 力 に 満ち た 方 法 で 説明 し て いる 。 唯物 論者 は 、 彼 ら の 哲学 その も の の 基 胡 と し て いる 唯物 世界 
が 、 決し て 渡る こと の で き な い 知覚 的 境界 線 の か な た に ある こと を 認め て いる 。 この 事実 に 直面 し 、 彼ら は 何 も で きず 
に いる の だ 。 有史 以後 、 唯 物 論 的 考え 方 は 常に 存在 し て きた 。 自分 自身 と その 哲学 に 自信 を 持つ た め に 、 唯物 論 
者 は 彼ら を 創造 され た 神 に 反旗 を 惹 し た 。 物質 は 永 胡 な も の で あり 、 それ に は 創造 主 な ど は 存在 し な い 、 と いう の が 
彼ら の 主張 だ っ た 。 自ら の 徴 慢 か ら 神 の 存在 を 合 定 し 、 彼ら が 直接 触れ る こと が で きる と 信じ て いる 物質 の み に 救 い 
を 求め た 。 自分 た ちの 哲学 に 自信 を 持っ て いた 彼ら は 、 いか な る 議論 も それ を 否定 する こと は で き な い と 信じ て いた 
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物質 の 本 質 に つい て 表し た 本 書 の 事実 が こう し た 人 々 を 驚 情 させ て いる 理由 は ここ に ある 。 私 た ち が こ こ で 語っ 
た こと は 、 彼ら の 哲学 の 根拠 を 打ち 破り 、 さ ら な る 議論 の 礎 を 失わ せる も の な の だ 。 彼ら の 思想 、 生 き 方 、 僚 慢 、 條 定 
の 拠り 所 で あっ た 物質 が 突然 消え て し まっ た 。 人 間 は いま だ か つて 物質 を “本 来 の 姿 " で 見 た こと は な く 、 従っ て 物 
質 は いか な る 哲学 の 根拠 と も な りえ な い 。 

神 の 特性 の 1 つ に 、 不信 論者 に 対す る 計 略 が ある 。 これ は 次 の 説 で 述べ られ て いる 。「 か れ ら は 策 斉 し た が 、 ア ッ 
ラー も また 計略 を めぐ ら せ ら れ た 。 本当に アッ ラー は 最も 優れ た 計略 者 で あら れる 」( ア ル ・ ア ン フ ァ ー ル 曹 30 節 ) 

神 は 、 唯物 論者 が 物質 が 絶対 的 存在 で ある と みな し 、 そう 信じ させ る こと で 彼ら を 罠 に 陥れ 、 こ れ ま で 見 た こと の 
な い 方 法 で か れ ら を 辱め て いる 。 唯物 論者 は 彼ら の 持ち 物 、 地位 、 彼 ら が 属す る 社会 、 世界 全体 が 絶対 的 な が も の だ 
と 思っ て いる 。 更に 、 それ ら に 依存 する こと に よっ て 、 神 に 対し て ます ます 僚 慢 に な っ て いる 。 自画 目 震 す る こと で 人 神 
に 背 き 、 不信 心 を 募ら せ て いく 。 また その 一 方 で 、 物質 の 絶対 性 に 強い 確信 を 抱い て いっ た 。 と ころ が 、 神 に つい て 
の 理解 が 足り な いた め に 、 彼ら は 神 に 囲ま れ て いる こと に 気付 か な か っ た の で ある 。 神 は 、 愚 鈍 な 不信 心 者 の な れ 
の 果て に つい て こう 宣言 し て いる 。 

「 そ れ と も (あな た に 対し て ) 策 を 巡ら す 積 も りか 。 だ が 背信 者 た ちこ そ 、 策 斉 に か か る で あろ う 」( ア ッ ・ ト ー ル 草 42 節 ) 

唯物 語 者 の 敗北 は 、 お そら く 人 類 史 上 最大 の 知 的 敗北 と 言え よう 。 こう し て 、 ひと り で に 人 慢 に な っ て いっ た 一 
方 、 唯 物 論 者 は 神 に 対す る 戦い で 途方 も な い 業 を 用 いた が 、 そ れ で も や は り 惨 敗 を 喚 し て いる 。 「 こ の よう に われ は 、 
それ ぞ れ の 町 の 有力 者 を 罪深い 者 に し て 、 そ こ で 策謀 させ る 。 し か し か れ ら は 自分 自身 に 対し て 策 斉 する だ け で 、 そ れ に 自ら 
気付 か な い 」( ア ル ・ ア ン ア ー ム 草 123 節 ) と いう この 節 に は 、 創造 主 に 背 こ うと する 人 々 が 何 も 気 付い て お ら ず 、 そ の 結 
果 ど うな る か が は っ きり と 示さ れ て いる 。 別 の 節 に も 同じ よう な こと が 述べ られ て いる 。 

「 か れ ら は アッ ラー と 信仰 する 者 た ち を 、 基 こ うと し て いる 。 (実際は ) 自 分 を 王 い て いる の に 過ぎ な い の だ が 、 か れ ら 

は (それ に ) 気 付か な い 」( ア ル ・ バ カラ 章 9 節 ) 

束 略 を 図る 一 方 で 、 不 信心 者 は 重要 な 事実 に 気付 いて いな い 。 それ は 、 彼ら が 経験 する こと は 全て 、 実は 彼ら 


テッ "カク クー ル 


の 脳 の 中 で の 経験 に すぎ ず 、 彼ら が 練っ て いる 策略 も 、 他 の 全て の 行動 と 同じ く 頭 の 中 で 形成 され た も の に すぎ な 
いと いう 事実 で ある 。 彼ら は 目 ら が 起こ し た 愚行 の あま り 、 常に 神 と と も に ある こと 忘れ 、 彼ら 自身 の よこ し まな 計画 に 
は まっ て いる の だ 。 
過去 の 不信 心 者 と 同様 、 現代 の 不信 心 者 た ち も 、 彼ら の よこ し まな 計画 の 基盤 を 揺るが す 現 実に 直面 し て いる 。 
「 本 当 に 悪魔 の 策謀 は 弱い も の で ある 」( ア ン ・ ニ サー ア 章 76 節 ) と いう 節 に より 、 神 は これ ら の 策略 は 全て 、 そ れ が 企 ま 
れ た 日 に すでに 失敗 に 終わ る こと を 運命 づけ られ て いる こと を 語っ て お り 、 信じ る 者 に は 次 の 節 に より 良い 知ら せ を 
伝え て いる 。「 か れ ら の 陰謀 は 少し も あな た が た を 害し な いで あろ う 」( ア ー リ ・ イ ムラ ー ン 曹 120 節 ) 
また 別 の 節 で 神 は こう 述べ て お られ る 。 「 し か し 信仰 の な い 者 は 、 そ の する こと な すこ と 、 砂 漠 の 中 の 情 気 楼 の よう な 
も の で 、 き 切っ た 者 に は 水 だ と 思わ れる 。 だ が や っ て くれ ば 何 も 見 出せ な い 」( ア ン ・ ヌ ー ル 章 39 節 ) 唯 物 論 で も 反逆 者 
に は 尾 気 楼 が 提供 され る 。 唯物 論 を 用 いる と き 、 そ の 哲学 は 基 幅 以外 の 何 も の で も な いこ と を 知る か ら で あ る 。 神 は 
そう し た 大 気 楼 で 彼ら を 欺 き 、 物質 の 知覚 を 絶対 的 な も の と し て 信じ 込ま せる 。 唯物 論者 と し て 有名 な 教授 や 天文 
学者 、 生物 学者 、 物 理学 者 等 は みな 、 地位 や 役職 に 関わ ら ず 単純 に 騙さ れ 、 辱 め を 受け る 。 物質 を 神 と 考え た た 
めで ある 。 人 間 が その 本 質 に 決し て 触れ る こと の で き な い 物質 を 絶対 的 な も の と 考え 、 彼ら は それ を 哲学 や イデ オロ 
ギー の 根拠 と し て 、 真剣 に 討議 を 進め 、 い わ ゆ る "知性 的 "対話 を 行っ た 。 彼ら は 目 分 目 身 を 区 い と みな し 、 宇 宙 の 
臭 実 を 論 し た り 、 その 限ら れ た 知性 で 神 の 言葉 を 真 王 に 解釈 し よう と し た り し た 。 神 は 彼ら の 状況 を 次 の よう に 述べ 
て いる 。 
「 か れ ら (不信 者 ) は 策謀 し た が 、 ア ッ ラ ー も 策 斉 な され た 。 だ が 最も 優れ た 策謀 者 は 、 ア ッ ラ ー で あら れる 」( ア ー リ ・ 
イム ラー ン 章 54 節 ) 
人 間 は 世間 一 般 の 策謀 か ら 逃 れる こと は で きる か も し れ な い 。 し か し 、 不信 者 に 対す る 神 の 筑 謀 は 断固 た る も 
の で あり 、 それ を 光 れる こと は で き な い 。 彼ら が 何 を し よう と 、 だ れ に 訴え よう と 、 神 よ りほ か に 救い 手 を 見 つけ る こと は 
で き な い の だ 。 コー ラン の 中 で 神 は こう 述べ て いる 。「 ア ッ ラ ー の 外 に は どん な 守護 も 援助 も 見 い だ た すこ と は 出来 な い 」 
し とく サー7 埋 106 爺 ) 
唯物 褒 者 は そう いっ た 罠 に 陥る と は 思っ て も いな か っ た 。 様々 な 手段 が 彼ら の 自由 に な る 21 世 紀 に あっ て 、 彼 
ら は 神 の 教え を 否定 し 、 時 を も 不信 心 者 に で きる と 信じ て いる 。 この 不信 心 者 た ちの 果て し な い 精 神 性 と そ 
の 目的 に つい て 、 コ ー ラ ン で は 次 の よう に 述べ られ て いる 。 
「 か れ ら は 策謀 し て 企ん だ が 、 わ れ も 策 を 巡ら し た 。 だ が か れ ら は (それ に ) 気 付か な い 。 だ か ら 見 る が いい 。 か れ ら 
の 策謀 の 最後 が どん な も の で あっ た か を 。 本 当 に われ は 、 か れ ら と その 民 を 一 斉 に 滅ぼし て し まっ た 」( ア ン ・ ナ ムル 
章 50-51 節 ) 
これ は 、 別 の 意味 で コー ラン で 述べ られ て いる 事実 が 重要 と な っ て くる 。 つま り 、 唯物 論者 の 所 有 物 は みな 頭 の 
中 に あり 、 従っ て 彼ら が 所 有する も の は 全て 何 の 価値 も な い の だ と いう こと を 彼ら に 伝え て いる の だ 。 彼ら の 持ち 物 、 
工場 、 金 、 お 金 、 子 供 、 配 偶 者 、 地 位 、 そ し て 彼ら 和 目 身 の 体 一 いずれ も 彼ら が 絶対 的 と みな し て いる も の 一 は その 
手 か ら こ ぼれ 落ち て し まう 。 いわ ば 、 破壊 さん て し まう の で ある 。 その と きこ そ 、 物質 で は な く 、 神 こそ が 唯一 の 絶対 的 
存在 で ある と いう 事実 に 直面 する の だ 。 
この 事実 に 気が付く こと は 、 唯物 論者 に と っ て は お そら く 最 悪 の 出来 事 で あろ 2。 彼ら が 信頼 を 置い て いる 物 
質 が 、 WW に よっ て ひき は な され て し まう こと は 、 彼ら の 言葉 を 借り れ ば 、 こ の 世 
で " 隔 終 を 迎え る 前 に 死ぬ "に 等 し いこ と だ 。 
これ に より 、 神 の み が 彼 ら に 残さ れる 。「 わ れ が 創っ た 者 を 、 わ れ 一 人 に 任せ な さい 」( ア ル ・ ム ッ ダ ッ ス イル 草 11 節 ) と 
いう この 節 で 、 人間 は みな び ひとり ひと り 神 と 一 緒 に いる と いう 事実 を 呼び か け て いる 。 この 驚く べき 事実 は 他 の 節 で も 
繰り 返さ れ て いる 。 
「 ま さ に あな た が た は 、 わ れ が 最初 あな た が た を 創っ た 時 の よう に 、 一 人 ひと り わ れ の 許 に 来 た 。 わ れ が あな た が 
た に 与え て いた も の を 、 凡 て 背後 に 残し て ぎ た 」( ア ル ・ ア ン ア ー ム 草 94 節 ) 
「 ま た 審判 の 日 に は 、 か れ ら は 各々 一 人 で か れ の 御 許 に 骨 り 出る 」( マ ル ヤ ム 章 95 節 ) 
これ は また 次 の 意味 に も 解釈 され る 。 物質 を 神 と 考え て いる 者 も 、 神 か ら 生 まれ 、 神 に 返さ れる 。 彼ら は 望む と 
望ま ざさ る と に 関わ ら ず 、 自ら を 神 に 捧 (MMir 今や 彼ら は 審判 の 日 を 待っ て いる 。 その 日 が 来れ ば 、 そ れ 
を 目 ら 理解 し よ に うと せ ず と も 、 神 の 許 に 宮 還 され 、 審 判 を 受け る こと に な る 。 


凡 造 の アト ラス 
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主体 の 車 要 性 


本 書 で 説明 され て いる 物質 を 超え る 秘 鶴 を 正確 に 理解 する こと は 最も 重要 な こと で ある 。 山 、 平原 、 花 、 人 々 、 
海 一 科 単 に 言え ば 、 私 た ちの 目 に する 全て の も の 、 そし て 神 が コ ー ラ ン の 中 で その 存在 を 知ら し め 、 神 が 無 か ら 作 
り 出し た 全て の も の は 、 創 られ た も の で あり 、 確か に 存在 する 。 し か し 、 人 間 は その 感覚 組織 を 通し て 、 こ れ ら の 存在 

の 本 質 を 見 た り 、 感じ た り 、 ある い は 聞い た りす る こと は で き な い 。 人 間 が 目 に し 、 感じ ? も の は 、 脳 の 中 に 見 える それ 
ら の 複製 に すぎ な い 。 これ は 、 全て の 医学 部 で 教え られ る 科学 的 事実 で め ある 。 同じ こと が 、 あな た が 読ん で いる この 
本 に も あて は まる 。 あな た は 、 こ の 本 の 本 質 を 見 る こと も で き な け れ ば 触れ る こと も で き な い 。 実物 の 本 か 0 
る 光 が 目 の 細胞 に よっ て 電気 信号 に 変換 され 、 そ の 電気 信号 が 脳 の 奥 に ある 視覚 中 枢 に 伝え られ て いる の だ 。 ここ 
で 、 こ の 本 の 姿 が 創り 上げ ら れ て いる 。 言い 換え れ ば 、 あ な た は 目 を 通し て 目 の 前 に ある 本 を 読ん で いる わけ で は な 
M 0 よ 、 あ な た の 脳 の 奥 に ある 視覚 中 枢 で 創 ら れ て いる の で ある 。 あな た が 今 読ん で いる 本 は 脳 の 中 の “本 の 
コピ ビー” に すぎ な い 。 原型 と な っ て いる 本 は 、 神 が 見 て いる の で ある 。 

し か し 、 忘れ て は いけ な いこ と が ある 。 それ は 、 物質 が 脳 の 中 で 形成 され る 幻想 で ある と いう 事実 は 物質 を "受け 

つけ な いと いう こと で は な く 、 物質 の 本 質 、 つ まり 誰 も その 実物 に 直接 触れ る こと は で き な い こと を 知ら し め て いる だ 
け だ と いう こと だ 。 更に 、 外側 に ある 物質 は 、 私 た ち に 見 えな い だ け で な く 、 他 の 存在 物 に も 見 えな い 、。 神 が 監 視 役 と 
し て 臣 わ す 守 護 の 天使 も 、 私 た ちと 同じ よう に この 世界 を 見 て いる 。 

「 見 よ 、 右 側 に また 左側 に 学 っ て 、2 人 の (守護 の 天使 の ) 監 視 役 が 監視 する 。 か れ が まだ 一 言 も 言わ な い の に 、 か れ 

の 傍ら の 看守 は (記録 の ) 準 備 を 整え て いる 」( カ ー フ 章 17-18 節 ) 

何より も 重要 な の は 、 神 が 全て を ご 覧 に な か っ て いる と いう こと だ 。 神 は この 世 を 詳細 に 創り 上 げ 、 そ の 様子 を 隅 々 
まで 見 生 つ て お られ の 6 これ に つい で て コー ラン で 火 の よ うに ボ で て いる 

0 あな た が た の 行い を 御存知 で あら れる こと を 知れ 」( ア ル ・ バ カラ 章 233 節 ) 

言っ て や る が いい 。 ア ッ ラ ー は 、 わ た し と あな た が た と の 間 の 立証 者 と し て 万 全 で あら れる 。 本 当 に か れ は 、 そ の し 

も べた ち を 知り 尽く し 、 見 て お られ る 方 で ある 」( ア ル ・ イ スラ ー 章 96 節 ) 

忘れ て は な ら な いこ と は 、 神 が ILawh MahfuzJI(Preserved Tablet と 呼ば れる 帳簿 に 全て を 記載 し て いる と いう こ 
と で ある 。 私 た ら に は 全て が 見 えな く て も 、 それ ら は みな 帳簿 の 中 に ある 。 神 は 帳 と 呼ば れる “書物 の 母 " に 全て を 
記録 し て いる こと を 次 の 節 で お 示し に な っ て いる 。 

「 そ れ は わが 許 の 母 典 の 中 に あり 、 非 常に 高く 英知 に 溢れ て いる 」( ア ッ ・ ズ フル フ 章 4 節 ) 

「 ま た わが 手許 に は 、( 凡 ゆる 始終 の ) 記 録 の 帳 薄 が ある 」( カ ー フ 草 4 節 ) 

「 天 と 地 の 隠 され た こと は 、 等 し く 明 瞭 に 書 冊 の 中 に (記さ れ て ) あ る 」( ア ン ・ ナ ムル 章 75 節 ) 


ロロ 間 
これ まで 説明 し て きた 内 容 は 、 あ な た が た が 今後 の 人 生 で 目 に する で あろ う 最 大 の 真実 の 1 つ で ある 。 私 た ち が 
見 る も の 、 “物質 的 世界 "と 呼ぶ も の は 実は 私 た ちの 心 に ある 、 私 た ち は 外 側 の 世界 に 存在 する 物質 の 原型 に 直接 
触れ る こと は で き な い 一 これ を 証明 する こと が 、 神 と 神 の 創造 物 の 存在 を 理解 し 、 神 こそ が 唯一 の 絶対 的 存在 で ある 
こと を 理解 する の に は 欠か せな い 。 
これ を 理解 し て いる 人 間 は 、 こ の 世界 が 大 半 の 人 々 が 考え て いる よう な 種類 の 場所 で は な いこ と に 気付 く で あろ 
う 。 この 世界 は 、 道 を 目的 も な く な ぷら つい た り 、 居酒屋 で 喧嘩 を し た り 、 豪華 な カフ ェ を 見 せ び ら か し た り 、 自分 の 財 
産 を 目 慢 し た り 、 あるいは 無 意 味 な 目標 の た め に 人 生 を 捧げ よう と し て いる 人 々 が 考え て いる よう な 、 外 的 な 存在 を 
持っ た 絶対 的 な 場所 で は な い 。 この 世界 は 、 私 た ちの 脳 に 映し 出さ れ た イメ ー ジ で あり 、 その 本 質 ! Wh 
は で き な い の で ある 。 先ほど 述べ た よう な 人 々 が 見 て いる の は 心 の 中 の 概念 で も や る の に 、 そ の こと に は 全く 気付 いて 
いな い 。 
この 大 変 重 要 な 概念 は 、 神 の 存在 を 否定 する 唯物 論者 の 哲学 を 根本 か ら 播 る が す も の で ある 。 マル クス や エン 
ゲル ス 、 レ ー ニ ン が 動揺 し 、 腹 を 立て 、 彼ら の 同胞 に こん な 概念 を 聞か され て も “深く 考え な い " よ うに 警告 し た 理由 
は そこ に ある 。 そう いっ た 人 々 は 、 精 神 的 に 欠陥 が あり 、 知覚 が 脳 の 中 で 形成 され て いる と いう 事実 を 理解 する こと 


だ テッ リカ クター ル 


さえ で き な い の だ 。 彼ら が 脳 で 見 て いる も の が " 外 的 な 世界 "で ある と 思い こみ 、 彼ら は そう で は な い 明 白 な 理由 を 把 
握 で き な い の で ある 。 
この よう に 気付 か な い の は 、 神 が 信心 者 に お 与え に な っ た 英知 が 彼ら に 欠け て いる の が 原因 で ある 。 コー ラン 

で は 不信 心 者 に つい て 次 の よう に 述べ られ て いる 。 「 か れ ら は 心 を 持つ が それ で 悟ら ず 、 目 は ある が それ で 見 ず 、 ま た 耳 
は ある が それ で 聞か な い 。 か れ ら は 家畜 の よう で ある 。 い や それ より も 迷っ て いる 。 か れ ら は (警告 を ) 軽 視 す る 者 で ある 」( ア 
ル ・ ア アー ラフ 章 179 節 ) よ く 反省 すれ ば 、 誰 で も 理解 で きる こと で ある 。 精神 を 集中 し 、 自分 の 周り の も の が どの よう 
に 見 え 、 ど の よう に 感じ る か を よく 考え て みる と いい 。 注意 深く 考え れ ば 、 今 、 考 え 、 こ の 本 を 読ん で いる 存在 が 、 内 
な る スク リー ン に 映し た “物質 "と 呼ば れる 概念 を 見 て いる だ け の 単なる 魂 に すぎ な いこ と を 感じ 取れ る は ず だ 。 この 
こと を 把握 で きた 者 は 誰 で も 、 人 類 の 大 半 を 欺く 物質 世界 の 領域 を 離れ 、 真 の 存在 の 領域 に 入っ た と いえ よう 。 

これ は 、 歴 史上 数 多く の 有 神 論者 や 哲学 者 に 理解 され て きた 事実 で あや る 。 ワー ダー トッ ウル ・ ウ ー ジ ュー ド 
(Wahdatul Wujood) の 見 方 は この 事実 を 誤解 し 、 全 て の 創造 物 の 存在 を 拒 谷 し て いる と いう 点 で 真実 か ら 外れ て い 
る も の の 、 偉大 な る 学者 イマ ム ・ ラ ッ バ ー ニ は この 問題 に つい て 正当 な 意見 を 述べ て いる 。 イマ ム ・ ラ ッ バ パー ニ に よれ 
ば 、 全て の 存在 物 は アッ ラー に 対す る “ 影 の 存在 "だ と いう 。 

イマ ム ・ ラ ッ バ パー ニ 、 ム ヒ ディ イン ・ イ ブン ・ ア ラビ (Muhyddin Ibn Arabi) 、 メ ヴ ラ ナ ・ カ ミ (Mevlana Cami) の よう な イス 
ラム 系 知識 人 は 、 コ ー ラ ン の し る し と 、 彼ら な り の 推論 を 使っ て この 事実 に 気付 いた 。 ジョ ー ジ ・ バ ー ク レー の よう な 西 
洋 の 哲学 者 た ち も 、 彼ら の 道理 を 通し て 同じ 事実 を 掴ん だ 。 イマ ム ・ ラ ッ バ ー ニ は その 著書 『 手 紙 J(Mektubat) の 中 
で 、「 物 質 世界 その も の が “幻想 と 推測 (概念 で あり 、 唯一 絶対 的 な 存在 が 神 で ある 」 と 書い て いる 。 

「 神 … 神 が 創 ら れ た これ ら の 存在 は 実質 的 に は 無 で ある … 神 は 感覚 と 幻想 の 領域 に それ ら 全 10WefiM 

な っ た … 宇 宙 も また 感覚 と 幻想 の 領域 に 存在 する が 、 こ れ は 物質 で は な い … バ 実際 の と ころ 、 外側 の 世界 に ! 

栄光 な る 存在 (すなわち 神 ) の ほか に は 何 も な い 」294 

し か し 、 こ れ ま で に この 事実 を 理解 し て いる も の の 数 は 常に 限ら れ て いる 。 イマ ム ・ ラ ッ バ ー ニ の よう な 偉大 な 学 
者 は 、 こ の 事実 を 大 衆 に 伝え る こと に は 不都合 が あり 、 ほとん どの 人 々 が この 事実 を 知ら な いと 書い て いる 。 

だ が 、 私 た ち が 生 き て いる 現在 、 科 学 に 後押し され た 証拠 に より 、 こ の 事実 は 経験 的 な も の と な っ て いる 。 物質 
が 絶対 的 な も の で は な く 、 物質 に つい て の 私 た ちの 知識 は ご く 限 られ て いる と いう 事実 は 、 初め て 、 具体 的 、 か つつ 明 
快 に 文章 と し て 閉 わ され た 。 この た め 、 は 一 般 の 人 々 が 神 の 事実 を 理解 し 、 唯一 の 絶対 神 で ある 神 の 民 と し 
て 導 か れる 転機 と な る だ ろう 。 21 世 紀 に は 、 唯物 論 的 な 19 世 紀 の 信 条 は 歴史 の ゴミ 箱 へ 追い や られ る 。 そし て 神 の 
存在 と 創造 と が 認識 され 、 空間 、 2 は 実は 存在 し な いと いう 事実 が より 理解 され る こと だ ろう 。 人 間 は 
よう や く 100 年 来 名 まれ て きた ベー ル と 責 瞳 と 、 迷 信 か ら 解 き 放 た れる の で ある 。 

いか な る 影 の 存在 も 、 こ の 必然 的 な 過程 を 妨げ る こと は で き な い 。 
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和 18 章 


時 間 の 相対 性 と 運命 の 現実 性 


これ まで 述べ て きた こと で 、 私 た らち が “三次 元 空間 "と いう 現実 に 直接 触れ る こと は で きず 、 脳 の 中 で その 一 生 を 
骨 ご す と いう こと を 示し て きた 。 反証 を 挙げ る こと で 、 道理 と 科学 的 事実 か ら 引き 離さ れ た 迷信 的 な 信条 を 明らか に 
する こと は 可能 だ 。 いか な る 方 法 を と っ て も 、 外 的 な 世界 の 物 換 の 原理 に 直接 触れ る こと は で き な い か ら で あ る 。 こ 

れ は 、 進化 論 を 根元 と する 唯物 請 哲学 の 大 き な 前 提 - 一 すなわち 物 吹 が 絶対 的 で 氷 色 的 な が も の で ある と いう 前 提 一 

に 半 議 を 唱え る も の で ある 。 また 、 唯物 論 哲 学 の 2 つめ の 前 提 、 時間 も ま た 絶対 的 で 永 色 的 な も の で ある と いう 前 提 
も 、 やはり 迷 信 的 な 仮定 に すぎ な い 。 


時 間 の 概念 


私 た らち が“ 時 間 " と 呼ぶ も の は 、 あ る 一 瞬 を 別 の 一 瞬 と 比較 する た め の 手 段 で ある 。 例え ば 、 あ る 者 が 1 つの 物質 
を た た く と 、 特定 の 音 が 聞こ える 。 5 分 後に 同じ 物質 を た た く と 、 今 度 は 別 の 音 が 聞こ える 。 2 つの 音 の 間 に 間 隔 が 空 
いて いる こと を 考慮 し 、 こ の 間隔 の こと を “時 間 " と 呼ぶ の で ある 。 し か し 、 2 つめ の 音 が 聞こ えた と き に は 、 最初 に 開 
いた 音 は すでに その 者 の 心 の 中 の 記憶 に な っ て いて 、 想像 上 の 情報 の 一 部 で し か な い 。 人 間 は 、 心 に 留め た 記憶 
と と も に 生き 、 そ の 中 に お ける 特定 の 有 瞬間 を 比較 する こと で 時 間 と いう 概念 を 生み 出す 。 も し その 人 間 が 比較 を し な 
けれ ば 、 時間 の 概念 も 持ち 得 な いこ と に な る 。 

同様 に 、 あ る 者 が 誰か が ドア か ら 入 っ て 来 て 、 部屋 の 真ん中 に ある 肘掛 け 椅 子 に 座る の を 見 た と する 。 相手 が 
肘掛 け 椅 子 に 座っ た と き に は 、 彼 が ドア を 開け て 肘掛 け 椅子 まで 近づい て きた と き の イ メー ジ が 記憶 の な か に 情報 

の 一 部 と し て 六 積 され る 。 この 場合 、 肘 掛け 椅 子 に 到着 する まで の 情報 を 思い 出し な が ら そ こ に 腰掛 ける 様子 を 比 

較 し た と き に 、 時 間 の 概念 は 発生 する の で ある 。 

簡単 に 言え ば 、 時 間 と は 、 脳 に 蓄積 され た 情報 を 比較 し た 結果 、 発生 する も の で ある 。 記憶 が で き な け れ ば 
脳 は そう いっ た 解釈 を する こと が で きず 、 従っ て 時 間 の 概念 を 形成 する こと は な い 。 自分 ) が 90 歳 だ と 人 間 が 決め られ 
る の は 、 彼 が それ まで の 30 年 に 関す る 情報 を 心 に 蓄積 し て きた こと に よる の で ある 。 も し 記憶 と いう も の が 存在 し な け 
れ ば 、 そ れ ま で の 30 年 に つい て 考え る こと は で きず 、 そ の 人 間 が 生き て いる その “ 朋 間 "し か 経験 で き な い 。 


だ ラッ カク ター ル 


時 の 超越 を 科学 的 に 説明 する 


この デー マ に つい て は 、 様 々 な 科学 者 や 学者 の 説明 を 引用 し て 明らか に し た い 。 

有名 な 知識 人 で あり 、 ノ ー ベ ル 折 を 受賞 し た 分 子 遺 伝 学 者 の フラ ン ソ ワ ・ ジ ャ コブ プ (Francois Jacob) は 、 時 間 が さか 
の ぼっ て 流れ る こと に つい て 彼 の 著書 Le Jeu des PossiblesJ で 次 の よう に 述べ て いる 。 

映画 を 逆 回 転 さ きせ て みる と 、 時 間 が さか の ぼっ て 流れ る 世界 を 想像 で きる 。 コー ヒー か ら ク リー ム が 飛び 出し 、 ク 

リー マー に 戻っ て いく 世界 。 光源 か ら 光 が 放射 され る の で は な く 、 壁 か ら 光 線 が 放出 され 、 光源 に 集まっ て くる 

世界 。 水面 に 投げ られ た 石 が 、 数 え 切 れ な い ほ どの 水滴 を 引き 窒 せな が ら 、 ぴよ ん ぴょ ん と 人 間 の 手 に 戻っ て く 

る 世界 。 し か し 、 そ うい う 時 間 を 遡 ら せ た 、 日 常 と は 全く 逆 の 特徴 を 持つ 世界 で は 、 人 間 の 脳 の 情報 処理 過程 や 

脳 が 情報 を 蓄積 する 方 法 も 同じ よう に 逆 に 機能 する 。 過去 と 現在 に つい て も 同じ こと が 言え る が 、 世界 その も の 

は 、 私 た ち に は 今 と 同じ よう に 見 える だ ろう 。 205 

9 人 間 の 脳 は 、 特定 の 出来 事 の 連続 に 慣れ て し まっ て いる た め 、 実際 に は 先 に 述べ た よう に は いか な い 。 私 
た ち は 常 に 時 間 は 前 に 流れ て いく も の と 思っ て いる 。 し か し 、 こ れ は 脳 が 決め た こと で あり 、 従っ て 全く 相対 的 な も の に 
すぎ Me 現実 に は 、 時 間 が どう 流れ る か を 私 た ち が 知 る こと は で き な い 。 実際 に 流れ て いる の か どう か さえ 、 定か で は 
な い の で ある ! これ は 、 時 間 が 絶対 的 事実 で は な く 、 単なる 概念 の 形 で し か な いか ら だ 。 

ここ で 言う 2 時間 と は 、 ア ル バ ー ト ・ ア イン シュ タダ イン (Albert Binstein) が 著書 | 一 般 相 対 性 理論 (Theorv of General 
Relativity)』 の 中 で 実証 し た 概念 の こと で も ある 。 リン カー ン ・ バ ーネット は その 著書 『 相 対 論 は いか に し て つく られ た か 』 
(The Universe and Dr.Einstein) の 中 で 、 こ う 書 いて いる 。 

アイ ン シ ュ タイ ン は 、 絶対 的 空間 と と も に 、 絶対 的 時 間 と いう 概念 一 無限 の 過去 か ら 無 限 の 未来 へ と 流れ 続け 

る 、 一 定 不 変 で 、 普遍 的 な 時 間 の 流れ 一 を 放棄 し た 。 一 般 相対 性 理論 を 包む 不明 上 隊 さ の 大 半 は 、 色 の 感覚 が 

知 党 の 1 つ で ある よう に 、 人 間 が 時 間 の 感覚 を 知覚 する こと に 積極 的 で な いこ と か ら 派 生 し て いる 。 宇宙 空間 が 

物質 的 物体 の 単なる 維 列 で ある よう に 、 時 間 も 単 に 出来 事 の 総 列 に すぎ な い 。 時 間 の 主観 性 は アデ イン シュ タイ 

ン が 上 自身 の 言葉 で わか りや すく 説明 し て いる 。 「 個 人 の 経験 は 、 一 連 の 出来 事 の 維 列 に 見 える 。 この うち 私 た ち 

が 記憶 し て いる 個々 の 出来 事 は 、“ 前 に "ある い は “ 後 で "と いう 基準 に 従っ て 並べ られ で て いる よう に も 見 える 。 従 

っ て 、 個々 の 人 間 に " 私 時 間 " す な わ ち 主観 的 時 間 が 存在 する 。 この 主観 的 時 間 は 計測 で きる も の で は な い 、。 

た だ 、 わ た し に は 、 大 きい 番号 の 出来 事 は 、 そ れ よ り も 小さ い 番 号 よ り 後 に 起こ っ た 出来 事 で あや る と いう よう に 出 

来 事 と 番号 を 関連 づけ る こと は で きる 」29 


人 間 の 時 間 に 対 する 主観 的 概念 は 、 あ る 瞬間 を 別 の 瞬間 と 比較 ・ 対 照 す る こと か ら 発 生 す る 。 例え ば 、 種 
を まい て 花 を 咲か せ 、 そ の 花 を 切っ て ブー ケ を 作る 、 と いう 一 連 の 流れ を 想像 し て みよ う 。 この 流れ が “時 
間 " で ある 。 し か し 、 現実 に は 、 時 間 と は “ 今 こ の 瞬間 "に 起き て いる こと を 、 そ れ 以 前 に 起き た 特定 の 時 間 と 
比較 する こと で 発生 する 概 党 で ある 。 





凡 造 の アト ラス 








ハー ルン ・ ヤ ハウ ワ ャ 


バー ネッ ト が 書い て い ] 
る よう に 、 ア イン シュ タイ ン 罰 
が 示し て いる の は 「 空 間 と 醒 較 
時 間 は 直 覚 を 表現 し た も の 
で あり 、 色 や 形 、 大 き さ と い 
っ た 概念 と 同様 、 私 た ちの 
意識 か ら 切 り 離 すこ と は で 
MSUOSENS OO 
盤 相対 性 理論 に よれ ば 、! 
時 間 は 、 私 た ち が 時 間 を 計 
測 す る 手段 で ある 出来 事 
の 順序 か ら 切 り 離 し て 存在 
する こと は で き な い 」207 と い 還 遇 ii im 
2。 時 間 の 相対 性 は 、 夢 を 使っ て 簡単 に 説明 で き 





時 間 は 知覚 か ら 構 成 さ る 。 夢 の 中 で は 何時 間 も 経 っ て いる よう に 感じ て 
れ で いる 以上 、 知覚 者 に 全 いて も 、 実 際 に は 数 分 、 あ る い は 数 秒 し か 経っ 
、 て いな いこ と も ある 。 
て 依存 し て いる 一 ゆえ に 相 
対 的 な の で ある 。 


時 間 の 流れ る 速度 は 、 私 た ち が 計 測 に 使う 対象 物 に よっ て 異な る 。 人 間 の 体 に は 、 ど れ だ け 速 く 時 間 が 過ぎ で てい 
る か を 正確 に 示す 自然 の 時 計 が な いか ら だ 。 バー ネッ ト は こう 書い て いる 。 「 色 を 認識 する 目 が な けれ ば 色 と い う も の が 
存在 し な いよ うに 、 時 間 を 区 切る た め の 出 来 事 が な けれ ば 、 そ の 瞬間 だ と か 、 何時 、 何 日 と いっ た も の は 存在 し えな い 、」 
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時 間 の 相対 性 は 、 夢 の 中 で 容易 に 経験 で きる 。 何時 間 も 夢 を 見 て いた よう に 思っ て も 、 実は わずか 数 分 だ っ た り 、 
ほん の 数 秒 し か た っ て いな か っ た りす る こと も ある か ら だ 。 

要点 を 明確 に する た め に 、 例 を 挙げ よう 。 あな た は 特別 に 設計 され た 窓 が 1 つ し か な い 部 屋 に 入れ られ 、 あ る 一 定 
の 期間 、 そ こ に 閉じ こめ られ て いる と する 。 壁 に は 時 計 が あり 、 どれ だ け 時 間 が 過ぎ た か は わか る よう に な っ て いる 。 こ 
の “" 間 "、 部 屋 の 窓 か ら 、 日 の 出 、 日 の 入り を 特定 の 間 陽 で 見 る こと が で きる 。 数 日 後 、 部屋 で どれ ほど の 時 間 を 過ごし 
た か と 尋ね られ た ら 、 あ な た は と きど き 時 計 を 見 た り 、 太陽 が 上 っ た り 沈 ん だ りす る 回 数 を 数 えた りす る こと で 収集 し た 情 
報 を 基 に 、 人 質問 に 答え る は ず た 。 例え ば 、 た ぶん 3 日 だ ろう 、 と いう よう に 。 し か し 、 あな た を そこ へ 閉じ こめ た 人 間 は 
2 日 し か 細 っ て いな いと 言う 。 あな た が 窓 か ら 見 た 太陽 は 、 偽 の 太陽 で 、 部屋 の 中 の 時 計 は 、 正確 な 時 計 よ り も 速 まく 動く 
よう に 調整 され て お り 、 あな た の 計算 は 間違っ て いる 、 と 。 

この 例 は 、 知覚 者 が 何 を 参考 と する か に よっ て 、 過ぎ 去る 時 間 の 早 さ が 変わ る こと を 示し て いる 。 

時 間 が 相対 的 な も の で ある と いう こと は 科学 的 事実 で あり 、 科学 的 方 法論 に よっ て も 証明 され て いる 。 アイ ン シ ュ タ 
イン の 一 般 相 対 性 理論 は 、 対象 物 の 速 さと 重心 か ら の 距離 に よっ て 時 間 の 速 さ は 変わ る と 主張 し て いる 。 速度 が 増 せ 
ば 、 時間 は 短く な り 一 圧縮 され 一 や が て 速度 を 落と し な が ら 停 目 点 に 近づき 、 完全 に 停止 する 、 と いう 論理 で ある 。 

アデ ア インシュ ダイ ン 目 身 も 例 を 挙げ て いる 。 ここ に 有 双子 が いる と する 。 その うち の ひと り が 地球 に 残り 0、 も う ひ と り は 光 の 
速度 に 近い 速度 で 宇宙 へ 出る 。 後者 が 地球 に 帰っ て きた と き 、 自分 の 兄弟 は 自分 より も ずっ と 歳 を と っ て いる こと に 気 
付く 。 な ぜ こ の よう な こと が 起こ る か と いう と 、 光速 に 近い 速度 で 旅 を する 人 に と っ て は 、 時 間 の 流れ が ずっ と 人 遅く な る た 
めで ある 。 で は 父親 が 宇宙 旅行 に 出 て 、 息子 が 地球 に 残っ た 場合 は どう な る の か ? 出発 し た と き 父 親 は 27 蔵 で 、 号 子 
が 3 茂 だ っ た と し た ら 、 30 年 後に 戻っ て きた 父親 は まだ 30 歳 で ある が 、 師 子 は 33 歳 に な っ て いる 。 

時 間 の 相対 性 は 、 時 計 の 人 針 を ゆっ くり 進め る か 、 速く 進め る か と いう だ け の 問題 で は な い 。 むし ろ 、 原子 を 構成 する 
立 子 の よう な 深い と ころ で 起き る 物質 シス テム 全体 の 分 化 に よる も の で ある 。 時 間 が 引き 延び さ れる よう な 状況 に お いて 
は 、 se 脳 の 働き と いっ た 機能 の 速度 も 落ち る 。 人 間 は 日 常 的 な 生活 を 続け て いる の で 、 時 間 

速度 が 落ち る こと に は 和信 く 気付 か な い の で ある 


だ ドラ ウッ クター ル 


コー ラン の 相対 性 


現代 科学 の 発見 に よっ て 導 か れ た 結論 は 、 時 間 は 唯物 論者 が 考え て いる よう な 絶対 的 な が も の で は な く 、 相対 的 概 
念 に すぎ な いと いう こと で ある 。 更に 興味 深い の は 、20 世 紀 に な っ て 初め て 科学 に よっ て 明らか に な っ た この 事実 が 、 
こ 14 世 紀 前 に 、 コ ー ラ ン に よっ て 人 類 に 伝え られ て いた と いう こと だ 。 コー ラン に は 、 時 間 の 相対 性 に 関す る 様々 
な 記述 が ある 。 
時 間 は 出来 事 や 状況 、 条件 に 依存 する 心理 学 的 概念 で め る と する 科学 的 に 証明 され た 事実 は せい 、 コ ー ラ ン の 様々 
な 節 に 記載 され て いる 。 例え ば 、 人間 の 一 生 は 、 コ ー ラ ン で 告げ られ て いる よう に と て も 短い 。 
「 そ の 日 か れ は 、 あ な た が た を 呼び 出さ れる 。 そ の 時 あな た が た は 答え 、 か れ を 讃え る 。 ま た あな た が た が ( 墓 の 中 
に ) 留 まっ た の は 、 片 時 に 過ぎ な いと 思う で あろ う 」( ア ル ・ イ スラ ー 章 52 節 ) 
「 か れ が 、 か れ ら を 招集 な され る 日 、 か れ ら は 昼間 の 一 刻 も 滞留 し な か っ た の よう に (感じ て )、 互 い に よ く 覚 えて いる で 
あろ う 」( ユ ー メ ヌメ ス 草 45 節 ) 
中 に は 、 人 に よっ て 時 間 の 論議 の 仕方 が 異な る こと や 、 と き に は と て も 短い 時 間 を と て も 長い も の に 訟 識 す る こと に 
つい て も 言及 され て いる 。 次 の 、 来世 で 審判 を 受け て いる 最 中 に 交わ され る 会 話 は よい 例 で ある 。 
「 か れ ら は 仰せ られ よう 。『 あ な た が た は 、 地 上 に 何 年 滞在 し て いた の か 』 か れ ら は 申し 上 げ よ う 。『 わ た し た ち は 一 日 
か 、 一 日 の 一 部 分 滞在 し て いま し た 。 勘 定 役 ( 天 使 ) に お 問い 下さ い 』 か れ は 仰せ られ よう 。『 あ な た が た の 滞在 は 束の間 
に 過ぎ な い 、 あ な た が た が (この こと を ) 知 っ て いた な ら ば 』」( ア ル ・ ム ウミ ヌー ン 章 112-114) 
また 別 の 節 で は 、 状 況 が 異な れ ば 時 間 の 流れ る 速 さ も 異な る こと が 述べ られ て いる 。 
「 か れ ら は あな た に 、 す ば や い 懲 罰 を 求め ある 。 だ が アッ ラー は 約束 に 背 か れ な い 。 本 当 に 主 の 御 許 に お ける 一 日 は 、 あ 
な た が た の 計算 する 千年 に 当る 」( ア ル ・ ハ ッ ジ 章 47 節 ) 
「 天 使 た ちや 聖霊 (大 天使 ジブ リー ル ) は 、 一 日 に し て 、 か れ の 許 に 登る 。 そ の (一 日 の ) 長 さ は 、5 万 年 で ある 」( ア ル ・ マ ア 
ー リ ジュ 意 4 節 ) 
「 か れ は 、 天 か ら 地 まで の ( 凡 て の ) 事 物 を 統御 な され る 。 それから それ (万 有 ) は 一 日 に ち し て 、 か れ の 許 に 登っ て 行く 。 
その (一 日 の ) 長 ざさ は 、 あ な た が た の 計算 する 千年 で ある 」( ア ッ ・ サ ジ タ 草 5 節 ) 
これ ら は 全て 、 時 間 の 相対 性 を 明白 に 説明 し た 文言 で ある 。 20 世 紀 の 科 学 に お いて よう や く 理 解 さ れん た ば か り の 
真理 が 、1400 年 前 に コー ラン に よっ で て 人々 に 伝え られ て いた と いう 事実 は 、 コ ー ラ ン が あら ゆる 時 間 と 空間 を 取り 囲む 
神 に よる 刻 未 で ある こと を 示し て いる 。 
コー ラン に は その 他 に も 時 間 が 概念 で やる こと を 示す 節 が た くさ ん 存在 する 。 これ は 特に 物語 に お いて 明らか に な 
っ て いる 。 例え ば 、 神 は 洞窟 の 仲間 (Companions of the Cave) と コー ラン の 中 で 呼ば れる 信者 の 一 団 を 3 世紀 以上 も の 
間 深 い 眠 り に つか せ た 。 し か し 目覚 め た 彼ら は 、 そ れ ほ ど 長 い 間 眠っ て いた と は 思わ な か っ た 。 
「 わ れ は それ か ら 洞 窟 の 中 で 幾 年 も の 間 、 か れ ら の 聴覚 を 妨げ た 。 そ れ か ら わ れ は 、 か れ ら を 呼び 起こ し 、2 団 の どちら 
が 、 よ く か れ ら の (滞在 ) 期 間 を 計算 出来 る か を 知 ろ うと し た 」( ア ル ・ カ ハフ 章 11-12 節 ) 
「 こ ん な (状態 の 所 ) に 、 わ れ は か れ ら を (眠り か ら ) 覚 し て 、 互 い に 問 わ さ せ た 。 一 人 が 言っ た 。『 あ な た が た は (ここ に ) ど 
れ 位 滞在 し た の で すか 』 す る と か れ ら は 、『 わ た し た ち は 一 日 か 、 一 日 足ら ず の 滞在 で す 』 と (答え 
て ) 言 っ た 。( し ば らく し て また ) 言 っ た 。『 ア ッ ラ ー は あな た が た が 滞留 し た こと を 最も よく 知 
っ て お られ ます ……』」( ア ル ・ カ ハフ 草 19 節 ) 
また 、 下 記 の 節 の 状況 か ら も 、 時 間 が 心理 学 的 概念 で ある こと が は っ きり と 
わか る 。 
「 ま た 、 根 底 か ら 壊 滅 し て な く な っ た 町 を 通り 過ぎ た 者 の よう に か れ は 言う の 
で あっ た 。『 ア ッ ラ ー は 、 ど う の よ うに 死に 絶え た この 町 を 上 四 ら され る の だ ろう 
か 』 と ころ が アッ ラー は 、 百 年 の 間 か れ を 死な せ 、 そ れ か ら 虹 ら せ た 。 そ し て 『 あ 
















時 間 と は 、 完 全 に 知覚 者 の 主観 に よる 概念 で ある 。 同じ 時 間 が 、 あ る 人 に と っ て 
は と て も 長く 感じ ? る こと が あれ ば 、 別 の 人 に は 短く < 感じ? こと が ある 。 どちら が 正 
し いか を 理解 する た め に は 、 時 計 や カレ ンダ ー と いっ た 基準 と な る も の が 必要 
だ 。 そう いっ た 基準 と な る も の が な けれ ば 、 正 し い 判断 を 行う こと は で き な い 。 






凡 造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


ょ た は どれ くら い 滞 在 し た の か 』 と 言わ れ た 。 か れ は (答え て ) 申 し 上 げた 。『 わ た し は 1 日 か 半日 過ごし まし た 』 か れ は 言 

われ た 。『 い や 、 あ な た は 百年 滞在 し た の だ 。 だ が あな た の 食べ 物 と 飲み 物 を 見 な さい 。 そ れ は まだ 年 を 経て いな い 。 ま 

た あな た の ロバ を みな さい 。 わ れ は 、 そ れ を 人 々 へ の 一 つの 印 と し よう 。 な お その 骨 を 見 な さい 。 わ れ が どう それ ら を 起 

こし 、 そ れ か ら 肉 を 着せ る か を 』 そ れ が 明示 され た 時 か れ は 、『 ア ッ ラ ー が 凡 て の こと に 全能 で あら れる こと が 分 か り ま し 

た 』 と 言っ た 」( ア ル ・ バ カラ 章 259 節 ) 

上 記 の 節 で は 、 時 間 を 創作 し た 神 は 時 間 に 縛ら れ て いな いこ と が 明確 に 強調 され て いる 。 一 方 、 人間 は 神 が 定 め 
た 時 間 に ら れる 。 節 に ある よう に 、 人 間 は 、 自分 が どれ だ け 眠 っ て いた か を 知る こと さえ で き な い 。 こう いっ た 場合 、 
[精神 の 歪ん だ 唯物 論者 の よう に 」 時 間 が 絶対 的 な も の で ある と 主張 する こと は 全く 非 論理 的 で ある 。 


連合 

時 間 の 様々 な 相対 性 は きわ め て 重要 な 事実 を 明らか (に し て いる 。 私 た ち に と っ て 10 億 年 と も 思わ れる 長 さ の 時 間 
で も 、 別 の 次 元 で は ほん の 1 秒 に し か な ら な いか も し れ な い 。 更に 、 こ の 世界 の 始ま りか ら 終 わり まで に あたる よう な 大 
な 長 さ の 時 間 で も 、 ま た 別 の 次 元 で は 1 秒 ど ころ か ほん の 一 瞬 か も し れ な い 、。 

これ こそ が 、 ほとん どの 人 々 、 特 に 運命 を 完全 合 定 する 唯物 論者 に は 理解 され て いな い 運 命 の 本 拘 で ある 。 運 人 A 
と は 、 過去 また は 未来 に お ける あら ゆる 出来 事 を 知る 神 の 全 知 な の だ 。 ほとん ど と まで は いか な いま で も 多く の 人 々 は 、 
神 が ま だ 人 間 が 経験 し て いな い 出 来 事 を どう や っ て 知り える の か を 疑問 に 思っ て お り 、 それ が 運命 の 正当 性 を 理解 さ 
れ な いこ と に つなが っ て いる 。 し か し 、 ま だ 経験 し て いな い の は 、 あ くま で も 人 間 の 側 の 話 だ 。 神 は 時 間 や 空間 に 縛ら れ 
る こと は な い 。 な ぜ な ら ば 神 自身 が 創 ら れ た も の だ か ら で あ る 。 それ だ か ら こ そ 、 神 に と っ て は 、 過去 も 、 未来 も 、 現在 も 
全て 同じ な の で ある 。 神 に と っ て は 、 あら ゆる こと が すでに 起こ っ て お り 、 終わ っ て いる の で ある 。 

著書 [相対 論 は いか に し て つく られ た か J』 の 中 で 、 リ ンカ ー ン ・ バ ーネット は 一 般 相対 性 理論 が いか に し て こう し た 洞 
祭 に つなが っ た か を 説明 し て いる 。 バー ネッ ト に よれ ば 、 宇 宙 は ! 宇 宙 規 模 の 知性 に よっ て の み 、 そ の 斑 茂 さ の 内 に 取 
り 囲 まれ る 」 2 こと が で きる と いう 。 バー ネッ ト が 言う 「 宇 宙 規 模 の 知性 」 と は 、 宇宙 全体 を 支配 する 神 の 叙 智 と 知識 で あ 
る 。 定規 の 始ま り 、 中 間 、 最後 や その 間 の 単位 が 容易 に 計れ る よう に 、 最初 か ら 終 わり まで を 一 瞬 の よう に 支配 し て いる 
時 間 を 神 は 御存知 な の だ 。 人 間 は 、 神 が その 者 の た め に 創り だ し た 運 合 を 目撃 する 時 間 が 来 た と き に の み 、 そ の 出来 
事 を 経験 で きる の で ある 。 

社会 が 運命 と いう も の を 人 歪め て 理解 し て いる こと に つい て 、 考え 直す 必要 も ある 。 この 人 歪め られ た 信念 に よっ て 、 神 
は 全て の 人 間 に " 運 命 " を 決定 づけ て いる が 、 時 に 人 間 は それ ら の 運命 を 変え る こと が で きる と いう 迷信 を 信じ 込ん で い 
る 人 々 が いる 。 例え ば 、 死 の 淵 か ら 生 選 し た 吊 者 に つい て 、 人 々 は 「 彼 は 運命 に 打ち 勝っ た 」 と いう よう な 迷信 的 発言 を 
する 。 し か し 、 誰 も 目 分 の 運命 を 変え る こと は で き な い 。 死 の 淵 か ら 生 選 し た 人 は 、 そ の と き に は まだ 死ぬ 運 人 千 に な か っ 
た だ け だ 。 ! 私 は 運 命 に 打ち 勝つ っ た 」 と 言っ て 目 ら を 欺 き 、 そ うい う 考 え を 改め よう と し な い 人 々 に と っ て は 、 そ れ が 運 伺 
だ と いう こと を 、 こ こ で も う 一 度 強 調 し て お きた い 。 

運命 と は 、 神 の 永遠 の 知識 で ある 。 時 間 と は 一 上 通 で ある こと を ある こと を 知り 、 あら ゆる 時 間 と 空間 を 支配 する 神 に と 
っ て 、 全て の こと は 運 人 千 の 中 で 決定 され 、 完 了 す る の だ 。 

時 間 は 神 の た め に ある も の 、 人 間 に と っ て 未来 に 起こ る よう に 思え る 出来 事 で も 、 コ ー ラ ン の 中 で は 、 すでに ずっ と 
前 に 起こ っ た か の よう に 語ら れ て いる と いう こと は 、 コ ー ラ ン の 一 節 を 読む こと で 理解 で きる 。 例え ば 、 未来 に お いて 神 が 
授け る こと に な っ て いる 勘定 が すでに 授け られ て いる 出来 事 と し て 書か れ て いる 節 が ある 。 

「 ラ ッ パ が 吹か れる と 、 天 に ある も の また 地 に ある も の も 、 ア ッ ラ ー が お 望み に な られ る 者 の 外 は 気絶 し よう 。 次 に ラッ 

パ が 吹か れる と 、 見 よ 、 か れ ら は 起き 上 が っ て 見 まわ す 。 そ の 時 大 地 は 主 の 御 光 で 輝き 、( 行 い の ) 記 録 が 置か れ 、 預 言 者 

た ちと 証人 た ち が 進 み 出 て 、 公 正 な 判決 び が かれ ら の 間 に 宣 告 され 、( 少 し も ) 不 当 な 扱い は され な い 。 人 々 は 、 そ の 行っ た 

こと に 対し て 、 十 分 に 報い られ よう 。 か れ は 、 か れ ら の 行っ た 凡 て を 最も よく 知っ て お られ る 。 不 信者 は 集団 を な し て 地獄 

に 駆 ら れ 、 か れ ら が そこ に 到着 する と 、 地 獄 の 諸 門 は 開か れる 。 そ し て 門番 が 言う 。『 あ な た が た の 間 か ら で た 使徒 は 来 

な か っ た の で すか 。 (そして) 主 か ら の 印 を あな た が た の た め に 読 論 し 、 ま た あな た が た の この 会 見 の 日 の こと を 警告 

な か っ た の で すか 』 か れ ら は (答え て ) 言 う 。『 そ の 通り で す 。 そ し て 不信 者 に 対す る 懲罰 の 言葉 が 、 真 に 証明 され まし た 』」 

(か れ ら は )『 あ な た が た は 地獄 の 門 を 入れ 。 そ の 中 に 永遠 に 住み な さい 』 と 言わ れ よ う 。 何 と 哀れ な こと よ 、 高 慢 な 者 の 


だ ラッ カク ター ル 


住ま いと は 。 ま た か れ ら の 主 を 胃 れ た も の は 、 集 団 を な し て 楽園 に 眠 られ る 。 か れ ら が そこ に 到着 し た 時 、 楽 園 の 諸 門 は 

開か れる 。 そ し て その 門番 は 、『 あ な た が た に 平安 あれ 、 あ な た が た は 立派 で あっ た 。 こ こ に 御 入 りな さい 永遠 の 住ま 

いで す 』 と 言う 」( ア ッ ・ ズ マル 章 68-73 節 ) 

これ に つい て 書か れ た 節 は これ 以外 に も ある 。 

「 そ し て 各々 の 魂 は 、 追 手 と 証言 者 に 伴わ れ て 来る 」 (カー フ 章 21 節 ) 

「 ま た 大 空 は キ 々 に 裂け る 。 天 が 脆く 弱い 日 で あろ う 」( ア ル ・ ハ ーッ カ 章 16 節 ) 

「 か れ ら が 耐え 忍 ん だ の で 、 か れ は 楽園 と 絹 ( の 衣 ) で か れ ら に 報 わ れ 、 そ の (楽園 の ) 中 で 、 寝 床 の 上 に ゆっ た り と 身 を 

伸ばし 、 か れ ら は 酷暑 の 太陽 も 、 凍 える 寒気 も お ぼ え な いで あろ う 」( ア ル ・ イ ン サ ー ン 章 12-13 節 ) 

「 ま た 衝 火 は 、 誰 で も 見 る ( 程 の ) 者 に (あり あり と ) 現 わざ され る 」( ア ン ・ ナ ー ズ イア ー ト 章 36 節 ) 

「 だ が この 日 は 、 信 仰 する 者 が 不信 者 た ち を 笑い 」( ア ル ・ ム タッ フィ フィ ー ン 章 34 節 ) 

「 犯 罪 者 た ち は 火 獄 を 見 て 、 そ こ に 落と さざれ る と 知る が 、 そ れ か ら 逃 れる 術 の な いこ と が 分 か る で あろ う 」( ア ル ・ カ ハフ 

章 53 節 ) 

これ ら を 読め ば わか る よう に 、( 人 間 の 視点 か ら 見 て ) 死 後に 起こ る 出来 事 は 、 コ ー ラ ン の な か で は すでに 経験 し た 
過去 の 出来 事 と し て 扱わ れ て いる 。 神 は 人 間 が 義 じ こめ られ て いる 相対 的 な 時 間 梓 に 縛ら れ て は いな い 。 神 が 時 間 に 
関係 な く こ れ ら の 出来 事 を 望ま れん た の で ある 。 つま り 人 間 は すでに それ ら を 行っ て いる の で あり 、 そう いっ た 出来 事 を 全 
て 乗り 越え 、 終 了 し て いる の だ 。 どん な 出来 事 も 、 大 小 に 関わ ら ず 、 全て は 神 の 知識 の 中 に あり 、 書物 に 記録 され て い 
る と いう こと は 、 次 の 節 で は っ きり と 示さ れ て いる 。 

「 あ な た が 何事 に 従事 し て いて も 、 ま た クル アー ン の どの 部 分 を 読 論 し て いて も 、 ま た あな た が た が どん な 行い を し て 

いよ うと も 、 あ な た が た が それ に うち こん で いる 限り 、 わ れ は 必ず あな た が た の た め の 立 証 者 で ある 。 天地 の 往 塵 の 重 

さも 、 あ な た の 主 か ら 逃 れ ら れ な い 。 ま た それ より も 小さ いも の で も 、 大 きい も の で も ( 凡 て ) は っ きり と 書物 の 中 に (記さ 

れ て ) な いも の は な い の で ある 」( ユ ー ヌ ス 章 61 節 ) 


唯物 論者 の 不安 


本 草 で 論じ られ て いる 事実 、 特 に 物質 、 時 間 、 空 間 に 関 する 事実 は 、 極め て 明確 で ある 。 前 述 し た よう に 、 これら 
は ある 種 の 補 と が や もの の 考え 方 と いっ た や の で は な く 、 明白 な る 科学 的 事実 で あり 、 疑問 の 余地 は な い 。 この 点 に 関 
し て は 、 道 理 的 に も 、 記 軸 理 Bt に も 異論 の 入る 余地 は な い の で ある 。 私 た ち に と っ て 、 世界 一 それ を 構成 する 物質 と そこ 
で 暮らす 人 間 た ち 一 は 錯覚 に 基づい た 存在 で あり 、 私 た ちの 心 の 中 で 経験 し 、 直接 触れ る こと の 出来 な い 知覚 の 集 
合体 な の だ 。 

唯物 論者 は 、 こ の こと を な か な か 理解 する こと が で き な い 。 ポリ ッ ツ ァ ー の バス の 話 は その 良い 例 だ 。 ポリ ッ ツ ァ ー は 
彼 が 概念 か ら の 抜け出 すこ と が で き な い の を 技術 的 に は 知っ て いて も 、 特定 の ケー ス の み で し か それ を 認め る こと が で き 
な か っ た 。 彼 は 、 出来 事 は 脳 の 中 で 起こ る が 、 バス が 衝突 し た 瞬間 に その 出来 事 は 脳 を 抜け 出し 、 肉体 的 現実 と みな 
され る と 考え て いた 。 この 場合 の 論理 的 欠陥 は 明らか だ 。 ポリ ッ ツ ァ ー は 、「 私 が 石 を 蹴る 。 私 の 足 が 痛む 。 ゆえ に 石 は 
存在 する 」 と 言っ た 、 同じ 唯物 論者 で ある サミ ュ エ ル ・ ジ ョ ン ソ ン と 同じ 過ち を 犯し て いる 。 ポリ ッ ツ ァ ー は バス が 衝突 し た 
後 の 衝撃 も 単なる 知覚 に すぎ な いこ と を 理解 で き な か っ た の で ある 。 

唯物 論者 が この 事実 を 理解 で き な い 潜在 的 な 理由 と し て 、 彼ら が それ を 理解 し た 場合 に 直面 し な けれ ば な ら な い 
現実 を 恐 れ て いる こと が 挙げ られ る 。 リン カー ン ・ バ ーネット は 、 こ の 事実 を “認め る "だ ! け で 唯物 5 伺 欄 学者 に 大 き な 影 
商 を 与え る こと に な る と いう 不安 を 語っ て いる 。 

物質 的 な 現実 は 、 実は 知覚 と いう 影 の 世界 に すぎ な いと 哲学 者 が 意見 を 変え た こと で 、 科学 者 も 人 間 の 感覚 に 

は 限界 が ある と いう 警告 に 耳 を 傾け 始め た 。 “} 

物質 の 本 質 に 手 を 触れ る こと が で き な い と いう 5 事実 や 、 時 間 は 概念 で ある と いう 事実 を 理解 し 始め る と 、 唯物 論 
の 心 の な か に 大 き な 不 安 が 頭 を も た げ る 。 唯物 論者 は 唯物 論 を 絶対 的 な が も の と し て それ だ け を 心 の 拠り 所 と し て いる か 
ら で あ る 。 ある 意味 で 、 唯 物 論者 に と っ て 唯物 論 は 宗 拝 す べき 偶像 の よう な も の な の だ 。 自分 が 進化 を 経て 、 物質 と 時 
間 に よ っ て 創 られ た 存在 PR 

目 分 が 住ん で いる 世界 に も 、 そ の 本 質 に も 、 目 分 目 身 の 体 や 他人 、 そ の 他 、 そ の 考え 方 に 大 きく 影響 を 受け た 唯 


凡 造 の アト ラス 


ハー ルン ・ ヤ ハウ ャ 


物 請 哲学 者 な ど 、 端的 に 言え を ば どん な も の で あっ て も 、 それ に 触れ る こと が で き な い と 感じ る と 、 唯物 論者 は それ に 対 
する 不安 に 圧倒 され て し ま 25。 彼 が 拠り 所 と し 、 信じ て きた も の 全て が 突然 消え 去る の だ 。 次 の 節 に も 述べ られ て いる よう 
に 審判 の 日 に 経験 する は ず の 絶望 を 、 本 当 の 意味 で 味わう の で ある 。 「 そ の 日 か れ ら は アッ ラー に 服従 、 帰 依 を 申し 出 で 、 
また か れ ら が 提 造 し て こい た も の は 、 か れ ら か ら は ぐれ 去る で あろ う 」( ア ン ・ ナ フル 曹 87 節 ) 

それ 以後 、 こ の 唯物 論者 は 、 彼 が 本 当 は 外側 に ある 本 物 の 物質 と 対 財 し て いる と 信じ よう と し 、 “証拠 " を 作り 上 げ よ 
9 NH 石 を 蹴り 、 叫び 声 を 上 げ る だ ろう 。 し か し 現実 か ら は 決し て 逃れ られ な い の だ 。 

唯物 論者 は 目 分 が 頭 の 中 か ら こ の 現実 を 忘れ 去り た いと 願う よう に 、 他 の 人 々 に 対し て も それ を 忘れ て ほし いと 願 
2。 物質 の 本 質 PP 般 の 人 々 に 知ら れる よう に な れ ば 、 彼ら 和 目 身 の 補 0 
目 に さら され る こと に 気付 く 。 彼ら の も の の 見 方 を 合理 的 に 解釈 する 根拠 は な く な る 。 ここ に 述べ られ た 事実 に 彼ら が 激 
し く 動 拉 す る の は 、 こ うい っ た 不安 の せい な の だ 。 

神 は 、 不 信心 者 の 不安 は 、 来世 で は も っ と 強く な る と 述べ て いる 。 審判 の 日 に 彼ら は こう 告げ られ る の で ある 。 

「 わ れ が 一 斉 に か れ ら を 招集 する 日 、 邪 神 を 信仰 し た 者 た ち に (問う て ) 言 う 。.『 あ な た が た が 言い 張っ て いた 、 仲 間 ( 邪 神 

ど と も) は どこ に いる の か が 』」( ア ル ・ ア ン ア ー ム 曹 22 節 ) 

来世 に お いて は 人 不信 心 者 は 、 彼 ら の 所 有 物 、 子 供 た ち 、 親しい 友人 た ち が 役 ら の も と を 離れ 姿 を 消す の を いや で 
も 目撃 する こと に な る 。 彼ら は 俗 世 界 で それ ら の 原型 と 直接 触れ あっ て いる と 思い 、 自 分 た ち は 神 の パー トナ ー だ と 得 
意 が っ て いた の だ 。 これ に つい て は 、 次 の 節 に 述べ られ て いる 。「 見 な さい 。 如何 に か れ ら が 自ら を 歌 く か 。 ま た か れ ら の 虚 
構 し た も の が 、 か れ ら を 迷わ せ た か を 」( ア ル ・ ア ン ア ー ム 24 節 ) 


信 す る 者 の 利益 


物質 は 絶対 的 で は な く 、 時 間 は 概念 で め ある と いう 事実 は 、 唯 物 論 者 に 警告 を 与え る も の だ が 、 真 に 神 を 信ずる 者 に 
て は 、 そ の 逆 が 当て は まる 。 神 を 信ずる 者 は 、 物質 の 背後 に ある 秘密 を 論議 で きた こと を ぶ よう に な る 。 Mu 
全て の 疑問 を 解く 鍵 と な る か ら で あ る 。 この 事実 を 認識 する こと で 全て の 秘 客 の 鍵 が 解き 放 た れ 、 そ れ ま で は 把握 で き 
な いよ うに 感じ て いた 多く の 問題 が 容易 に 理解 で きる よう に な る 。 

前 述 し た よう に 、 死 、 天国 、 地獄 、 来 世 、 そ し て 変化 する 次 元 と いっ た も の に つい て 理解 が で きる よう に な る の だ 。 例え 
ば 「 神 は どこ に いる の か ?」、「 神 の 前 に は 何 が 存在 し て いた の か ? 」、「 神 を 創造 し た の は 誰か ? 」、「 墓 地 で の 人 生 は 
どれ くら い 続 く の か ? 」、「 天 国 と 地獄 は ば どこに ある の か ?」 そ し て ! 天 国 と 地獄 は 今 で も 存在 する の か ? 」 と いっ た 重要 な 
芝 問 に 簡単 に 答え られ る よう に な る 。 神 が ゼ ロ か ら こ の 世界 を 創り 上 げた の だ と いう こと が わか れ ば 「 い つ ? 」 だ と か 「 ど こ 
で ?」 と いう 5 凶 問 は 無 意 味 な も の に な る 。 な ぜ な ら 、 時 間 や 場所 と いう も の は 存在 し な いか ら で あ る 。 空間 が 存在 し な いと 
いう こと が 理解 で きれ ば 、 地獄 も 天国 も 地球 も 、 実際 に は 全て 同じ 位置 に ある こと が 理解 で きる 。 時 間 と いう も の が 存在 
し な いこ と が わか れ ば 、 全 て の こと が 一 瞬 に し て 起こ る と いう こと が 理解 で きる 。 何 も 私 た ち を 待ち 受け て いる も の は な く 、 
時 間 も 過 ぎ 去 っ て いか な い 。 全て の こと が すでに 起こ り 、 終わ っ て いる か ら だ 。 

この 秘密 が 理解 で され ば 、 こ の 世界 は 信ずる 者 に と っ て 天国 の よう な 場所 に な る 。 あら ゆる 物質 的 心配 や 不安 、 恐れ は 消え て 
な く な る 。 世界 に は 1 つの 主権 国 し か 存在 せ ず 、 神 が 神 の 望む まま に 物質 的 世界 を 創り 上 げた の で あり 、 人 間 は 神 の 方 を 向く だ 
け で いい と いう こと が わか る 。 それ に より 人 間 は 自ら の 全て を 「 あ な た に 奉仕 の た め に 捧げ 」 (アル ・ イ ムラ ー ン 章 35 節 ) る こと に な る 
Me 

この 秘密 を 理解 する こと こそ 、 こ の 世に お ける 最大 の 利益 な の で ある 。 

更に 、 こ の 秘密 を 理解 する こと で 、 コ ー ラ ン に 書か れ て いる も う 1 つ の 重要 な 事実 が 明らか に な る 。 それ は 「 神 は (人 間 の ) 頸 動 版 
より も 人 間 に こ < 近い の で ある 」 (カー フ 章 16 節 ) と いう 事実 で ある 。 誰 も が 知る よう に 、 頸 動 脈 は 人 間 の 体内 に ある 。 体内 に ある も の よ 
り 近 いも の が 他 に 存在 する だ ろう か ? この こと は 、 私 た ち が 自 分 の 脳 を 出る こと が で き な い と いう 5 事実 に よっ て 容易 に 説明 が つく 。 
この 節 も また 、 こ の 秘密 を 理解 する こと で より わか りや すく な る の で ある 。 

これ は 明白 な る 事実 で ある 。 人 間 に と っ て 神 よ り 他 に 救い 主 も 供給 主 も 存在 し えな いと 言う 事実 を 確立 すべ き で ある 。 神 以外 に 
絶対 的 な も の は 存在 し な い 。 神 こ そ が 、 人 間 が 逃 避 し 、 救い を 求め 、 報酬 を 期待 すべ き 唯 一 の 絶対 的 存在 で ある 。 

私 た ちら が ど の 方 向 を 向こう と も 、 そこ に は 神 の 御 顔 が ある の だ か ら … 
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